
⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍に関する基ᮏ方㔪 

௧㸵（㸰㸮㸰㸳）年㸯月 

ᅜ等による⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍等に関するἲᚊ（グࣜーン㉎ධἲ）、ࡣ≀この༳ๅۑ

に基࡙ࡃ基ᮏ方㔪のุ断の基準を‶たす⣬を使用࡚ࡋいますࠋ 

 ♧⾲イクル適ᛶのࢧࣜۑ

この༳ๅ≀ࡣ Aランクの㈨材のみを使用࡚ࡋおり、༳ๅ用の⣬にࣜࢧイクルできますࠋ

⎔ቃ省⮧ᐁᡣ⎔ቃ⤒῭ㄢ

ࠛ100-8975 ᮾி㒔༓௦⏣༊㟘が関 1－2－2 

〇ရ対策・グࣜーンዎ約᥎㐍ಀ

TEL   : 03-5521-8229   E-mail : gpl@env.go.jp 

ホー࣒ページ࠙グࣜーン㉎ධἲ�QHWࠚ
https://www.env.go.jp/policy/hozen/green/g-law/index.html

リサイクル適性 Ａ

環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

令
和
７
年
１
月





 

 

環境物品等の調達の推進に関する基本方針 
 

 

目  次 

 

１．国及び独立行政法人等による環境物品等の調達の推進に関する基本的方向                 1 
２．特定調達品目及びその判断の基準並びに特定調達物品等の調達の推進に関する基本的事項     3 
３．その他環境物品等の調達の推進に関する重要事項                                            6 
 

別 記                                                                                      8 
定 義                                           8 
１．共通の判断の基準                                    9 
２．紙類                                                                               10 
３．文具類                                                                               19 
４．オフィス家具等                                       31 
５．画像機器等                                                                  35 

５－１ コピー機等                                                35 
５－２ プリンタ等                                                               43 
５－３ ファクシミリ                                      51 
５－４ スキャナ                                                                     54 
５－５ プロジェクタ                                                                  57 
５－６ カートリッジ等                                                60 

６．電子計算機等                                                                   65 
６－１ 電子計算機                                                65 
６－２ 磁気ディスク装置                                       75 
６－３ ディスプレイ                                                                   77 
６－４ 記録用メディア                                        81 

７．オフィス機器等                                                                  82 
７－１ シュレッダー                                                                   82 
７－２ デジタル印刷機                                         84 
７－３ 掛時計                                                          87 
７－４ 電子式卓上計算機                                                              88 
７－５ 電池                                                                    89 

８．移動電話等                                                                           91 
９．家電製品                                                                             95 

９－１ 電気冷蔵庫等                                                                   95 
９－２ テレビジョン受信機                                                             98 
９－３ 電気便座                                             101 
９－４ 電子レンジ                                                             103 

10．エアコンディショナー等                                 105 
10－１ エアコンディショナー                                                         105 
10－２ ガスヒートポンプ式冷暖房機                                                   109 
10－３ ストーブ                                                                     110 

11．温水器等                                                                            112 
11－１ 電気給湯器                                                                   112 
11－２ ガス温水機器                                                                 114 
11－３ 石油温水機器                                                                 117 
11－４ ガス調理機器                                                                 119 

12.照明                                                                                122 



 

 

12－１ 照明器具                                                                     122 
12－２ ランプ                                                                     126 

13．自動車等                                                                            128 
13－１ 自動車                                                                     128 
13－２ タイヤ                                                                     135 
13－３ エンジン油                                                                 136 

14．消火器                                                                           137 
15．制服・作業服等                                                                     139 
16．インテリア・寝装寝具                                                               143 
16－１ カーテン等                                                                 143 
16－２ カーペット                                                                 146 
16－３ 毛布等                                                                     149 
16－４ ベッド                                                                     152 

17．作業手袋                                                                            156 
18．その他繊維製品                                                                      157 
18－１ テント・シート類                                                              157 
18－２ 防球ネット                                                                  159 
18－３ 旗・のぼり・幕類                                                               161 
18－４ モップ                                                                       163 

19．設備                                                                               165 
20. 災害備蓄用品                                                                       177 
20－１ 災害備蓄用品（飲料水）                                                         177 
20－２ 災害備蓄用品（食料）                                                           178 
20－３ 災害備蓄用品（生活用品・資材等）                                                180 

21．公共工事                                                                            187 
22．役務                                                                                219 
22－１ 省エネルギー診断                                                             219 
22－２ 印刷                                                                         220 
22－３ 食堂                                                                        228 
22－４ 自動車専用タイヤ更生                                                        230 
22－５ 自動車整備                                                                  231 
22－６ 庁舎管理等                                                                  233 
22－７ 輸配送                                     248 
22－８ 旅客輸送（自動車）                              252 
22－９ 小売業務                                    255 
22－10 クリーニング                                 257 
22－11 自動販売機設置                                259 
22－12 引越輸送                                   263 
22－13 会議運営                                   267 
22－14 印刷機能等提供業務                              269 

23．ごみ袋等                                                                            271 
 

 

【参考】国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号） 

 



 

 

特定調達品目の分野及び品目一覧 【22 分野 288 品目】 
紙類 ・コピー用紙 ・フォーム用紙 ・インクジェットカラープリンター用塗工紙 

・塗工されていない印刷用紙 ・塗工されている印刷用紙 
・トイレットペーパー ・ティッシュペーパー 

文具類 ・シャープペンシル ・シャープペンシル替芯 ・ボールペン 
・マーキングペン ・鉛筆 ・スタンプ台 ・朱肉 ・印章セット ・印箱 
・公印 ・ゴム印 ・回転ゴム印 ・定規 ・トレー ・消しゴム 
・ステープラー（汎用型） ・ステープラー（汎用型以外） ・ステープラー針リムーバー 
・連射式クリップ（本体） ・事務用修正具（テープ） ・事務用修正具（液状） 
・クラフトテープ ・布粘着テープ（プラスチック製クロステープを含む。） ・両面粘着紙テープ 
・製本テープ ・ブックスタンド ・ペンスタンド ・クリップケース 
・はさみ ・マグネット（玉） ・マグネット（バー） ・テープカッター 
・パンチ（手動） ・モルトケース（紙めくり用スポンジケース） ・紙めくりクリーム 
・鉛筆削（手動） ・ＯＡクリーナー（ウエットタイプ） ・ＯＡクリーナー（液タイプ） 
・ダストブロワー ・レターケース ・メディアケース ・マウスパッド 
・ＯＡフィルター（枠あり） ・丸刃式紙裁断機 ・カッターナイフ 
・カッティングマット ・デスクマット ・ＯＨＰフィルム ・絵筆 ・絵の具 
・墨汁 ・のり（液状）（補充用を含む。） ・のり（澱粉のり）（補充用を含む。） 
・のり（固形）（補充用を含む。） ・のり（テープ） ・ファイル 
・バインダー ・ファイリング用品 ・アルバム（台紙を含む。） 
・つづりひも ・カードケース ・事務用封筒（紙製） 
・窓付き封筒（紙製） ・けい紙 ・起案用紙 ・ノート 
・パンチラベル ・タックラベル ・インデックス ・付箋紙 
・付箋フィルム ・黒板拭き ・ホワイトボード用イレーザー ・額縁 
・テープ印字機等用カセット ・テープ印字機等用テープ ・ごみ箱 
・リサイクルボックス ・缶・ボトルつぶし機（手動） ・名札（机上用） 
・名札（衣服取付型・首下げ型） ・鍵かけ（フックを含む。） 
・チョーク ・グラウンド用白線 ・梱包用バンド 

オフィス家具等 ・いす ・机 ・棚 ・収納用什器（棚以外） ・ローパーティション 
・コートハンガー ・傘立て ・掲示板 ・黒板 ・ホワイトボード 
・個室ブース ・ディスプレイスタンド 

画像機器等 ・コピー機 ・複合機 ・拡張性のあるデジタルコピー機 
・プリンタ ・プリンタ複合機 ・ファクシミリ ・スキャナ 
・プロジェクタ ・トナーカートリッジ ・インクカートリッジ 

電子計算機等 ・電子計算機 ・磁気ディスク装置 ・ディスプレイ  
・記録用メディア 

オフィス機器等 ・シュレッダー ・デジタル印刷機 ・掛時計 
・電子式卓上計算機 ・一次電池又は小形充電式電池 

移動電話等 ・携帯電話 ・ＰＨＳ ・スマートフォン 

家電製品 ・電気冷蔵庫 ・電気冷凍庫 ・電気冷凍冷蔵庫 
・テレビジョン受信機 ・電気便座 ・電子レンジ 

エアコンディショナー等 ・家庭用エアコンディショナー ・業務用エアコンディショナー 
・ガスヒートポンプ式冷暖房機 ・ストーブ 

温水器等 ・ヒートポンプ式電気給湯器 ・ガス温水機器 ・石油温水機器  
・ガス調理機器 

照明 ・LED 照明器具 ・LED を光源とした内照式表示灯 ・電球形 LED ランプ 

自動車等 ・乗用車 ・小型バス ・小型貨物車 ・バス等 ・トラック等 
・トラクタ ・乗用車用タイヤ ・２サイクルエンジン油 

消火器 ・消火器 

制服・作業服等 ・制服 ・作業服 ・帽子 ・靴 

インテリア・寝装寝具 ・カーテン ・布製ブラインド ・金属製ブラインド 
・タイルカーペット ・ニードルパンチカーペット 
・タフテッドカーペット ・織じゅうたん 



 

 

・毛布 ・ふとん ・ベッドフレーム ・マットレス 

作業手袋 ・作業手袋 

その他繊維製品 ・集会用テント ・ブルーシート ・防球ネット 
・旗 ・のぼり ・幕 ・モップ 

設備 ・太陽光発電システム（公共・産業用） ・太陽熱利用システム（公共・産業用） 
・燃料電池 ・エネルギー管理システム ・生ゴミ処理機 ・節水器具 
・給水栓 ・日射調整フィルム ・低放射フィルム 
・テレワーク用ライセンス ・Web会議システム 

災害備蓄用品 ・災害備蓄用飲料水 ・アルファ化米 ・保存パン ・乾パン 
・レトルト食品等 ・栄養調整食品 ・フリーズドライ食品 
・備蓄用作業服 ・非常用携帯燃料 ・携帯発電機 ・非常用携帯電源 
＊毛布 ＊作業手袋 ＊テント ＊ブルーシート ＊一次電池 
（＊は他の分野と同品目） 

公共工事 【資材】 
・建設汚泥から再生した処理土 ・土工用水砕スラグ 
・銅スラグを用いたケーソン中詰め材 ・フェロニッケルスラグを用いたケーソン中詰め材 
・地盤改良用製鋼スラグ ・高炉スラグ骨材  
・フェロニッケルスラグ骨材 ・銅スラグ骨材 ・電気炉酸化スラグ骨材  
・再生加熱アスファルト混合物 ・鉄鋼スラグ混入アスファルト混合物  
・中温化アスファルト混合物 ・鉄鋼スラグ混入路盤材  
・再生骨材等 ・間伐材 ・高炉セメント ・フライアッシュセメント 
・エコセメント ・透水性コンクリート ・鉄鋼スラグブロック  
・フライアッシュを用いた吹付けコンクリート・下塗用塗料（重防食） 
・低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料 ・高日射反射率塗料  
・高日射反射率防水 ・再生材料を用いた舗装用ブロック（焼成） 
・再生材料を用いた舗装用ブロック類（プレキャスト無筋コンクリート製品） 
・バークたい肥 ・下水汚泥を用いた汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト） 
・LED道路照明 ・再生プラスチック製中央分離帯ブロック 
・セラミックタイル ・断熱サッシ・ドア ・製材 ・集成材 ・合板 
・単板積層材 ・直交集成板 ・フローリング ・パーティクルボード 
・繊維板 ・木質系セメント板 ・木材・プラスチック再生複合材製品 
・ビニル系床材 ・断熱材 ・照明制御システム ・変圧器  
・吸収冷温水機 ・氷蓄熱式空調機器 
・ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機 ・送風機 ・ポンプ 
・排水・通気用再生硬質ポリ塩化ビニル管 ・自動水栓 
・自動洗浄装置及びその組み込み小便器 ・大便器 
・再生材料を使用した型枠 ・合板型枠 
【建設機械】 
・排出ガス対策型建設機械 ・低騒音型建設機械 
【工法】 
・低品質土有効利用工法 ・建設汚泥再生処理工法 
・コンクリート塊再生処理工法 ・路上表層再生工法 
・路上再生路盤工法 ・伐採材又は建設発生土を活用した法面緑化工法  
・泥土低減型ソイルセメント柱列壁工法 
【目的物】 
・排水性舗装 ・透水性舗装 ・屋上緑化 

役務 ・省エネルギー診断 ・印刷 ・食堂 ・自動車専用タイヤ更生 
・自動車整備 ・庁舎管理 ・植栽管理 ・加煙試験 ・清掃  
・タイルカーペット洗浄 ・機密文書処理 ・害虫防除 
・輸配送 ・旅客輸送（自動車） ・庁舎等において営業を行う小売業務 
・クリーニング ・飲料自動販売機設置 ・引越輸送 ・会議運営 
・印刷機能等提供業務 

ごみ袋等 ・プラスチック製ごみ袋  
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⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍に関する基ᮏ方㔪 

 この基ᮏ方㔪ࡣ、ᅜ（ᅜ、ྛ省ᗇ、ุ所等）及びᅜ等による⎔ቃ≀ရ等の調

㐩の᥎㐍等に関するἲᚊ➨㸰᮲➨㸰㡯のἲேを定ࡵるᨻ௧（ᖹᡂ12年ᨻ௧➨���ྕ）

につ定ࢀࡉるἲே（以下ࠕ⊂❧⾜ᨻἲே等ࠖというࠋ）が⎔ቃ㈇Ⲵのప減に㈨する

ཎ材ᩱ、部ရ、〇ရ及びᙺົ（以下ࠕ⎔ቃ≀ရ等ࠖというࠋ）の調㐩を⥲合的ࡘ

ィ⏬的に᥎㐍するたࡵの基ᮏ的㡯を定ࡵるࡶので࠶るࠋまた、ᆅ方බඹᅋయ、

業⪅、ᅜẸ等にࡘい࡚ࡶ、この基ᮏ方㔪をཧ⪃と࡚ࡋ、⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍に

ດࡵることがᮃまࡋいࠋ 

 なお、ᅜがこࢀまでに定ࡵ、実⾜࡚ࡋきた⎔ቃಖ全に㈨するྛ✀ྲྀ⤌にࡘい࡚ࡣ、

この基ᮏ方㔪と連ᦠをᅗりࡘࡘ引き⥆き適切な実⾜をᅗるࡶのとするࠋ 

㸯㸬ᅜ及び⊂❧⾜ᨻἲே等による⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍に関する基ᮏ的方ྥ 

�1� ⎔ቃ≀ရ等の調㐩᥎㐍の⫼ᬒ及びព⩏ 

 ᆅ⌫温ᬮ化ၥ㢟ࡸᗫᲠ≀ၥ㢟など、日の⎔ቃၥ㢟ࡑࡣのཎᅉが量⏕⏘、

量消㈝、量ᗫᲠを๓ᥦとࡋた⏕⏘と消㈝のᵓ㐀に᰿࡚ࡋࡊおり、ࡑのゎỴにࡣ、

⤒῭♫の在り方ࡑのࡶのを⎔ቃ㈇Ⲵのᑡない持⥆的Ⓨᒎがྍ能なࡶのに変㠉

る分㔝におい࡚⎔ቃ㈇Ⲵのప減ࡺࡽ࠶、ࡵこのたࠋる࠶ことが不ྍḞでࡃい࡚ࡋ

にດ࡚ࡵいࡃ必要が࠶るが、このような୰で、ᡃࠎの⏕活ࡸ⤒῭活動を支࠼る≀

ရ及びᙺົ（以下ࠕ≀ရ等ࠖというࠋ）にకう⎔ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚ࡶこࢀをప減ࡋ

࡚いࡃことがᛴົとな࡚ࡗおり、⎔ቃ≀ရ等への㟂要の転換をಁ㐍࡚ࡋいなけ

 ࠋないࡽなࡤࢀ

 ⎔ቃ≀ရ等への㟂要の転換を㐍ࡵるたࡵにࡣ、⎔ቃ≀ရ等の౪給をಁ㐍するた

のࡽに、⎔ቃ≀ရ等のඃඛ的㉎ධをಁ㐍することによる㟂要面ࡶの施策ととࡵ

ྲྀ⤌を合࡚ࡏࢃㅮࡎることが㔜要で࠶るࠋ⎔ቃ≀ရ等のඃඛ的㉎ධࡣ、こࡽࢀの

≀ရ等のᕷ場のᙧᡂ、開Ⓨのಁ㐍にᐤࢀࡑ、ࡋが更なる⎔ቃ≀ရ等の㉎ධをಁ

㐍するという、⥅⥆的ᨵၿをకࡗたἼ及効ᯝをᕷ場にࡶたࡽすࡶので࠶るࠋまた、

⎔ቃ≀ရ等のඃඛ的㉎ධࡣㄡࡶが㌟㏆なㄢ㢟と࡚ࡋ✚ᴟ的にྲྀり⤌ࡴ必要が࠶

るࡶので࠶り、調㐩యがよりᗈ範な⎔ቃಖ全活動を⾜う➨୍Ṍとなるࡶので࠶

るࠋ 

 このような⎔ቃ≀ရ等のඃඛ的㉎ධとᬑ及によるἼ及効ᯝをᕷ場にࡶたࡽす

上で、㏻常の⤒῭活動のయと࡚ࡋᅜẸ⤒῭にきな置を༨ࡘ、ࡵ、の

యにࡶきなᙳ㡪力を᭷するᅜ及び⊂❧⾜ᨻἲே等（以下ࠕᅜ等ࠖというࠋ）が

ᯝたすᙺࡣᴟ࡚ࡵきいࠋすなࡕࢃ、ᅜ等が自ࡽ率ඛ࡚ࡋ⎔ቃ≀ရ等のィ⏬的

調㐩を᥎㐍ࡋ、こࢀをび水とすることにより、ᆅ方බඹᅋయࡸẸ間部㛛へྲྀࡶ

⤌の㍯をᗈࡆ、ᡃ がᅜ全యの⎔ቃ≀ရ等への㟂要の転換をಁ㐍することが㔜要で

ቃ基ᮏἲ（ᖹᡂ㸳年ἲ⎔、ࡣቃ≀ရ等の調㐩᥎㐍⎔ࡃこの基ᮏ方㔪に基࡙ࠋる࠶

ᚊ➨�1ྕ）➨24᮲㹙⎔ቃへの㈇Ⲵのప減に㈨する〇ရ等の利用のಁ㐍㹛及びᚠ⎔

ᆺ♫ᙧᡂ᥎㐍基ᮏἲ（ᖹᡂ12年ἲᚊ➨11�ྕ）➨1�᮲㹙⏕ရの使用のಁ㐍㹛

の㊃᪨に๎るࡶので࠶るࠋ 
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 ᆅ⌫温ᬮ化ࡑ、ࡣのணࢀࡉるᙳ㡪のきࡽࡉ้῝ࡸࡉぢ࡚、ே類の⏕Ꮡ基

┙に関ࢃる最ࡶ㔜要な⎔ቃၥ㢟の୍ࡘと࡚ࡋ認㆑࡚ࢀࡉおり、ᡃ がᅜにおい࡚ࡶ

௧㸰年1�月に2���年࢝ーボンࣗࢽートラル、⬺Ⅳ⣲♫の実⌧を目ᣦす᪨をᐉ

ゝࡋたとこࢁで࠶るࠋまた、ᆅ⌫つᶍでの㈨※・ᗫᲠ≀制約ࡸᾏὒプラスࢳック

ごみၥ㢟への対応等をᅗることࡶႚ⥭のㄢ㢟とな࡚ࡗいるࠋこのたࡵ、ᆅ⌫温ᬮ

化対策ࡸ㈨※ᚠ⎔の㔜要ᛶに㚷み、ࠕᆅ⌫温ᬮ化対策ィ⏬ࠖ（௧㸱年1�月22

日㛶㆟Ỵ定）及びࠕᨻᗓがࡑのົ及び業に関ࡋ温室効ᯝガスの排ฟの削減等

のたࡵ実⾜すき措置にࡘい࡚定ࡵるィ⏬ （ࠖ௧㸱年1�月22日㛶㆟Ỵ定）୪び

にࠕᚠ⎔ᆺ♫ᙧᡂ᥎㐍基ᮏィ⏬ࠖ（௧㸴年㸶月㸰日㛶㆟Ỵ定）等の㊃᪨を㋃

ま࠼、ᅜ等ࡣ⎔ቃ≀ရ等を率ඛ࡚ࡋ調㐩する必要が࠶るࡽࡉࠋに、ᅜ等が率ඛࡋ

࡚プラスࢳックの㈨※ᚠ⎔を᥎㐍するたࡵ、プラスࢳックにಀる㈨※ᚠ⎔のಁ㐍

等に関するἲᚊ（௧㸱年ἲᚊ➨��ྕ）➨㸵᮲➨㸯㡯につ定するプラスࢳック使

用〇ရ設ィᣦ㔪（௧㸲年㸯月1�日内㛶ᗓ・㈈ົ省・ཌ⏕ປാ省・㎰ᯘ水⏘省・

⤒῭⏘業省・ᅜᅵ交㏻省࿌♧➨㸯ྕ）に適合࡚ࡋいると認定ࢀࡉた設ィにಀるプ

ラスࢳック使用〇ရ（以下ࠕ認定プラスࢳック使用〇ရ とࠖいうࠋ）にࡘい࡚ࡣ、

ᅜ等の調㐩の᥎㐍がಁ㐍ࢀࡉるよう༑分に㓄៖ࡋなけࡤࢀなࡽないࠋຍ࡚࠼、化

▼エネルギー୰ᚰの⏘業ᵓ㐀・♫ᵓ㐀をクࣜーンエネルギー୰ᚰへ転換するグ

ࣜーントランスフ࢛ー࣓ーࣙࢩン（以下ࠕ*;ࠖというࠋ）にྥけたࠕ⬺Ⅳ⣲ᡂ㛗

ᆺ⤒῭ᵓ㐀⛣⾜᥎㐍ᡓ␎（*;᥎㐍ᡓ␎）ࠖ（௧㸳年㸵月28日㛶㆟Ỵ定）でࡣ、

᪤に୍定⛬度ᬑ及࡚ࡋいるపⅣ⣲〇ရにࡘい࡚ࡣ、ᐁẸによる調㐩を更にᣑす

るたࡵ、ᅜ等による⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍等に関するἲᚊ（ᖹᡂ12年ἲᚊ➨1

定方ἲに⟭ࡸき〇ရのุ断基準等におい࡚調㐩す（ࠋἲࠖというࠕ以下ࠋྕ��

⾜を✚ᴟ的にࡋ┤に㈨するぢ;*、ࡽたことࢀࡉ検ウを⾜うと、ࡋ┤い࡚、ぢࡘ

うࡶのとするࠋ 

�2� ⎔ቃ≀ရ等の調㐩᥎㐍の基ᮏ的⪃࠼方 

 ᅜ等のྛ機関（以下ྛࠕ機関ࠖというࠋ）ࡣ、ἲ➨㸵᮲のつ定に基࡙き、毎年

度、基ᮏ方㔪に༶࡚ࡋ、≀ရ等の調㐩に関ࡋ、当該年度のண⟬及びົཪࡣ業

のண定等を຺࡚ࡋ、⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍をᅗるたࡵの方㔪（以下ࠕ調㐩方

㔪ࠖというࠋ）を作ᡂ・බ⾲ࡋ、当該調㐩方㔪に基࡙き、当該年度における≀ရ

等の調㐩を⾜うこととなるࠋ 

、にࡶ方に๎り、調㐩を⾜うとと࠼⪄以下のような基ᮏ的ࡣの際、ලయ的にࡑ 

調㐩ࢀࡉた≀ရ等の使用を㐍࡚ࡵいࡶࡃのとするࠋ 

ձ ≀ရ等の調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、ᚑ᮶⪃៖࡚ࢀࡉきた౯᱁ࡸရ質などにຍ࠼、

ᚋࡣ⎔ቃಖ全のほ点が⪃៖㡯となる必要が࠶るࠋこࢀにより、౯᱁ࡸရ質な

どととࡶに、⎔ቃ㈇Ⲵのప減に㈨することが≀ရ等の調㐩ዎ約をᚓるたࡵの要

⣲の୍ࡘとなり、こࢀにకう業⪅間の➇தが⎔ቃ≀ရ等のᬑ及をࡶたࡽすこ

とにࡘながるྛࠋ機関ࡣ、このような認㆑の下、⎔ቃ関連ἲつの㑂Ᏺࢁࡕࡶࡣ

できる、ࡘࡘࡋのこと、業⪅の更なる⎔ቃ㈇Ⲵのప減にྥけたྲྀ⤌に㓄៖ࢇ
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限りᗈ範な≀ရ等にࡘい࡚、⎔ቃ㈇Ⲵのప減がྍ能どうを⪃៖࡚ࡋ調㐩を

⾜うࡶのとするࠋ 

ղ ⎔ቃ㈇Ⲵをできるࡔけప減ࡏࡉるほ点ࡣࡽ、ᆅ⌫温ᬮ化、気ởᰁ、水質

ở⃮、⏕≀ከᵝᛶの減ᑡ、ᗫᲠ≀のቑ等のከ岐にࢃたる⎔ቃ㈇Ⲵ㡯目をでき

る限りໟᣓ的にとࡘ、࠼ࡽ、ྍ能な限り、㈨※採ྲྀࡽᗫᲠに⮳る、≀ရ等

のライフࢧイクル全యにࡘい࡚の⎔ቃ㈇Ⲵのప減を⪃៖ࡋた≀ရ等を㑅ᢥす

る必要が࠶るࠋまた、ᒁᆅ的な気ởᰁのၥ㢟等、ᆅᇦに≉᭷の⎔ቃၥ㢟をᢪ

、当該⎔ቃၥ㢟に対応する⎔ቃ㈇Ⲵ㡯目に㔜点を置い࡚、ࡣ࡚ࡗ࠶るᆅᇦに࠼

≀ရ等を調㐩することが必要な場合ࢀࡽ࠼⪄ࡶるࠋ 

ճ ྛ機関ࡣ、⎔ቃ≀ရ等の調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、調㐩⥲量をできるࡔけᢚ制する

よう、≀ရ等の合理的な使用、࢙ࢩアࣜングの活用等にດࡵるࡶのとࡋ、ἲ➨

11᮲のつ定をᛕ㢌に置き、ἲに基࡙ࡃ⎔ቃ≀ရ等の調㐩᥎㐍を理⏤と࡚ࡋ調㐩

⥲量がቑຍすることのないよう㓄៖するࡶのとするࠋまた、ྛ機関ࡣ調㐩ࢀࡉ

た⎔ቃ≀ရ等にࡘい࡚、㛗期使用ࡸ適正使用、分ูᗫᲠなどに␃ពࡋ、期ᚅࡉ

ቃ㈇Ⲵの⎔ࡣなお、㏆年ࠋるࡵるようດࢀࡉる⎔ቃ㈇Ⲵのప減が╔実にⓎࢀ

ప減をᅗるほ点及び᪂ࡋい⏕活ᵝ式への対応等ࡽ、ሗ㏻ಙᢏ⾡を活用ࡋた

のᑟධによる㠀対面業ົへの切᭰が✚ᴟ的にヨ࣒ࢸスࢩHE㆟:ࡸレ࣡ークࢸ

み࡚ࢀࡽいるࠋこうࡋた㠀対面業ົへの切᭰に当たࡣ࡚ࡗ、≀ရ等の調㐩⥲量

ࠋる࠶ないよう適切に検ウすることが㔜要でエネルギー消㈝量のቑをᣍࡸ

 また、⎔ቃ≀ရ等の調㐩を᥎㐍するに当たࡣ࡚ࡗ、㹕㹒㹍ᨻᗓ調㐩༠定（≉に

ྠ༠定➨1�᮲ᢏ⾡ᵝ᭩及びධᮐㄝ明᭩のつ定）とのᩚ合ᛶに༑分㓄៖ࡋ、ᅜ際

㈠᫆に対する不必要な障ᐖとなࡽないように␃ពするࠋ 

㸰㸬≉定調㐩ရ目及びࡑのุ断の基準୪びに≉定調㐩≀ရ等の調㐩の᥎㐍に関する基ᮏ

的㡯 

�1� 基ᮏ的⪃࠼方 

 ア㸬≉定調㐩ရ目の基ᮏ的㡯 

 ≉定調㐩ရ目ࡣ、ᅜ等が㔜点的に調㐩を᥎㐍すき⎔ቃ≀ရ等の✀類で࠶り、

ᅜ等による୍定の調㐩が࠶り、ࡘ、ᅜ等が⎔ቃ≀ရ等の調㐩を᥎㐍すること

で、⎔ቃ≀ရ等への㟂要の転換がぢ込ࡵる場合に設定するࡶので࠶るࠋまた、

ᅜ等の率ඛ調㐩によりึ期㟂要ฟへの㈉⊩がồࢀࡽࡵるඛ➃的な⎔ቃ≀ရ

等にࡘい࡚ࡶ、≉定調㐩ရ目への置࡙けを検ウすることが必要で࠶るࠋ 

 イ㸬ุ断の基準等の基ᮏ的㡯 

 ≉定調㐩ရ目のุ断の基準ࡣ、ྛ 機関の調㐩方㔪における毎年度の調㐩目ᶆ

の設定の対象となる≀ရ等を明確にするたࡵの要௳と࡚ࡋ定ࢀࡽࡵるࡶので

 ࠋる࠶
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 ⎔ቃ≀ရ等の調㐩に際ࡣ࡚ࡋ、できる限りライフࢧイクル全యにࢃた࡚ࡗከ

ᵝな⎔ቃ㈇Ⲵのప減を⪃៖することがᮃまࡋいが、≉定調㐩≀ရ等の実際の調

㐩に当た࡚ࡗのᐈほ的なᣦ㔪とするたࡵ、≉定調㐩ရ目ごとのุ断の基準ᩘࡣ

値等の明確ᛶが確ಖできる㡯にࡘい࡚設定することとするࠋ当該㡯の設定

に当たࡣ࡚ࡗ、より㧗い⎔ቃᛶ能に基࡙ࡃ調㐩を᥎㐍するほ点ࡽ、必要に応

じ、より㧗い⎔ቃᛶ能を♧すࡶのとࠕ࡚ࡋ基準値㸯ࠖ、最ప限‶たすきࡶの

とࠕ࡚ࡋ基準値㸰ࠖの㸰ẁ㝵のุ断の基準を設定するࡶのとするࠋ 

 また、全࡚の⎔ቃ≀ရ等ࡣ┦応の⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝを持ࡶࡘので࠶るが、ุ

断の基準ࡑ、ࡣのようなᵝࠎな⎔ቃ≀ရ等の୰で、⎔ቃ≀ရ等の調㐩を᥎㐍す

るに当た࡚ࡗの୍ࡘの目Ᏻを♧すࡶので࠶り、ุ 断の基準を‶たす≀ရ等が၏

୍の⎔ቃಖ全にᙺ❧ࡘ≀ရ等で࠶ると࡚ࡋ、こࢀのみが᥎ዡࢀࡉるࡶのでࡣな

いྛࠋ機関におい࡚ࡣ、ุ断の基準を‶たすことにとどまࡎࡽ、⎔ቃ≀ရ等の

調㐩᥎㐍の基ᮏ的⪃࠼方にἢ࡚ࡗ、ライフࢧイクル全యにࢃた࡚ࡗከᵝな⎔ቃ

㈇Ⲵ㡯目に㓄៖ࡋた、できる限り⎔ቃ㈇Ⲵのప減をᅗࡗた≀ရ等の調㐩にດࡵ

ることがᮃまࡋいࠋ㸰ẁ㝵のุ断の基準が設定࡚ࢀࡉいるရ目にࡘい࡚ࡣ、⬺

Ⅳ⣲♫等の実⌧を目ᣦすほ点ࠕ、ࡶࡽ基準値㸯ࠖ及びࠕ基準値㸰ࠖࡒࢀࡑ

基準値㸯ࠖによる調㐩を✚ᴟ的にࠕの調㐩目ᶆを調㐩方㔪に置࡙けた上でࢀ

᥎㐍するࡶのとするࠋ 

ᚊに適用することが適当でない㡯で୍࡚ࡋに、⌧時点でุ断の基準とࡽࡉ 

ุ、ࡣい࡚ࡘቃ㈇Ⲵప減上㔜要な㡯に⎔ࡶ࡚ࡗ࠶ 断の基準にຍࡽࡉ࡚࠼に調

㐩に当た࡚ࡗ㓄៖ࢀࡉるࡃ、㓄៖㡯を設定することとするࠋなお、ྛ機関

ࡘಶูの調㐩にಀるලయ的、ࡣ調㐩に当たり㓄៖㡯を適用する場合に、ࡣ

明確なᵝと࡚ࡋ๓にこࢀを♧ࡋ、調㐩手⥆の㏱明ᛶࡸබ正ᛶを確ಖするࡶ

のとするࠋ 

 なお、ุ 断の基準ࡣ⎔ቃ㈇Ⲵのప減のほ点ࡽ定ࢀࡽࡵるࡶので࠶ること

ないရ質、機能、౯᱁等の調ࡋ間᥋的に関連ࡣቃ㈇Ⲵのప減に┤᥋的ཪ⎔、ࡽ

㐩ࢀࡉる≀ရ等に期ᚅࢀࡉる㡯にࡘい࡚ࡣつ定ࡋないࡶのとするࠋ 

 と㏣ຍࡋ┤のุ断の基準等のぢࡑ㸬≉定調㐩ရ目及び࢘ 

 ≉定調㐩ရ目及びࡑのุ断の基準等ࡣ、≉定調㐩≀ရ等の開Ⓨ・ᬑ及の状況、

⛉Ꮫ的▱ぢの実、調㐩実⦼等に応じ࡚適ᐅぢ┤ࡋを⾜࡚ࡗいࡶࡃのとするࠋ

㸰ẁ㝵のุ断の基準のぢ┤ࡋに当たࠕ、ࡣ࡚ࡗ基準値㸯ࠖが常にᕷ場を≌引で

きるようにより㧗い⎔ቃᛶ能を♧す基準とするととࡶに、ేࠕ࡚ࡏ基準値㸰ࠖ

の水準の引き上ࡆをᅗるࡶのとするࠋまた、ᅜ等の率ඛ調㐩によりึ期㟂要

ฟへの㈉⊩がồࢀࡽࡵるඛ➃的な⎔ቃ≀ရ等にࡘい࡚ࠕࡣ基準値㸯ࠖへの置

࡙けを検ウするࡶのとするࠋ 

ࡗ㏣ຍを⾜うに当た・ࡋ┤のุ断の基準等のぢࡑに、≉定調㐩ရ目及びࡽࡉ 

るࡵἲに定、࠼㋃まࡶᏛ㆑⤒㦂⪅等のពぢ、ࡘࡘࡋ手⥆の㏱明ᛶを確ಖ、ࡣ࡚

適正な手⥆にᚑ࡚ࡗ⾜うࡶのとするࠋ 
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 エ㸬≉定調㐩≀ရ等の調㐩目ᶆの設定 

 ྛ機関ࡣ、調㐩方㔪におい࡚、≉定調㐩ရ目ごとに定ࢀࡽࡵたࢀࡒࢀࡑの目

ᶆの❧࡚方にᚑ࡚ࡗ、毎年度、≉定調㐩≀ရ等にಀる調㐩目ᶆを設定するࡶの

とするࠋ㸰ẁ㝵のุ断の基準が設定࡚ࢀࡉいるရ目の調㐩目ᶆの設定に当たࡗ

い࡚定量的な調㐩目ᶆを設ࡘにࢀࡒࢀࡑ基準値㸰ࠖࠕ基準値㸯ࠖ及びࠕ、ࡣ࡚

定するࡶのとࡋ、調㐩に際࡚ࡋの支障ࡸ౪給上の制約等がない限りࠕ基準値㸯ࠖ

により調㐩するࡶのとするࠋ 

 㸬බඹᕤのྲྀᢅい࢜ 

 බඹᕤにࡘい࡚ࡣ、ྛ機関の調㐩の୰でࡶ㔠㢠がきࡃ、ᅜẸ⤒῭にき

なᙳ㡪力を᭷ࡋ、またᅜ等が率ඛ࡚ࡋ⎔ቃ㈇Ⲵのప減に㈨する方ἲでබඹᕤ

を実施することࡣ、ᆅ方බඹᅋయࡸẸ間業⪅のྲྀ⤌をಁす効ᯝࡶきいと⪃

ቃ㈇Ⲵのప減に㈨するබඹᕤをᙺົにಀる≉定調㐩⎔、ࡵこのたࠋるࢀࡽ࠼

ရ目にྵࡵたとこࢁで࠶り、以下の点に␃ពࡘࡘࡋ✚ᴟ的にࡑの調㐩を᥎㐍ࡋ

࡚いࡶࡃのとするࠋ 

 බඹᕤの目的となるᕤ作≀（ᘓ⠏≀をྵࠋࡴ）ࡣ、ᅜẸの⏕、⏕活に┤

᥋的に関連ࡋ、㛗期にࢃたるᏳ全ᛶࡸ機能が確ಖࢀࡉることが必要で࠶るたࡵ、

බඹᕤのᵓᡂ要⣲で࠶る㈨材等の使用に当たࡣ࡚ࡗ、業ごとの≉ᛶを㋃ま

い࡚、≉に␃ពすࡘいることに࡚࠼ᛶ、機能を備ஂ⪏ࡸるᙉ度ࢀࡉ必要と、࠼

る必要が࠶るࠋまた、බඹᕤのコストにࡘい࡚ࡣ、ண⟬の適正な使用のほ点

調㐩目ࠋる࠶ពする必要が␃ࡶでき࡚いることにࢇ⤌の縮減に㗦ពྲྀりࡑࡽ

ᶆの設定ࡣ、業の目的、ᕤ作≀の用㏵、施ᕤ上の㞴᫆により㈨材等の使用ᙧ

態にᕪ␗が࠶ること、調㐩ྍ能なᆅᇦᩘࡸ量が限࡚ࢀࡽいる㈨材等࠶ࡶること

などのが࠶ることにࡶ␃ពࡘࡘࡋ、より適切なࡶのとなるように、ᚋ検

ウ࡚ࡋいࡶࡃのとするࠋ 

 また、බඹᕤの⎔ቃ㈇Ⲵప減方策とࡣ࡚ࡋ、㈨材等の使用のに、⎔ቃ㈇

Ⲵのᑡないᕤἲ等をྵࠎ✀ࡴの方策が⪃ࢀࡽ࠼、ライフࢧイクル全యにࢃたࡗ

た⥲合的なほ点ࡽの検ウを㐍࡚ࡵいࡃこととするࠋ 

�2� ྛ≉定調㐩ရ目及びࡑのุ断の基準等 

  ูグのとおりࠋ 

�3� ≉定調㐩≀ရ等以外の⎔ቃ≀ရ等 

 ≉定調㐩≀ရ等以外の⎔ቃ≀ရ等にࡘい࡚ࡑ、ࡶのົཪࡣ業の状況に応じ

࡚、調㐩方㔪の୰でできる限りᖜᗈྲྀࡃり上ࡆ、ྍ能な限りලయ的な調㐩の目ᶆ

をᥖ࡚ࡆ調㐩を᥎㐍࡚ࡋいࡶࡃのとするࠋ 

 ≉に、ᙺົにࡘい࡚ࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪におい࡚≉定調㐩ရ目と࡚ࡋ定࡚ࢀࡽࡵい

ない場合でࡶ࡚ࡗ࠶、≉定調㐩≀ရ等を用い࡚ᥦ౪࡚ࢀࡉいるࡶのにࡘい࡚ࡣ⎔

ቃ㈇Ⲵのప減に₯在的にきな効ᯝが࠶ると⪃ࢀࡽ࠼ることࡽ、ྛ 機関におい

࡚✚ᴟ的に調㐩方㔪でྲྀり上࡚ࡆいࡃようດࡵるࡶのとするࠋ 
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 また、୍⯡にᕷ㈍࡚ࢀࡉいる≀ရ等のみなࡎࡽ、ྛ機関の≉ูのὀᩥに応じ࡚

調㐩する≀ရ等にࡘい࡚ࢀࡑࡶにకう⎔ቃ㈇Ⲵのప減をᅗ࡚ࡗいࡃことが㔜要

で࠶ること、ࡽる≉ὀရにࡘい࡚ࡶ調㐩方㔪でྲྀり上ࡑ、ࡆの設ィẁ㝵等、

できるࡔけึ期の時点で⎔ቃ㈇Ⲵのప減のྍ能ᛶを検ウ、実施࡚ࡋいࡃことがᮃ

まࢀるࠋ 

た≀ရ等をࡋ調㐩、ࡎࡽに、ྛ機関におい࡚┤᥋調㐩する≀ရ等にとどまࡽࡉ 

㍺㏦する際に、ప燃㈝・పබᐖ㌴による⣡ධࡸ⣡ධ量に応じた適切なきࡉの自

動㌴の使用をồࡵること、ྍ能な範囲でᥦฟ᭩類を⡆⣲化すること等、調㐩にక

いⓎ⏕する⎔ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚ࡶ、ྍ能な限りప減をᅗるようດࡵるࡶのとするࠋ

㸱㸬ࡑの⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍に関する㔜要㡯 

�1� 調㐩の᥎㐍య制の在り方 

 ྛ機関におい࡚、⎔ቃ≀ရ等の調㐩を᥎㐍するたࡵのయ制をᩚ備するࡶのとす

るࠋཎ๎と࡚ࡋ、య制の㛗ࡣ内部⤌⧊全యの⎔ቃ≀ရ等の調㐩を⤫ᣓできる⪅（ྛ

省ᗇ等にࡣ࡚ࡗ࠶ᒁ㛗（ᐁᡣ㛗）┦当⫋以上の⪅）とするととࡶに、య制にࡣ全

࡚の内部⤌⧊がཧ⏬することとするࠋなお、⎔ቃᢸ当部ᒁࡸィ・調㐩ᢸ当部ᒁ

がయ的に関することが必要で࠶るྛࠋ機関ࡣ、ලయ的な⎔ቃ≀ရ等の調㐩の

᥎㐍య制を調㐩方㔪に明グするࠋ 

�2� 調㐩方㔪の適用範囲 

 調㐩方㔪ࡣཎ๎と࡚ࡋ、ྛ機関の全࡚の内部⤌⧊に適用するࡶのとするࠋたࡔ

⏤の理ࡑ、ࡣい࡚ࡘる≉Ṧ部㛛等に࠶ᚊの⎔ቃ≀ရ等の調㐩᥎㐍がᅔ㞴で୍、ࡋ

を調㐩方㔪に明グࡋた上で、ู㏵、ಶูの調㐩方㔪を作ᡂするྛࠋ機関ࡣ、調㐩

方㔪のලయ的な適用範囲を調㐩方㔪に明グするࠋ 

�3� 調㐩方㔪のබ⾲୪びに調㐩実⦼のᴫ要のྲྀりまとࡵ及びබ⾲の方ἲ等 

 調㐩方㔪のබ⾲を㏻じた毎年度の⎔ቃ≀ရ等の調㐩目ᶆのྛ機関内への࿘▱

及びබ⾲ࡣ、業⪅による⎔ቃ≀ရ等の౪給を㟂要面ࡽ≌引することとなるࠋ

また、⎔ቃ≀ရ等の調㐩を╔実に᥎㐍࡚ࡋいࡃたࡵにࡣ、ྛ機関ࠕࡣ基準値㸯ࠖ

の調㐩実⦼をྵ࡚ࡵ的確にᢕᥱࡋ、調㐩方㔪の作ᡂに࡚ᫎࡏࡉいࡃととࡶに、

分りࡸすいᙧで調㐩実⦼のᴫ要をබ⾲することにより、⎔ቃ≀ရ等の調㐩の㐍

ᒎ状況がᐈほ的に明ࡽにࢀࡉることが必要で࠶るࠋ 

 また、ᅜࡣ、ྛ機関の調㐩方㔪及び調㐩実⦼をとりまとࡵ、必要に応じ、ࠕ基

準値㸯ࠖ及びࠕ基準値㸰ࠖによる調㐩のྲྀ⤌状況を比㍑࡚ࡋබ⾲することなどに

より、ࠕ基準値㸯ࠖによる更なる調㐩の᥎㐍をᅗるࡶのとするࠋ 

�4� 関ಀ省ᗇ等連⤡㆟の設置 

 ⎔ቃ≀ရ等の調㐩をྛ機関が୍యとな࡚ࡗ効ᯝ的に᥎㐍࡚ࡋいࡃたࡵ、ྛ 機関

間のな連⤡調ᩚ、᥎㐍策の検ウなどを⾜う関ಀ省ᗇ等連⤡㆟を設置するࠋ
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��� ⫋ဨに対する⎔ቃ≀ရ等の調㐩᥎㐍のたࡵの◊ಟ等の実施 

 調㐩実ົᢸ当⪅を始ࡵとする⫋ဨに対࡚ࡋ、⎔ቃ≀ရ等の調㐩᥎㐍のたࡵのព

㆑のၨⓎ、実㊶的▱㆑のಟᚓ等をᅗるたࡵ、◊ಟࡸㅮ₇ࡑののᬑ及ၨⓎなど

の✚ᴟ的な実施をᅗるࠋ 

��� ⎔ቃ≀ရ等に関するሗの活用とᥦ౪ 

 ⎔ቃ≀ရ等に関するሗにࡘい࡚ࡣ、ྛ✀⎔ቃラベルࡸ〇ရの⎔ቃሗをまとࡵた

ック使用ࢳまた、認定プラスࠋいる࡚ࢀࡉのがᥦ౪ࡶータベースなど、᪤にከᵝなࢹ

〇ရにࡘい࡚ࡣ、ົ⮧がࡑのሗをබ⾲することと࡚ࢀࡉいるࠋこのたࡵ、ྛ機

関ࡣ、ᥦ౪ሗのಙ㢗ᛶࡸ手⥆の㏱明ᛶなど当該ሗの適切ᛶに␃ពࡘࡘࡋ、エコ࣐

ークࡸ、⎔ቃ〇ရᐉゝ（(P'㸸(QYLURQPHQWDO PURGXFW 'HFODUDWLRQ）などの➨୕⪅機

関による⎔ቃラベルのሗの༑分な活用をᅗるととࡶに、温室効ᯝガス削減のたࡵの

ྲྀ⤌で࠶る࢝ーボン・࢜フࢭットの認ドに関するラベル、࢝ーボンフットプࣜント࣐

ークをཧ⪃とするなど、できる限り⎔ቃ㈇Ⲵのప減に㈨する≀ရ等の調㐩にດࡵるこ

ととするࠋ 

ーン全యでの温室効ᯝガス排ฟ࢙ࢳプライࢧ、ࡣに、≀ရ等の定量的⎔ቃሗࡽࡉ 

削減をಁ㐍するほ点ࡽ、⤒῭⏘業省・⎔ቃ省が策定ࡋた࢝ࠕーボンフットプࣜント

 ガイドラインࠖにᩚ合࡚ࡋ、ྍ能な限り実⦼値を使用࡚ࡋ⟬定ࢀࡉ、適切に開♧が

なࢀࡉたࡶのが適当で࠶ると⪃ࢀࡽ࠼るྛࠋ機関ࡣ、このガイドラインに๎ࡋた定量

的⎔ቃሗがᩚ備ࢀࡉたရ目ࡽඛ⾜࡚ࡋ、温室効ᯝガスの排ฟ量がᑡない〇ရをඃ

ඛ的に㑅ᢥするようດࡵることとするࠋ 

 また、ᅜࡣ、ྛ機関における調㐩の᥎㐍及び業⪅ࡸᅜẸの⎔ቃ≀ရ等のඃඛ的㉎

ධに㈨するたࡵ、⎔ቃ≀ရ等に関する適切なሗのᥦ౪とᬑ及にດࡵることとするࠋ

ຍ࡚࠼、業⪅、ྛ機関ࡑの関ಀ⪅ࡣ、≉定調㐩≀ရ等の調㐩にಀるಙ㢗ᛶの確ಖ

にດࡵることとするࠋ

��� ⎔ቃ≀ရ等の更なるᬑ及にྥけたྲྀ⤌ 

 ᅜࡣ、⎔ቃ≀ရ等の更なるᬑ及にྥけ、ᆅ方බඹᅋయ、業⪅及びᅜẸ等の理ゎを

に、必要に応じ、ᆅ方ࡶととࡴ⤌るように適切なሗᥦ౪・ᬑ及ၨⓎにྲྀりࢀࡽࡵ῝

බඹᅋయ等によるྲྀ⤌の実態をᢕᥱࡋた上で、≉定調㐩ရ目に置࡙け࡚ࢀࡽいない

⎔ቃ≀ရ等にࡘい࡚、ࡑの㑅ᢥにᐤする⎔ቃᛶ能の⪃࠼方をᥦ౪するなどの措置を

ㅮࡎるようດࡵることとするࠋ 
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ู グ 

定 ⩏ 

このูグにおい࡚、ุࠕ断の基準 基準値㸯ࠕࠖ、 、ࡣ⩏㓄៖㡯ࠖの定ࠕ基準値㸰ࠖ及びࠕࠖ、

 ࠋ下グのとおりとするࢀࡒࢀࡑ

 断の基準ࠖ㸸ุࠕ

基準値㸯ࠕ  ࠖ 㸸 

基準値㸰ࠕ  ࠖ 㸸 

㓄៖㡯ࠕ  ࠖ 㸸 

ἲ➨㸴᮲➨㸰㡯➨㸰ྕにつ定する≉定調㐩≀ရ等で࠶るたࡵの基準 

ุ断の基準におい࡚㸰ẁ㝵のุ断の基準を設定࡚ࡋいる場合に、当該ရ目に

おけるより㧗い⎔ቃᛶ能の基準で࠶り、調㐩に際࡚ࡋの支障ࡸ౪給上の制約

等がない限り調㐩を᥎㐍࡚ࡋいࡃ基準と࡚ࡋ♧すࡶの 

ุ断の基準におい࡚㸰ẁ㝵のุ断の基準を設定࡚ࡋいる場合に、ྛ 機関にお

い࡚調㐩を⾜う最ప限の基準と࡚ࡋ♧すࡶの 

≉定調㐩≀ရ等で࠶るたࡵの要௳でࡣないが、≉定調㐩≀ရ等を調㐩するに

当た࡚ࡗ、更に㓄៖することがᮃまࡋい㡯
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㸯㸬ඹ㏻のุ断の基準 

下グのとおりඹ㏻のุ断の基準を設定ࡋ、ಶูの≉定調㐩ရ目にಀるุ断の基準と合ࡏࢃ

࡚適用するͤࠋ

ཎ材ᩱに㕲㗰が

使用ࢀࡉた≀ရ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

次の要௳を‶たす、ࡋ当該ရ目にಀるุ断の基準を‶た、ࡣ基準値㸯ۑ

㕲㗰が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ձ削減実⦼量が࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクルにお

ける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲┦当

量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃） 㸯 ࠕ削減実⦼量が࡚ࢀࡉいることࠖとࡣ、୍⯡♫ᅋἲே日ᮏ㕲㗰連┕作ᡂのࠕグࣜーン

スࢳールに関するガイドラインࠖの手⥆にᚑ࡚ࡗ削減実⦼量がド᭩と࡚ࡋ࡚ࢀࡉいるこ

とをいうࠋ 

㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸱 定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイクルアࢭス࣓ン

ト（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフットプࣜント 

ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 ඹ㏻のุ断の基準にࡘい࡚、〇㐀業⪅におい࡚当該基準値㸯を‶たす〇ရを〇㐀する

時期とྠ〇ရが㈍ࢀࡉる時期にᕪが⏕じることによりุ断の基準を‶たす㕲㗰の使用が

ᅔ㞴な場合ࡣこの限りでࡣないࠋ 

㸳 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、⎔ቃ省及び〇㐀業⪅等が࢘エブࢧイト等にබ⾲するሗᥦ౪を

㋃ま࠼、調㐩を⾜うことࠋ 

ͤ  㸰ẁ㝵のุ断の基準が設定࡚ࢀࡉいるရ目にࡘい࡚ࡣ、当該ရ目にಀる基準値㸯を‶たす場合、ཪࡣඹ㏻の

ุ断の基準の基準値㸯を‶たࡋ当該ရ目にಀる基準値㸰を‶たす場合ࡣ基準値㸯となるࠋまた、ඹ㏻のุ断の

基準の基準値㸯、当該ရ目にಀる基準値㸯のいࡶࢀࡎ‶たࡎࡉに当該ရ目にಀる基準値㸰を‶たす場合ࡣ基準

値㸰となるࠋ

㸰ẁ㝵のุ断の基準が設定࡚ࢀࡉいないရ目にࡘい࡚ࡣ、ඹ㏻のุ断の基準の基準値㸯を‶たࡋ当該ရ目に

ಀるุ断の基準を‶たす場合ࡣ基準値㸯となるࠋまた、ඹ㏻のุ断の基準の基準値㸯を‶たࡎࡉに当該ရ目に

ಀるุ断の基準を‶たす場合ࡣ適合となるࠋ

なお、ಶูのရ目におい࡚当該ရ目にಀるุ断の基準（㸰ẁ㝵のุ断の基準が設定࡚ࢀࡉいる場合ࡣ基準値

㸰）を‶たࡉない場合ࡣ、ඹ㏻のุ断の基準の適合状況によࡎࡽ適合ࡋないࠋ
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㸰㸬⣬ 類 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

࠙ሗ用⣬ࠚ 

コࣆー用⣬ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձྂ⣬パルプ㓄合率、᳃ᯘ認ド材パルプ利用合、間ఆ材等パルプ利

用合、ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたཎᩱの調㐩方㔪に基࡙い࡚

使用するパルプ利用合、ⓑⰍ度及びᆤ量を備⪃㸳の⟬定式により

⥲合的にホ౯ࡋた⥲合ホ౯値が8�以上で࠶ることࠋ 

ղバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、

ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関す

るἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、

合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※

により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

ճ〇ရに⥲合ホ౯値及びࡑの内ヂ（ᣦᶆ㡯目ごとの、ᣦᶆ値ཪࡣຍ⟬

値、及びホ౯値）がグ㍕࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、〇ရにࡑの内ヂ

がグ㍕できない場合࢘、ࡣエブࢧイト等でᐜ᫆に確認できるように

 ࠋཧ照ඛを明確にすること、ࡋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձྂ⣬パルプ㓄合率がྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ղバージンパルプがཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ཎᩱとࡉ

ࢀࡉฟ⏘ࡽいる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠまࡣるཎᮌࢀ

たࡶので࠶ることࠋまた、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの

利用合がྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

備⪃）㸯 ࠕ持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたཎᩱの調㐩方㔪に基࡙い࡚使用するパルプࠖとࡣ、次のいࢀࡎ

 ࠋをいう

ア㸬᳃ᯘの᭷するከ面的機能を維持ࡋ、᳃ᯘをຎ化ࡎࡏࡉ、᳃ᯘ面✚を減ᑡࡏࡉないよう

にするなど᳃ᯘ㈨※をᚠ⎔的・持⥆的に利用するほ点ࡽ⤒Ⴀࡘ、ࢀࡉ、⏕≀ከᵝ

ᛶのಖ全等の⎔ቃ的ඃᛶ、ປാ⪅のᗣࡸᏳ全への㓄៖等の♫的ඃᛶの確ಖに

調㐩するとの方㔪に基࡙い࡚使用࡚ࡗたᮌ材に限ࢀࡉฟ⏘ࡽた᳃ᯘࢀࡉい࡚㓄៖ࡘ

するパルプ 

イ㸬㈨※の᭷効活用となる・ᮍ利用ᮌ材（ᗫᮌ材、ᘓ設Ⓨ⏕ᮌ材、ప利用ᮌ材（ᯘᆅ

残材、ࢇᮌ、ᮌの᰿、⋇ᐖ・⅏ᐖなどをཷけたኴࡽᚓࢀࡽるᮌ材、᭤がり

材、小ᚄ材などのᮌ材）及びᗫ᳜≀⧄維）を調㐩するとの方㔪に基࡙い࡚使用するパ

ルプ 

㸰 ࠕ間ఆ材等ࠖとࡣ、間ఆ材ཪࡣ➉をいうࠋ 

㸱 ࠕᣦᶆ㡯目ࠖとࡣ、ྂ⣬パルプ㓄合率、᳃ᯘ認ド材パルプ利用合、間ఆ材等パルプ利

用合、ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ利用合、ⓑⰍ度及びᆤ量をいうࠋ 

また、ࡑࠕのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ利用合ࠖとࡣ、᳃ᯘ認ド材パルプ利用

合及び間ఆ材等パルプ利用合にᩘ量ィ上ࡋたࡶのを除ࡃ持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたཎᩱの調

㐩方㔪に基࡙い࡚使用するパルプをいうࠋ 

㸲 ࠕ⥲合ホ౯値ࠖとࡣ備⪃㸳に♧ࢀࡉる < の値をいうࠋ 

るࢀࡉ♧備⪃㸳に、ࡣᣦᶆ値ࠖとࠕ [1�[2�[3�[4のᣦᶆ㡯目ごとの値を、ࠕຍ⟬値ࠖとࡣ、
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備⪃㸳に♧ࢀࡉる [��[�のᣦᶆ㡯目ごとの値をいうࠋ 

備⪃㸳の、ࡣホ౯値ࠖとࠕ \1�\2�\3�\4�\�にࡘい࡚♧ࢀࡉる式により⟬ฟࢀࡉたᩘ値をい

うࠋ 

㸳 ⥲合ホ౯値、ホ౯値、ᣦᶆ値、ຍ⟬値ࡣ以下の式によるࠋ 

<   �\1 � \2 � \3� � \4 � \�

\1   [1 ̽ 2� （��ӌ[1ӌ1��） 

\2   [2 � [3 （�ӌ[2 � [3ӌ3�） 

\3   ����[4 （�ӌ[4ӌ3�） 

\4   ̽ [� � �� （��ӌ[�ӌ��� [�㸺��Ѝ[� ��� [�㸼��Ѝ[� ��） 

\�   ̽ 2��[� � 1�� （�2ӌ[�ӌ�8� [�㸺�2Ѝ[� �2� [�㸼�8Ѝ[� �8） 

< 及び  ࠋ次のᩘ値を⾲すࡣ�]��]�4]�3]�2]�1]��\�4\�3\�2\�1\

<（⥲合ホ౯値）㸸\1�\2�\3�\4�\�の合ィ値を⟬ฟࡋ小ᩘ点以下を切りᤞ࡚たᩘ値 

\1㸸ྂ⣬パルプ㓄合率にಀるホ౯値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

\2㸸᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィ利用合にಀるホ౯値を⟬ฟࡋ小

ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

\3㸸ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ利用合にಀるホ౯値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨

二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

\4㸸ⓑⰍ度にಀるຍ⟬値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

\�㸸ᆤ量にಀるຍ⟬値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

[1㸸最పಖドのྂ⣬パルプ㓄合率（㸣） 

[2㸸᳃ᯘ認ド材パルプ利用合（㸣） 

[2 㸻 （᳃ᯘ認ド材パルプ㸭バージンパルプ）�（1��－[1） 

[3㸸間ఆ材等パルプ利用合（㸣） 

[3 㸻 （間ఆ材等パルプ㸭バージンパルプ）�（1��－[1） 

[4㸸ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ利用合（㸣） 

[4 㸻 （ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ㸭バージンパルプ）�（1��－[1） 

[�㸸ⓑⰍ度（㸣） 

ⓑⰍ度ࡣ⏕⏘時の〇ရࣟットごとの管理ᶆ準値とࡋ、管理ᶆ準値s3㸣の範囲内

にࡘい࡚ࡣチᐜするࠋたࡋࡔ、ࣟ ットごとのⰍ合ࡏࢃの調ᩚ以外に╔Ⰽࢀࡉた場

合（ពᅗ的にⓑⰍ度を下ࡆる場合）ࡣຍ点対象となࡽないࠋ 

[�㸸ᆤ量（J�੍） 

ᆤ量ࡣ⏕⏘時の〇ရࣟットごとの管理ᶆ準値とࡋ、管理ᶆ準値のs�㸣の範囲内

にࡘい࡚ࡣチᐜするࠋ 

㸴 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、ᆤ量の小ࡉいコࣆー用⣬ࡣ、」機等の使用時に┦対的に࢝ール、

⣬詰まり、ᢤけ等がⓎ⏕するࣜスクが㧗まる場合が࠶るたࡵ、過度にᆤ量の小ࡉい〇ရ

の調㐩にࡣ␃ពが必要で࠶るࠋ 

㸵 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、コࣆー用⣬を」機、プࣜンタ等に使用する場合ࡣ、ཎᩱ⾲♧ࡸ

〇ရᵝ等、⣬〇㐀業⪅等が〇ရ及び࢘エブࢧイトにබ⾲するሗᥦ౪を㋃ま࠼、ᮏయ

機器への適ᛶࡸ༳ๅရ質に␃ពࡋ、調㐩を⾜うことࠋ 

㸶 ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ

の⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᮌ材関連業⪅にࡣ࡚ࡗ࠶、合ἲఆ採ᮌ材等の流㏻及

び利用のಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 28 年ἲᚊ➨ 48 （ࠋッドἲࠖという࢘クࣜーンࠕ以下ࠋྕ

に๎するととࡶに、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵの

ガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᮌ材関連業⪅以外

にࡣ࡚ࡗ࠶、ྠガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 
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㸷 ⣬のཎᩱとなる間ఆ材の確認ࡣ、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕ間ఆ材ࢳップの確認のたࡵのガイドラ

イン（ᖹᡂ 21 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

㸯㸮 ⣬の場合ࡣ、」ᩘのᮌ材ࢳップをΰ合࡚ࡋ⏕⏘するたࡵ、〇㐀ᕤ⛬におい࡚〇ရごと

の実㓄合をᢸಖすることがᅔ㞴等の理⏤を຺ࡋ、間ఆ材等の管理方ἲࡣ⎔ቃ省作ᡂのࠕ᳃

ᯘ認ド材・間ఆ材にಀるクレジット方式運用ガイドライン（ᖹᡂ 21 年㸰月 13 日）ࠖ に準ᣐ

制度に基ྛ、ࡣい࡚ࡘまた、᳃ᯘ認ド材にࠋたクレジット方式を採用することができるࡋ

 ࠋクレジット方式により運用を⾜うことができるࡃ࡙

なお、ࠕクレジット方式ࠖとࡣ、ಶࠎの〇ရに実㓄合࡚ࢀࡉいるྰをၥࡎࢃ、୍定期

間に〇㐀ࢀࡉた〇ရ全యに使用ࢀࡉた᳃ᯘ認ド材・間ఆ材等とࢀࡑ以外のཎᩱの使用量に

基࡙き、ಶࠎの〇ရに対ࡋ᳃ᯘ認ド材・間ఆ材等が等ࡃࡋ使࡚ࢀࢃいるとみなす方式をい

うࠋ 

フ࢛ー࣒用⣬ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձྂ⣬パルプ㓄合率��㸣以上ࡘⓑⰍ度��㸣⛬度以下で࠶ることࠋ 

ղバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、

ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関

するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡔ

Ⓨ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等のࡽ合ᯈ・〇材ᕤ場、ࡋ

⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

ճሬᕤ࡚ࢀࡉいるࡶのにࡘい࡚ࡣ、ሬᕤ量が୧面で12J�੍以下で࠶

ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ

持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶

ることࠋまた、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材パルプの利用合が

ྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ

᫆ࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 
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インクジ࢙ット࢝ラ

ープࣜンター用ሬᕤ

⣬ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձྂ⣬パルプ㓄合率��㸣以上で࠶ることࠋ 

ղバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、

ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関

するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡔ

Ⓨ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等のࡽ合ᯈ・〇材ᕤ場、ࡋ

⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

ճሬᕤ量が୧面で2�J�੍以下で࠶ることࠋたࡋࡔ、∦面の最ሬᕤ

量12ࡣJ�੍とするࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձྂ⣬パルプ㓄合率がྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ղバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ

持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶

ることࠋまた、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材パルプの利用合が

ྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ

᫆ࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃） ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽの⏘

ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᮌ材関連業⪅にࡣ࡚ࡗ࠶、クࣜーン࢘ッドἲに๎するととࡶ

に、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ

18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᮌ材関連業⪅以外にࡣ࡚ࡗ࠶、ྠガイドライ

ンに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 
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࠙༳ๅ用⣬ࠚ 

ሬᕤ࡚ࢀࡉいない

༳ๅ用⣬ 

ሬᕤ࡚ࢀࡉいる༳

ๅ用⣬ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ次のいࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ሬᕤ࡚ࢀࡉいないࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、ྂ⣬パルプ㓄合率、᳃ᯘ認

ド材パルプ㓄合率、間ఆ材等パルプ㓄合率、管理ᮌ材パルプ㓄合

率、ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたཎᩱの調㐩方㔪に基࡙い࡚使

用するパルプ㓄合率及びⓑⰍ度を備⪃㸴の⟬定式により⥲合的に

ホ౯ࡋた⥲合ホ౯値が8�以上で࠶ることࠋ 

イ㸬ሬᕤ࡚ࢀࡉいるࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、ྂ⣬パルプ㓄合率、᳃ᯘ認ド

材パルプ㓄合率、間ఆ材等パルプ㓄合率、管理ᮌ材パルプ㓄合率、

たཎᩱの調㐩方㔪に基࡙い࡚使用すࡋのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡑ

るパルプ㓄合率及びሬᕤ量を備⪃㸴の⟬定式により⥲合的にホ౯

 ࠋること࠶た⥲合ホ౯値が8�以上でࡋ

ղྂ⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パルプ、間ఆ材等パルプ、管理ᮌ材パルプ

及びࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたཎᩱの調㐩方㔪に基࡙い࡚使用

するパルプ以外のパルプをཎᩱと࡚ࡋ使用ࡋないことࠋ 

ճバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、

ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関す

るἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、

合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※

により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

մ〇ရの⥲合ホ౯値及びࡑの内ヂ（ᣦᶆ㡯目ごとの、ᣦᶆ値ཪࡣຍ⟬

値、及びホ౯値）が࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

յ⏕利用ࡋにࡃいຍᕤが施࡚ࢀࡉいないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ⥲合ホ౯値がより㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ղྂ⣬パルプ㓄合率がྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ճバージンパルプがཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ཎᩱとࡉ

たࢀࡉฟ⏘ࡽいる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠまࡣるཎᮌࢀ

また、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの㓄ࠋること࠶のでࡶ

合率がྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

備⪃）㸯 ࠕ管理ᮌ材パルプࠖとࡣ、᳃ᯘ認ド材とࡣ␗なるが、᳃ᯘ認ド制度によりᐜ認ࢀࡉない分

類にᒓࡉないᮌ材で࡚ࡗ࠶、認ドྲྀᚓ⤌⧊間のみでྲྀり引きࡑ、ࢀࡉの適᱁ᛶにࡘい࡚➨୕

⪅認ド機関によ࡚ࡗ検ドࢀࡉたᮌ材をཎᩱとするパルプをいうࠋ 

㸰 ࡑࠕのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたཎᩱの調㐩方㔪に基࡙い࡚使用するパルプ（以下ࡑࠕの

の持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプࠖというࠋ）ࠖ とࡣ、次のいࢀࡎをいう（᳃ᯘ認ド材パル

プ、間ఆ材等パルプ及び管理ᮌ材パルプに該当するࡶのを除ࠋ（ࠋࡃ 

ア㸬᳃ᯘの᭷するከ面的機能を維持ࡋ、᳃ᯘをຎ化ࡎࡏࡉ、᳃ᯘ面✚を減ᑡࡏࡉないように

するなど᳃ᯘ㈨※をᚠ⎔的・持⥆的に利用するほ点ࡽ⤒Ⴀࡘ、ࢀࡉ、⏕≀ከᵝᛶの

ಖ全等の⎔ቃ的ඃᛶ、ປാ⪅のᗣࡸᏳ全への㓄៖等の♫的ඃᛶの確ಖにࡘい࡚

㓄៖ࢀࡉた᳃ᯘࡽ⏘ฟࢀࡉたᮌ材に限࡚ࡗ調㐩するとの方㔪に基࡙い࡚使用するパ

ルプ 

イ㸬㈨※の᭷効活用となる・ᮍ利用ᮌ材（ᗫᮌ材、ᘓ設Ⓨ⏕ᮌ材、ప利用ᮌ材（ᯘᆅ残
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材、ࢇᮌ、ᮌの᰿、⋇ᐖ・⅏ᐖなどをཷけたኴࡽᚓࢀࡽるᮌ材、᭤がり材、

小ᚄ材などのᮌ材）及びᗫ᳜≀⧄維）を調㐩するとの方㔪に基࡙い࡚使用するパルプ 

㸱 ࠕ間ఆ材等ࠖとࡣ、間ఆ材ཪࡣ➉をいうࠋ 

㸲 ࠕᣦᶆ㡯目ࠖとࡣ、ྂ⣬パルプ㓄合率、᳃ᯘ認ド材パルプ㓄合率、間ఆ材等パルプ㓄合率、

管理ᮌ材パルプ㓄合率、ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ㓄合率、ⓑⰍ度及びሬᕤ量を

いうࠋ 

㸳 ࠕ⥲合ホ౯値ࠖとࡣ備⪃㸴に♧ࢀࡉる <1ཪࡣ <2の値をいうࠋ 

るࢀࡉ♧備⪃㸴に、ࡣᣦᶆ値ࠖとࠕ [1�[2�[3�[4�[�のᣦᶆ㡯目ごとの値を、ࠕຍ⟬値ࠖとࡣ、

備⪃㸴に♧ࢀࡉる [��[8のᣦᶆ㡯目ごとの値をいうࠋ 

備⪃㸴の、ࡣホ౯値ࠖとࠕ \1�\2�\3�\4�\� にࡘい࡚♧ࢀࡉる式により⟬ฟࢀࡉたᩘ値ཪࡣ

定ࢀࡽࡵたᩘ値をいうࠋ 

㸴 ⥲合ホ౯値、ホ౯値、ᣦᶆ値、ຍ⟬値ࡣ以下の式によるࠋ 

<1   \1 � \2 � \3 � \4

<2   \1 � \2 � \3 � \�

\1   [1 � [2 � [3 （�ӌ[1 � [2 � [3ӌ1��） 

\2   �����[4 （�ӌ[4ӌ1��） 

\3   ����[� （�ӌ[�ӌ��） 

\4   ̽ [� � [� （[� �1�ӌ[�ӌ[�� [�㸺[� ± 1�Ѝ[�㸻[� ± 1�� [�㸼[�Ѝ[�㸻[�） 

\�   ̽ ���[8 � 2� （�㸺[8ӌ1�Ѝ[8 1�� 1�㸺[8ӌ2�Ѝ[8 2�� 2�㸺[8ӌ3�Ѝ[8 3�� 

[8㸼3�Ѝ[8 4�） 

<1�<2及び  ࠋ次のᩘ値を⾲すࡣ8]��]��]��]�4]�3]�2]�1]��\�4\�3\�2\�1\

<1（ሬᕤ࡚ࢀࡉいない༳ๅ用⣬にಀる⥲合ホ౯値）㸸\1�\2�\3�\4の合ィ値を⟬ฟࡋ小ᩘ

点以下を切りᤞ࡚たᩘ値 

<2（ሬᕤ࡚ࢀࡉいる༳ๅ用⣬にಀる⥲合ホ౯値）㸸\1�\2�\3�\�の合ィ値を⟬ฟࡋ小ᩘ点

以下を切りᤞ࡚たᩘ値 

\1㸸ྂ⣬パルプ㓄合率、᳃ᯘ認ド材パルプ㓄合率及び間ఆ材等パルプ㓄合率の合ィ値

にಀるホ౯値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

\2㸸管理ᮌ材パルプ㓄合率にಀるホ౯値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

\3㸸ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ㓄合率にಀるホ౯値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二

をᅄᤞධࡋたᩘ値 

\4㸸ⓑⰍ度にಀるຍ⟬値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値（ファンࢩーペー

パーཪࡣᢒⰍ⣬（Ⰽ上質⣬及びᰁᩱを使用ࡋたⰍ⣬୍⯡をྵࠋࡴ）にࡣ適用ࡋな

いࠋ） 

ファンࢩーペーパーཪࡣᢒⰍ⣬で࡚ࡗ࠶、༳ๅにಀるุ断の基準（ࠕ༳ๅࠖཧ照）

に♧ࢀࡉた $ ランク（⣬へのࣜࢧイクルにおい࡚㜼ᐖとなࡽないࡶの）の⣬で࠶

る場合ࡣ ࡣる場合࠶以外の⣬でࢀࡑ、� � 

\�㸸ሬᕤ量にಀるຍ⟬値を⟬ฟࡋ小ᩘ点➨二をᅄᤞධࡋたᩘ値 

[1㸸ྂ⣬パルプ㓄合率（㸣） 

[2㸸᳃ᯘ認ド材パルプ㓄合率（㸣） 

[3㸸間ఆ材等パルプ㓄合率（㸣） 

[4㸸管理ᮌ材パルプ㓄合率（㸣） 

[�㸸ࡑのの持⥆ྍ能ᛶを目ᣦࡋたパルプ㓄合率（㸣） 

[�㸸ⓑⰍ度（㸣） 

ⓑⰍ度ࡣ⏕⏘時の〇ရࣟットごとの管理ᶆ準値とࡋ、管理ᶆ準値s3㸣の範囲内に
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た場合ࢀࡉの調ᩚ以外に╔ⰍࡏࢃットごとのⰍ合ࣟ、ࡋࡔたࠋチᐜするࡣい࡚ࡘ

（ពᅗ的にⓑⰍ度を下ࡆる場合）ࡣຍ点対象となࡽないࠋ 

[�㸸ⓑⰍ度の基準値（㸣） 

ⓑⰍ度の基準値ྂࡣ⣬パルプ㓄合率（[1）及びバージンパルプ㓄合率（[2 � [3 � [4

� [�）に対応ࡋた基準値で࡚ࡗ࠶、ྂ ⣬パルプ㓄合率 1��㸣の場合の基準値ࡣ ��㸣、

バージンパルプ㓄合率 1��㸣の場合の基準値ࡣ ��㸣と࡚ࡋ次式により⟬定ࠋ 

[� 㸻 ����[1 � �����[2 � [3 � [4 � [�� 

[8㸸ሬᕤ量（J�੍） 

ሬᕤ量（୧面へのሬᕸ量）ࡣ、⏕⏘時の〇ရࣟットごとの管理ᶆ準値とするࠋ 

㸵 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、༳ๅ用⣬を」機、プࣜンタ等に使用する場合ࡣ、ཎᩱ⾲♧ࡸ〇ရ

ᵝ等、⣬〇㐀業⪅等が〇ရ及び࢘エブࢧイトにබ⾲するሗᥦ౪を㋃ま࠼、ᮏయ機器へ

の適ᛶࡸ༳ๅရ質に␃ពࡋ、調㐩を⾜うことࠋ 

㸶 ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ

の⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᮌ材関連業⪅にࡣ࡚ࡗ࠶、クࣜーン࢘ッドἲに๎する

ととࡶに、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵのガイドライ

ン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᮌ材関連業⪅以外にࡣ࡚ࡗ࠶、

ྠガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

㸷 ⣬のཎᩱとなる間ఆ材の確認ࡣ、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕ間ఆ材ࢳップの確認のたࡵのガイドライ

ン（ᖹᡂ 21 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

㸯㸮 ⣬の場合ࡣ、」ᩘのᮌ材ࢳップをΰ合࡚ࡋ⏕⏘するたࡵ、〇㐀ᕤ⛬におい࡚〇ရごとの

実㓄合をᢸಖすることがᅔ㞴等の理⏤を຺ࡋ、間ఆ材等の管理方ἲࡣ⎔ቃ省作ᡂのࠕ᳃ᯘ

認ド材・間ఆ材にಀるクレジット方式運用ガイドライン（ᖹᡂ 21 年㸰月 13 日）ࠖ に準ᣐࡋ

たクレジット方式を採用することができるࠋまた、᳃ᯘ認ド材及び管理ᮌ材にࡘい࡚ࡣ、ྛ

制度に基࡙ࡃクレジット方式により運用を⾜うことができるࠋ 

なお、ࠕクレジット方式ࠖとࡣ、ಶࠎの〇ရに実㓄合࡚ࢀࡉいるྰをၥࡎࢃ、୍定期

間に〇㐀ࢀࡉた〇ရ全యに使用ࢀࡉた᳃ᯘ認ド材、間ఆ材等などとࢀࡑ以外のཎᩱの使用量

に基࡙き、ಶࠎの〇ရに対ࡋ᳃ᯘ認ド材、間ఆ材等などが等ࡃࡋ使࡚ࢀࢃいるとみなす方式

をいうࠋ 

࠙⾨⏕用⣬ࠚ 

トイレット 

ペーパー 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋること࠶⣬パルプ㓄合率1��㸣でྂۑ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ࠶能な限り⡆᫆でྍ、ࡣᲕໟࡣ〇ရのໟ装ཪۑ

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

 ࣗࢩィッࢸ

ペーパー 

�2� ྂ⣬及びྂ⣬パルプ㓄合率

ྛရ目においุ࡚断の基準とな࡚ࡗいるྂ⣬及び関連する用ㄒ、ྂ⣬パルプ㓄合率の定

 ࠋ以下のとおりとする、ࡣ⩏
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࠙ྂ⣬及び関連する用ㄒの定⩏ࠚ 

ྂ⣬ ᕷ୰回収ྂ⣬及び⏘業ྂ⣬ࠋ 

ᕷ୰回収ྂ⣬ ᗑ⯒、ົ所及びᐙᗞなどࡽⓎ⏕する使用῭みの⣬で࡚ࡗ࠶、⣬〇㐀

業⪅により⣬のཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉるࡶの（ၟရと࡚ࡋฟⲴࢀࡉ流㏻

ẁ㝵を⤒࡚ᡠるࡶのをྵࠋ（ࠋࡴ 

⏘業ྂ⣬ ཎ⣬の〇⣬ᕤ⛬ᚋのຍᕤᕤ⛬ࡽⓎ⏕ࡋ、⣬〇㐀業⪅により⣬のཎᩱ

と࡚ࡋ使用ࢀࡉるࡶのࠋ 

たࡋࡔ、⣬〇㐀業⪅等（当該⣬〇㐀業⪅のᏊ♫、関連♫等の関

ಀ♫をྵࠋࡴ）の⣬ຍᕤᕤ場、⣬〇ရᕤ場、༳ๅᕤ場及び〇ᮏᕤ場な

ど、⣬をཎᩱと࡚ࡋ使用するᕤ場ⱝࡣࡃࡋ業場におい࡚ຍᕤを⾜う場

合、ཪࡣ当該⣬〇㐀業⪅が〇ရをฟⲴする๓にጤクによりの業⪅

にຍᕤを⾜ࡏࢃる場合にⓎ⏕するࡶので࡚ࡗ࠶、ၟ ရと࡚ࡋฟⲴࡎࢀࡉ

に当該⣬〇㐀業⪅により⣬のཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉるࡶのࡣ、ྂ ⣬とࡋ

た場ࡋを⪅୕➨、ࢀない（当該⣬〇㐀業⪅等の手を㞳ࢃりᢅྲྀࡣ࡚

合ࡣ、ᦆ⣬をྂ⣬とྲྀ࡚ࡋりᢅうたࡵのពᅗ的な⾜Ⅽを除き、ྂ ⣬とࡋ

࡚ྲྀりᢅうࠋ（ࠋ 

ᦆ⣬ 以下のいࢀࡎに該当するࡶのࠋ 

・〇⣬ᕤ⛬におい࡚Ⓨ⏕ࡑ、ࡋのまま〇⣬ᕤ⛬にᡠࢀࡉཎᩱと࡚ࡋ使用

回流ᦆ⣬ࠕるࡺࢃの（いࡶるࢀࡉ ットブࣟーク及びドライブ࢙࢘ࠋࠖ

ࣟーク）ࠋ 

・〇⣬ᕤ場ཪࡣ業場内にಖ管࡚ࢀࡉཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉるࡶの（いࢃ

込ᦆ⣬ࠕるࡺ  ࠋࠖ（

・上グ⏘業ྂ⣬の定⩏におい࡚、ࠕたࡋࡔ᭩きࠖでつ定࡚ࢀࡉいるࡶのࠋ

⣬〇㐀業⪅ ࠕ日ᮏᶆ準⏘業分類 （ࠖᖹᡂ 21 年⥲ົ省࿌♧➨ 1�� ྕ）の୰分類にᥖࡆ

るࠕ⣬〇㐀業（142）ࠖ で࠶り、小分類のࠕὒ⣬〇㐀業（1421）ࠖࠕᯈ⣬〇

㐀業（1422）ࠖࠕ機械すき⣬〇㐀業（1423）ࠖ 及びࠕ手すき⣬〇㐀業

（1424）ࠖ をいうࠋ 

Ꮚ♫、関連♫及

び関ಀ♫ 

㔠⼥ၟရྲྀ引ἲ（ 23 年ἲᚊ➨ 2� ྕ）➨ 1�3 ᮲のつ定に基࡙ࡃ㈈ົ

ㅖ⾲等の用ㄒ、ᵝ式及び作ᡂ方ἲに関するつ๎（ 38 年ⶶ省௧➨

�� ྕ）➨㸶᮲のྛ㡯に定ࡵるࡶのをいうࠋ 

࠙ྂ⣬パルプ㓄合率の定⩏ࠚ 

ྂ⣬パルプ㓄合率㸻 
ྂ⣬パルプ 

�1��（㸣）
（バージンパルプ㸩ྂ⣬パルプ） 

パルプྵࡣ水率 1�㸣の㔜量とするࠋ 

上グ⟬定式の分ẕ及び分Ꮚにࡣᦆ⣬ྵࡣまないࡶのとするࠋ 
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�3� 目ᶆの❧࡚方

ྛရ目の当該年度の調㐩⥲㔜量（NJ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရの㔜量（NJ）の合と

するࠋ 
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㸱㸬ᩥල類 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ᩥල類ඹ㏻ ุ࠙断の基準ࠚ 

要材ᩱ、࡚࠼にຍࢀまた、こࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

以外の材ᩱにᮌ質がྵまࢀる場合ࡣղ、⣬がྵまࢀる場合でཎᩱに

バージンパルプが使用ࢀࡉる場合ࡣճイの要௳をࢀࡒࢀࡑ‶たすこ

とࠋ 

ձ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱがプラスࢳックの場合ࡣ、⏕プラスࢳック

がプラスࢳック㔜量の4�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることཪࡣバイ࣐࢜

スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのが使

用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる

⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量の2�㸣以上使用ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

ղ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱがᮌ質の場合ࡣ、間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場

、ࡣཎᩱのཎᮌ、ࡣること、ཪ࠶Ⓨ⏕する➃材等の⏕㈨※でࡽ

ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関

するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

ճ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱが⣬の場合ࡣ、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬⣬のཎᩱྂࡣ⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パル

プの合ィの㓄合率が ��㸣以上で࠶ることࠋ 

イ㸬⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶

のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅ

ᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉた

たバージンパࢀࡉ間ఆ材により〇㐀、ࡋࡔたࠋること࠶のでࡶ

ルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ

等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋな

いࠋ 

մ部分の材ᩱが㔠ᒓ類の場合ࡣ、次の要௳を‶たすことࠋたࡋࡔ、

す࡚の材ᩱが㔠ᒓの場合ࡣイの要௳を除ࠋࡃ

ア㸬ཎ材ᩱの使用量の削減及び部ရ等の㍍量化・減量化がᅗࢀࡽ

るよう〇ရの設ィがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬使用ᚋに␗✀材ᩱ間の分ゎ・分ูがྍ能なࡶので࠶ることࠋ

たࡋࡔ、Ᏻ全ᛶなどを⪃៖ࡋ、ᐜ᫆に分ゎ・分ูできないこと

が必要な部ရを除ࠋࡃ 

յエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձྂ⣬パルプ㓄合率、⏕プラスࢳック㓄合率がྍ能な限り㧗いࡶの

で࠶ることࠋ 

ղ使用ࢀࡉるሬᩱࡣ、᭷機⁐及び⮯気がྍ能な限りᑡないࡶので࠶

ることࠋ 

ճ材ᩱにᮌ質がྵまࢀる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ持⥆ྍ能

な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋた

࠶Ⓨ⏕する➃材等の⏕㈨※でࡽ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場、ࡋࡔ

るᮌ材ࡣ除ࠋࡃ 

մ材ᩱに⣬がྵまࢀる場合でバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡗ࠶

いる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠまࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚
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たバࢀࡉ間ఆ材により〇㐀、ࡋࡔたࠋること࠶のでࡶたࢀࡉฟ⏘ࡽ

ージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小

ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋな

いࠋ 

յ間ఆ材ཪࡣ間ఆ材パルプの利用合がྍ能な限り㧗いࡶので࠶るこ

とࠋ 

ն〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

շ〇ရ全యཪࡣ部ရ及びᐜ器ໟ装ࡣ、ྍ能な限り༢୍⣲材化ཪࡣ使用

する⣲材の✀類がᑡなࡃなるよう㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ո〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

չ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟにプラスࢳックを使用࡚ࡋいる場合ࡣ、⏕プ

ラスࢳックཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝ

が確認ࢀࡉたࡶのがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ὀ）ᩥල類に定ࡵる≉定調㐩ရ目にࡘい࡚ࡣ、ඹ㏻࡚ࡋ上グのุ断の基準及

び㓄៖㡯を適用するࠋたࡋࡔ、部分の材ᩱが㔠ᒓ類に該当ࡋない場合

で࡚ࡗ࠶、ಶูの≉定調㐩ရ目にࡘいุ࡚断の基準（ە༳）を定࡚ࡵいる

るุࡵい࡚定ࡘ当該ရ目に、࡚࠼上グのุ断の基準に௦、ࡣい࡚ࡘのにࡶ

断の基準（ە༳）を適用するࠋまた、適用⟠所を定࡚ࡵいるࡶのにࡘい࡚

 ࠋ適用⟠所のみに上グのุ断の基準を適用する、ࡣ

 ࠚル ࠙㓄៖㡯ࢩープペンࣕࢩ

 ࠋ残ⰺがྍ能な限りᑡないことۑ

 ルࢩープペンࣕࢩ

᭰ⰺ 

ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 

ボールペン ุ࠙断の基準ࠚ 

ࠋⰺが交換できること、ࡘ、ල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことᩥە

 ࠚーキングペン ࠙㓄៖㡯࣐

 ࠋできること⿵ࡣ消⪖ရが交換ཪۑ

㖄➹ 

スタンプྎ ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいること（消⪖部分を除ࠋࡃ）ࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩ

ー࣐材ᩱࡽなる⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量

の3�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල

類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋᾮが⿵できることࡣインクཪۑ

ᮒ⫗ ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ
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のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいること（消⪖部分を除ࠋࡃ）ࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩ

ー࣐材ᩱࡽなる⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量

の3�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල

類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋᾮが⿵できることࡣインクཪۑ

༳❶ࢭット ࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋᾮが⿵できることۑ

༳⟽ 

බ༳ 

 ༳࣒ࢦ

回転࣒ࢦ༳ 

定つ 

トレー 

消࣒ࢦࡋ ุࠝ断の基準ࡣᕳ⣬（スࣜーブ）ཪࡣケースに適用ࠞ 

スࢸープラー（ỗ

用ᆺ） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいること（機ᵓ部分を除ࠋࡃ）ࢀࡑࠋ以外の場合に࡚ࡗ࠶

 ࠋල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことᩥ、ࡣ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡣ適正ᗫᲠをᐜ᫆に⾜いうるように、分㞳ཪࡣ使用、⏕利用ཪۑ

分ูのᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

スࢸープラー（ỗ

用ᆺ以外） 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡣ適正ᗫᲠをᐜ᫆に⾜いうるように、分㞳ཪࡣ使用、⏕利用ཪۑ

分ูのᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

スࢸープラー㔪ࣜ

 ーバー࣒

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡣ適正ᗫᲠをᐜ᫆に⾜いうるように、分㞳ཪࡣ使用、⏕利用ཪۑ

分ูのᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

連ᑕ式クࣜップ

（ᮏయ） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいること（消⪖部分を除ࠋࡃ）ࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩ

ー࣐材ᩱࡽなる⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量

の3�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල

類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

ົ用ಟ正ල（ࢸ

ープ） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜
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使用࡚ࢀࡉいること（消⪖部分を除ࠋࡃ）ࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩ

ー࣐材ᩱࡽなる⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量

の3�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල

類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋ消⪖ရが交換できることۑ

ົ用ಟ正ල（ᾮ

状） 

ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 

クラフトࢸープ ุ࠙断の基準ࠚ 

⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等ྂࡣい࡚ࡘープ基材にࢸە

パルプの合ィの㓄合率が4�㸣以上で࠶ることࠋまた、⣬のཎᩱにバ

ージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ

採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関する

ἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間

ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕

する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージ

ンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡶ分ᩓするࡃ⣽ࡣ水⁐ᾮ୰で、⁐ゎཪࣜ࢝ᙅアルࡣ⢓╔が水ཪۑ

ので࠶り、ᶞ⬡ラ࣑ネートຍᕤが࡚ࢀࡉいないことࠋ 

ᕸ⢓╔ࢸープ（プ

ラスࢳック〇クࣟ

スࢸープをྵࠋࡴ）

ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プࡣい࡚ࡘに（ࠋことができるࡃネートᒙを除࣑ラ）ープ基材ࢸە

ラスࢳックがプラスࢳック㔜量の4�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることཪࡣ

バイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶ

のが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

୧面⢓╔⣬ࢸープ ุ࠙断の基準ࠚ 

⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等ྂࡣい࡚ࡘープ基材にࢸە

パルプの合ィの㓄合率が4�㸣以上で࠶ることࠋまた、⣬のཎᩱにバ

ージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ

採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関する

ἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間

ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕

する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージ

ンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

〇ᮏࢸープ ุࠝ断の基準ࢸࡣープ基材に適用ࠞ 

ブックスタンド ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる

⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量の3�㸣以上使用ࢀࡉ

࡚いることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準

を‶たすことࠋ 

ペンスタンド 
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クࣜップケース 

 ࠚみ ࠙㓄៖㡯ࡉࡣ

ࡣ適正ᗫᲠをᐜ᫆に⾜いうるように、分㞳ཪࡣ使用、⏕利用ཪۑ

分ูのᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

 �⋣�グネット࣐

グネット（バー）࣐

 ッター࢝ープࢸ

パンࢳ（手動） 

ࣔルトケース（⣬

り用スポンジࡃࡵ

ケース） 

⣬ࡃࡵりクࣜー࣒ ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 

㖄➹削（手動） ࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡣ適正ᗫᲠをᐜ᫆に⾜いうるように、分㞳ཪࡣ使用、⏕利用ཪۑ

分ูのᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

㹍㸿クࣜーࢼー

ットタイ࢙࢘）

プ） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる

⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量の3�㸣以上使用ࢀࡉ

࡚いることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準

を‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋ内ᐜ≀が⿵できることۑ

㹍㸿クࣜーࢼー

（ᾮタイプ） 

ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋ内ᐜ≀が⿵できることۑ

ダストブࣟ࣡ー ุ࠙断の基準ࠚ 

燃ᛶの㧗い≀質が使ྍ、ࡋࡔたࠋいないこと࡚ࢀࡉフࣟン類が使用ە

用࡚ࢀࡉいる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、〇ရに、ࡑのྲྀᢅいにࡘい࡚の適切

なグ㍕がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

レターケース 
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 ࠚィアケース ุ࠙断の基準ࢹ࣓

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいە

ձ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱがプラスࢳックの場合にࡣ࡚ࡗ࠶、⏕プラ

スࢳックがプラスࢳック㔜量の��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋた

ࡗ࠶ックにࢳなる⏕プラスࡽ材ᩱ࣐ーࣗࢩポストコン、ࡋࡔ

以ࢀࡑࠋいること࡚ࢀࡉック㔜量の3�㸣以上使用ࢳプラス、ࡣ࡚

外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

ղC'、'9'及びB'用にࡣ࡚ࡗ࠶、ཌࡉ�PP⛬度以下のス࣒ࣜタイプケ

ースで࠶ることࠋ 

ճバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

 ࠋいること࡚ࢀࡉのが使用ࡶ

 スパッド࣐࢘

㹍㸿フィルター 

（ᯟ࠶り） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいە

ձᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすこと、ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳ

ックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのが使用࡚ࢀࡉい

ることࠋ 

ղᯟ部ࡣ、⏕プラスࢳックがᯟ部全య㔜量の��㸣以上使用࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

ล式⣬断機 ࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡣ適正ᗫᲠをᐜ᫆に⾜いうるように、分㞳ཪࡣ使用、⏕利用ཪۑ

分ูのᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

 イフࢼッター࢝

ッ࣐ィングࢸッ࢝

ト 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋットの୧面が使用できること࣐ۑ

 ット࣐スクࢹ

㹍㹆㹎フィル࣒ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいە

ձ⏕プラスࢳックがプラスࢳック㔜量の3�㸣以上使用࡚ࢀࡉいる

ことࠋ 

ղインクジ࢙ット用のࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、上グձの要௳を‶たすこと、

ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀࡉのが使用ࡶたࢀ

⤮➹ ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる

⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量の3�㸣以上使用ࢀࡉ

࡚いることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準

を‶たすことࠋ 

⤮のල ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 

ቚỒ ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 

のり（ᾮ状） 

（⿵用をྵࠋࡴ）

ุࠝ断の基準ࡣᐜ器に適用ࠞ 
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のり（⃦⢊のり） 

（⿵用をྵࠋࡴ）

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋ内ᐜ≀が⿵できることۑ

のり（ᅛᙧ） 

（⿵用をྵࠋࡴ）

ุࠝ断の基準ࡣᐜ器・ケースに適用ࠞ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋ消⪖ရが交換できることۑ
のり（ࢸープ） 

ファイル ุ࠙断の基準ࠚ 

、⣬パルプྂࡣ⣬のཎᩱ、ࡣ࡚ࡗ࠶要材ᩱが⣬の場合にࡃ㔠ᒓを除ە

᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィの㓄合率が��㸣以上で

࠶る場合にࢀࡉまた、⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࠋること࠶

たᅜࢀࡉ⏘⏕ཎᮌの、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚ࡗ

ཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉ

たࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージンパル

プ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の

⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࢀࡑࠋ以外

の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

分ูᗫᲠできࡣ部ရを使用、⏕利用ཪ、ࡋ⣬ととじලを分㞳⾲ۑ

るᵓ㐀にな࡚ࡗいることࠋ 

バインダー ุ࠙断の基準ࠚ 

、⣬パルプྂࡣ⣬のཎᩱ、ࡣ࡚ࡗ࠶要材ᩱが⣬の場合にࡃ㔠ᒓを除ە

᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィの㓄合率が��㸣以上で

࠶る場合にࢀࡉまた、⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࠋること࠶

たᅜࢀࡉ⏘⏕ཎᮌの、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚ࡗ

ཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉ

たࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージンパル

プ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の

⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࢀࡑࠋ以外

の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

分ูᗫᲠできࡣ部ရを使用、⏕利用ཪ、ࡋ⣬ととじලを分㞳⾲ۑ

るᵓ㐀にな࡚ࡗいることࠋ 

ファイࣜング用ရ 

アルバ࣒ 

（ྎ⣬をྵࠋࡴ） 

 ࠚ断の基準ุ࠙ ࡶࡦり࡙ࡘ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいە

ձ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱが⣬の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、⣬のཎᩱがྂ⣬パル

プ、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィの㓄合率が��㸣

以上で࠶ることࠋまた、⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる

場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕

手⥆が࡚ࡋࡽᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡣたᅜཪࢀࡉ⏘

適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉ
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たバージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残

材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適

用ࡋないࠋ 

ղ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱがプラスࢳックの場合にࡣ࡚ࡗ࠶、⏕プラ

スࢳックがプラスࢳック㔜量の��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることཪࡣ

バイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

材ᩱ࣐ーࣗࢩポストコン、ࡋࡔたࠋいること࡚ࢀࡉのが使用ࡶ

ック㔜量の3�㸣以ࢳプラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックにࢳなる⏕プラスࡽ

上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ上グձཪࡣղ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を

‶たすことࠋ 

 ードケース࢝

ົ用ᑒ⟄（⣬〇） ุ࠙断の基準ࠚ 

⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィの㓄合率ྂە

が4�㸣以上で࠶ることࠋまた、⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࡉ

ཎᮌの、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶る場合にࢀ

手⥆が࡚ࡋࡽᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡣたᅜཪࢀࡉ⏘⏕

適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉた

バージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・

小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋな

いࠋ 

窓きᑒ⟄（⣬〇） ุ࠙断の基準ࠚ 

⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィの㓄合率ྂە

が4�㸣以上で࠶ることࠋまた、⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࡉ

ཎᮌの、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶る場合にࢀ

手⥆が࡚ࡋࡽᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡣたᅜཪࢀࡉ⏘⏕

適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉた

バージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・

小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋな

いࠝࠋ 窓部分に⣬を使用࡚ࡋいる場合ࡣ、ྂ⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パ

ルプ及び間ఆ材等パルプの㓄合率のุ断の基準を窓部分にࡣ適用ࡋ

ないࠞࠋ  

窓フィル、ࡣいる場合࡚ࡋを使用࣒ック〇フィルࢳ窓部分にプラスە

ック㔜量の4�㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ⏕プラスࡣい࡚ࡘに࣒

ቃ㈇Ⲵప減⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉ

効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

けい⣬ ุ࠙断の基準ࠚ 

⣬パルプ、᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィの㓄合率ྂە

が��㸣以上で࠶ることࠋまた、⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࡉ

ཎᮌの、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶る場合にࢀ

手⥆が࡚ࡋࡽᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡣたᅜཪࢀࡉ⏘⏕

適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉた

バージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・

小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋな

いࠋ 

起用⣬ 

 ートࣀ
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パンࢳラベル ࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡶ分ᩓするࡃ⣽ࡣ水⁐ᾮ୰で、⁐ゎཪࣜ࢝ᙅアルࡣ⢓╔が水ཪۑ

ので࠶り、ᶞ⬡ラ࣑ネートຍᕤが࡚ࢀࡉいないことࠋ 

タックラベル ุ࠙断の基準ࠚ 

、⣬のཎᩱがྂ⣬パルプ、ࡣ࡚ࡗ࠶要材ᩱが⣬の場合にࡃ㔠ᒓを除ە

᳃ᯘ認ド材パルプ及び間ఆ材等パルプの合ィの㓄合率が��㸣以上で

また、⣬のཎᩱにバージンパルプがࠋ（ࠋࡃ⢓╔部分を除）ること࠶

使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、

ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ

手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀

Ⓨ⏕する➃材、ᯘᆅࡽたバージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࢀࡉ

残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適

用ࡋないࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を

‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡶ分ᩓするࡃ⣽ࡣ水⁐ᾮ୰で、⁐ゎཪࣜ࢝ᙅアルࡣ⢓╔が水ཪۑ

ので࠶り、ᶞ⬡ラ࣑ネートຍᕤが࡚ࢀࡉいないことࠋ 

インࢹックス 

⟢⣬ 

⟢フィル࣒ ࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡶ分ᩓするࡃ⣽ࡣ水⁐ᾮ୰で、⁐ゎཪࣜ࢝ᙅアルࡣ⢓╔が水ཪۑ

ので࠶ることࠋ 

㯮ᯈᣔき 

ホ࣡イトボード用

イレーࢨー 

㢠⦕ 

ープ༳Ꮠ機等用ࢸ

 ットࢭ࢝

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいە

ձᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

ղ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬使用῭み〇ရにࢸープ部分（ࣜボンをྵࠋࡴ）をሸࡋ、必

要に応じ࡚消⪖部ရを交換できることが、ໟ装、ྠᲕࢀࡉる༳

ๅ≀ཪᢅྲྀࡣㄝ明᭩のいࢀࡎに⾲グ࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬㏻常の使用᮲௳により、�回以上⧞り㏉࡚ࡋ使用することがྍ

能で࠶ることࠋ 

が࣒ࢸスࢩ使用῭み〇ရの回収、ࡣる〇ရࢀࡉ㸬ᕤ場でሸ࢘

 ࠋること࠶

エ㸬ᕤ場でሸࢀࡉる〇ရࡣ、回収ࡋた〇ရの部ရの㈨※化

率（使用῭みとな࡚ࡗ排ฟࢀࡉ、㈨※化を目的に回収ᚋ、

㈨※化ᕤ⛬にᢞධࢀࡉた〇ရの㔜量ཪࡣ回収ࡋた࢝ートࣜッジ

等の㔜量のうࡕ、使用、ࣜࢸ࣐アルࣜࢧイクル、エネルギー

回収ࡸἜ化、ガス化、㧗⅔㑏ඖཪࡣコークス⅔化Ꮫཎᩱ化ࢀࡉ

た部ရの㔜量の合をいうࠋ）が〇ရ全యの㔜量（インクを除

�の（ࠋࡃ�㸣以上で࠶ることࠋまた、回収ࡋた〇ရの部ရのうࡕ

使用ཪࡣ⏕使用できない部分ࡣ、減量化等が⾜ࢀࢃた上で、

適正ฎ理ࢀࡉ、༢⣧ᇙ❧ࢀࡉないことࠋ 
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ープ༳Ꮠ機等用ࢸ

 ープࢸ

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいە

ձᩥල類ඹ㏻のุ断の基準を‶たすことࠋ 

ղࢸープ部分を交換することでࢸープ༳Ꮠ機等をࡑのまま使用でき

ることࠋ 

ごみ⟽ ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる

⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量の3�㸣以上使用ࢀࡉ

࡚いることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準

を‶たすことࠋ 

イクルボックࢧࣜ

ス 

ุ࠙断の基準ࠚ 

⏕プラス、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

バイࡣいることཪ࡚ࢀࡉック㔜量の��㸣以上使用ࢳックがプラスࢳ

のがࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜

使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる

⏕プラスࢳックにࡣ࡚ࡗ࠶、プラスࢳック㔜量の3�㸣以上使用ࢀࡉ

࡚いることࢀࡑࠋ以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準

を‶たすことࠋ 

⨁・ボトルࡋࡪࡘ

機（手動） 

ྡᮐ（ᮘ上用） 

ྡᮐ（⾰᭹ྲྀ

ᆺ・㤳下ࡆᆺ） 

㘽け 

（フックをྵࠋࡴ）

 ࠚーク ุ࠙断の基準ࣙࢳ

 ࠋいること࡚ࢀࡉ⏕材ᩱが1�㸣以上使用ە

グラ࢘ンド用ⓑ⥺ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋいること࡚ࢀࡉ⏕材ᩱが��㸣以上使用ە

Ვໟ用バンド ุ࠙断の基準ࠚ 

ྂ、ࡣ࡚ࡗ࠶要材ᩱが⣬の場合にࡃ㔠ᒓを除ە ⣬パルプ㓄合率1��㸣

で࠶ることࠋ 

ポストコン、ࡣ࡚ࡗ࠶ックの場合にࢳ要材ᩱがプラスࡃ㔠ᒓを除ە

ック㔜量の2�㸣ࢳックがプラスࢳなる⏕プラスࡽ材ᩱ࣐ーࣗࢩ

以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ᗫペットボトルのࣜࢧイクル〇

ရࡣ除ࠋࡃ 

備⪃） 㸯  ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕスࢸープラー（ỗ用ᆺ）ࠖ とࡣ、JIS S ��3� の 2�につ

定するスࢸープラ࡙ࡘり㔪の✀類 1� ྕを使用するࣁンࢹィタイプのࡶのをいうࠋまた、ࠕス

ࠖープラー（ỗ用ᆺ以外）ࢸ とࡣ、スࢸープラー（ỗ用ᆺ）以外のࡶのをいい、㔪を用いな

い方式のࡶのをྵࠋࡴ 

㸰  ࠕファイルࠖとࡣ、✰を࠶け࡚とじるྛ✀ファイル（フラットファイル、パイプ式ファ

イル、とじこみ⾲⣬、ファスࢼー（とじල）、コンࣗࣆータ用キࣕップ式等）及び✰を࠶け

ルダー、ホルダー、ボックスファイル、ドキ࣓ࣗントファ࢛にとじるྛ✀ファイル（フࡎ
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イル、㏱明ポケット式ファイル、スクラップブック、㹘式ファイル、クࣜップファイル、

用⟢ᣳ、ᅗ面ファイル、ケースファイル等）等をいうࠋ 

㸱  ࠕバインダーࠖと0、ࡣP バインダー、ࣜングバインダー等をいうࠋ 

㸲  ࠕファイࣜング用ရࠖとࡣ、ファイルཪࡣバインダーに⿵࡚ࡋ用いる⫼ぢฟࡋ、ポケ

ット及び切⣬をいうࠋ 

㸳 ྂࠕ⣬ࠖ及びྂࠕ⣬パルプ㓄合率ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪ࠕ㸰㸬⣬類ࠖのࠕ�2� ྂ⣬及びྂ

⣬パルプ㓄合率ࠖによるࠋ 

㸴 ࠕ間ఆ材等ࠖとࡣ、間ఆ材ཪࡣ➉をいうࠋ 

㸵  ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸶 ࠕポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋに、ᗫᲠࢀࡉた材ᩱཪࡣ〇

ရをいうࠋ 

㸷 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用す

るプラスࢳックをいうࠋ 

㸯㸮 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸯 ࠕ要材ᩱ とࠖࡣ、〇ရのᵓᡂ材ᩱと࡚ࡋ、消⪖ရ、⢓╔部分を除いた〇ရ㔜量の ��㸣

以上を༨ࡵる材ᩱをいうࠋなお、⏕材ᩱ等にಀるุ断の基準ࡣ、㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱに

適用するࠋ 

㸯㸰 ࠕ消⪖部分ࠖとࡣ、使用することにより消⪖する部分をいうࠋなお、消⪖部分が交換

ྍ能な場合（࢝ートࣜッジ等）ࡣ、交換ྍ能な部分全࡚を、消⪖部分が交換不ྍ能な場合

（࣡ン࢘エイ）ࡣ、当該部分（インク等）のみ当該〇ရの⏕材ᩱの㓄合率を⟬定する分

ẕ及び分Ꮚࡽ除ࠋࡃ 

㸯㸱 ࠕ⢓╔部分ࠖとࡣ、と࡚ࡋラベル等に用いるឤ圧᥋╔をሬᕸࡋた面をいうࠋなお、

⢓╔材及び㞳⣬・㞳基材（ྎ⣬）を当該〇ရの⏕材ᩱの㓄合率を⟬定する分ẕ及び

分Ꮚࡽ除ࠋࡃ 

㸯㸲 ࠕ部分の材ᩱが㔠ᒓ類ࠖとࡣ、〇ရに使用࡚ࢀࡉいる㔠ᒓ類が消⪖ရ、⢓╔部分を

除いた〇ရ全య㔜量の ��㸣以上で࠶るࡶのをいうࠋ 

㸯㸳 ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準ࡣ、㔠ᒓ以外の要材ᩱと࡚ࡋプラスࢳック、ᮌ質及び⣬を

使用࡚ࡋいる場合୪びに部分の材ᩱが㔠ᒓ類で࠶る場合にࡘい࡚定ࡵたࡶので࠶り、

部分の材ᩱが㔠ᒓ類に該当ࡋない場合ࡘ㔠ᒓが要材ᩱで࡚ࡗ࠶、プラスࢳック、ᮌ質

ཪࡣ⣬を使用࡚ࡋいないࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするရ目にྵまࢀないࡶのと

するࠋ 

㸯㸴 ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準մアにࡘい࡚ࡣ、自♫のྠ等の機能を᭷するᚑ᮶ရと比㍑ࡋ

࡚ཎ材ᩱの使用量の削減及び㍍量化・減量化がᅗࢀࡽるよう〇ရの設ィがな࡚ࢀࡉいるこ

とཪࡣ自♫で定ࡵた〇ရの機能に関連する㔜量ཎ༢が削減ࢀࡉるよう設ィがな࡚ࢀࡉい

ることとするࠋ 

㸯㸵 ᩥල類ඹ㏻のุ断の基準յのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠

エコ࣐ークົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟ ရ類ᆺ 1R�112ᩥࠕල・

ົ用ရ 9HUVLRQ2ࠖにಀる認定基準をいうࠋなお、≉定調㐩ရ目で࡚ࡗ࠶エコ࣐ーク認定

基準を‶たす〇ရにࡘい࡚ࡣ備⪃㸯㸯に♧す要材ᩱの定⩏によࡎࡽ、ุ断の基準を‶た

すࡶのとみなすࠋ 

㸯㸶 ダストブࣟ࣡ーにಀるุ断の基準におけるࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理

化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質を

いうุࠋ断の基準におい࡚使用できる≀質ࡣ、二㓟化Ⅳ⣲、ジ࣓ࢳルエーࢸル及びࣁイド
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ࣟフル࢜ࣟ࢜レフィン（+)O1234]H）等ࠋ 

㸯㸷 ダストブࣟ࣡ーにಀるุ断の基準にࡘい࡚ࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適

正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸰㡯のᣦ定〇ရの対象となる〇ရに

適用するࡶのとするࠋ 

㸰㸮 ᮏ㡯のุ断の基準の対象となるࢹ࣓ࠕィアケースࠖࡣ、C'、'9' 及び B' 用とするࠋ 

㸰㸯 ሬᕤ࡚ࢀࡉいる༳ๅ用⣬にಀるุ断の基準ࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪ࠕ㸰㸬⣬類ࠖのࠕሬᕤࢀࡉ

࡚いる༳ๅ用⣬ࠖによるࠋ 

㸰㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸰㸱 ᩥල類ඹ㏻の㓄៖㡯նの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、

ライフࢧイクルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの

 ࠋのとするࡶたࡋ定⟭࡚ࡋーボンフットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࢝ࠕ

㸰㸲 ᮌ質ཪࡣ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀい

る᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、

持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ

なお、㒔㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用できることとするࠋ

たࡋࡔ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日より๓にఆ採業⪅がຍᕤ・流㏻業⪅等とዎ約を⥾⤖࡚ࡋいる

ཎᮌにࡘい࡚ࡣ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日の時点でཎᩱ・〇ရ等をಖ管࡚ࡋいる⪅がࡽ࠶じࡵ

当該ཎᩱ・〇ရ等を≉定ࡋ、毎年㸯回ᯘ㔝ᗇにሗ࿌を⾜うととࡶに、ド明᭩に≉定ࢀࡉた

ཎᩱ・〇ရ等で࠶ることをグ㍕ࡋた場合にࡣ、上グガイドラインに定ࡵる合ἲなᮌ材で࠶

ることのド明ࡣ不要とするࠋなお、ᮏたࡋࡔ᭩きの設定期間にࡘい࡚ࡣ、ᕷ場動ྥを຺

 ࠋ適切に検ウを実施することとする、ࡘࡘࡋ

㸰㸳 ⣬のཎᩱとなる間ఆ材の確認ࡣ、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕ間ఆ材ࢳップの確認のたࡵのガイド

ライン（ᖹᡂ 21 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

㸰㸴 ⣬の場合ࡣ、」ᩘのᮌ材ࢳップをΰ合࡚ࡋ⏕⏘するたࡵ、〇㐀ᕤ⛬におい࡚〇ရごと

の実㓄合をᢸಖすることがᅔ㞴等の理⏤を຺ࡋ、間ఆ材等の管理方ἲࡣ⎔ቃ省作ᡂのࠕ᳃

ᯘ認ド材・間ఆ材にಀるクレジット方式運用ガイドライン（ᖹᡂ 21 年㸰月 13 日）ࠖ に準ᣐ

制度に基ྛ、ࡣい࡚ࡘまた、᳃ᯘ認ド材にࠋたクレジット方式を採用することができるࡋ

 ࠋクレジット方式により運用を⾜うことができるࡃ࡙

なお、ࠕクレジット方式ࠖとࡣ、ಶࠎの〇ရに実㓄合࡚ࢀࡉいるྰをၥࡎࢃ、୍定期

間に〇㐀ࢀࡉた〇ရ全యに使用ࢀࡉた᳃ᯘ認ド材・間ఆ材等とࢀࡑ以外のཎᩱの使用量に

基࡙き、ಶࠎの〇ရに対ࡋ᳃ᯘ認ド材・間ఆ材等が等ࡃࡋ使࡚ࢀࢃいるとみなす方式をい

うࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

ྛရ目の当該年度の調㐩⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（点ᩘ）の合

とするࠋ 
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㸲㸬࢜フィスᐙල等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

いす 

ᮘ 

Ჴ 

収⣡用ொ器（Ჴ以

外） 

ࣟ－パ－ࢸィࣙࢩ

ン 

コートࣁンガー 

ച❧࡚ 

ᥖ♧ᯈ 

㯮ᯈ 

ホ࣡イトボード 

ಶ室ブース 

ィスプレイスタࢹ

ンド 

ุ࠙断の基準ࠚ 

նࡣの要௳及びյの要௳を‶たすこと、ཪࢀࡎմのいࡽ次のձۑ

の要௳を‶たすことࠋたࡋࡔ、ձࡽմにࡘい࡚要材ᩱ以外の材

ᩱにᮌ質がྵまࢀる場合ࡣճア、イ及び࢘を、⣬がྵまࢀる場合で

ཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる場合ࡣմイの要௳をࢀࡒࢀࡑ‶

たすことࠋ 

ձ部分の材ᩱが㔠ᒓ類で࠶るᲴཪࡣ収⣡用ொ器で࡚ࡗ࠶、⾲㸯に

以外のࢀࡑ、の要௳を࢘次のア、イ及び、ࡣた༊分の〇ရࢀࡉ♧

場合及び部分の材ᩱが㔠ᒓ類で࠶るࢹィスプレイスタンドに࠶

 ࠋの要௳を‶たすこと࢘イ及び、ࡣ࡚ࡗ

ア㸬༊分ごとの基準を上回ࡽないことࠋ 

イ㸬༢୍⣲材分ゎྍ能率が ��㸣以上で࠶ることࠋ 

た⎔ቃ㓄៖設ィがなࢀࡉ♧㸬⾲㸰のホ౯㡯目ごとにホ౯基準に࢘

 ࠋいること࡚ࢀࡉ

ղ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱがプラスࢳックの場合ࡣ、次のいࢀࡎの要

௳を‶たすことࠋ 

ア㸬⏕プラスࢳックがプラスࢳック㔜量の 1�㸣以上使用࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

イ㸬バイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࡉ

ック㔜量のࢳのがプラスࡶたࢀ 2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、

ࠋること࠶ーྵ᭷率が1�㸣以上で࣐ベース合ᡂポࣜ࢜バイ、ࡘ

ճ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱがᮌ質の場合ࡣ、次のエの要௳を‶たすとと

の要௳を‶たすこ࢘いるཎᩱに応じ、ア、イ及び࡚ࡋに、使用ࡶ

とࠋ 

ア㸬間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の⏕㈨※で࠶

ることࠋ 

イ㸬間ఆ材ࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦに

おける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶの

で࠶ることࠋ 

ࡗఆ採に当た、ࡣཎᩱのཎᮌ、ࡣ࡚ࡗ࠶㸬上グア以外の場合に࢘

࡚、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に

照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

エ㸬材ᩱࡽのホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ㏿度が、���2PJ�੍ K 以下

ཪࡣこࢀとྠ等のࡶので࠶ることࠋ 

մ㔠ᒓを除ࡃ要材ᩱが⣬の場合ࡣ、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬⣬のཎᩱྂࡣ⣬パルプ㓄合率 ��㸣以上で࠶ることࠋ 

イ㸬⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶

のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅ

ᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉた

 ࠋること࠶のでࡶ

たバージンパルプࢀࡉ間ఆ材により〇㐀、ࡣい࡚ࡘ㸬上グイに࢘

及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の

⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプのうࡕ、合ᯈ・〇材

ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により

〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

յಖᏲ部ရཪࡣ消⪖ရの౪給期間ࡣ、当該〇ရの〇㐀⤊ᚋ � 年以
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上とすることࠋ 

նエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձಟ理及び部ရ交換がᐜ᫆で࠶る等㛗期間の使用がྍ能な設ィがなࡉ

⣲材のࡣࡃࡋる等部ရの使用ⱝ࠶分ゎがᐜ᫆で、ࡣいる、ཪ࡚ࢀ

⏕利用がᐜ᫆になるような設ィがな࡚ࢀࡉいることࠋ≉に㔠ᒓ部

分にࡘい࡚ࡣ、㈨※の᭷効な利用のಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ㸱年ἲ

ᚊ➨48ྕࠋ以下ࠕ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲࠖというࠋ）のุ断の基準を㋃

ま࠼、〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨※化ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設

ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ使用ࢀࡉるሬᩱࡣ、⢊యሬᩱ、水ᛶሬᩱ等の᭷機⁐及び⮯気がྍ

能な限りᑡないࡶので࠶ることࠋ 

ճ使用῭〇ရの回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶

り、使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩ

ス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

մ材ᩱにᮌ質がྵまࢀる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱのཎᮌࡣ持⥆ྍ能

な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋた

࠶Ⓨ⏕する➃材等の⏕㈨※でࡽ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場、ࡋࡔ

るᮌ材ࡣ除ࠋࡃ 

յ材ᩱに⣬がྵまࢀる場合でバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡗ࠶

いる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠまࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚

間ఆ材及び合ᯈ・〇材ᕤ場、ࡋࡔたࠋること࠶のでࡶたࢀࡉฟ⏘ࡽ

たバージンパルプをࢀࡉⓎ⏕する➃材等の⏕㈨※により〇㐀ࡽ

除ࠋࡃ 

ն〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

շライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရで࠶

ることࠋ 

ո〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

չໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕホ࣡イトボードࠖとࡣ、㯮ᯈ以外のྛ✀方式の➹グボ

ードをいうࠋ 

㸰 ࠕ部分の材ᩱが㔠ᒓ類ࠖとࡣ、〇ရに使用࡚ࢀࡉいる㔠ᒓ類が〇ရ全య㔜量の ��㸣以

上で࠶るࡶのをいうࠋ 

㸱 ุ断の基準ձのࠕ༢୍⣲材分ゎྍ能率ࠖࡣ次式の⟬定方ἲによるࠋ 

༢୍⣲材分ゎྍ能率（㸣）㸻༢୍⣲材まで分ゎྍ能な部ရᩘ㸭〇ရ部ရᩘ�1�� 

次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、༢୍⣲材分ゎྍ能率の⟬定対象となる部ရにྵまࢀな

いࡶのとするࠋ 

ձ ┐㞴、ᆅ㟈ࡸ᧯作上起こりᚓる転ಽを㜵止するたࡵの部ရ（㘄๓、転ಽ㜵止機ᵓ部ရ、

Ᏻ定ಖ持部ရ等） 

ղ部ရⴠ下㜵止のほ点ࡽ、ᮏయよりᙇりฟࡋが起きる部をಖ持する部ရ（ヒンジ、

引ฟレール等） 
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ճ日ᮏ⏘業つ᱁（以下ࠕJISࠖというࠋ）ཪࡣこࢀに準ࡎる部ရのᅛ定ཪࡣ連⤖等に使用

するᒓのネジ 

㸲 ྂࠕ⣬ࠖ及びྂࠕ⣬パルプ㓄合率ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪ࠕ㸰㸬⣬類ࠖのࠕ�2� ྂ⣬及びྂ

⣬パルプ㓄合率ࠖによるࠋ 

㸳 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸴 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸵 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐

㸶 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、プラスࢳック㔜量に༨ࡵる、バイ࣐࢜スプ

ラスࢳックにྵまࢀるバイ࣐࢜ス⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸷 ᨺᩓ㏿度が ���2PJ�੍ K 以下とྠ等のࡶのとࡣ、次によるࡶのとするࠋ 

ア㸬対応ࡋた JIS ཪࡣ日ᮏ㎰ᯘつ᱁が࠶り、当該つ᱁にホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量の基準

がつ定࡚ࢀࡉいるᮌ質材ᩱにࡘい࡚ࡣ、㹄ۼۼۼの基準を‶たࡋたࡶのࠋJIS S 1�31

に適合する࢜フィス用ᮘ・ࢸーブル、JIS S 1�32 に適合する࢜フィス用いす、JIS S 1�3�

に適合する᭩ᯫ・≀ရᲴ、及び JIS S 1�33 に適合する࢜フィス用収⣡ᐙලࡣ、ᮏ基準

を‶たすࠋ 

イ㸬上グ ア㸬以外のᮌ質材ᩱにࡘい࡚ࡣ、JIS $ 14�� のつ定する方ἲ等により 定ࡋたᩘ

値が次のᩘ値以下で࠶るࡶのࠋ 

ᖹᆒ値 最値 

���PJ�/ ���PJ�/ 

㸯㸮 ุ断の基準ճイにࡘい࡚ࡣ、クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရに適用することとするࠋ 

㸯㸯 ุ断の基準մ࢘にࡘい࡚ࡣ、クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရ以外にࡣ࡚ࡗ࠶、間ఆ材に

より〇㐀ࢀࡉたバージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ

等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないこととするࠋ 

㸯㸰 ุ断の基準նのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�13ࠕ�ᐙල 9HUVLRQ2ࠖに

ಀる認定基準をいうࠋ 

㸯㸱 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸲 㓄៖㡯նの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイ

クルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボン

フットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸯㸳 ࠕライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရࠖとࡣ、当該〇ရの

ライフࢧイクルにおける温室効ᯝガス排ฟ量の⟬定基準に基࡙き、ライフࢧイクル全⯡に

た温室効ᯝガス排ฟ削減・྾収量（以下ᮏ㡯ࢀࡉたる温室効ᯝガス排ฟ量の全部を認ドࢃ

におい࡚ࠕクレジットࠖというࠋ）を調㐩ࡋ、↓効化ཪࡣൾ却ࡋた上でᇙࡵ合ࡏࢃた（以下

ᮏ㡯におい࡚࢜ࠕフࢭットࠖというࠋ）〇ရをいうࠋ 

㸯㸴 ࢜フࢭットに使用できるクレジットࡣ、当面の間、J�クレジット、二ᅜ間クレジット

（JC0）、ᆅᇦ∧ J�クレジットなどᡃがᅜの温室効ᯝガスインベントࣜにᫎできるࡶのを

対象とするࠋなお、クレジットの更なる活用をᅗるほ点ࡽ、クレジットに関するᅜ内外

の㆟ㄽの動ྥࡸᕷ場動ྥを㋃まࡘࡘ࠼、対象ရ目及び対象クレジットをᣑする等、㟂要

ᣑにྥけた検ウを実施するࡶのとするࠋ 

㸯㸵 ᮌ質ཪࡣ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀい
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る᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ次によるࠋ 

ア㸬クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရにࡣ࡚ࡗ࠶、ᮌ材関連業⪅ࡣ、クࣜーン࢘ッドἲに๎

するととࡶに、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵの

ガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᮌ材関連業⪅

以外にࡣ࡚ࡗ࠶、ྠガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

イ㸬クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရ以外にࡣ࡚ࡗ࠶、上グガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶの

とするࠋなお、㒔㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用でき

るࡶのとするࠋ 

たࡋࡔ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日より๓にఆ採業⪅がຍᕤ・流㏻業⪅等とዎ約を⥾⤖࡚ࡋいる

ཎᮌにࡘい࡚ࡣ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日の時点でཎᩱ・〇ရ等をಖ管࡚ࡋいる⪅がࡽ࠶じࡵ

当該ཎᩱ・〇ရ等を≉定ࡋ、毎年 1 回ᯘ㔝ᗇにሗ࿌を⾜うととࡶに、ド明᭩に≉定ࢀࡉた

ཎᩱ・〇ရ等で࠶ることをグ㍕ࡋた場合にࡣ、上グガイドラインに定ࡵる合ἲなᮌ材で࠶

ることのド明ࡣ不要とするࠋなお、ᮏたࡋࡔ᭩きの設定期間にࡘい࡚ࡣ、ᕷ場動ྥを຺

 ࠋ適切に検ウを実施することとする、ࡘࡘࡋ

⾲㸯 部分の材ᩱが㔠ᒓ類で࠶るᲴཪࡣ収⣡用ொ器（収⣡庫）のᲴᯈにಀる機能㔜量の基準 

༊ 分 基準 

収⣡庫（࢝ルࢸ収⣡Ჴ等の≉Ṧ用㏵ࡣ除ࠋࡃ）のᲴᯈ ��1 

Ჴ（᭩ᯫ・㍍量Ჴ・୰量Ჴ）のᲴᯈ ��1 

備⪃）Ჴᯈに適用ࢀࡉる機能㔜量の基準の⟬ฟ方ἲࡣ、次式によるࠋ 

機能㔜量の基準㸻Ჴᯈ㔜量（NJ）¹Ჴ⪏Ⲵ㔜（NJ） 

⾲㸰 部分の材ᩱが㔠ᒓ類で࠶るᲴཪࡣ収⣡用ொ器にಀる⎔ቃ㓄៖設ィ㡯目 

目 的 ホ ౯ 㡯 目 ホ ౯ 基 準 

 ース㓄៖設ィࣗࢹࣜ
ཎ材ᩱの使用削減 ཎ材ᩱの使用量の削減を࡚ࡋいることࠋ 

㍍量化・減量化 部ရ・部材の㍍量化・減量化を࡚ࡋいることࠋ 

 イクル㓄៖設ィࢧࣜ

⏕ྍ能材ᩱの使用 ⏕ྍ能な材ᩱを使用࡚ࡋいることࠋ 

⏕ྍ能材ᩱ部ရの分

㞳・分ゎのᐜ᫆化 

⏕ྍ能な材ᩱを使用࡚ࡋいる部分ࡣ部ရごとに

⡆᫆に分㞳・分ゎできる᥋合方ἲで࠶ることࠋ 

 ࠋができることࡋᐜ᫆にྲྀり外ࡣのの部ရࡑ

⏕㈨※と࡚ࡋの利用 
合ᡂᶞ⬡部分の材ᩱ⾲♧をᅗ࡚ࡗいることࠋ 

材質ごとに分ูできるᕤኵをᅗ࡚ࡗいることࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

ྛရ目の当該年度の調㐩⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（点ᩘ）の合

とするࠋ 
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㸳㸬⏬ീ機器等 

㸳－㸯 コࣆー機等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

コࣆー機 

」合機 

ᣑᙇᛶの࠶るࢹ

ジタルコࣆー機 

ุ࠙断の基準ࠚ 

㸺ඹ㏻㡯㸼 

յの要ࡽ次のղ、ࡣյの要௳を、基準値㸰ࡽ次のձ、ࡣ基準値㸯ۑ

௳をࢀࡒࢀࡑ‶たすことࠋ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化

Ⅳ⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいる

ことࠋ 

ղ使用ࢀࡉる用⣬が≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、≉定調㐩≀ရ等

を使用することがྍ能で࠶ることࠋ 

ճ次のいࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ࣜ ࣘースに㓄៖ࡋたコࣆー機及び」合機୪びにᣑᙇᛶの࠶るࢹ

ジタルコࣆー機（以下ࠕコࣆー機等ࠖというࠋ）で࠶ること㹿 

イ㸬≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

մᑡなࡃと2ࡶ�Jを㉸࠼る部ရの୍ࡘに⏕プラスࢳック部ရཪࡣ

使用プラスࢳック部ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ使用῭〇ရの回収及び部ရの使用ཪࡣ材ᩱのࣜࢸ࣐アルࣜࢧイ

クルのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋまた、回収ࡋた機器の使用ཪࡣ⏕

利用できない部分にࡘい࡚ࡣ、減量化等が⾜ࢀࢃた上で、適正ฎ理

 ࠋないことࢀࡉ࡚❧༢⣧ᇙ、ࢀࡉ

㸺ಶู㡯㸼 

ձコࣆー機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶るࢹジタルコࣆー機（ࣜࣘースに㓄៖ࡋたコ

 （ࠋࡴー機をྵࣆジタルコࢹる࠶ᣑᙇᛶのࡣー機ཪࣆ

ア㸬ࣔࣀクࣟコࣆー機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶るࣔࣀクࣟࢹジタルコࣆー機

（ุ機を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸯－㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの基

準を‶たすことࠋ 

イ㸬࢝ラーコࣆー機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶る࢝ラーࢹジタルコࣆー機（ุ

機を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸯－㸰に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準を‶

たすことࠋ 

࡚ࡗ࠶ー機にࣆジタルコࢹるุ࠶ᣑᙇᛶのࡣー機ཪࣆ㸬ุコ࢘

 ࠋた༊分ごとの基準を‶たすことࢀࡉ♧㸯－㸱に⾲、ࡣ

ղ」合機（インクジ࢙ット方式を除ࠋࡃ） 

ア㸬ࣔࣀクࣟ」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸰－㸯、⾲㸱

及び⾲㸲に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準を‶たすことࠋ 

イ㸬࢝ラー」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸰－㸰、⾲㸱及

び⾲㸲に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準を‶たすことࠋ 

た༊分ごとの基準を‶たすࢀࡉ♧㸳に⾲、ࡣ࡚ࡗ࠶㸬ุ」合機に࢘

ことࠋ 

エ㸬ࣜࣘースに㓄៖ࡋたࣔࣀクࣟ」合機ཪࡣ業ົ用ࣔࣀクࣟ」合機

（ุ機を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸴－㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの基

準を‶たすことࠋ 

ラー」合機（ุ࢝業ົ用ࡣラー」合機ཪ࢝たࡋ㸬ࣜࣘースに㓄៖࢜

機を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸴－㸰に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準を‶
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たすことࠋ 

たࢀࡉ♧㸯－㸱に⾲、ࡣ࡚ࡗ࠶たุ」合機にࡋ㸬ࣜࣘースに㓄៖࢝

༊分ごとの基準を‶たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရで࠶る

ことࠋ 

ղ使用ࢀࡉる電ụに࢝、ࡣド࣒࣑࢘化合≀、㖄化合≀及び水㖟化合≀が

ྵまࢀないことࠋたࡽࢀࡑ、ࡋࡔをྵࡴ電ụが確実に回収ࢀࡉ、使

用、⏕利用ཪࡣ適正ฎ理ࢀࡉる場合ࡣ、この限りでないࠋ 

ճ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲのุ断の基準を㋃ま࠼、部ရの使用のたࡵの設

ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ≉にᕼᑡ㔠ᒓ類をྵࡴ部ရの使用

のたࡵの設ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

յ⣬の使用量を削減できる機能を᭷することࠋ 

ն〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

շໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ」合機ࠖとࡣ、コࣆー機能にຍ࡚࠼、プࣜント、ファク࣑ࣜࢩ㏦ಙཪࡣスキࣕンのう

1、ࡕ 以上の機能を᭷する機器をいうࠋ 

㸰 ࠕ業ົ用」合機ࠖとࡣ、以下のア࢝ࡽの㡯目を全࡚‶たࡘ、ࡋ、〇ရのᶆ準ཪࡣ

ᒓရをྵࡵ、以下のキࡽスの機能の㡯目のう࢝、ࡕラー〇ရの場合ࡣ㸳㡯目以上、ࣔࣀ

クࣟ〇ရの場合ࡣ㸲㡯目以上を‶たす」合機をいうࠋ 

ア㸬ᆤ量 141J�੍以上を᭷する用⣬のࢧポート  

イ㸬$3 ุ用⣬のฎ理ྍ能 

クࣟの場合、〇ရ㏿度ࣀ㸬〇ရがࣔ࢘ 8� ᯛ�分以上（〇ရ㏿度にࡘい࡚ࡣᚋ㏙⾲㸯－㸯

の備⪃㸯ཧ照） 

エ㸬〇ရが࢝ラーの場合、〇ရ㏿度 �� ᯛ�分以上 

㸬ྛⰍに対するプࣜントゎീ度࢜ ������� ドット�インࢳ（GSL）以上 

ルでࢹ㸬ベースࣔ࢝ 18�NJ を㉸࠼る㔜量 

キ㸬⣬ᐜ量 8���� ᯛ以上 

ク㸬ࢹジタルフࣟントエンド 

ケ㸬パンࢳ✰開け 

コ㸬↓⥺⥛じཪࣜࡣング⥛じ（ⱝࡣࡃࡋ類ఝのࢸープⱝ࣡ࡣࡃࡋイࣖ⥛じࠋスࢸープル

⥛じを除ࠋࡃ） 

㸬'5$01��240Bࢧ 以上 

 㸬➨୕⪅によるⰍ認ドࢩ

ス㸬ሬᕤ⣬対応 

㸱 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸲 ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯㸼ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、

ライフࢧイクルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの
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 ࠋのとするࡶたࡋ定⟭࡚ࡋーボンフットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࢝ࠕ

㸳 ࣘࣜࠕースに㓄៖ࡋたコࣆー機等ࠖとࡣ、〇㐀時にࣜࣘースを⾜なうࢩス࣒ࢸがᵓ⠏㺃維

持ࡑ、ࢀࡉのࢩスࡽ࣒ࢸ〇㐀ࢀࡉたࡶので࠶り、以下のࠕ⏕ᆺ機ࠖ及びࠕ部ရࣜࣘー

スᆺ機ࠖをᣦすࠋ 

ア㸬ࠕ⏕ᆺ機ࠖとࡣ、使用῭みの〇ရを部分分ゎ・洗浄・ಟ理ࡋ、᪂ရྠ等ရ質ཪ୍ࡣ定

ရ質に‶たない部ရを交換ࡋ、ᑓ用ラインで⤌み❧࡚た〇ရをいうࠋ 

イ㸬ࠕ部ရࣜࣘースᆺ機ࠖとࡣ、使用῭みの〇ရを全分ゎ・洗浄・ಟ理ࡋ、᪂㐀機とྠ୍ရ

質をಖドできる部ရを᪂㐀機とྠ等の〇㐀ラインで⤌み❧࡚た〇ရをいうࠋ 

㸴 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸵 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸶 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸷 ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯㸼մにࡘい࡚ࡣ、㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲの≉定利用業✀に該当す

る機器に適用するࠋ 

㸯㸮 ࣜࢸ࣐ࠕアルࣜࢧイクルࠖとࡣ、材ᩱと࡚ࡋのࣜࢧイクルをいうࠋエネルギー回収ࡸ

Ἔ化、ガス化、㧗⅔㑏ඖ、コークス⅔化Ꮫཎᩱ化ྵࡣまないࠋ 

㸯㸯 ࠕุ機ࠖとࡣ、ᖜが 4��PP 以上の連⥆፹యに対応する〇ရをྵみ、$2 ุཪࢀࡑࡣ以

上の፹య用に設ィࢀࡉた〇ရがྵまࢀるࠋ 

㸯㸰 ࠕᕼᑡ㔠ᒓ類ࠖとࡣ、 �� 年㸶月の㏻ၟ⏘業省㖔業ᑂ㆟レア࣓タル⥲合対策≉ู

小ጤဨにおい࡚≉定ࢀࡉた 31 㖔✀（ᕼᅵ類ࡣ 1� ඖ⣲を㸯㖔✀と࡚ࡋ⪃៖）の㔠ᒓをい

うࠋ 

㸯㸱 ࣜࣘースに㓄៖ࡋたコࣆー機等ࡣ、使用῭みの〇ရを回収ࡋ、ཝᐦなရ質検ᰝを⤒࡚

⏕⏘ᕤ⛬に౪給ࢀࡉ、当該機器の〇㐀がྍ能となることࡽ、Ᏻ定的な〇ရ౪給が必ࡋࡎ

調㐩を⾜うྛ機࡚ࡋ調㐩に当たり、⎔ቃഃ面に関、ࡵこのたࠋる࠶ない場合がࢀࡉಖドࡶ

関が≉定調㐩≀ရ等で࠶ること以外のධᮐ等の要௳を♧す場合ࡣ、ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯

㸼ճア及びイにࡘい࡚ేグすることࠋ 

㸯㸲 コࣆー機等の調㐩時に、機器ᮏయの消⪖ရと࡚ࡋトࢼーᐜ器༢యでᵓᡂࢀࡉる消⪖ရ

を᭷する場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたရ目ࠕトࢼー࢝ートࣜッジࠖのุ断の基準

ձ࢜のࠕトࢼーの化ᏛᏳ全ᛶが確認࡚ࢀࡉいることࠖを‶たす場合ࡣ、≉定調㐩≀ရ等と

ྠ等のᢅいとすることࠋ 

㸯㸳 ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯㸼ղにࡘい࡚ࡣ、ᮏయ機器へのᙳ㡪ࡸ༳ๅရ質にၥ㢟がなࡃ使

用できる用⣬で࠶ることが๓ᥦとなるࠋ 

㸯㸴 ࣜࣘースに㓄៖ࡋたコࣆー機等のุ断の基準のಶู㡯にࡘい࡚ࡣ、使用῭みの〇ရ

の回収までに┦当⛬度期間を要することࡽ、ุ断の基準を‶たす〇ရがᕷ場に౪給ࢀࡉ

るまでの期間ࡣ、⾲㸯－㸯、⾲㸯－㸰、⾲㸴－㸯及び⾲㸴－㸰の該当する要௳を‶たすこ

とで対応するุ断の基準を‶たすࡶのとみなすこととするࠋなお、期間にࡘい࡚ࡣ、ᕷ場

動ྥを຺ࡘࡘࡋ、検ウを実施することとするࠋ 

㸯㸵 ࠕライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရࠖとࡣ、当該〇ရの

ライフࢧイクルにおける温室効ᯝガス排ฟ量の⟬定基準に基࡙き、ライフࢧイクル全⯡に

た温室効ᯝガス排ฟ削減・྾収量（以下ᮏ㡯ࢀࡉたる温室効ᯝガス排ฟ量の全部を認ドࢃ
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におい࡚ࠕクレジットࠖというࠋ）を調㐩ࡋ、↓効化ཪࡣൾ却ࡋた上でᇙࡵ合ࡏࢃた（以下

ᮏ㡯におい࡚࢜ࠕフࢭットࠖというࠋ）〇ရをいうࠋ 

㸯㸶 ࢜フࢭットに使用できるクレジットࡣ、当面の間、J�クレジット、二ᅜ間クレジット

（JC0）、ᆅᇦ∧ J�クレジットなどᡃがᅜの温室効ᯝガスインベントࣜにᫎできるࡶのを

対象とするࠋなお、クレジットの更なる活用をᅗるほ点ࡽ、クレジットに関するᅜ内外

の㆟ㄽの動ྥࡸᕷ場動ྥを㋃まࡘࡘ࠼、対象ရ目及び対象クレジットをᣑする等、㟂要

ᣑにྥけた検ウを実施するࡶのとするࠋ 

⾲㸯－㸯 ࣔࣀクࣟコࣆー機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶るࣔࣀクࣟࢹジタルコࣆー機（ࣜࣘースに㓄៖ࡋたコࣆ

ー機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶るࢹジタルコࣆー機をྵみ、ุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ� ӌ��3 

要௳なࡋ �㸺LSPӌ2� ӌ���4�LSP㸩��1 

2�㸺LSPӌ24 
ӌ�����LSP－��3 

24㸺LSPӌ3� 基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる、

 �ពのᒓရ 3�㸺LSP㸺3௵ࡣるい࠶
ӌ��11�LSP－1�8 

3�ӌLSPӌ4� 

基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる 
4�㸺LSPӌ�� ӌ��1��LSP－3�8 

��㸺LSPӌ�� ӌ��2�LSP－��4 

��㸺LSP ӌ�����LSP－3��� 

備⪃）㸯 ࠕ〇ရ㏿度ࠖとࣀࣔ、ࡣクࣟ⏬ീを⏕ᡂする際の最බ⛠∦面༳ๅ㏿度で࠶り、全࡚の

場合におい࡚、⟬ฟࢀࡉた LSP ㏿度ࡣ、最ࡶ㏆いᩚᩘにᅄᤞධࢀࡉるࠋ㸯LSP（分当たり

の⏬ീᩘ）とࡣ、㸯分間に $4 ุཪࡣ 8����11�の用⣬㸯ᯛの∦面を༳ๅすることとするࠋ

$4 ุ用⣬と 8����11�用⣬とで␗なる場合ࡑ、ࡣの㸰ࡘの㏿度のうࡕ㏿い方を適用するࠋ

以下⾲㸵を除ࡃ全࡚の⾲におい࡚ྠじࠋ 

㸰 $3 ุの用⣬に対応ྍ能な〇ရ（ᖜが 2��PP 以上の用⣬を使用できる〇ရࠋ）にࡘい࡚ࡣ、

༊分ごとの基準に ��3N:K をຍ࠼たࡶのを基準とするࠋ以下⾲㸯－㸰、⾲㸴－㸯及び⾲㸴－

㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸱 ᶆ準消㈝電力量の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機

器の〇ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用量をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲバージࣙン 2�� にࠖ

よるࠋ以下⾲㸯－㸰、⾲㸴－㸯及び⾲㸴－㸰におい࡚ྠじࠋ 

⾲㸯－㸰 ࢝ラーコࣆー機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶る࢝ラーࢹジタルコࣆー機（ࣜࣘースに㓄៖ࡋたコࣆー機

ཪࡣᣑᙇᛶの࠶るࢹジタルコࣆー機をྵみ、ุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ1� ӌ1�3 

要௳な1 ࡋ�㸺LSPӌ1� ӌ�����LSP㸩��� 

1�㸺LSPӌ1� 
ӌ��1��LSP－���� 

1�㸺LSPӌ3� 基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる、

 �ពのᒓရ 3�㸺LSP㸺3௵ࡣるい࠶
ӌ��2�LSP－2�1� 

3�ӌLSPӌ�� 
基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる 

��㸺LSP ӌ����LSP－3���� 
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⾲㸯－㸱 ุコࣆー機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶るุࢹジタルコࣆー機（ࣜࣘースに㓄៖ࡋたุコࣆー機

及びุ」合機等をྵࠋࡴ）にಀるスࣜープ⛣⾜時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔー

ド消㈝電力、ᚅ機時消㈝電力の基準

〇ရ㏿度（LSP） 
スࣜープへの 

⛣⾜時間 

基ᮏ࣐ーキングエンジンの 

スࣜープࣔード消㈝電力 
ᚅ機時消㈝電力 

LSPӌ3� 3� 分 
ӌ8�2: ӌ���: 

3�㸺LSP �� 分 

備⪃）㸯 ࠕスࣜープࠖとࡣ、電※を実際に切ࡽなࡶ࡚ࡃ、୍定時間の↓動作ᚋ自動的にධる電力

節減状態をいうࠋ以下⾲㸱、⾲㸲、⾲㸳及び⾲㸵におい࡚ྠじࠋ 

㸰 スࣜープࣔード消㈝電力の基準ࡣ、ᮏ⾲の基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消

㈝電力に⾲㸵の㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値をຍ⟬࡚ࡋ⟬ฟࢀࡉた値

を適合ุ断に用いるࡶのとするࠋ 

㸱 消㈝電力の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機器の〇

ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲバージࣙン 2��ࠖによるࠋ 

⾲㸰－㸯 ࣔࣀクࣟ」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ2� ӌ��2�3 
要௳なࡋ 

2�㸺LSPӌ24 
ӌ���18�LSP－��11� 

24㸺LSPӌ4� 
基ᮏ〇ရに内ⶶࡋ、プࣜント

機能ึࡣ期設定࡚ࢀࡉいるこ

と 

4�㸺LSPӌ�� ӌ���1��LSP－���33 

��㸺LSPӌ8� ӌ���3��LSP－1�314 

8�㸺LSP ӌ���8��LSP－��283 

備⪃）㸯 $3 ุの用⣬に対応ྍ能な〇ရにࡘい࡚ࡣ、༊分ごとの基準に ����N:K をຍ࠼たࡶのを基

準とするࠋ⾲㸰－㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸰 :L�)L がฟⲴ時にࢭットࢀࡉた〇ရにࡘい࡚ࡣ、༊分ごとの基準に ��1N:K をຍ࠼たࡶの

を基準とするࠋ⾲㸰－㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸱 ᶆ準消㈝電力量の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機

器の〇ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲ（ᖹᡂ 3� 年 12 月ᨵ

定）ࠖ によるࠋ⾲㸰－㸰におい࡚ྠじࠋ 

⾲㸰－㸰 ࢝ラー」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ1� 
ӌ��2�4 

要௳なࡋ 

LSP㸻2� 

基ᮏ〇ရに内ⶶࡋ、プࣜント

機能ึࡣ期設定࡚ࢀࡉいるこ

と 

2�㸺LSPӌ4� ӌ���24�LSP－��2�� 

4�㸺LSPӌ�� ӌ���11�LSP㸩��283 

��㸺LSPӌ8� ӌ������LSP－2�4�1 

8�㸺LSP ӌ��118�LSP－����4 
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⾲㸱 ࣜ࢝バࣜー時間にಀる基準 

〇ရ㏿度（LSP）

短いึ期設定 㛗いึ期設定 

スࣜープ⛣⾜

時間 7V（分）
 （⛊）バࣜー時間࢝ࣜ

スࣜープ⛣⾜

時間 7V（分）
 （⛊）バࣜー時間࢝ࣜ

�㸺LSPӌ� �㸺7Vӌ� 

ӌPLQ���42�LSP���3�� 

�㸺7V 

ӌPLQ����1�LSP�1����� 

�㸺LSPӌ1� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ1� 

1�㸺LSPӌ2� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ2� 

2�㸺LSPӌ3� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ3� 

3�㸺LSPӌ4� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ4� 

4�㸺LSP �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ4� 

備⪃）㸯 ࢝ࣜࠕバࣜー時間ࠖとࡣ、スࣜープࣔードཪ࢜ࡣフࣔードࡽ✌ാ準備状態になるまで

の時間をいい、⟬定方ἲࡣ、以下の式によるࠋ 

�バࣜー時間（⛊）㸻7DFW1－7DFW࢝ࣜ

7DFW1㸸スࣜープࣔードࡽ最ึのࢩートが当該装置をฟるまでの時間（⛊）

7DFW�㸸✌ാ準備状態ࡽ最ึのࢩートが当該装置をฟるまでの時間（⛊） 

㸰 ᮏ⾲におい࡚ PLQ�$�B�ࡣ最小関ᩘで࠶り、$ と B の小ࡉい値を⾲すࠋ例ࡤ࠼、短いึ期

設定におけるࣜ࢝バࣜー時間の基準の PLQ���42�LSP���3����42ࠕ、ࡣ�LSP�� ⛊ ཪࠖ3ࠕࡣ�

⛊ࠖのいࢀࡎのうࡕ小ࡉい値ࠋ 

㸱 㛗いึ期設定のスࣜープ⛣⾜時間（7V）を㉸࠼る〇ရにࡘい࡚࢝ࣜ、ࡣバࣜー時間に関

するつ定ࡣないࠋ 

⾲㸲 ࣔࣀクࣟ」合機ཪ࢝ࡣラー」合機にಀるスࣜープ⛣⾜時間の基準 

〇ရ㏿度（LSP） 
スࣜープ⛣⾜時間 

ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ 

LSPӌ1� ӌ1� 分 

ӌ�� 分 1�㸺LSPӌ2� ӌ3� 分 

2�㸺LSPӌ3� 
ӌ4� 分 

3�㸺LSP ӌ12� 分 

備⪃）  ࠋ㸳におい࡚ྠじ⾲ࠋが調ᩚྍ能な最のスࣜープ⛣⾜時間ࢨーࣘ、ࡣ調ᩚࠖとࢨーࣘࠕ

⾲㸳 ุ」合機にಀるスࣜープ⛣⾜時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消㈝電力、࢜

フࣔード消㈝電力の基準

〇ရ㏿度（LSP） 
スࣜープ⛣⾜時間 

基ᮏ࣐ーキングエンジンの 

スࣜープࣔード消㈝電力 
 フࣔード࢜

消㈝電力 
ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ インクジ࢙ット ࣐ーキングᢏ⾡

LSPӌ1� ӌ1� 分 

ӌ�� 分 
ӌ��4: ӌ8��: ӌ��3: 

1�㸺LSPӌ2� ӌ3� 分 

2�㸺LSPӌ3� 
ӌ4� 分 

3�㸺LSP ӌ12� 分 

備⪃）㸯 ࠕ࣐ーキングᢏ⾡ࠖとࡣ、インパクト方式及びインクジ࢙ット方式以外の࣐ーキング

ᢏ⾡をいうࠋ 

㸰 スࣜープࣔード消㈝電力の基準ࡣ、ᮏ⾲の基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消

㈝電力に⾲㸵の㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値をຍ⟬࡚ࡋ⟬ฟࢀࡉた値

を適合ุ断に用いるࡶのとするࠋたࡋࡔ、⾲㸵の㏣ຍ機能の✀類のうࡕ、スキࣕࢼ及び内

部ࢹィスクドライブにࡘい࡚ࡣ、スࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値のຍ⟬ࡣ適用ࡋないࠋ 
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㸱 消㈝電力の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機器の〇

ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲ（ᖹᡂ 3� 年 12 月ᨵ定）ࠖ に

よるࠋ 

⾲㸴－㸯 ࣜࣘースに㓄៖ࡋたࣔࣀクࣟ」合機ཪࡣ業ົ用ࣔࣀクࣟ」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ

準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ� ӌ��4 
要௳なࡋ 

�㸺LSPӌ24 
ӌ�����LSP㸩���� 

24㸺LSPӌ3� 基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる、

 �ពのᒓရ 3�㸺LSP㸺3௵ࡣるい࠶
ӌ��11�LSP－1�1� 

3�ӌLSPӌ�� 

基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる ��㸺LSPӌ8� ӌ��2��LSP－8�1� 

8�㸺LSP ӌ����LSP－3��1� 

⾲㸴－㸰 ࣜࣘースに㓄៖ࡋた࢝ラー」合機ཪࡣ業ົ用࢝ラー」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消

㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ1� ӌ1�� 

要௳な1 ࡋ�㸺LSPӌ1� ӌ��1�LSP㸩��� 

1�㸺LSPӌ1� 
ӌ��13�LSP㸩���� 

1�㸺LSPӌ3� 基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる、

 �ពのᒓရ 3�㸺LSP㸺3௵ࡣるい࠶
ӌ��2�LSP－2��� 

3�ӌLSPӌ�� 

基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる ��㸺LSPӌ8� ӌ����LSP－3���� 

8�㸺LSP ӌ�����LSP－41��� 

⾲㸵 ㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値 

㏣ຍ機能の 

✀類 

᥋⥆の 

✀類 

最ࢹータ 

㏿度 U 

（0ELW�⛊） 

ヲ⣽ 

㏣ຍ機能 

チᐜ値 

（:） 

インター 

フ࢙ース 

᭷⥺ 

U㸺2� 
例㸸8SB1�[、I(((488、I(((1284㸭パラレル

㸭ࢭントࣟࢽクス、5S232C 
��2 

2�ӌU㸺��� 
例㸸8SB2�[、I(((13�4㸭ファイࣖ࣡イࣖ㸭

L�/I1.、1��0E イーࢧネット 
��4 

UӍ��� 例㸸8SB3�[、1*E イーࢧネット ��� 

௵ព 

例㸸フラッ࣓࢝ࣜࣔࣗࢩード㸭ス࣐ート࢝

ードࣜーダー、࣓࢝ラインターフ࢙ース、

 クトブࣜッジࣆ

��2 

ファックス 

 ࣒ࢹࣔ
௵ព 

」合機のみに適用 
��2 

↓⥺、↓⥺࿘

Ἴᩘ（5)） 
௵ព 

例㸸ブルートース、8�2�11 
2�� 

↓⥺、㉥外⥺

（I5） 
௵ព 

例㸸IU'$ 
��1 
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コードレス 

電ヰ機 
該当なࡋ 該当なࡋ 

コードレス電ヰ機と㏻ಙする⏬ീ〇ရの能

力ࠋ⏬ീ〇ရが対応するように設ィ࡚ࢀࡉ

いるコードレス電ヰ機のᩘに関ಀな1、ࡃ

回のみ適用ࢀࡉるࠋコードレス電ヰ機自య

の消㈝電力要௳に対応࡚ࡋいないࠋ 

��8 

࣓ࣔࣜ 該当なࡋ 該当なࡋ 

⏬ീ〇ရにおい࡚ࢹータಖᏑ用に利用ྍ能

な内部ᐜ量に適用ࢀࡉるࠋ内部࣓ࣔࣜの全

ᐜ量に適用5$0、ࢀࡉ に応じ࡚ቑ減するࠋ

このチᐜ値ࣁ、ࡣードࢹィスクཪࡣフラッ

 ࠋないࢀࡉ適用ࡣに࣓ࣜࣔࣗࢩ

����*B 

スキࣕࢼ 該当なࡋ 該当なࡋ 

」合機及び」機にのみ適用 

例㸸冷㝜ᴟ⺯光ランプ（CC)/）࠶るいࡣ、

Ⓨ光ダイ࢜ード（/('）、ࢤࣟࣁン、熱㝜ᴟ

⺯光管（+C)7）、キࣀࢭンཪࡣ管状⺯光灯

（7/）ᢏ⾡等の CC)/ でࡣないのᢏ⾡（ラ

ンプのきࡉ、ཪࡣ採用࡚ࢀࡉいるランプ

㸭電⌫のᩘに関ಀな1、ࡃ 回のみ適用ࢀࡉ

る）ࠋ 

��� 

電※装置 該当なࡋ 該当なࡋ 

ᶆ準ᙧ式のインクジ࢙ットཪࡣインパクト

ーキングᢏ⾡を使用する〇ရにおける㖭࣐

ᯈฟ力電力（PRXW）が 1�: を㉸࠼る内部及

び外部電※装置の୧方に対࡚ࡋ適用ࢀࡉ

るࠋ 

���2� 

（PRXW－ 

1���） 

タッࢳパネル

ィスプレイࢹ
該当なࡋ 該当なࡋ 

パネルࢳラーの୧方のタッ࢝クࣟ及びࣀࣔ

 ࠋるࢀࡉィスプレイに適用ࢹ
��2 

内部ࢹィスク

ドライブ 
該当なࡋ 該当なࡋ 

ィスク及び༙ᑟయドライブをྵࢹードࣁ

るᐜ量ストレージ〇ရがྵまࡺࡽ࠶、ࡵ

࢙外部ドライブに対するインターフࠋるࢀ

イスࡣ対象でࡣないࠋ 

��1� 

備⪃）㏣ຍ機能の✀類のうࡕ、インターフ࢙ース㏣ຍ機能のファク࣑ࣜࢩ機能をྵࡵたチᐜ値のᩘ

 ࠋる࠶制限で↓ࡣース㏣ຍ機能のチᐜ値のᩘ࢙り、㠀インターフ࠶㸰以下でࡣ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のコࣆー機、」合機及びᣑᙇᛶの࠶るࢹジタルコࣆー機の調㐩（ࣜース・レン

タルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす

≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸳－㸰 プࣜンタ等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

プࣜンタ 

プࣜンタ」合機 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋոの要௳を‶たすことࡣշの要௳を‶たすこと、ཪࡽ次のձۑ

ձプࣜンタཪࡣプࣜンタ」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、次の

基準を‶たすことࠋ 

ア㸬ࣔࣀクࣟプࣜンタ（㧗ᛶ能インクジ࢙ット方式をྵみ、インク

ジ࢙ット方式及びインパクト方式を除ࠋࡃ）にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸯－

㸯、⾲㸰及び⾲㸱－㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準ࣔࠋ クࣟプࣜࣀ

ンタ」合機にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸯－㸰、⾲㸰及び⾲㸱－㸰に♧ࢀࡉた

༊分ごとの基準ࠋ 

イ㸬࢝ラープࣜンタ（㧗ᛶ能インクジ࢙ット方式をྵみ、インクジ

⾲、㸰⾲、ࡣ࡚ࡗ࠶に（ࠋࡃット方式及びインパクト方式を除࢙

㸱－㸯及び⾲㸲－㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準࢝ࠋラープࣜンタ

」合機にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸰、⾲㸱－㸰及び⾲㸲－㸰に♧ࢀࡉた༊分

ごとの基準ࠋ 

࡚ࡗ࠶インパクト方式のプࣜンタにࡣット方式ཪ࢙㸬インクジ࢘

ット方式ཪ࢙インクジࠋた༊分ごとの基準ࢀࡉ♧㸳－㸯に⾲、ࡣ

ࡉ♧㸳－㸰に⾲、ࡣ࡚ࡗ࠶インパクト方式のプࣜンタ」合機にࡣ

 ࠋた༊分ごとの基準ࢀ

エ㸬業ົ用ࣔࣀクࣟプࣜンタにࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸴－㸯に♧ࢀࡉた༊分

ごとの基準ࠋ業ົ用ࣔࣀクࣟプࣜンタ」合機にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸴－

㸰に♧ࢀࡉた基準ࠋ 

た༊分ごࢀࡉ♧㸴－㸱に⾲、ࡣ࡚ࡗ࠶ラープࣜンタに࢝㸬業ົ用࢜

との基準ࠋ業ົ用࢝ラープࣜンタ」合機にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸴－㸲に

 ࠋた༊分ごとの基準ࢀࡉ♧

ղุプࣜンタにࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸵－㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準、

ุプࣜンタ」合機にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸵－㸰に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準

を‶たすことࠋ 

ճ使用ࢀࡉる用⣬が≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、≉定調㐩≀ရ等

を使用することがྍ能で࠶ることࠋ 

մ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

յᑡなࡃとࡶ部ရの୍ࡘに⏕プラスࢳック部ရཪࡣ使用プラス

 ࠋいること࡚ࢀࡉック部ရが使用ࢳ

նポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる⏕プラスࢳック部ရཪࡣ使

用プラスࢳック部ရが�J以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

շポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる⏕プラスࢳック部ရཪࡣ使

用プラスࢳック部ရがプラスࢳック㔜量の1㸣以上使用࡚ࢀࡉいる

ことࠋ 

ոエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ使用ࢀࡉる電ụに࢝、ࡣド࣒࣑࢘化合≀、㖄化合≀及び水㖟化合≀

がྵまࢀないことࠋたࡽࢀࡑ、ࡋࡔをྵࡴ電ụが確実に回収ࢀࡉ、

使用、⏕利用ཪࡣ適正ฎ理ࢀࡉる場合にࡣ、この限りでないࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 
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ճ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

ことࠋ 

մ⣬の使用量を削減できる機能を᭷することࠋ 

յ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ն〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

շໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ࠕプࣜンタ」合機ࠖとࡣ、プࣜント機能にຍ࡚࠼、コࣆー、ファク࣑ࣜࢩ㏦ಙཪࡣスキ

ࣕンのう1、ࡕ 以上の機能を᭷する機器をいうࠋ 

㸰 ࠕ業ົ用プࣜンタࠖཪࠕࡣ業ົ用プࣜンタ」合機ࠖとࡣ、以下のア࢝ࡽの㡯目を全࡚

‶たࡘ、ࡋ、〇ရのᶆ準ཪࡣᒓရをྵࡵ、以下のキࡽスの機能の㡯目のう࢝、ࡕラ

ー〇ရの場合ࡣ㸳㡯目以上、ࣔࣀクࣟ〇ရの場合ࡣ㸲㡯目以上を‶たすプࣜンタཪࡣプࣜ

ンタ」合機をいうࠋ 

ア㸬ᆤ量 141J�੍以上を᭷する用⣬のࢧポート  

イ㸬$3 ุ用⣬のฎ理ྍ能 

クࣟの場合、〇ရ㏿度ࣀ㸬〇ရがࣔ࢘ 8� ᯛ�分以上（〇ရ㏿度にࡘい࡚ࡣᚋ㏙⾲㸯－㸯

の備⪃㸯ཧ照） 

エ㸬〇ရが࢝ラーの場合、〇ရ㏿度 �� ᯛ�分以上 

㸬ྛⰍに対するプࣜントゎീ度࢜ ������� ドット�インࢳ（GSL）以上 

ルでࢹ㸬ベースࣔ࢝ 18�NJ を㉸࠼る㔜量 

キ㸬⣬ᐜ量 8���� ᯛ以上 

ク㸬ࢹジタルフࣟントエンド 

ケ㸬パンࢳ✰開け 

コ㸬↓⥺⥛じཪࣜࡣング⥛じ（ⱝࡣࡃࡋ類ఝのࢸープⱝ࣡ࡣࡃࡋイࣖ⥛じࠋスࢸープル

⥛じを除ࠋࡃ） 

㸬'5$01��240Bࢧ 以上 

 㸬➨୕⪅によるⰍ認ドࢩ

ス㸬ሬᕤ⣬対応 

㸱 ࠕุ機ࠖとࡣ、ᖜが 4��PP 以上の連⥆፹యに対応する〇ရをྵみ、$2 ุཪࢀࡑࡣ以上

の፹య用に設ィࢀࡉた〇ရがྵまࢀるࠋ 

㸲 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸳 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸴 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ
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㸵 プࣜンタ等の調㐩時に、機器ᮏయの消⪖ရと࡚ࡋトࢼーᐜ器༢యཪࡣインクᐜ器༢యで

ᵓᡂࢀࡉる消⪖ရを᭷する場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᮏ基ᮏ方㔪のࠕ㸳－㸴 ࢝ートࣜッジ等ࠖに

インクの化ࠕࡣいることࠖཪ࡚ࢀࡉーの化ᏛᏳ全ᛶが確認ࢼトࠕの࢜たุ断の基準ձࡋ♧

ᏛᏳ全ᛶが確認࡚ࢀࡉいることࠖを‶たす場合ࡣ、≉定調㐩≀ရ等とྠ等のᢅいとするࠋ 

㸶 ุ断の基準ճにࡘい࡚ࡣ、ᮏయ機器へのᙳ㡪ࡸ༳ๅရ質にၥ㢟がなࡃ使用できる用⣬で

 ࠋることが๓ᥦとなる࠶

㸷 ุ断の基準յ、ն及びշにࡘい࡚ࡣ、インパクト方式のプࣜンタ及びプࣜンタ」合機に

 ࠋないࡋ適用ࡣ

㸯㸮 ุ断の基準նにࡘい࡚ࡣ、௧㸵年㸱月以๓に㈍࡚ࢀࡉいる〇ရにࡣ適用ࡋないࠋ 

㸯㸯 ุ断の基準շにࡘい࡚ࡣ、プࣜント基ᯈ、ラベル、ケーブル、プラグ、電機部ရ及び

光Ꮫ部ရを除ࡃす࡚のプラスࢳックの㔜量を対象とࡋ、௧㸶年㸱月以๓に㈍࡚ࢀࡉ

いる〇ရにࡣ適用ࡋないࠋ 

㸯㸰 ุ断の基準ոのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1ࠕ��」機・プࣜンタ

などの⏬ീ機器 9HUVLRQ1ࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸯㸱 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸲 㓄៖㡯յの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイ

クルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボン

フットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

⾲㸯－㸯 ࣔࣀクࣟプࣜンタ（インクジ࢙ット方式、インパクト方式及びุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準

消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ2� ӌ��22� 
要௳なࡋ 

2�㸺LSPӌ24 
ӌ���18�LSP－��1�2 

24㸺LSPӌ4� 

基ᮏ〇ရに内ⶶࡋ、ึ期設定

 いること࡚ࢀࡉ

4�㸺LSPӌ�� ӌ���2��LSP－��43� 

��㸺LSPӌ13� ӌ���4��LSP－1���3 

13�㸺LSP ӌ��183�LSP－2��12� 

備⪃）㸯 ࠕ〇ရ㏿度ࠖとࣀࣔ、ࡣクࣟ⏬ീを⏕ᡂする際の最බ⛠∦面༳ๅ㏿度で࠶り、全࡚の

場合におい࡚、⟬ฟࢀࡉた LSP ㏿度ࡣ、最ࡶ㏆いᩚᩘにᅄᤞධࢀࡉるࠋ㸯LSP（分当たり

の⏬ീᩘ）とࡣ、㸯分間に $4 ุཪࡣ 8����11�の用⣬ 1 ᯛの∦面を༳ๅすることとするࠋ

$4 ุ用⣬と 8����11�用⣬とで␗なる場合ࡑ、ࡣの㸰ࡘの㏿度のうࡕ㏿い方を適用するࠋ

以下⾲㸶を除ࡃ全࡚の⾲におい࡚ྠじࠋ 

㸰 $3 ุの用⣬に対応ྍ能な〇ရにࡘい࡚ࡣ、༊分ごとの基準に ����N:K をຍ࠼たࡶのを基

準とするࠋ以下⾲㸯－㸰、⾲㸲－㸯及び⾲㸲－㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸱 :L�)L がฟⲴ時にࢭットࢀࡉた〇ရにࡘい࡚ࡣ、༊分ごとの基準に ��1N:K をຍ࠼たࡶの

を基準とするࠋ以下⾲㸯－㸰、⾲㸲－㸯及び⾲㸲－㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸲 ᶆ準消㈝電力量の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機

器の〇ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲ（ᖹᡂ 3� 年 12 月ᨵ

定）ࠖ によるࠋ以下⾲㸯－㸰、⾲㸲－㸯、⾲㸲－㸰及び⾲㸴－㸯ࡽ⾲㸴－㸲におい࡚ྠじࠋ
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⾲㸯－㸰 ࣔࣀクࣟプࣜンタ」合機（インクジ࢙ット方式、インパクト方式及びุ機を除ࠋࡃ）にಀ

るᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ2� ӌ��2�3 
要௳なࡋ 

2�㸺LSPӌ24 
ӌ���18�LSP－��11� 

24㸺LSPӌ4� 
基ᮏ〇ရに内ⶶࡋ、プࣜント

機能ึࡣ期設定࡚ࢀࡉいるこ

と 

4�㸺LSPӌ�� ӌ���1��LSP－���33 

��㸺LSPӌ8� ӌ���3��LSP－1�314 

8�㸺LSP ӌ���8��LSP－��283 

⾲㸰 ࣜ࢝バࣜー時間にಀる基準 

〇ရ㏿度（LSP）

短いึ期設定 㛗いึ期設定 

スࣜープ⛣⾜

時間 7V（分）
 （⛊）バࣜー時間࢝ࣜ

スࣜープ⛣⾜

時間 7V（分）
 （⛊）バࣜー時間࢝ࣜ

�㸺LSPӌ� �㸺7Vӌ� 

ӌPLQ���42�LSP���3�� 

�㸺7V 

ӌPLQ����1�LSP�1����� 

�㸺LSPӌ1� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ1� 

1�㸺LSPӌ2� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ2� 

2�㸺LSPӌ3� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ3� 

3�㸺LSPӌ4� �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ4� 

4�㸺LSP �㸺7Vӌ1� 1�㸺7Vӌ4� 

備⪃）㸯 ࠕスࣜープࠖとࡣ、電※を実際に切ࡽなࡶ࡚ࡃ、୍定時間の↓動作ᚋ自動的にධる電力

節減状態をいうࠋ以下⾲㸱－㸯、⾲㸱－㸰、⾲㸳－㸯、⾲㸳－㸰、⾲㸵－㸯、⾲㸵－㸰及

び⾲㸶におい࡚ྠじࠋ 

㸰 ࢝ࣜࠕバࣜー時間ࠖとࡣ、スࣜープࣔードཪ࢜ࡣフࣔードࡽ✌ാ準備状態になるまで

の時間をいい、⟬定方ἲࡣ、以下の式によるࠋ 

�バࣜー時間（⛊）㸻7DFW1－7DFW࢝ࣜ

7DFW1㸸スࣜープࣔードࡽ最ึのࢩートが当該装置をฟるまでの時間（⛊）

7DFW�㸸✌ാ準備状態ࡽ最ึのࢩートが当該装置をฟるまでの時間（⛊） 

㸱 ᮏ⾲におい࡚ PLQ�$�B�ࡣ最小関ᩘで࠶り、$ と B の小ࡉい値を⾲すࠋ例ࡤ࠼、短いึ期

設定におけるࣜ࢝バࣜー時間の基準の PLQ���42�LSP���3����42ࠕ、ࡣ�LSP�� ⛊ ཪࠖ3ࠕࡣ�

⛊ࠖのいࢀࡎのうࡕ小ࡉい値ࠋ 

㸲 㛗いึ期設定のスࣜープ⛣⾜時間（7V）を㉸࠼る〇ရにࡘい࡚࢝ࣜ、ࡣバࣜー時間に関

するつ定ࡣないࠋ 

⾲㸱－㸯 ࣔࣀクࣟプࣜンタཪ࢝ࡣラープࣜンタ（㧗ᛶ能インクジ࢙ット方式をྵみ、インクジ࢙ッ

ト方式及びインパクト方式を除ࠋࡃ）にಀるスࣜープ⛣⾜時間の基準 

〇ရ㏿度（LSP） 
スࣜープ⛣⾜時間 

ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ 

LSPӌ1� ӌ� 分 

ӌ�� 分 1�㸺LSPӌ2� ӌ1� 分 

2�㸺LSPӌ3� ӌ3� 分 

3�㸺LSP ӌ4� 分 ӌ12� 分 

備⪃） 以下⾲㸱－㸰、⾲㸳ࠋが調ᩚྍ能な最のスࣜープ⛣⾜時間ࢨーࣘ、ࡣ調ᩚࠖとࢨーࣘࠕ

－㸯、⾲㸳－㸰、⾲㸵－㸯及び⾲㸵－㸰におい࡚ྠじࠋ 
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⾲㸱－㸰 ࣔࣀクࣟプࣜンタ」合機ཪ࢝ࡣラープࣜンタ」合機（㧗ᛶ能インクジ࢙ット方式をྵみ、

インクジ࢙ット方式及びインパクト方式を除ࠋࡃ）にಀるスࣜープ⛣⾜時間の基準 

〇ရ㏿度（LSP） 
スࣜープ⛣⾜時間 

ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ 

LSPӌ1� ӌ1� 分 

ӌ�� 分 1�㸺LSPӌ2� ӌ3� 分 

2�㸺LSPӌ3� 
ӌ4� 分 

3�㸺LSP ӌ12� 分 

⾲㸲－㸯 ࢝ラープࣜンタ（インクジ࢙ット方式、インパクト方式及びุ機を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消

㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ1� 
ӌ��2�� 

要௳なࡋ 

LSP㸻2� 

基ᮏ〇ရに内ⶶࡋ、ึ期設定

 いること࡚ࢀࡉ

2�㸺LSPӌ4� ӌ���32�LSP－��3�� 

4�㸺LSPӌ�� ӌ����2�LSP㸩��833 

��㸺LSP ӌ��1���LSP－��14� 

⾲㸲－㸰 ࢝ラープࣜンタ」合機（インクジ࢙ット方式、インパクト方式及びุ機を除ࠋࡃ）にಀる

ᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

LSPӌ1� 
ӌ��2�4 

要௳なࡋ 

LSP㸻2� 

基ᮏ〇ရに内ⶶࡋ、プࣜント

機能ึࡣ期設定࡚ࢀࡉいるこ

と 

2�㸺LSPӌ4� ӌ���24�LSP－��2�� 

4�㸺LSPӌ�� ӌ���11�LSP㸩��283 

��㸺LSPӌ8� ӌ������LSP－2�4�1 

8�㸺LSP ӌ��118�LSP－����4 

⾲㸳－㸯 インクジ࢙ット方式ཪࡣインパクト方式のプࣜンタ（ุ機を除ࠋࡃ）にಀるスࣜープ⛣⾜

時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消㈝電力、࢜フࣔード消㈝電力の基準

〇ရ㏿度（LSP） 

スࣜープ⛣⾜時間 基ᮏ࣐ーキングエ

ンジンのスࣜープ

ࣔード消㈝電力 

 フࣔード࢜

消㈝電力 ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ 

LSPӌ1� ӌ� 分 

ӌ�� 分 
ӌ���: ӌ��3: 

1�㸺LSPӌ2� ӌ1� 分 

2�㸺LSPӌ3� ӌ3� 分 

3�㸺LSP ӌ4� 分 ӌ12� 分 

備⪃）㸯 スࣜープࣔード消㈝電力の基準ࡣ、ᮏ⾲の基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消

㈝電力に⾲㸶の㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値をຍ⟬࡚ࡋ⟬ฟࢀࡉた値

を適合ุ断に用いるࡶのとするࠋ以下⾲㸳－㸰、⾲㸵－㸯及び⾲㸵－㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸰 消㈝電力の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機器の〇

ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲ（ᖹᡂ 3� 年 12 月ᨵ定）ࠖ に

よるࠋ以下⾲㸳－㸰、⾲㸵－㸯及び⾲㸵－㸰におい࡚ྠじࠋ 
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⾲㸳－㸰 インクジ࢙ット方式ཪࡣインパクト方式のプࣜンタ」合機（ุ機を除ࠋࡃ）にಀるスࣜー

プ⛣⾜時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消㈝電力、࢜フࣔード消㈝電力の基準

〇ရ㏿度（LSP） 

スࣜープ⛣⾜時間 基ᮏ࣐ーキングエ

ンジンのスࣜープ

ࣔード消㈝電力 

 フࣔード࢜

消㈝電力 ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ 

LSPӌ1� ӌ1� 分 

ӌ�� 分 
ӌ1�1: ӌ��3: 

1�㸺LSPӌ2� ӌ3� 分 

2�㸺LSPӌ3� 
ӌ4� 分 

3�㸺LSP ӌ12� 分 

⾲㸴－㸯 業ົ用ࣔࣀクࣟプࣜンタにಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

8�㸺LSPӌ�� ӌ��2�LSP－��4 
基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる 

��㸺LSP ӌ�����LSP－3��� 

備⪃） $3 ุの用⣬に対応ྍ能な〇ရにࡘい࡚ࡣ、༊分ごとの基準に ��3N:K をຍ࠼たࡶのを基準

とするࠋ以下⾲㸴－㸰、⾲㸴－㸱及び⾲㸴－㸲におい࡚ྠじࠋ 

⾲㸴－㸰 業ົ用ࣔࣀクࣟプࣜンタ」合機にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

8�㸺LSP ӌ����LSP－3��1� 基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる 

⾲㸴－㸱 業ົ用࢝ラープࣜンタにಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

4�㸺LSPӌ�� ӌ��2�LSP－2�1� 
基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる 

��㸺LSP ӌ����LSP－3���� 

⾲㸴－㸲 業ົ用࢝ラープࣜンタ」合機にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 自動୧面要௳

4�㸺LSPӌ�� ӌ��2�LSP－2��� 

基ᮏ〇ရに内ⶶ࡚ࢀࡉいる ��㸺LSPӌ8� ӌ����LSP－3���� 

8�㸺LSP ӌ�����LSP－41��� 

⾲㸵－㸯 ุプࣜンタにಀるスࣜープ⛣⾜時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消㈝電

力、࢜フࣔード消㈝電力の基準

〇ရ㏿度（LSP） 
スࣜープ⛣⾜時間 

基ᮏ࣐ーキングエンジンの 

スࣜープࣔード消㈝電力 
 フࣔード࢜

消㈝電力 
ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ インクジ࢙ット ࣐ーキングᢏ⾡

LSPӌ1� � 分 

�� 分 
ӌ4��: ӌ2��: ӌ��3: 

1�㸺LSPӌ2� 1� 分 

2�㸺LSPӌ3� 3� 分 

3�㸺LSP 4� 分 12� 分 

備⪃） 㸵－㸰⾲ࠋーキングᢏ⾡をいう࣐ット方式以外の࢙インクジ、ࡣーキングᢏ⾡ࠖと࣐ࠕ

におい࡚ྠじࠋ 
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⾲㸵－㸰 ุプࣜンタ」合機にಀるスࣜープ⛣⾜時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード

消㈝電力、࢜フࣔード消㈝電力の基準

〇ရ㏿度（LSP） 
スࣜープ⛣⾜時間 

基ᮏ࣐ーキングエンジンの 

スࣜープࣔード消㈝電力 
 フࣔード࢜

消㈝電力 
ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ インクジ࢙ット ࣐ーキングᢏ⾡

LSPӌ1� ӌ1� 分 

ӌ�� 分 
ӌ��4: ӌ8��: ӌ��3: 

1�㸺LSPӌ2� ӌ3� 分 

2�㸺LSPӌ3� 
ӌ4� 分 

3�㸺LSP ӌ12� 分 

⾲㸶 ㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値 

㏣ຍ機能の 

✀類 

᥋⥆の 

✀類 

最ࢹータ 

㏿度 U 

（0ELW�⛊） 

ヲ⣽ 

㏣ຍ機能 

チᐜ値 

（:） 

インター 

フ࢙ース 

᭷⥺ 

U㸺2� 
例㸸8SB1�[、I(((488、I(((1284㸭パラレル

㸭ࢭントࣟࢽクス、5S232C 
��2 

2�ӌU㸺��� 
例㸸8SB2�[、I(((13�4㸭ファイࣖ࣡イࣖ㸭

L�/I1.、1��0E イーࢧネット 
��4 

UӍ��� 例㸸8SB3�[、1*E イーࢧネット ��� 

௵ព 

例㸸フラッ࣓࢝ࣜࣔࣗࢩード㸭ス࣐ート࢝

ードࣜーダー、࣓࢝ラインターフ࢙ース、

 クトブࣜッジࣆ

��2 

ファックス 

 ࣒ࢹࣔ
௵ព 

」合機のみに適用 
��2 

↓⥺、↓⥺࿘

Ἴᩘ（5)） 
௵ព 

例㸸ブルートース、8�2�11 
2�� 

↓⥺、㉥外⥺

（I5） 
௵ព 

例㸸IU'$ 
��1 

コードレス 

電ヰ機 
該当なࡋ 該当なࡋ 

コードレス電ヰ機と㏻ಙする⏬ീ〇ရの能

力ࠋ⏬ീ〇ရが対応するように設ィ࡚ࢀࡉ

いるコードレス電ヰ機のᩘに関ಀな1、ࡃ

回のみ適用ࢀࡉるࠋコードレス電ヰ機自య

の消㈝電力要௳に対応࡚ࡋいないࠋ 

��8 

࣓ࣔࣜ 該当なࡋ 該当なࡋ 

⏬ീ〇ရにおい࡚ࢹータಖᏑ用に利用ྍ能

な内部ᐜ量に適用ࢀࡉるࠋ内部࣓ࣔࣜの全

ᐜ量に適用5$0、ࢀࡉ に応じ࡚ቑ減するࠋ

このチᐜ値ࣁ、ࡣードࢹィスクཪࡣフラッ

 ࠋないࢀࡉ適用ࡣに࣓ࣜࣔࣗࢩ

����*B 

電※装置 該当なࡋ 該当なࡋ 

ᶆ準ᙧ式のインクジ࢙ットཪࡣインパクト

ーキングᢏ⾡を使用する〇ရにおける㖭࣐

ᯈฟ力電力（PRXW）が 1�: を㉸࠼る内部及

び外部電※装置の୧方に対࡚ࡋ適用ࢀࡉ

るࠋ 

���2� 

（PRXW－ 

1���） 

タッࢳパネル

ィスプレイࢹ
該当なࡋ 該当なࡋ 

パネルࢳラーの୧方のタッ࢝クࣟ及びࣀࣔ

 ࠋるࢀࡉィスプレイに適用ࢹ
��2 

備⪃） ㏣ຍ機能の✀類のうࡕ、インターフ࢙ース㏣ຍ機能のチᐜ値のᩘࡣファク࣑ࣜࢩ機能をྵࡵ

㸰以下で࠶り、㠀インターフ࢙ース㏣ຍ機能のチᐜ値のᩘࡣ↓制限で࠶るࠋ 
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�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のプࣜンタ及びプࣜンタ」合機の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量

（ྎᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸳－㸱 ファク࣑ࣜࢩ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ファク࣑ࣜࢩ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ࣔࣀクࣟファク࣑ࣜࢩ（インクジ࢙ット方式を除ࠋࡃ）にࡗ࠶

 ࠋた༊分ごとの基準を‶たすことࢀࡉ♧㸯に⾲、ࡣ࡚

イ㸬࢝ラーファク࣑ࣜࢩ（インクジ࢙ット方式を除ࠋࡃ）に࡚ࡗ࠶

 ࠋた༊分ごとの基準を‶たすことࢀࡉ♧㸰に⾲、ࡣ

ࢀࡉ♧㸱に⾲、ࡣ࡚ࡗ࠶に࣑ࣜࢩット方式のファク࢙㸬インクジ࢘

た基準を‶たすことࠋ 

エ㸬≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

使用プラࡣック部ရཪࢳに⏕プラスࡘ部ရの୍ࡶとࡃ㸬ᑡな࢜

スࢳック部ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ使用ࢀࡉる電ụに࢝、ࡣド࣒࣑࢘化合≀、㖄化合≀及び水㖟化合≀が

ྵまࢀないことࠋたࡽࢀࡑ、ࡋࡔをྵࡴ電ụが確実に回収ࢀࡉ、使

用、⏕利用ཪࡣ適正ฎ理ࢀࡉる場合にࡣ、この限りでないࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

նໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸰 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸱 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸲 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1ࠕ��」機・プࣜンタな

どの⏬ീ機器 9HUVLRQ1ࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸳 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 
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㸴 㓄៖㡯մの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

⾲㸯 ࣔࣀクࣟファク࣑ࣜࢩ（インクジ࢙ット方式を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 

LSPӌ� ӌ��3 

�㸺LSPӌ2� ӌ���4�LSP㸩��1 

2�㸺LSPӌ3� ӌ�����LSP－��3 

3�㸺LSPӌ4� ӌ��11�LSP－1�8 

4�㸺LSPӌ�� ӌ��1��LSP－3�8 

��㸺LSPӌ�� ӌ��2�LSP－��4 

��㸺LSP ӌ�����LSP－3��� 

備⪃）㸯 ࠕ〇ရ㏿度ࠖとࣀࣔ、ࡣクࣟ⏬ീを⏕ᡂする際の最බ⛠∦面༳ๅ㏿度で࠶り、全࡚の

場合におい࡚、⟬ฟࢀࡉた LSP ㏿度ࡣ、最ࡶ㏆いᩚᩘにᅄᤞධࢀࡉるࠋ㸯LSP（分当たり

の⏬ീᩘ）とࡣ、㸯分間に $4 ุཪࡣ 8����11�の用⣬ 1 ᯛの∦面を༳ๅすることとするࠋ

$4 ุ用⣬と 8����11�用⣬とで␗なる場合ࡑ、ࡣの 2 ࠋい方を適用する㏿ࡕの㏿度のうࡘ

⾲㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸰 $3 ุの用⣬に対応ྍ能な〇ရ（ᖜが 2��PP 以上の用⣬を使用できる〇ရࠋ）にࡘい࡚ࡣ、

༊分ごとの基準に ��3N:K をຍ࠼たࡶのを基準とするࠋ⾲㸰におい࡚ྠじࠋ 

㸱 ᶆ準消㈝電力量の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機

器の〇ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲバージࣙン 2�� にࠖよ

るࠋ以下⾲㸰及び⾲㸱におい࡚ྠじࠋ 

⾲㸰 ࢝ラーファク࣑ࣜࢩ（インクジ࢙ット方式を除ࠋࡃ）にಀるᶆ準消㈝電力量の基準

〇ရ㏿度（LSP） 基準（N:K） 

LSPӌ1� ӌ1�3 

1�㸺LSPӌ1� ӌ�����LSP㸩��� 

1�㸺LSPӌ3� ӌ��1��LSP－���� 

3�㸺LSPӌ�� ӌ��2�LSP－2�1� 

��㸺LSP ӌ����LSP－3���� 

⾲㸱 インクジ࢙ット方式のファク࣑ࣜࢩにಀるスࣜープ⛣⾜時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜ

ープࣔード消㈝電力、ᚅ機時消㈝電力の基準

スࣜープへの⛣⾜時間 
基ᮏ࣐ーキングエンジンの 

スࣜープࣔード消㈝電力 
ᚅ機時消㈝電力 

� 分 ӌ���: ӌ���: 

備⪃）㸯 ࠕスࣜープࠖとࡣ、電※を実際に切ࡽなࡶ࡚ࡃ、୍定時間の↓動作ᚋ自動的にධる電力

節減状態をいうࠋ 

㸰 スࣜープࣔード消㈝電力の基準ࡣ、ᮏ⾲の基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消

㈝電力に⾲㸲の㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値をຍ⟬࡚ࡋ⟬ฟࢀࡉた値

を適合ุ断に用いるࡶのとするࠋ 
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⾲㸲 ㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値 

㏣ຍ機能の 

✀類 

᥋⥆の 

✀類 

最ࢹータ 

㏿度 U 

（0ELW�⛊） 

ヲ⣽ 

㏣ຍ機能 

チᐜ値 

（:） 

インター 

フ࢙ース 

᭷⥺ 

U㸺2� 
例㸸8SB1�[、I(((488、I(((1284㸭パラレル

㸭ࢭントࣟࢽクス、5S232C 
��2 

2�ӌU㸺��� 
例㸸8SB2�[、I(((13�4㸭ファイࣖ࣡イࣖ㸭

L�/I1.、1��0E イーࢧネット 
��4 

UӍ��� 例㸸8SB3�[、1*E イーࢧネット ��� 

௵ព 

例㸸フラッ࣓࢝ࣜࣔࣗࢩード㸭ス࣐ート࢝

ードࣜーダー、࣓࢝ラインターフ࢙ース、

 クトブࣜッジࣆ

��2 

ファックス 

 ࣒ࢹࣔ
௵ព 

ファク࣑ࣜࢩに適用 
��2 

↓⥺、↓⥺࿘

Ἴᩘ（5)） 
௵ព 

例㸸ブルートース、8�2�11 
2�� 

↓⥺、㉥外⥺

（I5） 
௵ព 

例㸸IU'$ 
��1 

コードレス 

電ヰ機 
該当なࡋ 該当なࡋ 

コードレス電ヰ機と㏻ಙする⏬ീ〇ရの能

力ࠋ⏬ീ〇ရが対応するように設ィ࡚ࢀࡉ

いるコードレス電ヰ機のᩘに関ಀな1、ࡃ

回のみ適用ࢀࡉるࠋコードレス電ヰ機自య

の消㈝電力要௳に対応࡚ࡋいないࠋ 

��8 

࣓ࣔࣜ 該当なࡋ 該当なࡋ 

⏬ീ〇ရにおい࡚ࢹータಖᏑ用に利用ྍ能

な内部ᐜ量に適用ࢀࡉるࠋ内部࣓ࣔࣜの全

ᐜ量に適用5$0、ࢀࡉ に応じ࡚ቑ減するࠋ

このチᐜ値ࣁ、ࡣードࢹィスクཪࡣフラッ

 ࠋないࢀࡉ適用ࡣに࣓ࣜࣔࣗࢩ

����*B 

電※装置 該当なࡋ 該当なࡋ 

ᶆ準ᙧ式のインクジ࢙ットཪࡣインパクト

ーキングᢏ⾡を使用する〇ရにおける㖭࣐

ᯈฟ力電力（PRXW）が 1�: を㉸࠼る内部及

び外部電※装置の୧方に対࡚ࡋ適用ࢀࡉ

るࠋ 

���2� 

（PRXW－ 

1���） 

タッࢳパネル

ィスプレイࢹ
該当なࡋ 該当なࡋ 

パネルࢳラーの୧方のタッ࢝クࣟ及びࣀࣔ

 ࠋるࢀࡉィスプレイに適用ࢹ
��2 

内部ࢹィスク

ドライブ 
該当なࡋ 該当なࡋ 

ィスク及び༙ᑟయドライブをྵࢹードࣁ

るᐜ量ストレージ〇ရがྵまࡺࡽ࠶、ࡵ

࢙外部ドライブに対するインターフࠋるࢀ

イスࡣ対象でࡣないࠋ 

��1� 

備⪃）㏣ຍ機能の✀類のうࡕ、インターフ࢙ース㏣ຍ機能のファク࣑ࣜࢩ機能をྵࡵたチᐜ値のᩘ

 ࠋる࠶制限で↓ࡣース㏣ຍ機能のチᐜ値のᩘ࢙り、㠀インターフ࠶㸰以下でࡣ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のファク࣑ࣜࢩの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵ

る基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸳－㸲 スキࣕࢼ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

スキࣕࢼ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬⾲㸯に♧ࢀࡉた基準を‶たすことࠋ 

イ㸬≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

使用プラࡣック部ရཪࢳに⏕プラスࡘ部ရの୍ࡶとࡃ㸬ᑡな࢘

スࢳック部ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ使用῭〇ရの回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶り、

使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩスࢸ

 ࠋること࠶が࣒

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

նໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃） 㸯 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸰 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸱 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸲 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1ࠕ��」機・プࣜンタな

どの⏬ീ機器 9HUVLRQ1ࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸳 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸴 㓄៖㡯մの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸵 ุ断の基準ձ࢘にࡘい࡚ࡣ௧㸵年度㸯年間ࡣ⤒過措置を設けることとࡋ、この期間に

おい࡚ࠕ、ࡣ⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍に関する基ᮏ方㔪 （ࠖ௧㸳年 12 月 22 日㛶㆟Ỵ定）
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のスキࣕࢼにಀるุ断の基準を‶たす〇ရࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準を‶たすࡶのとみなすこ

ととするࠋ 

⾲㸯 スキࣕࢼにಀるスࣜープ⛣⾜時間、基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消㈝電力、࢜フ

ࣔード消㈝電力の基準

〇ရ㏿度（LSP） 

スࣜープへの⛣⾜時間 基ᮏ࣐ーキングエ

ンジンのスࣜープ

ࣔード消㈝電力 

 フࣔード࢜

消㈝電力 ึ期設定 ࣘーࢨ調ᩚ 

LSPӌ1� ӌ1� 分 

ӌ�� 分 
ӌ2��: ӌ��3: 

1�㸺LSPӌ2� ӌ3� 分 

2�㸺LSPӌ3� 
ӌ4� 分 

3�㸺LSP ӌ12� 分 

備⪃）㸯 ࠕスࣜープࠖとࡣ、電※を実際に切ࡽなࡶ࡚ࡃ、୍定時間の↓動作ᚋ自動的にධる電力

節減状態をいうࠋ 

㸰 ࣘࠕーࢨ調ᩚࠖとࡣ、ࣘーࢨが調ᩚྍ能な最のスࣜープ⛣⾜時間ࠋ 

㸱 スࣜープࣔード消㈝電力の基準ࡣ、ᮏ⾲の基ᮏ࣐ーキングエンジンのスࣜープࣔード消

㈝電力に⾲㸰の㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値をຍ⟬࡚ࡋ⟬ฟࢀࡉた値

を適合ุ断に用いるࡶのとするࠋ 

㸲 消㈝電力の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒要௳ ⏬ീ機器の〇

ရ基準 ⏬ീ機器のエネルギー使用をุ断するたࡵのヨ㦂方ἲ（ᖹᡂ 3� 年 12 月ᨵ定）ࠖ に

よるࠋ 

⾲㸰 ㏣ຍ機能に対するスࣜープࣔード消㈝電力チᐜ値 

㏣ຍ機能の 

✀類 

᥋⥆の 

✀類 

最ࢹータ 

㏿度 U 

（0ELW�⛊） 

ヲ⣽ 

㏣ຍ機能 

チᐜ値 

（:） 

インター 

フ࢙ース 

᭷⥺ 

U㸺2� 
例㸸8SB1�[、I(((488、I(((1284㸭パラレル

㸭ࢭントࣟࢽクス、5S232C 
��2 

2�ӌU㸺��� 
例㸸8SB2�[、I(((13�4㸭ファイࣖ࣡イࣖ㸭

L�/I1.、1��0E イーࢧネット 
��4 

UӍ��� 例㸸8SB3�[、1*E イーࢧネット ��� 

௵ព 

例㸸フラッ࣓࢝ࣜࣔࣗࢩード㸭ス࣐ート࢝

ードࣜーダー、࣓࢝ラインターフ࢙ース、

 クトブࣜッジࣆ

��2 

↓⥺、↓⥺࿘

Ἴᩘ（5)） 
௵ព 

例㸸ブルートース、8�2�11 
2�� 

↓⥺、㉥外⥺

（I5） 
௵ព 

例㸸IU'$ 
��1 

コードレス 

電ヰ機 
該当なࡋ 該当なࡋ 

コードレス電ヰ機と㏻ಙする⏬ീ〇ရの能

力ࠋ⏬ീ〇ရが対応するように設ィ࡚ࢀࡉ

いるコードレス電ヰ機のᩘに関ಀな1、ࡃ

回のみ適用ࢀࡉるࠋコードレス電ヰ機自య

の消㈝電力要௳に対応࡚ࡋいないࠋ 

��8 
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࣓ࣔࣜ 該当なࡋ 該当なࡋ 

⏬ീ〇ရにおい࡚ࢹータಖᏑ用に利用ྍ能

な内部ᐜ量に適用ࢀࡉるࠋ内部࣓ࣔࣜの全

ᐜ量に適用5$0、ࢀࡉ に応じ࡚ቑ減するࠋ

このチᐜ値ࣁ、ࡣードࢹィスクཪࡣフラッ

 ࠋないࢀࡉ適用ࡣに࣓ࣜࣔࣗࢩ

����*B 

電※装置 該当なࡋ 該当なࡋ 

ᶆ準ᙧ式のインクジ࢙ットཪࡣインパクト

ーキングᢏ⾡を使用する〇ရにおける㖭࣐

ᯈฟ力電力（PRXW）が 1�: を㉸࠼る内部及

び外部電※装置の୧方に対࡚ࡋ適用ࢀࡉ

るࠋ 

���2� 

（PRXW－ 

1���） 

タッࢳパネル

ィスプレイࢹ
該当なࡋ 該当なࡋ 

パネルࢳラーの୧方のタッ࢝クࣟ及びࣀࣔ

 ࠋるࢀࡉィスプレイに適用ࢹ
��2 

備⪃）㏣ຍ機能の✀類のうࡕ、インターフ࢙ース㏣ຍ機能のチᐜ値のᩘࡣ㸰以下で࠶り、㠀インタ

ーフ࢙ース㏣ຍ機能のチᐜ値のᩘࡣ↓制限で࠶るࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のスキࣕࢼの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基

準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸳－㸳 プࣟジ࢙クタ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

プࣟジ࢙クタ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬〇ရᮏయの㔜量が備⪃㸱に♧ࢀࡉた⟬定式を用い࡚⟬ฟࢀࡉ

た基準のᩘ値を上回ࡽないことࠋ 

イ㸬消㈝電力が備⪃㸲に♧ࢀࡉた⟬定式を用い࡚⟬ฟࢀࡉた基準

のᩘ値を上回ࡽないことࠋ 

ネット࣡ー、ࡋࡔたࠋること࠶㸬ᚅ機時消㈝電力が��4:以下で࢘

クᚅ機時ࡣ適用外とするࠋ 

エ㸬光※ランプに水㖟を使用࡚ࡋいる場合ࡣ、水㖟の使用に関す

るὀពႏ起及び適切なᗫᲠ方ἲに関するሗᥦ౪がな࡚ࢀࡉい

ること、ࡘ、使用῭の光※ランプཪࡣ〇ရを回収する⤌み

が࠶ることࠋ 

当該〇ရの〇㐀⤊ᚋ㸳、ࡣ消⪖ရの౪給期間ࡣ㸬ಖᏲ部ရཪ࢜

年以上とすることࠋ 

また、当該ࠋないこと࠼㸬≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࢝

化Ꮫ≀質のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できるこ

とࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ光※ランプの交換時期が3����時間以上で࠶ることࠋ 

ղ光※ランプにࡣ、ྍ能な限りᅛయ光※が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճྍ能な限りప㦁㡢で࠶ることࠋ 

մ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

յ使用῭〇ရの回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶

り、使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩ

ス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ն〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨※化ཪࡣ部ရの使用ⱝࡣࡃࡋཎ材ᩱの

⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

շ⟂య部分におけるࢤࣟࣁン⣔㞴燃の使用がྍ能な限り削減࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

ո⟂యཪࡣ部ရにプラスࢳックが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

չ〇ရととࡶにᥦ౪ࢀࡉるࣗࢽ࣐アルࡸᒓရ等がྍ能な限り削減ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

պ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

ջໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象となるࠕプࣟジ࢙クタࠖࡣ、コンࣗࣆータධ力➃Ꮚを᭷ࡋ、コ

ンࣗࣆータ等の⏬ീをᣑᢞできるフࣟントᢞ方式の機器で࡚ࡗ࠶、㆟室、ᩍ室、

ㅮᇽ等で使用するࡶのをいい、1P 以内の㊥㞳でᶓᖜ 1�2P 以上のスクࣜーンにᢞできるプ
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ࣟジ࢙クタ（以下ࠕ短↔点プࣟジ࢙クタࠖというࠋ短↔点プࣟジ࢙クタのうࡕ、≉に ���P

以内の㊥㞳でྠᵝにᢞできるプࣟジ࢙クタをࠕ㉸短↔点プࣟジ࢙クタࠖというࠋ）をྵࡴ

 ࠋのとするࡶ

㸰 ࠕᅛయ光※ࠖとࡣ、Ⓨ光ダイ࢜ード（/('）、༙ᑟయレーࢨ（/'）等のᅛయ（≀質）に電

気などのエネルギーを౪給ࡋ、ບ起ࢀࡉたときに≀質≉᭷の光ᨺᑕをするᅛయࢹバイスを

いうࠋ 

㸱 〇ရᮏయの㔜量の基準の⟬定方ἲࡣ、᭷効光᮰に応じ࡚次式によるࠋ 

〇ရᮏయ㔜量の基準（NJ）㸻����12�ȍ�Ș�ș （ȍ㸺�����） 

〇ရᮏయ㔜量の基準（NJ）㸻����3��ȍ�Ș�ș （ȍӍ�����） 

ȍ㸸᭷効光᮰（OP） 

Ș㸸㉸短↔点プࣟジ࢙クタの場合ࡣ 1��、短↔点プࣟジ࢙クタの場合ࡣ 以ࢀࡑ、1�2

外の場合ࡣ 1�� 

ș㸸ᅛయ光※の場合ࡣ ࡣ以外の場合ࢀࡑ、��2 1�� 

㸲 消㈝電力の基準の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

消㈝電力の基準（:）㸻������ȍ�Ș�ș㸩8� 

ȍ㸸᭷効光᮰（OP） 

Ș㸸㉸短↔点プࣟジ࢙クタの場合ࡣ 1�2、短↔点プࣟジ࢙クタの場合ࡣ 以ࢀࡑ、1�1

外の場合ࡣ 1�� 

ș㸸ᅛయ光※の場合ࡣ ࡣ以外の場合ࢀࡑ、��1 1�� 

㸳 ࠕᚅ機時消㈝電力ࠖとࡣ、〇ရが電※に᥋⥆ࢀࡉ、外部機器に᥋⥆ࡋない状態で不定

時間ಖたࢀるྍ能ᛶの࠶る最ప消㈝電力をいうࠋᚅ機（スタンバイ）ࡣ、〇ရの最ప消㈝

電力ࣔードで࠶るࠋ 

㸴 ุ断の基準ձ࢘にࡘい࡚ࡣ、$C 㐽断装置の〇ရ及びと࡚ࡋᦠ帯目的の㍍量ᆺの〇ရ

にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸵 ุ断の基準ձエのࠕሗᥦ౪がな࡚ࢀࡉいることࠖとࡣ、光※ランプ及び〇ရᮏయのໟ

装、ྠᲕࢀࡉる༳ๅ≀、ྲྀᢅㄝ明᭩ཪ࢘ࡣエブࢧイトのいࢀࡎでࣘーࢨに対ࡋ水㖟が使

用࡚ࢀࡉいる᪨、及び使用῭の光※ランプの適正なᗫᲠ方ἲに関するሗᥦ౪がな࡚ࢀࡉ

いることをいうࠋ 

㸶 ุ断の基準ձエのࠕ回収する⤌みが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たすことをいうࠋ 

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭の光※ランプཪࡣ〇ရを回収（自ࡽ回収

回収するこ࡚ࡋの業⪅がඹྠᩘ「ࠋ回収することをいう࡚ࡋの⪅にጤクࡣཪ、ࡋ

とをྵࠋࡴ）するルート（㈍ᗑにおける回収ルート、㏫流㏻ルートによる回収、使用

⪅の要ㄳに応じた回収等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、光※ランプ及び〇ရᮏయに〇ရྡ及び業⪅ྡ（ブラン

ドྡなどྍࡶ）がࣘーࢨにぢࡸすࡃグ㍕࡚ࢀࡉいることࠋ 

イトのࢧエブ࢘ࡣる༳ๅ≀、ྲྀᢅㄝ明᭩ཪࢀࡉ㸬光※ランプ及び〇ရᮏయのໟ装、ྠᲕ࢘

いࢀࡎでࣘーࢨに対ࡋ使用῭の光※ランプཪࡣ〇ရの回収に関するලయ的なሗ

（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）ᥦ౪がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

㸷 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸯㸮 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質の

ྵ᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ

᭷率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上

グ JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����
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に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸯 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ークၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�14ࠕ�プࣟジ࢙クタ 9HUVLRQ2ࠖ

にಀる認定基準をいうࠋ 

㸯㸰 ࠕ光※ランプの交換時期ࠖとࡣ、光※ランプがึ期照度の ��㸣までప下するᖹᆒ点灯

時間で࡚ࡗ࠶、適正なランプ交換をಁすたࡵの目Ᏻの時間をいうࠋ 

㸯㸱 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸲 㓄៖㡯մの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイ

クルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボン

フットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸯㸳 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック及び

〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ཪࡣ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをい

う（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ 

㸯㸴 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬調㐩に当た࡚ࡗ、使用目的・業ົ内ᐜを༑分຺ࡋ、必要な機器・機能のみを要௳と

することࠋ 

イ㸬ࣗࢽ࣐アルࡸᒓရにࡘい࡚ࡣ必要最小限とするようなዎ約の方ἲを検ウすることࠋ 

使用・ᗫᲠ等に当、ࡋいる㓄៖㡯を確認࡚ࢀࡉ㸬≀ရの調㐩時にྲྀᢅㄝ明᭩等にグ㍕࢘

た࡚ࡗ当該㡯に㓄៖することࠋ 

エ㸬使用῭の光※ランプཪࡣ〇ရを回収する⤌みがᵓ⠏࡚ࢀࡉいる場合ࡣ、回収の⤌

みを利用ࡋた適切なฎ理を⾜うことࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のプࣟジ࢙クタの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵ

る基準を‶たす≀ရのᩘ量の合とするࠋ 
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㸳－㸴 ࢝ートࣜッジ等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

トࢼー࢝ートࣜ

ッジ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬使用῭トࢼー࢝ートࣜッジの回収及びࣜࢸ࣐アルࣜࢧイクルの

 ࠋること࠶が࣒ࢸスࢩ

イ㸬回収ࡋたトࢼー࢝ートࣜッジ部ရの使用・ࣜࢸ࣐アルࣜࢧイ

クル率が回収ࡋた使用῭〇ရ全య質量（トࢼーを除ࠋࡃ）の��㸣

以上で࠶ることࠋ 

た使用ࡋートࣜッジ部ရの㈨※化率が回収࢝ーࢼたトࡋ㸬回収࢘

῭〇ရ全య質量（トࢼーを除ࠋࡃ）の��㸣以上で࠶ることࠋ 

エ㸬回収ࡋたトࢼー࢝ートࣜッジ部ရの使用ཪࡣ⏕利用できな

い部分にࡘい࡚ࡣ、減量化等が⾜ࢀࢃた上で、適正ฎ理ࢀࡉ、༢

⣧ᇙ❧࡚ࢀࡉないことࠋ 

 ࠋいること࡚ࢀࡉーの化ᏛᏳ全ᛶが確認ࢼ㸬ト࢜

の化合≀をฎࡑレン及びࢭ、㖄、水㖟、࣒࣑࢘ド࢝、ࡣ㸬ឤ光య࢝

方ᵓᡂᡂ分とྵ࡚ࡋまないことࠋ 

キ㸬使用ࢀࡉる用⣬が≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、≉定調㐩≀

ရ等を使用することがྍ能で࠶ることࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ回収ࡋたトࢼー࢝ートࣜッジのプラスࢳックが、材ᩱཪࡣ部ရと࡚ࡋ

びトࢼー࢝ートࣜッジに使用ࢀࡉる⤌みが࠶ることࠋ 

ղྛ✀ࢩス࣒ࢸのᵓ⠏及び㈨※化率等にಀるุ断の基準を‶たすこ

とを♧すド明᭩等を備࡚࠼いることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

インク࢝ートࣜ

ッジ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬使用῭インク࢝ートࣜッジの回収ࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

イ㸬回収ࡋたインク࢝ートࣜッジ部ရの使用・ࣜࢸ࣐アルࣜࢧイ

クル率が回収ࡋた使用῭〇ရ全య質量（インクを除ࠋࡃ）の2�㸣以

上で࠶ることࠋ 

た使用ࡋートࣜッジ部ရの㈨※化率が回収࢝たインクࡋ㸬回収࢘

῭〇ရ全య質量（インクを除ࠋࡃ）の��㸣以上で࠶ることࠋ 

エ㸬回収ࡋたインク࢝ートࣜッジ部ရの使用ཪࡣ⏕利用できな

い部分にࡘい࡚ࡣ、減量化等が⾜ࢀࢃた上で、適正ฎ理ࢀࡉ、༢

⣧ᇙ❧࡚ࢀࡉないことࠋ 

 ࠋいること࡚ࢀࡉ㸬インクの化ᏛᏳ全ᛶが確認࢜

≀定調㐩≉、ࡣる用⣬が≉定調㐩ရ目に該当する場合ࢀࡉ㸬使用࢝

ရ等を使用することがྍ能で࠶ることࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 
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ձྛ✀ࢩス࣒ࢸのᵓ⠏及び㈨※化率等にಀるุ断の基準を‶たすこ

とを♧すド明᭩等を備࡚࠼いることࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕトࢼー࢝ートࣜッジࠖཪࠕࡣインク࢝ートࣜッジ （ࠖ以

下࢝ࠕートࣜッジ等ࠖというࡣ（ࠋ、᪂たに㉎ධする⿵用の〇ရで࡚ࡗ࠶、コࣆー機ࡸプ

ࣜンタなどの機器の㉎ධ時に装╔ཪࡣᒓ࡚ࡋいるࡶのྵࡣまないࠋ 

㸰 ࠕトࢼー࢝ートࣜッジࠖとࡣ、電Ꮚ┿方式を利用ࡋたコࣆー機、プࣜンタ及びファク

ットのいࢽീࣘ⌧ࡣーᐜ器、ឤ光యཪࢼたトࡋーをሸࢼるトࢀࡉ等の機器に使用࣑ࣜࢩ

ࢼ᪂ရトࠕ、࡚ࡗ࠶ートࣜッジで࢝のࡵる༳Ꮠのたࢀࡉᵓᡂ࡚ࡏࢃ以上を⤌み合ࡘ㸰ࢀࡎ

ー࢝ートࣜッジࠖཪࠕࡣ⏕トࢼー࢝ートࣜッジࠖをいうࠋたࡋࡔ、⌧ീࣘࢽット及びឤ

光యࡽᵓᡂࢀࡉる࢝ートࣜッジにࡘい࡚ࡣ、トࢼーᐜ器とのࢭット㈍ရに限り対象と

ー࢝ーࢼト、ࡣる〇ရࢀࡉット༢యでᵓᡂࢽീࣘ⌧ࡣーᐜ器༢య、ឤ光య༢యཪࢼト、ࡋ

トࣜッジにྵࡣまࢀないࡶのとするࠋ 

ア㸬ࠕ᪂ရトࢼー࢝ートࣜッジࠖとࡣ、ᮏయ機器࣓ー࢝ーによ࡚ࡗ〇㐀ཪࡣጤク〇㐀ࢀࡉた

トࢼー࢝ートࣜッジをいうࠋ 

イ㸬ࠕ⏕トࢼー࢝ートࣜッジࠖとࡣ、使用῭トࢼー࢝ートࣜッジにトࢼーをሸࡋ、必

要に応じ࡚消⪖部ရを交換ࡋ、ໟ装ཪྠࡣᲕࢀࡉる༳ๅ≀ཪᢅྲྀࡣㄝ明᭩のいࢀࡎ

に⏕࢝ートࣜッジで࠶ることの⾲グをࢀࡉたトࢼー࢝ートࣜッジをいうࠋ

㸱 ࠕインク࢝ートࣜッジࠖとࡣ、インクジ࢙ット方式を利用ࡋたコࣆー機、プࣜンタ及び

ファク࣑ࣜࢩ等の機器に使用ࢀࡉるインクをሸࡋたインクタンク及び༳Ꮠ࣊ッドきイ

ンクタンクで࠶る༳Ꮠのたࡵの࢝ートࣜッジでࠕ、࡚ࡗ࠶᪂ရインク࢝ートࣜッジ ཪࠖࠕࡣ

⏕インク࢝ートࣜッジࠖをいうࠋたࡋࡔ、インクᐜ器༢యでᵓᡂࢀࡉる〇ရࡣ、インク࢝

ートࣜッジにྵࡣまࢀないࡶのとするࠋ 

ア㸬ࠕ᪂ရインク࢝ートࣜッジࠖとࡣ、ᮏయ機器࣓ー࢝ーによ࡚ࡗ〇㐀ཪࡣጤク〇㐀ࢀࡉた

インク࢝ートࣜッジをいうࠋ 

イ㸬ࠕ⏕インク࢝ートࣜッジࠖとࡣ、使用῭インク࢝ートࣜッジにインクをሸࡋ、必

要に応じ࡚消⪖部ရを交換ࡋ、ໟ装ཪྠࡣᲕࢀࡉる༳ๅ≀ཪᢅྲྀࡣㄝ明᭩のいࢀࡎ

に⏕࢝ートࣜッジで࠶ることの⾲グをࢀࡉたインク࢝ートࣜッジをいうࠋ

㸲 ࣜࢸ࣐ࠕアルࣜࢧイクルࠖとࡣ、材ᩱと࡚ࡋのࣜࢧイクルをいうࠋエネルギー回収ࡸἜ

化、ガス化、㧗⅔㑏ඖ、コークス⅔化Ꮫཎᩱ化ྵࡣまないࠋ 

㸳 ࠕ使用・ࣜࢸ࣐アルࣜࢧイクル率ࠖとࡣ、使用῭みとな࡚ࡗ排ฟࢀࡉ、回収ࢀࡉた࢝

ートࣜッジ等の質量のうࡕ、使用ཪࣜࢸ࣐ࡣアルࣜࢧイクルࢀࡉた部ရ質量の合をい

うࠋたࠕ、ࡋࡔ回収ࢀࡉた࢝ートࣜッジ等ࠖの対象࢘、ࡽエブࢧイトཪ࢝ࡣタࣟグ等にお

い࡚回収対象外と࡚ࡋබ⾲࡚ࡋいる࢝ートࣜッジ等ࡣ除ࠋࡃ 

㸴 ࠕ㈨※化率ࠖとࡣ、使用῭みとな࡚ࡗ排ฟࢀࡉ、回収ࢀࡉた࢝ートࣜッジ等質量のう

コーࡣἜ化、ガス化、㧗⅔㑏ඖཪࡸイクル、エネルギー回収ࢧアルࣜࣜࢸ࣐、使用、ࡕ

クス⅔化Ꮫཎᩱ化ࢀࡉた部ရ質量の合をいうࠋたࠕ、ࡋࡔ回収ࢀࡉた࢝ートࣜッジ等ࠖの

対象࢘、ࡽエブࢧイトཪ࢝ࡣタࣟグ等におい࡚回収対象外と࡚ࡋබ⾲࡚ࡋいる࢝ートࣜ

ッジ等ࡣ除ࠋࡃ 

㸵 トࢼー࢝ートࣜッジにಀるุ断の基準ձア及びインク࢝ートࣜッジにಀるุ断の基準ձ

アのࠕ回収ࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たすことをいうࠋ 

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの࢝ートࣜッジ等を回収（自ࡽ回収ࡋ、

ཪࡣの⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することを

するルート（㈍ᗑにおける回収ルート、㏫流㏻ルートによる回収、使用⪅の（ࠋࡴྵ

要ㄳに応じた回収等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬࢝ートࣜッジᮏయに、〇ရྡ及び業⪅ྡ（ブランドྡなどྍࡶ）をࣘーࢨがぢࡸす
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いようにグ㍕࡚ࡋいることࠋ 

ࡎイトのいࢧエブ࢘ࡣる༳ๅ≀、ᮏయ機器〇ရのྲྀᢅㄝ明᭩ཪࢀࡉ㸬〇ရのໟ装、ྠᲕ࢘

、ートࣜッジ等の回収に関するලయ的なሗ（回収方ἲ࢝῭使用ࡋに対ࢨでࣘーࢀ

回収窓ཱྀ等）ᥦ౪がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

㸶 トࢼー࢝ートࣜッジにಀるุ断の基準ձエ及びインク࢝ートࣜッジにಀるุ断の基準ձ

エのࠕ適正ฎ理ࠖとࡣ、使用ཪࡣ⏕利用できない部分にࡘい࡚ࡣ、使用῭࢝ートࣜッ

ジ等を回収ࡋた業⪅が自ࡽの㈐௵におい࡚適正にฎ理・ฎ分࡚ࡋいることをいい、の

業⪅が実施する回収ࢩス࣒ࢸによ࡚ࡗ⾜うฎ理（業⪅間におい࡚交ࢀࡉࢃたዎ約、合

ព等によ࡚ࡗ⾜う場合を除ྵࡣ（ࠋࡃまࢀないࠋたࡑ、ࡋࡔの対象࢘、ࡽエブࢧイトཪࡣ

 ࠋࡃ除ࡣートࣜッジ等࢝いる࡚ࡋ⾲බ࡚ࡋタࣟグ等におい࡚回収対象外と࢝

㸷 トࢼー࢝ートࣜッジのุ断の基準ղ及びインク࢝ートࣜッジのุ断の基準ղのࠕエコ࣐

ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ークົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク

ၟရ類ᆺのうࡕ、๓⪅が௧㸱年㸲月㸯日時点におい࡚Ⓨ効࡚ࡋいるၟရ類ᆺ 1R�132ࠕト

ရ類ᆺၟࡃートࣜッジࠖにಀる認定基準を、ᚋ⪅がྠじ࢝ーࢼ 1R�142ࠕインク࢝ートࣜッ

ジࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸯㸮 トࢼー及びインクのࠕ化ᏛᏳ全ᛶࠖとࡣ、次の基準によるࠋ 

ア㸬トࢼー及びインクࡣ、以下のձ㹼մを‶たすことࠋたࡋࡔ、ղ及びճに該当する≀質

の使用がᢏ⾡的に不ྍ㑊で࠶り、ࡕ┤ࡘに௦᭰࠼がᅔ㞴で࠶る場合ࡣ、適用ච除に

関する᰿ᣐ㈨ᩱ等のሗが開♧ࢀࡉ、ᐜ᫆に確認できる場合ࡑࡣの限りでࡣないࠋ 

ձ࢝ド࣒࣑࢘、㖄、水㖟、භ౯クࣟࢽ、࣒ッケル及びࡑの化合≀がฎ方ᵓᡂᡂ分と࡚ࡋ

ῧຍ࡚ࢀࡉいないことࠋたࡋࡔ、╔Ⰽと࡚ࡋ用いࢀࡽる分Ꮚ量のきいࢽッケルの

㘒化合≀を除ࠋࡃ 

ղつ๎�(C�1R�12�2�2��8 の $QQH[ ϭ、の⾲ 3�1 の C05 ࣜࢦࢸ࢝ 1$、1B ཪࡣ 2（ู⾲㸯）

に分類ࢀࡉるྛ≀質がฎ方ᵓᡂᡂ分と࡚ࡋῧຍ࡚ࢀࡉいないことࠋ 

ู⾲㸯 使用を制限する༴㝤᭷ᐖᛶࣜࢦࢸ࢝ 

༴㝤᭷ᐖᛶクラス 
༴㝤᭷ᐖᛶ 

 コードࣜࢦࢸ࢝

C/P つ๎�(C�1R�12�2�2��8 

+ フレーࢬ 

Ⓨがࢇᛶ CDUF�1$ 及び 1B +3��㸸Ⓨがࢇのおࢀࡑ 

Ⓨがࢇᛶ CDUF�1$ 及び 1B +3��L㸸྾ධによるⓎがࢇのおࢀࡑ 

Ⓨがࢇᛶ CDUF�2 +3�1㸸Ⓨがࢇのおࢀࡑのい 

⏕Ṫ⣽⬊変␗ཎᛶ 0XWD�1$ 及び 1B +34�㸸㑇伝ᛶᝈのおࢀࡑ 

⏕Ṫ⣽⬊変␗ཎᛶ 0XWD�2 +341㸸㑇伝ᛶᝈのおࢀࡑのい 

⏕Ṫẘᛶ 5HSU�1$ 及び 1B +3��㸸⏕Ṫ能またࡣ⫾ඣへのᝏᙳ㡪のおࢀࡑ 

⏕Ṫẘᛶ 5HSU�2 +3�1㸸⏕Ṫ能またࡣ⫾ඣへのᝏᙳ㡪のおࢀࡑのい

5($C+ つ๎➨ �� ᮲➨㸯㡯にグ㍕のࣜスト（いࡺࢃる S9+C ೃ⿵ࣜスト）にᥖࢀࡽࡆた≀質ࡣ

対象にྵまࢀるࠋ 

ճトࢼー及びインクࡣ、ΰ合≀と࡚ࡋ、つ๎�(C�1R�12�2�2��8 の $QQH[ Ϩに定ࢀࡽࡵ

た༴㝤᭷ᐖᛶࣜࢦࢸ࢝ S7O7 S(1、S(2、5(1、5(2（ู⾲㸰）に分類ࢀࡉないことࠋ 

ู⾲㸰 対象となる༴㝤᭷ᐖᛶࣜࢦࢸ࢝ 

༴㝤᭷ᐖᛶクラス 
༴㝤᭷ᐖᛶ 

 コードࣜࢦࢸ࢝

C/P つ๎�(C�1R�12�2�2��8 

+ フレーࢬ 

≉定ᶆ的⮚器᭷ᐖᛶ、༢回ᭀ㟢 S7O7 S(1 +3��㸸⮚器の障ᐖ 

≉定ᶆ的⮚器᭷ᐖᛶ、༢回ᭀ㟢 S7O7 S(2 +3�1㸸⮚器の障ᐖのおࢀࡑ 

≉定ᶆ的⮚器᭷ᐖᛶ、ᭀ㟢 S7O7 5(1 
+3�2㸸㛗期にࢃたる、またࡣᭀ㟢

により⮚器の障ᐖ 
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≉定ᶆ的⮚器᭷ᐖᛶ、ᭀ㟢 S7O7 5(2 
+3�3㸸㛗期にࢃたる、またࡣᭀ㟢

により⮚器の障ᐖのおࢀࡑ 

մ5($C+ つ๎�(C�1R�1����2��� の $QQH[ ϱϮ $SSHQGL[8（ู⾲㸱）にࣜストࢀࡉたⓎ

がࢇᛶⰾ㤶᪘ア࣑ンを⏕ᡂするアࢰ╔Ⰽᩱ（ᰁᩱまたࡣ㢦ᩱ）がฎ方ᵓᡂᡂ分と࡚ࡋ

ῧຍ࡚ࢀࡉいないことࠋ 

ู⾲㸱 アࢰ基の分ゎにより⏕ᡂࡣ࡚ࡋなࡽないア࣑ン 

化Ꮫ≀質ྡ C$S 1R� 

1 4�アࣀ࣑ジフࢽ࢙ル �2����1  

2 ベンジジン �2�8���  

3 4�クࣟࣟ�R�トルイジン ������2  

1� ン࣑ルアࢳフࢼ�2 4����8  

� R�アࣀ࣑アࢰトルエン ������3  

� 2�アࢽ��4ࣀ࣑トࣟトルエン ������8  

� S�クࣟࣟアࣜࢽン 1���4��8  

8 2�4�ジアࣀ࣑アࢯࢽール �1�����4  

� 4�4¶�ジアࣀ࣑ジフࢽ࢙ル࣓タン 1�1�����  

1� 3�3¶�ジクࣟࣟベンジジン �1��4�1  

11 3�3¶�ジ࣓トキࢩベンジジン 11�����4  

12 3�3¶�ジ࣓ࢳルベンジジン 11���3��  

13 3�3¶�ジ࣓ࢳル�4�4¶�ジアࣀ࣑ジフࢽ࢙ル࣓タン 838�88��  

14 S�クレࢩジン 12���1�8  

  1�1�14�4 （ンࣜࢽ㸰－クࣟࣟア）－スࣅ－レンࢳ࣓�¶4�4 �1

  ン 1�1�8��4ࣜࢽジアࢩキ࢜�¶4�4 �1

����1�ン 13ࣜࢽジア࢜ࢳ�¶4�4 �1  

18 R�トルイジン ����3�4  

1� 2�4�トルイレンジア࣑ン ���8���  

2� 2�4���ト࣓ࣜࢳルアࣜࢽン 13��1���  

21 R�アࢩࢽジン ����4��  

22 4�アࣀ࣑アࢰベンࢮン ������3  

イ㸬トࢼー及びインクにẅ・ẅ⳦ᛶ≀質を使用する場合にࠕ、ࡣẅ⏕≀〇ရのᕷ場でのධ

手と使用をྍ能とすることに関する 2�12 年㸳月 22 日のḢᕞ㆟及び理つ๎

�(8�1R�28�2�12ࠖの $QQH[ I にࣜストࢀࡉ、〇ရ分類㸴に該当するᡂ分のみをฎ方ᵓ

ᡂᡂ分と࡚ࡋῧຍ࡚ࡋいることࠋたࡋࡔ、ࣜスト࡚ࢀࡉいない≀質を使用する場合に

るが、不認ྍがỴࢀࡉチࡣῧຍࡤࢀい࡚ࢀࡉ当該ᣦ௧に基࡙い࡚ᢎ認⏦ㄳがᥦฟ、ࡣ

定ࢀࡉた場合にࡑࡣの限りでないࠋ 

PHV$、ࡋー及びインクに関ࢼ㸬ト࢘ ヨ㦂におい࡚㝜ᛶで࠶ることࠋ 

エ㸬トࢼー及びインクの S'S（Ᏻ全ࢹータࢩート）を備࡚࠼いることࠋ 

㸯㸯 調㐩を⾜うྛ機関࢝、ࡣートࣜッジ等の調㐩に当た࡚ࡗ、ᮏయ機器へのᙳ㡪ࡸ༳ๅရ

質を຺ࡋ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬以下の࢝ートࣜッジ等のရ質ಖドがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ձ自♫つ᱁によ࡚ࡗရ質管理が༑分なࢀࡉたࡶので࠶り、༳Ꮠ不Ⰻ・ジ࣒ࣕ・トࢼー㸭

インク₃ࢬࣀ・ࢀル詰り・ᮏయ◚ᦆなどのရ質不Ⰻにࡘい࡚のရ質ಖド（使用ࢀࡉる

〇ရに起ᅉするရ質不ⰋがⓎ⏕ࡋた場合におい࡚、௦᭰ရの手㓄、機器ᮏయのಟ理等）

がな࡚ࢀࡉいること（୍⯡にᮏయ機器のಖド外の࢝ートࣜッジ等の使用に起ᅉする不

ල合への対応ࡣ、ಖᏲዎ約ཪࡣಖド期間内でࡶ࡚ࡗ࠶᭷ൾとなる場合がከいࠋ（ࠋ 

ղᮏ㡯のุ断の基準を‶たす〇ရの使用に起ᅉするコࣆー機、プࣜンタ等の機器ᮏయへ

の◚ᦆᨾ障等のရ質にಀるၥ㢟がⓎ⏕ࡋた場合ࡣ、当該〇ရのሗ（〇ရྡ、業⪅
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ྡ、ブランドྡ、機器ᮏయྡ等）及びⓎ⏕ࡋたၥ㢟をグ㘓するようດࡵることࠋ 

イ㸬使用目的・用㏵等を㋃ま࠼インク࢝ートࣜッジを㑅ᢥすることࠋ 

ձ┿⏬質等の㧗い༳ๅရ質が必要な場合、㛗期ಖᏑする場合、┤ᑕ日光の当たる場所

での使用を定する場合等ࡣ、⪏光ᛶ、⪏ࢰ࢜ンᛶ、⪏水ᛶ等にඃࢀ、ᮏయ機器と連

ᦠのとࢀたインク࢝ートࣜッジを㑅ᢥすることࠋ 

ղ᪂ရインク࢝ートࣜッジにሸ࡚ࢀࡉいるインクと⏕インク࢝ートࣜッジにሸ

使用す、ࡋⓎⰍが␗なることを認㆑ࡽないことࡣのでࡶの୍ྠࡣいるインク࡚ࢀࡉ

るインク࢝ートࣜッジを㑅ᢥすることࠋ 

㸯㸰 調㐩を⾜うྛ機関࢝、ࡣートࣜッジ等の調㐩に当た࡚ࡗ、〇ရの化ᏛᏳ全ᛶ及び業

⪅の回収ࢩスࢧࣜ・࣒ࢸイクルࢩス࣒ࢸ・適正ฎ理ࢩス࣒ࢸ等のᵓ⠏に関するಙ㢗ᛶの確

ಖのほ点ࡽ、業⪅が次の᭩類を備࡚࠼いること（例ࡤ࠼、業⪅のุ断でබ開する࢘

エブࢧイト等で確認できることなど）に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬トࢼーཪࡣインクに関する $PHV ヨ㦂にಀるሗ࿌᭩等 

イ㸬トࢼーཪࡣインクに関する S'S（Ᏻ全ࢹータࢩート） 

のᵓ⠏及び㈨※化率等にಀるุ断の基準を‶たす࣒ࢸスࢩ✀たྛࢀࡉ♧㸬㓄៖㡯に࢘

ことを♧すド明᭩等 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のトࢼー࢝ートࣜッジ及びインク࢝ートࣜッジの調㐩⥲量（ಶᩘ）に༨ࡵる基

準を‶たす≀ရのᩘ量（ಶᩘ）の合とするࠋ
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㸴㸬電Ꮚィ⟬機等 

㸴－㸯 電Ꮚィ⟬機 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

電Ꮚィ⟬機 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձࢧーバᆺ電Ꮚィ⟬機にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸯に♧ࢀࡉ

た༊分ごとの基準エネルギー消㈝効率を下回ࡽないことࠋ 

ղクライアントᆺ電Ꮚィ⟬機にࡣ࡚ࡗ࠶、アの要௳ཪࡣイ、࢘及びエの

いࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬⾲㸰に♧ࢀࡉたエネルギー消㈝効率が༊分ごとの⟬定式により⟬

定ࡋた基準エネルギー消㈝効率を上回ࡽないことࠋ 

イ㸬ࢹスクトップコンࣗࣆータ、୍ యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータཪ

⟭備⪃㸳アの⟬定式により、ࡣータの場合ࣗࣆートブックコンࣀࡣ

定ࡋたᶆ準年間消㈝電力量が備⪃㸳イの⟬定式により⟬定ࡋた最

年間消㈝電力量以下で࠶ることࠋ 

㸬࣡࢘ ークスࢸーࣙࢩンの場合ࡣ、備⪃㸴アの⟬定式により⟬定ࡋた

ຍ㔜消㈝電力が備⪃㸴イの⟬定式により⟬定ࡋた最ຍ㔜消㈝電

力以下で࠶ることࠋ 

エ㸬ࢩンクライアントの場合ࡣ、備⪃㸳アの⟬定式により⟬定ࡋたᶆ

準年間消㈝電力量が備⪃㸵の⟬定式により⟬定ࡋた最年間消㈝

電力量以下で࠶ることࠋ 

ճ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

մ୍⯡⾜ᨻົ用ࣀートパࢯコンの場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ᦚ㍕機器・機能の

⡆⣲化がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ⟂యཪࡣ部ရにプラスࢳックが使用ࢀࡉる場合にࡣ、ᑡなࡃとࡶ⟂య

ཪࡣ部ရの୍ࡘに⏕プラスࢳックཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで

 ࠋいること࡚ࢀࡉのが使用ࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲのุ断の基準を㋃ま࠼、〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨

※化ཪࡣ部ရの使用ⱝࡣࡃࡋཎ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上の

ᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ୍⯡⾜ᨻົ用ࣀートパࢯコンにࡣ࡚ࡗ࠶、二次電ụ（バッࣜࢸ）の

㥑動時間が必要以上に㛗ࡃないことࠋ 

ճ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

ことࠋ 

մ⟂యཪࡣ部ရにプラスࢳックが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳッ

クཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀࡉのがྍ能な限り㧗い㓄合率で使用ࡶたࢀ

յ⟂యཪࡣ⟂య部ရに࣐グネ࣒࢘ࢩ合㔠が使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕࣐

グネ࣒࢘ࢩ合㔠がྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն〇ရととࡶにᥦ౪ࢀࡉるࣗࢽ࣐アル࢝ࣜࡸバࣜC'等のᒓရがྍ能

な限り削減࡚ࢀࡉいることࠋ 

շ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ոໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 
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備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ電Ꮚィ⟬機ࠖにྵま

 ࠋのとするࡶないࢀ

ձ₇⟬ฎ理装置、グ᠈装置、ධฟ力制ᚚ装置及び電※装置がいࡶࢀࡎከ㔜化ࢀࡉたᵓ

㐀のࡶの 

ղධฟ力用ಙྕ伝㏦㊰（最ࢹータ転㏦㏿度が㸯⛊にࡘき 1� ギガࣅット以上のࡶのに限

るࠋ）が �12 ᮏ以上のࡶの 

ճ4を㉸࠼る୰ኸ₇⟬ฎ理装置を用い࡚₇⟬を実⾜することができるࡶの 

մࢧーバᆺ電Ꮚィ⟬機におい࡚、ࣅットᩘの␗なる௧を実⾜できるように設ィࢀࡉた

୰ኸ₇⟬ฎ理装置を用いたࡶののうࡕ、電Ꮚィ⟬機毎にᑓ用に設ィࢀࡉた୰ኸ₇⟬ฎ

理装置をᦚ㍕ࡋたࡶの 

յࢧーバᆺ電Ꮚィ⟬機におい࡚、ࣅットᩘの␗なる௧を実⾜できるように設ィࢀࡉた

୰ኸ₇⟬ฎ理装置を用いたࡶののう�4、ࡕ ᑓ用ࣕࢳクࢸータアーキࣗࣆットのコンࣅ

に設ィࢀࡉた୰ኸ₇⟬ฎ理装置をᦚ㍕ࡋたࡶの 

նࢧーバᆺ電Ꮚィ⟬機におい࡚、ࣅットᩘの␗なる௧を実⾜できるように設ィ࡚ࢀࡉ

いる୰ኸ₇⟬ฎ理装置以外の୰ኸ₇⟬ฎ理装置を用いたࡶののうࡕ、༑㐍ᾋ動小ᩘ点

₇⟬を実⾜する機ᵓを備࡚࠼いない୰ኸ₇⟬ฎ理装置をᦚ㍕ࡋたࡶの 

շᑓࡽ内ⶶࢀࡉた電ụを用い࡚、電力⥺ࡽ電力౪給をཷけることなࡋに使用ࢀࡉるࡶ

の 

㸰 ࢧࠕーバᆺ電Ꮚィ⟬機ࠖとࡣ、ネット࣡ークをࢧ࡚ࡋーࣅス等をᥦ౪するたࡵに設ィ

 ࠋた電Ꮚィ⟬機をいうࢀࡉ

㸱 ࠕクライアントᆺ電Ꮚィ⟬機ࠖとࢧ、ࡣーバᆺ電Ꮚィ⟬機以外の電Ꮚィ⟬機をいうࠋ 

㸲 ุ断の基準ղイ、࢘及びエ、備⪃㸳ࡽ備⪃㸶におい࡚使用するコンࣗࣆータの✀類及

び動作ࣔードࡣ、以下のとおりࠋ 

ア㸬コンࣗࣆータの✀類 

ࢀࡉᗋの上等に設置ࡣ要装置（ᮏయ）がᮘཪ、ࡣータࠖとࣗࣆスクトップコンࢹࠕ�1

ることを定ࡋたコンࣗࣆータで࡚ࡗ࠶、ᦠ帯用にࡣ設ィ࡚ࢀࡉおࡎࡽ、外けのࣔ

 ࠋのをいうࡶス等を使用する࣐࢘、タ、キーボードࢽ

のケーブルを㏻じ࡚交流電力の౪給ࡘ㸯、ࡣータࠖとࣗࣆスクトップコンࢹయᆺ୍ࠕ�2

をཷける༢୍機器と࡚ࡋコンࣗࣆータとコンࣗࣆータࢹィスプレイが機能するࢹスク

トップコンࣗࣆータをいうࠋ 

交流電力※への┤᥋᥋⥆᭷、ࢀࡉᦠ帯用に設ィ、ࡣータࠖとࣗࣆートブックコンࣀࠕ�3

りཪࡋ↓ࡣのいࢀࡎで㛗時間動作するように設ィࢀࡉたコンࣗࣆータで࡚ࡗ࠶、୍

యᆺࢹィスプレイを装備࡚ࡋいるࡶのをいうࠋ 

フࢯ、'$グラフィックス、C、ࡕ集約的₇⟬タスクのう、ࡣンࠖとࣙࢩーࢸークス࣡ࠕ�4

ト࢙࢘ア開Ⓨ、㔠⼥ࡸ⛉Ꮫ的用㏵などに㏻常使用ࢀࡉる㧗機能༢୍ࣘーࢨコンࣗࣆー

タをいうࠋ 

ータ㈨※への᥋⥆にࣗࣆに㐲㝸コンࡵ要機能をᚓるた、ࡣンクライアントࠖとࢩࠕ��

౫Ꮡする⊂❧給電ᆺコンࣗࣆータで࡚ࡗ࠶、ᦠ帯用でࡣなࡃ、༟上等の常設場所への

設置を定࡚ࡋいるࡶのをいう（回転式グ᠈፹యのない機器に限るࠋ）ࠋまた、ࣁード

ンࢩのケーブルを㏻じ࡚交流電力の౪給をཷける୍యᆺࡘィスプレイが㸯ࢹアと࢙࢘

クライアントをྵࠋࡴなお、ᦠ帯用と࡚ࡋ設ィࢩ、ࢀࡉンクライアント及びࣀートブ

ックコンࣗࣆータの定⩏をとࡶに‶たすコンࣗࣆータࡣ、ᮏ㡯におい࡚ࣀートブック

コンࣗࣆータにྵまࢀるࡶのとするࠋ 

イ㸬動作ࣔード 

る〇ࢀࡉ使用࡚ࡗ〇㐀業⪅のㄝ明᭩にᚑ、ࢀࡉ⥆電※に᥋、ࡣフࣔードࠖと࢜ ࠕ�1

ရにおい࡚、最ప消㈝電力状態で࠶り、使用⪅ࡣ電※を࢜フに࡚ࡋいない（ᙳ㡪を
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 ࠋいない）状態をいう࡚࠼

手動㑅ᢥによりࡣない時に、自動的にཪࢀࡉ定時間使用୍、ࡣスࣜープࣔードࠖとࠕ�2

ධるప電力状態をいうࠋ 

アのㄞ込が࢙࢘フトࢯののࡑࡸ࣒ࢸスࢩィングࢸペレー࢜、ࡣアイドル状態ࠖとࠕ�3

⤊ࡋ、ࣘーࢨプࣟファイルが作ᡂࢀࡉ、ึ期設定によ࡚ࡗ当該コンࣗࣆータが開始

する基ᮏアプࣜケーࣙࢩンに動作が限定࡚ࢀࡉおり、スࣜープࣔードでࡣない状態を

いうࠋアイドル状態ࡣ、㛗期アイドルࣔードと短期アイドルࣔードの㸰ࡘのࣔードに

よりᵓᡂࢀࡉるࠋ 

⾲おり、⏬面を࡚ࡋータがアイドル状態に㐩ࣗࣆコン、ࡣ㛗期アイドルࣔードࠖとࠕ�4

いる時のࣔードをい࡚ࢀࡉいるが、作業ࣔードに維持࡚ࡋ⾜⛣ないప電力状態にࡋ♧

うࠋ 

࢜ࡣおり、⏬面࡚ࡋータがアイドル状態に㐩ࣗࣆコン、ࡣ短期アイドルࣔードࠖとࠕ��

ン状態で、㛗期アイドルࡣ開始࡚ࡋいないࣔードをいうࠋ 

ࡣないときに自動的ཪࢀࡉータが୍定時間使用ࣗࣆコン、ࡣ௦᭰ప電力ࣔードࠖとࠕ��

手動㑅ᢥによりධるప電力状態で࠶り、ࢹィスプレイが࢜フになりコンࣗࣆータが機

能ప下状態にධることをいうࠋ 

ྛ動作ࣔードにおける消㈝電力の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ

 ࠋ制度運用⣽๎（௧㸱年㸲月施⾜） ู⾲➨㸰－㸯ࠖによる࣒

㸳 ࢹスクトップコンࣗࣆータ、୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータ、ࣀートブックコンࣗࣆ

ータ及びࢩンクライアントにಀるᶆ準年間消㈝電力量の⟬定方ἲ、ࢹスクトップコンࣗࣆ

ータ、୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータ及びࣀートブックコンࣗࣆータにಀる最年間消

㈝電力量の⟬定方ἲࡣ、以下の式によるࠋ

ア㸬ᶆ準年間消㈝電力量 

(㸻（8�����1����）�（PO))�7O))㸩PS/�7S/㸩P/I�7/I㸩PSI�7SI） 

(㸸ᶆ準年間消㈝電力量（༢㸸N:K�年）

PO))㸸࢜フࣔード消㈝電力（༢㸸:）

PS/㸸スࣜープࣔード消㈝電力（༢㸸:）

P/I㸸㛗期アイドルࣔード消㈝電力（༢㸸:）

PSI㸸短期アイドルࣔード消㈝電力（༢㸸:）

7;㸸⾲㸱－㸯及び⾲㸱－㸰につ定するࣔードู比率（年間の時間合）（༢㸸㸣） 

スࣜープࣔードに᭰ࢃり、௦᭰ప電力ࣔード（1�: 以下の場合に限るࠋ）を用いるࢹ

スクトップコンࣗࣆータ、୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータ及びࣀートブックコンࣆ

ࣗータにࡘい࡚ࡣ、上グ⟬定式におい࡚、スࣜープࣔード消㈝電力（PS/）及び㛗期ア

イドルࣔード消㈝電力（P/I）の௦ࢃりに௦᭰ప電力ࣔードを、⊂❧ࡋたࢩス࣒ࢸのス

ࣜープࣔードを持たないࢩンクライアントにࡘい࡚ࡣ、上グ⟬定式におい࡚、スࣜー

プࣔード消㈝電力（PS/）の௦ࢃりに㛗期アイドルࣔード消㈝電力（P/I）をࢀࡒࢀࡑ使

用することができるࠋ 

イ㸬最年間消㈝電力量 

(0$;㸻（1㸩$PS8㸩$P5;<）�（7(CB$S(㸩7(C0(0㸩7(C*5㸩7(CS7㸩7(C'IS㸩7(CS:㸩7(C0B:S㸩7(C1*1�*

㸩7(C1�*） 

(0$;㸸最年間消㈝電力量（༢㸸N:K�年）

$PS8㸸⾲㸱－㸱につ定する効率を‶たす電※装置にࢀࡉるチᐜ値

$P5;<㸸プࣟキࢩチᐜ値ࢹࠋスクトップコンࣗࣆータཪ୍ࡣయᆺࢹスクトップコンࣗࣆ

ータで࠶り、⾲㸱－㸯の備⪃に♧す᮲௳㸯を‶たす場合のチᐜ値ࡣ ��12、᮲௳㸰

を‶たす場合ࡣ⾲㸱－㸲につ定する௦᭰ప電力ࣔードのチᐜ値

7(CB$S(㸸⾲㸱－㸳（ࢹスクトップコンࣗࣆータ）、⾲㸱－㸴（୍యᆺࢹスクトップコ
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ンࣗࣆータ）ཪࡣ⾲㸱－㸵（ࣀートブックコンࣗࣆータ）につ定する基ᮏチᐜ値

（༢㸸N:K）

7(C0(0㸸⾲㸱－㸶につ定するࢩス࣒ࢸᦚ㍕࣓ࣔࣜの㏣ຍチᐜ値（༢㸸N:K�ギガバイ

ト）

7(C*5㸸⾲㸱－㸶につ定する⊂❧ᆺグラフィックス㏣ຍチᐜ値（༢㸸N:K）

7(CS7㸸⾲㸱－㸶につ定する内部グ᠈装置（ストレージ）の㏣ຍチᐜ値（༢㸸N:K）

7(C'IS㸸⾲㸱－㸶につ定するᛶ能ᙉ化ࢹィスプレイの㏣ຍチᐜ値（༢㸸N:K）

7(CS:㸸⾲㸱－㸶につ定する切᭰ྍ能グラフィックスの㏣ຍチᐜ値（༢㸸N:K）

7(C0B:S㸸⾲㸱－㸶につ定するࣔバイル࣡ークスࢸーࣙࢩンの㏣ຍチᐜ値（༢㸸N:K）

7(C1*1�*㸸⾲㸱－㸶につ定するスループット 1*B�⛊以上 1�*B�⛊ᮍ‶のイーࢧネット

ポートを᭷する場合の㏣ຍチᐜ値（༢㸸N:K）

7(C1�*㸸⾲㸱－㸶につ定する 1�*B�⛊イーࢧネットポートを᭷する場合の㏣ຍチᐜ値

（༢㸸N:K）

㸴 ࣡ークスࢸーࣙࢩンにಀるຍ㔜消㈝電力及び最ຍ㔜消㈝電力の⟬定方ἲࡣ、以下の式

によるࠋ 

ア㸬ຍ㔜消㈝電力 

ຍ㔜消㈝電力（:）㸻��1��PO))㸩��3��PS/㸩��2��P/I㸩��3��PSI

PO))㸸࢜フࣔード消㈝電力（༢㸸:）

PS/㸸スࣜープࣔード消㈝電力（༢㸸:）

P/I㸸㛗期アイドルࣔード消㈝電力（༢㸸:）

PSI㸸短期アイドルࣔード消㈝電力（༢㸸:）

イ㸬最ຍ㔜消㈝電力 

最ຍ㔜消㈝電力（:）㸻��28�（P0$;㸩1+''��） 

P0$;㸸最消㈝電力 定値（༢㸸:）

1+''㸸+''（ࣁードࢹィスクドライブ）ཪࡣ SS'（༙ᑟయドライブ）のᦚ㍕ᩘ 

㸵 ࢩンクライアントにಀる最年間消㈝電力量の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

(70$;㸻7(CB$S(㸩7(C*5㸩7(C:O/㸩7(C'IS

(70$;㸸最年間消㈝電力量（༢㸸N:K�年）

7(CB$S(㸸基ᮏチᐜ値 31N:K

7(C*5㸸⊂❧ᆺグラフィックスチᐜ値 3�N:K

7(C:O/㸸࢙࢘イク࢜ンラン（:O/）チᐜ値 2N:K

7(C'IS㸸⾲㸱－㸶につ定する୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータに対する୍యᆺࢹィス

プレイチᐜ値（༢㸸N:K）

た7、ࡋࡔ(C*5、7(C:O/及び 7(C'ISのチᐜ値のຍ⟬にࡘい࡚ࡣ、ฟⲴ時にึ期設定で᭷

効に࡚ࢀࡉいる場合に限るࠋ

㸶 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸷 ุ断の基準ճにࡘい࡚ࡣ、パーࢼࢯルコンࣗࣆータに適用することとࡋ、≉定の化Ꮫ≀

質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷⾲♧方ἲ）の

㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷率基準値）に定

上グ、ࡣい࡚ࡘる㡯目にࢀࡉるྵ᭷がチᐜ࠼基準値を㉸、ࡋる基準値とࡵ JIS のᒓ᭩㹀

に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ���� に準ࡎるࡶのと
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するࠋ 

㸯㸮 ୍ࠕ⯡⾜ᨻົ用ࣀートパࢯコンࠖとࡣ、クライアントᆺ電Ꮚィ⟬機のうࡕ電ụ㥑動

ᆺのࡶので࡚ࡗ࠶、㏻常の⾜ᨻົの用に౪するࡶの（ᦠ帯を⾜う場合୍ࡸ⯡⾜ᨻົ以

外の用㏵に使用ࢀࡉるࡶのを除ࠋࡃ）をいうࠋ 

㸯㸯 ࠕᦚ㍕機器・機能の⡆⣲化ࠖとࡣ、次の要௳を‶たすことをいうࠋなお、㉥外⥺㏻ಙ

ポート、ࣜࢩアルポート、パラレルポート、PC イ࢙Ꮚ等のインターフ➃࢜ࢹࣅ�ード、S࢝

スࡣ、装備࡚ࢀࡉいないことがᮃまࡋいࠋ 

ア㸬内ⶶ࣒ࣔࢹ、C'�'9'、B' 等ࡣ、ᶆ準ᦚ㍕࡚ࢀࡉいないこととࡋ、調㐩時に㑅ᢥཪࡣ外

部᥋⥆ྍ能で࠶ることࠋ 

イ㸬࿘㎶機器を᥋⥆するたࡵの 8SB インターフ࢙イスを」ᩘ備࡚࠼いることࠋ 

㸯㸰 ୍⯡⾜ᨻົ用ࣀートパࢯコンのࠕ二次電ụ（バッࣜࢸ）に必要な㥑動時間ࠖとࡣ、

停電等の⥭ᛴ時におい࡚、コンࣗࣆータを⤊ࡏࡉ、電※を㐽断する（ࣕࢩットダ࢘ン）

たࡵの時間が確ಖ࡚ࢀࡉいることをいうࠋ 

㸯㸱 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック及び

〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ཪࡣ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをい

う（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ 

㸯㸲 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用

するプラスࢳックをいうࠋ 

㸯㸳 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸴 ุ断の基準յの⟂యཪࡣ部ရにࡣᮏయ機器にᒓする $C アダプタ等をྵࠋࡴまた、ุ

断の基準յにࡘい࡚ࢧ、ࡣーバᆺ電Ꮚィ⟬機にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸯㸵 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬化Ꮫ≀質の適正な管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷ሗを、

当該≀ရをᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

イ㸬調㐩に当た࡚ࡗ、使用目的・業ົ内ᐜを༑分຺ࡋ、必要な機器・機能のみを要௳と

することࠋ 

バࣜ࢝ࣜࡸアルࣗࢽ࣐㸬࢘ C' 等のᒓရにࡘい࡚ࡣ必要最小限とするようなライࢭンスዎ

約の方ἲを検ウすることࠋ 

㸯㸶 ุ断の基準ղアのエネルギー消㈝効率にಀる基準にࡘい࡚ࡣ、ุ断の基準を‶たす〇

ရのᕷ場動ྥを຺ࡘࡘࡋ、適切に検ウを実施することとするࠋ 

⾲㸯 ࢧーバᆺ電Ꮚィ⟬機にಀる基準エネルギー消㈝効率 

༊   分 
基準エネルギー消㈝効率 ୰ኸ₇⟬ฎ理装置の

✀ู 
୰ኸ₇⟬ฎ理装置の

 ケットᩘࢯ

[8� 
1 8�� 
2 11�� 

4 8�� 

SP$5C 
1 ��3 
2 4�2 

4 3�� 

PRZHU 
1 4�� 
2 4�� 

4 4�2 
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備⪃）㸯 8�ࠖ]ࠕとࣅ、ࡣットᩘの␗なる௧を実⾜できるように設ィࢀࡉた୰ኸ₇⟬ฎ理装置の

うࡕ、電Ꮚィ⟬機毎にᑓ用に設ィࢀࡉた୰ኸ₇⟬ฎ理装置以外のࡶので32、࡚ࡗ࠶ ットࣅ

のアーキࢸクࣕࢳと換ᛶをࡗࡶた �4  ࠋのをいうࡶットのࣅ

㸰 ࠕSP$5Cࠖとࣅ、ࡣットᩘの␗なる௧を実⾜できるように設ィࢀࡉた୰ኸ₇⟬ฎ理装置

以外の୰ኸ₇⟬ฎ理装置のうࡕ、༑㐍ᾋ動小ᩘ点₇⟬を実⾜する機能とレジスタ制ᚚ機能を

備࠼たࡶのをいうࠕࠋレジスタ制ᚚ機能ࠖとࡣ、レジスタの内ᐜを୰ኸ₇⟬ฎ理装置内に㏥

㑊及びඖする機ᵓをࡘࡶことで、プࣟグラ࣒で使用୰のレジスタの内ᐜを࣓ࣔࣜに㏥㑊

及びඖすることなࢧࡃブルーࢳンプࣟグラ࣒でࡑのレジスタを使用ྍ能とする機能をい

うࠋ 

㸱 ࠕPRZHUࠖとࣅ、ࡣットᩘの␗なる௧を実⾜できるように設ィࢀࡉた୰ኸ₇⟬ฎ理装置

以外の୰ኸ₇⟬ฎ理装置のうࡕ、༑㐍ᾋ動小ᩘ点₇⟬を実⾜する機能を備࡚࠼いるが、レジ

スタ制ᚚ機能ࡣ備࡚࠼いないࡶのをいうࠋ 

㸲 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ電Ꮚィ⟬機のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に関

するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 31 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ ��

ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �1�ࠖによるࠋ 

⾲㸰 クライアントᆺ電Ꮚィ⟬機にಀる基準エネルギー消㈝効率⟬定式 

༊   分 
基準エネルギー消㈝効率の⟬定式 

〇ရᙧ態の✀ู P スコア ⏬面ࢧイࢬ ⟂యᐜ量 ༊分ྡ

ートブックパࣀ
ーࢼࢯルコンࣆ
ࣗータ 

8 ᮍ‶ 
1� ᆺᮍ‶ － $ ( ��21�7(C0(0�7(C'IS�7(CS7�7(C*5

1� ᆺ以上 － B ( �����7(C0(0�7(C'IS�7(CS7�7(C*5

8 以上 － － C ( 11�34�7(C0(0�7(C'IS�7(CS7�7(C*5

スクトࢹ
ップパー
ルコࢼࢯ
ンࣗࣆー
タ 

୍యᙧ
8 ᮍ‶ － － ' ( 3��8��7(C0(0�7(C'IS�7(CS7�7(C*5

8 以上 － － ( ( �3�32�7(C0(0�7(C'IS�7(CS7�7(C*5

分㞳ᆺ

－ － �/ ᮍ‶ ) ( 2�����7(C0(0� 7(CS7�7(C*5

－ － 
�/ 以上 
2�/ ᮍ‶ 

* ( 31�33�7(C0(0�7(CS7�7(C*5�7(CP:

－ － 
2�/ 以上 
3�/ ᮍ‶ 

+ ( 28�4��7(C0(0�7(CS7�7(C*5�7(CP:

－ － 3�/ 以上 I ( 4��4��7(C0(0�7(CS7�7(C*5�7(CP:

備⪃）㸯 ୍ࠕయᙧࢹスクトップパーࢼࢯルコンࣗࣆータࠖとࡣ、コンࣗࣆータᮏయとࢹィスプレイが୍

ࣗࣆスクトップコンࢹ機能する࡚ࡋ交流電力をཷけ༢୍機器と࡚ࡋの交流電※ケーブルをࡘ

ータをいうࠋ 

㸰 ࠕ分㞳ᆺࢹスクトップパーࢼࢯルコンࣗࣆータࠖとࢹ、ࡣィスプレイを᭷ࡉないコンࣗࣆータ

ᮏయと外部ࢹィスプレイࡽなるࢹスクトップコンࣗࣆータをいうࠋ 

㸱 ࠕP スコアࠖとࡣ、୰ኸ₇⟬ฎ理装置のコアᩘに୰ኸ₇⟬ฎ理装置のクࣟック࿘Ἴᩘ（༢㸸

ギガ࣊ルࢶ）をじたᩘ値とするࠋ 

㸲 ࠕ⏬面ࢧイࠖࢬとࡣ、⾲♧⏬面の対ゅ外ᚄᑍἲをࢭン࣓ࢳートル༢で⾲ࡋたᩘ値を 2��4 で

除࡚ࡋ小ᩘ点➨ 2 以下をᅄᤞධࡋたᩘ値とするࠋ 

㸳 ࠕ⟂యᐜ量ࠖとࡣ、電Ꮚィ⟬機におい࡚ࣁード࢙࢘アをᵓᡂする部ရを収⣡する⟂యのᐜ量を

ࣜットルで⾲ࡋたᩘ値とするࠋ 

㸴 (  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲すࡣ

(㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸N:K�年） 

㸵 7(C0(0のᩘ値ࡣ次の式により⟬ฟするࡶのとするࠋ 

7(C0(0㸻00$;�Ș0

00$;㸸キࣕッ࣓ࣜࣔࣗࢩを除いた最グ᠈ᐜ量（༢㸸ギガバイト） 

Ș0のᩘ値ࡣ次の⾲のᕥḍにᥖࡆる༊分に応じ࡚、ྠ⾲のྑḍにᥖࡆるᩘ値とするࠋ 
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༊  分 Ș0

༊分 $、B 及び C ��18� 

༊分 '、(、)、*、+及び I ��248 

㸶 7(C'ISࡣ次の⾲のᕥḍにᥖࡆる༊分に応じ࡚、ྠ⾲のྑḍにᥖࡆる⟬定式により⟬ฟするࡶの

とするࠋ 

༊  分 ⏬面ࢧイ7 ࢬ(C'IS

༊分 $、B 及び C － 
7(C'IS㸻（8������3�）�（（S¹2��42）� 

���3��㸩U���244） 

༊分 ' 及び ( 
1��4 ᆺᮍ‶ 

7(C'IS㸻（8������3�）�（（S¹2��42）� 
���3��㸩U���244） 

1��4 ᆺ以上 
7(C'IS㸻（8������3�）�（（S¹2��42）� 

���3�3） 

S㸸⾲♧⏬面の⦪ᑍἲにᶓᑍἲをじ࡚小ᩘ点 2 以下をᅄᤞධࡋたᩘ値（༢㸸ᖹ方ࢭン

 （ートル࣓ࢳ

U㸸⏬面に⾲♧ࢀࡉる⥲⏬⣲ᩘ（༢㸸࣓ガࣆクࢭル） 

㸷 7(CS7ࡣ次の⾲のᕥḍにᥖࡆる༊分に応じ࡚、ྠ ⾲のྑḍにᥖࡆるᩘ値と2、ࡋ�� ᆺ☢気ࢹィス

ク装置及び 3�� ᆺ☢気ࢹィスク装置のいࡶࢀࡎ᭷ࡉない場合ࡣ �とするࠋ 

༊  分 ☢気ࢹィスク装置の✀ู 7(CS7

༊分 $、B 及び C －  2��1� 

༊分 '、(、)、*、+及び I 
2�� ᆺ☢気ࢹィスク装置を᭷するࡶの  3�14� 

3�� ᆺ☢気ࢹィスク装置を᭷するࡶの 2��38� 

㸯㸮 7(C*5 ࡶる⟬定式により⟬ฟするࡆる༊分に応じ࡚、ྠ⾲のྑḍにᥖࡆ次の⾲のᕥḍにᥖࡣ

のとࡋ、⊂❧ᆺ *P8 を᭷ࡉない場合ࡣ �とするࠋ 

༊  分 7(C*5

༊分 $、B 及び C 7(C*5㸻4�1�8 

༊分 '、(、)、*、+及び I 7(C*5㸻���8��)B㸩3��4�3 

)B㸸⏬面に⾲♧する⏬ീࢹータを୍時的にಖ管する࣓ࣔࣜ㡿ᇦ（༢㸸ギガࣅット�⛊） 

たࡋࡔ、上グの⟬定式の⤖ᯝ、7(C*5が 13� 以上の場合ࡣ 13� のᩘ値を用いるࡶのとするࠋ 

㸯㸯 7(CP:のᩘ値ࡣ次の式により⟬ฟするࡶのとするࠋ 

7(CP:㸻P$C�����43 

P$C㸸内部電※装置の定᱁ධ力（༢㸸:） 

㸯㸰 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ電Ꮚィ⟬機のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に関す

るエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 31 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ �� ྕ）の

 ࠋ2�ࠖによる� 㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲࠕ

⾲㸱－㸯 ࢹスクトップコンࣗࣆータ、୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータ及びࢩンクライアントのࣔ

ードู比率 

ࣔード 
 スクトップ及びࢹ

୍యᆺࢹスクトップ 
 ンクライアントࢩ

7O)) 1�㸣 4�㸣 

7S/ 4�㸣 �㸣 

7/I 1�㸣 1�㸣 

7SI 3�㸣 3�㸣 

備⪃） プࣟキࢩ対応ᆺのࣔードู比率ཪࡣプࣟキࢩチᐜ値を適用する〇ရࡣ、以下の᮲௳㸯ཪࡣ

᮲௳㸰のいࢀࡎを‶た࡚ࡋいることࠋ⾲㸱－㸰におい࡚ྠじࠋ 

࠙᮲௳㸯ࠚ 
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・(C0$3�3 のつ᱁を‶た࡚ࡋいることࠋ 

対応ᆺの能力をฟⲴ時のึ期設定でࢩ㸱－㸰のプࣟキ⾲ࡣータࣗࣆートブックコンࣀ・

᭷効に࡚ࡋいることࠋ 

3�C0$3)、ࡣータࣗࣆスクトップコンࢹయᆺ୍ࡣータཪࣗࣆスクトップコンࢹ・ のフルキ

ࣕパࢸࢩィ（プࣟキࢩ対応ᆺ・全対応）のつ᱁を‶たす場合に限り、ᮏ㡯のุ断の基

準の備⪃㸳イの最年間消㈝電力量の⟬定式におい࡚適切なプࣟキࢩチᐜ値適用する

ことࠋ 

࠙᮲௳㸰ࠚ 

スࣜープࣔード、ࡣータࣗࣆスクトップコンࢹయᆺ୍ࡣータཪࣗࣆートブックコンࣀ・

ཪ2ࡣ��:以下の電力でネット࣡ーク᥋⥆を維持する௦᭰ప電力ࣔードをྍ能にするこ

とࠋ 

ࡣスࣜープࣔードཪ、ࡣータࣗࣆスクトップコンࢹ・ 3��: 以下の電力でネット࣡ーク᥋

⥆を維持する௦᭰ప電力ࣔードをྍ能にすることࠋ 

⾲㸱－㸰 ࣀートブックコンࣗࣆータのࣔードู比率 

ࣔード ᚑ᮶ᆺ 

プࣟキࢩ対応ᆺ 

基ᮏ能力 㐲㝸ᖐ 
 ▱ス検ࣅーࢧ

ネーࢧ࣒ーࣅス 
全対応 

7O)) 2�㸣 2�㸣 2�㸣 2�㸣 2�㸣 

7S/ 3�㸣 3�㸣 41㸣 43㸣 4�㸣 

7/I 1�㸣 8㸣 �㸣 �㸣 �㸣 

7SI 3�㸣 28㸣 2�㸣 2�㸣 2�㸣 

⾲㸱－㸱 内部電※装置チᐜ値（$PS8） 

電※装置 対象機器 
㈇Ⲵ᮲௳ู最ప効率 電※装置

チᐜ値 1�㸣 2�㸣 ��㸣 1��㸣 

内部電※ 

装置 

（IPS） 

 スクトップࢹ
��8� ���� ���2 ��8� ���1� 

���� ���2 ���4 ���� ���3 

య୍ᆺ 

 スクトップࢹ

��8� ���� ���2 ��8� ���1� 

���� ���2 ���4 ���� ���4 

⾲㸱－㸲 ௦᭰ప電力ࣔードの 定電力量に対するプࣟキࢩチᐜ値（$P5;<） 

対象機器 
௦᭰ప電力ࣔードཪࡣスࣜープ 

における最 定電力量（:） 
プࣟキࢩチᐜ値（$P5;<） 

 スクトップࢹ
2�� ��12 

3�� ���� 

୍యᆺ 

 スクトップࢹ

2�� ���� 

2�� ���3 

備⪃） チᐜ値ࡣネット࣡ークの常時᥋⥆ᛶを維持する௦᭰ప電力ࣔードཪࡣスࣜープࣔードを᭷す

る〇ရに適用できるࠋ 
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⾲㸱－㸳 ࢹスクトップコンࣗࣆータに対する基ᮏチᐜ値（7(CB$S(） 

༊分 グラフィックスᛶ能 
 ータࣗࣆスクトップコンࢹ

ᛶ能 基ᮏチᐜ値 

I1 ୍యᆺཪࡣ切᭰ྍ能 

グラフィックス 

Pӌ8 2��� 

I2 P㸼8 4��� 

'1 
⊂❧ᆺグラフィックス 

Pӌ8 3��� 

'2 P㸼8 4��� 

備⪃） P の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ⾲㸱－㸴及び⾲㸱－㸵におい࡚ྠじࠋ 

P㸻CP8 のコアᩘ�CP8 クࣟック࿘Ἴᩘ（*+]） 

コアᩘࡣ≀理的な CP8 のコアᩘを⾲ࡋ、CP8 クࣟック࿘Ἴᩘ（*+]）ࡣ、最 7'P ࿘

Ἴᩘを⾲ࡋ、ターボブースト࿘Ἴᩘでࡣないࠋ 

⾲㸱－㸴 ୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータに対する基ᮏチᐜ値（7(CB$S(） 

༊分 
୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータ 

ᛶ能 基ᮏチᐜ値 

1 P㸺8 ��� 

2 PӍ8 2��� 

⾲㸱－㸵 ࣀートブックコンࣗࣆータに対する基ᮏチᐜ値（7(CB$S(） 

༊分 
 ータࣗࣆートブックコンࣀ

ᛶ能 基ᮏチᐜ値 

� Pӌ2 ��� 

1 2㸺P㸺8 8�� 

2 PӍ8 14�� 

⾲㸱－㸶 ࢹスクトップコンࣗࣆータ、୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータ、ࣀートブックコンࣗࣆー

タ及びࢩンクライアントにおける㏣ຍチᐜ値 

機 能 
 スクࢹ

トップ 

య୍ᆺ 

 スクトップࢹ
 ートブックࣀ

7(C0(0（N:K） 1��㸩���24�*B� 2�4㸩���2�4�*B� 

7(C*5（N:K） 
���4�WDQK�����38� 

)BBB:－��13��㸩23 

2��3�WDQK�����38�

)BBB:－��13��㸩13�4 

7(CS:（N:K） 14�4 適用なࡋ 

7(CS7（N:K） 

3��´+'' 1��� 適用なࡋ 

2��´+'' 2�1 

2�� 
イブࣜッドࣁ

+''�SS' 
��8 

SS'（0�2 ᥋⥆を

 （ࡴྵ
��4 
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7(C'IS（N:K） 

$㸺1�� 

適用 

なࡋ 

>�3�43�U�㸩��148�$

㸩1�3�@��1㸩(P� 

8������3���1㸩(P�� 

���43�U㸩���2�3�$� 

1��ӌ$㸺21� 
>�3�43�U�㸩���18�$

㸩2��1@��1㸩(P� 

21�ӌ$㸺31� 
>�3�43�U�㸩����8�$

㸩13�2@��1㸩(P� 

$Ӎ31� 
>�3�43�U�㸩��1���$

－11�3@��1㸩(P� 

7(C0B:S（N:K） 適用な4 ࡋ�� 

7(C1*1�*（N:K） 4�� 適用なࡋ 

7(C1�*（N:K） 18�� 適用なࡋ 

備⪃）㸯 7(C0(0ࢩ、ࡣス࣒ࢸᦚ㍕࣓ࣔࣜの *B 毎に適用するࡶのとするࠋ 

㸰 7(C*5 切᭰ྍ能なࠋのとするࡶた⊂❧ᆺグラフィックスに適用するࡋにᦚ㍕࣒ࢸスࢩ、ࡣ

グラフィックスにࡣ適用ࡋないࠋ 

㸱 )BBB: り、⟬定࠶バッファᖜで࣒ィスプレイフレーࢹギガバイト毎⛊（*B�V）による、ࡣ

方ἲࡣ、次式によるࠋ 

)BBB:㸻ࢹータレート（0+]）�フレー࣒バッファᖜ㸭（8�1���） 

㸲 切᭰ྍ能グラフィックス（7(CS:）にࡣ、⊂❧ᆺグラフィックスチᐜ値（7(C*5）を適用す

ることࡣできないࡶのとするࠋたࡋࡔ、切᭰ྍ能グラフィックスをᥦ౪ࡋ、ึ期設定で自動

切᭰の場合、ࢹスクトップコンࣗࣆータ及び୍యᆺࢹスクトップコンࣗࣆータにࡘい࡚ࡣ、

チᐜ値 14�4 を適用することができるࠋ 

㸳 7(CS7 〇ရに㏣ຍ内部グ᠈装置（ストレージ）がᏑ在する場合に㸯回のみ適用するこ、ࡣ

とができるࠋ 

㸴 7(C'ISにおける (P  ࠋり、次のとおり࠶ィスプレイに関するチᐜ値でࢹᛶ能ᙉ化、ࡣ

(P㸻�㸸ᛶ能ᙉ化ࢹィスプレイなࡋ 

(P㸻��3㸸ᛶ能ᙉ化ࢹィスプレイで࠶り、⏬面の対ゅ⥺が 2� インࢳᮍ‶ 

(P㸻����㸸ᛶ能ᙉ化ࢹィスプレイで࠶り、⏬面の対ゅ⥺が 2� インࢳ以上 

U  （ルࢭクࣆガ࣓）スクࣜーンゎീ度ࡣ

$ ࠶ィスプレイがࢹฟⲴ時及び 定時に」ᩘのࠋ（ࢳᖹ方イン）✚どスクࣜーン面ྍࡣ

る場合ࢹࡣィスプレイごとにチᐜ値を適用する 

㸵 7(C0B:Sࡣ、ࣔ バイル࣡ークスࢸーࣙࢩンの定⩏を‶たす場合に 1 回のみ適用することがで

きるࠋ 

㸶 7(C1*1�* スループット、ࡣ 1*B�⛊以上 1�*B�⛊ᮍ‶のイーࢧネットポートをࢩス࣒ࢸに᭷

する場合に 1回のみ適用することができるࠋ 

㸷 7(C1�*1、ࡣ�*B�⛊イーࢧネットポートをࢩス࣒ࢸに᭷する場合に 1 回のみ適用することが

できるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の電Ꮚィ⟬機の調㐩�ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ�⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基

準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸴－㸰 ☢気ࢹィスク装置 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

☢気ࢹィスク装置 ุ࠙断の基準ࠚ 

た༊分ごとの⟬定式を用い࡚⟬ฟࢀࡉ♧エネルギー消㈝効率が⾲にۑ

 ࠋないことࡽた基準エネルギー消㈝効率を上回ࡋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

ղ使用῭〇ရの回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶

り、使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩ

ス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラス

 ࠋいること࡚ࢀࡉックがྍ能な限り使用ࢳ

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն〇ရのᲕໟཪࡣໟ装にプラスࢳックを使用࡚ࡋいる場合ࡣ、⏕プラ

スࢳックཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが

確認ࢀࡉたࡶのがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ☢気ࢹィスク装置ࠖ

にྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձグ᠈ᐜ量が 1 ギガバイト以下のࡶの 

ղ電Ꮚィ⟬機に᥋⥆ࡋた㏻ಙケーブルを㏻じた電力౪給のみをཷけ࡚動作するࡶの 

㸰 ≉定の化Ꮫ≀質とࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑの化

合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸルを

いうࠋ 

㸱 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸳 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用す

るプラスࢳックをいうࠋ 

㸴 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 
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⾲ ☢気ࢹィスク装置にಀる基準エネルギー消㈝効率ཪࡣ⟬定式

༊ 分 

基 準 エ ネ ル ギ ー 

消㈝効率ཪࡣ⟬定式 

☢気ࢹィスク装置 1

ྎ当たりのࢹィスク

ドライブᦚ㍕ྍ能ᩘ 

 ィスクドライブの外ᙧᑍἲࢹ
ィスクࢹ

ᯛᩘ 

1 ྎ 

1 ᯛ (㸻H[S�2��8�OQ�1��3��8� 

2 ᯛཪࡣ

3 ᯛ 
(㸻H[S�2��8�OQ�1��31�2� 

4 ᯛ以上 (㸻H[S�2�11�OQ�1��23��� 

2 ྎ以上 11 ྎ以下 － － (㸻H[S�1����OQ�1��1���� 

12 ྎ以上 
3�� ᆺ（ᖜ ��PP ㉸）をྵࡴᵓᡂ － ����213 

2�� ᆺ（ᖜ ��PP 以下）のみのᵓᡂ － (㸻H[S�����2�OQ�1��14�2����� 

備⪃）㸯 ( 及び  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲すࡣ1

(㸸基準エネルギー消㈝効率 

1㸸ࢹィスクドライブの定常回転ᩘ（༢㸸回毎分） 

㸰 OQ ᗏをࡣ H とする対ᩘを⾲すࠋ 

㸱 回転ᩘの␗なるࢹィスクドライブがΰ㍕ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、回転ᩘ（1）ࢹྛ、ࡣィ

スクドライブの回転ᩘをᦚ㍕ྎᩘでຍ㔜ᖹᆒࡋた値とするࠋ 

㸲 ᖜࢹࡣィスクドライブ外ᙧの㸱ࡘの㎶のうࡕ、㛗ࡉが୰間で࠶るࡶのとするࠋ 

㸳 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ☢気ࢹィスク装置のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ

上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 22 年⤒῭⏘業省࿌

♧➨ �� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲࠖによるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の☢気ࢹィスク装置の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に

༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 

－76－



－��－

㸴－㸱 ࢹィスプレイ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

 ࠚィスプレイ ุ࠙断の基準ࢹ

ձコンࣗࣆータࣔࢽタにࡣ࡚ࡗ࠶、備⪃㸱の⟬定式により⟬定ࡋた年間

消㈝電力量が備⪃㸲アの⟬定式により⟬定ࡋた最年間消㈝電力量

以下で࠶ることࠋ 

ղࢧイネージࢹィスプレイにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬備⪃㸴アの⟬定式に♧ࡋた࢜ンࣔード消㈝電力の要௳を‶たすこ

とࠋ 

イ㸬スࣜープࣔード消㈝電力が備⪃㸵の⟬定式により⟬定ࡋたスࣜー

プࣔード消㈝電力基準以下で࠶ることࠋ 

ճ࢜フࣔード消㈝電力が���:以下で࠶ることࠋ 

մ動作が開ࢀࡉたとき、自動的に使用ྍ能な状態にᡠることࠋ 

յ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ使用῭〇ရの回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶り、

使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩスࢸ

 ࠋること࠶が࣒

ղ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲのุ断の基準を㋃ま࠼、〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨

※化ཪࡣ部ရの使用ⱝࡣࡃࡋཎ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上の

ᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࢹࠕィスプレイࠖࢹ、ࡣィスプレイスクࣜーン及び関連

電Ꮚ装置を᭷する〇ရで࡚ࡗ࠶、な機能とࡘ୍、࡚ࡋ以上のධ力をࡋたコンࣗࣆータ、

࣡ークスࢸーࣙࢩンཪࢧࡣーバ、外部ストレージ、ⱝࡣࡃࡋネット࣡ーク᥋⥆ࡽのどぬ

ሗを⾲♧するࡶの（コンࣗࣆータࣔࢽタ及びࢧイネージࢹィスプレイ）とするࠋ 

コンࣗࣆータࣔࢽタࡣ、༟上での使用を基ᮏとࡘ、ࡋ、୍ேのேがぢることを定ࡋ

たࡶので࠶るࠋまた、ࢧイネージࢹィスプレイ（タイルドࢹィスプレイࢩス࣒ࢸᵓᡂࢀࡉ

たࡶのをྵࡣ（ࠋࡴ、㏻常、༟上の使用を基ᮏとࡘ、ࡎࡏ、」ᩘのேがぢることを定ࡋ

たࡶので࡚ࡗ࠶、次のձࡽյの要௳のうࡕ、㸱ࡘ以上を‶たすࡶのとするࠋ 

ձ対ゅ⥺⏬面ࢧイࢬが 3� インࢳを㉸࠼るࡶの 

ղ最බ⾲㍤度が 1 ᖹ方࣓ートル当たり 4��  のࡶる࠼ラ（4��FG�੍）を㉸ࢹン࢝

ճ⏬⣲ᐦ度が 1 ᖹ方インࢳ当たり ����� �����）ルࢭクࣆ  のࡶる࠶ル�LQ2）以下でࢭクࣆ

մᦚ㍕スタンドなࡋでฟⲴࢀࡉるࡶのでࢹ、࡚ࡗ࠶スクトップ上のࢹィスプレイを支࠼

るよう設ィࢀࡉるཪࡣቨにᆶ┤にྲྀりけるようにᵓᡂ࡚ࢀࡉいるࡶの 

յ5J4� ཪࡣ 5S232 ポートを᭷するࡶの 

㸰 ุ断の基準ղ、ุ断の基準ճ及び備⪃㸱ࡽ備⪃㸵までにおい࡚使用する動作ࣔードࡣ、

以下のとおりࠋた࢜、ࡋࡔフࣔードを備࡚࠼いない〇ရの場合ࡣ、ุ断の基準ճࡣ適用ࡋ

ないࠋ 
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ձ࢜ࠕンࣔードࠖとࢹ、ࡣィスプレイが✌ാࡋ、な機能をᥦ౪࡚ࡋいるࣔードをいうࠋ

ղࠕスࣜープࣔードࠖとࢹ、ࡣィスプレイが୍ࡘ以上の要でࡣないಖㆤ機能ཪࡣ⥅⥆

機能をᥦ౪するప電力ࣔードをいうࠋなお、スࣜープࣔードࡣ、以下の機能を᭷࡚ࡋ

いるࠋ 

・㐲㝸スイッࢳ、タッࢳ機能、内部ࢭンࢧーཪࡣタイ࣐ーを⤒⏤࡚࢜ࡋンࣔードに

するࠋ 

・時ィをྵࡴሗをᥦ౪するཪࡣ状態を⾲♧するࠋ 

 ࠋー機能を維持するࢧンࢭ・

・ネット࣡ークのᏑ在を維持することができるࠋ 

ճ࢜ࠕフࣔードࠖとࢹ、ࡣィスプレイが電力※に᥋⥆ࢀࡉ、どぬሗをᥦ౪ࡘ、ࡎࡏ

㐲㝸装置、内部ಙྕཪࡣ外部ಙྕによりのいなるࣔードへࡶ切り᭰࠼ができない

ࣔードをいうࠋなお、ࢹィスプレイࡣ、使用⪅による⤫合ᆺ電※スイッࢳཪࡣ制ᚚ装

置の┤᥋的な᧯作によ࡚ࡗのみ、ᮏࣔードをᢤけฟることができるࠋまた、୍部の〇

ရにࡘい࡚࢜、ࡣフࣔードを持たないこと࠶ࡶるࠋ 

㸱 コンࣗࣆータࣔࢽタにಀる年間消㈝電力量の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

(7(C㸻8����（��3��PO1㸩�����PS/((P） 

(7(C㸸年間消㈝電力量（༢㸸N:K） 

PO1㸸࢜ンࣔード消㈝電力（༢㸸:） 

PS/((P㸸スࣜープࣔード消㈝電力（༢㸸:） 

㸲 コンࣗࣆータࣔࢽタにಀる最年間消㈝電力量、自動明るࡉ調節チᐜ値及びタッࢳ機能

チᐜ値の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

ア㸬最年間消㈝電力量 

最年間消㈝電力量（N:K）㸻（(7(C㹝0$;㸩((P㸩($BC㸩(1㸩(7㸩(C㸩(+'5㸩(8SB）�HII$CB'C

(7(CB0$;㸸⾲㸯により⟬定ࢀࡉた最消㈝電力量基準（༢㸸N:K） 

((P㸸下グイにより⟬定ࢀࡉたᛶ能ᙉ化ࢹィスプレイに適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸N:K）

($BC㸸下グ࢘により⟬定ࢀࡉた自動明るࡉ調節に適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸N:K） 

(1㸸全なネット࣡ーク᥋⥆ᛶに適用ࢀࡉるチᐜ値 (1㸻2��（N:K） 

(7㸸下グエにより⟬定ࢀࡉたタッࢳ機能に適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸N:K） 

(C㸸下グ࢜により⟬定ࢀࡉた᭤面ࢹィスプレイに適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸N:K） 

(+'5㸸⾲㸰により⟬定ࢀࡉた +'5  るチᐜ値（༢㸸N:K）ࢀࡉィスプレイに適用ࢹ

(8SB㸸8SB 7\SH�C を᭷するࢹィスプレイに適用ࢀࡉるチᐜ値 (8SB㸻2���（N:K） 

HII$CB'C㸸ࢹィスプレイの給電でⓎ⏕する交流・┤流変換ᦆኻのᶆ準⿵正ಀᩘで࠶り、

交流給電ࢹィスプレイࡣ 1��、 ᶆ準┤流ࢹィスプレイࡣ ��8� 

イ㸬ᛶ能ᙉ化ࢹィスプレイチᐜ値 

次の全࡚の要௳を‶たすコンࣗࣆータࣔࢽタにࡘい࡚ࡣ、次式により⟬定ࢀࡉたᛶ能

ᙉ化ࢹィスプレイの消㈝電力量のチᐜ値を最年間消㈝電力量に用いることができるࠋ 

・⏬面࢝バーガラスの᭷↓にࡎࡽࢃ、ᖹ面⏬面におい࡚ࡣᑡなࡃとࡶ 8�rࡽ┤

ゅの水ᖹど㔝ゅ度におい࡚、᭤面⏬面におい࡚ࡣᑡなࡃとࡶ 83rࡽ┤ゅの水ᖹど

㔝ゅ度におい࡚、最ప �� 対 1 のコントラスト比で࠶ること 

・基ᮏゎീ度ࡣ 2�3 ࣓ガࣆクࢭル以上で࠶ること 

・Ⰽᇦࡣ CI( /89 の 32��㸣以上で࠶ること 

((P㸻（（1����（（*㸭1��㸣）－���2）�(7(CB0$; 

*㸸Ⰽᇦで࠶り CI( /89 をⓒ分率で⾲ࡋたࡶの 

(7(CB0$;㸸最消㈝電力量基準（༢㸸N:K） 

 調節チᐜ値ࡉ㸬自動明る࢘
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自動明るࡉ調節がึ期設定でྍ能なコンࣗࣆータࣔࢽタの場合、࢜ンࣔード電力ప減

率 5$BCを⟬定5$、ࡋBCが 2�㸣以上の場合に、自動明るࡉ調節チᐜ値 ($BCを適用する࢜ࠋン

ࣔード電力ప減率 5$BC及び自動明るࡉ調節チᐜ値 ($BCの⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

5$BC㸻1���（（P3��－P12）㸭P3��）

P3��㸸3��O[ の࿘囲光水準でヨ㦂ࡋたときの࢜ンࣔード消㈝電力（༢㸸:） 

P12㸸12O[ の࿘囲光水準でヨ㦂ࡋたときの࢜ンࣔード消㈝電力（༢㸸:）

($BC（N:K）㸻�����(7(CB0$; 

(7(CB0$;㸸最消㈝電力量基準（༢㸸N:K） 

エ㸬タッࢳ機能チᐜ値 

(7（N:K）㸻��1��(7(CB0$; 

(7(CB0$;㸸最消㈝電力量基準（༢㸸N:K） 

 ィスプレイチᐜ値ࢹ㸬᭤面࢜

(C（N:K）㸻��1��(7(CB0$; 

(7(CB0$;㸸最消㈝電力量基準（༢㸸N:K） 

㸳 ࢧイネージࢹィスプレイにಀる最࢜ンࣔード消㈝電力の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

PO1B0$;㸻（4���1����/�$）㸩12��WDQK（�������（$－14���）㸩���3）㸩2� 

PO1B0$;㸸最࢜ンࣔード消㈝電力（༢㸸:） 

$㸸ྍど⏬面面✚（༢㸸ᖹ方インࢳ） 

/㸸最 定㍤度（༢㸸FG�੍） 

㸴 ࢧイネージࢹィスプレイにಀる࢜ンࣔード消㈝電力の要௳及び自動明るࡉ調節チᐜ値の

⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

ア㸬࢜ンࣔード消㈝電力の要௳ 

ンࣔード消㈝電力（:）ӌPO1㹝0$;㸩P$BC㸩P0RGXOH࢜

PO1B0$;㸸最࢜ンࣔード消㈝電力（༢㸸:） 

P$BC㸸下グイにより⟬定ࢀࡉた自動明るࡉ調節に適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸:） 

P0RGXOH㸸⤌み込みཪࡣプラグインࣔジࣗールを᭷するࢹィスプレイに適用ࢀࡉるチᐜ値

P0RGXOH㸻2��（:） 

イ㸬自動明るࡉ調節チᐜ値 

自動明るࡉ調節がึ期設定でྍ能なࢧイネージࢹィスプレイの場合、備⪃㸲࢘により

ンࣔード電力ప減率࢜ 5$BCを⟬定5$、ࡋBCが 2�㸣以上の場合に、自動明るࡉ調節チᐜ値 P$BC

を適用するࠋ自動明るࡉ調節チᐜ値 P$BCの⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ 

P$BC（:）㸻�����PO1B0$; 

PO1B0$;㸸最࢜ンࣔード消㈝電力（༢㸸:） 

㸵 ࢧイネージࢹィスプレイにಀるスࣜープࣔード消㈝電力基準の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋ

なお、最スࣜープࣔード消㈝電力及びྛチᐜ値ࡣ、下⾲によるࠋ 

スࣜープࣔード消㈝電力基準㸻PS/((PB0$;㸩P1㸩POS㸩P7

PS/((PB0$;㸸最スࣜープࣔード消㈝電力（༢㸸:） 

P1㸸全なネット࣡ーク᥋⥆ᛶに適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸:） 

POS㸸༨᭷ࢭンࢧーに適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸:） 

P7㸸タッࢳ機能に適用ࢀࡉるチᐜ値（༢㸸:） 

⾲ ⏬面ࢧイࢬによるスࣜープࣔード消㈝電力基準及びྛチᐜ消㈝電力 

⏬面ࢧイࢬ（インࢳ） PS/((PB0$;（:） P1（:） POS（:） P7（:） 

⏬面ࢧイࢬӌ3� 
��� 3�� ��3 

��� 

⏬面ࢧイࢬ㸼3� 1�� 
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㸶 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸷 ุ断の基準յにࡘい࡚ࡣ、パーࢼࢯルコンࣗࣆータ⾲♧装置に適用することとࡋ、≉定

の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷⾲♧

方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷率基準

値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ JIS の

ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ���� に準ࡎ

るࡶのとするࠋ 

㸯㸮 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡋ

不Ⰻရࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣࡃ

を⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除

 ࠋ（ࠋࡃ

㸯㸯 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、化Ꮫ≀質の適正な管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた≉定の

化Ꮫ≀質のྵ᭷ሗを、当該≀ရをᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

㸯㸰 消㈝電力等の 定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣᅜ際エネルギースタープࣟグラ࣒制度運用⣽๎

（௧㸱年㸲月施⾜） ู⾲➨㸰－㸰（௧㸱年㸲月Ⓨ効）ࠖ によるࠋ 

⾲㸯 コンࣗࣆータࣔࢽタにಀる最消㈝電力量基準 

ྍど⏬面面✚（ᖹ方インࢳ） 最消㈝電力量基準（N:K）
$㸺1�� （4����U）㸩（��1�2�$）㸩1��� 

1��ӌ$㸺21� （4����U）㸩（���2��$）㸩3��4� 

21�ӌ$㸺31� （4����U）㸩（����1�$）㸩1��4� 

$Ӎ31� （4����U）㸩（��182�$）－13�2� 

備⪃）Uࡣ⏬面ゎീ度（࣓ガࣆクࢭル）を、$ྍࡣど⏬面面✚（ᖹ方インࢳ）をࢀࡒࢀࡑ⾲すࠋ 

⾲㸰 コンࣗࣆータࣔࢽタにಀる+'5ࢹィスプレイの消㈝電力量のチᐜ値 

9(S$ 'LVSOD\ +'5 適合 チᐜ値（N:K）

+'5��� �����(7(CB0$;

+'51��� ��1��(7(CB0$;

備⪃）㸯 +'5 ࡣィスプレイの消㈝電力量のチᐜ値ࢹ 'LVSOD\ +'5��� ཪࡣ 1��� を‶たすࣔࢹルに適

用ࢀࡉるࠋ 

㸰 (7(CB0$;ࡣ最消㈝電力量基準（N:K）を⾲すࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のࢹィスプレイの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵ

る基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸴－㸲 グ㘓用࣓ࢹィア 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

グ㘓用࣓ࢹィア ุ࠙断の基準ࠚ 

ケースに適用ࡣの要௳を‶たすことุࠝ断の基準ࢀࡎ次のいۑ  ࠋࠞ

ձ⏕プラスࢳックがプラスࢳック㔜量の 4�㸣以上使用࡚ࢀࡉいる

ことࠋ 

ղཌࡉ �PP ⛬度以下のス࣒ࣜタイプケースで࠶ること、ཪࡣ集合タイ

プ（スࣆンドルタイプなど）で࠶ることࠋ 

ճバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

 ࠋいること࡚ࢀࡉのが使用ࡶ

մ⣬〇にࡣ࡚ࡗ࠶、ྂ⣬パルプ㓄合率 ��㸣以上で࠶ることࠋまた、⣬

のཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱの

ཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃

ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ

たࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ

場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࡉ

 ࠋないࡋ適用ࡣたバージンパルプにࢀ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ材ᩱに⣬がྵまࢀる場合でバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡗ࠶

ࡽいる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠまࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚

⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージ

ンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等

の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕグ㘓用࣓ࢹィア ᚄ┤、ࡣࠖ 12FP の C'�5、C'�5:、'9'�5、
'9'�5:、'9'�5$0、B'�5、B'�5( とするࠋ 

㸰 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸱 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用す

るプラスࢳックをいうࠋ 

㸲 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸳 ᮌ質ཪࡣ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる

᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持

⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋな

お、㒔㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用できることとするࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のグ㘓用࣓ࢹィアの調㐩⥲量（ಶᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ಶᩘ）

の合とするࠋ 
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㸵㸬࢜フィス機器等 

㸵－㸯 ࣗࢩレッダー 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

 ࠚレッダー ุ࠙断の基準ࣗࢩ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ᚅ機時消㈝電力が1��:以下で࠶ることࠋ 

イ㸬ప電力ࣔードཪ࢜ࡣフࣔードを備࠼る機器にࡘい࡚ࡣ、こࡽࢀ

のࣔードへの⛣⾜時間がฟⲴ時に1�分以下に設定࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

 ࠋないこと࠼㸬≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࢘

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクルࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ使用῭〇ရの回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶り、

使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩスࢸ

 ࠋること࠶が࣒

ճ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ断ࢀࡉた⣬の減ᐜ及び⏕利用のᐜ᫆ࡉに㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

շໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃） 㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࣗࢩࠕレッダ

ーࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձ断ࣔーターのฟ力が ���: 以上のࡶの 

ղ断を⾜࡚ࡗいないときに、自動的に断ࣔーターが停止ࡋないࡶの 

㸰 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸱 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸲 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ークၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1�1ࣗࢩࠕレッダー 9HUVLRQ1ࠖに

ಀる認定基準をいうࠋ 

㸳 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 
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㸴 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸵 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸶 ࠕᚅ機時消㈝電力ࠖとࡣ、電※をධࢀた状態で、断を⾜࡚ࡗいないときに消㈝ࢀࡉる

電力をいうࠋたࡋࡔ、ప電力ࣔードཪ࢜ࡣフࣔードを備࠼る機器にࡘい࡚ࡣ、こࡽࢀのࣔ

ードにおける消㈝電力をいうࠋ 

㸷 ࠕప電力ࣔードࠖとࡣ、୍定時間᧯作が⾜ࢀࢃなࡗたᚋに自動的に切り᭰ࢀࡽ࠼実⌧

 ࠋるప電力状態をいうࢀࡉ

㸯㸮 ࢜ࠕフࣔードࠖとࡣ、୍定時間が⤒過ࡋたᚋに自動࢜フ機能によ࡚ࡗ電※を切ࡗた状

態をいうࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のࣗࢩレッダーの調㐩�ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ�⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる

基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸵－㸰 ࢹジタル༳ๅ機 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

 ࠚジタル༳ๅ機 ุ࠙断の基準ࢹ

ձエネルギー消㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準のᩘ値を上回ࡽ

ないことࠋ 

ղ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

ճ使用ࢀࡉる用⣬が≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、≉定調㐩≀ရ等を

使用することがྍ能で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձインクᐜ器の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶る

ことࠋ 

ղ使用ࢀࡉる電ụに࢝、ࡣド࣒࣑࢘化合≀、㖄化合≀及び水㖟化合≀が

ྵまࢀないことࠋたࡽࢀࡑ、ࡋࡔをྵࡴ電ụが確実に回収ࢀࡉ、使

用、⏕利用ཪࡣ適正ฎ理ࢀࡉる場合ࡣ、この限りでないࠋ 

ճ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յప電力ࣔード（୍定時間᧯作が⾜ࢀࢃなࡗたᚋに自動的に切り᭰࠼

フࣔー࢜ットࣕࢩート࢜及び（ࠋ以下ྠじࠋるప電力状態をいうࢀࡽ

ド（୍定時間᧯作が⾜ࢀࢃなࡗたᚋに自動࢜フ機能によ࡚ࡗ電※を

切ࡗた状態をいうࠋ以下ྠじࠋ）への⛣⾜時間ࡣฟⲴ時に㸳分以下に

設定࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、ฟⲴᚋ、変更することができないᵓ㐀

の機械にࡘい࡚ࡣ᪤定値とするࠋ 

ն〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

շໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯  ࢹࠕジタル༳ๅ機ࠖとࢹ、ࡣジタル〇∧機能を᭷ࡋたᏍ∧方式の全自動༳ๅ機をいうࠋ 

㸰 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸱 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸲  ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ
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 ジタル༳ๅ機のエネルギー消㈝効率の基準ࢹ ⾲

 （:）ジタル༳ๅ機エネルギー消㈝効率ࢹ

$3 対応機 B4 対応機㸪$4 対応機 

プࣜンタ機能 

作動時 

プࣜンタ機能 

㠀作動時 

プࣜンタ機能 

作動時 

プࣜンタ機能 

㠀作動時 

プࣜンタ機能ᶆ準装備ᆺ 3��� 28 22 2� 

上グ以外 
プࣜンタ機能࠶り 3��� 22 

プࣜンタ機能な1 24  ࡋ� 

備⪃）㸯 ࠕプࣜンタ機能ᶆ準装備ᆺࠖとࡣ、パࢯコンのฟ力プࣜンタと࡚ࡋ動作する機能がᶆ準

装備と࡚ࡋຍࢀࡉ、〇ရと࡚ࡋ切り㞳すことのできないࡶのをいうࠋ 

㸰 ࠕ上グ以外ࠖとࡣ、ᣑᙇ機能と࡚ࡋパࢯコンのฟ力プࣜンタと࡚ࡋ動作する機能をຍ

できるࡶの及びパࢯコンのฟ力プࣜンタと࡚ࡋ動作することができないࡶのをいうࠋ 

㸱 $3ࠕ 対応機 B4ࠕࠖ、 対応機 $4ࠕࠖ、 対応機ࠖとࡣ、次によるࠋ 

 $3 対応機㸸最༳ๅ㡿ᇦのྛ㎶がࢀࡒࢀࡑ 28�PP、4��PP 以上のࡶの 

 B4 対応機㸸最༳ๅ㡿ᇦのྛ㎶がࢀࡒࢀࡑ 2��PP、3�3PP 以上のࡶの 

 $4 対応機㸸最༳ๅ㡿ᇦのྛ㎶がࢀࡒࢀࡑ 2�4PP、288PP 以上のࡶの 

㸲 エネルギー消㈝効率の⟬定方ἲにࡘい࡚ࡣ次式によるࠋ 

  ( 㸻（$㸩��B）㸭8 

   $㸸機械❧ࡕ上ࡆ時の 1 時間における消㈝電力量（:K） 

・ 電※のᢞධᚋ、༳ๅ㏿度ࢹࡣフ࢛ルトで、ࢸストࣕࢳートを使用࡚ࡋ 1 ∧目を

〇∧ࡋ、ձの᮲௳で༳ๅを⾜うࠋ༳ๅ⤊ᚋ┤ࡕにྠじ᮲௳で 2 ∧目の〇∧を

開始ࡋ、ձの᮲௳で༳ๅを⾜うࡑࠋのᚋࡑの状態でᨺ置するࡶのとするࠋ 

・ 電※ᢞධᚋ㏿度変更ࡋࡣないࠋ 

   B㸸㏻常時の 1 時間における消㈝電力量（:K） 

・ 㸿の 定⤊ᚋ 1 ∧目を〇∧ࡋ、ձの᮲௳で༳ๅを⾜うࠋ༳ๅ⤊ᚋ┤ࡕにྠ

じ᮲௳で 2 ∧目の〇∧を開始ࡋ、ձの᮲௳で༳ๅを⾜うࡑࠋのᚋࡑの状態でᨺ

置するࡶのとするࠋ 

   $、B の 定᮲௳ 

ձ 1 ∧当たりの༳ๅᯛᩘ 2�� ᯛ㸭∧ 

ղ 1 時間の〇∧ᯛᩘ 2 ∧㸭時 

ճ 1 時間の༳ๅᯛᩘ 4�� ᯛ㸭時 

մ ༳ๅ㏿度 ᕤ場ฟⲴ時に設定ࢀࡉた電※ᢞධ時の㏿度 

յ ート $4、⏬ീ面✚比率ࣕࢳストࢸ 4㹼�㸣 

ն ᶆ準༳ๅ用⣬ �4J�੍の上質⣬ 

շ  定時の⎔ቃ᮲௳ 温度㸸21s3Υ㸭‵度㸸��s1�㸣 

 定๓に 12 時間以上ᨺ置 

ո プࣜンタ機能㠀作動時の 定の場合、ᨺ置時における࢜ートࣕࢩット࢜フࣔ

ードཪࡣప電力ࣔードへの⛣⾜を認ࡵるࠋ 

չ ప電力ࣔード及び࢜ートࣕࢩット࢜フࣔードへの⛣⾜時間ࡣ � 分にࢭットす

るࠋたࡋࡔ、ฟⲴᚋ、変更することができないᵓ㐀の機械にࡘい࡚ࡣ᪤定値

を用いるࠋ 
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պ プࣜンタ機能作動時の 定の場合、࢜ートࣕࢩット࢜フࣔード機能を作動ࡉ

 ࠋるࡵない、また、ᨺ置時におけるప電力ࣔードへの⛣⾜を認ࡽなࡣ࡚ࡏ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のࢹジタル༳ๅ機の調㐩�ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ�⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵ

る基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸵－㸱 時ィ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

時ィ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձኴ㝧電ụ及び小ᙧ電式電ụ（二次電ụ）を᭷ࡋ、୍次電ụを使

用ࡎࡏ作動するࡶので࠶ることࠋ 

ղኴ㝧電ụ及び୍次電ụが使用ࢀࡉる場合にࡣ、㏻常の使用状態で

୍次電ụが㸳年以上使用できるࡶので࠶ることࠋ 

ճ୍次電ụのみで使用ࢀࡉる場合にࡣ、電ụが㸳年以上使用できる

 ࠋること࠶のでࡶ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ使用ࢀࡉる୍次電ụのಶᩘが、ྍ能な限りᑡないことࠋ 

ղプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能

な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ時ィࠖࡣ、㏻常のᇳົ室・㆟室等におい࡚使用す

るቨᆺの時ィとࡋ、ㅮᇽ等におい࡚使用するᆺのࡶの等ࡣ除ࠋࡃ 

㸰 ࠕ㏻常の使用状態ࠖとࡣ、室内の開ᨺࢀࡉたቨ、ᰕ等にけ࡚ࢀࡽ使用࡚ࢀࡉいる状態

をいうࠋ 

㸱 ุ断の基準ճにおける୍次電ụの電ụᑑのồࡵ方ࡣ JIS B ��2� によるࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の時ィの調㐩⥲量（ಶᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ಶᩘ）の合

とするࠋ
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㸵－㸲 電Ꮚ式༟上ィ⟬機 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

電Ꮚ式༟上ィ⟬

機 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ使用電力の��㸣以上がኴ㝧電ụࡽ౪給ࢀࡉることࠋ 

ղ⏕プラスࢳックがプラスࢳック㔜量の4�㸣以上使用࡚ࢀࡉいるこ

とཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀࡉのが使用ࡶたࢀ

ճ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ࠶能な限り⡆᫆でྍ、ࡣᲕໟࡣ〇ရのໟ装ཪۑ

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ電Ꮚ式༟上ィ⟬機ࠖࡣ、㏻常の⾜ᨻົの用に౪する

 ࠋのとするࡶ

㸰 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸱 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用す

るプラスࢳックをいうࠋ 

㸲 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸳 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸴 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の電Ꮚ式༟上ィ⟬機の調㐩⥲量（ಶᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ಶ

ᩘ）の合とするࠋ 
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㸵－㸳 電ụ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

୍次電ụཪࡣ小

ᙧ電式電ụ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ୍次電ụにࡣ࡚ࡗ࠶、⾲に♧ࢀࡉた㈇Ⲵᢠの༊分ごとの最小ᖹᆒ

持⥆時間を下回ࡽないことࠋ 

ղ小ᙧ電式電ụ（二次電ụ）で࠶ることࠋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ使用῭みの小ᙧ電式電ụの回収ࢩス࣒ࢸが࠶り、使用ཪࡣ⏕利

用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ղ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクルࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とする୍ࠕ次電ụཪࡣ小ᙧ電式電ụࠖࡣ、ᡃがᅜにおけるᙧ

状の㏻⛠ࠕ༢ 1 ᙧ ༢ࠕࠖ 2 ᙧ ༢ࠕࠖ 3ᙧࠖཪࠕࡣ༢ 4 ᙧࠖとするࠋ 

㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸱 㓄៖㡯ղの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 㺀最小ᖹᆒ持⥆時間㺁ࡣ JIS C 8�1� につ定するᨺ電ヨ㦂᮲௳に準ᣐ࡚ࡋ 定するࡶのとす

るࠋJIS C 8�1� でつ定ࢀࡉるアルࣜ࢝電ụに適合する୍次電ụࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 
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⾲ ୍次電ụにಀる最小ᖹᆒ持⥆時間 

㏻

⛠ 
な用㏵など 

ᨺ電ヨ㦂᮲௳ 最小ᖹᆒ持⥆時間 

ᨺ電㈇Ⲵ 
1日当たり 

のᨺ電時間 
⤊止電圧 ึ度 

༢

1

ᙧ 

ᦠ帯電灯 2�2Ȑ ὀ㸯 ���9 ���分 

ࣔータ使用機器・⋵ල 2�2Ȑ 1時間 ��89 1�時間 

ポータブルスࢸレ࢜ ���P$ 2時間 ���9 11時間 

༢

2

ᙧ 

ࣔータ使用機器・⋵ල 3��Ȑ 1時間 ��89 14時間 

ᦠ帯電灯 3��Ȑ ὀ㸯 ���9 ���分 

ポータブルスࢸレ4 ࢜��P$ 2時間 ���9 8時間 

༢

3

ᙧ 

㧗㈇Ⲵ機器 
1����P: 

���P: 
ὀ㸰 1���9 4�回 

ᦠ帯電灯（/('） 3��Ȑ ὀ㸱 ���9 23�分 

ࣔータ使用機器・⋵ල 3��Ȑ 1時間 ��89 �時間 

⋵ල（ࣔーターなࡋ） 2��P$ 1時間 ���9 �時間 

C'プレーࣖ・電Ꮚࢤー1 ࣒��P$ 1時間 ���9 1�時間 

ラジ࢜・時ィ・ࣜࣔコン ��P$ ὀ㸲 1��9 3�時間 

༢

4

ᙧ 

ᦠ帯電灯 ��1Ȑ ὀ㸱 ���9 13�分 

ࣔータ使用機器・⋵ල ��1Ȑ 1時間 ��89 12�分 

12 9��� ��P$ ὀ㸳 ࢜ィࢹー࢜ジタルࢹ時間 

ࣜࣔコン 24Ȑ ὀ㸴 1��9 14��時間 

備⪃）ึ度の最小ᖹᆒ持⥆時間に対する12月㈓ⶶᚋの最小ᖹᆒ持⥆時間の比率ࡣ��㸣以上で࠶るこ

とࠋ 

ὀ㸯㸸4分ᨺ電・11分ᨺ電休止の࿘期を8時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸰㸸�分ᨺ電（1����P:の2⛊ᨺ電・���P:の28⛊ᨺ電の交ᨺ電）・��分ᨺ電休止の࿘期を24時間連⥆

 ࠋり㏉す⧞࡚ࡋ

ὀ㸱㸸4分ᨺ電・��分ᨺ電休止の࿘期を8時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸲㸸1時間ᨺ電・�時間ᨺ電休止の࿘期を24時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸳㸸1時間ᨺ電・11時間ᨺ電休止の࿘期を24時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸴㸸1�⛊ᨺ電・4�⛊ᨺ電休止の࿘期を8時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の電ụ（༢ 1 ᙧࡽ༢ 4 ᙧ）の調㐩⥲量（ಶᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရの

ᩘ量（ಶᩘ）の合とするࠋ 
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㸶㸬⛣動電ヰ等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ᦠ帯電ヰ 

㹎㹆㹑 

ス࣐ートフ࢛ン 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋջの要௳を‶たすことࡣպの要௳を‶たすこと、ཪࡽ次のձۑ

ձᦠ帯電ヰཪࡣP+Sにࡣ࡚ࡗ࠶、アཪࡣイのいࢀࡎの要௳を‶たす

ことࠋ 

ア㸬ᦚ㍕機器・機能の⡆⣲化がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬機器ᮏయを交換ࡎࡏに、➃ᮎにᦚ㍕するアプࣜケーࣙࢩンの

バージࣙンアップがྍ能となるྲྀ⤌がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղス࣐ートフ࢛ンにࡣ࡚ࡗ࠶、〇ရฟⲴ時にᦚ㍕ࢀࡉた࢜ペレーࢸ

ィングࢩス࣒ࢸの更᪂（ࢭキࣗࣜࢸィ、ಟ正、機能）がྍ能で࠶

ることࠋ 

ճ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設

ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることなど、⾲にᥖࡆるホ౯基準に♧ࡉ

ቃ㓄៖設ィの実施状況⎔ࠋいること࡚ࢀࡉた⎔ቃ㓄៖設ィがなࢀ

にࡘい࡚ࡑ、ࡣの内ᐜが࢘エブࢧイトを始ࡵ⎔ቃሗ࿌᭩等により

බ⾲ࢀࡉ、ᐜ᫆に確認できることࠋ 

մ使用῭〇ရの回収及びࣜࢸ࣐アルࣜࢧイクルのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ回収及びࣜࢸ࣐アルࣜࢧイクルのࢩス࣒ࢸにࡘい࡚ࡣ、ྲྀ⤌

効ᯝのᩘ値が〇㐀業⪅、㏻ಙ業⪅ཪࡣ㈍業⪅等の࢘エブ

ᐜ᫆に確認できるこ、ࢀࡉ⾲ቃሗ࿌᭩等によりබ⎔ࡵイトを始ࢧ

とࠋ 

յ回収ࡋた〇ရの部ရの使用ཪࡣ⏕利用できない部分にࡘい࡚

ࡉ㈍業⪅におい࡚適正ฎ理ࡣ〇㐀業⪅、㏻ಙ業⪅ཪ、ࡣ

 ࠋること࠶が࣒ࢸスࢩるࢀ

նバッࣜࢸーのึ期ᐜ量の残ᐜ量8�㸣を‶たす電ࢧイクルᩘが、

ᦠ帯電ヰにࢧ���ࡣ࡚ࡗ࠶イクル以上、ス࣐ートフ࢛ンにࡣ࡚ࡗ࠶

ࠋること࠶イクル以上でࢧ��8

շバッࣜࢸーの㛗ᑑ化機能をᦚ㍕࡚ࡋいることࠋ 

ոバッࣜࢸー等の消⪖ရにࡘい࡚、〇㐀業⪅、㏻ಙ業⪅ཪࡣ㈍

業⪅におい࡚ಟ理するࢩス࣒ࢸ、及び更᪂するたࡵの部ရを

ಖ管するࢩス࣒ࢸが࠶ること（〇ရ〇㐀⤊ᚋ㸴年以上ಖ᭷）ࠋ 

չ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ

≀質のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

պ〇ရにプラスࢳックが使用ࢀࡉる場合にࡣ、プラスࢳック㔜量に

༨ࡵる⏕プラスࢳックの㓄合率及びバイ࣐࢜スプラスࢳックで

♧のの㓄合率のሗが開ࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶

イト等でᐜ᫆に確認ࢧエブ࢘また、当該ሗがࠋいること࡚ࢀࡉ

できることࠋ 

ջエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရの省電力化ࡸ電器のᚅ機時消㈝電力のప電力化等による省エ

ネルギー化がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⟂యཪࡣ部ရにᕼᑡ㔠ᒓ類が使用࡚ࢀࡉいる場合、ᕼᑡ㔠ᒓ類をྍ
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能な限り減量またࡣ௦᭰するྲྀ⤌がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ機器ᮏయࡸ消⪖ရ以外の部ရにࡘい࡚ࡶ、ಟ理するࢩス࣒ࢸ、及び

更᪂するたࡵの部ရをಖ管するࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

մ⟂య部分におけるࢤࣟࣁン⣔㞴燃の使用がྍ能な限り削減࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

յ⟂యཪࡣ部ရ（電器をྵࠋࡴ）にプラスࢳックが使用ࢀࡉる場合に

ቃ㈇⎔࡚ࡗ࠶ックでࢳスプラス࣐࢜バイࡣックཪࢳ⏕プラス、ࡣ

Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

շ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

ոໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

չ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟにプラスࢳックを使用࡚ࡋいる場合ࡣ、⏕プ

ラスࢳックཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝ

が確認ࢀࡉたࡶのがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕᦠ帯電ヰࠖとࡣ、ᦠ帯用にᦚ㍕ࢀࡉる⛣動ᒁ電ヰ装置

でᦠ帯電ヰ↓⥺基ᆅᒁに᥋⥆ࢀࡉるࡶので࡚ࡗ࠶、㏻常の⾜ᨻົの用に౪するࡶのをい

うࠋ 

㸰 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ㹎㹆㹑ࠖとࡣ、ᦠ帯用にᦚ㍕ࢀࡉる⛣動ᒁ電ヰ装置で

බ⾗用 P+S 基ᆅᒁに᥋⥆ࡎࢀࡉに内⥺等と࡚ࡋ、㏻常の⾜ᨻົの用に౪するࡶのをいうࠋ

㸱 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕス࣐ートフ࢛ンࠖとࡣ、ᦠ帯電ヰཪࡣ P+S にᦠ帯ሗ

➃ᮎを⼥合ࡏࡉたࡶので、㡢ኌ㏻ヰ機能・࢘エブ㜀ぴ機能を᭷ࡋ、利用⪅が自⏤にアプࣜケ

ーࣙࢩンࢯフトを㏣ຍ࡚ࡋ機能ᣑᙇ等がྍ能な➃ᮎをいうࠋ 

㸲 ࠕᦚ㍕機器・機能の⡆⣲化ࠖとࡣ、ྍ能な限り㏻ヰ及び࣓ール機能等に限定することと

するࠋ 

㸳 ุ断の基準ճにࡘい࡚ࡣ、⾲のホ౯㡯目ごとにホ౯基準に♧ࢀࡉた⎔ቃ㓄៖設ィがなࡉ

 ࠋいることをᣦす࡚ࢀ

㸴 ุ断の基準մのࠕ回収及びࣜࢸ࣐アルࣜࢧイクルのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要

௳を‶たすことをいうࠋ 

回収のࢩス࣒ࢸにࡘい࡚ࡣ、次の要௳ア、イ及び࢘を‶たすことࠋ 

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရ等を回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣ

の⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）

するルート（㈍ᗑにおける回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収等）をᵓ⠏࡚ࡋ

いることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయに〇ရྡ及び業⪅ྡ（ブランドྡなどྍࡶ）

がᗫᲠ時にぢࡸすࡃグ㍕࡚ࢀࡉいることࠋ 

ࢀࡎイトのいࢧエブ࢘ࡣる༳ๅ≀、〇ရᮏయのྲྀᢅㄝ明᭩ཪࢀࡉ㸬〇ရのໟ装、ྠᲕ࢘

でࣘーࢨに対ࡋ使用῭〇ရ等の回収に関するලయ的なሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）

のᥦ౪がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋを‶たすこと࢜次の要௳エ及び、ࡣい࡚ࡘに࣒ࢸスࢩイクルのࢧアルࣜࣜࢸ࣐

エ㸬㔠ᒓࡸプラスࢳック等を材ᩱとࢧ࡚ࣜࡋイクルするたࡵのྲྀ⤌がな࡚ࢀࡉいることࠋ 
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いるこ࡚ࢀࡉᗫᲠ時に分ูがᐜ᫆なようྍ能な限りグ㍕、ࡣい࡚ࡘ㸬部ရの⣲材ሗに࢜

とࠋ 

㸵 ุ断の基準շのࠕバッࣜࢸーの㛗ᑑ化機能ࠖとࡣ、‶電ࡋないことでバッࣜࢸー㈇

Ⲵをప減ࡋ、電ࢧイクルᩘをቑࡸすなどのバッࣜࢸーの管理機能をいい、例ࡤ࠼バッࢸ

ࣜーが全ᐜ量の 8�㸣まで電ࢀࡉると自動的に電を⤊することを࢜プࣙࢩンでࣘーࢨ

が㑅ᢥできる機能などをᣦすࠋ 

㸶 ุ断の基準ոのࠕ〇ရ〇㐀⤊ᚋ㸴年以上ಖ᭷ࠖにࡘい࡚ࡣ、ス࣐ートフ࢛ンに࡚ࡗ࠶

〇ရ〇㐀⤊ᚋ㸱年以ࠕ、ࡣるまでの期間ࢀࡉ当該基準を‶たす〇ရがᕷ場に༑分౪給、ࡣ

上ಖ᭷ࠖとするࠋなお、当該期間にࡘい࡚ࡣ、ᕷ場動ྥを຺ࡘࡘࡋ、検ウを実施するこ

ととするࠋまた、㏻ಙࢩス࣒ࢸの切᭰等にとࡶない、当該機器が⥅⥆的に使用できない場

合にࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸷 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸯㸮 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質の

ྵ᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ

᭷率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上

グ JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸯 ࠕᕼᑡ㔠ᒓ類ࠖとࡣ、 �� 年㸶月の㏻ၟ⏘業省㖔業ᑂ㆟レア࣓タル⥲合対策≉ู

小ጤဨにおい࡚≉定ࢀࡉた 31 㖔✀（ᕼᅵ類ࡣ 1� ඖ⣲を㸯㖔✀と࡚ࡋ⪃៖）の㔠ᒓをい

うࠋ 

㸯㸰 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック及び

〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ཪࡣ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをい

う（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ 

㸯㸱 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐࢜

㸯㸲 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸳 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖの㔜量ࡣ、当該プラスࢳック㔜量にバイ࢜ベース合ᡂポ

ス࣐࢜るバイࢀックにྵまࢳスプラス࣐࢜るバイࡵック㔜量に༨ࢳーྵ᭷率（プラス࣐ࣜ

⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合）をじたࡶのとするࠋ 

㸯㸴 ุ断の基準ջのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1ࠕ��ス࣐ートフ࢛ン・

ᦠ帯電ヰ 9HUVLRQ1ࠖにಀる認定基準をいう（P+S  ࠋ（ࡃ除ࡣ

㸯㸵 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸶 㓄៖㡯նの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイ

クルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボン

フットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸯㸷 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬調㐩に当た࡚ࡗ、使用目的・業ົ内ᐜを༑分຺ࡋ、必要な機器・機能を要௳とする

ことࠋ 

イ㸬ࣗࢽ࣐アルࡸ電器等のᒓရにࡘい࡚ࡣ必要最小限とするようなዎ約の方ἲを検ウ

することࠋ 

－93－



－�4－

 ࠋ㓄៖すること、ࡋいる㓄៖㡯を確認࡚ࢀࡉ㸬≀ရの調㐩時にྲྀᢅㄝ明᭩等にグ㍕࢘

エ㸬⛣動電ヰ等➃ᮎの更᪂等により➃ᮎをฎ分するに当たࡣ࡚ࡗ、回収ࢩス࣒ࢸを利用ࡋ

た適切なฎ理を⾜うことࠋ 

⾲ ⛣動電ヰ等にಀる⎔ቃ㓄៖設ィ㡯目 

目 的 ホ ౯ 㡯 目 ホ ౯ 基 準 

 ース㓄៖設ィࣗࢹࣜ

〇ရ等の省㈨※化（小ᆺ化、

㍍量化） 

〇ရのᐜ✚ࡸ質量を、削減ᢚ制࡚ࡋいるこ

とࠋ 

〇ရの省電力化 

〇ရの消㈝電力をᢚ制࡚ࡋいることࠋまた、

ప消㈝電力ᢏ⾡等の開Ⓨにྲྀり⤌ࢇでいる

ことࠋ 

〇ရの㛗ᑑ化 
〇ရのಙ㢗ᛶ、⪏ஂᛶが維持ཪྥࡣ上࡚ࡋい

ることࠋ 

ࣜࣘース㓄៖設ィ 

ඹ᭷化設ィ 
電器等にࡘい࡚、ࣜ ࣘースがᐜ᫆な設ィに

な࡚ࡗいることࠋ 

分㞳・分ゎࡸࡋすい設ィ 
ࣜࣘースのたࡵの分㞳・分ゎがᐜ᫆で࠶るこ

とࠋ 

 イクル㓄៖設ィࢧࣜ

イクル時の⎔ቃ㈇Ⲵపࢧࣜ

減 

ᕼᑡな材ᩱをྵࡴ部ရࡸ㕲、㖡、アル࢘ࢽ࣑

等ỗ用㔠ᒓ類の✀類がᢕᥱでき࡚いるこ࣒

とࠋ 

」合材ᩱの使用ࢧࣜࡸイクルを㜼ᐖするຍ

ᕤ等を削減࡚ࡋいることࠋ 

分㞳・分ゎがᐜ᫆なᵓ㐀 

㈨※化ཎᩱと࡚ࡋ利用がྍ能な材ᩱ、部ရ

にするたࡵの分㞳・分ゎがᐜ᫆で࠶ることࠋ

␗✀材ᩱの分㞳がᐜ᫆なᵓ㐀で࠶ることࠋ 

る࠶の分㞳・分ゎがᐜ᫆でࡵイクルのたࢧࣜ

ことࠋ 

分ูのᐜ᫆ᛶ 

の材ᩱ、部ရ等の材ᩱุูࡵイクルのたࢧࣜ

がᐜ᫆で࠶ることࠋ 

〇ရの⟂యに使用するプラスࢳックの✀類、

グレードがྍ能な限り⤫୍࡚ࢀࡉいることࠋ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のᦠ帯電ヰ、㹎㹆㹑及びス࣐ートフ࢛ンの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）

⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸷㸬ᐙ電〇ရ 

㸷－㸯 電気冷ⶶ庫等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

電気冷ⶶ庫 

電気冷庫 

電気冷冷ⶶ庫 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ電気冷ⶶ庫及び電気冷冷ⶶ庫にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲

に♧ࢀࡉた༊分ごとの⟬定式を用い࡚⟬ฟࡋた以下のᩘ値を上回ࡽ

ないことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、基準エネルギー消㈝効率に1���1��をじ࡚小ᩘ点

以下を切りᤞ࡚たᩘ値ࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、基準エネルギー消㈝効率のᩘ値ࠋ 

ղ電気冷庫にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた༊分ごと

の⟬定式を用い࡚⟬ฟࡋた以下のᩘ値を上回ࡽないことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、基準エネルギー消㈝効率に1���11�をじ࡚小ᩘ点

以下を切りᤞ࡚たᩘ値ࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、基準エネルギー消㈝効率のᩘ値ࠋ 

ճ冷፹及び断熱材ⓎἻにフࣟン類が使用࡚ࢀࡉいないことࠋ 

մ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲのุ断の基準を㋃ま࠼、〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨

※化ཪࡣཎ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ使用ࢀࡉるሬᩱࡣ、᭷機⁐及び⮯気がྍ能な限りᑡないࡶので࠶る

ことࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のձࡽմのいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ電気冷ⶶ

庫ࠖ及びࠕ電気冷冷ⶶ庫ࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձ業ົの用に౪するたࡵに〇㐀ࢀࡉたࡶの 

ղ熱電⣲Ꮚを使用するࡶの 

ճ྾収式のࡶの 

մ࣡イン㈓ⶶがな用㏵で࠶るࡶの 

また、上グձࡽճのいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ電

気冷庫ࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

㸰 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年

ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうࠋ 

㸱 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸲 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ
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᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋたࡋࡔ、ุ断の基準մにࡘい࡚ࡣ、電気冷庫にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸳 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸴 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、化Ꮫ≀質の適正な管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた≉定の化

Ꮫ≀質のྵ᭷ሗを、当該≀ရをᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

⾲ 電気冷ⶶ庫、電気冷冷ⶶ庫及び電気冷庫にಀる基準エネルギー消㈝効率⟬定式

༊  分 基準エネルギー消㈝効率 

の⟬定式 ✀  ู 冷却方式 定᱁内ᐜ✚ 

電気冷ⶶ庫及び 

電気冷冷ⶶ庫 

冷気自然対流方式のࡶの － (1 ���3��91�122 

冷気ᙉ制ᚠ⎔ἲ式のࡶの 
3�� ࣜットル以下 (1 ��1���91�2�� 

3�� ࣜットル㉸ (1 ��281�91�112 

電気冷庫 
冷気自然対流方式のࡶの － (2 ���8��92��4 

冷気ᙉ制ᚠ⎔ἲ式のࡶの － (2 1�328�92�8� 

備⪃）㸯 (1、91及び  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲す、ࡣ92、2)

(1㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸N:K�年） 

91㸸調ᩚ内ᐜ✚（ྛ㈓ⶶ室の定᱁内ᐜ✚に調ᩚ内ᐜ✚ಀᩘをじたᩘ値の⥲で࡚ࡗ࠶、

次にᥖࡆる⟬定式により⟬ฟࡋ、小ᩘ点以下をᅄᤞධࡋたᩘ値）（༢㸸/） 

91   ѷ�.FL�9L）（L 1�㺃㺃㺃�Q） 

.FL㸸調ᩚ内ᐜ✚ಀᩘ（次の⾲のᕥḍにᥖࡆる㈓ⶶ室の✀類ごとにྑḍにᥖࡆるᩘ

値） 

9L㸸定᱁内ᐜ✚（次の⾲のᕥḍにᥖࡆる㈓ⶶ室の✀類ごとのᩘ値）（༢㸸/） 

Q㸸電気冷ⶶ庫及び電気冷冷ⶶ庫の㈓ⶶ室ᩘ 

㈓ⶶ室の✀類 調ᩚ内ᐜ✚ಀᩘ（.FL）

パントࣜー ��38 

 ラー ���2ࢭ

冷ⶶ 1 

 ラー 1�1ࢳ

�スター 1�1ࣟࢮ 

࣡ンスター 1�48 

 ���ースター 1ࢶ

スࣜースターཪࡣフ࢛ースター 2��� 

(2㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸N:K�年） 

92㸸調ᩚ内ᐜ✚（ྛ㈓ⶶ室の定᱁内ᐜ✚に調ᩚ内ᐜ✚ಀᩘをじたᩘ値の⥲で࡚ࡗ࠶、

次にᥖࡆる⟬定式により⟬ฟࡋ、小ᩘ点以下をᅄᤞධࡋたᩘ値）（༢㸸/） 

92   ѷ�.FL�9L）（L 1� 㺃㺃㺃�Q） 

.FL㸸調ᩚ内ᐜ✚ಀᩘ（次の⾲のᕥḍにᥖࡆる㈓ⶶ室の✀類ごとにྑḍにᥖࡆるᩘ

値） 

9L㸸定᱁内ᐜ✚（次の⾲のᕥḍにᥖࡆる㈓ⶶ室の✀類ごとのᩘ値）（༢㸸/） 

Q㸸電気冷庫の㈓ⶶ室ᩘ 

－96－



－��－

㈓ⶶ室の✀類 調ᩚ内ᐜ✚ಀᩘ（.FL）

࣡ンスター 1�48 

 ���ースター 1ࢶ

スࣜースターཪࡣフ࢛ースター 2��� 

㸰 電気冷ⶶ庫及び電気冷冷ⶶ庫のエネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ電気冷ⶶ庫

のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準

等 （ࠖᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ 34 ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �3�ࠖ

によるࠋ 

㸱 電気冷庫のエネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ電気冷庫のエネルギー消㈝ᛶ

能のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘

業省࿌♧➨ 3� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �3�ࠖによるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の電気冷ⶶ庫、電気冷庫及び電気冷冷ⶶ庫の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約

をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす≀ရのᩘ

量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸷－㸰 ࢸレࣅジࣙンཷಙ機 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ジࣙンཷࣅレࢸ

ಙ機 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᾮᬗパネルを᭷するࢸレࣅジࣙンཷಙ機（以下ࠕᾮᬗࢸレࣅ とࠖいうࠋ）

にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの⟬定式

を用い࡚⟬ฟࡋた以下のᩘ値を上回ࡽないことࠋ 

ア㸬2.ᮍ‶のᾮᬗࢸレࣅにࡣ࡚ࡗ࠶、基準エネルギー消㈝効率に

133�1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰以下を切りᤞ࡚たᩘ値ࠋ 

イ㸬2.以上4.ᮍ‶のᾮᬗࢸレࣅにࡣ࡚ࡗ࠶、基準エネルギー消㈝効率

のᩘ値ࠋ 

基準エネルギー消㈝効率に、ࡣ࡚ࡗ࠶にࣅレࢸ㸬4.以上のᾮᬗ࢘

141�1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰以下を切りᤞ࡚たᩘ値ࠋ 

ղ᭷機(/パネルを᭷するࢸレࣅジࣙンཷಙ機（以下ࠕ᭷機(/ࢸレࠖࣅと

いうࠋ）にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分の⟬

定式を用い࡚⟬ฟࡋた基準エネルギー消㈝効率に118�1��をじ࡚小

ᩘ点➨㸰以下を切りᤞ࡚たᩘ値を上回ࡽないことࠋ 

ճࣜࣔコンᚅ機時の消㈝電力が���:以下で࠶ることࠋ 

մ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲのุ断の基準を㋃ま࠼、〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨

※化ཪࡣཎ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ճプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࢸࠕレࣅジࣙンཷಙ機ࠖ

にྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձ⏘業用のࡶの 

ղブラ࢘ン管方式のࡶの 

ճࢸレࣅジࣙンᨺ㏦によるᅜ内基ᖿᨺ㏦をཷಙすることができないࡶの 

մᫎീを⾲♧する装置で࡚ࡗ࠶┤どᆺでないࡶの 

յプラࢹ࣐ࢬィスプレイ方式のࡶの 

նཷಙ機ᆺࢧイࢬが 1� ᆺⱝࡣࡃࡋ 1�9 ᆺ以下のࡶの 

շ࣡イࣖレス方式のࡶの 

ո電Ꮚィ⟬機用ࢹィスプレイでࢸ࡚ࡗ࠶レࣅジࣙンᨺ㏦ཷಙ機能を᭷するࡶの 

չᆶ┤方ྥの⏬⣲ᩘが 4�32� 水ᖹ方ྥの⏬⣲ᩘがࡘ ���8� のࡶの（以下8ࠕ. とࠖいうࠋ）

㸰 2ࠕ.ࠖとࡣ、ᆶ┤方ྥの⏬⣲ᩘが 1��8� 水ᖹ方ྥの⏬⣲ᩘがࡘ 1��2� のࡶのをいうࠋ

以下ྠじࠋ 
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㸱 4ࠕ.ࠖとࡣ、ᆶ┤方ྥの⏬⣲ᩘが 2�1�� 水ᖹ方ྥの⏬⣲ᩘがࡘ 3�84� のࡶのをいうࠋ

以下ྠじࠋ 

㸲 ุ断の基準ճにࡘい࡚ࡣ、㉥外⥺ࣜࣔコンに適用することとࣔࣜࠕ、ࡋコンᚅ機時の消㈝

電力ࠖとࡣ、ࣜࣔコンで電※を切ࡗた状態の消㈝電力をいうࠋ 

㸳 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸴 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸵 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸶 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸷 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック及び〇

㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ཪࡣ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをいう

（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ 

㸯㸮 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、化Ꮫ≀質の適正な管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた≉定の

化Ꮫ≀質のྵ᭷ሗを、当該≀ရをᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

⾲㸯 ᾮᬗࢸレࣅཪࡣ᭷機(/ࢸレࣅにಀる基準エネルギー消㈝効率の⟬定式 

༊  分 
基準エネルギー消㈝効率の⟬定式 

パネル✀類 ⏬⣲ᩘ 

ᾮᬗ 

2. ᮍ‶ (㸻����4���$㸩3���8 

2. 以上 4. ᮍ‶ (㸻��������$㸩���13 

4. 以上 (㸻�����28�$㸩�2��� 

᭷機 (/ － (㸻���213��$－1��4� （$㸺4�2�8 の場合 ����） 

備⪃）㸯 ( 及び  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲すࡣ$

(㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸N:K�年） 

$㸸⏬面面✚（༢㸸ᖹ方ࢭン࣓ࢳートル） 

㸰 ⾲㸰にᥖࡆるຍ機能を᭷するࡶのにࡘい࡚ࡣ、エネルギー消㈝効率ࡽ⾲㸰のྑḍの

定消㈝電力量のᩘ値を減じたᩘ値でุ断するࡶのとするࠋ 

㸱 エネルギー消㈝効率の⟬定方ἲにࡘい࡚ࢸࠕ、ࡣレࣅジࣙンཷಙ機のエネルギー消㈝ᛶ能

のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 22 年⤒῭⏘業省

࿌♧➨ 24 ྕ）のࠕ㸰 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ 㸰－㸰ࠖによるࠋ 
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⾲㸰 ᾮᬗࢸレࣅཪࡣ᭷機(/ࢸレࣅにಀるຍ機能に対する定消㈝電力量 

 ຍ 機 能 
定消㈝電力量 

（N:K�年） 

2.  以上内ⶶ 2�8ࡘーを㸰ࢼーࣗࢳ

4.  ��� 以上内ⶶࡘーを㸰ࢼーࣗࢳ

㘓⏬装置内ⶶ（+''3�� イン11 （ࢳ�� 

㘓⏬装置内ⶶ（+''2�� イン4�8 （ࢳ 

㘓⏬装置内ⶶ（SS'） 3�� 

ブルーレイࢹィスクレコーダーཪࡣ '9' レコーダー内ⶶ（4. 以上に対応） 23�� 

ブルーレイࢹィスクレコーダーཪࡣ '9' レコーダー内ⶶ（4. ᮍ‶に対応） 1��� 

動⏬ಸ㏿⾲♧（4. 以上に対応） 18�3 

動⏬ಸ㏿⾲♧（4. ᮍ‶に対応） 1��� 

備⪃）ࠕ動⏬ಸ㏿⾲♧ࠖと1、ࡣ ⛊間に 12� コ࣐以上の㟼止⏬を⾲♧するࡶのをいうࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のࢸレࣅジࣙンཷಙ機の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）

に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸷－㸱 電気౽ᗙ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

電気౽ᗙ ุ࠙断の基準ࠚ 

㈝た༊分ごとの基準エネルギー消ࢀࡉ♧エネルギー消㈝効率が⾲にۑ

効率を上回ࡽないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクルࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ電気౽ᗙࠖにྵまࢀ

ないࡶのとするࠋ 

ձの給湯設備ࡽ温水の౪給をཷけるࡶの 

ղ温水洗浄装置のみのࡶの 

ճྍᦙ式のࡶののうࡕ、⚟♴の用に౪するࡶの 

մᑓࡽ㕲㐨㌴୧等におい࡚用いるたࡵのࡶの 

յᗂඣ用౽器におい࡚用いるたࡵのࡶの 

նᬮᡣ用の౽ᗙのみを᭷するࡶの 

㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸱 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ
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⾲ 電気౽ᗙにಀる基準エネルギー消㈝効率 

༊ 分 基準エネルギー消㈝効率 

温水洗浄౽ᗙ（洗浄機能᭷り） 
㈓湯式（㈓湯タンク᭷り） 1�2 

▐間式（㈓湯タンク↓ࡋ） 8� 

備⪃）㸯 ࠕ温水洗浄౽ᗙࠖとࡣ、ᬮᡣ用の౽ᗙに温水洗浄装置を⤌み込ࡶࡔࢇのをいうࠋ 

㸰 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ電気౽ᗙのエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に関す

るエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 1� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ 288

ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の電気౽ᗙの調㐩⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の

合とするࠋ 
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㸷－㸲 電Ꮚレンジ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

電Ꮚレンジ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձエネルギー消㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準エネルギー消㈝

効率を上回ࡽないことࠋ 

ղᚅ機時消㈝電力が����:ᮍ‶で࠶ることࠋ 

ճ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクルࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ

上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ୍度使用ࢀࡉた〇ရࡽの使用部ရがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいる

こと、ཪࡣ、プラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳ

ックがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ電Ꮚレンジࠖにྵま

 ࠋのとするࡶないࢀ

ձガス࢜ーブンを᭷するࡶの 

ղ業ົの用に౪するたࡵに〇㐀ࢀࡉたࡶの 

ճ定᱁ධ力電圧が 2�� ボルトᑓ用のࡶの 

մ庫内㧗ࡉが 13�  のࡶートルᮍ‶の࣓࣑ࣜ

յࢩス࣒ࢸキッࢳンࡑののࡶのに⤌み込まࢀたࡶの 

㸰 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸱 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸳 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸴 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ
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㸵 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、化Ꮫ≀質の適正な管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた≉定の化

Ꮫ≀質のྵ᭷ሗを、当該≀ရをᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

⾲ 電Ꮚレンジにಀる基準エネルギー消㈝効率

༊ 分 基準エネルギー 

消 ㈝ 効 率 機 能 ຍ熱方式 庫内ᐜ✚ 

ࡶーブン機能を᭷する࢜

の以外（༢機能レンジ） 
���1 

ࡶーブン機能を᭷する࢜

の（࢜ーブンレンジ） 

ヒーターの㟢ฟが࠶るࡶの（熱風

ᚠ⎔ຍ熱方式のࡶのを除ࠋࡃ） 

3�/ ᮍ‶のࡶの �3�4 

3�/ 以上のࡶの �8�2 

ヒーターの㟢ฟが࠶るࡶの以外

（熱風ᚠ⎔ຍ熱方式のࡶのを除

 （ࠋࡃ

3�/ ᮍ‶のࡶの ���4 

3�/ 以上のࡶの ���� 

熱風ᚠ⎔ຍ熱方式のࡶの  �3�� 

備⪃）㸯 ࠕ庫内ᐜ✚ࠖとࡣ、ᐙᗞ用ရရ質⾲♧ἲ（ 3� 年ἲᚊ➨ 1�4 ྕ）に基࡙ࡃ電気機械機

ලရ質⾲♧つ⛬で定ࡵるຍ熱室の᭷効ᑍἲより⟬ฟࡋたᩘ値をいうࠋ 

㸰 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ電気レンジのエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に関

するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 18 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ �3

ྕ）のࠕ㸰 エネルギー消㈝効率の 定方ἲࠖによるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の電Ꮚレンジの調㐩⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の

合とするࠋ 
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㸯㸮㸬エアコンࢹィࢼࣙࢩー等 

㸯㸮－㸯 エアコンࢹィࢼࣙࢩー 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ᐙᗞ用エアコン

 ーࢼࣙࢩィࢹ

業ົ用エアコン

 ーࢼࣙࢩィࢹ

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᐙᗞ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーにࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸯

に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準エネルギー消㈝効率ཪࡣ⟬定式を用い࡚

⟬定ࡋたᩘ値を下回ࡽないことࠋ 

ղ業ົ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーにࡣ࡚ࡗ࠶、基準値㸯ࡣアの要௳を、基

準値㸰ࡣイの要௳を‶たすことࠋたࣅ、ࡋࡔル用࣐ルࢳエアコンࢹィ

イの要௳及びճの要ࡣアの要௳を‶たすことཪ、ࡣい࡚ࡘーにࢼࣙࢩ

௳を‶たすことで基準値㸯の要௳とするࠋ 

ア㸬エネルギー消㈝効率が⾲㸰に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準エネルギー

消㈝効率ཪࡣ⟬定式を用い࡚⟬定ࡋたᩘ値を下回ࡽないことࠋ 

イ㸬エネルギー消㈝効率が⾲㸰に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準エネルギー

消㈝効率ཪࡣ⟬定式を用い࡚⟬定ࡋたᩘ値に88�1��をじ࡚小ᩘ

点以下㸯᱆ᮍ‶の➃ᩘを切りᤞ࡚たᩘ値を下回ࡽないことࠋ 

ճ冷፹に使用ࢀࡉる≀質のᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࡣ���以下で࠶ることࠋ 

մ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ冷፹にྍ能な限りᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘの小ࡉい≀質が使用࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲのุ断の基準を㋃ま࠼、〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨

※化ཪࡣ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ

ճ〇ရを設ィࡋ、〇㐀する場合ࡣ、冷፹のሸ量のప減、୍ᒙの₃࠼い

㜵止、回収のࡸࡋすࡉなどに㓄៖ࡋ、ే のሗの開♧がなࡽࢀこ࡚ࡏ

 ࠋいること࡚ࢀࡉ

մプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

նໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕエアコンࢹ

ィࢼࣙࢩーࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձ冷ᡣ能力が 28N:（࣐ルࢳタイプのࡶのࡣ ���4N:）を㉸࠼るࡶの 

ղ冷ᡣの用にのみに౪するࡶの、窓に設置ࢀࡉるᵓ㐀のࡶの及びቨを㈏㏻࡚ࡋ設置ࢀࡉ

るᵓ㐀のࡶの 

ճ水冷式のࡶの 

մ圧縮用電動機を᭷ࡋないᵓ㐀のࡶの 

յ電気以外のエネルギーをᬮᡣの熱※とするᵓ㐀のࡶの 

ն機械器ලのᛶ能維持ⱝࡣࡃࡋ㣧㣗≀の⾨⏕管理のたࡵの空気調を目的とする温度制

ᚚ機能ཪࡣ除じࢇᛶ能を᭷するᵓ㐀のࡶの 

շᑓࡽ室外の空気を冷却࡚ࡋ室内に㏦風するᵓ㐀のࡶの 
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ոスポットエアコンࢹィࢼࣙࢩー 

չ㌴୧ࡑのの㍺㏦機関用に設ィࢀࡉたࡶの 

պ㧗気ᐦ・㧗断熱ఫᏯ用に設ィࢀࡉたࡶので、」ᩘのᒃ室に分岐ダクトで㏦風ࡘ、ࡋ、

換気装置と連動ࡋた制ᚚを⾜うᵓ㐀のࡶの 

ջ冷ᡣのたࡵの熱を࠼るᑓ用の熱ᵴ�ᬮᡣ用をවࡡるࡶのをྵࠋࡴ�を᭷するᵓ㐀のࡶ

の 

ռᑓ用のኴ㝧電ụࣔジࣗールでⓎ⏕ࡋた電力によ࡚ࡗ圧縮機、㏦風機ࡑの要ᵓᡂ機

器を㥑動するᵓ㐀のࡶの 

սᗋᬮᡣཪࡣ給湯の機能を᭷するࡶの 

վ分㞳熱※ᆺの࣐ルࢳタイプのࡶののうࡕ冷ᡣによ࡚ࡗ྾収ࢀࡉた熱をᬮᡣの熱※とࡋ

࡚用いるࡶの 

㸰 ࣐ࠕルࢳタイプのࡶのࠖとࡣ、㸯の室外機に㸰以上の室内機を᥋⥆するࡶのをいうࠋ 

㸱 ࣅࠕル用࣐ルࢳエアコンࢹィࢼࣙࢩーࠖとࡣ、分㞳ᆺで࣐࡚ࡗ࠶ルࢳタイプのࡶののう

 ࠋのをいうࡶ度を調ᩚすることができる‵ࡣ室内機ごとに空気の温度ཪ、ࡕ

㸲 ุ断の基準ճにࡘい࡚ࡣ、⤒῭⏘業省関ಀフࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に

関するἲᚊ施⾜つ๎（ᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘業省௧➨ 2� ྕ）➨㸱᮲につ定するᐙᗞ用エアコン

ーのࢼࣙࢩィࢹエアコンࠕ、ࡕーのうࢼࣙࢩィࢹー及びᗑ⯒・ົ所用エアコンࢼࣙࢩィࢹ

〇㐀業⪅等のุ断の基準となるき㡯 （ࠖᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ �� ྕ）により目ᶆ

値及び目ᶆ年度が定ࢀࡽࡵる〇ရ（୰ኸ方式エアコンࢹィࢼࣙࢩーのうࡕ㐲ᚰ式の圧縮機

を用いるࡶのを除ࠋࡃ）に適用するࡶのとするࠋなお、業ົ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーのうࡕ、

ࠋないࡋᮏ㡯のุ断の基準を適用、ࡣーの基準値㸰の場合ࢼࣙࢩィࢹエアコンࢳル࣐ル用ࣅ

㸳 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸴 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸵 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸶 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸷 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、化Ꮫ≀質の適正な管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた≉定の化

Ꮫ≀質のྵ᭷ሗを、当該≀ရをᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 
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⾲㸯 ᐙᗞ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーにಀる基準エネルギー消㈝効率ཪࡣ⟬定式 

༊ 分 基準エネルギー消㈝効率 

ཪࡣ⟬定式 ࣘࢽットのᙧ態 冷ᡣ能力 ᵝ 

┤྿きᙧでቨけᙧのࡶの 

2�8N: 以下 
ᐮ冷ᆅᵝ以外のࡶの ��� 

ᐮ冷ᆅᵝのࡶの ��2 

2�8N: ㉸ 28��N: 以下 

ᐮ冷ᆅᵝ以外のࡶの 

(㸻��84－��21���$－2�8� 

たࡋࡔ、(㸻��� を上限、 

(㸻��3 を下限とするࠋ 

ᐮ冷ᆅᵝのࡶの 

(㸻��44－��21���$－2�8� 

たࡋࡔ、(㸻��2 を上限、 

(㸻4�� を下限とするࠋ 

┤྿きᙧでቨけᙧ以外の

のࡶタイプのࢳル࣐）のࡶ

のうࡕ室内機の運転をಶู

制ᚚするࡶのを除ࠋࡃ） 

3�2N: 以下 － ��4 

3�2N: ㉸ 4��N: 以下 － ��� 

4��N: ㉸ 28��N: 以下 － 4�� 

ࡗ࠶のでࡶタイプのࢳル࣐

࡚室内機の運転をಶู制ᚚ

するࡶの 

4��N: 以下 － ��� 

4��N: ㉸ ��1N: 以下 － ��� 

��1N: ㉸ 28��N: 以下 － ��� 

備⪃）㸯 ࠕᐮ冷ᆅࠖとࠕ、ࡣᘓ⠏≀エネルギー消㈝ᛶ能基準等を定ࡵる省௧における⟬ฟ方ἲ等に

ಀる㡯（ᖹᡂ 28 年ᅜᅵ交㏻省࿌♧➨ 2�� ྕ）ࠖ ู⾲➨ 1� につ定するᆅᇦの༊分のうࡕ、

㸯、㸰、㸱ཪࡣ㸲のᆅᇦをいうࠋ 

㸰 ࠕᐮ冷ᆅᵝのࡶのࠖとࡣ、ᐮ冷ᆅでの使用を定ࡋたࡶので࡚ࡗ࠶、次のձࡽճまで

のᵝをす࡚‶たすࡶのをいうࠋ 

ձ✚㞷、ప温に起ᅉするᨾ障を㜵止するように設ィ・〇㐀ࢀࡉたࡶのࠋ 

ղJIS B 8�1��1�2�13 ᬮᡣᴟప温（��Υ）で定᱁ᬮᡣᶆ準能力以上をⓎするࡶのࠋ 

ճJIS C ��12�2�1 ゎㄝ⾲にグ㍕࡚ࢀࡉいるᆅᇦのᐮ冷ᆅ最ప外気温度（�1�Υ以下）で

JIS B 8�1��1�2�13 ��3�� の運転ᛶ能要ồ㡯を‶たすࡶのࠋ 

㸱 ( 及び  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲すࡣ$

(㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸㏻年エネルギー消㈝効率） 

$㸸冷ᡣ能力（༢㸸N:） 

㸲 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣエアコンࢹィࢼࣙࢩーのエネルギー消㈝ᛶ能

のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 21 年⤒῭⏘業省

࿌♧➨ 213 ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �3�ࠖによるࠋ 
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⾲㸰 業ົ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーにಀる基準エネルギー消㈝効率ཪࡣ⟬定式 

༊ 分 基準エネルギー消㈝効率 

ཪࡣ⟬定式 ᙧ態及び機能 室内機の✀類 冷ᡣ能力 

」ᩘ⤌合ࡏᙧのࡶの

及び下グ以外のࡶの 

ᅄ方ྥࢭ࢝ットᙧ 

3��N: ᮍ‶ ( ��� 

3��N: 以上 1���N: ᮍ‶ ( �������83��$�3��� 

1���N: 以上 2���N: ᮍ‶ ( ������12��$�1�� 

2���N: 以上 28��N: 以下 ( ��1��������$�2�� 

ᅄ方ྥࢭ࢝ットᙧ

以外 

3��N: ᮍ‶ ( ��1 

3��N: 以上 1���N: ᮍ‶ ( ��1����83��$�3��� 

1���N: 以上 2���N: ᮍ‶ ( ��1���1���$�1�� 

2���N: 以上 28��N: 以下 ( 4�3��������$�2�� 

のࡶタイプのࢳル࣐

で室内機の運転をಶ

ู制ᚚするࡶの 

1���N: ᮍ‶ ( ��� 

1���N: 以上 2���N: ᮍ‶ ( ������11��$�1�� 

2���N: 以上 4���N: ᮍ‶ ( �����������$�2�� 

4���N: 以上 ���4N: 以下 ( 4�8����4���$�4�� 

室内機がᗋ置きでダ

クト᥋⥆ᙧのࡶの及

びこࢀに類するࡶの 

┤྿きᙧ 
2���N: ᮍ‶ ( 4�� 

2���N: 以上 28��N: 以下 ( 4�� 

ダクトᙧ 
2���N: ᮍ‶ ( 4�� 

2���N: 以上 28��N: 以下 ( 4�� 

備⪃）㸯 ࠕダクト᥋⥆ᙧのࡶのࠖとࡣ、྿きฟཱྀࡋにダクトを᥋⥆するࡶのをいうࠋ 

㸰 ( 及び  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲すࡣ$

(㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸㏻年エネルギー消㈝効率） 

$㸸冷ᡣ能力（༢㸸N:） 

㸱 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣエアコンࢹィࢼࣙࢩーのエネルギー消㈝ᛶ能

のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 21 年⤒῭⏘業省

࿌♧➨ 213 ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

ᐙᗞ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度のᐙᗞ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーの調

㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎ

ᩘ）の合とするࠋ

業ົ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度の業ົ用エアコンࢹィࢼࣙࢩーの調

㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࡒࢀࡑ

 ࠋの基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࢀ
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㸯㸮－㸰 ガスヒートポンプ式冷ᬮᡣ機 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ガスヒートポン

プ式冷ᬮᡣ機 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ期間ᡂ⦼ಀᩘが1���以上で࠶ることࠋ 

ղ冷፹にࢰ࢜ンᒙを◚ቯする≀質が使用࡚ࢀࡉいないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ冷፹にྍ能な限りᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘの小ࡉい≀質が使用࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ 

ճ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

մプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

նໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕガスヒートポンプ式冷ᬮᡣ機ࠖࡣ、JIS B 8�2� につ定

:ので、定᱁冷ᡣ能力が、��1Nࡶるࢀࡉ を㉸࠼ 28N: ᮍ‶のࡶのとするࠋ 

㸰 期間ᡂ⦼ಀᩘにࡘい࡚ࡣ、JIS B 8�2� につ定する方ἲにより⟬ฟするࡶのとするࠋ 

㸱 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸲 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸳 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸴 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のガスヒートポンプ式冷ᬮᡣ機の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量

（ྎᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ
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㸯㸮－㸱 ストーブ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ストーブ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձガスストーブにࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸯に♧ࢀࡉた༊

分ごとの基準エネルギー消㈝効率を下回ࡽないことࠋ 

ղ▼Ἔストーブにࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸰に♧ࢀࡉた༊

分ごとの基準エネルギー消㈝効率ཪࡣ⟬定式を用い࡚⟬ฟࡋた基

準エネルギー消㈝効率を下回ࡽないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクルࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

ճプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕストーブࠖࡣ、ガスཪࡣ灯Ἔを燃ᩱとするࡶのに限り、

次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、こࢀにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձ開ᨺ式のࡶの 

ղガス（㒔ᕷガスのうࡕ 13$ のガスグループ（ガス業ἲ施⾜つ๎（ 4� 年㏻ၟ⏘業

省௧➨ �� ྕ）➨ 2� ᮲➨㸱㡯のガスグループをいうࠋ以下ྠじࠋ）にᒓするࡶの及びᾮ

化▼Ἔガスを除ࠋࡃ）を燃ᩱとするࡶの 

ճ༙ᐦ閉式ガスストーブ 

մ最の燃ᩱ消㈝量が 4��/�K を㉸࠼るᵓ㐀の༙ᐦ閉式▼Ἔストーブ 

յ最の燃ᩱ消㈝量が 2���/�K を㉸࠼るᵓ㐀のᐦ閉式▼Ἔストーブ 

㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸱 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ
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⾲㸯 ガスストーブにಀる基準エネルギー消㈝効率

༊ 分 基準エネルギー消㈝効率 

ᐦ閉式 82�� 

備⪃） エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣストーブのエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に関する

エネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 14 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ 432 ྕ）

のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲࠖによるࠋ以下⾲㸰におい࡚ྠじࠋ 

⾲㸰 ▼Ἔストーブにಀる基準エネルギー消㈝効率ཪࡑࡣの⟬定式

༊ 分 基準エネルギー消㈝効率 

ཪࡑࡣの⟬定式 給排気方式 伝熱方式 

ᐦ閉式 
自然対流式 83�� 

ᙉ制対流式 8��� 

༙ᐦ閉式 

ᨺᑕ式 ���� 

ᨺᑕ式以外のࡶので࡚ࡗ࠶最の燃ᩱ消㈝

量が 1��/�K 以下のࡶの 
���� 

ᨺᑕ式以外のࡶので࡚ࡗ࠶最の燃ᩱ消㈝

量が 1��/�K を㉸࠼るࡶの 
(㸻－3���/㸩�1�� 

備⪃） (及び  ࠋ次のᩘ値を⾲す、ࡣ/

(㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸㸣） 

/㸸最燃ᩱ消㈝量（༢㸸/�K） 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のストーブの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基

準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸯㸬温水器等 

㸯㸯－㸯 電気給湯器 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ヒートポンプ式

電気給湯器 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᐙᗞ用ヒートポンプ式電気給湯器にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が

⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準エネルギー消㈝効率を下回ࡽないこ

とࠋ 

ղ業ົ用ヒートポンプ式電気給湯器にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲㸰に♧ࢀࡉたຍ熱能

力に対応ࡋた年間ຍ熱効率を下回ࡽないことࠋ 

ճ冷፹にフࣟン類が使用࡚ࢀࡉいないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ冷፹にྍ能な限りᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘの小ࡉい≀質が使用࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクルࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

մプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

նໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᬮᡣの用に౪することができるࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕᐙᗞ用ヒート

ポンプ式電気給湯器ࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

㸰 ࠕ業ົ用ヒートポンプ式電気給湯器ࠖとࡣ、業ົの用に౪する温水最㧗ฟཱྀ温度が ��Υ

以上の୍過式の給湯器をいうࠋ 

㸱 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年

ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうࠋ 

㸲 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸳 㓄៖㡯ղの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸴 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸵 ุ断の基準ճࡣ、業ົ用ヒートポンプ式電気給湯器にࡘい࡚ࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ

たࡋࡔ、冷፹にࢰ࢜ンᒙを◚ቯする≀質ࡣ使用࡚ࢀࡉいないこととするࠋ 
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⾲㸯 ᐙᗞ用ヒートポンプ式電気給湯器にಀる基準エネルギー消㈝効率 

定ୡ帯 ㈓湯⨁ᩘ ㈓湯ᐜ量 ᵝ 
基準エネルギー 

消㈝効率 

ᑡேᩘ ― ― 
ᐮ冷ᆅᵝ以外のࡶの 3�� 

ᐮ冷ᆅᵝ 2�� 

ᶆ 準 

୍⨁ 

32�ࣜットルᮍ‶ 
ᐮ冷ᆅᵝ以外のࡶの 3�1 

ᐮ冷ᆅᵝ 2�� 

32�ࣜットル以上 

���ࣜットルᮍ‶ 

ᐮ冷ᆅᵝ以外のࡶの 3�� 

ᐮ冷ᆅᵝ 2�� 

���ࣜットル以上 
ᐮ冷ᆅᵝ以外のࡶの 3�2 

ᐮ冷ᆅᵝ 2�� 

ከ⨁ ― 
ᐮ冷ᆅᵝ以外のࡶの 3�� 

ᐮ冷ᆅᵝ 2�� 

備⪃）㸯 ࠕ㈓湯ᐜ量ࠖとࡣ、JIS C �22� につ定する湯水を㈓ⶶできるタンクのᐜ量をいうࠋ 

㸰 ࠕᐮ冷ᆅᵝࠖとࡣ、JIS C �22� につ定するのᐮࡉがཝࡋいᆅᇦでの使用を定ࡋた

ᵝをいうࠋ 

㸱 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ電気温水機器のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に

関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨

38 ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲࠖによるࠋ 

⾲㸰 業ົ用ヒートポンプ式電気給湯器にಀる年間ຍ熱効率の基準 

ຍ熱能力 年間ຍ熱効率 

2�N:以下 4�� 

2�N:㉸ 3�� 

備⪃）㸯 ຍ熱能力ࡣ、 定᮲௳が୰間期で⌫温度が 1�Υ'B 及び‵⌫温度 12Υ:B における能力

とするࠋ 

㸰 年間ຍ熱効率ࡣ、J5$ 4��� につ定する年間ᶆ準㈓湯ຍ熱エネルギー消㈝効率の⟬ฟ方ἲ

によるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のヒートポンプ式電気給湯器の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎ

ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸯－㸰 ガス温水機器 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ガス温水機器 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ電気ヒートポンプ・ガス▐間式ే用ᆺ給湯機（以下ࣁࠕイブࣜッド給

湯器ࠖというࠋ）にࡣ࡚ࡗ࠶、年間給湯効率が1�8㸣以上で࠶ることࠋ

ղガス▐間湯Ἓ器のうࡕ、自然㏻気式のࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消

㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた基準エネルギー消㈝効率の基準値㸰のᩘ値を

下回ࡽないことࠋ 

ճガス▐間湯Ἓ器のうࡕ、ᙉ制㏻気式のࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶

たすことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、₯熱回収ᆺガス温水機器で࡚ࡗ࠶、エネルギー消

㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた基準エネルギー消㈝効率の基準値㸯のᩘ

値を下回ࡽないことࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、エネルギー消㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた基準エネルギ

ー消㈝効率の基準値㸰の⟬定式に���1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰

以下を切りᤞ࡚たᩘ値を下回ࡽないことࠋ 

մガスࢁࡩがまにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、₯熱回収ᆺガス温水機器で࡚ࡗ࠶、エネルギー消

㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた基準エネルギー消㈝効率の基準値㸯のᩘ

値を下回ࡽないことࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、エネルギー消㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた基準エネルギ

ー消㈝効率の基準値㸰の⟬定式に�4�1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰

以下を切りᤞ࡚たᩘ値を下回ࡽないことࠋ 

յガスᬮᡣ機器にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、₯熱回収ᆺガス温水機器で࡚ࡗ࠶、エネルギー消

㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた基準エネルギー消㈝効率の基準値㸯のᩘ

値を下回ࡽないことࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、エネルギー消㈝効率が⾲の基準値㸰に♧ࢀࡉた基

準エネルギー消㈝効率に�2�1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰以下を切

りᤞ࡚たᩘ値を下回ࡽないことࠋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

ճプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕガス温水機器ࠖにྵ

まࢀないࡶのとするࠋ 

ձ㈓ⶶ式湯Ἓ器 
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ղJIS S 21���2�1� ཪࡣ JIS S 2112�2�1� の対象となるࡶの以外のࡶの 

ճ業ົの用に౪するたࡵに〇㐀ࢀࡉたࡶの 

մ㒔ᕷガスのうࡕ 13$ のガスグループにᒓࡉないガスを燃ᩱとするࡶの 

յガス▐間湯Ἓ器のうࡕ㏻気方式が自然㏻気式で࡚ࡗ࠶、給排気方式が開ᨺ式以外のࡶ

の 

նガスࢁࡩがまのうࡕ次のいࢀࡎに該当するࡶの 

・給湯の機能を᭷ࡋないࡶの 

・㏻気方式が自然㏻気式のࡶの 

・ᚠ⎔方式が自然ᚠ⎔式のࡶの 

・ᒇ内に設置するᵓ㐀のࡶの 

շᬮᡣの用のみに౪するࡶの 

ո᪤Ꮡᘓ⠏≀・施設等におけるᚑ᮶ᆺ（JIS S 2��1�2�13 の㸲�㸲の D�の燃焼機器の✀類

につ定する₯熱回収ᆺ燃焼機器以外の機器）の機器のྲྀ᭰で࡚ࡗ࠶、設置上の制約が

 のࡶる࠶

㸰 ࣁイブࣜッド給湯器の年間給湯効率ࡣ、୍⯡♫ᅋἲே日ᮏガス▼Ἔ機器ᕤ業つ᱁ࠕ電

気ヒートポンプ・ガス▐間式ే用ᆺ給湯機の年間給湯効率 定方ἲ （ࠖJ*.$S $���）によるࠋ

㸱 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸲 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸳 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸴 調㐩を⾜う機関ࡣ、機器の設置上の制約がない場合ࡣ、ྍ能な限り₯熱回収ᆺガス温水

機器を設置することࠋ 

⾲ ガス温水機器にಀる基準エネルギー消㈝効率 

༊ 分 基準エネルギー消㈝効率ཪࡣ⟬定式 

用 ㏵ ㏻気方式 基準値㸯 基準値㸰 

ガス▐間湯Ἓ器 
自然㏻気式 － �����㸣 

ᙉ制㏻気式 8�㸣 84�3�㸣�Ș䊡

ガスࢁࡩがま － 88㸣 8��21㸣�ȘⅢ

ガスᬮᡣ機器 － �2㸣 ���32㸣 

備⪃）㸯 ガス▐間湯Ἓ器のうࡕ自然㏻気式のࡶのにಀるุ断の基準ࡣ基準値㸰のみとするࠋ 

㸰 Ș䊡及びȘⅢูࡣ⾲に♧ࡋたᵓ㐀の✀類に応じたᩘ値とするࠋ 

㸱 エネルギー消㈝効率の⟬定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣガス温水機器のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上

に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 1� 年⤒῭⏘業省࿌♧

➨ 31� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 
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ู⾲ ᵓ㐀ಀᩘ（Ș䊡及びȘⅢ） 

ᵓ 㐀 Ș䊡 ȘⅢ

ቨ㈏㏻ᆺ �����8 ���83� 

ቨ⤌込ᆺ ���8�� － 

ቨ⤌込ᆺ（ᚑ᮶ᆺに限るࠋ） － ������ 

ᙉ制給排気式 ������ － 

ᙉ制排気式（ᚑ᮶ᆺに限るࠋ） �����1 － 

レンジフード୍యᆺ（ᚑ᮶ᆺに限るࠋ） ��841� － 

 �����の 1����� 1ࡑ

備⪃）㸯 ࠕቨ㈏㏻ᆺࠖとࡣ、JIS S 2��2�2�1� の㸲の⾲㸱のᒇ内式機器の給排気方式による༊分に

つ定するᐦ閉式ࡘ自然給排気式（B)）の機器の給排気⟄トップに置き換࡚࠼設置する機

器で࡚ࡗ࠶ JIS S 2��2�2�1� の⾲㸰―ᒇ内外設置による༊分につ定するᒇ外式の機器をい

うࠋ 

㸰 ࠕቨ⤌込ᆺࠖとࡣ、ቨ⤌込ᆺྲྀボックスと୍యの機器と࡚ࡋガス機器㜵ⅆᛶ能ホ定ヨ

㦂によりホ定ࢀࡉた機器で࡚ࡗ࠶ JIS S 2��2�2�1� の⾲㸰―ᒇ内外設置による༊分につ定

するᒇ外式の機器をいうࠋ 

㸱 ࠕᙉ制給排気式ࠖとࡣ、JIS S 2��2�2�1� の㸲の⾲㸱のᒇ内式機器の給排気方式による༊

分につ定するᐦ閉式ࡘᙉ制給排気式（))）の機器をいうࠋ 

㸲 ࠕᙉ制排気式ࠖとࡣ、JIS S 2��2�2�1� の㸲の⾲㸱のᒇ内式機器の給排気方式による༊分

につ定する༙ᐦ閉式ࡘᙉ制排気式（)(）の機器をいうࠋ 

㸳 ࠕレンジフード୍యᆺࠖとࡣ、JIS S 2��2�2�1� の㸲の⾲㸱のᒇ内式機器の給排気方式に

よる༊分につ定するᐦ閉式ࡘᙉ制給排気式のᙉ制給排気外ቨ式（))－:）の機器で࡚ࡗ࠶

᧯作部がレンジフードに内ⶶ࡚ࢀࡉおり給気管及び排気管の┤ᚄが4࣓࣑ࣜ�ートル以下の

機器をいうࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のガス温水機器の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵ

る基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸯－㸱 ▼Ἔ温水機器 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

▼Ἔ温水機器 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ基準値㸯ࡣ、₯熱回収ᆺ▼Ἔ温水機器で࠶ることࠋ 

ղ基準値㸰ࡣ、エネルギー消㈝効率が⾲に♧ࢀࡉた༊分ごとの基準エネ

ルギー消㈝効率ཪࡣ⟬定式を用い࡚⟬定ࡋた以下のᩘ値を下回ࡽな

いことࠋ 

ア㸬給湯用のࡶののうࡕ、▐間ᙧのࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、基準エネルギー

消㈝効率に�8�1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰以下を切りᤞ࡚たᩘ値ࠋ 

イ㸬給湯用のࡶののうࡕ、㈓湯式ᛴ㏿ຍ熱ᙧのࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、基準

エネルギー消㈝効率に���1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰以下を切りᤞ

࡚たᩘ値ࠋ 

基準、ࡣ࡚ࡗ࠶のにࡶ㈓湯式ᛴ㏿ຍ熱ᙧの、ࡕののうࡶ㸬ᬮᡣ用の࢘

エネルギー消㈝効率に�8�1��をじ࡚小ᩘ点➨㸰以下を切りᤞ

࡚たᩘ値ࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

ճプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ▼Ἔ温水機器ࠖにྵ

まࢀないࡶのとするࠋ 

ձバーࢼーࢁࡩがま（ポット式バーࢼーを⤌み込ࡶࡔࢇのに限るࠋ） 

ղJIS S 3�21�2�1�、JIS S 3�24�2�1� ཪࡣ JIS S 3�2��2�1� の対象となるࡶの以外（JIS

S 2��1�2�13につ定する㧗圧力ᆺ▼Ἔ小ᙧ給湯機及び㧗圧力ᆺ▼Ἔ給湯機ࢁࡩがまを

除ࠋࡃ）のࡶの 

ճ業ົの用に౪するたࡵに〇㐀ࢀࡉたࡶの 

մ給湯用のࡶののうࡕ、ຍ熱ᙧ態が㈓湯式で࡚ࡗ࠶、ᛴ㏿ຍ熱ᙧ以外のࡶの 

յᬮᡣ用のࡶののうࡕ、ຍ熱ᙧ態が㈓湯式で࡚ࡗ࠶、ᛴ㏿ຍ熱ᙧ以外のࡶの 

㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸱 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ
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㸳 調㐩を⾜う機関ࡣ、機器の設置上の制約がない場合ࡣ、ྍ能な限り₯熱回収ᆺ▼Ἔ温水

機器を設置することࠋ 

⾲ ▼Ἔ温水機器にಀる基準エネルギー消㈝効率

༊分 基準エネルギー消㈝効率 

ཪࡣ⟬定式 用 ㏵ ຍ熱方式 

給湯用のࡶの 

ᾎ用なࡋ 
▐間ᙧ 8���8�șⅠ

㈓湯式ᛴ㏿ຍ熱ᙧ ���88 

ᾎ用࠶り 
▐間ᙧ ����1�șⅢ

㈓湯式ᛴ㏿ຍ熱ᙧ ����� 

ᬮᡣ用のࡶの ㈓湯式ᛴ㏿ຍ熱ᙧ 8�����șⅤ

備⪃）㸯 șⅠ、șⅢ及びșⅤูࡣ⾲に♧ࡋたᵓ㐀の✀類に応じたᩘ値とするࠋ 

㸰 エネルギー消㈝効率の⟬定方ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ▼Ἔ温水機器のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上

に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 14 年⤒῭⏘業省࿌♧

➨ 43� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 

ู⾲ ᵓ㐀ಀᩘ（șⅠ、șⅢ及びșⅤ） 

ᵓ 㐀 șⅠ șⅢ șⅤ

圧力ᄇ㟝式 ����8� ���4�2 － 

 1����1 － － （ࠋᚑ᮶ᆺに限る）フ制ᚚ式࢜－ン࢜

 �����の 1����� 1����� 1ࡑ

備⪃）㸯 ࠕ圧力ᄇ㟝式ࠖとࡣ、JIS S 3�31�2��� の㸲�㸯の⾲㸰の燃焼方式による機器の༊分につ

定する圧力ᄇ㟝式の機器をいうࠋ 

㸰 ࢜ࠕン－࢜フ制ᚚ式ࠖとࡣ、JIS S 2��1�2�13 の㸲�㸲の H）の㸱）の制ᚚ及び制ᚚ装置

につ定する࢜ン－࢜フ制ᚚの方式の機器をいうࠋ 

㸱 ࠕᚑ᮶ᆺࠖとࡣ、JIS S 2��1�2�13 の㸲�㸲の D�の燃焼機器の✀類につ定する₯熱回収ᆺ

燃焼機器以外の機器をいうࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の▼Ἔ温水機器の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵ

る基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸯－㸲 ガス調理機器 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ガス調理機器 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձこࢁࢇ部にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分ごと

の基準エネルギー消㈝効率を下回ࡽないことࠋ 

ղグࣜル部にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸰に♧ࢀࡉた༊分ごと

の基準エネルギー消㈝効率の⟬定式を用い࡚⟬定ࡋた基準エネルギ

ー消㈝効率を上回ࡽないことࠋ 

ճ࢜ーブン部にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝効率が⾲㸱に♧ࢀࡉた༊分ご

との基準エネルギー消㈝効率の⟬定式を用い࡚⟬定ࡋた基準エネル

ギー消㈝効率を上回ࡽないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

ճプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕガス調理機器ࠖにྵ

まࢀないࡶのとするࠋ 

ձ業ົの用に౪するたࡵに〇㐀ࢀࡉたࡶの 

ղガス（㒔ᕷガスのうࡕ 13$ のガスグループにᒓするࡶの及びᾮ化▼Ἔガスを除ࠋࡃ）を

燃ᩱとするࡶの 

ճガスグࣜル 

մガスクッキングࢸーブル 

յガス⅕㣤器 

նࢭ࢝ットこࢁࢇ 

㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸱 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ
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⾲㸯 ガス調理機器のこࢁࢇ部にಀる基準エネルギー消㈝効率

༊ 分 こࢁࢇ部 

基準エネルギー消㈝効率 ガス調理機器の✀ู 設置ᙧ態 バーࢼーのᩘ 

ガスこࢁࢇ 
༟上ᙧ �1�� 

⤌込ᙧ 48�� 

ガスグࣜルこࢁࢇ 

༟上ᙧ 
2 ཱྀ以下 ���3 

3 ཱྀ以上 �2�4 

⤌込ᙧ 
2 ཱྀ以下 �3�� 

3 ཱྀ以上 ���� 

キࣕࣅネットᙧཪࡣᤣ置ᙧ  4��� 

ガスレンジ  48�4 

備⪃）㸯 ࠕガスレンジࠖとࡣ、ガス࢜ーブンとガスこࢁࢇを⤌み合ࡏࢃたࡶのをいうࠋ 

㸰 ࠕ༟上ᙧࠖとࡣ、ྎの上に置い࡚使用するࡶのをいうࠋ 

㸱 ࠕ⤌込ᙧࠖとࡣ、ቨཪྎࡣに⤌み込ࢇで使用するࡶのをいうࠋ 

㸲 ࠕキࣕࣅネットᙧࠖとࡣ、ᑓ用のキࣕࣅネットの上にྲྀりけ࡚使用するࡶのをいうࠋ 

㸳 ࠕᤣ置ᙧࠖとࡣ、ྎཪࡣᗋ面にᤣ࠼置い࡚使用するࡶのをいうࠋ 

㸴 こࢁࢇ部のエネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣガス調理機器のエネルギー消㈝ᛶ

能のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 1� 年⤒῭⏘

業省࿌♧➨ 31� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �1�ࠖによるࠋ 

⾲㸰 ガス調理機器のグࣜル部にಀる基準エネルギー消㈝効率⟬定式

༊ 分 グࣜル部 

基準エネルギー消㈝効率の⟬定式 燃焼方式 調理方式 

∦面焼き 
水࠶り  ( 2��19J�123 

水な2��19 )  ࡋJ�1��4 

୧面焼き 
水࠶り  ( 12��9J�1�2 

水な12��9 )  ࡋJ�1�1 

備⪃）㸯 ( 及び 9J  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲す、ࡣ

(㸸グࣜル部基準エネルギー消㈝効率（༢㸸:K） 

9J㸸庫内ᐜ✚（༢㸸/） 

㸰 ࠕ∦面焼きࠖとࡣ、㣗材の∦ഃࡽຍ熱調理する方式のࡶのをいうࠋ 

㸱 ࠕ୧面焼きࠖとࡣ、㣗材の୧面ࡽຍ熱調理する方式のࡶのをいうࠋ 

㸲 ࠕ水࠶りࠖとࡣ、グࣜル─に水をᙇࡗた状態で調理する方式のࡶのをいうࠋ 

㸳 ࠕ水なࠖࡋとࡣ、グࣜル─に水をᙇࡽない状態で調理する方式のࡶのをいうࠋ 

㸴 ࠕ庫内ᐜ✚ࠖとࡣ、焼⥙面✚にグࣜル─ᗏ面ࡽධཱྀ上部までの㧗ࡉをじたᩘ値を小

ᩘ点以下 2 ᱆でᅄᤞධࡋたᩘ値をいうࠋ 

㸵 グࣜル部のエネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣガス調理機器のエネルギー消㈝ᛶ

能のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 1� 年⤒῭⏘

業省࿌♧➨ 31� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 
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⾲㸱 ガス調理機器の࢜ーブン部（ガス࢜ーブンをྵࠋࡴ）にಀる基準エネルギー消㈝効率⟬定式

設置状態 
 ーブン部࢜

基準エネルギー消㈝効率の⟬定式 

༟上ཪࡣᤣ置ᙧ ( 18��9R�3�� 

⤌込ᙧ ( 18��9R�83�3 

備⪃）㸯 ( 及び 9R  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲す、ࡣ

(㸸࢜ーブン部基準エネルギー消㈝効率（༢㸸:K） 

9R㸸庫内ᐜ✚（༢㸸/） 

㸰 ࠕ༟上ᙧࠖとࡣ、ྎの上に置い࡚使用するࡶのをいうࠋ 

㸱 ࠕ⤌込ᙧࠖとࡣ、ቨཪྎࡣに⤌み込ࢇで使用するࡶのをいうࠋ 

㸲 ࠕᤣ置ᙧࠖとࡣ、ྎཪࡣᗋ面にᤣ࠼置い࡚使用するࡶのをいうࠋ 

㸳 ࠕ庫内ᐜ✚ࠖとࡣ、庫内ᗏ面✚に庫内㧗ࡉをじたᩘ値を小ᩘ点以下 2 ᱆でᅄᤞධࡋ

たᩘ値をいうࠋ 

㸴 ࢜ーブン部のエネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣガス調理機器のエネルギー消㈝

ᛶ能のྥ上に関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 1� 年⤒῭

⏘業省࿌♧➨ 31� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のガス調理機器の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵ

る基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸰㸬照明 

㸯㸰－㸯 照明器ල 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

/(' 照明器ල ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᢞ光器及び㜵≢灯を除ࡃ/('照明器ලで࠶る場合ࡣ、次の要௳を‶た

すことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、ᅛ᭷エネルギー消㈝効率が⾲㸯－㸯に♧ࢀࡉた基

準を‶たすこと、ཪࡣ、ᅛ᭷エネルギー消㈝効率が⾲㸯－㸰に♧

、制ᚚࢧンࢭ期照度⿵正制ᚚ、ேឤึ、ࡘ、ࡋた基準を‶たࢀࡉ

制ᚚ、調光制ᚚ等の省エネルギー効ᯝの㧗い機能ࢧンࢭࡉる࠶

が࠶ることࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、ᅛ᭷エネルギー消㈝効率が⾲㸯－㸰に♧ࢀࡉた基

準を‶たすことࠋ 

࢘ダ、ࡋࡔたࠋること࠶ᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ5Dが8�以上でࡣ㸬₇Ⰽᛶ࢘

ンライト及び㧗ኳ器ලの場合ࡣ、ᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ5Dが��以上で

 ࠋること࠶

ղᢞ光器及び㜵≢灯で࠶る場合ࡣ、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ᅛ᭷エネルギー消㈝効率が⾲㸰に♧ࢀࡉた基準を‶たすことࠋ 

イ㸬₇Ⰽᛶࡣᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ5Dが��以上で࠶ることࠋ 

ճ/('ࣔジࣗールᑑ4ࡣ�����時間以上で࠶ることࠋ 

մ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձึ期照度⿵正制ᚚ、ேឤࢭンࢧ制ᚚ、࠶るࢭࡉンࢧ制ᚚ、調光制ᚚ

等の省エネルギー効ᯝの㧗い機能が࠶ることࠋ 

ղ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲┦

当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရで࠶る

ことࠋ 

մ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

յ使用ࢀࡉるሬᩱࡣ、᭷機⁐及び⮯気がྍ能な限りᑡないࡶので࠶る

ことࠋ 

ն〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

շໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

/(' を光※とࡋ

た内照式⾲♧灯 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ定᱁ᑑ3ࡣ�����時間以上で࠶ることࠋ 

ղ≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質

のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等でᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル
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における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲

┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရで࠶る

ことࠋ 

ճ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

մ使用ࢀࡉるሬᩱࡣ、᭷機⁐及び⮯気がྍ能な限りᑡないࡶので࠶る

ことࠋ 

յプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

շໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ/(' 照明器ලࠖとࡣ、照明用ⓑⰍ /(' を用いた、ࡘり下

≢使用する照明器ල୪びにᢞ光器及び㜵࡚ࡋけᙧ、ᇙ込みᙧ及びቨけᙧとᙧ、じࡆ

灯とするࠋたࡋࡔ、ᚑ᮶の⺯光ランプで使用࡚ࢀࡉいるཱྀ㔠とྠ୍ᙧ状のཱྀ㔠を᭷する /('

ランプを装╔できる照明器ලのうࡕ、ཱྀ㔠を⤒࡚ /(' ランプへ給電するᵓ㐀を持ࡘ照明器

ලにࡘい࡚ࡣ、当面の間、対象外とするࠋまた、ࠕㄏᑟ灯及びㄏᑟᶆ㆑の基準 （ࠖᖹᡂ 11 年

消㜵ᗇ࿌♧➨㸰ྕ）に定ࡵるㄏᑟ灯ཪࡣᘓ⠏基準ἲ施⾜௧（ 2� 年ᨻ௧➨ 338 ྕ）➨ 12�

の㸳に定ࡵる㠀常用の照明装置のうࡕ、電ụࡸ㠀常用電※により停電時のみ点灯するᑓ

用ᆺࡣ、/(' 照明器ලにྵࡣまࢀないࡶのとするࠋ 

㸰 ᮏ㡯の /(' 照明器ලのࠕ/(' 照明器ලのᅛ᭷エネルギー消㈝効率ࠖとࡣ、器ලࡽฟる全

光᮰を定᱁消㈝電力でࡗた値とする（定᱁消㈝電力ࡣ、器ල外部に⊂❧ᆺ電※装置を設

置する必要が࠶る場合ࡑࡣの電※装置の定᱁消㈝電力とするࠋ（ࠋなお、調光・調Ⰽ機能

器ලのᅛ᭷エネルギー消㈝効率にࡘい࡚ࡣ、最消㈝電力時における全光᮰ࡽ⟬ฟࢀࡉ

た値とするࠋ 

㸱 ࠕᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ 5Dࠖの 定方ἲࡣ、JIS C �8�1（୍⯡照明用光※の 光方ἲ）及び JIS 

C 81�2�2（照明用ⓑⰍⓎ光ダイ࢜ード（/('）の 光方ἲ－➨ 2 部㸸/(' ࣔジࣗール及び /('

ライトエンジン）につ定する光※Ⰽ及び₇Ⰽホ౯ᩘ 定に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸲 ᮏ㡯の /(' 照明器ලのࠕダ࢘ンライトࠖとࡣ、JIS = 8113�1��ࢀࡉ照明用ㄒࠖにつ定ࠕ8

るダ࢘ンライトをいうࠋ 

㸳 ᮏ㡯の /(' 照明器ලのࠕ㧗ኳ器ලࠖとࡣ、JIS = 8113�1��るࢀࡉ照明用ㄒࠖにつ定ࠕ8

ኳ灯のうࡕ、定᱁光᮰ 11����OP 以上のࡶのをいうࠋ 

㸴 ᮏ㡯の /(' 照明器ලのࠕᢞ光器ࠖとࡣ、JIS = 8113�1��るᢞ光ࢀࡉ照明用ㄒࠖにつ定ࠕ8

器をいうࠋ 

㸵 ᮏ㡯の /(' 照明器ලのࠕ㜵≢灯ࠖとࡣ、㐨㊰等に設置ࡋ、≢⨥の㜵止とᏳ全㏻⾜の確ಖ

等をᅗるほ点ࡽ必要な照度を確ಖすることを目的とࡋた照明灯をいうࠋ 

㸶 ᮏ㡯の /(' 照明器ලのࠕ/(' ࣔジࣗールᑑࠖとࡣ、光※のึ期の光᮰が ��㸣まで減⾶

するまでの時間とするࠋまた、ࡑの 定方ἲࡣ、JIS C 81�2�3（照明用ⓑⰍⓎ光ダイ࢜ー

ド（/('）の 光方ἲ－➨ 3 部㸸光᮰維持率の 定方ἲ）に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸷 /(' 照明器ලの全光᮰ 定方ἲにࡘい࡚ࡣ、JIS C 81�����2�11（照明器ල－➨ � 部㸸㓄

光 定方ἲ）に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸮 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及び

ルエーࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙フࣅ化合≀、ポࣜブ࣒ࣟࣔの化合≀、භ౯クࣟࡑ

 ࠋルをいうࢸ

㸯㸯 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質の
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ྵ᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ

᭷率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上

グ JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸱 /('照明器ලにಀる㓄៖㡯ղ及び/('を光※とࡋた内照式⾲♧灯にಀる㓄៖㡯ձの

定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイクルアࢭス࣓ント

（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフットプࣜント ガ

イドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸯㸲 /('照明器ලにಀる㓄៖㡯ճ及び/('を光※とࡋた内照式⾲♧灯にಀる㓄៖㡯ղの

当該〇ရのライ、ࡣた〇ရࠖとࢀࡉットࢭフ࢜・ーボン࢝たりࢃイクル全⯡にࢧライフࠕ

フࢧイクルにおける温室効ᯝガス排ฟ量の⟬定基準に基࡙き、➨୕⪅機関により検ド等を

ཷけたライフࢧイクル全⯡にࢃたる温室効ᯝガス排ฟ量の全部を認ドࢀࡉた温室効ᯝガス

排ฟ削減・྾収量（以下ᮏ㡯におい࡚ࠕクレジットࠖというࠋ）を調㐩ࡋ、↓効化ཪࡣൾ却

 ࠋ〇ရをいう（ࠋットࠖというࢭフ࢜ࠕ以下ᮏ㡯におい࡚）たࡏࢃ合ࡵた上でᇙࡋ

㸯㸳 ࢜フࢭットに使用できるクレジットࡣ、当面の間、J�クレジット、二ᅜ間クレジット

（JC0）、ᆅᇦ∧ J�クレジットなどᡃがᅜの温室効ᯝガスインベントࣜにᫎできるࡶのを

対象とするࠋなお、クレジットの更なる活用をᅗるほ点ࡽ、クレジットに関するᅜ内外

の㆟ㄽの動ྥࡸᕷ場動ྥを㋃まࡘࡘ࠼、対象ရ目及び対象クレジットをᣑする等、㟂要

ᣑにྥけた検ウを実施するࡶのとするࠋ 

㸯㸴 ᮏ㡯のࠕ/(' を光※とࡋた内照式⾲♧灯ࠖとࡣ、内ⶶする /(' 光※によᩥ࡚ࡗᏐ等を照

ㄏᑟࠕ、ࡋࡔたࠋのとするࡶいる࡚ࡋᨺ熱等光※のಖㆤに対応、ࡋす⾲♧ᯈ、内ᯈ等とࡽ

灯及びㄏᑟᶆ㆑の基準 （ࠖᖹᡂ 11 年消㜵ᗇ࿌♧➨㸰ྕ）に定ࡵるㄏᑟ灯ࡣ、内照式⾲♧灯

にྵࡣまࢀないࡶのとするࠋ 

㸯㸵 ᮏ㡯の /(' を光※とࡋた内照式⾲♧灯のࠕ定᱁ᑑࠖとࡣ、光※のึ期の光᮰が ��㸣

まで減⾶するまでの時間とするࠋ 

㸯㸶 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡋ

不Ⰻရࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣࡃ

を⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除

 ࠋ（ࠋࡃ

㸯㸷 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、Ᏻ全管理・ရ質管理が༑分なࢀࡉたࡶのを、比㍑検ウの上、㑅

ᢥするよう␃ពすることࠋ 

㸰㸮 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、化Ꮫ≀質の適正な管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた≉定の

化Ꮫ≀質のྵ᭷ሗを、当該≀ရをᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

⾲㸯－㸯 /('照明器ලにಀるᅛ᭷エネルギー消㈝効率の基準値㸯（ᢞ光器及び㜵≢灯を除ࠋࡃ） 

光 ※ Ⰽ ᅛ᭷エネルギー消㈝効率 

昼 光 Ⰽ 

144OP�:以上 昼 ⓑ Ⰽ 

ⓑ  Ⰽ 

温 ⓑ Ⰽ 
1�2OP�:以上 

電 ⌫ Ⰽ 

備⪃）㸯 ࠕ光※Ⰽࠖࡣ、JIS = �112（⺯光ランプ・/(' の光※Ⰽ及び₇Ⰽᛶによる༊分）につ定す

る光※Ⰽの༊分に準ࡎるࡶのとする（⾲㸯－㸰及び⾲㸰におい࡚ྠじࠋ）ࠋ 

㸰 昼光Ⰽ、昼ⓑⰍ、ⓑⰍ、温ⓑⰍ及び電⌫Ⰽ以外の光をⓎするࡶのࡣ、ᮏ㡯のࠕ/(' 照明器
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ලࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

㸱 ダ࢘ンライトのうࡕ、器ලᇙ込✰ᑍἲが 3��PP 以下で࡚ࡗ࠶、光※Ⰽが昼光Ⰽ、昼ⓑⰍ及

びⓑⰍのࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᅛ᭷エネルギー消㈝効率の基準を 114OP�: 以上、温ⓑⰍ及び電⌫

Ⰽのࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᅛ᭷エネルギー消㈝効率の基準を ��OP�: 以上とするࠋ 

㸲 㧗ኳ器ලのうࡕ、光※Ⰽが昼光Ⰽ、昼ⓑⰍ及びⓑⰍのࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᅛ᭷エネルギー

消㈝効率の基準を 1��OP�: 以上とするࠋ 

⾲㸯－㸰 /('照明器ලにಀるᅛ᭷エネルギー消㈝効率の基準値㸰（ᢞ光器及び㜵≢灯を除ࠋࡃ） 

光 ※ Ⰽ ᅛ᭷エネルギー消㈝効率 

昼 光 Ⰽ 

12�OP�:以上 昼 ⓑ Ⰽ 

ⓑ  Ⰽ 

温 ⓑ Ⰽ 
8�OP�:以上 

電 ⌫ Ⰽ 

備⪃）㸯 ダ࢘ンライトのうࡕ、器ලᇙ込✰ᑍἲが 3��PP 以下で࡚ࡗ࠶、光※Ⰽが昼光Ⰽ、昼ⓑⰍ及

びⓑⰍのࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᅛ᭷エネルギー消㈝効率の基準を ��OP�: 以上、温ⓑⰍ及び電⌫

Ⰽのࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᅛ᭷エネルギー消㈝効率の基準を 8�OP�: 以上とするࠋ 

㸰 㧗ኳ器ලのうࡕ、光※Ⰽが昼光Ⰽ、昼ⓑⰍ及びⓑⰍのࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᅛ᭷エネルギー

消㈝効率の基準を 13�OP�: 以上とするࠋ 

⾲㸰 ᢞ光器及び㜵≢灯にಀるᅛ᭷エネルギー消㈝効率の基準 

光 ※ Ⰽ 
ᅛ᭷エネルギー消㈝効率 

ᢞ光器 㜵≢灯 

昼 光 Ⰽ 

1��OP�:以上 8�OP�:以上 昼 ⓑ Ⰽ 

ⓑ  Ⰽ 

温 ⓑ Ⰽ 
��OP�:以上 対象外 

電 ⌫ Ⰽ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のᢞ光器及び㜵≢灯を除ࡃ /(' 照明器ලの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）

⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）

の合とするࠋ 

ᢞ光器及び㜵≢灯にࡣ࡚ࡗ࠶、調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に

༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 

/(' を光※とࡋた内照式⾲♧灯にࡣ࡚ࡗ࠶、調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量

（ྎᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸰－㸰 ランプ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

電⌫ᙧ/('ランプ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ཱྀ㔠の✀類が (2�、(1� ཪࡣ *;�3 の場合ࡣ、⾲㸯に♧ࢀࡉた

光※Ⰽの༊分ごとの基準を‶たすことࠋ 

イ㸬上グア以外の場合ࡣ、ランプ効率が⾲㸰に♧ࢀࡉた光※Ⰽの

༊分ごとの基準を‶たすことࠋたࣅ、ࡋࡔー࣒開きが �� 度ᮍ‶

のᑕᙧタイプの場合ࡣ、ランプ効率が��OP�:以上で࠶ることࠋ

ᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘࡣ㸬₇Ⰽᛶ࢘ 5D が �� 以上で࠶ることࠋ 

エ㸬定᱁ᑑࡣ 4����� 時間以上で࠶ることࠋたࣅ、ࡋࡔー࣒開き

が �� 度ᮍ‶のᑕᙧタイプの場合3、ࡣ����� 時間以上で࠶るこ

とࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရで࠶

ることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ電⌫ᙧ /(' ランプࠖࡣ、電⌫用のࢯケットにࡑのまま

使用ྍ能なランプで࡚ࡗ࠶、୍⯡照明と࡚ࡋ使用するⓑⰍ /(' 使用の電⌫ᙧ状のランプと

するࠋたࡋࡔ、動ཪࡣ⾪ᧁに⪏࠼ることを目的とするࡶの、ேឤࢭンࢧ、㠀常用照明

（┤流電※回㊰）等ࡣ除ࠋࡃ 

㸰 ཱྀࠕ㔠の✀類が (2�、(1� ཪࡣ *;�3ࠖとࡣ、JIS C 81�8（୍⯡照明用電⌫ᙧ /(' ランプ

（電※電圧 ��9 ㉸））につ定するཱྀ㔠の✀類を⾲すグྕが1)、�2)ࠕ� ཪࡣ *;�3ࠖで࠶るࡶ

のをいうࠋ 

㸱 ࠕᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ 5Dࠖの 定方ἲࡣ、JIS C �8�1（୍⯡照明用光※の 光方ἲ）につ定

する光※Ⰽ及び₇Ⰽホ౯ᩘ 定に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕ光※Ⰽࠖࡣ、JIS = �112（⺯光ランプ・/(' の光※Ⰽ及び₇Ⰽᛶによる༊分）につ定

する光※Ⰽの༊分に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸳 昼光Ⰽ、昼ⓑⰍ、ⓑⰍ、温ⓑⰍ及び電⌫Ⰽ以外の光をⓎするࡶのࡣ、ᮏ㡯のࠕ電⌫ᙧ /('

ランプࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

㸴 ࠕ定᱁ᑑࠖとࡣ、光※のึ期の光᮰が ��㸣まで減⾶するまでの時間とするࠋまた、ࡑ

の 定方ἲࡣ、JIS C 81�2�3（照明用ⓑⰍⓎ光ダイ࢜ード（/('）の 光方ἲ－➨ 3 部㸸光

᮰維持率の 定方ἲ）に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸵 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1ࠕ��電⌫ᙧ /(' ランプ 

9HUVLRQ1ࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸶 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 
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㸷 㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸯㸮 ࠕライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရࠖとࡣ、当該〇ရの

ライフࢧイクルにおける温室効ᯝガス排ฟ量の⟬定基準に基࡙き、➨୕⪅機関により検ド

等をཷけたライフࢧイクル全⯡にࢃたる温室効ᯝガス排ฟ量の全部を認ドࢀࡉた温室効ᯝ

ガス排ฟ削減・྾収量（以下ᮏ㡯におい࡚ࠕクレジットࠖというࠋ）を調㐩ࡋ、↓効化ཪࡣ

ൾ却ࡋた上でᇙࡵ合ࡏࢃた（以下ᮏ㡯におい࡚࢜ࠕフࢭットࠖというࠋ）〇ရをいうࠋ 

㸯㸯 ࢜フࢭットに使用できるクレジットࡣ、当面の間、J�クレジット、二ᅜ間クレジット

（JC0）、ᆅᇦ∧ J�クレジットなどᡃがᅜの温室効ᯝガスインベントࣜにᫎできるࡶのを

対象とするࠋなお、クレジットの更なる活用をᅗるほ点ࡽ、クレジットに関するᅜ内外

の㆟ㄽの動ྥࡸᕷ場動ྥを㋃まࡘࡘ࠼、対象ရ目及び対象クレジットをᣑする等、㟂要

ᣑにྥけた検ウを実施するࡶのとするࠋ 

⾲㸯 (2�、(1�ཪ�3ཱྀ;*ࡣ㔠の電⌫ᙧ/('ランプにಀるランプ効率の基準 

光 ※ Ⰽ ランプ効率 

昼 光 Ⰽ 

11���OP�:以上 昼 ⓑ Ⰽ 

ⓑ  Ⰽ 

温 ⓑ Ⰽ 
�8��OP�:以上 

電 ⌫ Ⰽ 

備⪃） 次のいࢀࡎに該当する場合ࡣ、⾲㸰に♧ࢀࡉた光※Ⰽの༊分ごとの基準を‶たすことࠋ 

ձ電※電圧 ��9 以下のࡶの 

ղᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ 5D が �� 以上のࡶの 

ճ調光器対応機能きのࡶの 

⾲㸰 (2�、(1�ཪ�3ཱྀ;*ࡣ㔠以外の電⌫ᙧ/('ランプにಀるランプ効率の基準 

光 ※ Ⰽ ランプ効率 

昼 光 Ⰽ 

8�OP�:以上 昼 ⓑ Ⰽ 

ⓑ  Ⰽ 

温 ⓑ Ⰽ 
��OP�:以上 

電 ⌫ Ⰽ 

備⪃） 調光・調Ⰽ対応の電⌫ᙧ /(' ランプにࡘい࡚ࡣ、⾲㸰の光※Ⰽูの༊分のランプ効率の基準

ࡽ �OP�: をᕪࡋ引いた値とするࠋなお、当該ランプのランプ効率にࡘい࡚ࡣ、最消㈝電

力時における全光᮰ࡽ⟬ฟࢀࡉた値とするࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

ྛရ目の当該年度における調㐩⥲量（ಶᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ಶᩘ）

の合とするࠋ 
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㸯㸱㸬自動㌴等 

㸯㸱－㸯 自動㌴ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

用㌴ 

小ᆺバス 

小ᆺ㈌≀㌴ 

バス等 

トラック等 

トラクタ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ用㌴にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬電動㌴等で࠶ることࠋたࣁ、ࡋࡔイブࣜッド自動㌴の場合ࡣ、こࢀ

にຍ࡚࠼⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分の排ฟガス基準（ガࣜࢯンཪࡣ/Pガスを

燃ᩱとする㌴୧に限るࠋ）に適合するととࡶに、⾲㸰に♧ࢀࡉた༊分ご

との燃㈝基準値を‶たࡘ、ࡋ、備⪃㸯㸰に♧ࢀࡉた⟬定式により⟬

定ࢀࡉた燃㈝基準値を下回ࡽないことࠋ 

イ㸬エアコンࢹィࢼࣙࢩーの冷፹に使用ࢀࡉる≀質のᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࡣ

1�� 以下で࠶ることࠋ

ղ小ᆺバスにࡣ࡚ࡗ࠶、基準値㸯ࡣアを、基準値㸰ࡣイを‶たすことࠋた

た༊分ࢀࡉ♧㸯に⾲࡚࠼にຍࢀこ、ࡣンを燃ᩱとする場合ࣜࢯガ、ࡋࡔ

の排ฟガス基準に適合することࠋ 

ア㸬電動㌴等で࠶ることࠋ 

イ㸬次ୡ௦自動㌴で࠶ることཪࡣ⾲㸱に♧ࢀࡉた༊分の燃㈝基準値を‶

たすことࠋ 

ճ小ᆺ㈌≀㌴にࡣ࡚ࡗ࠶、基準値㸯ࡣアを、基準値㸰ࡣイを‶たすことࠋ

たࡋࡔ、ガࣜࢯンཪࡣ/Pガスを燃ᩱとする場合ࡣ、こࢀにຍ࡚࠼⾲㸯に

 ࠋた༊分の排ฟガス基準に適合することࢀࡉ♧

ア㸬電動㌴等で࠶ることࠋ 

イ㸬次ୡ௦自動㌴で࠶ることཪࡣ利用する燃ᩱに対応ࡋた⾲㸲－㸯及び

⾲㸲－㸰に♧ࢀࡉた༊分の燃㈝基準値を‶たすことࠋ 

մバス等にࡣ࡚ࡗ࠶、基準値㸯ࡣアを、基準値㸰ࡣイを‶たすことࠋ 

ア㸬電動㌴等で࠶ることࠋ 

イ㸬次ୡ௦自動㌴で࠶ることཪࡣ⾲㸳に♧ࢀࡉた༊分の燃㈝基準値を‶

たすことࠋ 

յトラック等にࡣ࡚ࡗ࠶、基準値㸯ࡣアを、基準値㸰ࡣイを‶たすことࠋ 

ア㸬電動㌴等で࠶ることࠋ 

イ㸬次ୡ௦自動㌴で࠶ることཪࡣ⾲㸴に♧ࢀࡉた༊分の燃㈝基準値を‶

たすことࠋ 

նトラクタにࡣ࡚ࡗ࠶、基準値㸯ࡣアを、基準値㸰ࡣイを‶たすことࠋ 

ア㸬電動㌴等で࠶ることࠋ 

イ㸬次ୡ௦自動㌴で࠶ることཪࡣ⾲㸵に♧ࢀࡉた༊分の燃㈝基準値を‶

たすことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձエアコンࢹィࢼࣙࢩーの冷፹に使用ࢀࡉる≀質のᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘ1ࡣ��

以下で࠶ることࠋ 

ղ㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲのุ断の基準を㋃ま࠼、〇ရの㛗ᑑ化及び省㈨※

化ཪࡣ部ရの使用ⱝࡣࡃࡋ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがな

の設ィ上ࡵ⏕利用のたࡸに、ᕼᑡ㔠ᒓ類の減量化≉ࠋいること࡚ࢀࡉ

のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ⏕材がྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մバイ࣐࢜スプラスࢳックཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇

Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのがྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 
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յエコドライブ支機能をᦚ㍕࡚ࡋいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とする自動㌴ࡣ、㐨㊰運㏦㌴୧ἲ施⾜つ๎（ 2� 年運㍺省௧

➨ �4 ྕ）➨㸰᮲のᬑ㏻自動㌴、小ᆺ自動㌴及び㍍自動㌴（二㍯自動㌴を除ࠋࡃ）とするࠋ 

㸰 ࠕ㌴୧⥲㔜量ࠖとࡣ、㐨㊰運㏦㌴୧ἲ➨ 4� ᮲➨㸱ྕにつ定する㌴୧⥲㔜量をいうࠋ以下

ྠじࠋ 

㸱 ࠕ㌴୧㔜量ࠖとࡣ、㐨㊰運㏦㌴୧のಖᏳ基準（ 2� 年運㍺省௧➨ �� ྕ）➨㸯᮲➨㸴

ྕにつ定する空㌴状態における㌴୧の㔜量をいうࠋ以下ྠじࠋ 

㸲 ࠕ電動㌴等ࠖとࡣ、電気自動㌴、燃ᩱ電ụ自動㌴、プラグインࣁイブࣜッド自動㌴、ࣁ

イブࣜッド自動㌴及び水⣲自動㌴をいうࠋ 

㸳 ࠕ次ୡ௦自動㌴ࠖとࡣ、電動㌴等、ኳ然ガス自動㌴及びクࣜーンࢹィーࢮル自動㌴をい

うࠋ 

㸴 ࠕ用㌴ࠖとࡣ、㌴定ဨ㸷ேⱝࡣࡃࡋ 1� ே以下ࡘ㌴୧⥲㔜量 3��W 以下の用自動

㌴で࡚ࡗ࠶、ᬑ㏻自動㌴、小ᆺ自動㌴及び㍍自動㌴をいうࠋ 

㸵 ࠕ小ᆺバスࠖとࡣ、㌴定ဨ 11 ே以上ࡘ㌴୧⥲㔜量 3��W 以下の用自動㌴をいうࠋ 

㸶 ࠕ小ᆺ㈌≀㌴ࠖとࡣ、㌴୧⥲㔜量 3��W 以下の㈌≀自動㌴をいうࠋ 

㸷 ࠕバス等ࠖとࡣ、㌴定ဨ 1� ே以上ࡘ㌴୧⥲㔜量 3��W ㉸の用自動㌴をいうࠋ 

㸯㸮 ࠕトラック等ࠖとࡣ、㌴୧⥲㔜量 3��W ㉸の㈌≀自動㌴（けࢇ引自動㌴を除ࠋࡃ）をい

うࠋ 

㸯㸯 ࠕトラクタࠖとࡣ、㌴୧⥲㔜量 3��W ㉸の㈌≀自動㌴（けࢇ引自動㌴に限るࠋ）をいうࠋ

㸯㸰 用㌴にಀる燃㈝基準値（:/7C ࣔード燃㈝値）の⟬定方ἲࡣ、次式によるࠋなお、次

式におい࡚ಀᩘȘ及びșをࡎる๓に小ᩘ点以下➨㸯ᮍ‶をᅄᤞධすることࠋ 

)(㸻（－2�4��1����02－8��2�1��4�0㸩3����）�Ș�ș （0㸺2����NJ） 

)(㸻����Ș�ș （0Ӎ2����NJ） 

)(㸸燃㈝基準値（NP�/） （小ᩘ点以下➨㸯ᮍ‶をᅄᤞධ） 

0 㸸㌴୧㔜量（NJ） 

Ș㸸燃㈝基準㐩ᡂ率で࡚ࡗ࠶ ��8 

ș㸸燃ᩱがガࣜࢯンの場合ࡣ 1��、㍍Ἔの場合ࡣ 1�1、/P ガスの場合ࡣ ���4 

㸯㸱 ุ断の基準ձイ及び㓄៖㡯ձにࡘい࡚ࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正

化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸰㡯のᣦ定〇ရの対象となる〇ရに適

用するࡶのとするࠋ 

㸯㸲 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸳 ࠕᕼᑡ㔠ᒓ類ࠖとࡣ、 �� 年㸶月の㏻ၟ⏘業省㖔業ᑂ㆟レア࣓タル⥲合対策≉ู

小ጤဨにおい࡚≉定ࢀࡉた 31 㖔✀（ᕼᅵ類ࡣ 1� ඖ⣲を 1 㖔✀と࡚ࡋ⪃៖）の㔠ᒓをい

うࠋ 

㸯㸴 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用

するプラスࢳックをいうࠋ 

㸯㸵 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸶 ࠕエコドライブ支機能ࠖとࡣ、最適なアクࢭル᧯作、ࢩフト࢙ࢳンジ等の運転⪅へ

の支機能、エコドライブ実施状況の⾲♧、分ᯒ・デ断等の機能、࢝ーࢤࣅࢼーࣙࢩンࢩ

ス࣒ࢸと連動ࡋた省エネルギー⤒㊰の㑅ᢥ機能等をいうࠋ 
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㸯㸷 ガࣜࢯンを燃ᩱとする自動㌴にࡣ࡚ࡗ࠶、バイ࢜エタࣀールΰ合ガࣜࢯン（(3、(1� 及

び (7B(）の౪給య制がᩚ備࡚ࢀࡉいるᆅᇦࡑ、ࡽの✚ᴟ的な利用にດࡵることࠋ 

㸰㸮 ㍍Ἔを燃ᩱとする自動㌴にࡣ࡚ࡗ࠶、バイࢹ࢜ィーࢮル燃ᩱΰ合㍍Ἔ（B�）の౪給య

制がᩚ備࡚ࢀࡉいるᆅᇦࡑ、ࡽの✚ᴟ的な利用にດࡵることࠋ 

㸰㸯 ุ断の基準ձイにࡘい࡚ࡣ、௧㸷年㸱月 31 日まで⤒過措置を設けることとࡋ、この

期間におい࡚ࡣ適用ࡋࡣないࠋ 

⾲㸯 ガࣜࢯン自動㌴ཪࡣ/Pガス自動㌴にಀる排ฟガス基準 

༊ 分 ୍㓟化Ⅳ⣲ 㠀࣓タンⅣ化水⣲ ❅⣲㓟化≀ 

用㌴ 
JC�8ࣔード 1�1�J�NP以下 ���13J�NP以下 ���13J�NP以下 

:/7Cࣔード 1�1�J�NP以下 ����J�NP以下 ���2�J�NP以下 

小ᆺバス（1��W以
下）㍍量㈌≀㌴ 

JC�8ࣔード 1�1�J�NP以下 ���2�J�NP以下 ���2�J�NP以下 

:/7Cࣔード 1�1�J�NP以下 ����J�NP以下 ���2�J�NP以下 

小ᆺバス（1��W㉸）
୰量㈌≀㌴ 

JC�8ࣔード 2���J�NP以下 ���2�J�NP以下 ���3�J�NP以下 

:/7Cࣔード 2���J�NP以下 �����J�NP以下 ���3�J�NP以下 

㍍㈌≀㌴ 
JC�8ࣔード 4��2J�NP以下 ���2�J�NP以下 ���2�J�NP以下 

:/7Cࣔード 4��2J�NP以下 ����J�NP以下 ���2�J�NP以下 

備⪃）㸯 ⢏Ꮚ状≀質にࡘい࡚ࡣ、排ฟがないとみなࢀࡉる⛬度で࠶ることࠋ 

㸰 ࠕ㍍量㈌≀㌴ࠖとࡣ、㌴୧⥲㔜量 1��W 以下の㈌≀自動㌴をいうࠋ以下ྠじࠋ 

㸱 ࠕ୰量㈌≀㌴ࠖとࡣ、㌴୧⥲㔜量 1��W ㉸ 3��W 以下の㈌≀自動㌴をいうࠋ以下ྠじࠋ 

㸲 ࠕ㍍㈌≀㌴ࠖとࡣ、㈌≀自動㌴のうࡕ㍍自動㌴で࠶るࡶのをいうࠋ以下ྠじࠋ 

㸳 排ฟガスの 定ࣔードに༶ࡋ JC�8 ࣔードཪࡣ :/7C ࣔードのいࢀࡎを‶たすことࠋ 

⾲㸰 ガࣜࢯン用㌴、ࢹィーࢮル用㌴及び/Pガス用㌴にಀるJC�8ࣔードཪ7/:ࡣCࣔード燃㈝基準 

༊ 分 
燃㈝基準値 

ガࣜࢯン ࢹィーࢮル /Pガス 

㌴୧㔜量が  �41NJᮍ‶   24��NP�/以上   2��1NP�/以上   1��2NP�/以上 

㌴୧㔜量が  �41NJ以上  8��NJᮍ‶   24��NP�/以上   2���NP�/以上   1��2NP�/以上 

㌴୧㔜量が  8��NJ以上  ��1NJᮍ‶   23��NP�/以上   2��1NP�/以上   18��NP�/以上 

㌴୧㔜量が  ��1NJ以上1��81NJᮍ‶   23�4NP�/以上   2��8NP�/以上   18�3NP�/以上 

㌴୧㔜量が1��81NJ以上1�1��NJᮍ‶   21�8NP�/以上   24��NP�/以上   1��1NP�/以上 

㌴୧㔜量が1�1��NJ以上1�311NJᮍ‶   2��3NP�/以上   22�4NP�/以上   1���NP�/以上 

㌴୧㔜量が1�311NJ以上1�421NJᮍ‶   1���NP�/以上   2���NP�/以上   14��NP�/以上 

㌴୧㔜量が1�421NJ以上1��31NJᮍ‶   1���NP�/以上   1��4NP�/以上   13�8NP�/以上 

㌴୧㔜量が1��31NJ以上1���1NJᮍ‶   1���NP�/以上   18�2NP�/以上   12��NP�/以上 

㌴୧㔜量が1���1NJ以上1���1NJᮍ‶   1��4NP�/以上   1���NP�/以上   12�1NP�/以上 

㌴୧㔜量が1���1NJ以上1�8�1NJᮍ‶   14�4NP�/以上   1���NP�/以上   11�3NP�/以上 

㌴୧㔜量が1�8�1NJ以上1���1NJᮍ‶   13��NP�/以上   14��NP�/以上   1���NP�/以上 
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㌴୧㔜量が1���1NJ以上2�1�1NJᮍ‶   12��NP�/以上   14��NP�/以上   1���NP�/以上 

㌴୧㔜量が2�1�1NJ以上2�2�1NJᮍ‶   11��NP�/以上   13�1NP�/以上    ��3NP�/以上 

㌴୧㔜量が2�2�1NJ以上   1���NP�/以上   11��NP�/以上    8�3NP�/以上 

⾲㸱 小ᆺバス（㌴୧⥲㔜量3��W以下）にಀるJC�8ࣔードཪ7/:ࡣCࣔード燃㈝基準 

༊ 分 燃㈝基準値 

ガࣜࢯンを燃ᩱとする小ᆺバス     8��NP�/以上 

㍍Ἔを燃ᩱとする小ᆺバス     ���NP�/以上 

⾲㸲―㸯 ガࣜࢯン及びࢹィーࢮル小ᆺ㈌≀㌴にಀる JC�8 ࣔードཪࡣ :/7C ࣔード燃㈝基準 

༊分 燃㈝基準値 

変㏿装置の方式 ㌴୧㔜量 自動㌴のᵓ㐀 ガࣜࢯン ࢹィーࢮル 

�41NJᮍ‶ 

ᵓ㐀$ 

2��3NP�/以上 2��8NP�/以上 

�41NJ以上  8��NJᮍ‶ 22��NP�/以上 24�8NP�/以上 

8��NJ以上  ��1NJᮍ‶ 2��4NP�/以上 22��NP�/以上 

��1NJ以上1��81NJᮍ‶ 18��NP�/以上 2���NP�/以上 

1��81NJ以上1�1��NJᮍ‶ 1���NP�/以上 18�3NP�/以上 

1�1��NJ以上 1��2NP�/以上 1���NP�/以上 

手 動 式 

�41NJᮍ‶ 

ᵓ㐀B 

18��NP�/以上 2��8NP�/以上 

�41NJ以上  8��NJᮍ‶ 18�4NP�/以上 2��2NP�/以上 

8��NJ以上  ��1NJᮍ‶ 1���NP�/以上 1���NP�/以上 

��1NJ以上1��81NJᮍ‶ 1���NP�/以上 1��2NP�/以上 

1��81NJ以上1�1��NJᮍ‶ 1���NP�/以上 1���NP�/以上 

1�1��NJ以上1�311NJᮍ‶ 13��NP�/以上 14��NP�/以上 

1�311NJ以上1�421NJᮍ‶ 12��NP�/以上 13�8NP�/以上 

1�421NJ以上1��31NJᮍ‶ 11��NP�/以上 12�8NP�/以上 

1��31NJ以上1���1NJᮍ‶ 1���NP�/以上 11�8NP�/以上 

1���1NJ以上1���1NJᮍ‶ 1��4NP�/以上 1��1NP�/以上 

1���1NJ以上1�8�1NJᮍ‶ 

���NP�/以上 

14�3NP�/以上 

1�8�1NJ以上1���1NJᮍ‶ 13��NP�/以上 

1���1NJ以上 13�1NP�/以上 

手動式以外のࡶの 

�41NJᮍ‶ 

ᵓ㐀B 

18�4NP�/以上 2��2NP�/以上 

�41NJ以上  8��NJᮍ‶ 1��8NP�/以上 1���NP�/以上 

8��NJ以上  ��1NJᮍ‶ 1��3NP�/以上 1���NP�/以上 

��1NJ以上1��81NJᮍ‶ 1��8NP�/以上 18��NP�/以上 

1��81NJ以上1�1��NJᮍ‶ 14��NP�/以上 1��1NP�/以上 

1�1��NJ以上1�311NJᮍ‶ 13�2NP�/以上 14��NP�/以上 

1�311NJ以上1�421NJᮍ‶ 12�2NP�/以上 13�4NP�/以上 
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1�421NJ以上1��31NJᮍ‶ 11�3NP�/以上 12�4NP�/以上 

1��31NJ以上1���1NJᮍ‶ 1���NP�/以上 11��NP�/以上 

1���1NJ以上1���1NJᮍ‶ 1���NP�/以上 12��NP�/以上 

1���1NJ以上1�8�1NJᮍ‶ ���NP�/以上 12�3NP�/以上 

1�8�1NJ以上1���1NJᮍ‶ 

��2NP�/以上 

12�2NP�/以上 

1���1NJ以上2�1�1NJᮍ‶ 12��NP�/以上 

2�1�1NJ以上 11��NP�/以上 

備⪃） 㸯 ࠕᵓ㐀 $ࠖとࡣ、次にᥖࡆる要௳のいࢀࡎにࡶ該当するᵓ㐀をいうࠋ以下ྠじࠋ 

ア 最✚㍕量を㌴୧⥲㔜量で除ࡋた値が ��3 以下となるࡶので࠶ることࠋ 

イ ㌴装置及び≀ရ✚㍕装置がྠ୍の㌴室内に設け࡚ࢀࡽおり、当該㌴室と㌴య外と

をᅛ定ࢀࡉたᒇ᰿、窓ガラス等の㝸ቨにより切ࢀࡽるࡶので࠶ることࠋ 

 ࠋること࠶のでࡶ運転⪅室の๓方にཎ動機を᭷する ࢘

㸰 ࠕᵓ㐀 Bࠖとࡣ、ᵓ㐀 $ 以外のᵓ㐀をいうࠋ以下ྠじࠋ 

⾲㸲－㸰 /Pガス小ᆺ㈌≀㌴にಀる1�・1�ࣔード燃㈝基準 

༊ 分 
燃㈝基準値 

自動㌴の✀ู 変㏿装置の方式 ㌴୧㔜量 自動㌴のᵓ㐀 

㍍㈌≀㌴ 

手 動 式 

  ��3NJᮍ‶ 
ᵓ㐀$ 1��8NP�/以上 

ᵓ㐀B 13�3NP�/以上 

  ��3NJ以上  828NJᮍ‶ 
ᵓ㐀$ 14�1NP�/以上 

ᵓ㐀B 13�1NP�/以上 

  828NJ以上  12�1NP�/以上 

手動式以外のࡶの 

  ��3NJᮍ‶ 
ᵓ㐀$ 14�8NP�/以上 

ᵓ㐀B 12��NP�/以上 

  ��3NJ以上  828NJᮍ‶ 
ᵓ㐀$ 12��NP�/以上 

ᵓ㐀B 12�1NP�/以上 

  828NJ以上  11��NP�/以上 

㍍量㈌≀㌴ 

手 動 式 
1��1�NJᮍ‶  13��NP�/以上 

1��1�NJ以上  12�3NP�/以上 

手動式以外のࡶの 
1��1�NJᮍ‶  11��NP�/以上 

1��1�NJ以上  1��8NP�/以上 

୰量㈌≀㌴（㌴

୧⥲㔜量が2��W

以下のࡶのに限

る） 

手 動 式 

1�2��NJᮍ‶ 
ᵓ㐀$ 11�3NP�/以上 

ᵓ㐀B  ���NP�/以上 

1�2��NJ以上1��1�NJᮍ‶   8�4NP�/以上 

1��1�NJ以上   ��3NP�/以上 

手動式以外のࡶの 
1�2��NJᮍ‶ 

ᵓ㐀$  ��8NP�/以上 

ᵓ㐀B  8�8NP�/以上 

1�2��NJ以上   8�1NP�/以上 
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⾲㸳 ㊰⥺バス、୍⯡バス（㌴୧⥲㔜量 3��W ㉸）にಀる J+2� ࣔード燃㈝基準 

༊ 分 
燃㈝基準値 

㊰⥺バス ୍⯡バス 

㌴୧⥲㔜量が3��W㉸ �W以下 
   ����NP�/以上 

   ����NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が  �W㉸ 8W以下    ��34NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が  8W㉸1�W以下    ����NP�/以上    ����NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 1�W㉸12W以下    ���1NP�/以上    ����NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 12W㉸14W以下    ���1NP�/以上    ���3NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 14W㉸1�W以下 
   4�2�NP�/以上 

   ���2NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 1�W㉸   4�88NP�/以上 

備⪃）㸯 ࠕ㊰⥺バスࠖとࡣ、㌴定ဨ 1� ே以上ࡘ㌴୧⥲㔜量 3��W ㉸の用自動㌴で࡚ࡗ࠶、

㧗㏿自動㌴ᅜ㐨等にಀる㊰⥺以外の㊰⥺を定࡚ࡵ定期に運⾜する᪑ᐈ自動㌴運㏦業用自

動㌴をいうࠋ 

㸰 ୍ࠕ⯡バスࠖとࡣ、㌴定ဨ 1� ே以上ࡘ㌴୧⥲㔜量 3��W ㉸の用自動㌴で࡚ࡗ࠶、

㊰⥺バス以外の自動㌴をいうࠋ 

⾲㸴 トラック等（㌴୧⥲㔜量3��W㉸）にಀるJ+2�ࣔード燃㈝基準 

༊ 分 最✚㍕量 燃㈝基準値 

㌴୧⥲㔜量が3��W㉸���W以下 

最✚㍕量が1��W以下   12��8NP�/以上 

最✚㍕量が1��W㉸2W以下   11�33NP�/以上 

最✚㍕量が2W㉸3W以下   1����NP�/以上 

最✚㍕量が3W㉸    ��41NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が���W㉸8W以下     ����NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が  8W㉸1�W以下     ����NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 1�W㉸12W以下     ����NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 12W㉸14W以下     ��1�NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 14W㉸1�W以下     ����NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 1�W㉸2�W以下     4��4NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が 2�W㉸    4�2�NP�/以上 

⾲㸵 トラクタ（㌴୧⥲㔜量3��W㉸のけࢇ引自動㌴）にಀるJ+2�ࣔード燃㈝基準 

༊ 分 燃㈝基準値 

㌴୧⥲㔜量が2�W以下のトラクタ    2���NP�/以上 

㌴୧⥲㔜量が2�W㉸のトラクタ    2�2�NP�/以上 
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�2� 目ᶆの❧࡚方 

用㌴にࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎ

ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࠋ 

小ᆺバス、小ᆺ㈌≀㌴、バス等、トラック等及びトラクタにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度におけ

る調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࡑ

 ࠋの基準を‶たす≀ရのᩘ量（ྎᩘ）の合とするࢀࡒࢀ
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㸯㸱－㸰 タイࣖ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

用㌴用タイࣖ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、転がりᢠಀᩘが���以下で࠶ることࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、転がりᢠಀᩘが���以下で࠶ることࠋ 

ղスパイクタイࣖでないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရの㛗ᑑ化に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ㉮⾜時の㟼⢔ᛶの確ಖに㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

մໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ用㌴用タイࣖࠖࡣ、ᕷ㈍用のタイࣖ（スタッドレス

タイࣖを除ࠋࡃ）で࡚ࡗ࠶、自動㌴の㉎ධ時に装╔࡚ࢀࡉいるタイࣖをつ定するࡶのでࡣな

いࠋ 

㸰 ࠕ転がりᢠಀᩘࠖのヨ㦂方ἲࡣ、ISO 28�8� によるࠋ 

㸱 ุ断の基準ձにࡘい࡚ࡣ、ISO 23��1 に基࡙き基準タイࣖ対比による࢙࢘ットグࣜップᣦ

ᩘを⟬ฟ1、ࡋ�� ಸࡋた࢙࢘ットグࣜップᛶ能が 11� 以上で࠶るタイࣖとするࠋ 

㸲 ุ断の基準ղࡣ、スパイクタイࣖ⢊じࢇのⓎ⏕を㜵止࡚ࡗࡶ、ࡋᅜẸのᗣをಖㆤする

ととࡶに、⏕活⎔ቃをಖ全するというスパイクタイࣖ⢊じࢇのⓎ⏕の㜵止に関するἲᚊ（ᖹ

ᡂ㸰年ἲᚊ➨ �� ྕ）の㊃᪨を㋃ま࠼たࡶので࠶るࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度における用㌴用タイࣖの調㐩⥲量（ᮏᩘ）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࡑ

 ࠋの基準を‶たす≀ရのᩘ量（ᮏᩘ）の合とするࢀࡒࢀ
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㸯㸱－㸱 エンジンἜ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

㸰ࢧイクルエン

ジンἜ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ⏕分ゎ度が28日以内で��㸣以上で࠶ることࠋ 

ղ㨶類によるᛴᛶẘᛶヨ㦂の��時間/C��値が1��PJ�/以上で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのᐜ器の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶る

ことࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ⏕分ゎ度のヨ㦂方ἲࡣ、次のいࢀࡎの方ἲとするࠋたࡋࡔ、こࡽࢀのヨ㦂方ἲにࡘい

1��G ZLQGRZ、ࡣ࡚ を適用ࡋないࠋ 

ͤO(C'（⤒῭༠力開Ⓨ機ᵓ）化Ꮫရࢸストガイドライン 

・3�1B（CO2Ⓨ⏕ヨ㦂） 

・3�1C（ಟ正 0I7I�Ϩ�ヨ㦂） 

・3�1)（0DQRPHWULF 5HVSLURPHWU\ ヨ㦂） 

ͤ$S70（ア࣓ࣜ࢝材ᩱヨ㦂༠） 

・'�8�4（₶Ἔ及び₶Ἔᡂ分の水⎔ቃ୰のዲ気的⏕分ゎ度をỴ定するᶆ準ヨ㦂ἲ） 

・'��31（ᐦ閉 UHVSLURPHWHU ୰の₶Ἔ、ཪࡣ₶Ἔᡂ分の水⎔ቃ୰のዲ気的⏕分ゎ

度をỴ定するᶆ準ヨ㦂ἲ） 

㸰 㨶類のᛴᛶẘᛶヨ㦂方ἲࡣ、次のいࢀࡎの方ἲとするࠋ 

ͤJIS 

・. �1�2（ᕤ場排水ヨ㦂方ἲ） 

 （�3、�2、�1）ࢬーࣜࢩ �42���1 .・

（水質�ῐ水㨶㹙ࢮブラフィッࣗࢩ（┿㦵類㸪コイ⛉）㹛に対する化Ꮫ≀質のᛴᛶẘᛶ

の 定�➨㸯部㸸止水ἲ、➨㸰部㸸༙止水ἲ、➨㸱部㸸流水ἲ） 

ͤO(C'（⤒῭༠力開Ⓨ機ᵓ） 

・2�3（㨶類ᛴᛶẘᛶヨ㦂） 

なお、㞴水⁐ᛶの〇ရࡣ、$S70 '��81（水⎔ቃ୰における₶Ἔのẘᛶヨ㦂のたࡵの

ᶆ準実施ἲ�たࢀࡉンプル準備及び⤖ᯝゎ㔘） の方ἲなどをཧ⪃に調〇ࢧ  :$)（水適

応ᛶ⏬分）ࡸ :S)（水⁐ゎᛶ⏬分）をヨᩱと࡚ࡋ使ࡶ࡚ࡗよいࠋこの場合、�� 時間 //��
値が 1��PJ�/ 以上で࠶ることࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度における調㐩⥲量（ࣜットル）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ࣜットル）

の合とするࠋ 
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㸯㸲㸬消ⅆ器 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

消ⅆ器 ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬消ⅆ薬に、⏕材ᩱが㔜量比で4�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ

イ㸬〇ရの回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶り、

使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘい࡚ࡣ適正ฎ理ࢀࡉるࢩ

ス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤኵがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

ղプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能

な限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ使用ࢀࡉるሬᩱࡣ、᭷機⁐及び⮯気がྍ能な限りᑡないࡶので࠶

ることࠋ 

մ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

յ消ⅆ器の設置ྎཪࡣ収⣡⟽等にプラスࢳックが使用ࢀࡉる場合に

また、使用ᚋに〇ရࠋいること࡚ࢀࡉックが使用ࢳ⏕プラス、ࡣ

ととࡶに回収ࢀࡉ、使用、⏕利用が⾜ࢀࢃることࠋ 

ն〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り༢୍⣲材化がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ

また、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及びᗫᲠ時の㈇

Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

շໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断基準の対象とするࠕ消ⅆ器ࠖࡣ、⢊ᮎ（$BC）消ⅆ器（消ⅆ器のᢏ⾡上のつ᱁

を定ࡵる省௧（ 3� 年㸷月 1� 日自省௧➨ 2� ྕ）による⢊ᮎ消ⅆ器で࡚ࡗ࠶、$ⅆ⅏、

B ⅆ⅏及び電気ⅆ⅏の全࡚に適用するࡶのをいい、エアࢰール式⡆᫆消ⅆල、⯪⯧用消ⅆ器、

⯟空用消ⅆ器ྵࡣまないࠋ）とࡋ、点検の際の消ⅆ薬の詰ࡶࡴྵࡶ࠼᭰ࡵのとするࠋ 

㸰 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たす

ことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収ࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅等が自的にᗫ消ⅆ器を回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの⪅に

ጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）するル

ート（〇㐀業⪅、㈍業⪅等における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収等）

をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのいࢀࡎでࣘー

い࡚ࢀࡉᥦ౪ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨ

ることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ
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とࠋ 

㸱 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�12ࠕ�消ⅆ器 9HUVLRQ2ࠖに

ಀる認定基準をいうࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸳 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸴 㓄៖㡯մの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸵 㓄៖㡯յࡣ、消ⅆ器の設置に当たり、設置ྎཪࡣ収⣡⟽等をే࡚ࡏᑟධする場合に適

用するࠋ 

㸶 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、消ⅆ器の設置、ಖᏲ及びᗫᲠまでを୍ᣓ࡚ࡋ⾜うᙺົの調㐩にࡘ

い࡚検ウを⾜うことࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度の消ⅆ器の調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ᮏᩘ）に༨ࡵる基準

を‶たす≀ရのᩘ量（ᮏᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸳㸬制᭹・作業᭹等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

制᭹ 

作業᭹ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࡎ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀ

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⏕ᆅを除ࡃ⧄維

部分全య㔜量比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⏕ᆅを

除ࡃ⧄維部分全య㔜量に༨ࡵるポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶

の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部

分全య㔜量比で1�㸣以上、ࡘ、⏕ᆅを除ࡃポࣜエスࢸル⧄維㔜

量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量

比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び

使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄

維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉ

たࡶのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、

 ࠋること࠶ーྵ᭷率が1�㸣以上で࣐ベース合ᡂポࣜ࢜バイ、ࡘ

յ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉ

たࡶのが、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、

ࡽࡉࠋること࠶ーྵ᭷率が4㸣以上で࣐ベース合ᡂポࣜ࢜バイ、ࡘ

に、〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが

 ࠋること࠶

նエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ղ〇ရに使用ࢀࡉる⧄維にࡣ、ྍ能な限りᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維が使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ᖗᏊ ุ࠙断の基準ࠚ 

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࡎ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀ

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

－139－



－�40－

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

յ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が4㸣以上で࠶ることࡽࡉࠋに、〇

ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ղ〇ရཪࡣᒓရに使用ࢀࡉる⧄維にࡣ、ྍ能な限り➉⧄維、ᮍ利用⧄

維ཪࡣẟ⧄維が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

㠐 ุ࠙断の基準ࠚ 

ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ部に使用⏥ۑ

ル⧄維ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次

のいࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⏥材の⧄維部分全

య㔜量比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⏥材の⧄維部分

全య㔜量に༨ࡵるポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕

P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で

1�㸣以上、ࡘ、⏥材のポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

ղ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⏥

材の⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉ

たࡶのが、⏥材の⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいるこ

と、ࡘ、バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ղ〇ရに使用ࢀࡉる⧄維にࡣ、ྍ能な限りᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維が使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ⏥部ཪࡣᗏ部にプラスࢳックが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳッ

ク、バイ࣐࢜スプラスࢳックཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶

⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのが、ྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸰 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽボタン、ファスࢼ、ホック、⦭⣒等の
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ᒓရの㔜量を除いたࡶのをいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳック（使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）、

᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認

⏕ࠕ維部分全య㔜量ࠖ及び⧅ࠕ、ࡣたᒓရの㔜量ࡋのを使用ࡶたࢀࡉ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

をཎ≀᳜ࡣル⧄維の㔜量ཪࢸるポࣜエスࢀࡽᚓࡽル⧄維の㔜量、ᨾ⧄維ࢸるポࣜエスࢀ

ᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのの㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸱 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸲 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 

㸳 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をいうࠋ

㸴 ࠕẟ⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維を⥥状に分ゎࡋ⏕ࡋた⧄維をいうࠋ 

㸵 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たす

ことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

㸶 制᭹及び作業᭹にಀるุ断の基準նのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ

⎔ቃ༠エコ࣐ークົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1�3

 ࠋ᭹ 9HUVLRQ3ࠖにಀる認定基準をいう⾰ࠕ

㸷 ࠕ⏥材ࠖとࡣ、JIS S ����（㠉㠐）の⾲㸯ྛࠕ部のྡ⛠ࠖのࡘま㠉、㣭㠉、⭜㠉、

 ࠋーの部分に該当する部材ᩱをいうࢸᯛ⏥及びバックス୍、ࢁ

㸯㸮 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐࢜

㸯㸯 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸰 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱ

とする合ᡂ⧄維にྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸯㸱 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、制᭹ཪࡣ作業᭹のクࣜーࢽング等を⾜う場合にࡣ、次の㡯に

༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬クࣜーࢽングにಀるุ断の基準（クࣜーࢽングཧ照）を‶たす業⪅を㑅ᢥすることࠋ

イ㸬JIS / ���1（⧄維〇ရのྲྀᢅいに関する⾲♧グྕ及びࡑの⾲♧方ἲ）に基࡙ࡃ⾲♧を

༑分確認することࠋ 
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�2� 目ᶆの❧࡚方 

ձ制᭹、作業᭹ཪࡣ㠐にࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維、ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱ

とする合ᡂ⧄維を使用ࡋた制᭹、作業᭹ཪࡣ㠐の調㐩⥲量（╔ᩘ、㊊ᩘ）に༨ࡵる基準

を‶たす≀ရのᩘ量（╔ᩘ、㊊ᩘ）の合とするࠋ 

ղᖗᏊにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維、ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維

を使用ࡋたᖗᏊの調㐩⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（点ᩘ）の合と

するࠋ 
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㸯㸴㸬インࣜࢸア・ᐷ装ᐷල 

㸯㸴－㸯 ࢝ーࢸン等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

 ンࢸー࢝

ᕸ〇ブラインド 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࡎ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀ

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

յ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が4㸣以上で࠶ることࡽࡉࠋに、〇

ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ⮯⣲⣔㜵⅖の使用がྍ能な限り削減࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ճ〇ရに使用ࢀࡉる⧄維にࡣ、ྍ能な限りᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維が使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

㔠ᒓ〇ブライン

ド 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋること࠶たᩘ値以上でࢀࡉ♧日ᑕᑕ率が⾲にۑ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲┦

当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղプラスࢳック部ရが使用ࢀࡉる場合にࡣ、⏕プラスࢳックがྍ能な

限り使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 
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備⪃）㸯 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸰 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽフック、ランࢼー、ブラケット、⦭⣒等

のᒓရの㔜量を除いたࡶのをいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳック（使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）、

᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認

⏕ࠕ維部分全య㔜量ࠖ及び⧅ࠕ、ࡣたᒓရの㔜量ࡋのを使用ࡶたࢀࡉ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

をཎ≀᳜ࡣル⧄維の㔜量ཪࢸるポࣜエスࢀࡽᚓࡽル⧄維の㔜量、ᨾ⧄維ࢸるポࣜエスࢀ

ᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのの㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸱 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸲 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 

㸳 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐

㸴 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸵 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱと

する合ᡂ⧄維にྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸶 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たす

ことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

㸷 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をいうࠋ

㸯㸮 ࠕẟ⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維を⥥状に分ゎࡋ⏕ࡋた⧄維をいうࠋ 

㸯㸯 日ᑕᑕ率の 定及び⟬ฟ方ἲࡣ、JIS 5 31��、明度 /の 定及び⟬ฟ方ἲࡣ、JIS = 

8�81�4 にࢀࡒࢀࡑ準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸱 㔠ᒓ〇ブラインドにಀる㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント

（ISO 14���）、ライフࢧイクルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・

⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとす

るࠋ 
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㸯㸲 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、クࣜーࢽングを⾜う場合にࡣ、クࣜーࢽングにಀるุ断の基準

を‶たす業⪅を㑅ᢥするよう༑分␃ពすることࠋ 

⾲ 日ᑕᑕ率の基準

明度 /値 日ᑕᑕ率（㸣） 

���� 以下 4��� 

���� ㉸ 8��� 以下 ���� 

8��� ㉸ ���� 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた࢝ーࢸン、

ཪࡣᕸ〇ブラインド、及び㔠ᒓ〇ブラインドの調㐩⥲量（ᯛᩘཪࡣ点ᩘ）に༨ࡵる基準を

‶たす≀ရのᩘ量（ᯛᩘཪࡣ点ᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸴－㸰 ࢝ーペット 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

タイル࢝ーペッ

ト 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋղの要௳を‶たすことࡣձ及びղの要௳を、基準値㸰ࡣ基準値㸯ۑ

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղᮍ利用⧄維、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽる⧄維、⏕プラスࢳック及びࡑの

の⏕材ᩱの合ィ㔜量が〇ရ全య㔜量比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉい

ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရで࠶る

ことࠋ 

ղ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ࢳードルパンࢽ

 ーペット࢝

タフࢸッド࢝ー

ペット 

⧊じࡹうたࢇ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ッࢸղの要௳を、タフࡣձཪ、ࡣ࡚ࡗ࠶ーペットに࢝ࢳードルパンࢽۑ

ド࢝ーペット及び⧊じࡹうたࢇにࡣ࡚ࡗ࠶ձの要௳を‶たすことࠋ 

ձᮍ利用⧄維、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽる⧄維、⏕プラスࢳック及びࡑの

の⏕材ᩱの合ィ㔜量が〇ရ全య㔜量比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉい

ることࠋ 

ղ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࢀࡎ

 ࠋの要௳を‶たすこと

ア㸬᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックでࡗ࠶

࡚⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのが〇ရ全య㔜量比で2�㸣以

上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率

が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

イ㸬᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックでࡗ࠶

࡚⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのが、〇ရ全య㔜量比で1�㸣

以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷

率が4㸣以上で࠶ることࡽࡉࠋに、〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪ

 ࠋること࠶が࣒ࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイクル

における温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲┦

当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた〇ရで࠶る

ことࠋ 

ճ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 
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備⪃）㸯 ࠕ〇ရ全య㔜量ࠖとࡣ、⧄維部分㔜量にᶞ⬡部分及び↓機質等をຍ࠼た〇ရ全యの㔜量

をいうࠋ 

㸰 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をいうࠋ

㸱 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸲 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽる⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧイクルཪࡣケ

 ࠋた⧄維をいうࢀࡉ⏕イクルによりࢧル࣑ࣜ࢝

㸳 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸴 ࠕ⏕材ᩱࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉた〇ရの全部ⱝ୍ࡣࡃࡋ部ཪࡣ〇ရの〇㐀

ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕する➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、

ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋ（ࠋࡃ 

㸵 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐

㸶 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸷 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱとする

合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックにྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸯㸮 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶た

すことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

㸯㸯 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸰 タイル࢝ーペットにಀるุ断の基準ձ、タフࢸッド࢝ーペット、⧊じࡹうたࢇ及びࢽ

ードルパン࢝ࢳーペットにಀる㓄៖㡯ձの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント

（ISO 14���）、ライフࢧイクルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・

⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとす

るࠋ 

㸯㸱 タイル࢝ーペットにಀる㓄៖㡯ձ、タフࢸッド࢝ーペット、⧊じࡹうたࢇ及びࢽー

ドルパン࢝ࢳーペットにಀる㓄៖㡯ղのࠕライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フ

イクルにおける温室効ᯝガス排ฟ量の⟬定ࢧ当該〇ရのライフ、ࡣた〇ရࠖとࢀࡉットࢭ

基準に基࡙き、ライフࢧイクル全⯡にࢃたる温室効ᯝガス排ฟ量の全部を認ドࢀࡉた温室

効ᯝガス排ฟ削減・྾収量（以下ᮏ㡯におい࡚ࠕクレジットࠖというࠋ）を調㐩ࡋ、↓効化
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ཪࡣൾ却ࡋた上でᇙࡵ合ࡏࢃた（以下ᮏ㡯におい࡚࢜ࠕフࢭットࠖというࠋ）〇ရをいうࠋ 

㸯㸲 ࢜フࢭットに使用できるクレジットࡣ、当面の間、J�クレジット、二ᅜ間クレジット

（JC0）、ᆅᇦ∧ J�クレジットなどᡃがᅜの温室効ᯝガスインベントࣜにᫎできるࡶのを

対象とするࠋなお、クレジットの更なる活用をᅗるほ点ࡽ、クレジットに関するᅜ内外

の㆟ㄽの動ྥࡸᕷ場動ྥを㋃まࡘࡘ࠼、対象ရ目及び対象クレジットをᣑする等、㟂要

ᣑにྥけた検ウを実施するࡶのとするࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

タイル࢝ーペットにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度の調㐩⥲量（㹫2）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値

㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす≀ရのᩘ量（㹫2）の合とするࠋ 

当該、ࡣ࡚ࡗ࠶にࢇうたࡹーペット及び⧊じ࢝ッドࢸーペット、タフ࢝ࢳードルパンࢽ

年度の調㐩⥲量（㹫2）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（㹫2）の合とするࠋ 
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㸯㸴－㸱 ẟᕸ等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ẟᕸ ุ࠙断の基準ࠚ 

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ղ〇ရに使用ࢀࡉる⧄維にࡣ、ྍ能な限りᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維が使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠚ断の基準ุ࠙ ࢇとࡩ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձࡩとࢇഃᆅཪࡣ詰≀に使用ࢀࡉる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）の

うࡕ、ポࣜエスࢸル⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࢀࡎ

の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬⏕ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、ࡩとࢇഃᆅཪ

詰≀の⧄維部分全య㔜量比でࡣ ��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋた

るポࣜエスࡵ詰≀の⧄維部分全య㔜量に༨ࡣഃᆅཪࢇとࡩ、ࡋࡔ

ル⧄維㔜量がࢸ ��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポ

ࣜエスࢸル⧄維が、ࡩとࢇഃᆅཪࡣ詰≀の⧄維部分全య㔜量比で

1�㸣以上、ࡘ、ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で ��㸣以上使用࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

イ㸬⏕ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、ࡩとࢇഃᆅཪ

詰≀の⧄維部分全య㔜量比でࡣ 1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、

࣒ࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪ、ࡘ

が࠶ることࠋ 

⏕㸬࢘ P(7 ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、

詰≀の⧄維部分全య㔜量比でࡣഃᆅཪࢇとࡩ 2�㸣以上使用࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

ղ使用῭ࡩとࢇの詰≀を適正に洗浄、ẅ⳦等のฎ理を⾜い、使用ࡋ

た詰≀が詰≀の全య㔜量比で 8�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ
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とࠋ 

ղ〇ရに使用ࢀࡉる⧄維にࡣ、ྍ能な限りᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維が使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸰 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽボタン、ファスࢼ、ホック、⦭⣒等の

ᒓရの㔜量を除いたࡶのをいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳック（使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）

を使用ࡋたᒓရの㔜量ࠕ、ࡣ⧄維部分全య㔜量ࠖ及びࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエ

スࢸル⧄維の㔜量ཪࡣᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維の㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸱 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸲 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 

㸳 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をいうࠋ

㸴 ࠕẟ⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維を⥥状に分ゎࡋ⏕ࡋた⧄維をいうࠋ 

㸵 ࡩとࢇのุ断の基準のࠕ詰≀ࠖとࡣ、⥥、⨺ẟ、⩚ẟ、合ᡂ⧄維等のࡩとࢇに࡚ࡉࢇ

 ࠋのをいうࡶいる࡚ࢀ

㸶 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たす

ことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

㸷 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、クࣜーࢽングを⾜う場合にࡣ、クࣜーࢽングにಀるุ断の基準を

‶たす業⪅を㑅ᢥするよう༑分␃ពすることࠋ 
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�2� 目ᶆの❧࡚方 

ձẟᕸにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維を使用ࡋたẟᕸの調㐩（ࣜース・

レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ᯛᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ᯛᩘ）の合

とするࠋ 

ղࡩとࢇにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維を使用ࡋたࡩとࢇཪࡣ使用ࡋ

た詰≀を使用ࡋたࡩとࢇの調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（ᯛᩘ）に༨ࡵ

る基準を‶たす≀ရのᩘ量（ᯛᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸴－㸲 ベッド 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ベッドフレー࣒ ุ࠙断の基準ࠚ 

ղ、⣬ࡣձ、ᮌ質の場合ࡣックの場合ࢳ要材ᩱが、プラスࡃ㔠ᒓを除ۑ

の場合ࡣճの要௳を‶たすこと、ཪࡣմの要௳を‶たすことࠋまた、

要材ᩱ以外の材ᩱにᮌ質がྵまࢀる場合ࡣղア、イ及び࢘、⣬がྵまࢀ

る場合ࡣճイの要௳をࢀࡒࢀࡑ‶たすことࠋ 

ձ⏕プラスࢳックがプラスࢳック㔜量の1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ次のエの要௳を‶たすととࡶに、使用࡚ࡋいるཎᩱに応じ、ア、イ及

び࢘の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の⏕㈨※で࠶るこ

とࠋ 

イ㸬間ఆ材ࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおけ

る᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶る

ことࠋ 

、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣཎᩱのཎᮌ、ࡣ࡚ࡗ࠶㸬上グア以外の場合に࢘

ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡋࡽ

࡚手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

エ㸬材ᩱࡽのホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ㏿度が、���2PJ�੍ K 以下ཪ

 ࠋること࠶のでࡶとྠ等のࢀこࡣ

ճ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬⣬のཎᩱྂࡣ⣬パルプ㓄合率 ��㸣以上で࠶ることࠋ 

イ㸬⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎ

ᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおけ

る᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶る

ことࠋ 

たバージンパルプ及びࢀࡉ間ఆ材により〇㐀、ࡣい࡚ࡘ㸬上グイに࢘

合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※

により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプのうࡕ、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕

する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージ

ンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

մエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձಟ理及び部ရ交換がᐜ᫆、⪏ஂᛶのྥ上等㛗期間の使用がྍ能な設ィが

な࡚ࢀࡉいる、ཪࡣ、分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用ⱝࡣࡃࡋ材ᩱの

⏕利用がᐜ᫆になるような設ィがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ材ᩱにᮌ質がྵまࢀる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉるཎᮌ（間

ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の⏕㈨※で࠶るᮌ材ࡣ除

のでࡶたࢀࡉฟ⏘ࡽいる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠまࡣ（ࠋࡃ

 ࠋること࠶

ճ材ᩱに⣬がྵまࢀる場合でバージンパルプが使用ࢀࡉる場合に࡚ࡗ࠶

ฟ⏘ࡽいる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠまࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ

 ࠋること࠶のでࡶたࢀࡉ

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及

びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

յໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ
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 ࠚットレス ุ࠙断の基準࣐

ձ詰≀に使用ࢀࡉる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࡕ、ポࣜエスࢸル

⧄維ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のい

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ

ア㸬⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量

比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄

維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

㸬᳜࢘ ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

ղフ࢙ルトに使用ࢀࡉる⧄維ࡣ全࡚ᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維で࠶ることࠋ

ճ材ᩱࡽの㐟㞳ホル࣒アルࢹヒドのᨺฟ量ࡣ��SSP以下で࠶ることࠋ 

մ࢘レタンフ࢛ー࣒のⓎἻにフࣟン類が使用࡚ࢀࡉいないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձಟ理がᐜ᫆で࠶る等㛗期間の使用がྍ能な設ィがな࡚ࢀࡉいる、ཪࡣ、

分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用がᐜ᫆になるような設ィがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及

びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ་⒪用、ㆤ用及び㧗度་⒪に用いるࡶの等≉Ṧな用㏵のࡶのにࡘい࡚ࡣ、ᮏ㡯のุ断

の基準の対象とするࠕベッドフレー࣒ࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

㸰 㧗度་⒪に用いるࡶの（手⾡ྎ、IC8 ベッド等）にࡘい࡚ࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準の対象と

する࣐ࠕットレスࠖにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

㸱 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年

ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうࠋ 

㸲 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸳 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸴 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽボタン、ファスࢼ、ホック、⦭⣒等の

ᒓရの㔜量を除いたࡶのをいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳック、᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࠶

維部分全య㔜量ࠖ⧅ࠕ、ࡣたᒓရの㔜量ࡋのを使用ࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ

及びࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維の㔜量、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエス

ࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶をཎᩱとする合ᡂ⧄維で≀᳜ࡣル⧄維の㔜量ཪࢸ

のの㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸵 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸶 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 

㸷 ᨺᩓ㏿度が ���2PJ�੍ K 以下とྠ等のࡶのとࡣ、次によるࡶのとするࠋ 

ア㸬対応ࡋた JIS ཪࡣ日ᮏ㎰ᯘつ᱁が࠶り、当該つ᱁にホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量の基準

がつ定࡚ࢀࡉいるᮌ質材ᩱにࡘい࡚ࡣ、㹄ۼۼۼの基準を‶たࡋたࡶのࠋJIS S 11�2

に適合するఫᏯ用ᬑ㏻ベッドࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 
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イ㸬上グ ア㸬以外のᮌ質材ᩱにࡘい࡚ࡣ、JIS $ 14�� のつ定する方ἲ等により 定ࡋたᩘ

値が次のᩘ値以下で࠶るࡶのࠋ 

ᖹᆒ値 最値 

���PJ�/ ���PJ�/ 

㸯㸮 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐࢜

㸯㸯 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸰 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱ

とする合ᡂ⧄維にྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸯㸱 ࠕフ࢙ルトࠖとࡣ、⥥状にࡋた⧄維材ᩱをࢽードルパンࢳຍᕤによりࢩート状にᡂᙧ

のを除ࡶたࡋ᥋╔による⤖合方ἲをే用ࡣ熱ྍረᛶ⣲材ཪ、ࡋࡔのをいう（たࡶたࡋ

 ࠋ（ࠋࡃ

㸯㸲 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をい

うࠋ 

㸯㸳 ࠕẟ⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維を⥥状に分ゎࡋ⏕ࡋた⧄維をいうࠋ 

㸯㸴 ベッドフレー࣒にಀるุ断の基準ࡣ、㔠ᒓ以外の要材ᩱと࡚ࡋプラスࢳック、ᮌ質

ཪࡣ⣬を使用࡚ࡋいる場合にࡘい࡚定ࡵたࡶので࠶り、㔠ᒓが要材ᩱで࡚ࡗ࠶、プラス

ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするရ目にྵま、ࡣのࡶいない࡚ࡋ⣬を使用ࡣック、ᮌ質ཪࢳ

 ࠋのとするࡶないࢀ

㸯㸵 ベッドフレー࣒及び࣐ットレスを୍యと࡚ࡋベッドを調㐩する場合にࡘい࡚ࢀࡑ、ࡣ

 ࠋの部分が上グの基準を‶たすことࢀࡒ

㸯㸶 ベッドフレー࣒にಀるุ断の基準ղイにࡘい࡚ࡣ、クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရに適

用することとするࠋ 

㸯㸷 ベッドフレー࣒にಀるุ断の基準ճ࢘にࡘい࡚ࡣ、クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရ以外

にࡣ࡚ࡗ࠶、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃

材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないこと

とするࠋ 

㸰㸮 ベッドフレー࣒にಀるุ断の基準մのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日

ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ークົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ

1R�13ࠕ�ᐙල 9HUVLRQ2ࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸰㸯 ᮌ質ཪࡣ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀい

る᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ次によるࠋ 

ア㸬クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရにࡣ࡚ࡗ࠶、ᮌ材関連業⪅ࡣ、クࣜーン࢘ッドἲに๎

するととࡶに、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵの

ガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᮌ材関連業⪅

以外にࡣ࡚ࡗ࠶、ྠガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

イ㸬クࣜーン࢘ッドἲの対象≀ရ以外にࡣ࡚ࡗ࠶、上グガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶの

とするࠋなお、㒔㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用でき

るࡶのとするࠋ 

たࡋࡔ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日より๓にఆ採業⪅がຍᕤ・流㏻業⪅等とዎ約を⥾⤖࡚ࡋいる

ཎᮌにࡘい࡚ࡣ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日の時点でཎᩱ・〇ရ等をಖ管࡚ࡋいる⪅がࡽ࠶じࡵ

当該ཎᩱ・〇ရ等を≉定ࡋ、毎年㸯回ᯘ㔝ᗇにሗ࿌を⾜うととࡶに、ド明᭩に≉定ࢀࡉた

ཎᩱ・〇ရ等で࠶ることをグ㍕ࡋた場合にࡣ、上グガイドラインに定ࡵる合ἲなᮌ材で࠶

ることのド明ࡣ不要とするࠋなお、ᮏたࡋࡔ᭩きの設定期間にࡘい࡚ࡣ、ᕷ場動ྥを຺

 ࠋ適切に検ウを実施することとする、ࡘࡘࡋ
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�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度におけるベッドフレー࣐、࣒ットレス及びこࡽࢀを୍యとࡋたベッドの調㐩（ࣜ

ース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（点ᩘ）の

合とするࠋ 
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㸯㸵㸬作業手⿄ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

作業手⿄ ุ࠙断の基準ࠚ 

のࢀࡎ次のい、ࡣ要材ᩱが⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）の場合ۑ

要௳を‶たすことࠋ 

ձ使用ࢀࡉる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࡕ、ポࣜエスࢸル⧄

維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸ

ル⧄維が、〇ရ全య㔜量比（すり止ࡵሬᕸຍᕤ部分を除ࠋࡃ）で��㸣

以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる⧄維が、〇ရ全య㔜量比（すり

止ࡵሬᕸຍᕤ部分を除ࠋࡃ）で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճᮍ利用⧄維が、〇ရ全య㔜量比（すり止ࡵሬᕸຍᕤ部分を除ࠋࡃ）

で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

で2�㸣（ࠋࡃሬᕸຍᕤ部分を除ࡵり止す）のが、〇ရ全య㔜量比ࡶ

以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率

が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維がྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいること（すり止

 ࠋ（ࠋࡃሬᕸຍᕤ部分を除ࡵ

ղ⁻ⓑを使用࡚ࡋいないことࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸰 ࠕポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋに、ᗫᲠࢀࡉた材ᩱཪࡣ〇

ရをいうࠋ 

㸱 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をいうࠋ

㸲 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸳 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱとする

合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックにྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸴 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐

㸵 ࠕẟ⧄維ࠖとࡣ、⾰類等の〇㐀時にⓎ⏕する断ᒌ、ᗫရとなࡗた〇ရ等を⥥状に分

ゎࡋ⏕ࡋた⧄維をいうࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度における作業手⿄の調㐩⥲量（）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（）の

合とするࠋ 
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㸯㸶㸬ࡑの⧄維〇ရ 

㸯㸶－㸯 ࢸント・ࢩート類 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

集用ࢸント ุ࠙断の基準ࠚ 

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࡎ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀ

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

յ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が4㸣以上で࠶ることࡽࡉࠋに、〇

ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ブルーࢩート ุ࠙断の基準ࠚ 

レン⧄維ࢳポࣜエ、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、⏕ポࣜエࢳレン⧄維が⧄維部分全య㔜

量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡉ⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ࠶能な限り⡆᫆でྍ、ࡣᲕໟࡣ〇ရのໟ装ཪۑ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸰 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽポール、ファスࢼ、㔠ᒓ部ရ等のᒓရ

の㔜量を除いたࡶのをいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳック（使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）

を使用ࡋたᒓရの㔜量ࠕ、ࡣ⧄維部分全య㔜量ࠖ及びࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエ
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スࢸル⧄維の㔜量ཪࡣᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維の㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸱 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸲 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 

㸳 ࠕ⏕ポࣜエࢳレンࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたポࣜエࢳレン〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋレン➃材ⱝࢳⓎ⏕するポࣜエࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸴 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸵 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱと

する合ᡂ⧄維にྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸶 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たす

ことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維、ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用࡚ࡋいる集

用ࢸントཪࡣポࣜエࢳレン⧄維を使用࡚ࡋいるブルーࢩートの調㐩（ࣜース・レンタル

ዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのྛရ目のᩘ量（点ᩘ）の合と

するࠋ 
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㸯㸶－㸰 㜵⌫ネット 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

㜵⌫ネット ุ࠙断の基準ࠚ 

、ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

ポࣜエࢳレン⧄維、ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရに

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のい、ࡣい࡚ࡘ

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ⏕ポࣜエࢳレン⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で��㸣以上使用ࢀࡉ

࡚いることࠋ 

յ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸰 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽ㔠ᒓ部ရ等のᒓရの㔜量を除いたࡶの

をいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳック（使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）、

᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認

⏕ࠕ維部分全య㔜量ࠖ及び⧅ࠕ、ࡣたᒓရの㔜量ࡋのを使用ࡶたࢀࡉ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

をཎ≀᳜ࡣル⧄維の㔜量ཪࢸるポࣜエスࢀࡽᚓࡽル⧄維の㔜量、ᨾ⧄維ࢸるポࣜエスࢀ

ᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのの㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸱 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸲 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 

㸳 ࠕ⏕ポࣜエࢳレンࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたポࣜエࢳレン〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋレン➃材ⱝࢳⓎ⏕するポࣜエࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸴 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐
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㸵 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸶 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱと

する合ᡂ⧄維にྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸷 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たす

ことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維、ポࣜエࢳレン⧄維、ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄

維を使用࡚ࡋいる㜵⌫ネットの調㐩⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（点ᩘ）

の合とするࠋ 
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㸯㸶－㸱 ・のࡰり・ᖥ類 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

 

のࡰり 

ᖥ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ࠐ

ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࡎ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀ

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

յ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が4㸣以上で࠶ることࡽࡉࠋに、〇

ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ⮯⣲⣔㜵⅖の使用がྍ能な限り削減࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕᖥࠖとࡣ、ᶓ断ᖥཪࡣᠱᆶᖥをいうࠋ 

㸰 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸱 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽ、㔠ᒓ部ရ等のᒓရの㔜量を除いた

 ࠋのをいうࡶ

なお、⏕プラスࢳック（使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）、

᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認

⏕ࠕ維部分全య㔜量ࠖ及び⧅ࠕ、ࡣたᒓရの㔜量ࡋのを使用ࡶたࢀࡉ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

をཎ≀᳜ࡣル⧄維の㔜量ཪࢸるポࣜエスࢀࡽᚓࡽル⧄維の㔜量、ᨾ⧄維ࢸるポࣜエスࢀ

ᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのの㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸲 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 

㸳 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 
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㸴 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐

㸵 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸶 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱと

する合ᡂ⧄維にྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸷 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たす

ことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度におけるポࣜエスࢸル⧄維ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用࡚ࡋいる、

のࡰり及びᖥの調㐩⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（点ᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸶－㸲 ࣔップ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ࣔップ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձᮍ利用⧄維、ࣜࢧイクル⧄維及びࡑのの⏕材ᩱの合ィ㔜量が⧄

維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ〇ရ使用ᚋに回収及び使用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽ、ྲྀࡗ手、㔠ᒓ部ရ等のᒓရの㔜量

を除いたࡶのをいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳックを使用ࡋたᒓရの㔜量ࠕ、ࡣ⧄維部分全య㔜量ࠖ及びࠕᮍ利用

⧄維、ࣜࢧイクル⧄維及びࡑのの⏕材ᩱの合ィ㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸰 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸱 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をいうࠋ

㸲 ࢧࣜࠕイクル⧄維ࠖとࡣ、ẟ⧄維等使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉた〇ရの全部ⱝ୍ࡣࡃࡋ

部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕する➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを⏕利用ࡋた⧄維

をいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ 

㸳 ࠕẟ⧄維ࠖとࡣ、⾰類等の〇㐀時にⓎ⏕する断ᒌ、ᗫရとなࡗた〇ရ等を⥥状に分

ゎࡋ⏕ࡋた⧄維をいうࠋ 

㸴 ࠕ⏕材ᩱࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉた〇ရの全部ⱝ୍ࡣࡃࡋ部ཪࡣ〇ရの〇㐀

ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕する➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、

ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋ（ࠋࡃ 

㸵 ࠕ回収及び使用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶たすことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ使用のたࠕ

 ࠋた〇ရを使用することࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用できない部分ࣜࢸ࣐、ࡣアルࣜࢧイクル、ケ࣑࢝ルࣜࢧ

イクルཪࡣエネルギー回収することࠋ 
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�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度における調㐩（ࣜース・レンタルዎ約をྵࠋࡴ）⥲量（点ᩘ）に༨ࡵる基準を

‶たす≀ရのᩘ量（点ᩘ）の合とするࠋ 
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㸯㸷㸬設備 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ኴ㝧光Ⓨ電ࢩスࢸ

（බඹ・⏘業用）࣒

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձኴ㝧電ụࣔジࣗールのࢭル実効変換効率が⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分ごと

の基準変換効率を下回ࡽないことࠋ 

ղኴ㝧電ụࣔジࣗール及び࿘㎶機器にࡘい࡚、⾲㸰に♧ࢀࡉた㡯目に

イト等により、ᐜ᫆に確認できࢧエブ࢘、ࢀࡉ♧い࡚、ሗが開ࡘ

ることࠋ 

ճⓎ電電力量等が確認できるࡶので࠶ることࠋ 

մኴ㝧電ụࣔジࣗールのฟ力にࡘい࡚ࡣ、බ⛠最ฟ力の8�㸣以上を

最ప1�年間維持できるように設ィ・〇㐀࡚ࢀࡉいることࠋ 

յパ࣡ーコンࢹィࢼࣙࢩにࡘい࡚ࡣ、定᱁㈇Ⲵ効率及び㸰分の㸯㈇Ⲵ

時の部分㈇Ⲵ効率にࡘい࡚、ฟⲴ時の効率の��㸣以上を㸳年以上の

使用期間にࢃたり維持できるように設ィ・〇㐀࡚ࢀࡉいることࠋ 

նኴ㝧電ụࣔジࣗールにࡘい࡚ࡣ、エネルギーペイバックタイ࣒が㸱

年以内で࠶ることࠋ 

շኴ㝧電ụࣔジࣗールにࡘい࡚ࡣ、⾲㸱にᥖࡆた⎔ቃ㓄៖設ィの๓

ホ౯が⾜࡚ࢀࢃおり、ࡑの内ᐜが確認できることࠋ 

ոಟ理及び部ရ交換がᐜ᫆で࠶る等㛗期使用がྍ能となる設ィがなࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ分ゎがᐜ᫆で࠶る等部ရの使用またࡣ材ᩱの⏕利用がᐜ᫆にな

るような設ィがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ᮶ᗇ⪅のከい施設等に設置するࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、ྍ能な限りⓎ電電

力量等を⾲♧するなど、᮶ᗇ⪅に対࡚ࡋ効ᯝのㄝ明がྍ能となるよ

う⪃៖ࡋたࢩス࣒ࢸで࠶ることࠋ 

ճ設備᧔去時にࡣ、᧔去業⪅ཪࡣ排ฟ業⪅による回収及び使用

ཪࡣ⏕利用がྍ能で࠶り、使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘ

い࡚ࡣ適正ฎ理がྍ能で࠶ることࠋ 

մ≉定の化Ꮫ≀質をྵ᭷する二次電ụが使用ࢀࡉる場合にࡣ、二次電

ụの回収及びࣜࢧイクルࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

յኴ㝧電ụࣔジࣗールの外ᯟ・フレー࣒・ᯫྎ等にアル࣒࢘ࢽ࣑合㔠

を使用する〇ရでࡣ、アル࣒࢘ࢽ࣑二次ᆅ㔠（⏕ᆅ㔠）をཎ材ᩱ

の୍部と࡚ࡋ使用࡚ࡋいる合㔠を用いることࠋ 

ն㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質を〇ရの〇㐀に使用ࡋないཪྍࡣ能な限り使用量

をప減することࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕኴ㝧光Ⓨ電ࢩスࡣ࣒ࠖࢸ、ၟ用電※の௦᭰と1、࡚ࡋ�N:

以上のኴ㝧電ụࣔジࣗールを使用ࡋたኴ㝧光Ⓨ電による電※౪給ができるබඹ・⏘業用の

 ࠋをいう࣒ࢸスࢩ

㸰 ࠕኴ㝧電ụࣔジࣗールのࢭル実効変換効率ࠖとࡣ、JIS C 8��� におい࡚定ࢀࡽࡵた実効

変換効率を基に、ࣔジࣗール化ᚋのࢭル実効変換効率をいい、次式により⟬ฟするࠋ 

（ルの合ィ面✚�ᨺᑕ照度ࢭኴ㝧電ụ）ル実効変換効率㸻ࣔジࣗールのබ⛠最ฟ力㸭ࢭ

ኴ㝧電ụࢭルの合ィ面✚㸻㸯ࢭルの全面✚�㸯ࣔジࣗールのࢭルᩘ 

ᨺᑕ照度㸻1���:�੍ 

㸯ࢭルの全面✚にࢭ、ࡣル内の㠀Ⓨ電部をྵࠋࡴたࣜࢩ、ࡋࡔコンⷧ⭷⣔、化合≀⣔
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のࢭル全面✚にࡣ集✚部をྵまないࠋ 

㸱 ࠕ定᱁㈇Ⲵ効率 ࡣ部分㈇Ⲵ効率ࠖࠕࠖ JIS C 8��1 に準ᣐ࡚ࡋ⟬ฟするࡶのとするࠋ 

㸲 ኴ㝧電ụࣔジࣗールの適᱁ᛶ確認ヨ㦂及びᙧ式認ドにࡘい࡚ࡣ JIS C �121��1、JIS C 

�121��2、JIS C �1�3��1、JIS C �1�3��2 にຍࢭ、࠼ルのᙧ式に合࡚ࡏࢃ JIS C �121��1�1

㹼JIS C �121��1�4 のうࡘ୍ࡕに準ᣐするࡶのとするࠋ 

㸳 ุ断の基準ոのࠕ㛗期使用がྍ能となる設ィࠖとࡣ、自♫のྠ等のᛶ能を᭷するᚑ᮶機

✀と比㍑࡚ࡋ、部ရ・材ᩱの⪏ஂᛶのྥ上、消⪖ရࡸ部ရの交換ᛶのྥ上、ಖᏲ・ಟ理の

ᐜ᫆化等をᅗるたࡵの設ィがなࢀࡉることにより、ኴ㝧光Ⓨ電ࢩス࣒ࢸの㛗期使用をಁす

ことをいうࠋたࡋࡔ、ᯫྎ等のᚑ᮶機✀と比㍑࡚ࡋ⪏ஂᛶのྥ上等を確認することがᅔ㞴

な場合ࡣ当該ホ౯㡯目を除ࠋࡃなお、㛗期使用のたࡵのಖᏲ点検・ಟ理、維持管理にಀる

範囲、య制及び内ᐜに関するሗᥦ౪にࡘい࡚ࡣ、ุ断の基準ղにおい࡚ᢸಖすることࠋ 

㸴 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬Ⓨ電量の適正なᢕᥱ・管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた⾲㸰の設置ሗ࿌㡯目の

ሗを、当該設備をᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

イ㸬調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、Ⓨ電にಀる機器の設置᮲௳・方ἲを༑分຺ࡋ、設置に当た࡚ࡗ

なるこࡃᯫྎの部分が過剰にき、ࡘࡘ࠼の㛗期使用等を㋃ま࣒ࢸスࢩኴ㝧光Ⓨ電ࡣ

とを㑊けるなど適切な設ィを⾜うことࠋ 

た上で設置᮲ࡋኴ㝧電ụの≉ᛶを༑分຺、ࡣ࡚ࡗのᑟධに当た࣒ࢸスࢩ㸬ኴ㝧光Ⓨ電࢘

௳・方ἲを検ウすることࠋなお、ⷧ⭷⣔ኴ㝧電ụにࡣ࡚ࡗ࠶、設置業⪅ഃに適切な

設ィయ制がᩚ࡚ࡗいること等、⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝを༑分確認することࠋ 

エ㸬調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、設置業⪅に設置要㡿のヲ⣽のᥦฟをồࡑ、ࡵの内ᐜを確認する

ととࡶに、当該設備の維持・管理に必要となるሗ（〇㐀業⪅が᭷するሗをྵࠋࡴ）

を設置業⪅を㏻じᢕᥱすることࠋ 

、ࡽの更なる᭷効利用及び⅏ᐖ時のレジࣜエンスᙉ化のほ点࣒ࢸスࢩ㸬ኴ㝧光Ⓨ電࢜

電ụ設備のᑟධにࡘい࡚検ウを⾜うことࠋ 

効率的なⓎ電がྍ能となるよう、適切にಖࡘによる㛗期Ᏻ定的࣒ࢸスࢩ㸬ኴ㝧光Ⓨ電࢝

Ᏺ点検・ಟ理及び維持管理を実施することࠋまた、必要に応じ、設備の更᪂にࡘい࡚

検ウを⾜うことࠋ 

キ㸬使用῭みのኴ㝧光Ⓨ電ࢩス࣒ࢸを᧔去・ᗫᲠする場合ࡣ、㈨※ᚠ⎔のほ点ࡽ使用

ཪࡣ⏕利用にດࡵることとࡋ、使用ཪࡣ⏕利用できない部分にࡘい࡚ࡣ、㔜㔠

ᒓ等᭷ᐖ≀質のྵ᭷ሗ等を㋃まࡑ、࠼のᛶ状等に応じた適正なฎ理を⾜うことࠋ 

⾲㸯 ኴ㝧電ụࣔジࣗールのࢭル実効変換効率にಀる基準

༊ 分 基準変換効率 

 コン༢⤖ᬗ⣔ኴ㝧電ụ 1���㸣ࣜࢩ

 コンከ⤖ᬗ⣔ኴ㝧電ụ 1���㸣ࣜࢩ

 コンⷧ⭷⣔ኴ㝧電ụ  8��㸣ࣜࢩ

化合≀⣔ኴ㝧電ụ 12��㸣 

⾲㸰 ኴ㝧光Ⓨ電装置機器にಀるሗ開♧㡯目

༊分 㡯目 確認㡯 

ኴ㝧電ụ 

ࣔジࣗール 

Ⓨ電電力量の᥎定方ἲの

ᥦ♧（基準状態） 

年間の᥎定Ⓨ電電力量 

⟬定᮲௳（用いた日ᑕ量ࢹータ、ኴ㝧電ụ及びパ࣡ーコン

 （のᦆኻ等ࢼࣙࢩィࢹ
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基準状態でのⓎ電電力量

がᚓࢀࡽない᮲௳及び要

ᅉ 

ᙳのᙳ㡪、日ᑕ᮲௳（ࣔジࣗールへのᙳのり方ࡸ日ᑕ

᮲௳とⓎ電量の下がり方の対応にࡘい࡚、ලయ的にグ㍕）

温度のᙳ㡪（ࣔジࣗールの温度とⓎ電量の下がり方の対応

にࡘい࡚ලయ的にグ㍕） 

気ೃ᮲௳、ᆅ理᮲௳（気ೃ᮲௳ࡸᆅ理᮲௳とⓎ電量の対応

にࡘい࡚ලయ的にグ㍕） 

ཱྀྲ、⥺の（㓄ࡑ 光面のởࢀによるᦆኻ等、ලయ的にグ㍕）

࿘㎶機器 

パ࣡ーコンࢹィࢼࣙࢩ ᙧ式、定᱁ᐜ量、ฟ力電気方式、࿘Ἴᩘ、⣔⤫連⤖方式 等 

᥋⥆⟽ ᙧ式 等 

連⣔ಖㆤ装置 ྍ能となる設置方ἲ 

二次電ụ 使用の᭷↓、（᭷の場合）回収・ࣜࢧイクル方ἲ 

ಖᏲ点検・ಟ

理、維持管理

の要௳ 

ಖᏲ点検 範囲、య制、内ᐜ 

ಟ理 範囲、య制、内ᐜ 

維持管理 範囲、య制、内ᐜ 

ࣔジࣗール 

及び࿘㎶機器 

ᗫᲠ 
ᗫᲠ方ἲ、ᗫᲠ時のὀព㡯（使用῭〇ရが最⤊ฎ分ࢀࡉ

た際の適正ฎ理に必要なሗ等） 等 

ಖドయ制 ಖドᒚ⾜期限 等 

⾲㸱 ኴ㝧電ụࣔジࣗールにಀる⎔ቃ㓄៖設ィの๓ホ౯方ἲ等

目 的 ホ ౯ 㡯 目 ๓ホ౯方ἲ等 

減量化・ඹ㏻化 

減量化 
ࣔジࣗールに使用するཎ材ᩱを削減するたࡵ、質量をホ

౯࡚ࡋいることࠋ 

部ရの削減 
ࣔジࣗールに使用࡚ࢀࡉいる部ရの点 ・ᩘ✀類をホ౯ࡋ

࡚いることࠋ 

部ရのඹ㏻化 機✀とඹ㏻化࡚ࡋいる部ရの合をホ౯࡚ࡋいることࠋ

⏕㈨※の使用 ⏕㈨※の使用 
ࣔジࣗールに使用࡚ࢀࡉいる部ရのうࡕ、⏕㈨※を使

用ࡋた部ရの合をホ౯࡚ࡋいることࠋ 

㛗期使用 
⪏ஂᛶのྥ上 ࣔジࣗールのಙ㢗ᛶヨ㦂⤖ᯝをホ౯࡚ࡋいることࠋ 

⪏ởᰁᛶのྥ上 ࣔジࣗールの⾲面の⪏ởᰁᛶをホ౯࡚ࡋいることࠋ 

᧔去のᐜ᫆ᛶ ᧔去作業のᐜ᫆ᛶ 
使用῭みࣔジࣗールの᧔去がᐜ᫆なᵓ㐀とな࡚ࡗいる

 ࠋいること࡚ࡋをホ౯（に要する時間ࡋ外ྲྀ）

⏕㈨※等の活

用 
 イクルྍ能率のྥ上ࢧࣜ

ࣔジࣗール全య質量のうࡕ、ࣜ 材ࡸイクルྍ能な部ရࢧ

ᩱの質量の比率をホ౯࡚ࡋいることࠋ 

ゎయ・分ูฎ理の

ᐜ᫆化 

フレー࣒ゎయのᐜ᫆ᛶ 

分ูฎ理のたࡵに、ࣔ ジࣗールのフレー࣒のゎయがᐜ᫆

なᵓ㐀とな࡚ࡗいる（ྲྀ外ࡋに要する時間）をホ౯ࡋ

࡚いることࠋ 

フレー࣒ゎయでྲྀり外す

ネジのᩘ量・✀類の削減 

フレー࣒ゎయ時にྲྀり外すネジのᩘ量・✀類をホ౯࡚ࡋ

いることࠋ 

フレー࣒ゎయのたࡵの

ሗᥦ౪ 

フレー࣒をྲྀり外す際に、フレー࣒のᅛ定方ἲ等のゎ

య・分ูに必要なሗをᥦ౪࡚ࡋいるཪࡣᥦ౪する⤌

みが࠶ることࠋ 

➃Ꮚ⟽ゎయのᐜ᫆ᛶ 

➃Ꮚボックスのࣔジࣗールࡽのྲྀ外ࡋがᐜ᫆なᵓ㐀

とな࡚ࡗいる（ྲྀ外ࡋに要する時間）をホ౯࡚ࡋいる

ことࠋ 

➃Ꮚ⟽ゎయでྲྀり外すネ

ジのᩘ量・✀類の削減 

➃Ꮚボックスのྲྀ外ࡋ時にྲྀり外すネジのᩘ量・✀類を

ホ౯࡚ࡋいることࠋ 

➃Ꮚ⟽ゎయのたࡵのሗ

ᥦ౪ 

➃Ꮚ⟽をྲྀり外す際に、➃Ꮚボックスのᅛ定方ἲ等のゎ

య・分ูに必要なሗをᥦ౪࡚ࡋいるཪࡣᥦ౪する⤌

みが࠶ることࠋ 
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⎔ቃಖ全ᛶ ⎔ቃ㈇Ⲵ≀質等の減量化 

ࣔジࣗールにྵまࢀる⎔ቃ㈇Ⲵ≀質、適正ฎ理・ࣜࢧイ

クルฎ理に当た࡚ࡗ㈇Ⲵ要ᅉとなるཎ材ᩱの質量をホ

౯࡚ࡋいることࠋ 

ሗのᥦ౪ 

使用、ಖᏲ点検、Ᏻ全ᛶに

関するሗᥦ౪ 

使用上のὀព、ᨾ障デ断及びࡑの措置、ಖᏲ点検・ಟ理、

Ᏻ全ᛶ等に関するሗをᥦ౪࡚ࡋいるཪࡣᥦ౪する

⤌みが࠶ることࠋ 

᧔去、ゎయ、適正ฎ理・ࣜ

イクルに必要なሗᥦࢧ

౪ 

᧔去、ゎయ、適正ฎ理・ࣜࢧイクルに必要なሗをᥦ౪

 ࠋること࠶ᥦ౪する⤌みがࡣいるཪ࡚ࡋ

ライフࢧイクル

のྛẁ㝵におけ

る⎔ቃ㈇Ⲵప減 

ライフࢧイクルアࢭス࣓

ントの実施 

㈨※採ྲྀ、〇㐀ẁ㝵、使用ẁ㝵、᧔去、ゎయ、適正ฎ理・

イクルのྛẁ㝵におࢧイクルまでの୍連のライフࢧࣜ

ける⎔ቃ㈇Ⲵを定量的にホ౯࡚ࡋいることࠋ 

ኴ㝧熱利用ࢩスࢸ

（බඹ・⏘業用）࣒
ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ日集熱効率が次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、⾲㸯の基準値㸯のḍに♧ࢀࡉた集熱器の༊分ごと

の基準ࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、⾲㸯の基準値㸰のḍに♧ࢀࡉた集熱器の༊分ごと

の基準ࠋ 

ղ集熱器及び࿘㎶機器にࡘい࡚、⾲㸰に♧ࢀࡉた㡯目が、࢘エブࢧイ

ト等により、ᐜ᫆に確認できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձಟ理及び部ရ交換がᐜ᫆で࠶る等㛗期間の使用がྍ能な設ィがなࡉ

材ᩱのࡣる等部ရの使用また࠶分ゎがᐜ᫆で、ࡣいる、ཪ࡚ࢀ

⏕利用がᐜ᫆になるような設ィがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ集熱器の✌ാにಀるエネルギーが最小限となるような設ィがなࢀࡉ

࡚いることࠋ 

ճ設備᧔去時にࡣ、᧔去業⪅ཪࡣ排ฟ業⪅による回収及び使用

ཪࡣ⏕利用がྍ能で࠶り、使用ཪࡣ⏕利用ࢀࡉない部分にࡘ

い࡚ࡣ適正ฎ理がྍ能で࠶ることࠋ 

մ外ᯟ・フレー࣒・ᯫྎ等にアル࣒࢘ࢽ࣑合㔠を使用する〇ရでࡣ、

アル࣒࢘ࢽ࣑二次ᆅ㔠（⏕ᆅ㔠）をཎ材ᩱの୍部と࡚ࡋ使用࡚ࡋ

いる合㔠を用いることࠋ 

յ㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質を〇ရの〇㐀に使用ࡋないཪྍࡣ能な限り使用量

をప減することࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕኴ㝧熱利用ࢩスࡣ࣒ࠖࢸ、給湯ཪࡣ冷ᬮᡣ用の熱エネ

ルギーと࡚ࡋ、ኴ㝧エネルギーを利用ࡋたබඹ・⏘業用のࢩス࣒ࢸをいうࠋ 

㸰 ࠕ日集熱効率ࠖとࡣ、集熱器の㸯日の༢面✚当たりの集熱量（集熱፹యᖹᆒ温度ࡽ、

࿘囲温度をᕪࡋ引いた値が 1�. 日ᑕ量がࡘ 2�����NJ��੍・日�で࠶るときの値を JIS $ 

4112 に準ᣐ࡚ࡋ⟬ฟࡋたࡶの）を、集熱器⥲面✚にධᑕする༢面✚当たりのኴ㝧ᨺᑕエ

ネルギーཪࢯࡣーラー࣑ࣗࢩレーターによཷ࡚ࡗけるエネルギーの㸯日の✚分値で除ࡋた

値をいうࠋ 

㸱 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬集熱量の適正なᢕᥱ・管理のたࡵ、≀ရの調㐩時に確認ࡋた⾲㸰の設置ሗ࿌㡯目の

ሗを、当該設備をᗫᲠするまで管理・ಖ管することࠋ 

イ㸬調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、集熱にಀる機器の設置᮲௳・方ἲを༑分຺ࡋ、設置に当た࡚ࡗ
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 ࠋなることを㑊けることࡃᯫྎの部分が過剰にきࡣ

たࡋ在の使用熱エネルギー量を༑分⪃៖⌧、ࡣ࡚ࡗのᑟධに当た࣒ࢸスࢩ㸬ኴ㝧熱利用࢘

設ィを⾜うことࠋ 

エ㸬調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、設置業⪅に設置要㡿のヲ⣽のᥦฟをồࡑ、ࡵの内ᐜを確認する

ととࡶに、当該設備の維持・管理に必要となるሗ（〇㐀業⪅が᭷するሗをྵࠋࡴ）

を設置業⪅を㏻じᢕᥱすることࠋ 

⾲㸯 集熱器にಀる日集熱効率の基準

集熱器の༊分 日集熱効率

集熱፹య・機能 集熱器のᙧ状・㏱過య 基準値㸯 基準値㸰

ᾮయ
ᖹᯈᙧ㏱過యき ��㸣以上 4�㸣以上 

┿空ガラス管ᙧ ��㸣以上 4�㸣以上 

空気 ᖹᯈᙧ
㏱過యき 4�㸣以上 3�㸣以上 

㏱過యなࡋ － 1�㸣以上 

ኴ㝧光Ⓨ電機能き － － 1�㸣以上 

備⪃） 空気集熱式の集熱器で࡚ࡗ࠶ᖹᯈᙧ㏱過యなࡋのࡶの及びኴ㝧光Ⓨ電機能き集熱器にಀ

るุ断の基準ࡣ基準値㸰のみとするࠋ 

⾲㸰  ኴ㝧熱利用装置機器にಀるሗ開♧㡯目

༊分 㡯目 確認㡯 

集熱器 

集熱量の᥎定方ἲのᥦ♧ 

年間の᥎定集熱量 

⟬定᮲௳（用いた日ᑕ量ࢹータ、集熱器及び熱ᵴのᦆ

ኻ等） 

集熱量がุ断の基準ձを

‶たࡉない᮲௳及び要ᅉ 

ᙳのᙳ㡪、日ᑕ᮲௳（集熱器へのᙳのり方ࡸ日ᑕ᮲

௳と集熱効率の下がり方の対応にࡘい࡚、ලయ的にグ

㍕） 

温度のᙳ㡪（集熱器の温度と集熱効率の下がり方の対応

にࡘい࡚ලయ的にグ㍕） 

気ೃ᮲௳、ᆅ理᮲௳（気ೃ᮲௳ࡸᆅ理᮲௳と集熱効率の

対応にࡘい࡚ලయ的にグ㍕） 

によるᦆኻ等、ලయࢀ㓄⥺、ཷ光面のởࡸの（㓄管ࡑ

的にグ㍕） 

集熱器及び

࿘㎶機器 

ᗫᲠ 
ᗫᲠ方ἲ、ᗫᲠ時のὀព㡯（使用῭〇ရが最⤊ฎ分ࡉ

 た際の適正ฎ理に必要なሗ等） 等ࢀ

ಖᏲ点検 ಖᏲ点検の᮲௳（点検の㢖度等） 等 

ಖドయ制 
ಖド᮲௳（ಟ理・交換の対応範囲、内ᐜ）、ಖドᒚ⾜期

限 等 

－169－



－��0－

 燃ᩱ電ụ ุ࠙断の基準ࠚ 

、ࡏࡉ燃ᩱ୰の水⣲及び空気୰の㓟⣲を⤖合、࡚ࡋ用電※の௦᭰とၟۑ

電気エネルギーཪࡣ熱エネルギーをྲྀりฟすࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

材ᩱの⏕利用がᐜ᫆になるࡣる等部ရの使用ཪ࠶分ゎがᐜ᫆でۑ

ような設ィがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

エネルギー管理

 ࣒ࢸスࢩ

ุ࠙断の基準ࠚ 

㈝ᘓ≀内で使用する電力等のエネルギーを、ཷධ、変換・ᦙ㏦及び消ۑ

のྛポイントにおい࡚用㏵ู・設備機器ู等でィ することにより、

ᑟධᣐ点等におい࡚ྍど化できるࢩス࣒ࢸで࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋること࠶で࣒ࢸスࢩ設備・機器等の制ᚚを効率的に⾜う管理ۑ

 ࠚฎ理機 ุ࠙断の基準࣑ࢦ⏕

の減ᐜ及び減量等を࣑ࢦ⏕⇱式等のฎ理方ἲによりࡣ式ཪ࢜バイۑ

⾜う機器で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ分ゎがᐜ᫆で࠶る等材ᩱの⏕利用がᐜ᫆になるような設ィがなࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

ղ使用時のエネルギー節減のたࡵの設ィ上のᕤኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճฎ理ᚋの⏕ᡂ≀ࡣ、⫧ᩱ化、㣫ᩱ化ཪࡣエネルギー化等により⏕利

用ࢀࡉるࡶので࠶ることࠋ 

節水器ල ุ࠙断の基準ࠚ 

㸺ඹ㏻㡯㸼 

ձ電気を使用ࡋないことࠋ 

ղྤ水ཱྀ装╔ᆺにࡣ࡚ࡗ࠶、༢୍ಶ装置でከᵝなྤ水ཱྀに対応できるこ

とࠋ 

㸺ಶู㡯㸼 

ձ節水コ࣐にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ࣁンドルを 12�rに開いた場合に、ᬑ㏻コ࣐を⤌み込ࡔࢇ場合に

比 2�㸣を㉸࠼ ��㸣以下のྤ水流量で࠶ることࠋ 

イ㸬ࣁンドルを全開にࡋた場合に、ᬑ㏻コ࣐を⤌み込ࡔࢇ場合に比

��㸣以上のྤ水流量で࠶ることࠋ 

ղ定流量ᘚにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ

ア㸬水圧 ��10PD 以上、���0PD 以下のྛ水圧におい࡚、ࣁンドル開度

全開の場合、適正ྤ水流量ࡣ 8/�分以下で࠶ることࠋ 

イ㸬水量的に用㏵に応じた設置ができるよう、用㏵ごとの設置᮲௳が

ㄝ明᭩に明グ࡚ࢀࡉいることࠋ 

㸬定流量ᘚ࢘ 1 ಶࡣ、水ᰦ 1 ಶに対応࡚ࡋいることࠋ 

ճἻἓキࣕップにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 
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ア㸬水圧 ��10PD 以上、���0PD 以下のྛ水圧におい࡚、ࣁンドル（レ

バー）開度全開の場合、適正ྤ水流量が、Ἳἓキࣕップなࡋのྠᆺ

水ᰦの 8�㸣以下で࠶ることࠋ 

イ㸬水圧 ��10PD、ࣁンドル（レバー）全開におい࡚ �/�分以上のྤ水

流量で࠶ることࠋ 

մ流量調ᩚᘚにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬水圧 ��10PD 以上、���0PD 以下のྛ水圧におい࡚、ࣁンドル（レ

バー）開度全開の場合、ྤ水流量が、流量調ᩚᘚなࡋのྠᆺ水ᰦの

8�㸣以下で࠶ることࠋ 

イ㸬水圧 ��10PD、ࣁンドル（レバー）全開におい࡚器ල設置場所での

ྤ水流量が、⾲に♧すᩘ値以上で࠶ることࠋ 

㸬水量的に用㏵に応じた設置ができるよう、用㏵ごとの設置᮲௳が࢘

ㄝ明᭩に明グ࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձྲྀ᭰用のコ࣐にࡣ࡚ࡗ࠶、᪤Ꮡの水ᰦのコ࣐とのྲྀ᭰がᐜ᫆に⾜࠼る

ことࠋ 

ղ使用用㏵におけるᚑ๓どおりの使用ឤで࠶ることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ節水コ࣐ࠖとࡣ、給水ᰦにおい࡚、節水を目的と࡚ࡋ〇作ࡋたコ࣐をいうࠋなお、ᬑ

㏻コ࣐を⤌み込ࡔࢇ給水ᰦに比、節水コ࣐を⤌み込ࡔࢇ水ᰦࣁ、ࡣンドル開度がྠじ場

合、ྤ水量がᖜに減ࡎるࠋᅛ定式をྵࠋࡴ 

㸰 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ節水コࡣ࣐ࠖ、びᚄ 13 の水用༢水ᰦに使用ࢀࡉるࡶ

ので࡚ࡗ࠶、ᘚᗙパッキンᅛ定用ࢼットなどを≉Ṧなᙧ状にするなど࡚ࡋ、該当ရにྲྀり

る࠼⾜とのྲྀ᭰がᐜ᫆に࣐また、᪤Ꮡの水ᰦのコࠋとする࣐るコࢀけで節水がᅗࡔる࠼᭰

 ࠋること࠶のでࡶ

㸱 ࠕ定流量ᘚࠖとࡣ、ᘚのධཱྀഃཪࡣฟཱྀഃの圧力変化に࠶、ࡎࡽࢃる範囲で流量を

୍定にಖ持する調ᩚᘚのうࡕ、流量設定がᅛ定式のࡶのをいうࠋ 

㸲 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ定流量ᘚࠖࡣ、手洗い、洗㢦ཪࡣ㣗器洗浄に用いるࡶ

ので࠶、࡚ࡗ࠶るྤ水量よりከྤࡃ水ࢀࡉないよう、該当ရにྲྀり᭰࠼るࡔけで節水がᅗ

 ࠋるᘚとするࢀ

㸳 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕἻἓキࣕップࠖࡣ、水流にエアーをΰධすることによ

り、節水がᅗࢀるキࣕップとするࠋ 

㸴 ࠕ流量調ᩚᘚࠖとࡣ、ᘚのධཱྀഃཪࡣฟཱྀഃの圧力変化に࠶、ࡎࡽࢃる範囲で流量

を୍定にಖ持する調ᩚᘚのうࡕ、流量設定がྍ変のࡶので࡚ࡗ࠶、止水ᰦよりྤ水ཱྀഃに

設置することにより節水がᅗࢀるᘚをいうࠋ 

㸵 ุ断の基準㸺ಶู㡯㸼ձのྤ水流量のヨ㦂方ἲࡣ、JIS B 2��1 のྤ水流量ヨ㦂に準ࡎ

るࡶのとするࠋ 

⾲ 流量調ᩚᘚにಀる機器設置場所ูのྤ水流量 

機器設置場所 ྤ水流量 

洗面所 �/�分 

ྎ所・調理場 �/�分 

 ー 8/�分࣡ࣕࢩ
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給水ᰦ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ節水コ࣐内ⶶ水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ࣁンドルを 12�rに開いた場合に、ᬑ㏻コ࣐を⤌み込ࡔࢇ場合に

比 2�㸣を㉸࠼ ��㸣以下のྤ水流量で࠶ることࠋ 

イ㸬ࣁンドルを全開にࡋた場合に、ᬑ㏻コ࣐を⤌み込ࡔࢇ場合に比

��㸣以上のྤ水流量で࠶ることࠋ 

 ࠋないことࡋ㸬電気を使用࢘

ղ定流量ᘚ内ⶶ水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ

ア㸬水圧 ��10PD 以上、���0PD 以下のྛ水圧におい࡚、ࣁンドル開度

全開の場合、適正ྤ水流量ࡣ 8/�分以下で࠶ることࠋ 

イ㸬水量的に用㏵に応じた設置ができるよう、用㏵ごとの設置᮲௳が

ㄝ明᭩に明グ࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋないことࡋ㸬電気を使用࢘

ճἻἓ機能水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬水圧 ��10PD 以上、���0PD 以下のྛ水圧におい࡚、ࣁンドル（レ

バー）開度全開の場合、適正ྤ水流量が、Ἳἓキࣕップなࡋのྠᆺ

水ᰦの 8�㸣以下で࠶ることࠋ 

イ㸬水圧 ��10PD、ࣁンドル（レバー）全開におい࡚ �/�分以上のྤ水

流量で࠶ることࠋ 

 ࠋないことࡋ㸬電気を使用࢘

մ時間止ࡵ水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬設定ࡋた時間に㐩すると自動的に止水することࠋ 

イ㸬次のᛶ能を᭷࡚ࡋいることࠋ 

㹺�設定時間－実時間�㸭設定時間㹺ӌ���� 

յ定量止ࡵ水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬次のᛶ能を᭷࡚ࡋいることࠋ 

㹺�設定ྤ水量－実ྤ水量�㸭設定ྤ水量㹺ӌ��2 

イ㸬電気を使用ࡋないことࠋ 

ն自動水ᰦ（自ᕫⓎ電機ᵓ）にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬電気的制ᚚにより、水ᰦのྤ水ཱྀに手を㏆࡙けた際に㠀᥋ゐに࡚

自動でྤ水ࡋ、手を㐲ࡊけた際に自動で止水するࡶので࠶ることࠋ

また、止水までの時間ࡣ 2 ⛊以内で࠶ることࠋ 

イ㸬水圧 ��10PD 以上、���0PD 以下のྛ水圧におい࡚、ྤ水流量が �/�

分以下で࠶ることࠋ 

㸬༢┦交流（1��9）の外部電※が不要で、自ᕫⓎ電できる機ᵓを᭷࢘

 ࠋいること࡚ࡋ

շ自動水ᰦ（$C1��9タイプ・電ụ式）にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たす

ことࠋ 

ア㸬電気的制ᚚにより、水ᰦのྤ水ཱྀに手を㏆࡙けた際に㠀᥋ゐに࡚

自動でྤ水ࡋ、手を㐲ࡊけた際に自動で止水するࡶので࠶ることࠋ

また、止水までの時間ࡣ 2 ⛊以内で࠶ることࠋ 

イ㸬水圧 ��10PD 以上、���0PD 以下のྛ水圧におい࡚、ྤ水流量が �/�

分以下で࠶ることࠋ 

ո手ඖ止水機ᵓを᭷する水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ྤ水切᭰機能、流量及び温度の調節機能ྤ࡚ࡋ❧⊃ࡽ水及び止

水᧯作ができる機ᵓを᭷࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬ボタンࢭࡸンࢧーなどのスイッࢳによ࡚ࡗ使用⪅の᧯作範囲内で
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ྤ水及び止水᧯作ࡔけができることࠋ 

չ小流量ྤ水機ᵓを᭷する水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、ྤ水力が、次のいࢀࡎの

要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬流水୰に空気をΰධࡏࡉるᵓ㐀を持たないࡶのに���1、ࡣ࡚ࡗ࠶

以上で࠶ることࠋ 

イ㸬流水୰に空気をΰධࡏࡉるᵓ㐀を持ࡶࡘのに����1、ࡣ࡚ࡗ࠶ 以

上で࠶ることࠋ 

պ水ඃඛྤ水機ᵓを᭷する水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、次のいࢀࡎの要௳を‶た

すことࠋ 

ア㸬ྤ水止水᧯作部と୍యの温度調節を⾜うレバーࣁンドルが水ᰦの

⬗の上面に置ࡋ、レバーࣁンドルが水ᰦの正面に࠶るときに湯が

ྤฟࡋないᵓ㐀で࠶ることࠋ 

イ㸬ྤ水止水᧯作部と୍యの温度調節を⾜うレバーࣁンドルが水ᰦの

⬗のᕥྑのഃ面に置ࡋ、温度調節を⾜う回転㍈が水ᖹで、ࡘ、

レバーࣁンドルが水ᖹࡽ上方4�rまでのゅ度で湯がྤฟࡋないᵓ

㐀で࠶ることࠋ 

水ᑓ用のྤ水止水᧯作部が設࡚ࡋ❧⊃ࡽ㸬湯水のྤ水止水᧯作部࢘

けࢀࡽたᵓ㐀で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡉ⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ࠶能な限り⡆᫆でྍ、ࡣᲕໟࡣ〇ရのໟ装ཪۑ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ節水コ࣐内ⶶ水ᰦࠖとࡣ、給水ᰦにおい࡚、節水を目的と࡚ࡋ〇作ࢀࡉたコ࣐を内ⶶ

ࣁ、ࡣ水ᰦࡔࢇを⤌み込࣐節水コ、給水ᰦに比ࡔࢇを⤌み込࣐ᬑ㏻コࠋた水ᰦをいうࡋ

ンドル開度がྠじ場合、ྤ水量がᖜに減ࡎるࠋᅛ定式をྵࠋࡴ 

㸰 ࠕ定流量ᘚ内ⶶ水ᰦࠖとࡣ、ᘚのධཱྀഃཪࡣฟཱྀഃの圧力変化に࠶、ࡎࡽࢃる範囲

で流量を୍定にಖ持する調ᩚᘚのうࡕ、流量設定がᅛ定式のࡶのを内ⶶࡋた水ᰦをいうࠋ 

㸱 ࠕἻἓ機能水ᰦࠖとࡣ、水流にエアーをΰධすることにより、節水がᅗࢀる水ᰦをい

うࠋ 

㸲 ࠕ時間止ࡵ水ᰦࠖとࡣ、設定ࡋた時間に㐩すると自動的に止水する水ᰦをいうࠋ 

㸳 ࠕ定量止ࡵ水ᰦࠖとࡣ、ᾎᵴなどへの㈓水及び㈓湯に用い、ࣁンドルで設定ࡋた所定の

水量で自動的に止水する水ᰦをいうࠋ 

㸴 ࠕ自動水ᰦࠖとࡣ、光電式などのࢭンࢧー、電☢ᘚなどを⤌み込み、自動的に開閉する

給水ᰦをいうࠋなお、水用と湯用が࠶り、また、自ᕫⓎ電機ᵓにより作動するࡶのと $C1��9

の電※ཪࡣ電ụを使用するࡶのが࠶るࠋ 

㸵 ࠕ節湯水ᰦࠖとࢧ、ࡣーࣔスタット湯水ΰ合水ᰦ（ࡽ࠶じࡵ温度調ᩚࣁンドルによࡗ

࡚ྤ水温度を設定することにより、湯水の圧力及び温度変動などがࡗ࠶た場合でࡶ、湯水

のΰ合量を自動的に調ᩚࡋ、設定温度のΰ合水を౪給する機ᵓを⤌み込ࡔࢇ湯水ΰ合水

ᰦ）、࣑キࢩング湯水ΰ合水ᰦ（୍ࡘのࣁンドル᧯作によ࡚ࡗ、ྤ水温度の調ᩚができる湯

水ΰ合水ᰦ）ཪࢩࡣングル湯水ΰ合水ᰦ（୍ࡘのࣁンドル᧯作によ࡚ࡗ、ྤ水、止水、ྤ

水流量及びྤ水温度の調節ができる湯水ΰ合水ᰦ）で࡚ࡗ࠶、流量調節部および温度調節

部が使用⪅の᧯作範囲内に࠶り湯の使用量を削減できる水ᰦをいい、手ඖ止水機ᵓを᭷す

る水ᰦ、小流量ྤ水機ᵓを᭷する水ᰦ、ཪࡣ水ඃඛྤ水機ᵓを᭷する水ᰦなどのᆺ式を⥲

⛠するࡶのࠋ 

㸶 ࠕ手ඖ止水機ᵓを᭷する水ᰦࠖとࡣ、節湯水ᰦのうࡕ、ྎ所水ᰦ、ᾎ室࣡ࣕࢩー水ᰦཪ

ࢩ）使用⪅の᧯作範囲内でྤ水及び止水ができる水ᰦ、࡚ࡗ࠶ーバス水ᰦで࣡ࣕࢩᾎ室ࡣ

ࣕ࣡ー部をྵࠋࡴ）をいうࠋ 
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㸷 ࠕ小流量ྤ水機ᵓを᭷する水ᰦࠖとࡣ、節湯水ᰦのうࡕ、ᾎ室࣡ࣕࢩー水ᰦཪࡣᾎ室ࢩ

ࣕ࣡ーバス水ᰦにおい࡚小流量ྤ水ᛶ能を持ࡘ水ᰦ（࣡ࣕࢩー部をྵࠋࡴ）をいうࠋ 

㸯㸮 ࠕ水ඃඛྤ水機ᵓを᭷する水ᰦࠖとࡣ、節湯水ᰦのうࡕ、ྎ所水ᰦ及び洗面水ᰦにお

い࡚、ពᅗࡋない᧯作による湯の使用を削減する水ᰦをいうࠋ 

㸯㸯 ྤ水流量のヨ㦂方ἲࡣ、JIS B 2��1 のྤ水流量ヨ㦂に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸰 定量止水ᛶ能のヨ㦂方ἲࡣ、JIS B 2��1 の定量止水ᛶ能ヨ㦂に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸱 止水までの時間ࡣ、ྤ水のᮏ流が収᮰ࡋた時点までとࡋ、�回 定ࡋたᖹᆒとするࠋ 

㸯㸲 調㐩するྛ機関ࡣ、湯用の自動水ᰦの調㐩に当た࡚ࡗ、水㐨┤圧式（▐間式）のガス

給湯器・▼Ἔ給湯器でࡣ湯ഃ流量が╔ⅆ流量に‶たないྍ能ᛶが࠶ることに༑分␃ពする

ことࠋ 

日ᑕ調ᩚフィル

 ࣒

పᨺᑕフィル࣒ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ日ᑕ調ᩚフィル࣒にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬㐽ⶸಀᩘࡣ ��� ᮍ‶、ࡘ、ྍど光⥺㏱過率ࡣ 1�㸣以上で࠶る

ことࠋ 

イ㸬熱㈏流率ࡣ ���㹕��੍㺃.�ᮍ‶で࠶ることࠋ 

ղపᨺᑕフィル࣒にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ྍど光⥺㏱過率ࡣ ��㸣以上で࠶ることࠋ 

イ㸬熱㈏流率ࡣ 4�8㹕��੍㺃.�以下で࠶ることࠋ 

ճ日ᑕ調ᩚᛶ能及びపᨺᑕᛶ能にࡘい࡚、適切な⪏ೃᛶが確認࡚ࢀࡉい

ることࠋ 

մ㈞๓と㈞ᚋを比㍑࡚ࡋ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認࡚ࢀࡉいることࠋ

յ上グձ、ճ及びմ୪びにղ、ճ及びմにࡘい࡚、࢘エブࢧイト等によ

りᐜ᫆に確認できること、ཪࡣ➨୕⪅によりᐈほ的な❧場ࡽᑂᰝࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

նフィル࣒の㈞にࡘい࡚、適切な施ᕤに関するሗ開♧がな࡚ࢀࡉい

ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࠋること࠶のでࡶ㐽ⶸಀᩘがྍ能な限りపいۑ

備⪃）㸯 ࠕ日ᑕ調ᩚフィル࣒ࠖとࡣ、ᘓ⠏≀の窓ガラスに㈞するフィル࣒で࡚ࡗ࠶、室内の冷

ᡣ効ᯝを㧗ࡵるたࡵに日ᑕ㐽ⶸの機能を持ࡗたフィル࣒をいうࠋ 

㸰 ࠕపᨺᑕフィル࣒ࠖとࡣ、ᘓ⠏≀の窓ガラスに㈞するフィル࣒で࡚ࡗ࠶、断熱機能を

持ࡗたフィル࣒をいうࠋ 

㸱 㐽ⶸಀᩘ、ྍど光⥺㏱過率、熱㈏流率のィ 方ἲࡣ、JIS $ ���� によるࠋ 

㸲 ุ断の基準ձアにおい࡚、ྍど光⥺㏱過率が ��㸣以上の場合ࡣ、㐽ⶸಀᩘࡣ ��8 ᮍ‶と

するࠋ 

㸳 日ᑕ調ᩚᛶ能及びపᨺᑕᛶ能のࠕ⪏ೃᛶࠖの確認とࡣ、JIS $ ���� につ定ࢀࡉた⪏ೃᛶ

ヨ㦂におい࡚ 1���� 時間のヨ㦂を実施ࡋ、日ᑕ調ᩚᛶ能にࡘい࡚ࡣ、㐽ⶸಀᩘの変化がุ

断の基準ձアに♧ࢀࡉたࡶのࡽs��1� の範囲で࠶ること、また、పᨺᑕᛶ能にࡘい࡚ࡣ、

熱㑏流率の変化がุ断の基準ղイに♧ࢀࡉたࡶのࡽs��4�:��੍㺃.�の範囲で࠶ることࠋ 

㸴 ࠕ㈞๓と㈞ᚋを比㍑࡚ࡋ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認࡚ࢀࡉいることࠖとࡣ、㍽ᑕ熱を

⪃៖ࡋた熱㈇Ⲵィ⟬ࢩス࣒ࢸにおける࣑ࣗࢩレーࣙࢩンで、冷ᡣ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉ
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࡚いることをいう࡚ࡏేࠋ、年間を㏻じた⎔ቃ㈇Ⲵに関するሗを開♧することࠋ 

㸵 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に␃ពすることࠋ 

ア㸬ガラスの熱ࢀ等を⪃៖ࠕ、ࡋᘓ⠏フィル࣒㸯・㸰⣭ᢏ能ኈࠖのᢏ⾡㈨᱁を᭷するⱝࡋ

 ࠋい࡚検ウを⾜うことࡘるᢏ能を᭷する⪅による施ᕤにࢀࡽࡵとྠ等と認ࢀこࡣࡃ

イ㸬電Ἴ㐽ⶸᛶ能を᭷するࡶのを㈞する場合ࡣ、電Ἴ㐽ⶸによるᙳ㡪にࡘい࡚⪃៖する

ことࠋ 

࿘㎶のᘓ≀等へのᙳ㡪、ࡣる場所におい࡚施ᕤする場合にࢀࡉい光のᑕがᠱᛕࡋ㸬ⴭ࢘

にࡘい࡚確認を⾜うことࠋ 

エ㸬照明効率及び採光ᛶを⪃៖する場合ࡣ、ྍど光⥺㏱過率の㧗いフィル࣒を検ウするこ

とࠋ 

レ࣡ーク用ラࢸ

イࢭンス 

ุ࠙断の基準ࠚ 

用࣒ࢸスࢩ㐲㝸ᆅにおい࡚業ົが㐙⾜できる、ࡋインターネットをۑ

ア࢘࢝ントで࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࠋレ࣡ークのᑟධ๓ᚋにおける⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認できることࢸۑ

備⪃）㸯 ࢸࠕレ࣡ークࠖとࡣ、ሗ㏻ಙᢏ⾡を活用ࡋた、場所と時間にᤕࢀࢃࡽないᰂ㌾なാき

方をいうࠋ 

㸰 ࢸレ࣡ークのᑟධにより削減が期ᚅࢀࡉる⎔ቃ㈇Ⲵとࡣ࡚ࡋ、⛣動にకうエネルギー、

ົ所等におい࡚使用するエネルギー等に対ࡋ、ቑຍがぢ込まࢀる⎔ቃ㈇Ⲵとࡣ࡚ࡋᐙᗞ

ቃ㈇⎔、࡚ࡋのቑ減を比㍑ࡽࢀこ、ࢀࡽࡆ࠶ᣐ点施設におい࡚使用するエネルギー等がࡸ

Ⲵప減効ᯝを⟬定することがᮃまࡋいࠋ 

:HE ㆟ࢩス࣒ࢸ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձインターネットをࡋ、㐲㝸ᆅ間等におい࡚㆟が⾜࠼るࢩス࣒ࢸで

 ࠋること࠶

ղの機関と┦に利用ྍ能な㆟ࢩス࣒ࢸで࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ:HE㆟ࢩス࣒ࢸのᑟධ๓ᚋにおける⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認できる

ことࠋ 

ղ࢜ンラインྡ่交換機能がᑟධできることࠋ

備⪃）㸯 ࠕ:HE ㆟ࢩス࣒ࠖࢸとࢸ、ࡣレ࣡ークを⾜࡚ࡗいる⫋ဨでࡑࡶ࡚ࡗ࠶のの⫋ဨと㐯Ⰽ

なࡃ業ົを㐙⾜できるよう、当該機関等で⾜ࢀࢃる㆟への㐲㝸ཧຍがྍ能となるࢩスࢸ

 ࠋをいう࣒

㸰 :HE ㆟ࢩス࣒ࢸのᑟධにより削減が期ᚅࢀࡉる⎔ቃ㈇Ⲵとࡣ࡚ࡋ、⛣動にకうエネルギ

ー、⣬㈨※の削減（ペーパーレス化）等がࢀࡽࡆ࠶るࠋ 
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�2� 目ᶆの❧࡚方 

ձኴ㝧光Ⓨ電ࢩス࣒ࢸにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における調㐩による基準を‶たす≀ရの⥲設

備ᐜ量（N:）とするࠋ 

ղኴ㝧熱利用ࢩス࣒ࢸにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における調㐩による基準を‶たす基準値㸯及

び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの≀ရの⥲集熱面✚（੍）とするࠋ 

ճኴ㝧光Ⓨ電ࢩス࣒ࢸ及びኴ㝧熱利用ࢩス࣒ࢸの」合ࢩス࣒ࢸにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度にお

ける調㐩による基準を‶たす≀ရの⥲設備ᐜ量（N:）及び⥲集熱面✚（੍）とするࠋ 

մ燃ᩱ電ụにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における⥲設備ᐜ量（N:）とするࠋ 

յエネルギー管理ࢩス࣒ࢸにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における⥲調㐩௳ᩘとするࠋ 

ն⏕࣑ࢦฎ理機にࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における調㐩（ࣜース・レンタルዎ約及び㣗ᇽ運Ⴀ

ཷク⪅によるᑟධをྵࠋࡴ）⥲量（ྎᩘ）とするࠋ 

շ節水器ලにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における⥲調㐩量（ಶ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ

量（ಶ）の合とするࠋ 

ո給水ᰦにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における⥲調㐩量（ಶ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量

（ಶ）の合とするࠋ 

չ日ᑕ調ᩚフィル࣒にࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における⥲調㐩面✚（੍）に༨ࡵる基準を‶た

す≀ရの面✚（੍）の合とするࠋ 

պపᨺᑕフィル࣒にࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における⥲調㐩面✚（੍）に༨ࡵる基準を‶たす

≀ရの面✚（੍）の合とするࠋ 

ջࢸレ࣡ーク用ライࢭンスにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における調㐩による基準を‶たす⥲調㐩

௳ᩘ（ライࢭンスᩘ）とするࠋ 

ռ:HE㆟ࢩス࣒ࢸにࡣ࡚ࡗ࠶、当該年度における調㐩による基準を‶たす⥲調㐩௳ ࢩᩘ）

スᩘ࣒ࢸ）とするࠋ 
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㸰㸮㸬⅏ᐖ備用ရ 

㸰㸮－㸯 ⅏ᐖ備用ရ（㣧ᩱ水） 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

⅏ᐖ備用

㣧ᩱ水 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬基準値㸯ࡣ、㈹期限が1�年以上で࠶ることࠋ 

イ㸬基準値㸰ࡣ、㈹期限が㸳年以上で࠶ることࠋ 

ղ〇ရ及びᲕໟ用外⟽にྡ⛠、ཎ材ᩱྡ、内ᐜ量、㈹期限、ಖᏑ方ἲ及び

〇㐀⪅ྡがグ㍕࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ回収・⏕利用によるᗫᲠ≀排ฟᢚ制等にಀる⤌みが࠶ることࠋ 

ղᐜ器にࡘい࡚ࡣ、ྍ能な限り㍍量化・ⷧ⫗化がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ճ使用するᐜ器、ラベル・༳ๅ、キࣕップ等にࡘい࡚ࡣ、使用ᚋのฎ理、

利用適ᛶにඃࢀたᐜ器とするたࡵの⎔ቃ㓄៖設ィがな࡚ࢀࡉいることࠋ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ⅏ᐖ備用㣧ᩱ水ࠖࡣ、⅏ᐖ用に㛗期ಖ管する目的で

調㐩するࡶのとするࠋ 

㸰 ุ断の基準ղのཎ材ᩱྡにࡘい࡚ࡣ、Ვໟ用外⟽にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸱 ಶูの業ົにおい࡚使用する目的で㉎ධࡋた≀ရを⅏ᐖ用に利活用する場合ࡣ、⅏ᐖ備

用ရの対象ࡽ除外することとするࠋ 

㸲 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬⅏ᐖ備用㣧ᩱ水の調㐩に当たり、流㏻備ࡸ⅏ᐖⓎ⏕時に自動㈍機内のၟရを↓

ൾᥦ౪できるࠕフࣜーベンドࠖ機能を持ࡗた⅏ᐖ対策用自動㈍機の利用を຺する

ことࠋ 

イ㸬⅏ᐖ備用ရを調㐩するに当たり、当該ရ目のಖᏑ期限等を຺ࡋた備・㉎ධィ⏬

を❧ࡋ、備量及び㉎ධ量を適正に管理するととࡶに、⥅⥆的に更᪂࡚ࡋいࡃ⤌

みをᵓ⠏することࠋ 

能ྍ、ࡋ⣡ධ業⪅に対、ࡽするほ点ࡃ㸬⣡ධ時点におい࡚当該〇ရの残Ꮡ期限を㛗࢘

な限り᪂ࡋい〇ရの⣡ධのたࡵの準備がྍ能となるよう、⣡期まで୍定の期間を࠼

る等の㓄៖を⾜うዎ約方ἲにࡘい࡚検ウすることࠋ 

エ㸬⅏ᐖ備用の㣧ᩱ水ࡣ、㛗期にࢃた࡚ࡗ備・ಖ管することࡽ、当該〇ရの㈹期

限内におけるရ質・Ᏻ全ᛶ等にࡘい࡚๓に༑分確認の上、調㐩を⾜うことࠋ 

㸳 ペットボトルᐜ器にࡣ࡚ࡗ࠶、使用するボトル、ラベル・༳ๅ、キࣕップ等の⎔ቃ㓄៖

設ィにࡘい࡚ࡣ、P(7 ボトルࣜࢧイクル᥎㐍༠㆟作ᡂのࠕᣦ定 P(7 ボトルの自設ィガイ

ドラインࠖをཧ⪃とすることࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度に調㐩する⅏ᐖ備用㣧ᩱ水の⥲調㐩量（ᮏᩘ）に༨ࡵる基準値㸯及び基準値

㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす≀ရのᩘ量（ᮏᩘ）の合とするࠋ 
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㸰㸮－㸰 ⅏ᐖ備用ရ（㣗ᩱ） 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

アルファ化⡿ 

ಖᏑパン 

パン 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ㈹期限が㸳年以上で࠶ることࠋ 

ղ〇ရ及びᲕໟ用外⟽に、ྡ⛠、ཎ材ᩱྡ、内ᐜ量、㈹期限、ಖᏑ方ἲ

及び〇㐀⪅ྡがグ㍕࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋること࠶回収・⏕利用によるᗫᲠ≀排ฟᢚ制等にಀる⤌みがۑ

レトルト㣗ရ

等 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ次のいࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬㈹期限が㸳年以上で࠶ることࠋ 

イ㸬㈹期限が㸱年以上で࡚ࡗ࠶、ᐜ器、ᒓの㣗器及びⓎ熱材等にࡘ

い࡚回収ࡋ利用ࢀࡉる⤌みが࠶ることࠋ 

ղ〇ရ及びᲕໟ用外⟽に、ྡ⛠、ཎ材ᩱྡ、内ᐜ量、㈹期限、ಖᏑ方ἲ

及び〇㐀⪅ྡがグ㍕࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋること࠶回収・⏕利用によるᗫᲠ≀排ฟᢚ制等にಀる⤌みがۑ

ᰤ㣴調ᩚ㣗ရ 

フࣜーࢬドラ

イ㣗ရ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ㈹期限が㸱年以上で࠶ることࠋ 

ղ〇ရ及びᲕໟ用外⟽に、ྡ⛠、ཎ材ᩱྡ、内ᐜ量、㈹期限、ಖᏑ方ἲ

及び〇㐀⪅ྡがグ㍕࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋること࠶回収・⏕利用によるᗫᲠ≀排ฟᢚ制等にಀる⤌みがۑ

備⪃） 㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕアルファ化⡿ ಖᏑパンࠕࠖ パンࠕࠖ レトルト㣗ရ等ࠖࠕࠖ

のに限ࡶ調㐩する࡚ࡋ⅏ᐖ備用ရと、ࡣドライ㣗ရࠖࢬフࣜーࠕᰤ㣴調ᩚ㣗ရࠖ及びࠕ

るࠋ 

㸰 ࠕレトルト㣗ရ等ࠖとࡣ、気ᐦᛶを᭷するᐜ器に調〇ࡋた㣗ရをሸࡋ、熱⁐⼥により

ᐦᑒࢀࡉ、常温で㛗期ಖᏑがྍ能となるฎ理を⾜ࡗた〇ရをいうࠋ 

㸱 ࠕᰤ㣴調ᩚ㣗ရࠖとࡣ、㏻常の㣗ရᙧ態でࣅ、࡚ࡗ࠶タ࣑ン、࣑ネラル等のᰤ㣴ᡂ分を

ᙉ化ࡋた㣗ရをいうࠋ 

㸲 ࠕアルファ化⡿ࠖ及びࠕパンࠖの㈹期限にಀるุ断の基準ձにࡘい࡚ࡣ、ᕷ場動ྥ

を຺ࡘࡘࡋᚋぢ┤ࡋを実施することとするࠋ 

㸳 ุ断の基準ղのཎ材ᩱྡにࡘい࡚ࡣ、Ვໟ用外⟽にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸴 ಶูの業ົにおい࡚使用する目的で㉎ධࡋた≀ရを⅏ᐖ用に利活用する場合ࡣ、⅏ᐖ備

用ရの対象ࡽ除外することとするࠋ 

㸵 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬⅏ᐖ備用ရを調㐩するに当たり、当該ရ目のಖᏑ期限等を຺ࡋた備・㉎ධィ⏬

を❧ࡋ、備量及び㉎ධ量を適正に管理するととࡶに、⥅⥆的に更᪂࡚ࡋいࡃ⤌

みをᵓ⠏することࠋ 

イ㸬⣡ධ時点におい࡚当該〇ရの残Ꮡ期限を㛗ࡃするほ点ࡽ、⣡ධ業⪅に対ࡋ、ྍ能

な限り᪂ࡋい〇ရの⣡ධのたࡵの準備がྍ能となるよう、⣡期まで୍定の期間を࠼

る等の㓄៖を⾜うዎ約方ἲにࡘい࡚検ウすることࠋ 
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当該〇ရの㈹期限、ࡽ備・ಖ管すること࡚ࡗたࢃ㛗期に、ࡣ㸬⅏ᐖ備用の㣗ᩱ࢘

内におけるရ質・Ᏻ全ᛶ等にࡘい࡚๓に༑分確認の上、調㐩を⾜うことࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

ྛရ目の当該年度に調㐩する⥲調㐩量（ಶᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ಶᩘ）

の合とするࠋ 
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㸰㸮－㸱 ⅏ᐖ備用ရ（⏕活用ရ・㈨材等） 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ẟᕸ ุ࠙断の基準ࠚ 

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶る

ことࠋ 

ղ〇ရに使用ࢀࡉる⧄維にࡣ、ྍ能な限りᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維が使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

作業手⿄ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ使用ࢀࡉる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࡕ、ポࣜエスࢸル⧄

維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸ

ル⧄維が、〇ရ全య㔜量比�すり止ࡵሬᕸຍᕤ部分を除ࠋࡃ）で��㸣

以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる⧄維が、〇ရ全య㔜量比（すり

止ࡵሬᕸຍᕤ部分を除ࠋࡃ）で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճᮍ利用⧄維が、〇ရ全య㔜量比（すり止ࡵሬᕸຍᕤ部分を除ࠋࡃ）

で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

で2�㸣（ࠋࡃሬᕸຍᕤ部分を除ࡵり止す）のが、〇ရ全య㔜量比ࡶ

以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率

が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձᮍ利用⧄維ཪࡣẟ⧄維がྍ能な限り使用࡚ࢀࡉいること（すり止

 ࠋ（ࠋࡃሬᕸຍᕤ部分を除ࡵ

ղ⁻ⓑを使用࡚ࡋいないことࠋ 
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 ࠚント ุ࠙断の基準ࢸ

ル⧄維ࢸポࣜエス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

ཪ᳜ࡣ≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࡎ

 ࠋの要௳を‶たすことࢀ

ձ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、⧄維部分全య㔜量に༨ࡵ

るポࣜエスࢸル⧄維㔜量が��㸣ᮍ‶の場合ࡣ、⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࡽ

、ࡘ、ル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上ࢸるポࣜエスࢀ

ポࣜエスࢸル⧄維㔜量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ⏕P(7ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維部分全య㔜量比

で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいること、ࡘ、〇ရ使用ᚋに回収及び使

用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ճ⏕P(7ᶞ⬡のうࡕ、ᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維が、⧄維

部分全య㔜量比で1�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で2�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が1�㸣以上で࠶ることࠋ 

յ᳜≀をཎᩱとする合ᡂ⧄維で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉた

、ࡘ、いること࡚ࢀࡉのが、⧄維部分全య㔜量比で1�㸣以上使用ࡶ

バイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率が4㸣以上で࠶ることࡽࡉࠋに、〇

ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ〇ရ使用ᚋに回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶る

ことࠋ 

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ブルーࢩート ุ࠙断の基準ࠚ 

レン⧄維ࢳポࣜエ、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、⏕ポࣜエࢳレン⧄維が⧄維部分全య㔜

量比で��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡉ⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ࠶能な限り⡆᫆でྍ、ࡣᲕໟࡣ〇ရのໟ装ཪۑ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࠖとࡣ、P(7 ボトルཪࡣ⧄維〇ရ等をཎ材ᩱと࡚ࡋ⏕利用ࢀࡉるࡶのを

いうࠋ 

㸰 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽボタン、ファスࢼ、ホック、⦭⣒等の

ᒓရの㔜量を除いたࡶのをいうࠋ 

なお、⏕プラスࢳック（使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）

を使用ࡋたᒓရの㔜量ࠕ、ࡣ⧄維部分全య㔜量ࠖ及びࠕ⏕ P(7 ᶞ⬡ࡽᚓࢀࡽるポࣜエ

スࢸル⧄維の㔜量ཪࡣᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維の㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ 

㸱 ࠕᨾ⧄維ࠖとࡣ、使用῭みのྂ╔、ྂᕸ及び⧊ᕸᕤ場ࡸ⦭〇ᕤ場の〇㐀ᕤ⛬ࡽⓎ⏕す

る⣒ࡎࡃ、断ࡎࡃ等をいうࠋ 
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㸲 ࠕᨾ⧄維ࡽᚓࢀࡽるポࣜエスࢸル⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維をཎᩱとࣜࢸ࣐、ࡋアルࣜࢧ

イクルཪࡣケ࣑࢝ルࣜࢧイクルにより⏕ࢀࡉたポࣜエスࢸル⧄維をいうࠋ 

㸳 ࠕᮍ利用⧄維ࠖとࡣ、⣳⦼時にⓎ⏕する短⧄維（ࣜンター等）等を⏕ࡋた⧄維をいうࠋ

㸴 ࠕẟ⧄維ࠖとࡣ、ᨾ⧄維を⥥状に分ゎࡋ⏕ࡋた⧄維をいうࠋ 

㸵 ࠕポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋに、ᗫᲠࢀࡉた材ᩱཪࡣ〇

ရをいうࠋ 

㸶 ࠕ⏕ポࣜエࢳレンࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたポࣜエࢳレン〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋレン➃材ⱝࢳⓎ⏕するポࣜエࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸷 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸮 ࠕバイ࢜ベース合ᡂポ࣐ࣜーྵ᭷率ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量に༨ࡵる、᳜≀をཎᩱとす

る合ᡂ⧄維ཪࡣバイ࣐࢜スプラスࢳックにྵまࢀる᳜≀⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合をいうࠋ 

㸯㸯 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐࢜

㸯㸰 ࠕ回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶ることࠖとࡣ、次の要௳を‶た

すことをいうࠋ 

 ࠋ次のア及びイを‶たすこと、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩ回収のࠕ

ア㸬〇㐀業⪅ཪࡣ㈍業⪅が自的に使用῭みの〇ရを回収（自ࡽ回収ࡋ、ཪࡣの

⪅にጤク࡚ࡋ回収することをいうࠋ」ᩘの業⪅がඹྠ࡚ࡋ回収することをྵࠋࡴ）す

るルート（〇㐀業⪅、㈍業⪅における回収ルート、使用⪅の要ㄳに応じた回収

等）をᵓ⠏࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、〇ရᮏయ、〇ရのໟ装、࢝タࣟグཪ࢘ࡣエブࢧイトのい

ࡣ回収に関するලయ的ሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）が⾲♧ཪࡋに対ࢨでࣘーࢀࡎ

ᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋ及びエを‶たすこと࢘次の、ࡣい࡚ࡘに࣒ࠖࢸスࢩのࡵ⏕利用のたࡣ使用ཪࠕ

 ࠋイクルすることࢧル࣑ࣜ࢝ケࡣイクルཪࢧアルࣜࣜࢸ࣐、た〇ရを使用ࢀࡉ㸬回収࢘

エ㸬回収ࢀࡉた〇ရのうࡕ使用ཪࢧࣜࡣイクルできない部分ࡣ、エネルギー回収するこ

とࠋ 

㸯㸱 ಶูの業ົにおい࡚使用する目的で㉎ධࡋた≀ရを⅏ᐖ用に利活用する場合ࡣ、⅏ᐖ

備用ရの対象ࡽ除外することとするࠋ 

㸯㸲 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ⅏ᐖ備用ရを調㐩するに当たり、当該ရ目のಖᏑ期限等を຺

に、⥅⥆的に更ࡶ備量及び㉎ධ量を適正に管理するとと、ࡋた備・㉎ධィ⏬を❧ࡋ

᪂࡚ࡋいࡃ⤌みをᵓ⠏することࠋ 
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備用作業᭹ ุ࠙断の基準ࠚ 

ックࢳ⏕プラス、ࡕる⧄維（ኳ然⧄維及び化Ꮫ⧄維）のうࢀࡉ使用ۑ

をཎᩱとする合ᡂ⧄維を使用ࡋた〇ရにࡘい࡚ࡣ、次のいࢀࡎの要

௳を‶たすことࠋ 

ձ⏕プラスࢳックࡽᚓࢀࡽる合ᡂ⧄維が、⧄維部分全య㔜量比で

��㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձಖ管スペースの⊃小化をᅗるたࡵ、〇ရの小ᆺ化及び㍍量化等がなࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

ղ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ備用作業᭹ࠖࡣ、⅏ᐖ時におい࡚作業にᚑする場

合に作業⪅が╔用することによりᏳ全を確ಖすることを目的と࡚ࡋ備するࡶので࡚ࡗ࠶

㜵ㆤ᭹をྵࠋࡴ 

㸰 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ）

㸱 ࠕ⧄維部分全య㔜量ࠖとࡣ、〇ရ全య㔜量ࡽボタン、ファスࢼ、ホック、⦭⣒等の

ᒓရの㔜量を除いたࡶのをいうࠋなお、⏕プラスࢳックを使用ࡋたᒓရの㔜量ࠕ、ࡣ⧄

維部分全య㔜量ࠖにྵ࡚ࡵよいࠋ

㸲 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�1�3ࠕ⾰᭹ 9HUVLRQ3ࠖにಀ

る認定基準をいうࠋ

୍次電ụ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ୍次電ụにࡣ࡚ࡗ࠶、⾲に♧ࢀࡉた㈇Ⲵᢠの༊分ごとの最小ᖹᆒ持⥆時

間を下回ࡽないことࠋ 

ղ使用᥎ዡ期限が㸳年以上の〇ရᵝで࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ使用῭みの小ᙧ電式電ụの回収ࢩス࣒ࢸが࠶り、使用ཪࡣ⏕利用ࡉ

 ࠋること࠶が࣒ࢸスࢩるࢀࡉ適正ฎ理ࡣい࡚ࡘない部分にࢀ

ղ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜ イクルにおࢧイクルに⮳るまでのライフࢧ

ける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ⣲┦当量に

換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及び

ᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とする୍ࠕ次電ụ ᡃ、ࡣࠖ がᅜにおけるᙧ状の㏻⛠ࠕ༢ 1 ᙧ ༢ࠕࠖ

2 ᙧ ༢ࠕࠖ 3ᙧࠖཪࠕࡣ༢ 4 ᙧࠖとするࠋ 

㸰 㺀最小ᖹᆒ持⥆時間㺁ࡣ、JIS C 8�1� につ定するᨺ電ヨ㦂᮲௳に準ᣐ࡚ࡋ 定するࡶのと

するࠋJIS C 8�1� でつ定ࢀࡉるアルࣜ࢝電ụに適合する୍次電ụࡣ、ุ断の基準ձを‶

たすࠋ 

㸱 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に
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対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸲 㓄៖㡯ղの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイク

ルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボンフ

ットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸳 ಶูの業ົにおい࡚使用する目的で㉎ධࡋた≀ရを⅏ᐖ用に利活用する場合ࡣ、⅏ᐖ備

用ရの対象ࡽ除外することとするࠋ 

㸴 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬⅏ᐖ備用ရを調㐩するに当たり、当該ရ目のಖᏑ期限等を຺ࡋた備・㉎ධィ⏬

を❧ࡋ、備量及び㉎ධ量を適正に管理するととࡶに、⥅⥆的に更᪂࡚ࡋいࡃ⤌

みをᵓ⠏することࠋ 

イ㸬⣡ධ時点におい࡚当該〇ရの残Ꮡ期限を㛗ࡃするほ点ࡽ、⣡ධ業⪅に対ࡋ、ྍ能

な限り᪂ࡋい〇ရの⣡ධのたࡵの準備がྍ能となるよう、⣡期まで୍定の期間を࠼

る等の㓄៖を⾜うዎ約方ἲにࡘい࡚検ウすることࠋ 

⾲ ୍次電ụにಀる最小ᖹᆒ持⥆時間 

㏻

⛠ 
な用㏵など 

ᨺ電ヨ㦂᮲௳ 最小ᖹᆒ持⥆時間 

ᨺ電㈇Ⲵ 
1日当たり 

のᨺ電時間 
⤊止電圧 ึ度 

༢

1

ᙧ 

ᦠ帯電灯 2�2Ȑ ὀ㸯 ���9 ���分 

ࣔータ使用機器・⋵ල 2�2Ȑ 1時間 ��89 1�時間 

ポータブルスࢸレ࢜ ���P$ 2時間 ���9 11時間 

༢

2

ᙧ 

ࣔータ使用機器・⋵ල 3��Ȑ 1時間 ��89 14時間 

ᦠ帯電灯 3��Ȑ ὀ㸯 ���9 ���分 

ポータブルスࢸレ4 ࢜��P$ 2時間 ���9 8時間 

༢

3

ᙧ 

㧗㈇Ⲵ機器 
1����P: 

���P: 
ὀ㸰 1���9 4�回 

ᦠ帯電灯（/('） 3��Ȑ ὀ㸱 ���9 23�分 

ࣔータ使用機器・⋵ල 3��Ȑ 1時間 ��89 �時間 

⋵ල（ࣔーターなࡋ） 2��P$ 1時間 ���9 �時間 

C'プレーࣖ・電Ꮚࢤー1 ࣒��P$ 1時間 ���9 1�時間 

ラジ࢜・時ィ・ࣜࣔコン ��P$ ὀ㸲 1��9 3�時間 

༢

4

ᙧ 

ᦠ帯電灯 ��1Ȑ ὀ㸱 ���9 13�分 

ࣔータ使用機器・⋵ල ��1Ȑ 1時間 ��89 12�分 

12 9��� ��P$ ὀ㸳 ࢜ィࢹー࢜ジタルࢹ時間 

ࣜࣔコン 24Ȑ ὀ㸴 1��9 14��時間 

備⪃）ึ度の最小ᖹᆒ持⥆時間に対する12月㈓ⶶᚋの最小ᖹᆒ持⥆時間の比率ࡣ��㸣以上で࠶るこ

とࠋ 

ὀ㸯㸸4分ᨺ電・11分ᨺ電休止の࿘期を8時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸰㸸�分ᨺ電（1����P:の2⛊ᨺ電・���P:の28⛊ᨺ電の交ᨺ電）・��分ᨺ電休止の࿘期を24時間連⥆

 ࠋり㏉す⧞࡚ࡋ

ὀ㸱㸸4分ᨺ電・��分ᨺ電休止の࿘期を8時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸲㸸1時間ᨺ電・�時間ᨺ電休止の࿘期を24時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸳㸸1時間ᨺ電・11時間ᨺ電休止の࿘期を24時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 

ὀ㸴㸸1�⛊ᨺ電・4�⛊ᨺ電休止の࿘期を8時間連⥆࡚ࡋ⧞り㏉すࠋ 
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㠀常用ᦠ帯

燃ᩱ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձရ質ಖド期限が㸳年以上で࠶ることࠋ 

ղྡ⛠、ཎ材ᩱྡ、内ᐜ量、ရ質ಖド期限、ಖᏑ方ἲ及び〇㐀⪅ྡがグ㍕ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ྍ、ࡣᲕໟ及びᐜ器ࡣ〇ရのໟ装ཪۑ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ

᫆ࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ಶูの業ົにおい࡚使用する目的で㉎ධࡋた≀ရを⅏ᐖ用に利活用する場合ࡣ、⅏ᐖ備

用ရの対象ࡽ除外することとするࠋ 

㸰 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬⅏ᐖ備用ရを調㐩するに当たり、当該ရ目のಖᏑ期限等を຺ࡋた備・㉎ධィ⏬

を❧ࡋ、備量及び㉎ධ量を適正に管理するととࡶに、⥅⥆的に更᪂࡚ࡋいࡃ⤌

みをᵓ⠏することࠋ 

イ㸬⣡ධ時点におい࡚当該〇ရの残Ꮡ期限を㛗ࡃするほ点ࡽ、⣡ධ業⪅に対ࡋ、ྍ能

な限り᪂ࡋい〇ရの⣡ධのたࡵの準備がྍ能となるよう、⣡期まで୍定の期間を࠼

る等の㓄៖を⾜うዎ約方ἲにࡘい࡚検ウすることࠋ 

ᦠ帯Ⓨ電機 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ次のいࢀࡎの要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬ガࣜࢯンエンジンをᦚ㍕するⓎ電機（ኳ然ガスཪࡣ/Pガスを燃ᩱとࡋ

࡚使用するࡶのをྵࠋࡴ）にࡣ࡚ࡗ࠶、排ฟガスが⾲㸯に♧ࢀࡉた排気

量の༊分ごとの基準値以下で࠶ることࠋ 

イ㸬ࢹィーࢮルエンジンをᦚ㍕するⓎ電機にࡣ࡚ࡗ࠶、排ฟガスが⾲㸰に

 ࠋること࠶た基準値以下でࢀࡉ♧

ղ㦁㡢レベルが� ࠋること࠶ベル以下でࢩࢹ8

ճ連⥆運転ྍ能時間が㸱時間以上で࠶ることࠋたࢭ࢝、ࡋࡔットボンベᆺの

 ࠋること࠶㸯時間以上でࡣ࡚ࡗ࠶のにࡶ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ燃ᩱ消㈝効率がྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

ղ使用時の㈇Ⲵに応じ࡚エンジン回転ᩘを自動的に制ᚚする機能を᭷࡚ࡋ

いることࠋ 

ճ〇ရの小ᆺ化及び㍍量化がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

մ〇ရの㛗ᑑ化、部ရの使用ཪࡣཎ材ᩱの⏕利用のたࡵの設ィ上のᕤ

ኵがな࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及び

ᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕᦠ帯Ⓨ電機ࠖࡣ、Ⓨ電機の定᱁ฟ力が 3N9$ 以下のⓎ動

Ⓨ電機とするࠋ 

㸰 㦁㡢レベルの 定方ἲࠕࡣᘓ設機械の㦁㡢及び動の 定値の 定方ἲ （ࠖᖹᡂ㸷年ᘓ設

省࿌♧➨ 1�3� ྕ）によるࠋ 

㸱 ಶูの業ົにおい࡚使用する目的で㉎ධࡋた≀ရを⅏ᐖ用に利活用する場合ࡣ、⅏ᐖ備

用ရの対象ࡽ除外することとするࠋ 

㸲 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、Ⓨ電する電気の࿘Ἴᩘに␃ពすることࠋ 
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⾲㸯 ガࣜࢯンエンジンᦚ㍕Ⓨ電機にಀる排ฟガス基準値 

排気量の༊分 
排ฟガス基準値（J�N:K） 

+C�1O[ CO 

��FF ᮍ‶ �� 

�1� 
��FF 以上 1��FF ᮍ‶ 4� 

1��FF 以上 22�FF ᮍ‶ 1��1 

22�FF 以上 12�1 

備⪃）排ฟガスの 定方ἲࡣ JIS B 8��8�4 の *2 ࣔードによるࠋ 

⾲㸰 ࢹィーࢮルエンジンᦚ㍕Ⓨ電機にಀる排ฟガス基準値 

排ฟガス基準値（J�N:K） 

10+C�1O[ CO P0 

��� 8 ��4 

備⪃）排ฟガスの 定方ἲࡣ JIS B 8��8�4 の '2 ࣔードによるࠋ 

㠀常用ᦠ帯電※ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ電気ᐜ量が 1��:K 以上で࠶ることࠋ 

ղಖド期間ཪࡣ使用᥎ዡ期限が㸳年以上で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

い࡚ࢀࡉ⏕利用及びᗫᲠ時の㈇Ⲵ㍍減に㓄៖、࡚ࡗ࠶分ูがᐜ᫆でۑ

ることࠋ 

備⪃）ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ㠀常用ᦠ帯電※ࠖࡣ、空気電ụによりⓎ電ࡋ、ᦠ帯電ヰ等の

機器への電・給電を目的とࡋた㠀常用の電※をいうࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のྛရ目の調㐩⥲量（ಶᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量（ಶᩘ）の合

とするࠋ 

なお、集ィに当たࡣ࡚ࡗ、ẟᕸ、作業手⿄、ࢸント、ブルーࢩート及び୍次電ụにࡘい

 ࠋ㏻常業ົにおい࡚使用するᮏ基ᮏ方㔪に♧す≉定調㐩ရ目との合ィで⾜う、ࡣ࡚
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㸰㸯㸬බඹᕤ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

බඹᕤ ุ࠙断の基準ࠚ 

る⾲㸯に♧すࢀࡽࡵዎ約ᅗ᭩におい࡚、୍定の⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが認ۑ

㈨材（材ᩱ及び機材をྵࠋࡴ）、ᘓ設機械、ᕤἲཪࡣ目的≀の使用が⩏

ົけ࡚ࢀࡽいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ྍ、ࡣのᲕໟ及びᐜ器（ࠋࡴ材ᩱ及び機材をྵ）㈨材ۑ 能な限り⡆᫆で࠶

ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ

ὀ）⩏ົけに当たࡣ࡚ࡗ、ᕤ全యでの⎔ቃ㈇Ⲵప減を⪃៖する୰で実施することがᮃまࡋいࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

ᚋ、実⦼のᢕᥱ方ἲ等の検ウを㐍ࡵる୰で、目ᶆの❧࡚方にࡘい࡚検ウするࡶのとするࠋ 

⾲㸯 

 ㈨材、ᘓ設機械、ᕤἲ及び目的≀のရ目ە

≉定調㐩

ရ目ྡ
分類

ရ目ྡ
ရ目ご

とのุ

断の基

準
（ရ目分類） （ရ目ྡ） 

බඹᕤ ㈨材 

┒ᅵ材等 

ᘓ設ởἾࡽ⏕ࡋたฎ理ᅵ 
⾲㸰 

ᅵᕤ用水○スラグ 

㖡スラグを用いたケーࢯン୰詰

 材ࡵ

フࢽ࢙ࣟッケルスラグを用いた

ケーࢯン୰詰ࡵ材 

ᆅ┙ᨵⰋ材 ᆅ┙ᨵⰋ用〇㗰スラグ 

コンクࣜート用スラグ㦵材 

㧗⅔スラグ㦵材 

フࢽ࢙ࣟッケルスラグ㦵材 

㖡スラグ㦵材 

電気⅔㓟化スラグ㦵材 

アスファルトΰ合≀ 

⏕ຍ熱アスファルトΰ合≀ 

㕲㗰スラグΰධアスファルトΰ

合≀ 
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୰温化アスファルトΰ合≀ 

㊰┙材 

㕲㗰スラグΰධ㊰┙材 

⏕㦵材等 

小ᚄኴ材 間ఆ材 

ΰ合࣓ࢭント 

㧗⅔࣓ࢭント 

フライアッ࣓ࢭࣗࢩント 

 ント࣓ࢭント エコ࣓ࢭ

コンクࣜート及びコンクࣜー

ト〇ရ 
㏱水ᛶコンクࣜート 

㕲㗰スラグ水ᅛ化య 㕲㗰スラグブࣟック 

྿けコンクࣜート 
フライアッࣗࢩを用いた྿け

コンクࣜート 

ሬᩱ 

下ሬ用ሬᩱ（㔜㜵㣗） 

పⓎᛶ᭷機⁐ᆺの㊰面ᶆ♧

用水ᛶሬᩱ 

㧗日ᑕᑕ率ሬᩱ 

㜵水 㧗日ᑕᑕ率㜵水 

⯒装材 

⏕材ᩱを用いた⯒装用ブࣟッ

ク（焼ᡂ） 

⏕材ᩱを用いた⯒装用ブࣟッ

ク類（プレキࣕスト↓➽コンク

ࣜート〇ရ） 

ᅬⱁ㈨材 

バークたい⫧ 

下水ởἾを使用ࡋたởἾⓎ㓝⫧

ᩱ（下水ởἾコンポスト） 

㐨㊰照明 /(' 㐨㊰照明 

୰ኸ分㞳帯ブࣟック 
⏕プラスࢳック〇୰ኸ分㞳帯

ブࣟック 

タイル ࢭラ࣑ックタイル 

ᘓල 断熱ࢧッࢩ・ドア 

〇材等 

〇材 

集ᡂ材 

合ᯈ 
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༢ᯈ✚ᒙ材 

┤交集ᡂᯈ 

フࣟーࣜング フࣟーࣜング 

⏕ᮌ質ボード 

パーࢸィクルボード 

⧄維ᯈ 

ᮌ質⣔࣓ࢭントᯈ 

ᮌ材・プラスࢳック」合材〇

ရ 

ᮌ材・プラスࢳック⏕」合材

〇ရ 

 ル⣔ᗋ材ࢽࣅ ル⣔ᗋ材ࢽࣅ

断熱材 断熱材 

照明機器 照明制ᚚࢩス࣒ࢸ 

変圧器 変圧器 

空調用機器 

྾収冷温水機 

ị熱式空調機器 

ガスエンジンヒートポンプ式空

気調機 

㏦風機 

ポンプ 

㓄管材 
排水・㏻気用⏕◳質ポࣜሷ化

 ル管ࢽࣅ

⾨⏕器ල 

自動水ᰦ 

自動洗浄装置及びࡑの⤌み込み

小౽器 

౽器 

コンクࣜート用ᆺᯟ 

⏕材ᩱを使用ࡋたᆺᯟ 

合ᯈᆺᯟ 

ᘓ設機械 

－ 

排ฟガス対策ᆺᘓ設機械 
⾲㸱 

ప㦁㡢ᆺᘓ設機械 

ᕤἲ 
ᘓ設Ⓨ⏕ᅵ᭷効利用ᕤἲ పရ質ᅵ᭷効利用ᕤἲ 

⾲㸲 

ᘓ設ởἾ⏕ฎ理ᕤἲ ᘓ設ởἾ⏕ฎ理ᕤἲ 
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コンクࣜートሢ⏕ฎ理ᕤἲ コンクࣜートሢ⏕ฎ理ᕤἲ 

⯒装（⾲ᒙ） ㊰上⾲ᒙ⏕ᕤἲ 

⯒装（㊰┙） ㊰上⏕㊰┙ᕤἲ 

ἲ面⥳化ᕤἲ 
ఆ採材ཪࡣᘓ設Ⓨ⏕ᅵを活用ࡋ

たἲ面⥳化ᕤἲ 

ᒣ␃ࡵᕤἲ 
Ἶᅵప減ᆺࢯイル࣓ࢭントᰕิ

ቨᕤἲ 

目的≀ 

⯒装 

排水ᛶ⯒装 
⾲㸳 

㏱水ᛶ⯒装 

ᒇ上⥳化 ᒇ上⥳化 
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⾲㸰࠙㈨材ࠚ 

ရ目分類 ရ目ྡ ุ断の基準等

┒ᅵ材等 ᘓ設ởἾࡽ

⏕ࡋたฎ理

ᅵ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᘓ設ởἾࡽ⏕ࢀࡉたฎ理ᅵで࠶ることࠋ 

ղ㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質のྵ᭷及び⁐ฟにࡘい࡚ࡣ、ᅵተởᰁ対策

ἲ（ᖹᡂ14年ἲᚊ➨�3ྕ）及びࠕᅵተのởᰁにಀる⎔ቃ基準ࠖ

（ᖹᡂ㸱年⎔ቃᗇ࿌♧➨4�ྕ）を‶たすことࠋ 

ᅵᕤ用水○ス

ラグ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

の୍部▼○ࡣࡃࡋኳ然◁（ᾏ◁、ᒣ◁）、ኳ然◁利、○◁ⱝۑ

ཪࡣ全部を௦࡚᭰ࡋ使用できる㧗⅔水○スラグが使用ࢀࡉ

たᅵᕤ用材ᩱで࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

るこ࠶のでࡶ㕲㗰スラグの〇㐀ඖ及び㈍ඖをᢕᥱできるۑ

とࠋ 

㖡スラグを用

いたケーࢯン

୰詰ࡵ材 

ุ࠙断の基準ࠚ 

、ኳ然◁（ᾏ◁、ᒣ◁）、ኳ然◁利、࡚ࡋ材とࡵン୰詰ࢯケーۑ

○◁ⱝࡣࡃࡋ○▼の୍部ཪࡣ全部を௦࡚᭰ࡋ使用すること

ができる㖡スラグで࠶ることࠋ 

フࢽ࢙ࣟッケ

ルスラグを用

いたケーࢯン

୰詰ࡵ材 

ุ࠙断の基準ࠚ 

、ኳ然◁（ᾏ◁、ᒣ◁）、ኳ然◁利、࡚ࡋ材とࡵン୰詰ࢯケーۑ

○◁ⱝࡣࡃࡋ○▼の୍部ཪࡣ全部を௦࡚᭰ࡋ使用すること

ができるフࢽ࢙ࣟッケルスラグで࠶ることࠋ 

ᆅ┙ᨵⰋ材 ᆅ┙ᨵⰋ用〇

㗰スラグ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

、◁ンパイルᕤἲにおい࡚、ኳ然◁（ᾏࣙࢩンドコンパクࢧۑ

ᒣ◁）の全部を௦࡚᭰ࡋ使用することができる〇㗰スラグで

 ࠋること࠶

࠙㓄៖㡯ࠚ 

るこ࠶のでࡶ㕲㗰スラグの〇㐀ඖ及び㈍ඖをᢕᥱできるۑ

とࠋ 

コンクࣜー

ト用スラグ

㦵材 

㧗⅔スラグ㦵

材 

ุ࠙断の基準ࠚ 

の୍部▼○ࡣࡃࡋኳ然◁（ᾏ◁、ᒣ◁）、ኳ然◁利、○◁ⱝۑ

ཪࡣ全部を௦࡚᭰ࡋ使用できる㧗⅔スラグが使用ࢀࡉた㦵

材で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

るこ࠶のでࡶ㕲㗰スラグの〇㐀ඖ及び㈍ඖをᢕᥱできるۑ

とࠋ

備⪃）ࠕ㧗⅔スラグ㦵材ࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��11�1（コンクࣜート用スラグ㦵材－➨㸯部㸸㧗⅔スラ

グ㦵材）に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 
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コンクࣜー

ト用スラグ

㦵材 

フࢽ࢙ࣟッケ

ルスラグ㦵材 

ุ࠙断の基準ࠚ 

の୍部▼○ࡣࡃࡋኳ然◁（ᾏ◁、ᒣ◁）、ኳ然◁利、○◁ⱝۑ

ཪࡣ全部を௦࡚᭰ࡋ使用できるフࢽ࢙ࣟッケルスラグが使

用ࢀࡉた㦵材で࠶ることࠋ 

備⪃）ࠕフࢽ࢙ࣟッケルスラグ㦵材ࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��11�2（コンクࣜート用スラグ㦵材－➨㸰部㸸

フࢽ࢙ࣟッケルスラグ㦵材）に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 

コンクࣜー

ト用スラグ

㦵材 

㖡スラグ㦵材 ุ࠙断の基準ࠚ 

の୍部▼○ࡣࡃࡋኳ然◁（ᾏ◁、ᒣ◁）、ኳ然◁利、○◁ⱝۑ

ཪࡣ全部を௦࡚᭰ࡋ使用できる㖡スラグ㦵材が使用ࢀࡉた

㦵材で࠶ることࠋ

備⪃）ࠕ㖡スラグ㦵材ࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��11�3（コンクࣜート用スラグ㦵材－➨㸱部㸸㖡スラグ㦵

材）に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 

コンクࣜー

ト用スラグ

㦵材 

電気⅔㓟化ス

ラグ㦵材 

ุ࠙断の基準ࠚ 

の୍部▼○ࡣࡃࡋኳ然◁（ᾏ◁、ᒣ◁）、ኳ然◁利、○◁ⱝۑ

ཪࡣ全部を௦࡚᭰ࡋ使用できる電気⅔㓟化スラグ㦵材が使

用ࢀࡉた㦵材で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

るこ࠶のでࡶ㕲㗰スラグの〇㐀ඖ及び㈍ඖをᢕᥱできるۑ

とࠋ

備⪃）ࠕ電気⅔㓟化スラグ㦵材ࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��11�4（コンクࣜート用スラグ㦵材－➨㸲部㸸電

気⅔㓟化スラグ㦵材）に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 

アスファル

トΰ合≀ 

⏕ຍ熱アス

ファルトΰ合

≀ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

るࢀた㦵材がྵまࡋ〇㐀ࡽアスファルト・コンクࣜートሢۑ

ことࠋ

㕲㗰スラグΰ

ධアスファル

トΰ合≀ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

㐨㊰用㕲㗰スラグが、࡚ࡋຍ熱アスファルトΰ合≀の㦵材とۑ

使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

るこ࠶のでࡶ㕲㗰スラグの〇㐀ඖ及び㈍ඖをᢕᥱできるۑ

とࠋ

備⪃）ࠕ㐨㊰用㕲㗰スラグࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��1�（㐨㊰用㕲㗰スラグ）に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準

を‶たすࠋ 

アスファル

トΰ合≀ 

୰温化アスフ

ァルトΰ合≀ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ຍ熱アスファルトΰ合≀におい࡚、調ᩚをῧຍすることにۑ

より必要なရ質を確ಖࡘࡘࡋ〇㐀時のຍ熱温度を3�Υ⛬度

ప減࡚ࡏࡉ〇㐀ࢀࡉるアスファルトΰ合≀で࠶ることࠋ

備⪃）ࠕ୰温化アスファルトΰ合≀ࠖにࡘい࡚ࡣ、アスファルト⯒装の⾲ᒙ・基ᒙ材ᩱとࡑ、࡚ࡋの使

用を᥎㐍するࠋたࡋࡔ、当面の間、᪂つ㦵材を用いることとするࠋまた、ポーラスアスファルトに

 ࠋないࡋ使用ࡣ
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㊰┙材 㕲㗰スラグΰ

ධ㊰┙材 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋいること࡚ࢀࡉ㐨㊰用㕲㗰スラグが使用、࡚ࡋ㊰┙材とۑ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

るこ࠶のでࡶ㕲㗰スラグの〇㐀ඖ及び㈍ඖをᢕᥱできるۑ

とࠋ

備⪃）ࠕ㐨㊰用㕲㗰スラグࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��1�（㐨㊰用㕲㗰スラグ）に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準

を‶たすࠋ 

㊰┙材 ⏕㦵材等 ุ࠙断の基準ࠚ 

〇㐀ࡽアスファルト・コンクࣜートሢࡣコンクࣜートሢཪۑ

ࠋることࢀた㦵材がྵまࡋ

小ᚄኴ材 間ఆ材 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ間ఆ材（ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※をྵࠋࡴ）で࡚ࡗ࠶、

᭷ᐖな⭉ࢀཪࡣࢀ等のḞ㝗がないことࠋ 

ղᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※以外の場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ఆ採

に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関

するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ཎᩱの、ࡣ࡚ࡗ࠶ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨※以外の場合にۑ

ཎᮌࡣ、持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘ฟࢀࡉ

たࡶので࠶ることࠋ 

備⪃）間ఆ材のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽの

⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᮌ材関連業⪅にࡣ࡚ࡗ࠶、クࣜーン࢘ッドἲに๎するととࡶに、

ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ

に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᮌ材関連業⪅以外にࡣ࡚ࡗ࠶、ྠガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜

うࡶのとするࠋ 

ᅜ等が調㐩するに当たࡣ࡚ࡗ、当該調㐩ရ目の合ἲᛶド明にಀる業⏺等の運用状況等を຺する

ことࠋ 

ΰ合࣓ࢭン

ト 

㧗⅔࣓ࢭント ุ࠙断の基準ࠚ 

る分量の㧗⅔スラ࠼ཎᩱに3�㸣を㉸、࡚ࡗ࠶ントで࣓ࢭ⅔㧗ۑ

グが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）ࠕ㧗⅔࣓ࢭントࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS 5 �211 でつ定ࢀࡉる B ✀及び C ✀に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準

を‶たすࠋ 

ΰ合࣓ࢭン

ト 

フライアッࢩ

 ント࣓ࢭࣗ

ุ࠙断の基準ࠚ 

る分量࠼ཎᩱに1�㸣を㉸、࡚ࡗ࠶ントで࣓ࢭࣗࢩフライアッۑ

のフライアッࣗࢩが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）ࠕフライアッ࣓ࢭࣗࢩントࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS 5 �213 でつ定ࢀࡉる B✀及び C ✀に適合する㈨材

 ࠋᮏ基準を‶たす、ࡣ

 ࠚント ุ࠙断の基準࣓ࢭント エコ࣓ࢭ

〇ရ1、࡚ࡗ࠶ントで࣓ࢭ㒔ᕷごみ焼却⅊等をཎᩱとするۑ

トンにࡘきこࡽࢀのᗫᲠ≀が⇱ベースで���NJ以上使用ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ
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備⪃）㸯 ࠕエコ࣓ࢭントࠖࡣ、㧗ᙉ度を必要とࡋないコンクࣜートᵓ㐀≀ཪࡣコンクࣜート〇ရに

おい࡚使用するࡶのとするࠋ 

㸰 ࠕエコ࣓ࢭントࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS 5 �214 に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 

コンクࣜー

ト及びコン

クࣜート〇

ရ 

㏱水ᛶコンク

ࣜート 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ࠋること࠶㏱水ಀᩘ 1�1��2FP�VHF以上でۑ

備⪃）㸯 ࠕ㏱水ᛶコンクࣜートࠖࡣ、㞵水をᾐ㏱ࡏࡉる必要が࠶る場合に、㧗ᙉ度を必要とࡋない

部分におい࡚使用するࡶのとするࠋ 

㸰 ࠕ㏱水ᛶコンクࣜートࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ �3�1（プレキࣕスト↓➽コンクࣜート〇ရ 㝃

ᒓ᭩ B ⯒装・ቃ⏺ブࣟック類 ᥎ዡᵝ B�1 ᖹᯈ）でつ定ࢀࡉる㏱水ᛶᖹᯈに適合する㈨材

 ࠋᮏ基準を‶たす、ࡣ

㕲㗰スラグ

水ᅛ化య 

㕲㗰スラグブ

ࣟック 

ุ࠙断の基準ࠚ 

た〇㗰スラグを㔜量比でࢀࡉ♧に⾲ูࡕ㦵材のうۑ ��㸣以上

使用࡚ࡋいることࡘࠋ、⤖合材に㧗⅔スラグᚤ⢊ᮎを使用

 ࠋいること࡚ࡋ

ู⾲ 

✀  類 

転⅔スラグ（㖧㕲ண備ฎ理スラグをྵࡴ） 

電気⅔㓟化スラグ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

るこ࠶のでࡶ㕲㗰スラグの〇㐀ඖ及び㈍ඖをᢕᥱできるۑ

とࠋ 

྿けコン

クࣜート 

フライアッࢩ

ࣗを用いた྿

けコンクࣜ

ート 

ุ࠙断の基準ࠚ 

1㹫3当たり1��NJ以上のフラ、࡚ࡗ࠶྿けコンクࣜートでۑ

イアッࣗࢩがΰ材と࡚ࡋ使用࡚ࢀࡉいることࠋ

ሬᩱ 下 ሬ 用 ሬ ᩱ

（㔜㜵㣗） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ࠋいないこと࡚ࢀࡉ㢦ᩱが㓄合ࡴをྵ࣒クࣟࡣ㖄ཪۑ

పⓎᛶ᭷機

⁐ᆺの㊰面

ᶆ♧用水ᛶሬ

ᩱ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

Ⓨᛶ᭷機⁐（9OC）、࡚ࡗ࠶水ᛶᆺの㊰面ᶆ♧用ሬᩱでۑ

のྵ᭷率（ሬᩱ⥲質量に対するⓎᛶ⁐の質量の合）が

�㸣以下で࠶ることࠋ 

㧗日ᑕᑕ率

ሬᩱ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ㏆㉥外Ἴ㛗ᇦ日ᑕᑕ率が⾲に♧すᩘ値以上で࠶ることࠋ 

ղ㏆㉥外Ἴ㛗ᇦの日ᑕᑕ率ಖ持率のᖹᆒが8�㸣以上で࠶る

ことࠋ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とする㧗日ᑕᑕ率ሬᩱࡣ、日ᑕᑕ率の㧗い㢦ᩱをྵ᭷するሬ

ᩱで࠶り、ᘓ≀のᒇ上・ᒇ᰿等におい࡚、㔠ᒓ面等にሬ装を施すᕤに使用ࢀࡉるࡶのとす

るࠋ 

㸰 ㏆㉥外Ἴ㛗ᇦ日ᑕᑕ率、明度 /値、日ᑕᑕ率ಖ持率の 定及び⟬ฟ方ἲࡣ、JIS . ����

によるࠋ 

㸱 ࠕ㧗日ᑕᑕ率ሬᩱࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS . ���� に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 
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⾲ ㏆㉥外Ἴ㛗ᇦ日ᑕᑕ率 

明度 /値 ㏆㉥外Ἴ㛗ᇦ日ᑕᑕ率（㸣） 

4��� 以下 4��� 

4��� を㉸࠼ 8��� ᮍ‶ 明度 /値の値 

8��� 以上 8��� 

㜵水 㧗日ᑕᑕ率

㜵水 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ࠋること࠶㏆㉥外ᇦにおける日ᑕᑕ率が����㸣以上でۑ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とする㧗日ᑕᑕ率㜵水ࡣ、日ᑕᑕ率の㧗い㢦ᩱが㜵水ᒙの⣲

材にྵ᭷࡚ࢀࡉいるࡶのཪࡣ日ᑕᑕ率の㧗い㢦ᩱを᭷ࡋたሬᩱを㜵水ᒙの上ࡆと࡚ࡋ施

すࡶので࠶り、ᘓ⠏のᒇ上・ᒇ᰿等におい࡚使用ࢀࡉるࡶのとするࠋ 

㸰 日ᑕᑕ率のồࡵ方ࡣ、JIS . ���2 に準じるࠋ 

⯒装材 ⏕材ᩱを用

いた⯒装用ブ

ࣟック（焼ᡂ）

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձཎᩱに⏕材ᩱ（ู⾲のᕥḍにᥖࡆるࡶのをཎᩱと࡚ࡋ、ྠ

⾲のྑḍにᥖࡆる๓ฎ理方ἲにᚑ࡚ࡗฎ理ࢀࡉたࡶの等）を

用い、焼ᡂࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

ղ⏕材ᩱがཎ材ᩱの㔜量比で2�㸣以上（」ᩘの材ᩱが使用ࡉ

ࠋいること࡚ࢀࡉの材ᩱの合ィ）使用ࡽࢀࡑ、ࡣいる場合࡚ࢀ

たࡋࡔ、⏕材ᩱの㔜量の⟬定におい࡚、㏻常利用࡚ࡋいる

ྠ୍ᕤ場ࡽのᗫ材の㔜量ࡣ除ࢀるࡶのとするࠋ 

ճࠕᅵተのởᰁにಀる⎔ቃ基準 （ࠖᖹᡂ㸱年⎔ቃᗇ࿌♧➨4�ྕ）

のつ定にᚑい、〇ရཪࡣ使用࡚ࡋいる⏕材ᩱの焼ᡂရを

2PP以下に⢊○ࡋたࡶのにおい࡚、㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質の⁐ฟ

にࡘい࡚ၥ㢟のないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

、ᅵተởᰁ対策ἲ（ᖹᡂ14年ἲᚊ➨�3ྕ）に関するつ定にᚑいۑ

〇ရཪࡣ使用࡚ࡋいる⏕材ᩱの焼ᡂရを2PP以下に⢊○ࡋ

たࡶのにおい࡚、㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質のྵ᭷にࡘい࡚ၥ㢟のな

いことࠋ 

ู⾲

⏕材ᩱのཎᩱとなるࡶのの分類༊分 ๓ฎ理方ἲ

採▼及び❔業ᗫᅵ ๓ฎ理方ἲによࡎࡽ

対象↓機⌛◁（キラ）

㕲㗰スラグ

㠀㕲スラグ

㗪≀◁

㝡☢器ᒌ

▼Ⅳ⅊

ᘓ材ᗫ材

ᗫガラス（↓Ⰽ及びⲔⰍのᗫガラスび

 （ࠋࡃを除ࢇ

〇⣬スラッジ 

アル࣑スラッジ 

☻き◁ởἾ 

▼材ᒌ

㒔ᕷごみ焼却⅊ ⁐⼥スラグ化
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下水㐨ởἾ 焼却⅊化ཪࡣ⁐⼥ス

ラグ化

上水㐨ởἾ ๓ฎ理方ἲによࡎࡽ

対象 †等のởἾ 

⏕材ᩱを用

いた⯒装用ブ

ࣟック類（プ

レキࣕスト↓

➽コンクࣜー

ト〇ရ） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձཎᩱに⏕材ᩱ（ู⾲のᕥḍにᥖࡆるࡶのをཎᩱと࡚ࡋ、ྠ

⾲のྑḍにᥖࡆる๓ฎ理方ἲにᚑ࡚ࡗฎ理ࢀࡉたࡶの）が用

いࢀࡽたࡶので࠶ることࠋ 

ղ⏕材ᩱがཎ材ᩱの㔜量比で2�㸣以上（」ᩘの材ᩱが使用ࡉ

ࠋいること࡚ࢀࡉの材ᩱの合ィ）使用ࡽࢀࡑ、ࡣいる場合࡚ࢀ

なお、㏱水ᛶ確ಖのたࡵに、⢒㦵材のΰධ率を上ࡆる必要が

࡚ࢀࡉ㺂⏕材ᩱがཎ材ᩱの㔜量比1�㸣以上使用ࡣる場合࠶

いることࠋたࡋࡔ、⏕材ᩱの㔜量の⟬定におい࡚、㏻常利

用࡚ࡋいるྠ୍ᕤ場ࡽのᗫ材の㔜量ࡣ除ࢀるࡶのとす

るࠋ 

ճ⏕材ᩱにおける㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質のྵ᭷及び⁐ฟにࡘい

࡚ၥ㢟がないことࠋ 

ู⾲ 

⏕材ᩱのཎᩱとなるࡶのの分類༊分 ๓ฎ理方ἲ 

㒔ᕷごみ焼却⅊ ⁐⼥スラグ化 

下水㐨ởἾ 

備⪃）ุ断の基準ճにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��31（୍⯡ᗫᲠ≀㸪下水ởἾཪࡽࢀࡑࡣの焼却⅊を⁐⼥ᅛ化

 ࠋる基準によるࡵたコンクࣜート用⁐⼥スラグ㦵材）に定ࡋ

ᅬⱁ㈨材 バークたい⫧ ุ࠙断の基準ࠚ 

たᶞ⓶をཎ材ᩱとࢀࡉᮌ質部より㞳、ࡋ以下の基準を‶たۑ

ࡃⓎ㓝⿵ຓ材を除、ࡘ、ࡋ⇱㔜量比��㸣以上を使用࡚ࡋ

≀ᮌ質⣔ᗫᲠࡣཪࡉ動᳜≀ᛶ残、ࢇࡩ␆ࡣののཎ材ᩱにࡑ

等の᭷機ᛶ㈨※を使用࡚ࡋいることࠋ 

・᭷機≀のྵ᭷率（≀） ��㸣以上 

・Ⅳ⣲❅⣲比ࠝC�1比ࠞ 3�以下 

・㝧イ࢜ン交換ᐜ量ࠝC(C （ࠞ≀） ��PHT�1��J以上 

・S+ ���㹼��� 

・水分 ��㹼��㸣 

・ᗂ᳜≀ヨ㦂の⤖ᯝ ⏕⫱㜼ᐖࡑの␗ 

常が認ࢀࡽࡵない 

・❅⣲全量ࠝ1 （ࠞ⌧≀） ���㸣以上 

・りࢇ㓟全量ࠝP2O� （ࠞ⌧≀） ��2㸣以上 

・ຍ㔛全量ࠝ.2O （ࠞ⌧≀） ��1㸣以上
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下水ởἾを用

いたởἾⓎ㓝

⫧ᩱ（下水ở

Ἶ コ ン ポ ス

ト） 

ุ࠙断の基準ࠚ 

⬺）㔜量比࡚ࡋ下水ởἾをཎ材ᩱと、ࡋ以下の基準を‶たۑ

水ởἾベース）2�㸣以上使用ࡘ、ࡋ、↓機質のᅵተᨵⰋ材

を除ࡑࡃののཎ材ᩱにࢇࡩ␆ࡣ、動᳜≀ᛶ残ࡉཪࡣᮌ質⣔

ᗫᲠ≀等の᭷機ᛶ㈨※を使用࡚ࡋいることࠋ 

・᭷機≀のྵ᭷率（≀） 

・Ⅳ⣲❅⣲比ࠝC�1比ࠞ 

・S+   

・水分  

・❅⣲全量ࠝ1 （ࠞ⌧≀） 

・りࢇ㓟全量ࠝP2O� （ࠞ⌧≀） 

・アルࣜ࢝分（⌧≀） 

3�㸣以上 

2�以下 

8��以下 

��㸣以下 

��8㸣以上 

1��㸣以上 

1�㸣以下（たࡋࡔ、

ᅵተの㓟度を▹正

する目的で使用す

る場合ࡣこの限り

でないࠋ） 

備⪃）㸯 ࠕ下水ởἾを用いたởἾⓎ㓝⫧ᩱࠖにࡣ、ᅵተᨵⰋ㈨材と࡚ࡋ使用ࢀࡉる場合ࠋࡴྵࡶ 

㸰 ⫧ᩱྲྀ⥾ἲ（ 2� 年ἲᚊ➨ 12� ྕ）➨㸱᮲及び➨ 2� ᮲たࡋࡔ᭩のつ定に基࡙ࠕࡃᬑ㏻

⫧ᩱのබ定つ᱁ （ࠖ �1 年㎰ᯘ水⏘省࿌♧➨ 284 ྕ）に適合するࡶのࠋ 

㐨㊰照明 /(' 㐨㊰照明 ุ࠙断の基準ࠚ 

の要௳をࢀࡎ次のい、࡚ࡗ࠶を用いた㐨㊰照明施設で')/ۑ

‶たすことࠋ 

ձ㐨㊰照明器ල（連⥆照明、Ṍ㐨照明、ᒁ部照明）で࠶る場

合ࡣ、次の基準を‶たすことࠋ 

ア㸬ᶆ準⓶┦電力が⾲㸯に♧ࢀࡉた設ィ᮲௳タイプごとの

値以下で࠶ることࠋ 

イ㸬₇Ⰽᛶࡣᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ5Dが��以上で࠶ることࠋ 

㸬/('ࣔジࣗール及び/('ࣔジࣗール用制ᚚ装置の定᱁ᑑ࢘

ࢀࡒࢀࡑࡣ������時間以上で࠶ることࠋ 

ղトンネル照明器ල（基ᮏ照明）で࠶る場合ࡣ、次の基準を

‶たすことࠋ 

ア㸬ᶆ準⓶┦電力が⾲㸰に♧ࢀࡉた設ィ᮲௳タイプごとの

値以下で࠶ることࠋ 

イ㸬₇Ⰽᛶࡣᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ5Dが��以上で࠶ることࠋ 

㸬/('ࣔジࣗール及び/('ࣔジࣗール用制ᚚ装置の定᱁ᑑ࢘

ࢀࡒࢀࡑࡣ������時間以上で࠶ることࠋ 

ճトンネル照明器ල（ධཱྀ照明）で࠶る場合ࡣ、次の基準を

‶たすことࠋ 

ア㸬ᶆ準⓶┦電力が⾲㸱に♧ࢀࡉた✀ูごとの値以下で࠶

ることࠋ 

イ㸬₇Ⰽᛶࡣᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ5Dが��以上で࠶ることࠋ 

㸬/('ࣔジࣗール及び/('ࣔジࣗール用制ᚚ装置の定᱁ᑑ࢘

ࢀࡒࢀࡑࡣ������時間以上で࠶ることࠋ

備⪃）㸯 ࠕᖹᆒ₇Ⰽホ౯ᩘ 5Dࠖの 定方ἲࡣ、JIS C �8�1（୍⯡照明用光※の 定方ἲ）及び JIS 

C 81�2�2（照明用ⓑⰍⓎ光ダイ࢜ード（/('）の 定方ἲ－➨ 2 部㸸/(' ࣔジࣗール及び /('
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ライトエンジン）につ定する光※Ⰽ及び₇Ⰽホ౯ᩘ 定に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸰 ࠕ定᱁ᑑࠖとࡣ、୍定の期間に〇㐀ࢀࡉた、ྠ୍ᙧ式の /(' ࣔジࣗールのᑑ及びྠ

୍ᙧ式の /(' ࣔジࣗール用制ᚚ装置のᑑの残Ꮡ率が ��㸣となる時間のᖹᆒ値をいうࠋ 

なお、ࠕ/(' ࣔジࣗールのᑑࠖࡣ、つ定する᮲௳で点灯ࡏࡉた /(' ࣔジࣗールが点灯ࡋ

なࡃなるまでの時間ཪࡣ、光᮰が点灯ึ期に 定ࡋた値（/(' ࣔジࣗールのつ定光᮰）の

8�㸣ᮍ‶になࡗた時点（不点灯とみなす）までの⥲点灯時間のいࢀࡎ短い時間とࠕ、ࡋ/('

ࣔジࣗール用制ᚚ装置のᑑࠖࡣ、つ定する᮲௳で使用ࡋたとき、/(' ࣔジࣗール用制ᚚ装

置がᨾ障する、ฟ力が定᱁ฟ力ᮍ‶となり、使用不能となるまでの⥲点灯時間とするࠋ 

⾲㸯 㐨㊰照明器ල（連⥆照明、Ṍ㐨照明、ᒁ部照明）のᶆ準⓶┦電力 

༊分 設ィ᮲௳タイプ ᶆ準⓶┦電力 

連
⥆
照
明

D 㸰㌴⥺ ㊰面㍤度 1�� FG�੍ Ṍ㐨᭷り 
12� 9$ 

E 㸰㌴⥺ ㊰面㍤度 1�� FG�੍ Ṍ㐨↓ࡋ 

F 㸱㌴⥺ ㊰面㍤度 1�� FG�੍ Ṍ㐨᭷り 
18� 9$ 

G 㸱㌴⥺ ㊰面㍤度 1�� FG�੍ Ṍ㐨↓ࡋ 

H 㸰㌴⥺ ㊰面㍤度 1�� FG�੍ 㧗つ᱁ 1�� 9$ 

I 㸰㌴⥺ ㊰面㍤度 ��� FG�੍ Ṍ㐨᭷り 
�� 9$ 

J 㸰㌴⥺ ㊰面㍤度 ��� FG�੍ Ṍ㐨↓ࡋ 

K 㸱㌴⥺ ㊰面㍤度 ��� FG�੍ Ṍ㐨᭷り 
12� 9$ 

L 㸱㌴⥺ ㊰面㍤度 ��� FG�੍ Ṍ㐨↓ࡋ 

M 㸰㌴⥺ ㊰面㍤度 ��� FG�੍ 㧗つ᱁ 12� 9$ 

N ᖹᆒ㊰面㍤度 ��� FG�੍ Ṍ㐨᭷り 
 �� 9$ 

ε  ᖹᆒ㊰面㍤度 ��� FG�੍ Ṍ㐨↓ࡋ 

Ṍ
㐨
照
明

－ ᖹᆒ㊰面照度 � O[  2� 9$ 

－ ᖹᆒ㊰面照度 1� O[  4� 9$ 

ᒁ
部
照
明

P ༑Ꮠ㊰ （2㌴⥺�2 ㌴⥺）2� O[ 1�� 9$ 

Q ༑Ꮠ㊰ （2㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[ 12� 9$ 

R ༑Ꮠ㊰ （2㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[  �� 9$ 

S ༑Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺）2� O[ 
連⥆照明用 12� 9$ 

交ᕪ点㝮切り部用 12� 9$ 

T ༑Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[ 
連⥆照明用  �� 9$  

交ᕪ点㝮切り部用  �� 9$ 

T
 ༑Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[ 
連⥆照明用  �� 9$  

交ᕪ点㝮切り部用  �� 9$ 

U ༑Ꮠ㊰（4㌴⥺�4 ㌴⥺）2� O[ 
連⥆照明用 12� 9$ 

交ᕪ点㝮切り部用 12� 9$ 

V ༑Ꮠ㊰（4㌴⥺�4 ㌴⥺）1� O[ 
連⥆照明用  �� 9$  

交ᕪ点㝮切り部用  �� 9$ 

W ༑Ꮠ㊰（�㌴⥺�4 ㌴⥺）2� O[ 
連⥆照明用 12� 9$ 

交ᕪ点㝮切り部用 12� 9$ 

X ༑Ꮠ㊰（�㌴⥺�4 ㌴⥺）1� O[ 
連⥆照明用  �� 9$ 

交ᕪ点㝮切り部用  �� 9$ 

－ 㹒Ꮠ㊰（2㌴⥺�2 ㌴⥺）2� O[  �� 9$  

－ 㹒Ꮠ㊰（2㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[  �� 9$ 

－ 㹒Ꮠ㊰（2㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[  �� 9$  

－ 㹒Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺）2� O[ 
連⥆照明用 12� 9$ 

交ᕪ点㝮切り部用 12� 9$  
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－ 㹒Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[ 
連⥆照明用  �� 9$ 

交ᕪ点㝮切り部用  �� 9$  

－ 㹒Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺）1� O[ 
連⥆照明用  �� 9$ 

交ᕪ点㝮切り部用  �� 9$  

－ 㹗Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺） 2� O[ 12� 9$ 

－ 㹗Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺） 1� O[  �� 9$  

－ 㹗Ꮠ㊰（4㌴⥺�2 ㌴⥺） 1� O[  �� 9$ 

Y Ṍ⾜⪅の⫼ᬒを照明する方式 2� O[ 18� 9$  

－ Ṍ⾜⪅の⫼ᬒを照明する方式 1� O[  �� 9$ 

Z Ṍ⾜⪅の自㌟を照明する方式 2� O[ 18� 9$  

－ Ṍ⾜⪅の自㌟を照明する方式 1� O[  �� 9$ 

備⪃） 㸯 ࠕ設ィ᮲௳タイプࠖࠕ、ࡣ/(' 㐨㊰・トンネル照明ᑟධガイドライン（）（ᖹᡂ 2� 年㸱

月 ᅜᅵ交㏻省）ࠖ によるࠋ 

㸰 ࠕᶆ準⓶┦電力ࠖࡣ、/(' 㐨㊰照明の定᱁ᑑᮎ期の⓶┦電力の値とするࠋ 

㸱 電⌫Ⰽ /(' を用いる場合の⓶┦電力ࡣ、上⾲の⓶┦電力の 1�2 ಸの値をᶆ準とするࠋ 

⾲㸰 トンネル照明器ල（基ᮏ照明）のᶆ準⓶┦電力 

༊分 設ィ᮲௳タイプ ᶆ準⓶┦電力 

୍⯡ᅜ㐨等 

㌴㐨ᖜဨ �㹼�P 

（Ṍ㐨᭷りの断面ྵࡴ） 

[ 

�1�2 ప減� 

設ィ㏿度 4��NP�K� 2 ㌴⥺ 

�����FG�P2� ༓㫽 
4� 9$ 

] 

�1�2 ప減� 

設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

�����FG�P2� ༓㫽 
�� 9$ 

EE 

�1�2 ప減� 

設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

1�1��FG�P2� ༓㫽 
�� 9$ 

[ 
設ィ㏿度 4��NP�K� 2 ㌴⥺ 

1���FG�P2� ༓㫽 
�� 9$ 

\ 
設ィ㏿度 4��NP�K� 2 ㌴⥺ 

1���FG�P2 � ྥ合ࡏ 
4� 9$ 

] 
設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

1���FG�P2 � ༓㫽 
�� 9$ 

DD 
設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

1���FG�P2 � ྥ合ࡏ 
�� 9$ 

EE 
設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

2�3�FG�P2 � ༓㫽 
�� 9$ 

FF 
設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

2�3�FG�P2 � ྥ合ࡏ 
�� 9$ 

㧗㏿自動㌴ᅜ㐨等 

GG 
設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

3�2�FG�P2� ༓㫽 
�� 9$ 

HH 
設ィ㏿度 ���NP�K� 2 ㌴⥺ 

3�2�FG�P2� ྥ合ࡏ 
�� 9$ 

II 
設ィ㏿度 8��NP�K� 2 ㌴⥺ 

4���FG�P2� ༓㫽 
12� 9$ 

JJ 
設ィ㏿度 8��NP�K� 2 ㌴⥺ 

4���FG�P2� ྥ合ࡏ 
�� 9$ 

備⪃） 㸯 ࠕ設ィ᮲௳タイプࠖࠕ、ࡣ/(' 㐨㊰・トンネル照明ᑟධガイドライン（）（ᖹᡂ 2� 年㸱

月 ᅜᅵ交㏻省）ࠖ によるࠋ 

㸰 ࠕᶆ準⓶┦電力ࠖࡣ、/(' 㐨㊰照明の定᱁ᑑᮎ期の⓶┦電力の値とするࠋ 
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⾲㸱 トンネル照明器ල（ධཱྀ照明）のᶆ準⓶┦電力 

✀  ู ᶆ準⓶┦電力 

1+ ��: ┦当 �� 9$ 

1+ 11�: ┦当 �� 9$ 

1+ 1��: ┦当 1�� 9$ 

1+ 18�: ┦当 1�� 9$ 

1+ 22�: ┦当 2�� 9$ 

1+ 2��: ┦当 2�� 9$ 

1+ 3��: ┦当 2�� 9$ 

備⪃）ࡣูࠖ✀ࠕ㧗圧ࢼト࣒ࣜ࢘ランプ┦当の /(' トンネル照明器ලをࡉすࠋ

୰ኸ分㞳帯
ブࣟック 

⏕プラスࢳ
ック〇୰ኸ分
㞳帯ブࣟック 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ックがཎ材ᩱの㔜量比でࢳ⏕プラスۑ ��㸣以上使用࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ᧔去ᚋに回収࡚ࡋ⏕利用するࢩス࣒ࢸが࠶ることࠋ 

ղ〇ရに使用ࢀࡉるプラスࢳックࡣ、使用ᚋに回収ࡋ、ࣜࢧイクル

を⾜う際に支障を᮶ࡉないࡶので࠶ることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡣࡃࡋ

୍部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを⏕

利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ 

㸰 ࠕ⏕プラスࢳック〇୰ኸ分㞳帯ブࣟックࠖにࡘい࡚ࡣ、JIS $ �4�1（⏕プラスࢳック

〇୰ኸ分㞳帯ブࣟック）に適合する㈨材ࡣ、ᮏ基準を‶たすࠋ 
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タイル ࢭラ࣑ックタ

イル 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձཎᩱに⏕材ᩱ（ู⾲のᕥḍにᥖࡆるࡶのをཎᩱと࡚ࡋ、ྠ

⾲のྑḍにᥖࡆる๓ฎ理方ἲにᚑ࡚ࡗฎ理ࢀࡉたࡶの等）が

用い࡚ࢀࡽいるࡶので࠶ることࠋ 

ղ⏕材ᩱがཎ材ᩱの㔜量比で2�㸣以上（」ᩘの材ᩱが使用ࡉ

ࠋいること࡚ࢀࡉの材ᩱの合ィ）使用ࡽࢀࡑ、ࡣいる場合࡚ࢀ

たࡋࡔ、⏕材ᩱの㔜量の⟬定におい࡚、㏻常利用࡚ࡋいる

ྠ୍ᕤ場ࡽのᗫ材の㔜量ࡣ除ࢀるࡶのとするࠋ 

ճࠕᅵተのởᰁにಀる⎔ቃ基準 （ࠖᖹᡂ㸱年⎔ቃᗇ࿌♧➨4�ྕ）

のつ定にᚑい、〇ရཪࡣ使用࡚ࡋいる⏕材ᩱの焼ᡂရを2PP

以下に⢊○ࡋたࡶのにおい࡚、㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質の⁐ฟにࡘ

い࡚ၥ㢟のないことࠋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

、ᅵተởᰁ対策ἲ（ᖹᡂ14年ἲᚊ➨�3ྕ）に関するつ定にᚑいۑ

〇ရཪࡣ使用࡚ࡋいる⏕材ᩱの焼ᡂရを2PP以下に⢊○ࡋ

たࡶのにおい࡚、㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質のྵ᭷にࡘい࡚ၥ㢟のな

いことࠋ 

ู⾲

⏕材ᩱのཎᩱとなるࡶのの分類༊分 ๓ฎ理方ἲ

採▼及び❔業ᗫᅵ ๓ฎ理方ἲによࡽ
 対象↓機⌛◁（キラ）ࡎ

㕲㗰スラグ 

㠀㕲スラグ 

㗪≀◁ 

㝡☢器ᒌ 

▼Ⅳ⅊ 

ᗫプラスࢳック 

ᘓ材ᗫ材 

ᗫ࣒ࢦ 

ᗫガラス（↓Ⰽ及びⲔⰍのᗫガラスびࢇ
を除ࡃ） 

〇⣬スラッジ 

アル࣑スラッジ 

☻き◁ởἾ 

▼材ᒌ 

㒔ᕷごみ焼却⅊ ⁐⼥スラグ化

下水㐨ởἾ 焼却⅊化ཪࡣ⁐⼥
スラグ化

上水㐨ởἾ ๓ฎ理方ἲによࡽ
 対象†等のởἾࡎ

ᘓල 断熱ࢧッࢩ・ド

ア 

ุ࠙断の基準ࠚ 

、࡚ࡗ࠶の熱のᦆኻを㜵止するᘓලで࡚ࡋᘓ⠏≀の窓等を㏻ۑ

次のいࢀࡎに該当することࠋ 

ձ」ᒙガラスを用いたࢧッࢩで࠶ることࠋ 
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ղ二㔜ࢧッࢩで࠶ることࠋ 

ճ断熱材の使用ࡑのこࢀに類する᭷効な断熱の措置がㅮじ

 ࠋること࠶たドアでࢀࡽ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձࢧッࢩのᯟ、障Ꮚのᯟ及びガラスに᭷効な断熱の措置がㅮじ

࠶のでࡶたࡋ断熱ᛶの㧗い⣲材を使用ࡣいること、ཪ࡚ࢀࡽ

ることࠋ 

ղエネルギーの使用の合理化及び㠀化▼エネルギーへの転換

等に関するἲᚊ施⾜௧（�4年ᨻ௧➨2��ྕ）➨21᮲➨㸰

ྕ及び➨㸱ྕに定ࡵるࢧッࢩ及び」ᒙガラスにࡘい࡚ࡣ、ྍ

能な限り熱ᦆኻ㜵止ᛶ能のᩘ値が小ࡉいࡶので࠶ることࠋ

備⪃）㺀熱ᦆኻ㜵止ᛶ能㺁の定⩏及び 定方ἲࡣ、㺀ࢧッࢩのᛶ能のྥ上に関する熱ᦆኻ㜵止ᘓ⠏材ᩱ〇

㐀業⪅等のุ断の基準等㺁（ᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ 234 ྕ）、㺀」ᒙガラスのᛶ能のྥ上に関す

る熱ᦆኻ㜵止ᘓ⠏材ᩱ〇㐀業⪅等のุ断の基準等㺁（ᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ 23� ྕ）によるࠋ 

〇材等 〇材 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ間ఆ材、ᯘᆅ残材ཪࡣ小ᚄᮌで࠶ること、ࡘ、間ఆ材ࡣ、

ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘ

に関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶るこ

とࠋ 

ղ上グձ以外の場合ࡣ、ཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌ

の⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡋࡽ

࡚手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡽいる᳃ᯘ࡚ࢀ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま、ࡣཎᩱのཎᮌۑ

⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、ᯘᆅ残材、小ᚄᮌ等の

⏕㈨※で࠶るཎᮌࡣ除ࠋࡃ

集ᡂ材 

合ᯈ 

༢ᯈ✚ᒙ材 

┤交集ᡂᯈ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残

材ཪࡣ小ᚄᮌ等のయ✚比合が1�㸣以上で࠶り、ࡘ、合

ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残材、小ᚄᮌ

以外のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜ

ཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切

になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

ղ上グձ以外の場合ࡣ、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の

残材、ᯘᆅ残材、小ᚄᮌ以外のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当たࡗ

࡚、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧

に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

ճᒃ室の内装材にࡣ࡚ࡗ࠶、ホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量がᖹᆒ

値で��3PJ�/以下ࡘ最値で��4PJ�/以下で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձཎᩱのཎᮌࡣ、持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ

⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ

⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残材、小ᚄᮌ等の⏕㈨※で࠶る
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ཎᮌࡣ除ࠋࡃ 

ղᮌ質⣔材ᩱにࡣ࡚ࡗ࠶、⏕㈨※及び間ఆ材の利用合がྍ

能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

備⪃） 㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ〇材 集ᡂ材ࠕࠖ 合ᯈࠕࠖ 交集ᡂ┤ࠕ༢ᯈ✚ᒙ材ࠖ及びࠕࠖ

ᯈ （ࠖ以下ࠕ〇材等ࠖというࠋ）ࡣ、ᘓ⠏のᮌᕤにおい࡚使用ࢀࡉるࡶのとするࠋ 

㸰 ࠕ〇材等ࠖのุ断の基準のղࡣ、機能的ཪࡣ㟂給上の制約が࠶る場合とするࠋ 

㸱 ホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量の 定方ἲࡣ、日ᮏ㎰ᯘつ᱁によるࠋ 

㸲 〇材、集ᡂ材等のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀ

いる᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᮌ材関連業⪅にࡣ࡚ࡗ࠶、クࣜーン࢘

ッドἲに๎するととࡶに、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明の

たࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᮌ材関連業

⪅以外にࡣ࡚ࡗ࠶、ྠガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

ᅜ等が調㐩するに当たࡣ࡚ࡗ、当該調㐩ရ目の合ἲᛶド明にಀる業⏺等の運用状況等を

຺することࠋ 

たࡋࡔ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日より๓にఆ採業⪅がຍᕤ・流㏻業⪅等とዎ約を⥾⤖࡚ࡋいる

ཎᮌにࡘい࡚ࡣ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日の時点でཎᩱ・〇ရ等をಖ管࡚ࡋいる⪅がࡽ࠶じࡵ

当該ཎᩱ・〇ရ等を≉定ࡋ、毎年㸯回ᯘ㔝ᗇにሗ࿌を⾜うととࡶに、ド明᭩に≉定ࢀࡉた

ཎᩱ・〇ရ等で࠶ることをグ㍕ࡋた場合にࡣ、上グガイドラインに定ࡵる合ἲなᮌ材で࠶

ることのド明ࡣ不要とするࠋなお、ᮏたࡋࡔ᭩きの設定期間にࡘい࡚ࡣ、ᕷ場動ྥを຺

 ࠋ適切に検ウを実施することとする、ࡘࡘࡋ

フࣟーࣜン

グ 

フࣟーࣜング ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残

材ཪࡣ小ᚄᮌ等を使用࡚ࡋいること、ࡘ、間ఆ材、合ᯈ・

〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残材、小ᚄᮌ以外

のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣ

ᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࡉ

 ࠋること࠶のでࡶたࢀ

ղ上グձ以外の場合ࡣ、間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する

➃材等の残材、ᯘᆅ残材ཪࡣ小ᚄᮌ以外のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ

採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに

関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶るこ

とࠋ 

ճ基材にᮌ材を使用ࡋた場合ࡣ、ཎᩱの間ఆ材ࡣఆ採に当たࡗ

࡚、ཎᮌの⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧

に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

մᒃ室の内装材にࡣ࡚ࡗ࠶、ホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量がᖹᆒ

値で��3PJ�/以下ࡘ最値で��4PJ�/以下で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձཎᩱのཎᮌࡣ、持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ

⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ

⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残材、小ᚄᮌ等の⏕㈨※、間ఆ

材（基材にᮌ材を使用ࡋない場合に限るࠋ）で࠶るཎᮌࡣ除

 ࠋࡃ

ղᮌ質⣔材ᩱにࡣ࡚ࡗ࠶、⏕㈨※及び間ఆ材の利用合がྍ

能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 
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備⪃） 㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象ࡣ、ᘓ⠏のᮌᕤにおい࡚使用ࢀࡉるࡶのとするࠋ 

㸰 ุ断の基準のղࡣ、機能的ཪࡣ㟂給上の制約が࠶る場合とするࠋ 

㸱 ホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量の 定方ἲࡣ、日ᮏ㎰ᯘつ᱁によるࠋ 

㸲 フࣟーࣜングのཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀい

る᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ次によるࠋ 

ア㸬基材にᮌ材を使用ࡋたࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶、ᮌ材関連業⪅ࡣ、当該ᮌ材にࡘい࡚ࡣクࣜー

ン࢘ッドἲに๎するととࡶに、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド

明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᅜ等が調

㐩するに当たࡣ࡚ࡗ、当該調㐩ရ目の合ἲᛶド明にಀる業⏺等の運用状況等を຺するこ

とࠋᮌ材関連業⪅以外にࡣ࡚ࡗ࠶、ྠガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

イ㸬上グア以外の≀ရにࡣ࡚ࡗ࠶、上グガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋなお、㒔

㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用できることとするࠋ 

たࡋࡔ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日より๓にఆ採業⪅がຍᕤ・流㏻業⪅等とዎ約を⥾⤖࡚ࡋいる

ཎᮌにࡘい࡚ࡣ、ᖹᡂ 18 年㸲月㸯日の時点でཎᩱ・〇ရ等をಖ管࡚ࡋいる⪅がࡽ࠶じࡵ

当該ཎᩱ・〇ရ等を≉定ࡋ、毎年㸯回ᯘ㔝ᗇにሗ࿌を⾜うととࡶに、ド明᭩に≉定ࢀࡉたཎ

ᩱ・〇ရ等で࠶ることをグ㍕ࡋた場合にࡣ、上グガイドラインに定ࡵる合ἲなᮌ材で࠶るこ

とのド明ࡣ不要とするࠋなお、ᮏたࡋࡔ᭩きの設定期間にࡘい࡚ࡣ、ᕷ場動ྥを຺ࡘࡘࡋ、

適切に検ウを実施することとするࠋ 

㸳 ุ断の基準ճに࠶るࠕ基材にᮌ材を使用ࡋた場合ࠖ及び、㓄៖㡯ձに࠶るࠕ（基材にᮌ

材を使用ࡋない場合に限るࠋ）ࠖ、備⪃㸲のアに࠶るࠕ基材にᮌ材を使用ࡋたࡶのࠖのᮌ材と

 ࠋのを♧すࡶッドἲの対象となる࢘クࣜーンࡣ

⏕ᮌ質 

ボード 

パーࢸィクル

ボード 

⧄維ᯈ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᘓ⠏ゎ

యᮌ材、使用῭Ვໟ材、〇⣬ᮍ利用ప質ࢳップ、ᯘᆅ残材・

維の㔜⧅≀᳜ࡸるᮌ質材ᩱ࠶ᮌ・小ᚄᮌ等の⏕㈨※でࢇ

量比㓄合合が��㸣以上で࠶ること（この場合、⏕㈨材全

యに༨ࡵるయ✚比㓄合率が2�㸣以下の᥋╔、ΰ等（パ

ーࢸィクルボードにおけるフࣀ࢙ール⣔᥋╔等で要なཎ

材ᩱ┦間を᥋╔する目的で使用ࢀࡉるࡶの）をィ上ࡎࡏに、

㔜量比㓄合率をィ⟬することができるࡶのとするࠋ（ࠋ 

ղ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᘓ⠏ゎ

యᮌ材、使用῭Ვໟ材、〇⣬ᮍ利用ప質ࢳップ、ᯘᆅ残材・

ཎᮌ、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣᮌ、小ᚄᮌ以外のཎᩱのཎᮌࢇ

の⏕⏘ࢀࡉたᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡋࡽ

࡚手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

ճᒃ室の内装材にࡣ࡚ࡗ࠶、ホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量がᖹᆒ

値で��3PJ�/以下ࡘ最値で��4PJ�/以下で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձཎᩱのཎᮌࡣ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘

ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕

する➃材等の残材、ᘓ⠏ゎయᮌ材、使用῭Ვໟ材、〇⣬ᮍ利

用ప質ࢳップ、ᯘᆅ残材・ࢇᮌ、小ᚄᮌ等の⏕㈨※、間

ఆ材で࠶るཎᮌࡣ除ࠋࡃ 

ղᮌ質⣔材ᩱにࡣ࡚ࡗ࠶、⏕㈨※及び間ఆ材の利用合がྍ

能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 
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ᮌ質⣔࣓ࢭン

トᯈ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᘓ⠏ゎ

యᮌ材、使用῭Ვໟ材、〇⣬ᮍ利用ప質ࢳップ、ᯘᆅ残材・

維の㔜量比㓄合合が⧅≀᳜ࡸᮌ、小ᚄᮌ等のᮌ質材ᩱࢇ

��㸣以上で࠶ること（この場合、⏕㈨材全యに༨ࡵるయ✚

比㓄合率が2�㸣以下の᥋╔、ΰ等（ᮌ質⣔࣓ࢭントᯈ

における࣓ࢭント等で要なཎ材ᩱ┦間を᥋╔する目的で

使用ࢀࡉるࡶの）をィ上ࡎࡏに、㔜量比㓄合率をィ⟬するこ

とができるࡶのとするࠋ（ࠋ 

ղ合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᘓ⠏ゎయᮌ材、

使用῭Ვໟ材、〇⣬ᮍ利用ప質ࢳップ、ᯘᆅ残材・ࢇᮌ、

小ᚄᮌ以外のཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘ࡉ

手⥆が࡚ࡋࡽᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡣたᅜཪࢀ

適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

ճᒃ室の内装材にࡣ࡚ࡗ࠶、ホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量がᖹᆒ

値で��3PJ�/以下ࡘ最値で��4PJ�/以下で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձཎᩱのཎᮌࡣ、持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ

⏘ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ

⏕する➃材等の残材、ᘓ⠏ゎయᮌ材、使用῭Ვໟ材、〇⣬ᮍ

利用ప質ࢳップ、ᯘᆅ残材・ࢇᮌ、小ᚄᮌ等の⏕㈨※で

 ࠋࡃ除ࡣるཎᮌ࠶

ղᮌ質⣔材ᩱにࡣ࡚ࡗ࠶、⏕㈨※及び間ఆ材の利用合がྍ

能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

備⪃） 㸯 ホル࣒アルࢹヒドのᨺᩓ量の 定方ἲࡣ、JIS $ 14�� によるࠋ 

㸰 パーࢸィクルボード、⧄維ᯈのཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒Ⴀ

がႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᯘ㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရ

の合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶの

とするࠋなお、㒔㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用できること

とするࠋ 

㸱 ᮌ質࣓ࢭントᯈのཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀ

いる᳃ᯘࡽの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡣ、ᮌ材関連業⪅にࡣ࡚ࡗ࠶、クࣜーン࢘ッ

ドἲに๎するととࡶに、上グガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋまた、ᅜ等が調㐩す

るに当たࡣ࡚ࡗ、当該調㐩ရ目の合ἲᛶド明にಀる業⏺等の運用状況等を຺することࠋᮌ

材関連業⪅以外にࡣ࡚ࡗ࠶、上グガイドラインに準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋ 

㸲 ࠕパーࢸィクルボードࠖ及びࠕ⧄維ᯈࠖにࡘい࡚ࡣ、ุ断の基準ճにࡘい࡚、JIS $ ���8

及び $ ���� でつ定ࢀࡉる  ࠋᮏ基準を‶たす、ࡣ等⣭に適合する㈨材ۼۼۼۼ(

ᮌ材・プラ

スࢳック」

合材〇ရ 

ᮌ材・プラスࢳ

ック⏕」合

材〇ရ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձࣜࢧイクル材ᩱ等と࡚ࡋ認ࢀࡽࡵるཎᩱがཎ材ᩱの㔜量比で

��㸣以上（」ᩘの材ᩱが使用࡚ࢀࡉいる場合ࡽࢀࡑ、ࡣの材

ᩱの合ィ）使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉるᮌ質材ᩱࢧࣜ、ࡣイクル材ᩱ等と࡚ࡋ

認ࢀࡽࡵるᮌ質ཎᩱの合が1��㸣で࠶ることࠋ 

ճ㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質のྵ᭷及び⁐ฟにࡘい࡚ၥ㢟がないことࠋ 

մ〇ရに使用ࢀࡉるプラスࢳックࡣ、使用ᚋに回収ࡋ、ࣜࢧ
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イクルを⾜う際に支障を᮶ࡉないࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋること࠶が࣒ࢸスࢩ⏕利用する࡚ࡋ᧔去ᚋに回収ۑ

備⪃） 㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕᮌ材・プラスࢳック⏕」合材〇ရࠖࡣ、ᘓ⠏の外ᵓᕤ

、බᅬにおけるᅬ㊰ᗈ場ᕤ、 ‴⥳ᆅのᩚ備ᕤにおい࡚使用ࢀࡉるࡶのとするࠋ 

㸰 ุ断の基準ձղ及びճにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��41 でつ定ࢀࡉるࠕᮌ材・プラスࢳック⏕

」合材ࠖに定ࡵる基準によるࠋ 

㸱 ุ断の基準ձճ及びմにࡘい࡚ࡣ、JIS $ ��41 でつ定ࢀࡉるࠕᮌ材・プラスࢳック⏕

」合材ࠖ4�2 イクル材ᩱ等のྵ᭷率༊分ࢧࣜ 5���5���58� 及び 5��  ࠋᮏ基準を‶たすࡣ

ル⣔ᗋࢽࣅ

材 

ル⣔ᗋࢽࣅ

材 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ルᶞ⬡⣔材ᩱの合ィ㔜量が〇ရの⥲㔜量比で1�㸣以ࢽࣅ⏕ۑ

上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

いࡘに࣒ࢸスࢩᕤ施ᕤ時にⓎ⏕する➃材の回収、⏕利用ۑ

࡚㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）JIS $ ����（ࢽࣅル⣔ᗋ材）につ定ࢀࡉるࢽࣅル⣔ᗋ材の✀類でグྕ .S に該当するࡶのにࡘい

 ࠋのとするࡶないࢀル⣔ᗋ材ࠖにྵまࢽࣅࠕᮏ㡯のุ断の基準の対象とする、ࡣ࡚

断熱材 断熱材 ุ࠙断の基準ࠚ 

ࡗ࠶のでࡶの熱のᦆኻを㜵止する࡚ࡋᘓ⠏≀の外ቨ等を㏻ۑ

࡚、次の要௳を‶たすࡶのとするࠋ 

 ձフࣟン類が使用࡚ࢀࡉいないことࠋ 

 ղ⏕㈨※を使用࡚ࡋいるཪࡣ使用ᚋに⏕㈨※と࡚ࡋ使用

できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

、ール断熱材࢘断熱材、グラス࣒ー࢛レンフࢳᢲฟἲポࣜスۑ

ࣟック࢘ール断熱材、◳質࢘レタンフ࢛ー࣒断熱材㸰✀及び

◳質࢘レタンフ࢛ー࣒断熱材㸱✀にࡘい࡚ࡣ、ྍ能な限り熱

ᦆኻ㜵止ᛶ能のᩘ値が小ࡉいࡶので࠶ることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年ἲ

ᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうࠋ 

㸰 ࠕ熱ᦆኻ㜵止ᛶ能ࠖの定⩏及び 定方ἲࠕ、ࡣ断熱材のᛶ能のྥ上に関する熱ᦆኻ㜵止ᘓ⠏

材ᩱ〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 2� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨ 2�� ྕ）によるࠋ 

㸱 ࠕ◳質࢘レタンフ࢛ー࣒断熱材㸰✀ ࡒࢀࡑ、ࡣ断熱材㸱✀ࠖと࣒ー࢛レタンフ࢘質◳ࠕࠖ、

ࢀ JIS $ ��21 につ定する◳質࢘レタンフ࢛ー࣒断熱材の✀類が㸰✀のࡶの、㸱✀のࡶのをい

うࠋ 

照明機器 照明制ᚚࢩス

 ࣒ࢸ

ุ࠙断の基準ࠚ 

の照明器ලを制ᚚすࡽࢀࡑ連⥆調光ྍ能な/('照明器ල及びۑ

る照明制ᚚ装置ࡽなるࡶので、ึ 期照度⿵正制ᚚ及び外光

（昼光）利用制ᚚの機能を᭷࡚ࡋいることࠋ 
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変圧器 変圧器 ุ࠙断の基準ࠚ 

た༊分ごとの⟬定式を用ࢀࡉ♧エネルギー消㈝効率が⾲にۑ

い࡚⟬ฟࡋたᩘ値を上回ࡽないことࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

 ࠋること࠶のでࡶたࢀࡉ運用時の㈇Ⲵ率の実態に㓄៖ۑ

備⪃） ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ変圧器ࠖࡣ、定᱁୍次電圧が ���9 を㉸����9、࠼ 以下のࡶの

でࡘ、࡚ࡗ࠶、交流の電㊰に使用ࢀࡉるࡶのに限り、次のいࢀࡎに該当するࡶのࡣ、こࢀにྵ

まࢀないࡶのとするࠋ

ձ ⤯⦕材ᩱと࡚ࡋガスを使用するࡶの 

ղ +✀⤯⦕材ᩱを使用するࡶの 

ճ スコット⤖⥺変圧器 

մ 㸱以上のᕳ⥺を᭷するࡶの 

յ ᰕ上変圧器 

ն ༢┦変圧器で࡚ࡗ࠶定᱁ᐜ量が㸳N9$以下のࡶのཪࡣ���N9$を㉸࠼るࡶの 

շ ୕ ┦変圧器で࡚ࡗ࠶定᱁ᐜ量が1�N9$以下のࡶのཪ2ࡣ���N9$を㉸࠼るࡶの 

ո ð ⬡〇の⤯⦕材ᩱを使用する୕┦変圧器で୕࡚ࡗ࠶┦交流を༢┦交流及び୕┦交流に変ᡂするたࡵのࡶの 

չ 定᱁二次電圧が1��9ᮍ‶のࡶのཪ���9ࡣを㉸࠼るࡶの 

պ 風冷式ཪࡣ水冷式のࡶの 

 ⾲ 変圧器にಀる基準エネルギー消㈝効率の⟬定式

༊   分 基準エネルギー 

消㈝効率の⟬定式 変圧器の✀ู ┦ ᩘ 定᱁࿘Ἴᩘ 定 ᱁ ᐜ 量 

Ἔධ変圧器 ༢ ┦ ��㹆㹸  (㸻11�2S���32

��㹆㹸  (㸻11�1S���2�

୕ ┦ ��㹆㹸 ���N9$ 以下 (㸻1���S�����

���N9$ ㉸ (㸻11�1S��8��

��㹆㹸 ���N9$ 以下 (㸻1��3S����8

���N9$ ㉸ (㸻11��S�����

ࣔールド変圧

器 

༢ ┦ ��㹆㹸  (㸻1���S����4

��㹆㹸  (㸻1��2S����1

୕ ┦ ��㹆㹸 ���N9$ 以下 (㸻23��S�����

���N9$ ㉸ (㸻22��S���18

��㹆㹸 ���N9$ 以下 (㸻22�3S����4

���N9$ ㉸ (㸻1��4S���3�

備⪃） 㸯 ࠕἜධ変圧器ࠖとࡣ、⤯⦕材ᩱと࡚ࡋ⤯⦕Ἔを使用するࡶのをいうࠋ 

㸰 ࣔࠕールド変圧器ࠖとࡣ、ᶞ⬡〇の⤯⦕材ᩱを使用するࡶのをいうࠋ 

㸱 (及びSࡣ、次のᩘ値を⾲すࡶのとするࠋ 

(㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸:） 

S㸸定᱁ᐜ量（༢㸸N9$） 

㸲 ⾲のつ定ࡣ、JIS C 43�4及びC 43��୪びに日ᮏ電機ᕤ業つ᱁1���及び 1��1 につ定す

るᶆ準ᵝ状態で使用ࡋないࡶのにࡘい࡚準用するࠋこの場合におい࡚、⾲のྑḍにᥖࡆる

基準エネルギー消㈝効率の⟬定式ࢀࡒࢀࡑ、ࡣ当該⟬定式のྑ㎶に1�1�（ࣔールド変圧器に
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 ࠋのとするࡶりᢅうྲྀ࡚ࡋをじた式と（���1ࡣ࡚ࡗ࠶

㸳 エネルギー消㈝効率にࡘい࡚ࡣ、JIS C 43�4��4ࠕ エネルギー消㈝効率ࠖ及びJIS C 43��

 ࠋエネルギー消㈝効率ࠖによる ��4ࠕ

空調用機器 ྾収冷温水機 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ冷ᡣのᡂ⦼ಀᩘが⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分のᩘ値以上で࠶るこ

とࠋ 

ղ冷ᡣの期間ᡂ⦼ಀᩘが⾲㸰に♧ࢀࡉた༊分のᩘ値以上で࠶る

ことࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ྾収冷温水機ࠖࡣ、冷能力が 1��N: 以上のࡶのとす

るࠋたࡋࡔ、ᮌ質ペレットを燃ᩱとする機器ࡣ、対象外とするࠋ 

㸰 ྾収冷温水機のᡂ⦼ಀᩘ及び期間ᡂ⦼ಀᩘの⟬ฟ方ἲࡣ、JIS B 8�22 によるࠋ 

⾲㸯 冷ᡣのᡂ⦼ಀᩘ 

༊   分 ᡂ⦼ಀᩘ 

冷能力が 3�2N: ᮍ‶ 1�2� 

⾲㸰 冷ᡣの期間ᡂ⦼ಀᩘ 

༊   分 期間ᡂ⦼ಀᩘ 

冷能力が 3�2N: 以上 1�4� 

空調用機器 ị熱式 

空調機器 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձị熱ᵴを᭷࡚ࡋいることࠋ 

ղ冷፹にࢰ࢜ンᒙを◚ቯする≀質が使用࡚ࢀࡉいないことࠋ 

ճ冷ᡣのᡂ⦼ಀᩘがู⾲㸱に♧ࢀࡉた༊分のᩘ値以上で࠶ることࠋ

備⪃）㸯  ࠕị熱式空調機器ࠖとࡣ、ị熱ࣘࢽットཪࡣị熱式パッケージエアコンࢹィࣙࢩ

 ࠋーをいうࢼ

㸰 ࠕị熱式空調機器ࠖのุ断の基準ࡣ、ị熱ࣘࢽットにࡘい࡚ࡣ㠀熱ᙧ┦当冷却能

力が、ị熱式パッケージエアコンࢹィࢼࣙࢩーにࡘい࡚ࡣ定᱁熱利用冷ᡣ能力がࢀࡑ

ࢀࡒ 28N: 以上のࡶのに適用するࠋ 

㸱 ᡂ⦼ಀᩘの⟬ฟ方ἲࡣ、以下の⟬定式により、昼間熱※機運転時間ࡣ 1� 時間とするࠋ 

ձị熱ࣘࢽット 

ᡂ⦼ಀᩘ㸻 

ղị熱式パッケージエアコンࢹィࢼࣙࢩー 

ᡂ⦼ಀᩘ㸻日量熱利用冷ᡣ効率 

㸲 ࠕ㠀熱ᙧ┦当冷却能力ࠖとࡣ、冷ᡣ時の時間当たりᖹᆒ㈇Ⲵ率（時間当たりのࣆーク

㈇Ⲵの㈇Ⲵ率を 1��㸣とࡋた時のᖹᆒ㈇Ⲵの合）を 8�㸣と࡚ࡋ、この時のࣆーク㈇Ⲵ熱

量をいうࠋ 

㸳 ࠕ定᱁熱利用冷ᡣ能力ࠖとࡣ、ị熱式パッケージエアコンࢹィࢼࣙࢩーがู⾲㸯に

つ定ࢀࡉた୍定の定᱁冷ᡣ温度᮲௳で、と࡚ࡋ熱を利用࡚ࡋ室内ࡽ除去する熱量を

いうࠋ 

定᱁日量冷却能力（N:・K） 

定᱁熱消㈝電力量（N:・K）㸩昼間熱※機冷却消㈝電力量（N:・K） 
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ู⾲㸯 温度᮲௳                    ༢㸸Υ 

室内ഃධཱྀ空気᮲௳ 室外ഃ空気᮲௳ 

⌫温度 ‵⌫温度 ⌫温度 ‵⌫温度 

冷
ᡣ

定᱁冷ᡣ 2� 1� 3� － 

定᱁冷ᡣ熱 － － 2� － 

㸴 ࠕ定᱁日量冷却能力ࠖとࡣ、熱ᵴ内に熱ࡋた熱量のうࡕの正᭷効熱ᐜ量と、昼

間熱※機冷却の運転によ࡚ࡗ冷却ࢀࡉる熱量を合ィ࡚ࡋ、冷水ฟཱྀ温度 �Υで、二次ഃに౪

給できる日✚⟬⥲熱量をいうࠋ 

㸵 ࠕ定᱁熱消㈝電力量ࠖとࡣ、ู⾲㸰につ定ࢀࡉた熱温度᮲௳で定᱁熱ᐜ量までに

消㈝する電力（ブラインポンプ等の୍次ഃ⿵機の消㈝電力をྵࠋࡴ）を✚⟬ࡋたࡶのをいうࠋ

ู⾲㸰 温度᮲௳           ༢㸸Υ 

室外ഃ空気᮲௳ 

⌫温度 ‵⌫温度 

冷
却

定᱁冷却 3� － 

定᱁冷却熱 2� － 

㸶 ࠕ昼間熱※機冷却消㈝電力量ࠖとࡣ、ู⾲㸰につ定ࢀࡉた定᱁冷却温度᮲௳で、熱※機

と熱ᵴが┤ิに᥋⥆࡚ࢀࡉ運転ࢀࡉた時に消㈝する電力を✚⟬ࡋたࡶのをいうࠋ 

㸷 ࠕ日量熱利用冷ᡣ効率ࠖとࡣ、日量熱利用冷ᡣ能力を日量熱利用冷ᡣ消㈝電力量

で除ࡋた値をいうࠋ 

㸯㸮 ࠕ日量熱利用冷ᡣ能力ࠖとࡣ、ị熱式パッケージエアコンࢹィࢼࣙࢩーがู⾲㸯

につ定ࢀࡉた୍定の定᱁冷ᡣ熱温度᮲௳で、最 1� 時間熱運転ࡋたᚋ、ู⾲㸯につ定

た୍定の定᱁冷ᡣ温度᮲௳で、熱利用冷ᡣ時間、熱利用冷ᡣ運転する間に室内ࢀࡉ

 ࠋのをいうࡶたࡋ⟭✚除去する熱量をࡽ

㸯㸯 ࠕ日量熱利用冷ᡣ消㈝電力量ࠖとࡣ、ị熱式パッケージエアコンࢹィࢼࣙࢩーが

ู⾲㸯につ定ࢀࡉた୍定の定᱁冷ᡣ熱温度᮲௳で、最 1� 時間熱運転ࡋた間に消㈝す

る電力、及びู⾲㸯につ定ࢀࡉた୍定の定᱁冷ᡣ温度᮲௳で、熱利用冷ᡣ時間、熱利

用冷ᡣ運転する間に消㈝する室外機の電力を✚⟬ࡋたࡶのをいうࠋ 

ู⾲㸱 冷ᡣのᡂ⦼ಀᩘ 

༊   分 ᡂ⦼ಀᩘ 

ị熱ࣘࢽット 2�2 

ị熱式パッケージエアコンࢹィࢼࣙࢩー 3�� 

空調用機器 ガスエンジ

ンヒートポ

ンプ式空気

調機 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ期間ᡂ⦼ಀᩘが⾲に♧ࢀࡉた༊分のᩘ値以上で࠶ることࠋ 

ղ冷፹にࢰ࢜ンᒙを◚ቯする≀質が使用࡚ࢀࡉいないことࠋ 

備⪃） 㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕガスエンジンヒートポンプ式空気調機 �JIS B 8�2、ࡣࠖ

につ定ࢀࡉるࡶので、定᱁冷ᡣ能力が 28N: 以上のࡶのとするࠋ 

㸰 期間ᡂ⦼ಀᩘ（$P)S）の⟬ฟ方ἲࡣ、JIS B 8�2� によるࠋ 
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⾲ 期間ᡂ⦼ಀᩘ 

༊      分 期間ᡂ⦼ಀᩘ（$P)S） 

冷ᡣ能力が 28N: 以上 3���N: ᮍ‶ 1�22 以上 

冷ᡣ能力が 3���N: 以上 4�N: ᮍ‶ 1�3� 以上 

冷ᡣ能力が 4�N: 以上 ��N: ᮍ‶ 1��� 以上 

冷ᡣ能力が ��N: 以上 1��� 以上 

空調用機器 ㏦風機 ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋいること࡚ࢀࡉ効率のࣔータが使用࣒ア࣑プレۑ

備⪃）㸯 プレ࣑ア࣒効率のࣔータࡣ、JIS C 4213（ప圧୕┦ごᙧㄏᑟ電動機－ప圧トップランࢼ

ーࣔータ）でつ定ࢀࡉるప圧トップランࢼーࣔータとするࠋ 

㸰 適用範囲ࡣ、定᱁電圧 ���9 以下の୕┦ㄏᑟ電動機を用いる空調用及び換気用㐲ᚰ㏦風機と

するࠋたࡋࡔ、電動機┤動式及び排↮機ࡣ除ࠋࡃ 

空調用機器 ポンプ ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋいること࡚ࢀࡉ効率のࣔータが使用࣒ア࣑プレۑ

備⪃）㸯 プレ࣑ア࣒効率のࣔータࡣ、JIS C 4213（ప圧୕┦ごᙧㄏᑟ電動機－ప圧トップランࢼ

ーࣔータ）でつ定ࢀࡉるప圧トップランࢼーࣔータとするࠋ 

㸰 適用範囲ࡣ、定᱁電圧 ���9 以下の୕┦ㄏᑟ電動機を用いる空調用ポンプのうࡕ、㍈⥅手に

より電動機とポンプᮏయを┤⤖ࡋた㐲ᚰポンプとするࠋ 

㓄管材 排水・㏻気

用⏕◳質

ポࣜሷ化ࣅ

 ル管ࢽ

ุ࠙断の基準ࠚ 

ࣜ、࡚ࡗ࠶ル管でࢽࣅ㏻気用の◳質ポࣜሷ化ࡣ排水用ཪۑ イクルࢧ

材ᩱ使用率が⾲に♧ࢀࡉた༊分のᩘ値以上で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

い࡚ࡗの⤌みがᩚࡵるたࢀࡉ⏕利用、ࢀࡉ〇ရ使用ᚋに回収ۑ

ることࠋ 

備⪃）㸯 ุ断の基準ࡣ、ᩜᆅ内の排水設備で、ᒇ内の排水管・㏻気管及びᒇ外の排水管に◳質ポࣜሷ

化ࢽࣅル管を用いる場合の↓圧㓄管におい࡚のみ適用するࠋ 

㸰 ࠕ排水・㏻気用⏕◳質ポࣜሷ化ࢽࣅル管ࠖࡣ、JIS . ���� でつ定ࢀࡉるࢧࣜࠕイクル◳

質ポࣜሷ化ࢽࣅル୕ᒙ管 、ࠖJIS . ���8 でつ定ࢀࡉるࢧࣜࠕイクル◳質ポࣜሷ化ࢽࣅルⓎἻ୕

ᒙ管 、ࠖ$S �8 でつ定ࢀࡉるࠕ排水用ࣜࢧイクル◳質ポࣜሷ化ࢽࣅル管ࠖに定ࡵる基準によるࠋ 

㸱 ࢧࣜࠕイクル材ᩱ使用率ࠖとࡣ、管యの質量に対࡚ࡋ、◳質ポࣜሷ化ࢽࣅル管・⥅手類

 ࠋルࠖの合をいうࢽࣅ利用ポࣜሷ化ࠕたࢀࡽ作ࡽ

㸲 ࠕ利用ポࣜሷ化ࢽࣅルࠖとࡣ、JIS . ���� の 3�D�4�、JIS . ���8 の 3�D�4�及び $S �8

の 3�1 によるࠋ 

 イクル材ᩱ使用率ࢧࣜ ⾲

管の༊分 管の✀類 使用率 

୕ᒙ管 ࣜࢧイクル◳質ポࣜሷ化ࢽࣅル୕ᒙ管 ��㸣 

 ルⓎἻ୕ᒙ管 3�㸣ࢽࣅイクル◳質ポࣜሷ化ࢧࣜ

༢ᒙ管 排水用ࣜࢧイクル◳質ポࣜሷ化ࢽࣅル管 8�㸣 
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⾨⏕器ල 自動水ᰦ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ自動水ᰦ（自ᕫⓎ電機ᵓ）にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすこ

とࠋ 

ア㸬電気的制ᚚにより、水ᰦのྤ水ཱྀに手を㏆࡙けた際に㠀᥋

ゐに࡚自動でྤ水ࡋ、手を㐲ࡊけた際に自動で止水するࡶの

で࠶ることࠋまた、止水までの時間2ࡣ⛊以内で࠶ることࠋ 

イ㸬水圧��10PD以上、���0PD以下のྛ水圧におい࡚、ྤ水流量

が�/�分以下で࠶ることࠋ 

㸬༢┦交流（1��9）の外部電※が不要で、自ᕫⓎ電できる機࢘

ᵓを᭷࡚ࡋいることࠋ 

ղ自動水ᰦ（$C1��9タイプ・電ụ式）にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を

‶たすことࠋ 

ア㸬電気的制ᚚにより、水ᰦのྤ水ཱྀに手を㏆࡙けた際に㠀᥋

ゐに࡚自動でྤ水ࡋ、手を㐲ࡊけた際に自動で止水するࡶの

で࠶ることࠋまた、止水までの時間2ࡣ⛊以内で࠶ることࠋ 

イ㸬水圧��10PD以上、���0PD以下のྛ水圧におい࡚、ྤ水流量

が�/�分以下で࠶ることࠋ 

自動洗浄装

置及びࡑの

⤌み込み小

౽器 

ุ࠙断の基準ࠚ 

り、また、使用状況により、洗浄水量࠶洗浄水量が4/�回以下でۑ

が制ᚚࢀࡉることࠋ 

౽器 ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋること࠶洗浄水量が���/�回以下でۑ

備⪃）㸯 自動水ᰦのุ断の基準ࡣ、トイレの洗面用またࡣ手洗用の水ᰦを対象とするࠋ 

㸰 ྤ水流量のヨ㦂方ἲࡣ、JIS B 2��1 のྤ水流量ヨ㦂に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸱 定量止水ᛶ能のヨ㦂方ἲࡣ、JIS B 2��1 の定量止水ᛶ能ヨ㦂に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸲 止水までの時間ࡣ、ྤ水のᮏ流が収᮰ࡋた時点までとࡋ、�回 定ࡋたᖹᆒとするࠋ 

㸳 ౽器のうࡕ、㧗ᗙ面ᙧ及び風౽器ࡣ、対象外とするࠋ 

㸴 ౽器のᑟධに当たࡣ࡚ࡗ、排水設備全యの排水機能の確ಖを༑分⪃៖することࠋ 

コンクࣜ

ート用ᆺ

ᯟ 

⏕材ᩱ

を使用ࡋ

たᆺᯟ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

るࡆ⏕材ᩱ（ู⾲にᥖ、ࡣい࡚ࡘたᆺᯟにࡋ⏕材ᩱを使用ۑ

の）がཎ材ᩱの㔜量比で��㸣以上（」ᩘのࡶたࡋのをཎᩱとࡶ

材ᩱが使用࡚ࢀࡉいる場合ࡽࢀࡑ、ࡣの材ᩱの合ィ）使用ࢀࡉ

࡚おり、使用ᚋのࣜࢧイクルが⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

ู⾲ 

⏕材ᩱのཎᩱとなるࡶのの分類༊分 

ᗫプラスࢳック 

ྂ⣬パルプ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ⏕材ᩱを使用ࡋたᆺᯟにࡘい࡚ࡣ、㏻常ရとྠ等の施ᕤᛶ及

び⤒῭ᛶ（材ᩱ㈝、転用回ᩘ、回収㈝、⏕ฎ理㈝等を⪃៖）

が確ಖࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 
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ղ〇ရに使用ࢀࡉるプラスࢳックࡣ、使用ᚋに回収ࡋ、ࣜࢧイ

クルを⾜う際に支障を᮶ࡉないࡶので࠶ることࠋ 

備⪃）㸯 プレキࣕストᆺᯟ等ᵓ㐀యの୍部と࡚ࡋ利用するᆺᯟ及び化⢝ᆺᯟࡣᮏရ目の対象外とす

るࠋ 

㸰 ⏕材ᩱと࡚ࡋ⏕プラスࢳックを用いる場合、ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋ

にᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝ୍ࡣࡃࡋ部ཪࡣ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ

⏕するプラスࢳック➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱとྠ࡚ࡋ

୍ᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋ（ࠋࡃ 

コンクࣜ

ート用ᆺ

ᯟ 

合ᯈᆺᯟ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ間ఆ材、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残材

ཪࡣ小ᚄᮌ等のయ✚比合が1�㸣以上で࠶り、ࡘ、合ᯈ・〇

材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材等の残材、ᯘᆅ残材以外のཎᩱのཎᮌ

ᆅᇦにおける᳃ࡣたᅜཪࢀࡉ⏘⏕ཎᮌの、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣ

ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切になࢀࡉたࡶので࠶るこ

とࠋ 

ղձ以外の場合ࡣ、ཎᩱのཎᮌࡣ、ఆ採に当た࡚ࡗ、ཎᮌの⏕⏘

手⥆が࡚ࡋࡽᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照ࡣたᅜཪࢀࡉ

適切になࢀࡉたࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձཎᩱのཎᮌࡣ、持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘

ฟࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕す

る➃材等の残材、ᯘᆅ残材、小ᚄᮌ等の⏕㈨※、間ఆ材ࡣ除

 ࠋࡃ

ղᮌ質⣔材ᩱにࡣ࡚ࡗ࠶、⏕㈨※及び間ఆ材の利用合がྍ能

な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準ղࡣ、機能的ཪࡣ㟂給上の制約が࠶る場合とするࠋ 

㸰 合ᯈᆺᯟのཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘ

♧合ᯈᆺᯟのᯈ面におい࡚、備⪃㸱ア㸬及びイ㸬に、ࡣの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡽ

す内ᐜが⾲♧࡚ࢀࡉいることを確認することࠋ 

㸱 合ᯈᆺᯟのᯈ面にࡣ、次の内ᐜを⾲♧することとするࠋなお、当該⾲♧内ᐜにࡘい࡚ࡣᯘ

㔝ᗇ作ᡂのࠕᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年

㸰月）ࠖ に準ᣐࡋたࡶのとするࠋなお、㒔㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの

確認に活用できることとするࠋ 

ア㸬ᮏ㡯のุ断の基準のձཪࡣղの手⥆が適切になࢀࡉたཎᮌを使用࡚ࡋいることを♧す

ᩥゝཪࡣ認ド࣐ーク 

イ㸬認定・認ド␒ྕ、認定ᅋయྡ等 

なお、合ᯈᆺᯟのᯈ面の⾲♧ࡣ、ྛಶごとにᯈ面のぢࡸすい⟠所に明░に⾲♧࡚ࡋいるこ

とࠋたࡋࡔ、⾲面ຍᕤコンクࣜートᆺᯟ用合ᯈで࡚ࡗ࠶、コンクࣜートᆺᯟ用と࡚ࡋ使用す

るたࡵに面にࡶሬ装ཪ࢜ࡣーバーレイを施ࡋ、ᯈ面への⾲♧がᅔ㞴なࡶのにࡣ࡚ࡗ࠶ᮌཱྀ

面のぢࡸすい⟠所に明░に⾲♧࡚ࡋいることࠋ 

また、合ᯈᆺᯟࡣ、使用にດࡵることとࡋ、上グア㸬及びイ㸬をᯈ面への⾲♧をࡋた合

ᯈᆺᯟでࡶ࡚ࡗ࠶、使用等でᯈ面への⾲♧が確認できなࡃなる場合にࡘい࡚ࡣ、බඹᕤ

のཷὀ⪅が、調㐩を⾜う機関にᯈ面への⾲♧をࡋた合ᯈᆺᯟを活用࡚ࡋいることを♧ࡋた᭩

面をᥦฟすることを࡚ࡗࡶ、ᯈ面への⾲♧がな࡚ࢀࡉいるࡶのとみなすࠋ 
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⾲㸱࠙ᘓ設機械ࠚ 

ရ目ྡ ุ断の基準等

排ฟガス対

策ᆺᘓ設機

械 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ルࢮィーࢹいる࡚ࢀࡉい࡚、ᦚ㍕ࡘるᘓ設機械にࡆ㸯及びู⾲㸰にᥖ⾲ูۑ

エンジンࡽ排ฟࢀࡉるྛ排ฟガスᡂ分及び㯮↮の量が、ࢀࡒࢀࡑ下⾲の 

➨㸰次基準値ཪࡣこࢀよりඃࢀるࡶので࠶ることࠋ 

ู⾲㸯 トンネルᕤ用ᘓ設機械 

機  ✀      要 

バックホ࢘ 
ルエンジンฟ力3�N:以上���N:以下、ᆺブレࢮィーࢹ

ー࢝を装╔ࡋたࡶのをྵࡴ 

ホイールࣟーダ・クࣟー

ラࣟーダ 
 ルエンジンฟ力3�N:以上���N:以下ࢮィーࢹ

ダンプトラック 
、ࡋࡔルエンジンฟ力3�N:以上���N:以下、たࢮィーࢹ

᭷効な自動㌴検ᰝドの交をཷけ࡚いるࡶのを除ࡃ 

トラック࣑キࢧ 
、ࡋࡔルエンジンฟ力3�N:以上���N:以下、たࢮィーࢹ

᭷効な自動㌴検ᰝドの交をཷけ࡚いるࡶのを除ࡃ 

ู⾲㸰 ୍⯡ᕤ用ᘓ設機械 

機  ✀      要 

バックホࢹ ࢘ィーࢮルエンジンฟ力8N:以上���N:以下 

ホイールࣟーダ ࢹィーࢮルエンジンฟ力8N:以上���N:以下 

ブルドーࢹ ࢨィーࢮルエンジンฟ力8N:以上���N:以下 

➨㸰次基準値 

対象≀質 

     （༢） 

ฟ力༊分 

+C 

�J�N:㺃K� 

1O[ 

�J�N:㺃K� 

CO 

�J�N:㺃K� 

P0 

�J�N:㺃K� 

㯮↮ 

�㸣� 

8N:以上1�N:ᮍ‶ 1�� � � ��8 4� 

1�N:以上3�N:ᮍ‶ 1�� 8 � ��8 4� 

3�N:以上��N:ᮍ‶ 1�3 � � ��4 4� 

��N:以上13�N:ᮍ‶ 1 � � ��3 4� 

13� N:以上���N:以下 1 � 3�� ��2 4� 

㸯㸬 定方ἲࡣ、ู㏵定ࡵるࠕ排ฟガス対策ᆺᘓ設機械ᣦ定要㡿 （ࠖᖹᡂ3年1�月8

日ᘓ設省⤒機Ⓨ➨24�ྕ）によるࠋ 

㸰㸬トンネルᕤ用ᘓ設機械ࡣ㯮↮の基準値が⾲♧基準値の㸯㸭㸳以下とするࠋ 

 ルࢮィーࢹいる࡚ࢀࡉい࡚、ᦚ㍕ࡘるᘓ設機械にࡆ㸱及びู⾲㸲にᥖ⾲ูۑ

エンジンࡽ排ฟࢀࡉるྛ排ฟガスᡂ分及び㯮↮の量が、ࢀࡒࢀࡑ下⾲の 

➨㸯次基準値ཪࡣこࢀよりඃࢀるࡶので࠶ることࠋ 

ู⾲㸱 トンネルᕤ用ᘓ設機械

機  ✀      要 

ドࣜルジࣕンボ 
 ルエンジンฟ力3�N:以上2��N:以下ࢮィーࢹ

（4��8PS以上3�3PS以下） 

コンクࣜート྿機 
 ルエンジンฟ力3�N:以上2��N:以下ࢮィーࢹ

（4��8PS以上3�3PS以下） 
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ู⾲㸲 ୍⯡ᕤ用ᘓ設機械 

機  ✀      要 

Ⓨ動Ⓨ電機 
 ルエンジンฟ力���N:以上2��N:以下ࢮィーࢹ

（1��2PS以上3�3PS以下）、ྍᦙ式（⁐᥋ව用機をྵࡴ） 

空気圧縮機 
 ルエンジンฟ力���N:以上2��N:以下ࢮィーࢹ

（1��2PS以上3�3PS以下）、ྍᦙ式 

Ἔ圧ࣘࢽット 
 ルエンジンฟ力���N:以上2��N:以下ࢮィーࢹ

（1��2PS以上3�3PS以下）、基♏ᕤ用機械で⊂❧ࡋたࡶの 

ࣟーラ 

 ルエンジンฟ力���N:以上2��N:以下ࢮィーࢹ

（1��2PS以上3�3PS以下）、ࣟードࣟーラ、タイࣖࣟーラ、

動ࣟーラ 

ホイールクレーン 
 ルエンジンฟ力���N:以上2��N:以下ࢮィーࢹ

（1��2PS以上3�3PS以下）、ラフࢸレーンクレーン 

➨㸯次基準値 

対象≀質 

     （༢） 

ฟ力༊分 

+C 

�J�N:㺃K�

1O[ 

�J�N:㺃K�

CO 

�J�N:㺃K�

㯮↮ 

�㸣�

���N:以上1�N:ᮍ‶ 2�4 12�4 ��� �� 

1�N:以上3�N:ᮍ‶ 1�� 1��� ��� �� 

3�N:以上2�2N:以下 1�3 ��2 � �� 

㸯㸬 定方ἲࡣ、ู㏵定ࡵるࠕ排ฟガス対策ᆺᘓ設機械ᣦ定要㡿 （ࠖᖹᡂ㸱年1�月

㸶日ᘓ設省⤒機Ⓨ➨24�ྕ）によるࠋ 

㸰㸬トンネルᕤ用ᘓ設機械ࡣ㯮↮の基準値が⾲♧基準値の1��以下とするࠋ 

備⪃）≉定≉Ṧ自動㌴排ฟガスのつ制等に関するἲᚊ（ᖹᡂ1�年ἲᚊ➨�1ྕ）におい࡚、つ制対象

となるᘓ設機械を使用する際ࡣ、ྠἲのᢏ⾡基準に適合ࡋたࡶのを使用することࠋ 

－214－



－2��－

ప㦁㡢ᆺᘓ

設機械 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋること࠶のでࡶる値以下のࡆᘓ設機械の㦁㡢の 定値がู⾲にᥖۑ

ู⾲

機✀ 機関ฟ力（N:）
㦁㡢基準値

（G%）

ブルドーࢨー 

 P 㸺�� 1�2 

��ӌ P 㸺1�3 1�� 

1�3ӌ P  1�� 

バックホ࢘ 

 P 㸺�� �� 

��ӌ P 㸺1�3 1�4 

1�3ӌ P 㸺2�� 1�� 

2��ӌ P  1�� 

ドラグライン 

クラ࢙ࢩ࣒ル 

 P 㸺�� 1�� 

��ӌ P 㸺1�3 1�4 

1�3ӌ P 㸺2�� 1�� 

2��ӌ P  1�� 

トラクターࣙࢩベル 

 P 㸺�� 1�2 

��ӌ P 㸺1�3 1�4 

1�3ӌ P  1�� 

クࣟーラークレーン 

トラッククレーン 

ホイールクレーン 

 P 㸺�� 1�� 

��ӌ P 㸺1�3 1�3 

1�3ӌ P 㸺2�� 1�� 

2��ӌ P  1�� 

バイブࣟࣁン࣐ー    1�� 

Ἔ圧式ᮺᢤ機 

Ἔ圧式㗰管圧ධ・引ᢤ機 

Ἔ圧式ᮺ圧ධ引ᢤ機 

 P 㸺�� �8 

��ӌ P 㸺1�3 1�2 

1�3ӌ P  1�4 

アース࢜ーガー 

 P 㸺�� 1�� 

��ӌ P 㸺1�3 1�4 

1�3ӌ P  1�� 

 ング᥀削機ࢩールケー࢜

 P 㸺�� 1�� 

��ӌ P 㸺1�3 1�4 

1�3ӌ P 㸺2�� 1�� 

2��ӌ P  1�� 

アースドࣜル 

 P 㸺�� 1�� 

��ӌ P 㸺1�3 1�4 

1�3ӌ P  1�� 

ᒾ機（コンクࣜートブࡃࡉ

レー࢝ー） 
   1�� 
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ࣟードࣟーラー 

タイࣖࣟーラー 

動ࣟーラー 

 P 㸺�� 1�1 

��ӌ P  1�4 

   

コンクࣜートポンプ（㌴） 

 P 㸺�� 1�� 

��ӌ P 㸺1�3 1�3 

1�3ӌ P  1�� 

コンクࣜート圧○機 

 P 㸺�� �� 

��ӌ P 㸺1�3 1�3 

1�3ӌ P 㸺2�� 1�� 

2��ӌ P  1�� 

アスファルトフィࢽッࢩ

ࣕー 

 P 㸺�� 1�1 

��ӌ P 㸺1�3 1�� 

1�3ӌ P  1�� 

コンクࣜート࢝ッター    1�� 

空気圧縮機 
 P 㸺�� 1�1 

��ӌ P  1�� 

Ⓨ動Ⓨ電機 
 P 㸺�� �8 

��ӌ P  1�2 
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⾲㸲࠙ᕤἲࠚ 

ရ目分類 ရ目ྡ ุ断の基準等

ᘓ設Ⓨ⏕ᅵ

᭷効利用ᕤ

ἲ 

పရ質ᅵ᭷効

利用ᕤἲ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

施ᕤ⌧場でⓎ⏕する⢓ᛶᅵ等のపရ質ᅵを、当該⌧場内におۑ

い࡚利用することにより、ᘓ設Ⓨ⏕ᅵの場外ᦙฟ量を削減す

ることができるᕤἲで࠶ることࠋ

ᘓ設ởἾ

⏕ฎ理ᕤἲ 

ᘓ設ởἾ⏕

ฎ理ᕤἲ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ施ᕤ⌧場でⓎ⏕するᘓ設ởἾを、⏕利用を目的と࡚ࡋ⌧場

内で┒ᅵ材ࡸ流動化ฎ理ᅵへ⏕するᕤἲで࠶ることࠋ 

ղ㔜㔠ᒓ等᭷ᐖ≀質のྵ᭷及び⁐ฟにࡘい࡚ࡣ、ᅵተởᰁ対策

ἲ（ᖹᡂ14年ἲᚊ➨�3ྕ）及びࠕᅵተのởᰁにಀる⎔ቃ基準ࠖ

（ᖹᡂ㸱年⎔ቃᗇ࿌♧➨4�ྕ）を‶たすことࠋ 

コンクࣜー

トሢ⏕ฎ

理ᕤἲ 

コンクࣜート

ሢ⏕ฎ理ᕤ

ἲ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

施ᕤ⌧場でⓎ⏕するコンクࣜートሢを、⌧場内⏕利用を目ۑ

的と࡚ࡋコンクࣜートཪࡣ㦵材に⏕ฎ理するᕤἲで࠶る

ことࠋ

⯒装（⾲ᒙ） ㊰上⾲ᒙ⏕

ᕤἲ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

必要に応じ࡚᪂つア、ࡋ○᪤設アスファルト⯒装の⾲ᒙを⢊ۑ

スファルトΰ合≀ࡸῧຍ材ᩱをຍ࠼、ΰ合ࡵ⥾࡚ࡋᅛࡵ、⌧

置ཪࡣ当該⌧場㏆で⾲ᒙを⏕するᕤἲで࠶ることࠋ 

⯒装（㊰┙） ㊰上⏕㊰┙

ᕤἲ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ࡋ○᪤設⯒装の㊰┙材とアスファルト・コンクࣜートᒙを⢊ۑ

࡚ΰ合ࡋ、Ᏻ定ฎ理を施ࡋ、⌧置で㊰┙を⏕するᕤἲで

ࠋること࠶

備⪃）アスファルトΰ合≀のᒙのཌࡉが 1�FP 以下の㐨㊰におい࡚使用するࡶのとするࠋ 

ἲ面⥳化ᕤ

ἲ 

ఆ採材ཪࡣᘓ

設Ⓨ⏕ᅵを活

用ࡋたἲ面⥳

化ᕤἲ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ᘓ設Ⓨ⏕ᅵを、当該施ᕤ⌧場におࡸ施ᕤ⌧場におけるఆ採材ۑ

い࡚᭷効利用するᕤἲで࠶ることࠋ 

たࡋࡔ、ఆ採材及びᘓ設Ⓨ⏕ᅵを合⟬ࡋた使用量ࡣ、⌧ᆅで

ῧຍする水を除いた⏕⫱基┙材ᩱのᐜ✚比で��㸣以上を༨

 ࠋることࡵ

ᒣ␃ࡵᕤἲ Ἶᅵప減ᆺࢯ

イル࣓ࢭント

ᰕิቨᕤἲ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ント࣓ࢭࡣἾᅵを利用ཪ࡚ࡋント⣔ᅛ化の୍部と࣓ࢭۑ

⣔ᅛ化のὀධ量を削減することにより、施ᕤにకいⓎ⏕す

るἾᅵがప減できるᕤἲで࠶ることࠋ 

備⪃）ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕἾᅵప減ᆺࢯイル࣓ࢭントᰕิቨᕤἲࠖࡣ、௬設ᕤにおい

࡚使用するࡶのとするࠋ 
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⾲㸳࠙目的≀ࠚ 

ရ目分類 ရ目ྡ ุ断の基準等

⯒装 排水ᛶ⯒装 ุ࠙断の基準ࠚ 

、ࡘ、ࡏࡉ排水⁁に流ฟ࡚ࡏࡉ㞵水を㐨㊰の㊰面下にᾐ㏱ۑ

㐨㊰交㏻㦁㡢のⓎ⏕を減ᑡࡏࡉることができる⯒装で࠶る

ことࠋ

備⪃）㐨㊰交㏻㦁㡢を減ᑡࡏࡉる必要が࠶る場合に使用するࡶのとするࠋ 

⯒装 ㏱水ᛶ⯒装 ุ࠙断の基準ࠚ 

るこ࠶ることができる⯒装でࡏࡉ㞵水を㐨㊰の㊰ᗋにᾐ㏱ۑ

とࠋ

備⪃）㞵水を㐨㊰の㊰ᗋにᾐ㏱ࡏࡉる必要の࠶るṌ⾜⪅㐨等の自動㌴交㏻がない㐨㊰の部分におい࡚

使用するࡶのとするࠋ 

ᒇ上⥳化 ᒇ上⥳化 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ᳜≀の全な⏕⫱及び⏕⫱基┙を᭷するࡶので࠶ることࠋ 

ղヒートアイランド⌧象の⦆等㒔ᕷ⎔ቃᨵၿ効ᯝを᭷する

 ࠋること࠶のでࡶ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձᒇ上⥳化に適ࡋた᳜≀を使用するࡶので࠶ることࠋ 

ղ℺水への㞵水利用に㓄៖するととࡶに、᳜ ≀の⏕⫱基┙のಖ

水及び排水機能が適切に確ಖࢀࡉたᵓ㐀で࠶ることࠋ

備⪃）ᘓ≀のᒇ上等におい࡚設置するࡶのとするࠋ 

－218－



－2��－

㸰㸰㸬ᙺົ 

㸰㸰－㸯 省エネルギーデ断 

�1� ရ目及びุ断の基準 

省エネルギーデ

断 

ุ࠙断の基準ࠚ 

るᢏ能ࢀࡽࡵとྠ等と認ࢀこࡣるᢏ⾡㈨᱁を᭷する⪅ཪࡆ㸯にᥖ⾲ۑ

を᭷する⪅が、ᗇ⯋等における設備等の✌ാ状況、運用状況୪びにエ

ネルギー使用量ࡑの必要な㡯目にࡘい࡚調ᰝ・分ᯒを⾜い、ࡽࢀࡑ

の⤖ᯝに基࡙き、⾲㸰の内ᐜをྵࡴ省エネルギー対策、⏕ྍ能エネ

ルギーの活用にಀる設備・機器のᑟධ、ᨵಟ及び運用ᨵၿ、୪びにエ

ネルギー管理య制・管理方ἲにࡘい࡚ᥦが⾜ࢀࢃるࡶので࠶るこ

とࠋ 

備⪃）当該ᗇ⯋等におい࡚エネルギー管理を実施するに当た࡚ࡗ必要となるྛ✀目ᶆの設定にಀるᥦ

ࡣ、エネルギー管理方ἲにྵまࢀるࠋ 

⾲㸯 

୍⣭ᘓ⠏ኈ 

୍⣭ᘓ⠏施ᕤ管理ᢏኈ 

୍⣭電気ᕤ施ᕤ管理ᢏኈ 

୍⣭管ᕤ施ᕤ管理ᢏኈ 

ᢏ⾡ኈ（ᘓ設、電気・電Ꮚ、機械、⾨⏕ᕤᏛ、⎔ቃ） 

エネルギー管理ኈ 

ᘓ⠏設備ኈ 

電気௵ᢏ⾡⪅ 

⾲㸰 

過去 3 年間⛬度のエネルギー消㈝実⦼及び光熱水㈝実⦼、設備のಖ᭷と

✌ാ状況、⏕ྍ能エネルギーのᑟධྍ能ᛶ 

設備・機器ごとのエネルギー消㈝量の実⦼ཪࡣ᥎ィ及び᥎ィ᰿ᣐ 

設備・機器のᑟධ（⏕ྍ能エネルギーの活用にಀる設備・機器をྵࠋࡴ）、

ᨵಟにకう省エネルギー量の᥎ィ及び᥎ィ᰿ᣐ 

運用ᨵၿ㡯目及びࡽࢀࡑにకう省エネルギー量の᥎ィ及び᥎ィ᰿ᣐ 

設備・機器のᑟධ（⏕ྍ能エネルギーの活用にಀる設備・機器をྵࠋࡴ）、

ᨵಟにకう必要ᢞ㈨㢠及びࡑのᢞ㈨㢠に関する᥎定᰿ᣐ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度に調㐩する省エネルギーデ断の⥲௳ᩘ及び対象となりᚓる施設等のලయ的範囲

を♧すこととするࠋ 
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㸰㸰－㸰 ༳ๅ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

༳ๅ ุ࠙断の基準ࠚ 

㸺ඹ㏻㡯㸼 

մのࡽ次のձ、ࡣյの要௳を、基準値㸰ࡽ次のձ、ࡣ基準値㸯ۑ

要௳をࢀࡒࢀࡑ‶たすことࠋ 

ձ༳ๅ・ሗ用⣬にಀるุ断の基準（ࠕ⣬類ࠖཧ照ࠋ）を‶たす用⣬

が使用࡚ࢀࡉいることࠋたࡋࡔ、Ꮚᙧ状のࡶのにࡘい࡚ࡣ⾲⣬

を除ࡶࡃのとࡋ、⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる場合に

ࢀࡉ⏘⏕ཎᮌの、࡚ࡗఆ採に当た、ࡣのཎᩱのཎᮌࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶

たᅜཪࡣᆅᇦにおける᳃ᯘに関するἲ௧に照࡚ࡋࡽ手⥆が適切に

なࢀࡉたࡶので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバー

ジンパルプ及び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小

ᚄᮌ等の⏕㈨※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋな

いࠋ 

ղ⾲㸯に♧ࢀࡉた㹀、㹁及び㹂ランクの⣬へのࣜࢧイクルにおい࡚

㜼ᐖ要ᅉとなる材ᩱが使用࡚ࢀࡉいないことࠋたࡋࡔ、༳ๅ≀の用

㏵・目的ࡽ使用する場合ࡣ、使用部、ᗫᲠཪࢧࣜࡣイクル方ἲ

をグ㍕することࠋ 

ճ༳ๅ≀へࣜࢧイクル適ᛶを⾲♧することࠋ 

մ༳ๅのྛᕤ⛬におい࡚、⾲㸰に♧ࢀࡉた⎔ቃ㓄៖のたࡵの措置が

ㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

յ次のいࢀࡎの要௳を‶たࡋた業⪅ཪࡣ༳ๅ≀で࠶ることࠋ 

ア㸬⎔ቃ࣐ネジ࣓ントࢩス࣒ࢸの認ドをྲྀᚓ࡚ࡋいる業⪅で࠶

ることࠋ 

イ㸬⎔ቃሗ࿌᭩等を作ᡂ・බ⾲࡚ࡋいる業⪅で࠶ることࠋ 

イクルに⮳るまでのライࢧࣜ・ᗫᲠࡽ㸬༳ๅ≀のཎ材ᩱ調㐩࢘

フࢧイクルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基

࡙き二㓟化Ⅳ⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開

 ࠋいること࡚ࢀࡉ♧

エ㸬ライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた༳

ๅ≀で࠶ることࠋ 

ቃ᥎㐍ᕤ場認定制度⎔ࡣィング認定制度ཪࢸ㸬グࣜーンプࣜン࢜

による認定をྲྀᚓ࡚ࡋいる業⪅（ᕤ場等）で࠶ることࠋ 

㸺ಶู㡯㸼 

ձ࢜フࢭット༳ๅ 

ア㸬バイ࣐࢜スをྵ᭷ࡋたインキでࡘ、࡚ࡗ࠶、ⰾ㤶᪘ᡂ分が1㸣

ᮍ‶の⁐のみを用いるインキが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬インキの化ᏛᏳ全ᛶが確認࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղࢹジタル༳ๅ 

ア㸬電Ꮚ┿方式（式トࢼーに限るࠋ）にࡣ࡚ࡗ࠶、トࢼー࢝ート

ࣜッジの化ᏛᏳ全ᛶにಀるุ断の基準（ࠕトࢼー࢝ートࣜッジ ཧࠖ

照ࠋ）を‶たすトࢼーが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ�電Ꮚ┿方式（‵式トࢼーに限るࠋ）ཪࡣインクジ࢙ット方式に

ࠋいること࡚ࢀࡉインクの化ᏛᏳ全ᛶが確認ࡣーཪࢼト、ࡣ࡚ࡗ࠶
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࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ༳ๅ≀の用㏵及び目的を㋃ま࠼、ྍ 能な限り㍍量化࡚ࢀࡉいることࠋ

ղࢹジタル化の᥎㐍等（'7P、C7P、''CP方式の採用等）によりᗫᲠ≀

のⓎ⏕がྍ能な限りᢚ制࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճⓎᛶ᭷機化合≀（9OC）のⓎ⏕ᢚ制に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

մインキ⨁ࡸインク、トࢼー等のᐜ器、ឤ光ドラ࣒等の㈨材・部ရ等

が使用ཪࢧࣜࡣイクル࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ༳ๅ≀の⾲⣬の⾲面ຍᕤ等への᭷ᐖ≀質のⓎ⏕ཎᅉとなる≀質の使

用がྍ能な限りᢚ制࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն⣬のཎᩱにバージンパルプが使用ࢀࡉる場合にࡑ、ࡣ࡚ࡗ࠶のཎᩱ

のཎᮌࡣ持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘࡽ⏘ฟࢀࡉたࡶ

ので࠶ることࠋたࡋࡔ、間ఆ材により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプ及

び合ᯈ・〇材ᕤ場ࡽⓎ⏕する➃材、ᯘᆅ残材・小ᚄᮌ等の⏕㈨

※により〇㐀ࢀࡉたバージンパルプにࡣ適用ࡋないࠋ 

շ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ༳ๅࠖࡣ、⣬〇のሗ࿌᭩類、ポスター、ࢳラࢩ、パン

フレット等の༳ๅ≀を༳ๅするᙺົとࡋ、ᩥල類等のရ目と࡚ࡋ調㐩する場合を除ࠋࡃ

たࡋࡔ、のရ目と࡚ࡋ調㐩する場合にࡶ࡚ࡗ࠶、ྍ能な限りᮏ㡯のุ断の基準を‶たす

ようດࡵることࠋ 

㸰 ࢜ࠕフࢭット༳ๅࠖとࡣ、༳ๅ∧の༳ๅインキを転యに転⛣ࡽࡉ、ࡋにこࢀを⣬など

に転⛣する༳ๅ方式をいうࠋ 

㸱 ࢹࠕジタル༳ๅࠖとࡣ、↓∧༳ๅで࡚ࡗ࠶電Ꮚ┿方式ཪࡣインクジ࢙ット方式による

༳ๅ方式をいうࠋ 

㸲 ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯㸼ղ及びճの༳ๅ≀ࣜࢧイクル適ᛶの⾲♧等にࡘい࡚ࡣ、ྂ⣬

⏕ಁ㐍ࢭンター作ᡂ、日ᮏ༳ๅ⏘業連合運用のࢧࣜࠕイクル対応ᆺ༳ๅ≀〇作ガイドラ

インࠖをཧ⪃とすることࠋたࡋࡔ、使用する材ᩱにྂ⣬ࣜࢧイクル適ᛶランクが定ࢀࡽࡵ

࡚いない場合にࡣ、適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸳 ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯㸼ճのࢧࣜࠕイクル適ᛶの⾲♧ࠖࡣ、次の⾲⌧とすることࠋたࡔ

適用、ࡣい࡚ࡘない༳ๅ≀にࡋイクルを๓ᥦとࢧたりಖᏑ・ಖ管する等ࣜࢃ㛗期間に、ࡋ

イクࢧࣜࠕ、ࡣい࡚ࡘイクル適ᛶランク及び⾲♧方ἲにࢧなお、ྂ⣬ࣜࠋのとするࡶないࡋ

ル対応ᆺ༳ๅ≀〇作ガイドラインࠖの検ウ⤖ᯝを㋃ま࠼、適切にぢ┤ࡋを⾜うࡶのとするࠋ

ア㸬㸿ランクの材ᩱのみ使用する場合ࠕࡣ༳ๅ用の⣬にࣜࢧイクルできますࠖ 

イ㸬㸿ཪࡣ㹀ランクの材ᩱのみ使用（ア㸬の場合を除ࠋࡃ）する場合ࠕࡣᯈ⣬にࣜࢧイクル

できますࠖ 

いま࡚ࡋない㈨材を使用ࡉイクルに適ࢧࣜࠕࡣ㹂ランクの材ᩱを使用する場合ࡣ㸬㹁ཪ࢘

すࠖ 

なお、〇ᮏຍᕤࡋた࢝レンダーで࡚ࡗ࠶、⥛じ部とᮏ⣬が分㞳ྍ能なࡶのにࡘい࡚ࡣ、

ᮏ⣬の用⣬ごとにࣜࢧイクル適ᛶを⾲♧することࠋ 

㸴 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、⾲㸱の㈨材確認⚊をཧ⪃とࡋ、使用ࢀࡉる㈨材等にࡘい࡚確認す

ることࠋなお、༳ๅ≀の㛗期使用、ᙉ度⿵ᙉ等のたࡵ光ἑラ࣑ネート等を⾜うことがᮃま

 ࠋた㈨材を適切に㑅ᢥすることࡗ࠶使用目的等に、ࡋることを຺࠶ࡶい場合ࡋ

㸵 ࠕバイ࣐࢜スをྵ᭷ࡋたインキࠖとࡣ、バイ࣐࢜ス合（⏕ྍ能な⏕≀⏤᮶の᭷機ᛶ

ཎ材ᩱ（᳜≀⏤᮶のἜをྵみ、化▼㈨※を除ࠋࡃ）のྵ᭷量の合）及び▼Ἔ⣔⁐合（イ

ンキにྵまࢀる▼Ἔ（化▼燃ᩱ⣔）をཎᩱとࡋた⁐のྵ᭷量の合）が、インキの✀類

ごとに下⾲に定ࡵる要௳を‶たすࡶのをいうࠋなお、89 インキࡣ 9OC ᡂ分（:+O（ୡ⏺ಖ

機関）の化Ꮫ≀質の分類におい࡚ࠕ㧗Ⓨᛶ᭷機化合≀ࠖ及びࠕⓎᛶ᭷機化合≀ࠖに分
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類ࢀࡉるⓎᛶ᭷機化合≀）が 3㸣ᮍ‶ࢧࣜࡘイクル対応ᆺ 89 インキで࠶ることをࡗࡶ

࡚、ุ断の基準㸺ಶู㡯㸼ձアの基準に適合するࡶのとみなすࠋ

インキの✀類 バイ࣐࢜ス合 ▼Ἔ⣔⁐合 

ᯛⴥインキ 3�㸣以上 3�㸣以下 

 フ㍯インキ 2�㸣以上 4�㸣以下࢜

㔠インキ（ᯛⴥ・࢜フ㍯） 1�㸣以上 2�㸣以下 

᪂⪺インキ（ࣀンヒート࢜フ㍯） 3�㸣以上 3�㸣以下 

備⪃㸯 インキにࡣ OP  ࠋࡴをྵ࣒࢘ス及び࣓ジࢽ

㸰 Ἔᛶࣅジネスフ࢛ー࣒インキࡣᯛⴥインキの基準を適用するࠋ 

㸶 ࠕⰾ㤶᪘ᡂ分ࠖとࡣ、JIS . 2�3� につ定࡚ࢀࡉいる▼Ἔ〇ရのᡂ分ヨ㦂ἲをインキ⁐

に準用࡚ࡋ検ฟࢀࡉるⰾ㤶᪘Ⅳ化水⣲化合≀をいうࠋ 

㸷 ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯㸼մ及び㓄៖㡯ղճմյにࡘい࡚ࡣ、日ᮏ༳ๅ⏘業連合作ᡂ

のࠕ日༳⏘連ࠗ スグࣜーン基準ࣅーࢧット༳ๅࢭフ࢜ 及࠘びࠗ グࣜーンプࣜンࢸィング（*P）

認定制度࠘ガイドラインࠖをཧ⪃とすることࠋ 

㸯㸮 ࠕ⎔ቃ࣐ネジ࣓ントࠖとࡣ、業⪅が、ࡑの業⤒Ⴀの୰で自的に⎔ቃಖ全に関す

るྲྀ⤌を㐍ࡵるに当たり、⎔ቃに関する方㔪ࡸ目ᶆを自ࡽ設定ࡋ、こࡽࢀの㐩ᡂにྥけ࡚

ྲྀり⤌み、ࡑのྲྀ⤌⤖ᯝを確認・ホ౯ࡋ、ᨵၿ࡚ࡋいࡃことをいい、ࡑのたࡵの業⪅内

のయ制・手⥆等の⤌みをࠕ⎔ቃ࣐ネジ࣓ントࢩス࣒ࠖࢸというࠋ⎔ቃ࣐ネジ࣓ントࢩス

ࡣ࡚ࡋの例と࣒ࢸ ISO 14��1、エコアクࣙࢩン 21 等が࠶るࠋ 

㸯㸯 ࠕ⎔ቃሗ࿌᭩等ࠖとࡣ、⎔ቃሗのᥦ౪のಁ㐍等による≉定業⪅等の⎔ቃに㓄៖ࡋ

た業活動のಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 1� 年ἲᚊ �� ྕ）➨㸰᮲➨㸲㡯につ定する⎔ቃሗ࿌

᭩及び⎔ቃሗ࿌᭩にグ㍕すき㡯等に関する内ᐜをໟྵ࡚ࡋいるሗ࿌᭩をいうࠋ 

㸯㸰 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸱 ุ断の基準㸺ඹ㏻㡯㸼յ࢘の定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 

14���）、ライフࢧイクルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ

省作ᡂの࢝ࠕーボンフットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸯㸲 ࠕライフࢧイクル全⯡にࢃたり࢝ーボン・࢜フࢭットࢀࡉた༳ๅ≀ࠖとࡣ、当該༳ๅ

≀のライフࢧイクルにおける温室効ᯝガス排ฟ量の⟬定基準に基࡙き、ライフࢧイクル全

⯡にࢃたる温室効ᯝガス排ฟ量の全部を認ドࢀࡉた温室効ᯝガス排ฟ削減・྾収量（以下

ᮏ㡯におい クレジットࠕ࡚ とࠖいうࠋ）を調㐩ࡋ、↓効化ཪࡣൾ却ࡋた上でᇙࡵ合ࡏࢃた（以

下ᮏ㡯におい࡚࢜ࠕフࢭットࠖというࠋ）༳ๅ≀をいうࠋ 

㸯㸳 ࢜フࢭットに使用できるクレジットࡣ、当面の間、J�クレジット、二ᅜ間クレジット

（JC0）、ᆅᇦ∧ J�クレジットなどᡃがᅜの温室効ᯝガスインベントࣜにᫎできるࡶのを

対象とするࠋなお、クレジットの更なる活用をᅗるほ点ࡽ、クレジットに関するᅜ内外

の㆟ㄽの動ྥࡸᕷ場動ྥを㋃まࡘࡘ࠼、対象ရ目及び対象クレジットをᣑする等、㟂要

ᣑにྥけた検ウを実施するࡶのとするࠋ 

㸯㸴 ࠕグࣜーンプࣜンࢸィング認定制度ࠖとࡣ、業⪅（ᕤ場等）の⎔ቃ㈇Ⲵప減へのྲྀ

⤌及び⎔ቃに㓄៖ࡋた༳ๅ〇ရを認定するという⥲合認定制度で࠶り、୍⯡♫ᅋἲே日ᮏ

༳ๅ⏘業連合が運Ⴀする制度ࠕࠋ⎔ቃ᥎㐍ᕤ場認定制度ࠖとࡣ、༳ๅ≀〇㐀ᕤ⛬における

⎔ቃ㈇Ⲵప減へのྲྀ⤌を୍定水準以上㐩ᡂࡋた୰小༳ๅ業⪅（ᕤ場等）を認定・Ⓩ㘓す

る制度で࠶り、全日ᮏ༳ๅᕤ業⤌合連合及びᮾி㒔༳ๅᕤ業⤌合が運Ⴀする制度ࠋ 

㸯㸵 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、必要に応じ⾲㸲の࢙ࢳックࣜストをཧ⪃とࡋ、༳ๅのྛᕤ⛬に

おける基準にࡘい࡚確認することࠋ 

㸯㸶 ุ断の基準㸺ಶู㡯㸼ձイのࠕ化ᏛᏳ全ᛶࠖとࡣ、次のア及び࢘を‶たすことをい

うࠋまた、ุ断の基準㸺ಶู㡯㸼ղイのࠕ化ᏛᏳ全ᛶࠖとࡣ、次のアཪࡣイのいࢀࡎ

を‶た࢘、ࡘ、ࡋを‶たすことをいうࠋ 

ア㸬༳ๅインキᕤ業連合のࠕ༳ๅインキに関する自つ制（1/ つ制）ࠖ（ᖹᡂ 23 年㸷月㸯
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日ᨵゞ）に適合࡚ࡋいることࠋ 

イ㸬≉定の化Ꮫ≀質（㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑの化合

≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸル）

がྵ᭷率基準値を㉸࠼ないことࠋ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・

電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ

≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷

がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑの

ᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ���� に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸬≉定化Ꮫ≀質の⎔ቃへの排ฟ量のᢕᥱ等及び管理のᨵၿのಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ࢘ 11

年ἲᚊ➨ 8� ྕ）の対象≀質を≉定࡚ࡋいること（S'S（Ᏻ全ࢹータࢩート）を備࡚࠼い

ることࠋ（ࠋ 

㸯㸷 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、༳ๅ≀の必要な部ᩘ・量を適正にぢ✚り、過なⓎὀとなࡽな

いよう、また、ᑡ部ᩘの場合ࢹࡣジタル༳ๅを㑅ᢥする等適切なⓎὀにດࡵることࠋ 

㸰㸮 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、༳ๅ≀のᰯ正に当たࡣ࡚ࡗ、ྍ能な限りᮏ機ᰯ正によࢹࡎࡽジ

タルᰯ正と9、ࡋOC 排ฟ量のᢚ制にດࡵることࠋ 

㸰㸯 ⣬のཎᩱとなるཎᮌにࡘい࡚の合ἲᛶ及び持⥆ྍ能な᳃ᯘ⤒ႠがႠま࡚ࢀいる᳃ᯘ

ᮌ材・ᮌ材〇ရの合ἲᛶ、持⥆ྍ能ࠕᯘ㔝ᗇ作ᡂの、ࡣの⏘ฟにಀる確認を⾜う場合にࡽ

ᛶのド明のたࡵのガイドライン（ᖹᡂ 18 年㸰月）ࠖ に準ᣐ࡚ࡋ⾜うࡶのとするࠋなお、㒔

㐨ᗓ┴等による᳃ᯘ、ᮌ材等の認ド制度ࡶ合ἲᛶの確認に活用できることとするࠋ 

⾲㸯 ྂ⣬ࣜࢧイクル適ᛶランクࣜスト 

  ࠙㸿ランクࠚ ࠙㹀ランクࠚ ࠙㹁ランクࠚ ࠙㹂ランクࠚ 

⣬、ᯈ⣬へのࣜࢧイク

ルにおい࡚㜼ᐖにな

 ないࡽ

⣬へのࣜࢧイクルに

㜼ᐖとなるが、ᯈ⣬ࡣ

へのࣜࢧイクルにࡣ

㜼ᐖとなࡽない 

⣬、ᯈ⣬へのࣜࢧイク

ルにおい࡚㜼ᐖになる 

ᚤ量のΰධでࡶ除去

することがฟ᮶ない

たࡵ、⣬、ᯈ⣬への

イクルが不ྍ能ࢧࣜ

になる 

ձ

⣬ 

࠙ᬑ㏻⣬ࠚ 

 アート⣬㸭コート⣬

㸭上質⣬㸭୰質⣬㸭

更⣬ 

－ － － 

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᢒⰍ⣬�㸿�㸭ファン

�㸿�ーペーパーࢩ㸭

ᶞ⬡ྵᾐ⣬（水⁐ᛶの

 （のࡶ

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᢒⰍ⣬�㹀�㸭ファン

�㹀�ーペーパーࢩ㸭

ポࣜエࢳレン等ᶞ⬡

コーࢸィング⣬㸭ポ

ࣜエࢳレン等ᶞ⬡ラ

ࢩネート⣬㸭グラ࣑

ンペーパー㸭インࢹ

ィアペーパー 

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᢒⰍ⣬�㹁�㸭ファン

�㹁�ーペーパーࢩ㸭

ᶞ⬡ྵᾐ⣬（水⁐ᛶの

㸭◲㓟⣬（ࡃのを除ࡶ

㸭ターポࣜン⣬㸭ࣟ࢘

⣬㸭ࣁࣟࢭン㸭合ᡂ⣬

㸭࢝ーボン⣬㸭ࣀー࢝

ーボン⣬㸭ឤ熱⣬㸭圧

╔⣬ 

࠙ຍᕤ⣬ࠚ 

ᤫᰁ⣬㸭᪼⳹転⣬

㸭ឤ熱ᛶⓎἻ⣬㸭ⰾ

㤶⣬ 
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 ࠙㸿ランクࠚ ࠙㹀ランクࠚ ࠙㹁ランクࠚ ࠙㹂ランクࠚ 

ղ

イ

ン

キ

類 

࠙㏻常インキࠚ 

ฝ∧インキ㸭ᖹ∧イ

ンキ（࢜フࢭットイン

キ）㸭⁐ᆺグラࣅア

インキ㸭⁐ᆺフレ

キࢯインキ㸭スクࣜ

ーンインキ 

࠙㏻常インキࠚ 

水ᛶグラࣅアインキ

㸭水ᛶフレキࢯイン

キ 

－ － 

࠙≉Ṧインキࠚ 

イクル対応ᆺࢧࣜ 89

インキۼ㸭࢜フࢭッ

ト用㔠・㖟インキ㸭パ

ールインキ㸭OC5 イン

キ（Ἔᛶ） 

࠙≉Ṧインキࠚ 

89 インキ㸭グラࣅア

用㔠・㖟インキ㸭OC5 

89 インキ㸭(B インキ

㸭⺯光インキ 

࠙≉Ṧインキࠚ 

ឤ熱インキ㸭減ឤイン

キ㸭☢ᛶインキ 

࠙≉Ṧインキࠚ 

᪼⳹ᛶインキ㸭ⓎἻ

インキ㸭ⰾ㤶インキ 

࠙≉Ṧຍᕤࠚ 

OP  スࢽ

－ － － 

ジタル༳ๅインࢹ࠙

キ類ࠚ 

イクル対応ᆺドࢧࣜ

ライトࢼーۼ 

ジタル༳ๅインࢹ࠙

キ類ࠚ 

ドライトࢼー 

－ － 

ճ

ຍ

ᕤ

㈨

材 

࠙〇ᮏຍᕤࠚ 

〇ᮏ用㔪㔠㸭ホッࢳ

キス等㸭㞴⣽化 (9$

⣔ホット࣓ルトۼ㸭

P85 ⣔ホット࣓ルトۼ

㸭水⁐ᛶのり 

࠙〇ᮏຍᕤࠚ 

〇ᮏ用⣒㸭(9$ ⣔ホッ

ト࣓ルト 

࠙〇ᮏຍᕤࠚ 

クࣟス㈞り（ᕸクࣟス、

⣬クࣟス） 

－ 

࠙⾲面ຍᕤࠚ 

光ἑコート�ࢽス引

き、プレスコート） 

࠙⾲面ຍᕤࠚ 

光ἑラ࣑ネート（PP

㈞り）㸭89 コート、89

ラ࣑コート㸭⟩ᢲࡋ 

－ － 

 ࠚのຍᕤࡑ࠙

ࢩイクル対応ᆺࢧࣜ

ール（全㞳ゎྍ能⢓╔

⣬）ۼ 

 ࠚのຍᕤࡑ࠙

イクル対ࢧࣜ）ールࢩ

応ᆺを除ࡃ） 

 ࠚのຍᕤࡑ࠙

❧య༳ๅ≀（レンࢳキ

ࣗラーレンࢬ使用） 

－ 

մ

ࡑ

の

 

 ࠚ≀␗࠙ －

⢓╔ࢸープ（ࣜࢧイク

ル対応ᆺ） 

 ࠚ≀␗࠙

▼㸭ガラス㸭㔠≀（〇

ᮏ用ホッࢳキス、㔪㔠

等除ࡃ）㸭ᅵ◁㸭ᮌ∦

㸭プラスࢳック類㸭ᕸ

類㸭ᘓ材（▼こうボー

ド等）㸭不⧊ᕸ㸭⢓╔

イクル対ࢧࣜ）ープࢸ

応ᆺを除ࡃ） 

 ࠚ≀␗࠙

ⰾ㤶㘓ရ（ⰾ㤶、

㤶水、ཱྀ⣚等） 

備⪃）㸯 ۼ༳の㈨材（㞴⣽化 (9$ ⣔ホット࣓ルト、P85 ⣔ホット࣓ルト、ࣜࢧイクル対応ᆺ 89 イ

ンキ、ࣜࢧイクル対応ᆺࢩール、ࣜࢧイクル対応ᆺドライトࢼー）ࡣ、日ᮏ༳ๅ⏘業連合

のࢧࣜࠕイクル対応ᆺ༳ๅ㈨材ࢹータベースࠖにᥖ㍕࡚ࢀࡉいることを確認することࠋ 

㸰  ༳の㈨材（ᢒⰍ⣬、ファンࢩーペーパー）ࡣ、⎔ቃ省のࠕグࣜーン㉎ධἲ�QHWࠖにᥖ㍕

ࠋイクル適ᛶを確認することࢧいるྛ〇ရの࡚ࣜࢀࡉ
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⾲㸰 ࢜フࢭット༳ๅཪࢹࡣジタル༳ๅに関連する༳ๅのྛᕤ⛬における⎔ቃ㓄៖㡯目及び基準 

ᕤ⛬ 㡯 目 基 準 

〇∧ 

ジタル化（'7Pࢹジタル化 ᕤ⛬のࢹ 化）率が ��㸣以上で࠶ることࠋ 

ᗫᾮ及び〇∧フィル࣒

 の㖟回収ࡽ

〇∧フィル࣒を使用するᕤ⛬におい࡚、ᗫᾮ及び〇∧フィル࣒

 ࠋいること࡚ࡗ⾜㖟の回収をࡽ

ๅ∧ 
༳ๅ∧の使用ཪࣜࡣ

 イクルࢧ

༳ๅ∧（アル࣑基材のࡶの）の使用ཪࢧࣜࡣイクルを⾜࡚ࡗ

いることࠋ 

༳ 

ๅ 

࢜

フ

ࢭ

ッ

ト 

9OC のⓎ⏕ᢚ制 次のいࢀࡎの対策をㅮじ࡚いることࠋ 

・水なࡋ༳ๅࢩス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいることࠋ 

 ࠋいること࡚ࡋをᑟධ࣒ࢸスࢩ⎔水ᚠࡋ‵・

・9OC 対策に㈨する⎔ቃに㓄៖ࡋた‵ࡋ水をᑟධ࡚ࡋいることࠋ

・自動ᕸ洗浄をᑟධ࡚ࡋいる、ཪࡣ自動ᾮ洗浄の場合ࡣᚠ⎔ࢩ

ス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいることࠋ 

・9OC 対策に㈨する⎔ቃに㓄៖ࡋた洗浄をᑟධ࡚ࡋいることࠋ

・ᗫ࢙࢘スᐜ器ࡸ洗浄ᐜ器にをする等の 9OC のⓎ⏕ᢚ制策

をㅮじ࡚いることࠋ 

㍯転༳ๅᕤ⛬の熱風⇱༳ๅの場合に9、ࡣ࡚ࡗ࠶OC ฎ理装置を

設置ࡋ、適切に運転管理࡚ࡋいることࠋ 

〇⣬ཎᩱへのࣜࢧイク

ル 

ᦆ⣬等（༳ๅᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬、残⣬）の〇⣬ཎᩱへのࣜ

イクル率がࢧ 8�㸣以上で࠶ることࠋ 

ࢹ

ジ

タ

ル 

༳ๅ機の⎔ቃ㈇Ⲵప減 省電力機能の活用、ᮍ使用時の電※切断など、省エネルギー活

動を⾜࡚ࡗいることࠋ 

〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイ

クル 

ᦆ⣬等（༳ๅᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬、残⣬）の〇⣬ཎᩱ等への

イクル率がࢧࣜ 8�㸣以上で࠶ることࠋ 

⾲面 

ຍᕤ 

9OC のⓎ⏕ᢚ制 アルコール類を⃰度 3�㸣ᮍ‶で使用࡚ࡋいることࠋ 

〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイ

クル 

ᦆ⣬等（光ἑຍᕤᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬、残⣬、残フィル࣒）

の〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイクル率が 8�㸣以上で࠶ることࠋ 

〇ᮏ 

ຍᕤ 

㦁㡢・動ᢚ制 窓、ドアの開ᨺを⚗止する等の㦁㡢・動のᢚ制策をㅮじ࡚い

ることࠋ 

〇⣬ཎᩱへのࣜࢧイク

ル 

ᦆ⣬等（〇ᮏᕤ⛬ࡽⓎ⏕するᦆ⣬）の〇⣬ཎᩱへのࣜࢧイク

ル率が ��㸣以上で࠶ることࠋ 

備⪃） 㸯 ᮏ基準ࡣ、༳ๅᙺົのඖㄳ下ㄳをၥࡎࢃ、༳ๅᙺົのたるᕤ⛬を⾜う⪅に適用す

るࡶのと࢜、ࡋフࢭット༳ๅཪࢹࡣジタル༳ๅに関連する༳ๅᙺົの୍部のᕤ⛬を⾜う⪅

にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸰 〇∧ᕤ⛬におい࡚ࢹࠕ、ࡣジタル化ࠖཪࠕࡣᗫᾮ及び〇∧フィルࡽ࣒の㖟回収ࠖのい

 ࠋよいこととするࡤࡏを‶たࢀࡎ

㸱 〇∧ᕤ⛬のࠕ㖟の回収ࠖとࡣ、㖟回収ࢩス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいるཪࡣ㖟回収ࢩス࣒ࢸを᭷

するࣜࢧイクル業⪅、ᗫᲠ≀回収業⪅に引きΏすことをいうࠋなお、ᗫᾮ及び〇∧フィ

ルࡽ࣒の㖟の回収ࡣ、ᢏ⾡的に不ྍ能な場合を除き、実施ࡋなけࡤࢀなࡽないࠋ 

㸲 ๅ∧ᕤ⛬の༳ๅ∧の使用ཪࢧࣜࡣイクル（༳ๅ∧に⏕するࡶのでࡑ、࡚ࡗ࠶のရ質

がప下ࡋないࣜࢧイクルをྵࡣ（ࠋࡴ、ᢏ⾡的に不ྍ能な場合を除き、実施ࡋなけࡤࢀな

 ࠋないࡽ

㸳 ࢜フࢭット༳ๅᕤ⛬における9ࠕOC のⓎ⏕ᢚ制ࠖの⎔ቃに㓄៖ࡋた‵ࡋ水及び⎔ቃに㓄

៖ࡋた洗浄にࡘい࡚ࡣ、日ᮏ༳ๅ⏘業連合が運Ⴀするࠕグࣜーンプࣜンࢸィング㈨機

材認定制度ࠖにおい࡚認定ࢀࡉたエッࢳᾮ（‵ࡋ水）及び洗浄をཧ⪃とすることࠋ 

㸴 ࢜フࢭット༳ๅᕤ⛬における9ࠕOC のⓎ⏕ᢚ制ࠖのᗫ࢙࢘スᐜ器ࡸ洗浄ᐜ器にをす

る等及び㍯転༳ๅᕤ⛬の 9OC ฎ理装置の設置・適切な運転管理、ࢹジタル༳ๅᕤ⛬におけ

るࠕ༳ๅ機の⎔ቃ㈇Ⲵప減ࠖ及び〇ᮏຍᕤᕤ⛬におけるࠕ㦁㡢・動ᢚ制ࠖにࡘい࡚ࡣ、

当該対策を実施するたࡵの手㡰᭩等を作ᡂ・運用࡚ࡋいる場合に適合࡚ࡋいるࡶのとみな

すࠋ 
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㸵 ࢹジタル༳ๅᕤ⛬、⾲面ຍᕤᕤ⛬のࠕ〇⣬ཎᩱ等へのࣜࢧイクルࠖにࡣ、〇⣬ཎᩱへの

(イクル（5Pࢧイクル以外のࣜࢧࣜ へのຍᕤࡸエネルギー回収等）をྵࠋࡴ 

⾲㸱 ㈨材確認⚊のᵝ式（例） 

作ᡂ年月日㸸   年  月  日 

                      ᚚ୰ 

௳ྡ㸸                      

㈨ 材 確 認 ⚊ 

 ♫༳ๅᰴ式ۑۑ

༳ๅ㈨材 
使用 

᭷↓ 

 イクルࢧࣜ

適ᛶランク 
㈨材の✀類 〇㐀ඖ・㖭ྡ 備⪃

用⣬ 

ᮏᩥ ۑ 㸿 上質⣬ ۑۑ〇⣬㸭ۑۑ  

⾲⣬ ۑ 㸿 コート⣬ ۑۑ〇⣬㸭ۑۑ  

ぢ㏉ۑ ࡋ 㸿 上質⣬ ۑۑ〇⣬㸭ۑۑ  

  － － バー࢝

    

    

インキ類 

  ۑۑインキ㸭ۑۑ 㸿 ᖹ∧インキ ۑ

   

   

   

ຍᕤ 

〇ᮏຍᕤ ۑ 㸿 P85 ⣔ホット࣓ルト ۑۑ化Ꮫ㸭ۑۑ  

⾲面ຍᕤ ۑ 㸿 OP   ۑۑ化Ꮫ㸭ۑۑ スࢽ

  － － のຍᕤࡑ

 のࡑ

   

   

   

   

Ў

使用㈨材 ࣜࢧイクル適ᛶ ุู 

㸿ランクの㈨材のみ使用 ༳ๅ用の⣬にࣜࢧイクルできます ۑ 

㸿またࡣ㹀ランクの㈨材のみ使用 ᯈ⣬にࣜࢧイクルできます 

㹁またࡣ㹂ランクの㈨材を使用 ࣜࢧイクルに適ࡉない㈨材を使用࡚ࡋいます  

備⪃）㸯 ㈨材確認⚊にグධする༳ๅ㈨材ࡣ、最᪂のࢧࣜࠕイクル対応ᆺ༳ๅ≀〇作ガイドラインࠖ

にᥖ㍕ࢀࡉたྂ⣬ࣜࢧイクル適ᛶランクࣜストをཧ照することࠋ 

㸰 ྂ⣬ࣜࢧイクル適ᛶランクが定࡚ࢀࡽࡵいない用⣬、インキ類等の㈨材を使用する場合ࡣ、

－226－



－22�－

 ࠋランク外ࠖとグ㍕することࠕイクル適ᛶランクࠖのḍにࢧࣜࠕ

㸱 内ᐜに関するၥ合ࡏに当た࡚ࡗ必要となる㡯目ࡸᢲ༳等の要ྰにࡘい࡚ࡣ、ᵝ式の変更等

を⾜うことができるࠋ 

⾲㸲 ࢜フࢭット༳ๅཪࢹࡣジタル༳ๅのᕤ⛬における⎔ቃ㓄៖࢙ࢳックࣜストᵝ式（例） 

作ᡂ年月日㸸   年  月  日 

                      ᚚ୰ 

 ックࣜスト࢙ࢳジタル༳ๅのᕤ⛬における⎔ቃ㓄៖ࢹࡣット༳ๅཪࢭフ࢜

 ♫༳ๅᰴ式ۑۑ

ᕤ⛬ 実 ⌧ 基 準（要ồ内ᐜ） 

〇∧ 

 ࠋいる࡚ࡋを‶たࢀࡎ㹀のいࡣձ次の㸿ཪ ࠼い㸭いいࡣ

㸿 ᕤ⛬のࢹジタル化（'7P 化）率が ��㸣以上で࠶るࠋ 

㹀 〇∧フィル࣒を使用するᕤ⛬におい࡚、ᗫᾮ及び〇∧フィル࣒

 ࠋいる࡚ࡗ⾜㖟の回収をࡽ

ๅ∧ ࡣい㸭いい࠼ ղ༳ๅ∧（アル࣑基材のࡶの）の使用ཪࢧࣜࡣイクルを⾜࡚ࡗいるࠋ

༳ 

ๅ 

࢜

フ

ࢭ

ッ

ト 

࡚ࡋをᑟධ࣒ࢸスࢩ⎔水ᚠࡋ‵、いる࡚ࡋをᑟධ࣒ࢸスࢩ༳ๅࡋճ水な ࠼い㸭いいࡣ

いる、⎔ቃに㓄៖ࡋた‵ࡋ水をᑟධ࡚ࡋいる、自動ᕸ洗浄をᑟධ࡚ࡋ

いる、自動ᾮ洗浄の場合ࡣᚠ⎔ࢩス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいる、⎔ቃに㓄៖

い࡚ࡋ洗浄ᐜ器にをࡸスᐜ器࢙࢘いる、ᗫ࡚ࡋた洗浄をᑟධࡋ

る等の 9OC のⓎ⏕ᢚ制策をㅮじ࡚いるࠋ 

9OC、ࡣ࡚ࡗ࠶մ㍯転༳ๅᕤ⛬の熱風⇱༳ๅの場合に ࠼い㸭いいࡣ ฎ理装置を設置

 ࠋいる࡚ࡋ適切に運転管理、ࡋ

イクࢧの〇⣬ཎᩱへのࣜ（Ⓨ⏕するᦆ⣬、残⣬ࡽ⛬༳ๅᕤ）յᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

ル率が 8�㸣以上で࠶るࠋ 

ࢹ

ジ

タ

ル 

⾜ն省電力機能の活用、ᮍ使用時の電※切断など、省エネルギー活動を ࠼い㸭いいࡣ

 ࠋいる࡚ࡗ

イࢧの〇⣬ཎᩱ等へのࣜ（Ⓨ⏕するᦆ⣬、残⣬ࡽ⛬༳ๅᕤ）շᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

クル率が 8�㸣以上で࠶るࠋ 

⾲面 

ຍᕤ 

ոアルコール類を⃰度 ࠼い㸭いいࡣ 3�㸣ᮍ‶で使用࡚ࡋいるࠋ 

の〇⣬（࣒Ⓨ⏕するᦆ⣬、残⣬、残フィルࡽ⛬光ἑຍᕤᕤ）չᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

ཎᩱ等へのࣜࢧイクル率が 8�㸣以上で࠶るࠋ 

〇ᮏ 

ຍᕤ 

 ࠋպ窓、ドアの開ᨺを⚗止する等の㦁㡢・動のᢚ制策をㅮじ࡚いる ࠼い㸭いいࡣ

イクル率がࢧの〇⣬ཎᩱへのࣜ（Ⓨ⏕するᦆ⣬ࡽ⛬〇ᮏᕤ）ջᦆ⣬等 ࠼い㸭いいࡣ

��㸣以上で࠶るࠋ 

備⪃） 内ᐜに関するၥ合ࡏに当た࡚ࡗ必要となる㡯目ࡸᢲ༳等の要ྰにࡘい࡚ࡣ、ᵝ式の変更等を

⾜うことができるࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度に調㐩する༳ๅ（のᙺົの୍部と࡚ࡋⓎὀࢀࡉる༳ๅをྵࠋࡴ）の⥲௳ᩘに

༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶たす༳ๅの௳ᩘの合とするࠋ 
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㸰㸰－㸱 㣗ᇽ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

㣗ᇽ ุ࠙断の基準ࠚ 

࠶いる㣗ᇽに࡚ࡋᆅ内におい࡚ጤクዎ約等によりႠ業ᩜࡣᗇ⯋ཪۑ

ջまでの要௳を、基ࡽղ及びճࡣ次のձཪ、ࡣ基準値㸯、ࡣ࡚ࡗ

準値㸰ࡣ、次のճࡽջまでの要௳をࢀࡒࢀࡑ‶たすことࠋ 

ձ㣗ᇽ内における㣧㣗≀のᥦ౪に当たࡣ࡚ࡗ、⎔ቃ㈇Ⲵప減のྲྀ⤌

のࠕぢ࠼る化ࠖを⾜ࡗた㎰⏘≀ཪࡣこࢀをཎ材ᩱとするຍᕤ㣗ရ

をྲྀりᢅうことࠋ 

ղ㣗ᇽ内における㣧㣗≀のᥦ౪に当たࡣ࡚ࡗ、ྍ能な限り㏆㞄にお

い࡚᭷機㎰業により⏕⏘ࢀࡉた㎰⏘≀ཪࡣこࢀをཎ材ᩱとするຍ

ᕤရをྲྀりᢅうことࠋ 

ճ⏕࣑ࢦを減ᐜ及び減量する等⏕利用にಀる適正なฎ理が⾜ࢀࢃ

るࡶので࠶ることࠋ 

մ⧞り㏉ࡋ利用できる㣗器が使࡚ࢀࢃいることࠋ 

յ㣗ᇽ内における㣧㣗≀のᥦ౪に当たࡣ࡚ࡗ、࣡ン࢙࢘イのプラス

利用⪅の㣧㣗に支、ࡋࡔたࠋないことࡋック〇のᐜ器等を使用ࢳ

障を᮶す場合ཪࡣ௦᭰する手ẁがない場合ࡣこの限りでࡣないࠋ 

ն㣗ရᗫᲠ≀のⓎ⏕量のᢕᥱ୪びにⓎ⏕ᢚ制及び⏕利用等のたࡵ

のィ⏬の策定、目ᶆの設定が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

շ㣗ရᗫᲠ≀等のⓎ⏕ᢚ制の目ᶆ値が設定࡚ࢀࡉいる業✀に該当す

る場合ࡣ、㣗ရᗫᲠ≀等の༢当たりⓎ⏕量がこの目ᶆ値以下で

 ࠋること࠶

ո㣗ရᚠ⎔㈨※の⏕利用等の実施率が、㣗ရᚠ⎔㈨※の⏕利用

等のಁ㐍に関する㣗ရ関連業⪅のุ断の基準となるき㡯を

定ࡵる省௧（ᖹᡂ13年㈈ົ省・ཌ⏕ປാ省・㎰ᯘ水⏘省・⤒῭⏘

業省・ᅜᅵ交㏻省・⎔ቃ省௧➨㸲ྕࠋ以下ุࠕ断基準省௧ࠖとい

うࠋ）で定ࡵる基準実施率を㐩ᡂ࡚ࡋいることཪࡣ目ᶆ年に目ᶆ値

を㐩ᡂするィ⏬を策定することࠋ 

չᥦ౪する㣧㣗≀の量を調ᩚྍ能とすることཪࡣ消㈝⪅にồࢀࡽࡵ

た場合に持ࡕᖐり用ᐜ器をᥦ౪すること等により、㣗残ࡋ等の

㣗ရࣟスの削減がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

պ㣗ᇽ内のᥖ♧を利用する等、㣧㣗≀の㣗残ࡋが減るよう㣗ᇽの

利用⪅に対するびけ、ၨⓎ等が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

ջ㣗ᇽの運用にకうエネルギー使用量（電力、ガス等）、水使用量を

ᢕᥱࡋ、省エネルギー・節水のたࡵの措置をㅮじ࡚いることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ㣗ရᗫᲠ≀等ࡣ、㣗ရᚠ⎔㈨※の⏕利用等のಁ㐍に関する基ᮏ方

㔪（௧ඖ年㈈ົ省・ཌ⏕ປാ省・㎰ᯘ水⏘省・⤒῭⏘業省・ᅜᅵ

交㏻省・⎔ቃ省࿌♧➨㸯ྕ）に基࡙ࡃ⏕利用のඃඛ㡰を㋃ま࠼、

㣫ᩱ化、⫧ᩱ化、きのこ類の᱂ᇵのたࡵに使用ࢀࡉるᅛᙧ状のᇵᆅ

への活用、࣓タン化等により⏕利用ࢀࡉることࠋ

ղ⏕分ゎᛶの⏕࣑ࢦฎ理⿄ཪࡣ水切りネットを用いる場合࣑ࢦ⏕、ࡣ

と୍⥴にコンポストฎ理ࢀࡉることࠋ 

ճ㣗ᇽで使用する㣗材ࡣ、ᆅᇦの㎰ᯘ水⏘≀の利用のಁ㐍に㈨するࡶ

ので࠶ることࠋ 
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մ㣗ᇽで使用するຍᕤ㣗ရ・化ᡂရのཎᩱに᳜≀Ἔ⬡が使用ࢀࡉる場

合にࡣ࡚ࡗ࠶、持⥆ྍ能なཎᩱが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յಟ⧋することにより使用ྍ能な㣗器、ཪࡣ⏕材ᩱが使用ࢀࡉた

㣗器が使࡚ࢀࢃいることࠋ 

ն㣗器ࡣ、ྍ能な限りಟ⧋ཪࡣ⏕利用ࢀࡉることࠋ 

շ使用のたࡵにᐜ器ໟ装の㏉却・回収が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

ո㣗材等の㍺㏦にకう⎔ቃ㈇Ⲵのప減がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

備⪃）㸯 ㆟等におい࡚ᥦ౪ࢀࡉる㣧≀等をᗇ⯋ཪᩜࡣᆅ内におい࡚ጤクዎ約等によりႠ業࡚ࡋ

いる㣗ᇽ・ႚⲔᗑ等の㣧㣗ᗑࡽ調㐩する場合ࡣ、ᮏ㡯のุ断の基準を準用するࠋ 

㸰 ุ断の基準ձのࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減のྲྀ⤌のࠕぢ࠼る化ࠖࠖ とࠕ、ࡣみどりの㣗ᩱࢩス࣒ࢸᡓ

␎ （ࠖ௧㸱年㸳月 12 日みどりの㣗ᩱࢩス࣒ࢸᡓ␎ᮏ部Ỵ定）及びࠕ㎰⏘≀の⎔ቃ㈇Ⲵప

減に関するホ౯・⾲♧ガイドライン （ࠖ௧㸴年㸱月㎰ᯘ水⏘省策定）に基࡙ࡃ㎰業⪅等に

よる⎔ቃ㈇Ⲵప減のດ力のホ౯とࡑのラベル⾲♧をいうࠋ 

㸱 ุ断の基準ղのࠕ᭷機㎰業ࠖとࡣ、᭷機㎰業の᥎㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 18 年ἲᚊ➨ 112

ྕ）➨㸰᮲を㋃ま࠼、化Ꮫ的に合ᡂࢀࡉた⫧ᩱ及び㎰薬を使用ࡋないこと୪びに㑇伝Ꮚ⤌

換࠼ᢏ⾡を利用ࡋないことを基ᮏと࡚ࡋ、㎰業⏕⏘に⏤᮶する⎔ቃへの㈇Ⲵをできる限り

ప減ࡋた㎰業⏕⏘の方ἲを用い࡚⾜ࢀࢃる㎰業をいうࠋ 

㸲 ุ断の基準ձ及びղにࡘい࡚ࡣ、当該要௳を‶たす㎰⏘≀ཪࡣຍᕤ㣗ရⱝࡣࡃࡋຍᕤရ

を常時ྲྀりᢅうことがᅔ㞴な場合におい࡚、ᥦ౪する㣧㣗≀の✀類、量、ᥦ౪期間等の୍

部におい࡚ࡽࢀࡑをྲྀりᢅうことで、適合࡚ࡋいるࡶのとみなすࠋ 

㸳 ุ断の基準ն及びոのࠕ⏕利用等ࠖとࡣ、㣗ရᚠ⎔㈨※の⏕利用等のಁ㐍に関する

ἲᚊ（ᖹᡂ 12 年ἲᚊ➨ 11� ⏕利用等ࡃに基࡙（ࠋイクルἲࠖというࢧ㣗ရࣜࠕ以下ࠋྕ

のことをいうࠋ 

㸴 ุ断の基準ն及びշのࠕⓎ⏕ᢚ制ࠖとࡣ、ุ断基準省௧に基࡙ࡃ㣗ရᗫᲠ≀等のⓎ⏕の

ᢚ制のことをいうࠋ 

㸵 ุ断の基準շにࡘい࡚ࡣ、㣗ရࣜࢧイクルἲに基࡙ࡃ㣗ရᗫᲠ≀等ከ量Ⓨ⏕業⪅に該

当ࡋない場合におい࡚、㣗ရᗫᲠ≀等の༢当たりのⓎ⏕量が目ᶆ値以下で࠶ることཪࡣ

当該目ᶆ値を㐩ᡂするたࡵの自的なィ⏬を策定࡚ࡋいることで、適合࡚ࡋいるࡶのとみ

なすࠋ 

㸶 ุ断の基準չに関࡚ࡋ、㣗ᇽࡣᐈࡽ持ࡕᖐりをồࢀࡽࡵた場合にࡣ、㣗୰ẘ等のࣜス

クᢅྲྀࡸ方ἲ等、⾨⏕上のὀព㡯を༑分にㄝ明の上、持ࡕᖐりᐜ器をᥦ౪するࠋなお、

外気温が㧗い┿夏など、㣗୰ẘࡸた場合ࢀࡽࡵᖐりがồࡕい࡚持ࡘの㣗ရなどに⏕༙ࡸ⏕

等のࣜスクが㧗い場合にࡣ、要ᮃに応じࡎにᥦ౪する分量を調節ࡋ、ᴟ力㣗残ࡋがⓎ⏕

 ࠋるࢀࡽࡵることがồࡵないようにດࡋ

㸷 ุ断の基準ջにࡘい࡚ࡣ、㣗ᇽの運用にకうエネルギー使用量、水使用量のᢕᥱがྍ能

な場合に適用するࠋ 

㸯㸮 㓄៖㡯ճのࠕᆅᇦの㎰ᯘ水⏘≀の利用ࠖとࡣ、ᆅᇦ㈨※を活用ࡋた㎰ᯘ⁺業⪅等に

よる᪂業のฟ等及びᆅᇦの㎰ᯘ水⏘≀の利用ಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 22 年ἲᚊ➨ ��

ྕ）➨ 2� ᮲の㊃᪨を㋃ま࠼、ᅜ内のᆅᇦで⏕⏘ࢀࡉた㎰ᯘ水⏘≀をࡑの⏕⏘ࢀࡉたᆅᇦ内

におい࡚消㈝すること及びᆅᇦにおい࡚౪給が不㊊࡚ࡋいる㎰ᯘ水⏘≀が࠶る場合にの

ᆅᇦで⏕⏘ࢀࡉた当該㎰ᯘ水⏘≀を消㈝することをいうࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方

当該年度に調㐩する㣗ᇽの⥲௳ᩘに༨ࡵる基準値㸯及び基準値㸰ࢀࡒࢀࡑの基準を‶た

す㣗ᇽの௳ᩘの合とするࠋ 
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㸰㸰－㸲 自動㌴ᑓ用タイࣖ更⏕ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

自動㌴ᑓ用

タイࣖ更⏕ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ➨୍ᑑを☻⪖⤊ࡋた自動㌴ᑓ用タイࣖのྎタイ （ࣖケーࢩング）に、

㋃面部の࣒ࢦをᙇり࡚᭰࠼機能をඖࡋ、更⏕タイࣖと࡚ࡋ➨二ᑑに

おける使用をྍ能にするࡶので࠶ることࠋ 

ղ⏕することなࡃ⁁切り（ࣜグルーブ）がྍ能で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձラジアルᵓ㐀の᥎ዡ等〇ရの㛗ᑑ化に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ㉮⾜時の㟼⢔ᛶの確ಖに㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ 能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及び

ᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準のࠕ自動㌴ᑓ用タイࣖ更⏕ࠖにおい࡚対象とするタイࣖࠕ、ࡣ小ᙧトラ

ック用タイࣖ トラック及びバス用タイࣖࠕࠖ ᘓ設㌴୧用タイࠕ業㌴୧用タイࣖࠖ及び⏘ࠕࠖ

ࣖࠖとするࠋ 

㸰 JIS . �32�（更⏕タイࣖ）に適合する更⏕タイࣖࡣ、ุ断の基準ձを‶たすࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度に調㐩する自動㌴ᑓ用タイࣖ更⏕（自動㌴ᩚ備の୍部と࡚ࡋ調㐩ࢀࡉるࡶのを

 ࠋの⥲௳ᩘとする（ࠋࡴྵ

－230－



－2��－

㸰㸰－㸳 自動㌴ᩚ備 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

自動㌴ᩚ備 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ自動㌴ࣜࢧイクル部ရ（ࣜࣘース部ရ（使用῭自動㌴ྲྀࡽり外ࢀࡉ、

ရ質確認及び清掃等を⾜いၟရ化ࢀࡉた自動㌴部ရをいうࠋ）ཪࣅࣜࡣル

ド部ရ（使用῭自動㌴ྲྀࡽり外ࢀࡉ、☻⪖ཪࡣຎ化ࡋたᵓᡂ部ရを交

換、⤌み❧࡚、ရ質確認及び清掃等を⾜いၟရ化ࢀࡉた自動㌴部ရを

いうࠋ）をいうࠋ）が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղエンジン洗浄を実施する場合にࡣ࡚ࡗ࠶、以下の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬気ởᰁ≀質（Ⅳ化水⣲及び୍㓟化Ⅳ⣲）がエンジン洗浄実施๓ᚋに

おい࡚、2�㸣以上削減ࢀࡉることࠋ 

なお、エンジン洗浄を実施すき自動㌴の状態にࡘい࡚ࡣ、気ởᰁ

≀質のⓎᩓ㜵止のたࡵに㏻常必要となるᩚ備の実施ᚋにおい࡚、Ⅳ化水

⣲ 定器及び୍㓟化Ⅳ⣲ 定器によるⅣ化水⣲及び୍㓟化Ⅳ⣲の 定

⤖ᯝが、⾲の༊分ごとの値を㉸࠼る場合とするࠋ 

イ㸬エンジン洗浄の実施┤ᚋ及びἲ定12ࣨ月点検においุ࡚断の基準の効

ᯝを確認ࡋ、㏻常必要となるᩚ備が適切に実施࡚ࢀࡉおり、ࡘエンジ

ン洗浄実施๓の 定値2ࡽ�㸣以上削減࡚ࢀࡉいなࡗた場合、↓ൾで

度エンジン洗浄を実施する等の⿵ൾを⾜うయ制が確ಖ࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձエンジン洗浄の⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝにಀるሗの収集・✚がᅗ࡚ࢀࡽい

ることࠋまた、エンジン洗浄に関する⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝࡸ㈝用等にಀる

ヲ⣽なሗᥦ౪を✚ᴟ的に⾜うととࡶに、当該ሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղࣟングライフクーラントの利用にດ࡚ࡵいることࠋ 

ճ自動㌴ᩚ備に当た࡚ࡗ、使用するエネルギーࡸ⁐等の㈨※の適正使用

にດࡵ、⎔ቃ㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及

びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準ձࡣ、定期点検ᩚ備の、ᨾ障、ᨾ等による自動㌴ಟ理等を⾜う

たࡵに、自動㌴ᩚ備業⪅等にⓎὀするᙺົで࡚ࡗ࠶、部ရ交換をకうࡶの（消⪖ရの交

換を除ࠋࡃ）を対象とするࠋ 

㸰 ᮏ㡯におけるࠕ自動㌴ࠖとࡣ、ᬑ㏻自動㌴、小ᆺ自動㌴及び㍍自動㌴（たࡋࡔ、二㍯㌴

 ࠋをいう（ࠋࡃ除ࡣ

㸱 部ရの✀類により、ၟရのないࡶのཪࡣ適時でのධ手がᅔ㞴な場合におい࡚ࡣ、᪂ရ部

ရのみによるᩚ備にࡘい࡚ࡶᮏ㡯の集ィの対象とするࠋ 

㸲 ᮏ㡯のุ断の基準ղの対象とするࠕエンジン洗浄ࠖࡣ、Ⅳ化水⣲ 定器及び୍㓟化Ⅳ⣲

 定器による 定をకう定期点検ᩚ備等を⾜うたࡵ自動㌴ᩚ備業⪅等にⓎὀするᙺົで

る場合に実施する自動㌴のエンジン燃焼室の洗浄により内部に࠼の基準を㉸⾲、࡚ࡗ࠶

 ࠋのをいうࡶࡃーボン・スラッジ等をྲྀり除࢝たࢀࡉ✚

㸳 ᮏ㡯のุ断の基準ղにࡘい࡚ࡣ、ガࣜࢯンを燃ᩱとするᬑ㏻自動㌴、小ᆺ自動㌴及び㍍

自動㌴（2ࢧイクル・エンジンを᭷するこࡽࢀのࡶのを除ࠋࡃ）を対象とするࠋ 

㸴 ᮏ㡯のุ断の基準ղアのエンジン洗浄を実施すき排ฟガスの基準ࠕ、ࡣ気ởᰁ㜵止ἲ

に基࡙ࡃ自動㌴排ฟガスの量のチᐜ限度 （ࠖ 4� 年⎔ቃᗇ࿌♧➨㸯ྕ）によるࠋ 
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㸵 エンジン洗浄を実施࡚ࡋいない自動㌴ᩚ備業⪅ࡸ自動㌴㈍業⪅ࡽの当該作業の

౫㢗にࡘい࡚ࡣ、対応をᅗるయ制が確ಖ࡚ࢀࡉいることࠋ 

⾲ エンジン洗浄を実施すき排ฟガスの基準 

自動㌴の✀類 ୍㓟化Ⅳ⣲（CO） Ⅳ化水⣲（+C） 

ᬑ㏻自動㌴、小ᆺ自動㌴ 1㸣 3��SSP 

㍍自動㌴ 2㸣 ���SSP 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度に調㐩する自動㌴ᩚ備の⥲௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす自動㌴ᩚ備の௳ᩘの合

とするࠋ 
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㸰㸰－㸴 ᗇ⯋管理等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ᗇ⯋管理 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᗇ⯋管理におい࡚使用する≀ရが≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、ุ 断の

基準を‶た࡚ࡋいる≀ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ次のアࡽエにಀる設備の管理、ィ 及びグ㘓、ಖᏲ及び点検にࡘい࡚、

管理ᶆ準に基࡙きエネルギー使用の合理化をᅗることࠋ 

ア㸬空気調設備、換気設備 

イ㸬ボイラー設備、給湯設備 

 㸬照明設備、᪼㝆機、動力設備࢘

エ㸬ཷ変電設備 

ճ当該施設における省エネルギーに関するィ⏬を定ࡵるととࡶに、実施す

き省エネルギー対策を㑅定ࡋ、当該対策にಀる実施基準等に基࡙き、ࡑの

実施状況及び対策効ᯝを施設管理⪅に毎月ሗ࿌することࠋまた、対策の実

施⤖ᯝを㋃ま࠼、必要な省エネルギー対策のぢ┤ࡋを⾜うことࠋ 

մ常駐管理にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギーの使用量、水の使用量及びᗫᲠ≀の排ฟ

量にࡘい࡚施設管理⪅に毎月ሗ࿌ࡋ、๓月比ཪࡣ๓年ྠ月比でⴭࡃࡋቑຍ

また、使ࠋること࠶のでࡶるࢀࢃ⾜施設管理⪅に次のᥦが、ࡣた場合ࡋ

用量及び排ฟ量がⴭࡃࡋ減ᑡࡋた場合ࡑ、ࡣの要ᅉにࡘい࡚ࡶ検ドするこ

とࠋ 

ア㸬エネルギー使用量がቑຍࡋた場合ࡑ、ࡣの要ᅉ分ᯒ及びࡑの分ᯒ⤖ᯝ

を㋃ま࠼た適切な省エネルギー対策（施設利用⪅と連ᦠ࡚ࡋ⾜う省エネ

ルギー対策をྵࠋ（ࠋࡴ 

イ㸬水の使用量がቑຍࡋた場合ࡑ、ࡣの要ᅉ分ᯒ及びࡑの分ᯒ⤖ᯝを㋃ま

 ࠋ（ࠋࡴう節水対策をྵ⾜࡚ࡋ施設利用⪅と連ᦠ）た適切な節水対策࠼

の分ᯒ⤖ᯝをࡑの要ᅉ分ᯒ及びࡑ、ࡣた場合ࡋ㸬ᗫᲠ≀の排ฟ量がቑຍ࢘

㋃ま࠼た適切なᗫᲠ≀排ฟᢚ制対策、省㈨※対策（施設利用⪅と連ᦠࡋ

࡚⾜うᗫᲠ≀排ฟᢚ制対策、省㈨※対策をྵࠋ（ࠋࡴ 

յ常駐管理以外にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギーの使用量、水の使用量及びᗫᲠ≀の

排ฟ量が๓月比ཪࡣ๓年ྠ月比でⴭࡃࡋቑຍࡋた場合ࡣ、施設管理⪅と༠

力ࡑ࡚ࡋの要ᅉ分ᯒを⾜い、削減対策にࡘい࡚ᥦが⾜ࢀࢃるࡶので࠶る

ことࠋまた、使用量及び排ฟ量がⴭࡃࡋ減ᑡࡋた場合ࡑ、ࡣの要ᅉにࡘい

 ࠋ検ドすることࡶ࡚

ն省エネルギーデ断を実施ࡋた施設にࡣ࡚ࡗ࠶、デ断⤖ᯝに基࡙き設備・機

器等の運用ᨵၿの措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

շエネルギー管理ࢩス࣒ࢸをᑟධ࡚ࡋいる施設にࡣ࡚ࡗ࠶、エネルギー消㈝

のྍど化及びᢕᥱࡋたࢹータの分ᯒ⤖ᯝに基࡙ࡃエネルギー消㈝効率化

の措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ոᗇ⯋管理に空気調設備、熱※設備の維持管理をྵࡴ場合にࡣ࡚ࡗ࠶、冷

፹と࡚ࡋ用いࢀࡽるフࣟン類の₃࠼いの㜵止のたࡵの適切な措置がㅮじ

 ࠋいること࡚ࢀࡽ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձᘓ⠏≀における⾨⏕的⎔ቃの確ಖに関するἲᚊ（4�年ἲᚊ➨2�ྕ）に

基࡙ࡃᘓ⠏≀⎔ቃ⾨⏕管理基準等に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղエネルギーの使用の合理化及び㠀化▼エネルギーへの転換等に関するἲ

ᚊ（�4年ἲᚊ➨4�ྕ）に基࡙ࠕࡃᕤ場等における電気の㟂要のᖹ準化

に㈨する措置に関する業⪅のᣦ㔪 （ࠖᖹᡂ2�年⤒῭⏘業省࿌♧➨2�1ྕ）
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を㋃ま࠼、ᗇ⯋における電気の㟂要のᖹ準化に㈨する措置の適切ࡘ᭷効

な実施がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ճエネルギーの使用状況等をヲ⣽に分ᯒ・ホ౯ࡋ、設備・機器等、ࢩス࣒ࢸ

を適切に管理・運用すること等により、温室効ᯝガスの排ฟ削減がᅗࢀࡽ

࡚いることࠋ 

մ施設のエネルギー管理、使用実態に関する分ᯒ・ホ౯に当たࡣ࡚ࡗ、ྛ✀

管理・ホ౯ࢶール等の活用にດ࡚ࡵいることࠋ 

յᗇ⯋管理に必要な省エネルギー、省㈨※、ᗫᲠ≀排ฟᢚ制等にಀるᑓ㛛ᢏ

⾡を᭷するᢸ当⪅が㓄置ࢀࡉるととࡶに、当該ᢏ⾡を᭷するே材の⫱ᡂに

ྥけたᩍ⫱・◊ಟ等の⥅⥆的な実施にດ࡚ࡵいることࠋ 

նᗇ⯋管理におい࡚使用する≀ရの調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、≉定調㐩ရ目に該当

ࡘイクル全యにࢧᗫᲠに⮳るライフࡽ㈨※採ྲྀ、ࡶ࡚ࡗ࠶ない場合でࡋ

い࡚の⎔ቃ㈇Ⲵのప減を⪃៖するようດ࡚ࡵいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ常駐管理ࠖとࡣ定ࢀࡽࡵた時้におい࡚、業ົ実施⪅が常駐ࡋ、常時施設の運転・┘

ど及び日常点検・ಖᏲ等の業ົに࠶たる管理ᙧ態をいうࠋ 

㸰 ุ断の基準ղࡽյにࡘい࡚ࡣ、ዎ約の対象となる業ົの範囲に当該基準に関連する内

ᐜがྵまࢀる場合に適用するࡶのとするࠋ 

㸱 ᗇ⯋管理にಀるุ断の基準ղの管理ᶆ準ࡣ、ู⾲㸯に♧ࡋたエネルギーの使用の合理化

及び㠀化▼エネルギーへの転換等に関するἲᚊ（ �4 年ἲᚊ➨ 4� ྕ）に基࡙ࠕࡃᕤ場

等におけるエネルギーの使用の合理化に関する業⪅のุ断の基準 （ࠖᖹᡂ 21 年⤒῭⏘業

省࿌♧➨ �� ྕ）をཧ⪃とࡋ、必要に応じ、施設管理⪅と༠㆟の上、定ࡵるࡶのとするࠋ 

㸲 ุ断の基準ճの施設における省エネルギーに関するィ⏬ࡣ、当該施設の管理ᙧ態、ᘓ≀

のつᶍ、設備・機器等の利用状況を຺ࡋ、施設管理⪅と༠㆟の上、省エネルギーにಀる

目ᶆ、実施すき省エネルギー対策、᥎㐍య制等を┒り込ࡶࡴのとするࠋまた、実施す

き省エネルギー対策（当該対策にಀる実施基準をྵࠋࡴ）ࡣ、ู⾲㸰をཧ⪃と࡚ࡋ㑅定する

 ࠋのとするࡶ

㸳 ࠕ施設利用⪅ࠖとࡣ、ධᒃ⪅ཪࡣ᮶ᗇ⪅をいうࠋ 

㸴 ุ断の基準ղࡽյにࡘい࡚ࡣ、施設のᨵಟ、つᶍな設備・機器の更᪂・ᑟධ等の措

置・対策ྵࡣまࢀないࡶのとするࠋ 

㸵 ุ断の基準նの省エネルギーデ断ࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸰㸰－㸯 省エネルギーデ

断ࠖのࠕ省エネルギーデ断ࠖをいうࠋ 

㸶 ุ断の基準շのエネルギー管理ࢩスࡣ࣒ࢸ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸷 設備ࠖのࠕエ

ネルギー管理ࢩス࣒ࠖࢸをいうࠋ 

㸷 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年

ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうࠋ 

㸯㸮 㓄៖㡯մのྛࠕ✀管理・ホ౯ࢶール等ࠖにࡣ、Ꮫ、業⏺ᅋయ等におい࡚作ᡂࢀࡉ

たࣗࢽ࣐アル、ガイドライン等をྵࠋࡴ 

㸯㸯 㓄៖㡯նの≀ရにࡘい࡚ࡣ、ุ断の基準ղアࡽエの設備の管理に当た࡚ࡗ使用す

るಟ⧋等にకう部ရࡸ消⪖ရ等の交換をྵࠋࡴ例ࡤ࠼、空気調設備にࡣ࡚ࡗ࠶、୍⯡に

使いᤞ࡚とࢀࡉるᚑ᮶ᆺフィルターに比、省エネルギーᛶ能が㧗ࡃ、洗浄により使用

がྍ能な୍యᆺとなࡗたフィルターが࠶ることなどࡽ、こࡽࢀの〇ရࡸ部ရ等の㑅ᢥに

当た࡚ࡗ⎔ቃ㈇Ⲵのప減にࡘい࡚⪃៖するようດࡵることࠋ 

㸯㸰 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、省エネルギー・పⅣ⣲化の᥎㐍のほ点ࡽ、次の㡯に␃ពす

ることࠋ 

ア㸬ᗇ⯋管理を」ᩘ年ዎ約で調㐩する場合ࡣ、当該ዎ約期間に応じた温室効ᯝガスの排ฟ

削減等にಀる目ᶆを設定するととࡶに、毎年度㐩ᡂ状況をホ౯ࡋ、目ᶆ㐩ᡂにྥけた

⥅⥆的な運用ᨵၿがᅗࢀࡽるようດࡵることࠋなお、༢年度ዎ約の場合にࡶ࡚ࡗ࠶、
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適切な対応がᅗࢀࡽるようດࡵることࠋ 

イ㸬省エネルギーデ断の実施、エネルギー管理ࢩス࣒ࢸのᑟධにࡘい࡚、ྍ能な施設ࡽ

✚ᴟ的に対応をᅗるようດࡵることࠋ 

ู⾲㸯 

ᕤ場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する業⪅のุ断の基準（ᢒ）

対象 管理 ィ 及びグ㘓 ಖᏲ及び点検 

空気調設備、

換気設備 

ア�空気調を施す༊⏬を限定ࡋ、

ブラインドの管理等による㈇Ⲵ

の㍍減、設備の運転時間、室内

温度、換気回ᩘ、‵度、外気の

᭷効利用等にࡘい࡚の管理ᶆ準

を設定ࠋなお、冷ᬮᡣ温度ࡣ、

ᨻᗓの᥎ዡする設定温度を຺

 ࠋた管理ᶆ準とするࡋ

イ�燃焼を⾜う熱※設備の管理ࡣ、

空気比にࡘい࡚の管理ᶆ準を設

定ࠋ 

�熱※設備、熱ᦙ㏦する設備、空࢘

気調機設備の管理ࡣ、外気᮲

௳変動等に応じ、冷却水温度ࡸ

冷温水温度、圧力等の設定によ

り、空気調設備の⥲合的なエ

ネルギー効率をྥ上ࡏࡉるよう

管理ᶆ準を設定ࠋ 

エ�」ᩘの熱※機でᵓᡂ࡚ࢀࡉい

る場合ࡣ、外気᮲௳の季節変動

㈇Ⲵ変動等に応じ、✌ാྎᩘࡸ

の調ᩚཪࡣ✌ാ機器の㑅ᢥによ

り熱※設備の⥲合的なエネルギ

ー効率をྥ上ࡏࡉるように管理

ᶆ準を設定ࠋ 

�熱ᦙ㏦設備が」ᩘのポンプで࢜

ᵓᡂ࡚ࢀࡉいる場合ࡣ、季節変

動等に応じ、✌ാྎᩘの調ᩚཪ

ാ機器の㑅ᢥにより⥲合的✌ࡣ

なエネルギー効率をྥ上ࡏࡉる

ように管理ᶆ準を設定ࠋ 

�空気調機設備が」ᩘの空気࢝

調機でᵓᡂ࡚ࢀࡉいる場合

㈇Ⲵの状ࡸΰ合ᦆኻの㜵止、ࡣ

態に応じ、✌ാྎᩘの調ᩚཪࡣ

✌ാ機器の㑅ᢥにより⥲合的に

エネルギー効率をྥ上ࡏࡉるよ

うに管理ᶆ準を設定ࠋ 

キ�換気設備の管理ࡣ、換気を施す

༊⏬を限定ࡋ、換気量、運転時

間、温度等にࡘい࡚の管理ᶆ準

を設定ࠋ 

ア�空気調を施す༊⏬

ごとに、温度、‵度ࡑ

のの空気の状態のᢕ

ᥱ及び空気調の効率

のᨵၿに必要な㡯の

ィ 及びグ㘓に関する

管理ᶆ準を設定ࠋこࢀ

の㡯を定期的にィࡽ

ࠋの⤖ᯝをグ㘓ࡑ、ࡋ 

イ�空気調設備をᵓᡂ

する熱※設備、熱ᦙ㏦

設備、空気調機設備

ಶู機器の効率及、ࡣ

び空気調設備全యの

⥲合的な効率のᨵၿに

必要な㡯のィ 及び

グ㘓に関する管理ᶆ準

を設定ࠋこࡽࢀの㡯

を定期的にィ ࡑ、ࡋ

の⤖ᯝをグ㘓ࠋ 

�換気を施す༊⏬ごと࢘

に温度、二㓟化Ⅳ⣲⃰

度ࡑのの空気の状態

のᢕᥱ及び換気効率の

ᨵၿに必要な㡯のィ

 及びグ㘓に関する管

理ᶆ準を設定ࠋこࡽࢀ

の㡯を定期的にィ 

 ࠋの⤖ᯝをグ㘓ࡑ、ࡋ

ア�空気調設備をᵓᡂ

する熱※設備、熱ᦙ㏦

設備、空気調機設備

断熱材のࡸಖ温材、ࡣ

維持、フィルターの目

࡙まり及びจ縮器ࡸ熱

交換器に╔ࡋたスケ

ールの除去等ಶู機器

の効率及び空気調設

備全యの⥲合的な効率

のᨵၿに必要な㡯の

ಖᏲ及び点検に関する

管理ᶆ準を設定ࠋ定期

的にಖᏲ及び点検を⾜

い、Ⰻዲな状態に維持ࠋ

イ�空気調設備、換気設

備の自動制ᚚ装置の管

理に必要な㡯のಖᏲ

及び点検に関する管理

ᶆ準を設定ࠋ定期的に

ಖᏲ及び点検を⾜い、

Ⰻዲな状態に維持ࠋ 

�換気設備をᵓᡂする࢘

ファン、ダクト等ࡣ、

フィルターの目࡙まり

除去等ಶู機器の効率

及び換気設備全యの⥲

合的な効率のᨵၿに必

要な㡯のಖᏲ及び点

検に関する管理ᶆ準を

設定ࠋ定期的にಖᏲ及

び点検を⾜い、Ⰻዲな

状態に維持ࠋ 
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対象 管理 ィ 及びグ㘓 ಖᏲ及び点検 

ボイラー設備、

給湯設備 

ア�ボイラー設備ࡣ、ボイラーのᐜ

量及び使用する燃ᩱの✀類に応

じ࡚空気比にࡘい࡚の管理ᶆ準

を設定ࠋ 

イ�ア�の管理ᶆ準ࡣ、ボイラーに

関する基準空気比の値を基準と

るようにࡏࡉ空気比をప下࡚ࡋ

設定ࠋ 

蒸気等の圧、ࡣ�ボイラー設備࢘

力、温度及び運転時間に関する

管理ᶆ準を設定ࡋ、適切に運転

過剰な蒸気等の౪給及び燃ᩱࡋ

の౪給をなࡃすࠋ 

エ�ボイラーへの給水ࡣ水質に関

する管理ᶆ準を設定ࡋ、水質管

理を⾜うࠋなお、給水水質の管

理ࡣ、JIS B 8223（ボイラーの

給水及びボイラー水の水質）に

つ定するとこࢁ（こࢀに準ࡎる

つ᱁をྵࠋࡴ）により⾜うࠋ 

のボイラー設備を使用すᩘ「�࢜

る場合ࡣ、⥲合的なエネルギー

効率をྥ上ࡏࡉるように管理ᶆ

準を設定ࡋ、適切な運転ྎᩘと

するࠋ 

季節及び作、ࡣ�給湯設備の管理࢝

業の内ᐜに応じ౪給⟠所の限定

౪給期間、給湯温度、給湯圧ࡸ

力ࡑの給湯の効率のᨵၿに必

要な㡯にࡘい࡚の管理ᶆ準を

設定ࠋ 

キ�給湯設備の熱※設備の管理ࡣ、

㈇Ⲵの変動に応じ、熱※機とポ

ンプ等の⿵機をྵࡵた⥲合的な

エネルギー効率をྥ上ࡏࡉるよ

うに管理ᶆ準を設定ࠋ 

ク�給湯設備の熱※設備が」ᩘの

熱※機でᵓᡂ࡚ࢀࡉいる場合

㈇Ⲵの状態に応じ、✌ാྎ、ࡣ

ᩘの調ᩚにより熱※設備の⥲合

的なエネルギー効率をྥ上ࡏࡉ

るように管理ᶆ準を設定ࠋ 

ア�ボイラー設備ࡣ、燃ᩱ

の౪給量、蒸気の圧力、

温水温度、排ガス୰の

残Ꮡ㓟⣲量、ᗫガスの

温度、ボイラー給水量

ののボイラーの効ࡑ

率のᨵၿに必要な㡯

のィ 及びグ㘓に関す

る管理ᶆ準を設定ࠋこ

の㡯を定期的にࡽࢀ

ィ ࡑ、ࡋの⤖ᯝをグ

㘓ࠋ 

イ�給湯設備ࡣ、給水量、

給湯温度ࡑの給湯の

効率のᨵၿに必要な

㡯のィ 及びグ㘓に関

する管理ᶆ準を設定ࠋ

こࡽࢀの㡯を定期的

にィ ࡑ、ࡋの⤖ᯝを

グ㘓ࠋ 

ア�ボイラー設備の効率

のᨵၿに必要な㡯の

ಖᏲ及び点検に関する

管理ᶆ準を設定ࠋ定期

的にಖᏲ及び点検を⾜

い、Ⰻዲな状態に維持ࠋ

イ�ボイラー設備のಖ温

及び断熱の維持、スࢳ

ー࣒トラップの蒸気の

い、詰まりを㜵止࠼₃

するようにಖᏲ及び点

検に関する管理ᶆ準を

設定ࠋ定期的にಖᏲ及

び点検を⾜い、Ⰻዲな

状態に維持ࠋ 

熱交換器、ࡣ�給湯設備࢘

に╔ࡋたスケールの

除去等給湯効率のᨵၿ

に必要な㡯、自動制

ᚚ装置の管理に必要な

㡯のಖᏲ及び点検に

関する管理ᶆ準を設

定ࠋ定期的にಖᏲ及び

点検を⾜い、Ⰻዲな状

態に維持ࠋ 

照明設備、᪼ 㝆

機、動力設備 

ア�照明設備ࡣ、JIS = �11�（照度

基準）ཪࡣ = �12�（ᒇ内作業場

の照明基準）及びこࡽࢀに準ࡎ

るつ᱁につ定するとこࢁにより

管理ᶆ準を設定࡚ࡋ使用ࠋまた、

過剰ཪࡣ不要な照明をなࡃすよ

うに管理ᶆ準を設定ࡋ、調光に

よる減光ཪࡣ消灯を⾜うࠋ 

イ�᪼㝆機ࡣ、時間帯ࡸ᭙日等によ

り停止㝵の制限、」ᩘྎ࠶る場

照明設備ࡣ、照明を施す

作業場所等の照度のィ 

及びグ㘓に関する管理ᶆ

準を設定ࠋ定期的にィ 

 ࠋの⤖ᯝをグ㘓ࡑ、ࡋ

ア�照明設備ࡣ、照明器ල

及びランプ等の清掃୪

びに光※の交換等ಖᏲ

及び点検に関する管理

ᶆ準を設定ࠋ定期的に

ಖᏲ及び点検を⾜うࠋ 

イ�᪼㝆機ࡣ、電動機の㈇

Ⲵとなる機器、動力伝

㐩部及び電動機の機械

ᦆኻをప減するようಖ
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対象 管理 ィ 及びグ㘓 ಖᏲ及び点検 

合にࡣ✌ാྎᩘの制限等に関ࡋ

࡚管理ᶆ準を設定ࡋ、効率的な

運転を⾜うࠋ 

Ᏺ及び点検に関する管

理ᶆ準を設定ࠋ定期的

にಖᏲ及び点検を⾜

うࠋ 

�給排水設備、機械駐㌴࢘

設備等の動力設備ࡣ、

㈇Ⲵ機械（電動機の㈇

Ⲵとなる機械をいうࠋ

以下ྠじࠋ）、動力伝㐩

部及び電動機における

機械ᦆኻをప減するよ

うにಖᏲ及び点検に関

する管理ᶆ準を設定ࠋ

定期的にಖᏲ及び点検

を⾜うࠋまた、㈇Ⲵ機

械がポンプ、ファン等

の流య機械の場合ࡣ、

流యの₃࠼いを㜵止

流యを㍺㏦する㓄、ࡋ

管、ダクトのᢠをప

減するようにಖᏲ及び

点検に関する管理ᶆ準

を設定ࠋ定期的にಖᏲ

及び点検を⾜うࠋ 

ཷ変電設備 ア�変圧器及び↓停電電※装置ࡣ、

部分㈇Ⲵにおける効率を⪃៖ࡋ

࡚、変圧器及び↓停電電※装置

の全యの効率が㧗ࡃなるように

管理ᶆ準を設定ࡋ、✌ാྎᩘの

調ᩚ及び㈇Ⲵの適正㓄分を⾜

うࠋ 

イ�ཷ電➃における力率ࡣ、�� パー

ント以上とすることを基準とࢭ

等を制ᚚすࢧンࢹ㐍┦コン࡚ࡋ

るように管理ᶆ準を設定࡚ࡋ管

理ࠋ 

ົ所ࡑのの業場に

おける電気の使用量୪び

にཷ変電設備の電圧、電

流等電気のᦆኻをప減す

るたࡵに必要な㡯のィ

 及びグ㘓に関する管理

ᶆ準を設定ࠋこࡽࢀの

㡯を定期的にィ ࡑ、ࡋ

の⤖ᯝをグ㘓ࠋ 

ཷ変電設備ࡣ、Ⰻዲな状

態に維持するようにಖᏲ

及び点検に関する管理ᶆ

準を設定ࠋ定期的にಖᏲ

及び点検を⾜うࠋ 
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ู⾲㸰 

ᗇ⯋管理・利用にಀる省エネルギー対策例

対象設備等 省エネルギー対策（例） 
実施基準（例）

常駐管理 常駐管理以外

熱※・空調

設備ඹ㏻ 

室内設定温‵度᮲௳の変更 季節・外気温に応じ実施 季節ごとに実施

運転時間の短縮など機器の起動・停止期

間の最適な値に設定 
毎日実施 季節ごとに実施

季節ごと・室内㈇Ⲵ状況に応じた最適な

運転方ἲの設定 
㐌 1 回以上実施 季節ごとに実施

空調⤊๓に関連⿵機（外調機・熱※機

器）などの停止 
毎日実施 －

インࣜࢸア・࣓ࣜータの年間冷ᬮᡣの

ྲྀりࡵࡸ 
季節・外気温に応じ実施 －

冷ᡣ・ᬮᡣྠ時使用にకう࣑キࢩングࣟ

スの確認及び㜵止 
随時実施 随時実施 

温‵度ࢭンࢧを適正な置にྲྀ 必要に応じ実施 必要に応じ実施

྿ฟཱྀࡋの置、方ྥの調ᩚによる温度

分ᕸᆒ୍化 
必要に応じ実施 必要に応じ実施

冷ᬮᡣ期間の短縮化 季節・外気温に応じ実施 －

空室・倉庫等の空調換気の停止 必要に応じ実施 必要に応じ実施

運転時間の短縮 毎日実施 －

残業時間帯の空調制限 毎日実施 －

ブラインド・࢝ーࢸンの休日๓の閉止に

よる休日明けの空調㈇Ⲵのప減 
毎日実施 －

᪩ᮅ・῝ኪの清掃作業における空調制限 毎日実施 －

空調時間帯のᡬ・窓開ᨺの⚗止 季節・外気温に応じ実施 －

空調の障ᐖとなる間切り・ᐙලの㓄置

の変更 
随時実施 －

ඹ用部の温度設定をᒃ室よりࡶ⦆する

措置の実施 
毎日実施 季節ごとに実施

クール࢛࢘・ࢬࣅーࢬࣅ࣒の実施 季節ごとに実施 季節ごとに実施

夏季におけるᒇ上等へのᩓ水の実施 
当該期間外気温に応

じ実施 
－

ಶู空調機 

自動制ᚚ装置の適正ಖࡴをྵࢧンࢭ✀ྛ

Ᏺの実施 
随時実施 随時実施

エアーフィルタの定期清掃の実施 年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

冷温水フィンコイルの定期清掃の実施 年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

空調の㑏気、྿ฟཱྀࡋの障ᐖ≀の᧔去 随時実施 －

－ ングアップ制ᚚの採用 毎日実施࣑ー࢛࢘

空調❧ࡕ上ࡆ時に対ࡋ定常運転ᚋに設定

温度を 2Υ㹼3Υ上ࡆるཪࡣ下ࡆる措置の

実施 

季節・外気温に応じ実施 －

窓の開閉による自然換気の採用 季節・外気温に応じ実施 －

外気温度のపいኪ間に適温外気をྲྀりධ

 イトパージの実施ࢼるࢀ
季節・外気温に応じ実施 －

྾気ཱྀと排気ཱྀの㏆᥋により⏕じるࣙࢩ

ートࢧーキットの㜵止 
随時実施 随時実施

スケジࣗール運転の実施 随時実施 随時実施
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対象設備等 省エネルギー対策（例） 
実施基準（例）

常駐管理 常駐管理以外

ಶู空調機 

ダクトのエアー₃ࢀ・水₃ࢀ・ಖ温材の

⬺ⴠ等にࡘい࡚ಖᏲ管理のᚭᗏ 
年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

全熱交換器の清掃管理 年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

全熱交換器の停止措置 季節・外気温に応じ実施 季節ごとに実施

温‵度を୍定の範囲内で制ᚚするࣟࢮエ

 ジーバンドの設定ࢼ
毎日実施 －

ントラルࢭ

空調ࢩスࢸ

 関連࣒

冷水ࡣ㧗ࡵ、温水ࡣపࡵ、冷却水ࡣపࡵ

の温度管理 
毎日実施 －

冷温水の温度ᕪ運転の制ᚚ運転の実施

（ポンプのᦙ㏦動力のప減） 
随時実施 －

冷温水・冷却水の定期的な水質管理の実

施（熱伝ᑟ率ప下の㜵止） 
月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

空調⤊ 3� 分⛬度๓の熱※機器の停止 毎日実施 －

冷機 

冷機の運転圧力の適正管理 随時実施 随時実施

蒸Ⓨ器・จ縮器の薬洗・ブラࢩ清掃など

のࣗࢳーブ内部洗浄の実施 
必要に応じ実施 必要に応じ実施

温度ィ・圧力ィなどのィ 機器の機能維

持、点検ᩚ備の実施 
年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

ーなどのィ 機器ࢧンࢭ・ーター࣓ࣀ࣐

の機能維持、点検ᩚ備の実施 
年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

機器の COP 値（効率）の管理 随時実施 －

冷温水Ⓨ⏕

機・྾収式

冷機 

機内の機ᐦの適正な維持管理 随時実施 随時実施

蒸Ⓨ器・จ縮器の薬洗・ブラࢩ清掃など

のࣗࢳーブ内部洗浄の実施 
年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

温度ィ・圧力ィなどのィ 機器の機能維

持、点検ᩚ備の実施 
年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

ーなどのィ 機器ࢧンࢭ・ーター࣓ࣀ࣐

の機能維持、点検ᩚ備の実施 
年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

機器の COP 値（効率）の管理 随時実施 －

冷却ሪ 

冷却水ฟධཱྀ温度の適正化 随時実施 随時実施 

ሸ材のởࢀ、水質のởࢀ等の管理 随時実施 随時実施

冷却ሪ水ᵴの清掃 随時実施 随時実施

バルブの開閉状態の確認 随時実施 随時実施 

冷却水の薬ὀ管理の実施 随時実施 随時実施

熱ᵴ 

空調㈇Ⲵண 等を㋃ま࠼た熱ᵴにおけ

る水・ị熱量の最適な運転の実施 
随時実施 －

ᵴ内温度分ᕸの適正管理 随時実施 －

ファンコイ

ル 

ータ用ファンコイルの最適な運転࣓ࣜ

（時間帯・設定温度） 
季節・外気温に応じ実施 －

エアーフィルタの定期的な清掃 月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

冷温水フィンコイルの定期的な清掃 年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

空調の㑏気、྿ฟཱྀࡋの障ᐖ≀の᧔去 随時実施 －

空冷ヒート

ポンプ 

室外機フィンコイルの定期的な洗浄 年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

室内機フィンコイルの定期的な洗浄 年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

室内機のエアーフィルタの定期的な清掃 月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

運転圧力・運転電流などによる運転状況

の確認・管理 
毎日実施 －

全熱交換器の清掃 年 2 回以上実施 年 2 回以上実施
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対象設備等 省エネルギー対策（例） 
実施基準（例）

常駐管理 常駐管理以外

空冷ヒート

ポンプ 
全熱交換器の停止措置 季節・外気温に応じ実施 季節ごとに実施

水冷パッケ

ージ方式 

室内機フィンコイルの定期的な洗浄 年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

エアーフィルタの定期的な清掃 月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

運転圧力・運転電流などによる運転状況

の確認・管理 
毎日実施 －

全熱交換器の清掃 年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

全熱交換器の停止措置 季節・外気温に応じ実施 季節ごとに実施

冷却水薬洗の実施 年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

給排気設備 

機械室、電気室、倉庫の換気量の制限 随時実施 随時実施

不使用室の換気停止（倉庫、機械室等） 必要に応じ実施 必要に応じ実施

窓の開閉による自然換気の採用 季節・外気温に応じ実施 －

ファンベルトの点検・交換 年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

排熱用換気ファンの起動設定温度の変更 必要に応じ実施 必要に応じ実施 

ファン、ダクト等のフィルターの目詰ま

り除去 
必要に応じ実施 必要に応じ実施 

換気風量の適正な値への設定、外気量の

削減 
必要に応じ実施 － 

ポンプ関連 

二次ポンプの起動・停止・圧力・流量が

最適な状態になるように設定 
随時実施 －

グランドパッキン等の水量適正管理の実

施 
月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

断熱材の状態管理 年 2 回以上実施 年 2 回以上実施

3 管・4 管式設備の場合、状況に応じた運

転停止などの実施 
随時実施 －

ボイラ 

空気比・排ガス温度等燃焼装置の適切な

設定 
随時実施 随時実施

蒸気等の圧力、温水の温度の適切な設定 随時実施 随時実施 

伝熱面の清掃・スケール等の除去 年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

熱交換器類の伝熱面の管理 月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

ボイラーの水質管理（JIS B 8223 による） 月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

蒸気トラップの機能維持（ドレンの回収） 月 1 回以上実施 月 1 回以上実施

機器の COP 値（効率）の管理 随時実施 －

給湯設備 

給湯時間の制限と給湯範囲の縮小 季節・外気温に応じ実施 季節ごとに実施

夏季における手洗い場等の給湯の停止 当該期間毎日実施 当該期間毎日実施

給湯温度の設定変更 季節・外気温に応じ実施 季節ごとに実施

使用上、支障のない範囲で給湯の分岐バ

ルブを絞込み 
必要に応じ実施 必要に応じ実施

照明設備 

作業スペースの過剰照明の消灯、自然採

光の活用、窓際の消灯 
利用状況に応じ実施 利用状況に応じ実施 

調光による減光 利用状況に応じ実施 利用状況に応じ実施 

廊下・ホールの消灯及び間引き 利用状況に応じ実施 利用状況に応じ実施 

トイレ・給湯室不在時の消灯 毎日実施 ―

空室・倉庫等の消灯 毎日実施 必要に応じ実施 

昼休みの消灯 毎日実施 ―

残業実施場所を集約化することによる残

業時間帯における部分消灯の実施 
毎日実施 ―

始業点灯時間の短縮・制限 毎日実施 ―
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対象設備等 省エネルギー対策（例） 
実施基準（例）

常駐管理 常駐管理以外

照明設備 

器ලの清掃による照明効率のྥ上 年 1 回以上実施 年 1 回以上実施

定期的なランプ交換の実施（⺯光ランプ、

+I' ランプ等） 
1 回�2㹼3 年 1 回�2㹼3 年

ランプ交換時のึ期照度⿵正のึ期化 交換時に実施 ― 

間切りのྲྀりࡵࡸ 必要に応じ実施 ―

部分消灯を⾜いࡸすࡃするような照明の

点灯範囲におけるᮘ及び作業場所の適正

な㓄置 

必要に応じ実施 ―

な調ᩚ 月ࡵーのこま࣐ーラータイࢯ 1 回以上実施 月 1 回以上実施

ᒁ部照明の採用 随時実施 ―

照明スイッࢳに点灯範囲を⾲♧ 必要に応じ実施 ― 

照明制ᚚ設備の作動点検 必要に応じ実施 ― 

手動によるこまࡵな点消灯 随時実施 ―

ᦙ㏦設備 

エレベータ・エス࢝レータの運転ྎᩘ制

ᚚ（停止㝵の制限、✌ാྎᩘの制ᚚ） 
毎日実施 ―

㝵ẁ利用のಁ㐍 毎日実施 ―

ᗇ⯋内㓄㏦ඹྠ化の実施 毎日実施 ―

電動機の㈇Ⲵとなる機器、動力伝㐩部及

び電動機の機器ᦆኻをప減するようなಖ

Ᏺ及び点検 

必要に応じ実施 ― 

給排水・ 

⾨⏕設備 

㓄管のࡉび・⭉㣗・水₃ࢀの確認 必要に応じ実施 必要に応じ実施

熱※機とポンプ等の⿵機をྵࡵたエネル

ギー消㈝効率のྥ上 
必要に応じ実施 ― 

使用上、支障のない範囲で給水の分岐バ

ルブを絞込み 
必要に応じ実施 必要に応じ実施

夏季における温水洗浄౽ᗙᬮᡣの停止 季節・外気温に応じ実施 季節ごとに実施 

ཷ変電設備 

ཷ変電室の室内温度のぢ┤ࡋ 季節ごとに実施 ―

― ンドの状況による㈇Ⲵの調節 随時実施࣐ࢹ

㐍┦コンࢹンࢧによる力率管理 随時実施 ―

不要期間・不要時間帯の変圧器の切㞳ࡋ 必要に応じ実施 ― 

変圧器の✌ാྎᩘの調ᩚ及び適正㈇Ⲵの

維持 
随時実施 ― 

ཷ変電設備 
↓停電電※装置の✌ാྎᩘの調ᩚ及び適

正㈇Ⲵの維持 
随時実施 ― 

 のࡑ

自動㈍機の節電（照明の消灯・ኪ間運

転停止時）の実施 
毎日実施 －

O$ 機器等の昼休み等不使用時における電

※の切断 
毎日実施 －

ブラインド・࢝ーࢸンの᭷効利用 毎日実施 －

対象設備・機器等の設定値の確認、運転

⤖ᯝの 定・グ㘓 
毎日実施 月 1 回以上実施 

省エネルギーに必要なエネルギーࢹータ

のᢕᥱ・活用 
毎日実施 月 1 回以上実施
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᳜᱂管理 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ᳜᱂管理におい࡚使用する≀ရが≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、ุ 断の

基準を‶た࡚ࡋいる≀ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղᐖண㜵と࡚ࡋ、適切な定ࡸส込みを⾜࡚ࡗ㏻風をよࡋࡃ、日照等を

確ಖするととࡶに、適切な㜵除手ẁを用い࡚、ᐖࡸ㞧ⲡのᐦ度をపいレ

ベルに維持する⥲合的ᐖ・㞧ⲡ管理を⾜うయ制が確ಖ࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ճ㎰薬の使用の回ᩘ及び量の削減にດ࡚ࡵいるととࡶに、㎰薬ྲྀ⥾ἲに基࡙

い࡚Ⓩ㘓ࢀࡉた適正な㎰薬を、ラベルにグ㍕࡚ࢀࡉいる使用方ἲ（使用回

ᩘ、使用量、使用⃰度等）及び使用上のὀព㡯をᏲ࡚ࡗ、適正ࡘ効ᯝ

的に使用ࢀࡉるࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ℺水の㞵水利用に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ定・除ⲡにおい࡚Ⓨ⏕ࡋた、小ᯞ・ⴠⴥ等のฎ分にࡘい࡚、ሁ⫧化等の

⎔ቃ㈇Ⲵప減がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ճ施⫧に当たࡣ࡚ࡗ、᳜ ᱂管理におい࡚Ⓨ⏕ࡋたⴠⴥ等ࡽできたሁ⫧（ᅵ

ተᨵⰋ材）が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ定・ఆ採等に࢙ࢳンࢯーを使用する場合の࢙ࢳンࢯー࢜イルࡣ、⏕分ゎ

ᛶのࡶのが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ᳜᭰࠼等が⏕じた場合、᪤Ꮡの᳜᱂を⪃៖ࡋ、ᐖのⓎ⏕ࡋにࡃいᶞ✀

の㑅定等にࡘい࡚、施設管理⪅へのᥦが⾜ࢀࢃることࠋ 

ն᳜᱂管理に当たり、使用する機材・器ල等にࡘい࡚ࡣ、ྍ能な限り⎔ቃ㈇

Ⲵప減策がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

շ᳜᱂管理に当たり、ྍ能な限り、使用ཪࡣ⏕利用ྍ能で࡚ࡗ࠶、ᅵの

௦᭰となる᳜込み材の使用にດ࡚ࡵいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とする᳜ࠕ᱂管理ࠖとࡣ、ᗇ⯋࿘㎶等の᳜᱂ᆅ及びᒇ上⥳化等

の管理とするࠋ 

㸰 ุ断の基準ղのࠕ⥲合的ᐖ・㞧ⲡ管理を⾜うయ制ࠖとࡣ、Ⓨ⏕状況等の調ᰝ、⿕ᐖ

の᪩期Ⓨぢ、定ࡸᤕẅなどの≀理的㜵除ࡵྵࡶた㜵除方ἲの㑅ᢥ等、⤒῭ᛶを⪃៖ࡘࡋ

 ࠋᗣと⎔ቃへの㈇Ⲵの㍍減を⥲合的にㅮじるయ制をいうࡘ

㸱 ุ断の基準ղ及びճにࡘい࡚ࡣ、㎰薬の使用にಀる施設管理⪅ࡸ࿘㎶ᆅᇦへのሗᥦ౪、

㎰薬の㣕ᩓ㜵止、適正使用のグ㘓のಖ持等、ࠕఫᏯᆅ等における㎰薬使用にࡘい࡚（ᖹᡂ 2�

年㸲月 2� 日 2� 消Ᏻ➨ 1�� ྕ⎔水ᅵⓎ➨ 13�42�1 ྕ㎰ᯘ水⏘省消㈝・Ᏻ全ᒁ㛗、⎔ቃ

省水・気⎔ቃᒁ㛗連ྡ㏻▱）ࠖ に準ᣐࡋたࡶので࠶ることࠋ 

㸲 ⏕分ゎ度のヨ㦂方ἲࡣ、次のいࢀࡎの方ἲとするࠋたࡋࡔ、こࡽࢀのヨ㦂方ἲにࡘい

1��G ZLQGRZ、ࡣ࡚ を適用ࡋないࠋ 

ͤO(C'（⤒῭༠力開Ⓨ機ᵓ）化Ꮫရࢸストガイドライン 

・3�1B（CO2Ⓨ⏕ヨ㦂） 

・3�1C（ಟ正 0I7I�Ϩ�ヨ㦂） 

・3�1)（0DQRPHWULF 5HVSLURPHWU\ ヨ㦂） 

ͤ$S70（ア࣓ࣜ࢝材ᩱヨ㦂༠） 

・'�8�4（₶Ἔ及び₶Ἔᡂ分の水⎔ቃ୰のዲ気的⏕分ゎ度をỴ定するᶆ準ヨ㦂ἲ） 

・'��31（ᐦ閉 UHVSLURPHWHU ୰の₶Ἔ、ཪࡣ₶Ἔᡂ分の水⎔ቃ୰のዲ気的⏕分ゎ

度をỴ定するᶆ準ヨ㦂ἲ 
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ຍ↮ヨ㦂 ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋいないこと࡚ࢀࡉຍ↮ヨ㦂器のⓎ↮యにフࣟン類が使用ۑ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ࡉ⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ࠶能な限り⡆᫆でྍ、ࡣᲕໟࡣ〇ရのໟ装ཪۑ

及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

備⪃）㸯 消㜵設備点検業ົ等にຍ↮ヨ㦂をྵࡴ場合にࡶ、ᮏ㡯のุ断の基準を適用するࠋ 

㸰 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年

ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうࠋ 

清掃 ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬清掃におい࡚使用する≀ရが≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、ุ 断

の基準を‶た࡚ࡋいる≀ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬洗面所の手洗い洗と࡚ࡋ▼けࢇᾮཪࡣ▼けࢇを使用する場合に

た▼けࡋ動᳜≀Ἔ⬡をཎᩱとࡣᗫἜཪ、ࡽ㈨※᭷効利用のほ点、ࡣ

᳜、ࡋࡔたࠋいること࡚ࢀࡉが使用ࢇけ▼ࡣᾮཪࢇ ≀Ἔ⬡がཎᩱとࡋ

࡚使用ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、持⥆ྍ能なཎᩱが使用࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

⏕、（ペットボトル等、ࢇ⣬類、⨁、び）㈨※ごみ、ࡣ㸬ごみの収集࢘

ごみ、ྍ燃ごみ、不燃ごみを分ูࡋ、適切に回収が実施࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

エ㸬㈨※ごみのうࡕ、⣬類にࡘい࡚ࡣ、ྂ⣬のࣜࢧイクルに㓄៖ࡋた分

ู・回収が実施࡚ࢀࡉいることࠋまた、分ูが不ᚭᗏでࡗ࠶た場合ࡸ

排ฟ量が๓月比ཪࡣ๓年ྠ月比でⴭࡃࡋቑຍࡋた場合ࡣ、施設管理⪅

と༠力࡚ࡋᨵၿのᥦ♧がなࢀࡉることࠋ 

㸬清掃に使用するᗋ維持（࣡ックス）、洗浄等のⓎᛶ᭷機化合࢜

≀のྵ᭷量がᣦ㔪値以下で࠶ることࠋ 

り、より⎔ቃ࠶㸬⎔ቃ㈇Ⲵప減に㈨するᢏ⾡を᭷する適正な業⪅で࢝

㈇Ⲵప減がᅗࢀࡽる清掃方ἲ等にࡘい࡚、ලయ的ᥦが⾜࡚ࢀࢃいる

ことࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ清掃に用いるᗋ維持、洗浄等ࡣ、使用量削減ཪࡣ適正量の使用に㓄៖

 ࠋいること࡚ࢀࡉ

ղ⿵ရ等ࡣ、過度な⿵を⾜ࢃないことࠋ 

ճ洗を使用する場合ࡣ、清掃用㏵に応じ適切な水⣲イ࢜ン⃰度（S+）のࡶ

のが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ清掃に使用するᗋ維持、洗浄等にࡘい࡚ࡣ、ྍ 能な限りᣦ定化Ꮫ≀質

をྵまないࡶのが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ清掃に当た࡚ࡗ使用する電気、ガス等のエネルギーࡸ水等の㈨※の削減に

ດ࡚ࡵいることࠋ 

նᘓ≀の状況に応じた清掃の適切な㢖度をᥦするようດ࡚ࡵいることࠋ 

շ清掃におい࡚使用する≀ရの調㐩に当たࡣ࡚ࡗ、≉定調㐩ရ目に該当ࡋな
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い場合でࡶ࡚ࡗ࠶、㈨※採ྲྀࡽᗫᲠに⮳るライフࢧイクル全యにࡘい࡚

の⎔ቃ㈇Ⲵのప減に⪃៖するようດࡵることࠋ 

備⪃）㸯 ุ断の基準ձイのࠕ持⥆ྍ能なཎᩱが使用࡚ࢀࡉいることࠖとࡣ、▼けࢇᾮཪࡣ▼けࢇ

の〇㐀業⪅がཎᩱにಀる持⥆ྍ能な調㐩方㔪を作ᡂࡋた上で当該方㔪に基࡙きཎᩱを調

㐩࡚ࡋいる場合をいうࠋ 

㸰 ุ断の基準ձエの⣬類の排ฟに当た࡚ࡗ、調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、ᗇ⯋等における⣬類の

使用㺃ᗫᲠの実態を຺ࡘࡘࡋ、ู⾲㸯及び㸰をཧ⪃とࡋ、清掃業⪅等と༠㆟の上、ྂ⣬

排ฟに当た࡚ࡗの分類を定ࡵ、ྂ⣬⏕の㜼ᐖ要ᅉとなる材ᩱのΰධを排除࡚ࡋ、分ูを

ᚭᗏすることࠋ༳ๅ≀にࡘい࡚、༳ๅᙺົのุ断の基準を‶たࡋたࣜࢧイクル対応ᆺ༳ๅ

 ࠋるよう、適切に分ูすることࢀࡉ使用࡚ࡋ⣬ྥけの〇⣬ཎᩱと、ࡣ≀

㸱 ุ断の基準ձ࢜のⓎᛶ᭷機化合≀のᣦ㔪値にࡘい࡚ࡣ、ཌ⏕ປാ省の定ࡵる室内⃰度

ᣦ㔪値に基࡙ࡶࡃのとするࠋ 

㸲 ุ断の基準ձ࢝のࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減がᅗࢀࡽる清掃方ἲ等ࠖとࡣ、ởᰁ度ูの清掃方ἲの

採用、室内⎔ቃのởᰁ๓に除去するண㜵的清掃方ἲの採用、清掃用機材のᛶ能維持による

確実なởᰁ除去の実施等をいうࠋ 

㸳 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R��1ࠕ�清掃ࢧーࣅス 

9HUVLRQ1ࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸴 㓄៖㡯ճにࡘい࡚ࡣ、ᐙᗞ用ရရ質⾲♧ἲに基࡙ࡃ水⣲イ࢜ン⃰度（S+）の༊分をཧ

⪃とすることࠋなお、ᗋ維持及びᗋ用洗浄にࡘい࡚ࡣ、ཎᾮで S+�㹼S+� がᮃまࡋいࠋ 

㸵 㓄៖㡯մのࠕᣦ定化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、≉定化Ꮫ≀質の⎔ቃへの排ฟ量のᢕᥱ等及び管理

のᨵၿのಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 11 年ἲᚊ➨ 8� ྕ）の対象となる≀質をいうࠋ 

㸶 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、ᗋ維持の㞳洗浄ᗫᾮ等のᘓ⠏≀の清掃作業にకうᗫᾮの適正

ฎ理をᅗるよう必要な措置をㅮࡎることࠋ 

ู⾲㸯  ྂ⣬の分ู方ἲ（例）

分類 ရ目 

᪂⪺ ᪂⪺（ᢡ込ࢳラࢩをྵࠋࡴ） 

ẁボール ẁボール 

㞧ㄅ 
ポスター、ࢳラࢩ 

㞧ㄅ、ሗ࿌᭩、࢝タࣟグ、パンフレット、᭩⡠、ࣀートなどᏊᙧ状のࡶの 

O$ 用⣬ コࣆー用⣬及びࢀࡑに準ࡎるࡶの 

イクル対応ࢧࣜ

ᆺ༳ๅ≀ 

 イクルできますࠖの༳ๅ≀（㸿ランクの材ᩱのみ使用）ࢧ༳ๅ用の⣬にࣜࠕ

（㹀ランクの材ᩱのみ使用ࡣ㸿また）≀イクルできますࠖの༳ๅࢧᯈ⣬にࣜࠕ

 の㞧がみ ᑒ⟄、⣬⟽、'0、࣓ࣔ用⣬、ໟ装⣬など上グ以外の⣬ࡑ

 た⣬ࡋレッダーᒌ ᗇ⯋等内におい࡚断ฎ理ࣗࢩ

備⪃） ࢧࣜࠕイクル対応ᆺ༳ๅ≀ࠖとࡣ、༳ๅにಀるุ断の基準（ࠕ༳ๅࠖཧ照）に♧ࢀࡉた༳ๅ

≀のࣜࢧイクル適ᛶが⾲♧ࢀࡉた༳ๅ≀をいうࠋ 

ู⾲㸰  ྂ⣬⏕の㜼ᐖ要ᅉとなる材ᩱ（例） 

分類 ✀類 

⣬〇ရ 

⢓╔≀のいたᑒ⟄ 

㜵水ຍᕤࢀࡉた⣬ 

࢝ーボン⣬、ࣀー࢝ーボン⣬（Ꮿ㓄౽の」伝⚊など） 

圧╔ࡣがき 
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ឤ熱⣬ 

┿、インクジ࢙ット┿プࣜント用⣬、ឤ光⣬ 

プラスࢳックフィルࡸ࣒アル࣑⟩などを㈞り合ࡏࢃた」合⣲材の⣬ 

㔠・㖟などの㔠ᒓが⟩ᢲࢀࡉࡋた⣬ 

⮯いのいた⣬（▼けࢇのಶูໟ装⣬、⣬〇の洗ᐜ器、⥺㤶の⣬⟽等） 

ᤫᰁ⣬（᪼⳹転⣬、アイࣟンプࣜント⣬等） 

ឤ熱ⓎἻ⣬ 

合ᡂ⣬ 

ởࢀた⣬（使い⤊ࡗࢃた⾨⏕用⣬、㣗ရ残ࡉなどでởࢀた⣬等） 

⣬以外 

⢓╔ࢸープ類 

࣡ッペン類 

ファイルの㔠ᒓ 

㔠ᒓクࣜップ類 

フィル࣒類 

ⓎἻスࣟࢳール 

 ンࣁࣟࢭ

プラスࢳック類 

ガラス〇ရ 

ᕸ〇ရ 

タイル࢝ー

ペット洗浄 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ洗浄に使用する機器の消㈝電力量が��22N:K�੍以下で࠶ることࠋ 

ղ洗浄に使用する水量が4�/�੍以下で࠶ることࠋ 

ճ洗浄に使用する洗等ࡣ、清掃にಀるุ断の基準（ࠕ清掃ࠖཧ照ࠋ）を‶た

すことࠋ 

մ洗浄ᚋのタイル࢝ーペットを水洗いࡋた回収水の㏱ど度が�ポイント

以上で࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ洗浄に用いる洗等ࡣ、使用量削減ཪࡣ適正量の使用に㓄៖࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

ղ洗のཎᩱに᳜≀Ἔ⬡が使用ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、持⥆ྍ能なཎᩱが使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ洗浄に使用する洗等にࡘい࡚ࡣ、ᣦ定化Ꮫ≀質をྵまないࡶのが使用ࡉ

 ࠋいること࡚ࢀ

մ洗浄に当た࡚ࡗ使用する電気等のエネルギーࡸ水等の㈨※の削減にດࡵ

࡚いることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕタイル࢝ーペット洗浄ࠖとࡣ、ᩜ設ࢀࡉたタイル࢝ー

ペットをྲྀり外ࡋ、施ᕤ⌧場ཪࡣ業所等におい࡚タイル࢝ーペットのởࢀを㐟㞳・分ゎ

 ࠋ水することをいう⬺ࡣࡃࡋないように྾引ⱝࡽに、ở水が残ࡶ洗い流すととࡋ

㸰 ุ断の基準մの㏱ど度ࡣ JIS . �12� によるࠋ 

㸱 㓄៖㡯ճのࠕᣦ定化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、≉定化Ꮫ≀質の⎔ቃへの排ฟ量のᢕᥱ等及び管理

のᨵၿのಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 11 年ἲᚊ➨ 8� ྕ）の対象となる≀質をいうࠋ 
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機ᐦᩥ᭩ฎ

理 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ当該施設におい࡚排ฟࢀࡉる⣬の✀類ࡸ量を⪃៖ࡋ、施設の状況に応じ

た分ู方ἲ及びฎ理方ἲのᥦがなࢀࡉ、〇⣬ཎᩱと࡚ࡋ適切な回収が

実施ࢀࡉることࠋ 

ղ機ᐦᩥ᭩のฎ理に当たࡣ࡚ࡗ、排ฟ㺃୍時ಖ管、回収、運ᦙ、ฎ理のྛẁ

㝵におい࡚、機ᐦ₃ὤに対する適切な対策をㅮじた上で、〇⣬ཎᩱとࡋ

࡚の利用がྍ能となるよう次の㡯を‶たすことࠋ 

ア㸬ྂ⣬⏕の㜼ᐖとなるࡶのを除去する設備ࡸయ制がᩚ࡚ࡗいることࠋ

イ㸬┤᥋⁐ゎฎ理に当たࡣ࡚ࡗ、␗≀除去ࢩス࣒ࢸがᑟධࢀࡉた設備 

におい࡚ฎ理ࢀࡉることࠋ 

ࠋることࢀࢃ⾜るฎ理がࢀࡉ⣬の⧄維がಖ持、ࡣ࡚ࡗ㸬◚○ฎ理に当た࢘

ճ適正ฎ理が⾜ࢀࢃたことを♧す機ᐦฎ理・ࣜࢧイクル管理⚊をⓎὀ⪅に

ᥦ♧できることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ機ᐦᩥ᭩のⓎ⏕量を定期的に集ィࡋ、Ⓨὀ⪅へのሗ࿌がなࢀࡉることࠋ 

ղ⣬（༳ๅ・ሗ用⣬及び⾨⏕用⣬）と࡚ࡋ⏕ྍ能なฎ理が⾜ࢀࢃるこ

とࠋ 

ճ運ᦙに当たࡣ࡚ࡗ、✚㍕方ἲ、ᦙ㏦方ἲ、ᦙ㏦ルートの効率化がᅗࢀࡽ

࡚いることࠋ 

մྍ能な限り電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴による運ᦙが⾜ࢀࢃることࠋ 

備⪃）㸯 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、ᗫᲠ᭩類の排ฟに当た࡚ࡗ機ᐦの度合ࡸ必要ᛶを⪃៖ࡋ、ྍ能な

限り機ᐦᩥ᭩と࡚ࡋ排ฟする量の削減にດࡵることࠋ 

㸰 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬ุ断の基準ղの◚○ฎ理のⓎὀに当たࡣ࡚ࡗ、断⣬∦のきࡉにࡘい࡚確認を⾜う

こと（ྂ⣬の⏕におい࡚ࡣ、断ࡋた⣬∦がᮃまࢀる機ᐦᛶの範囲におい࡚、より

きい方がᮃまࡋいࠋ業⪅による断⣬∦ࢧイࢬの目Ᏻࡣ 1�PP���PP 以上）ࠋ  

イ㸬ᗇ⯋等内におけるࣗࢩレッダーฎ理ࡣ、୍⯡的にྂ⣬ཎᩱと࡚ࡋの利用適ᛶがప下す

ることࡽ、機ᐦの度合いࡸ必要ᛶを⪃៖࡚ࡋ⾜うことࣗࢩࠋレッダーᒌࡣᗫᲠ・焼却

機ᐦᩥࡸ⪅るよう、ྂ⣬回収業ࢀࡉ使用࡚ࡋ⣬の✀類に応じ࡚適切に〇⣬ཎᩱと、ࡎࡏ

᭩ฎ理業⪅等に回収・ฎ理を౫㢗するようດࡵること（ྂ⣬と࡚ࡋ⏕に適ࡋた⣬ᖜ

の目Ᏻࡣ �PP 以上）ࠋ 

るととࡵたู⾲㸯をཧ⪃に、施設の状況に応じた分ู方ἲを定ࡋ♧清掃ࠖにࠕ㸬ᮏ㡯の࢘

たྂ⣬⏕の㜼ᐖ要ᅉとなる材ᩱをྲྀり除き、適切な分ู回収にࢀࡉ♧に、ู⾲㸰にࡶ

ດࡵることࠋ 

エ㸬ᗇ⯋等におい࡚Ⓨ⏕ࡋた機ᐦᩥ᭩をࡑの場で࢜フィス〇⣬機（使用῭みのコࣆー用⣬

ー用⣬を作ᡂする〇⣬機）にᢞධすること等による機ᐦᩥ᭩ฎ理にࣆ᪂たな⏕コࡽ

 ࠋることࡵ検ウするようດ、ࡵフィス〇⣬機のᑟධྍ能ᛶをྵ࢜、い࡚、必要に応じࡘ

㸱 ุ断の基準ճのࠕ機ᐦฎ理・ࣜࢧイクル管理⚊ࠖとࡣ、回収ࢀࡉた機ᐦᩥ᭩が機ᐦ消

ฎ理ᚋに〇⣬ཎᩱと࡚ࡋ使用ࢀࡉたことをド明する᭩類をいうࠋなお、このド明᭩ࡣ⁐ゎ、

◚○などのฎ理を業⪅にጤクࡋた場合にᥦ♧ࢀࡉるࡶので࠶り、調㐩を⾜うྛ機関内で

 ࠋこの限りでないࡣい࡚ࡘレッダーᒌにࣗࢩたࡗ⾜レッダーฎ理をࣗࢩ

㸲 㓄៖㡯մのࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱－㸯 

自動㌴ࠖを対象とするࠋ 
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ᐖ㜵除 ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᐖ㜵除におい࡚使用する≀ရが≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、ุ 断の

基準を‶た࡚ࡋいる≀ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղẅࡑ及びẅの用を㑊け、⏕ᜥ状況等の調ᰝを㔜どࡋた⥲合的な㜵

除措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ճᐖ等のⓎ⏕・ධを㜵止するたࡵの措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

մ㜵除作業に当たり、๓ィ⏬ࡸ目ᶆが設定࡚ࢀࡉいることࠋまた、㜵除作

業ᚋに、効ᯝุ定（確認調ᰝ、㜵除の᭷効ᛶホ౯等）が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ

յẅࡑཪࡣẅの使用に当たࡣ࡚ࡗ、་薬ရ、་⒪機器等のရ質、᭷効

ᛶ及びᏳ全ᛶの確ಖ等に関するἲᚊ（3�年ἲᚊ➨14�ྕ）におい࡚〇

㐀㈍のᢎ認をᚓた་薬ရཪࡣ་薬部外ရを使用ࡋ、使用回ᩘ・使用量・

使用⃰度等、適正ࡘ効ᯝ的に⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

いるこ࡚ࡵᜥ状況等に応じた適切なᐖ㜵除方ἲ等をᥦするようດ⏕ۑ

とࠋ 

備⪃） ᮏ㡯のุ断の基準と対象とするࠕᐖ㜵除ࠖࡣ、ᘓ⠏≀における⾨⏕的⎔ቃの確ಖに関する

ἲᚊ（ 4� 年ἲᚊ➨ 2� ྕ）を基ᮏに、ᗇ⯋等のࡎࡡみ・᪻、外᮶⏕≀等ࡑのேのᗣを

ᦆなう態を⏕じࡏࡉるおࢀࡑの࠶る動≀等の㜵除とするࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約するရ目ごとの業ົの⥲௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす業ົの௳ᩘの合と

するࠋ 
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㸰㸰－㸵 ㍺㓄㏦ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

㍺㓄㏦ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձエネルギーの使用の実態及びエネルギーの使用の合理化にಀるྲྀ⤌効ᯝ

のᢕᥱが定期的に⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

ղ⎔ቃಖ全のたࡵの⤌み・య制がᩚ備࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճエコドライブを᥎㐍するたࡵの措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

մ気ởᰁ≀質の排ฟ削減、エネルギー効率を維持する等の⎔ቃのಖ全のほ

点ࡽ㌴୧の点検・ᩚ備を実施࡚ࡋいることࠋ 

յࣔーダルࢩフトを実施࡚ࡋいることࠋ 

ն㍺㓄㏦効率のྥ上のたࡵの措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

շ上グձにࡘい࡚ࡣ使用実態、ྲྀ ⤌効ᯝのᩘ値が、上グղࡽնにࡘい࡚ࡣ

実施の᭷↓が࢘エブࢧイトを始ࡵ⎔ቃሗ࿌᭩等によりබ⾲ࢀࡉ、ᐜ᫆に確

認できること、ཪࡣ➨୕⪅によりᐈほ的な❧場ࡽᑂᰝ࡚ࢀࡉいることࠋ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձエネルギーの使用の合理化及び㠀化▼エネルギーへの転換等に関するἲ

ᚊ（�4年ἲᚊ➨4�ྕ）に基࡙ࠕࡃ㈌≀の㍺㏦にಀるエネルギーの使用

の合理化に関する㈌≀㍺㏦業⪅のุ断の基準 （ࠖᖹᡂ18年⤒῭⏘業省・

ᅜᅵ交㏻省࿌♧➨㸵ྕ）及びࠕ㈌≀の㍺㏦にಀる電気の㟂要のᖹ準化に㈨

する措置に関する電気使用㈌≀㍺㏦業⪅のᣦ㔪 （ࠖᖹᡂ2�年⤒῭⏘業

省・ᅜᅵ交㏻省࿌♧➨㸰ྕ）を㋃ま࠼、㍺㓄㏦におけるエネルギーの使用

の合理化及び電気の㟂要のᖹ準化に㈨する措置の適切ࡘ᭷効な実施が

ᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ղ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴のᑟධ目ᶆを設定するととࡶに、ᑟධを᥎

㐍࡚ࡋいることࠋまた、ྍ能な限り電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴による

㍺㓄㏦が実施࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ㍺㓄㏦に使用する㌴୧ྎᩘを削減するたࡵ✚㍕率のྥ上がᅗ࡚ࢀࡽいる

ことࠋ 

մ㍺㓄㏦回ᩘを削減するたࡵにඹྠ㍺㓄㏦が実施࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ㓄㐩を削減するたࡵのྲྀ⤌が実施࡚ࢀࡉいることࠋ 

նエコドライブを᥎㐍するたࡵの装置がྍ能な限りᑟධ࡚ࢀࡉいることࠋ 

շ㐨㊰交㏻ሗ㏻ಙࢩス࣒ࢸ（9ICS）対応࢝ーࢤࣅࢼーࣙࢩンࢩスࡸ࣒ࢸ自

動ᩱ㔠収ཷࢩス࣒ࢸ（(7C）等、㧗度㐨㊰交㏻ࢩス࣒ࢸ（I7S）のᑟධにດ

 ࠋいること࡚ࡵ

ո㈍࡚ࢀࡉいるᏯ㓄౽、小ໟ㒑౽≀等のໟ装用ရにࡘい࡚ࡣ、⏕利用の

ᐜ᫆ࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

չᦙ㏦時のᲕໟ≀のᆺᔂࢀ・Ⲵᔂࢀを㜵止するプラスࢳック〇フィル࣒の௦

᭰と࡚ࡋ、⧞り㏉ࡋ使用ྍ能なⲴᔂࢀ等㜵止ベルトの活用にດ࡚ࡵいるこ

とࠋ 

պ業所、集㓄ᣐ点等の施設におけるエネルギー使用実態のᢕᥱを⾜うとと

 ࠋいること࡚ࡵに、当該施設におけるエネルギー使用量の削減にດࡶ

ջዎ約により㍺㓄㏦業ົの୍部を⾜う⪅に対࡚ࡋ、ྍ 能な限り⎔ቃ㈇Ⲵప減

にྥけたྲྀ⤌を実施するよう要ㄳするࡶのとするࠋ 

ռ自動㌴ࡽ排ฟࢀࡉる❅⣲㓟化≀及び⢏Ꮚ状≀質の≉定ᆅᇦにおける⥲

量の削減等に関する≉ู措置ἲ（ᖹᡂ㸲年ἲᚊ➨��ྕ）の対策ᆅᇦにおい

࡚㍺㓄㏦する場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ྍ 能な限り排ฟ基準を‶たࡋた自動㌴によ

る㍺㓄㏦が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 
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備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ㍺㓄㏦ࠖとࡣ、ᅜ内ྥけのಙ᭩、Ꮿ㓄౽、小ໟ㒑౽≀

（୍⯡、Ꮚ等）及び࣓ール౽をいうࠋ 

ア㸬ࠕಙ᭩ࠖとࡣ、≉定のཷྲྀேに対ࡋ、ᕪฟேのពᛮを⾲♧ࡋ、ཪࡣ実を㏻▱するᩥ᭩

をいうࠋ 

イ㸬ࠕᏯ㓄౽ࠖとࡣ、୍⯡㈌≀自動㌴運㏦業の≉ู✚合ࡏ㈌≀運㏦ཪࡣこࢀに準ࡎる㈌≀

の運㏦及び利用運㏦業の㕲㐨㈌≀運㏦、内⯟ᾏ運、㈌≀自動㌴運㏦、⯟空㈌≀運㏦の

いࢀࡎཪࡣこࡽࢀを⤌み合࡚ࡏࢃ利用する運㏦で࡚ࡗ࠶、㔜量 3�NJ 以下の୍୍ཱྀಶの

㈌≀をいうࠋ 

、引きཷけࡽ᭩⡠、㞧ㄅ、ၟရ目㘓等比㍑的㍍量なⲴ≀をⲴ㏦ே、ࡣール౽ࠖと࣓ࠕ㸬࢘

スでࣅーࢧをⲴཷேの㒑౽ཷ⟽等にᢞภすることにより運㏦⾜Ⅽを⤊する運㏦ࡽࢀࡑ

㔜量、࡚ࡗ࠶ 1NJ 以下の୍୍ཱྀの㈌≀をいうࠋ 

㸰 ࠕ⎔ቃಖ全のたࡵの⤌み・య制のᩚ備ࠖとࡣ、⎔ቃに関するィ⏬・目ᶆを策定すると

とࡶに、当該ィ⏬等の実施య制を定ࡵ、⎔ቃಖ全にྥけたྲྀ⤌を᥎㐍することをいうࠋ 

㸱 ࠕエコドライブࠖとࡣ、エコドライブᬑ及連⤡作ᡂࠕエコドライブ 1� のすすࡵ （ࠖ௧

㸰年㸯月）に基࡙ࡃ運転をいうࠋ 

（ཧ⪃）ձ自分の燃㈝をᢕᥱࡋようղࢃࢇࡩりアクࢭルࠗ㹣スタート࠘ճ㌴間㊥㞳にࡺと

りを࡚ࡗࡶ、ຍ㏿・減㏿のᑡない運転մ減㏿時ࡣ᪩ࡵにアクࢭルを㞳ࡑうյエアコンの使

用ࡣ適切にն࣒ダなアイドࣜングࡵࡸࡣようշを㑊け、వ⿱を࡚ࡗࡶฟⓎࡋようոタ

イࣖの空気圧ࡽ始ࡵる点検・ᩚ備չ不要なⲴ≀ࡣおࡑࢁうպ㉮⾜のጉࡆとなる駐㌴ࡸࡣ

 ようࡵ

㸲 ุ断の基準ճのࠕエコドライブを᥎㐍するたࡵの措置ࠖとࡣ、次の要௳を全࡚‶たすこ

とをいうࠋ 

ア㸬エコドライブにࡘい࡚運転⪅への࿘▱がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬エコドライブにಀる管理㈐௵⪅の設置、ࣗࢽ࣐アルの作ᡂ（᪤Ꮡࣗࢽ࣐アルの活用を

 ࠋいること࡚ࡋ及びエコドライブの᥎㐍య制をᩚ備（ࠋࡴྵ

 ࠋいること࡚ࡋ㸬エコドライブにಀるᩍ⫱・◊ಟ等を実施࢘

エ㸬運⾜グ㘓を運転⪅ู・㌴✀ู等の適切な༢でᢕᥱࡋ、エネルギーの使用の管理を⾜

 ࠋいること࡚ࡗ

㸳 ุ断の基準մのࠕ㌴୧の点検・ᩚ備ࠖとࡣ、日常点検、定期点検の実施等㐨㊰運㏦㌴୧

ἲ等におい࡚つ定࡚ࢀࡉいる㡯を㑂Ᏺする、㌴୧のエネルギー効率を維持する等⎔

ቃのಖ全を目的に、ู⾲に♧ࡋた点検・ᩚ備㡯目にಀる自的な管理基準を定ࡵ、実施ࡋ

࡚いることをいうࠋ 

㸴 ࣔࠕーダルࢩフトࠖとࡣ、㈌≀㍺㏦におい࡚、⎔ቃ㈇Ⲵのᑡない量㍺㏦機関で࠶る㕲

㐨㈌≀㍺㏦・内⯟ᾏ運の活用により、㍺㏦機関（ࣔード）の転換（ࢩフト）をᅗることを

いうࠋたࡑ、ࡋࡔの業ົがᖿ⥺㍺㏦をకࢃない場合ࡣ、ุ断の基準յを適用ࡋないࠋ 

㸵 ุ断の基準նのࠕ㍺㓄㏦効率のྥ上のたࡵの措置ࠖとࡣ、次の要௳を全࡚‶たすことを

いうࠋ 

ア㸬エネルギーの使用に関࡚ࡋ効率的な㍺㓄㏦⤒㊰を๓に㑅ᢥࡋ、運転⪅に࿘▱࡚ࡋい

ることࠋ 

イ㸬ሗ等をᢕᥱすることにより、適切な㍺㓄㏦⤒㊰を㑅ᢥできる⤌みを᭷࡚ࡋい

ることࠋ 

 ࠋいること࡚ࡋ㸬㍺㓄㏦量、ᆅᇦの≉ᛶに応じた適正㌴✀の㑅ᢥを࢘

エ㸬㍺㓄㏦ඛ、㍺㓄㏦量に応じ࡚ᣐ点⤒⏤方式と┤㏦方式を使い分け、全యと࡚ࡋ㍺㓄㏦

㊥㞳を短縮࡚ࡋいることࠋ 

㸶 ࠕ⎔ቃሗ࿌᭩ࠖとࡣ、⎔ቃሗのᥦ౪のಁ㐍等による≉定業⪅等の⎔ቃに㓄៖ࡋた
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業活動のಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 1� 年ἲᚊ �� ྕ）➨㸰᮲➨㸲㡯につ定する⎔ቃሗ࿌᭩を

いうࠋ 

㸷 㓄៖㡯ղのࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱－㸯 

自動㌴ࠖを対象とするࠋ 

㸯㸮 ࠕዎ約により㍺㓄㏦業ົの୍部を⾜う⪅ࠖとࡣ、ᮏ㡯のᙺົの対象となる㍺㓄㏦業ົ

の୍部を当該ᙺົのᥦ౪⪅のたࡵに実施するࡶのをいうࠋ 

ู ⾲ 

㌴୧のエネルギー効率の維持等⎔ቃのಖ全にಀる点検・ᩚ備㡯目 

࠙点検・ᩚ備の᥎㐍య制ࠚ 

࡚ࡋ残࡚ࡋグ㘓と、ࡋの⤖ᯝをᢕᥱࡑ、た実施ィ⏬に基࡙きࢀࡉ♧明、ࡣ点検・ᩚ備 ڧ

いることࠋ 

を⾜う⤌みをࡋ┤い࡚ぢࡘ内ᐜに⤌ྲྀࡸ点検・ᩚ備⤖ᯝに基࡙き、点検・ᩚ備య制 ڧ

᭷することࠋ 

࠙㌴୧の適切な点検・ᩚ備ࠚ 

ࡑ、ࡋᢕᥱࡽ㌴୧の状態を日常、ࡣ࡚ࡗ点検・ᩚ備をᩚ備業⪅に౫㢗するに当た ڦ

の状況にࡘい࡚伝࡚࠼いることࠋ 

いるこ࡚ࡋ点検・ᩚ備を実施、ࡣた場合にࢀࡉきたとุ断࡚ࡋ目どにより㯮↮がቑຍ ڦ

とࠋ 

ーエアコンの効きල合等により、エア࢝、ࡵフࣟン類の気୰へのᨺฟをᢚ制するた ڦ

コンガスが減࡚ࡗいる（₃࡚ࢀいる）とุ断ࢀࡉた場合に࢝、ࡣーエアコンの点検・

ᩚ備を実施࡚ࡋいることࠋ 

࠙自的な管理基準による点検・ᩚ備ࠚ 

（エア・クࣜーࢼ・エレ࣓ント関連） 

ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗエレ࣓ントの清掃・交換に当た・ࢼエア・クࣜー ڦ

ート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋ

いることࠋ 

（エンジン࢜イル関連） 

ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗイルの交換に当た࢜エンジン ڦ

⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ート等をཧࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗイルフィルタの交換に当た࢜エンジン ڦ

⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

（燃ᩱ装置関連） 

ート等をࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗ交換に当たࡸーバーホール࢜燃ᩱ装置の ڧ

ཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ

（排ฟガス減ᑡ装置関連） 

ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗ排ฟガス減ᑡ装置（'P)、㓟化ゐ፹）の点検に当た ڦ

ート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋ

いることࠋ 

 （のࡑ）

ート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣタイࣖの空気圧の点検・調ᩚ ڦ

㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、空気圧の 定に基࡙き実施࡚ࡋい

ることࠋ 

⪄ート等をཧࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣの点検ࢀイルの₃࢜ンࣙࢩッ࣑トランス ڧ

に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 
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ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣイルの交換࢜ンࣙࢩッ࣑トランス ڧ

⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

、ート等をཧ⪃にࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣの点検ࢀイルの₃࢜ルࣕࢩファレンࢹ ڧ

㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

⾜ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣイルの交換࢜ルࣕࢩファレンࢹ ڧ

㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ὀ㸸ࡣࠖڦࠕ㌴୧の点検・ᩚ備に当た࡚ࡗ必ࡎ実施すき㡯目 

 き㡯目るࡵ実施するようດ࡚ࡗ㌴୧の点検・ᩚ備に当たࡣࠖڧࠕ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約する㍺㓄㏦業ົの⥲௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす㍺㓄㏦業ົの௳ᩘの合

とするࠋ 
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㸰㸰－㸶 ᪑ᐈ㍺㏦（自動㌴） 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

᪑ᐈ㍺㏦ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձエネルギーの使用の実態及びエネルギーの使用の合理化にಀるྲྀ⤌効ᯝの

ᢕᥱが定期的に⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

ղ⎔ቃಖ全のたࡵの⤌み・య制がᩚ備࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճエコドライブを᥎㐍するたࡵの措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

մエネルギー効率を維持する等⎔ቃのಖ全のたࡵ㌴୧の点検・ᩚ備を実施ࡋ

࡚いることࠋ 

յ᪑ᐈ㍺㏦効率のྥ上のたࡵの措置ཪࡣ空㌴㉮⾜㊥㞳の削減のたࡵの措置が

ㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ն上グձにࡘい࡚ࡣ使用実態、ྲྀ⤌効ᯝのᩘ値が、上グղࡽյにࡘい࡚ࡣ

実施の状況が࢘エブࢧイトを始ࡵ⎔ቃሗ࿌᭩等によりබ⾲ࢀࡉ、ᐜ᫆に確

認できること、ཪࡣ➨୕⪅によりᐈほ的な❧場ࡽᑂᰝ࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձエネルギーの使用の合理化及び㠀化▼エネルギーへの転換等に関するἲᚊ

（�4年ἲᚊ➨4�ྕ）に基࡙ࠕࡃ᪑ᐈの㍺㏦にಀるエネルギーの使用の

合理化に関する᪑ᐈ㍺㏦業⪅のุ断の基準 （ࠖᖹᡂ18年⤒῭⏘業省・ᅜᅵ

交㏻省࿌♧➨㸴ྕ）及びࠕ᪑ᐈの㍺㏦にಀる電気の㟂要のᖹ準化に㈨する

措置に関する電気使用᪑ᐈ㍺㏦業⪅のᣦ㔪 （ࠖᖹᡂ2�年⤒῭⏘業省・ᅜᅵ

交㏻省࿌♧➨㸱ྕ）を㋃ま࠼、᪑ᐈ㍺㏦におけるエネルギーの使用の合理

化及び電気の㟂要のᖹ準化に㈨する措置の適切ࡘ᭷効な実施がᅗ࡚ࢀࡽ

いることࠋ 

ղ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴のᑟධ目ᶆを設定するととࡶに、ᑟධを᥎

㐍࡚ࡋいることࠋまた、ྍ能な限り電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴による

᪑ᐈ㓄㏦が実施࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճエコドライブを᥎㐍するたࡵの装置がྍ能な限りᑟධ࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ㐨㊰交㏻ሗ㏻ಙࢩス࣒ࢸ（9ICS）対応࢝ーࢤࣅࢼーࣙࢩンࢩスࡸ࣒ࢸ自

動ᩱ㔠収ཷࢩス࣒ࢸ（(7C）等、㧗度㐨㊰交㏻ࢩス࣒ࢸ（I7S）のᑟධにດ

 ࠋいること࡚ࡵ

յ業所、Ⴀ業所等におけるエネルギー使用実態のᢕᥱを⾜うととࡶに、当

該施設におけるエネルギー使用量の削減にດ࡚ࡵいることࠋ 

ն*PS�$90ࢩス࣒ࢸのᑟධによる効率的な㓄㌴にດ࡚ࡵいることࠋ 

備⪃）㸯 ࠕエコドライブࠖとࡣ、エコドライブᬑ及連⤡作ᡂࠕエコドライブ 1� のすすࡵ （ࠖ௧

㸰年㸯月）に基࡙ࡃ運転をいうࠋ 

（ཧ⪃）ձ自分の燃㈝をᢕᥱࡋようղࢃࢇࡩりアクࢭルࠗ㹣スタート࠘ճ㌴間㊥㞳にࡺと

りを࡚ࡗࡶ、ຍ㏿・減㏿のᑡない運転մ減㏿時ࡣ᪩ࡵにアクࢭルを㞳ࡑうյエアコンの使

用ࡣ適切にն࣒ダなアイドࣜングࡵࡸࡣようշを㑊け、వ⿱を࡚ࡗࡶฟⓎࡋようոタ

イࣖの空気圧ࡽ始ࡵる点検・ᩚ備չ不要なⲴ≀ࡣおࡑࢁうպ㉮⾜のጉࡆとなる駐㌴ࡸࡣ

 ようࡵ

㸰 ࠕ⎔ቃಖ全のたࡵの⤌み・య制のᩚ備ࠖとࡣ、⎔ቃに関するィ⏬・目ᶆを策定すると

とࡶに、当該ィ⏬等の実施య制を定ࡵ、⎔ቃಖ全にྥけたྲྀ⤌を᥎㐍することをいうࠋ 

㸱 ุ断の基準ճのࠕエコドライブを᥎㐍するたࡵの措置ࠖとࡣ、次の要௳を全࡚‶たすこ

とをいうࠋ 

ア㸬エコドライブにࡘい࡚運転⪅への࿘▱がな࡚ࢀࡉいることࠋ 
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イ㸬エコドライブにಀる管理㈐௵⪅の設置、ࣗࢽ࣐アルの作ᡂ（᪤Ꮡࣗࢽ࣐アルの活用を

 ࠋいること࡚ࡋ及びエコドライブの᥎㐍య制をᩚ備（ࠋࡴྵ

 ࠋいること࡚ࡋ㸬エコドライブにಀるᩍ⫱・◊ಟ等を実施࢘

エ㸬運⾜グ㘓を運転⪅ู・㌴✀ู等の適切な༢でᢕᥱࡋ、エネルギーの使用の管理を⾜

 ࠋいること࡚ࡗ

㸲 ุ断の基準մのࠕ㌴୧の点検・ᩚ備ࠖとࡣ、日常点検、定期点検の実施等㐨㊰運㏦㌴୧

ἲ等におい࡚つ定࡚ࢀࡉいる㡯を㑂Ᏺする、㌴୧のエネルギー効率を維持する等⎔

ቃのಖ全を目的に、ู⾲に♧ࡋた点検・ᩚ備㡯目にಀる自的な管理基準を定ࡵ、実施ࡋ

࡚いることをいうࠋ 

㸳 ุ断の基準յのࠕ᪑ᐈ㍺㏦効率のྥ上のたࡵの措置ࠖ及びࠕ空㌴㉮⾜㊥㞳の削減のたࡵ

の措置ࠖとࡣ、次の要௳を‶たすことをいうࠋ 

୍⯡㈚切᪑ᐈ自動㌴にࡣ࡚ࡗ࠶次の要௳ア及びイを‶たすことをいうࠋ 

ア㸬エネルギーの使用に関࡚ࡋ効率的な᪑ᐈ㍺㏦⤒㊰を๓に㑅ᢥࡋ、運転⪅に࿘▱࡚ࡋ

いることࠋ 

イ㸬㍺㏦ேᩘ、ᆅᇦの≉ᛶに応じた適正㌴✀の㑅ᢥを࡚ࡋいることࠋ 

୍⯡用᪑ᐈ自動㌴にࡣ࡚ࡗ࠶次の要௳࢘を‶たすことをいうࠋ 

運転⪅とのࡋの㏻ಙ・ሗ機器等を利用ࡣるい࠶、いること࡚ࡋ㸬㓄㌴に↓⥺をᑟධ࢘

連⤡がྲྀࢀるయ制を᭷࡚ࡋいることࠋ 

㸴 㓄៖㡯ղのࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱－㸯 

自動㌴ࠖを対象とするࠋ 

㸵 ࠕ⎔ቃሗ࿌᭩ࠖとࡣ、⎔ቃሗのᥦ౪のಁ㐍等による≉定業⪅等の⎔ቃに㓄៖ࡋた

業活動のಁ㐍に関するἲᚊ（ᖹᡂ 1� 年ἲᚊ �� ྕ）➨㸰᮲➨㸲㡯につ定する⎔ቃሗ࿌᭩を

いうࠋ 

ู ⾲ 

㌴୧のエネルギー効率の維持等⎔ቃのಖ全にಀる点検・ᩚ備㡯目 

࠙点検・ᩚ備の᥎㐍య制ࠚ 

࡚ࡋ残࡚ࡋグ㘓と、ࡋの⤖ᯝをᢕᥱࡑ、た実施ィ⏬に基࡙きࢀࡉ♧明、ࡣ点検・ᩚ備 ڧ

いることࠋ 

を⾜う⤌みをࡋ┤い࡚ぢࡘ内ᐜに⤌ྲྀࡸ点検・ᩚ備⤖ᯝに基࡙き、点検・ᩚ備య制 ڧ

᭷することࠋ 

࠙㌴୧の適切な点検・ᩚ備ࠚ 

┤、ࡣた時にࢀࡉる⌧象が確認࠶ᙳ㡪の࡚ࡋቃに対⎔、ࡋᢕᥱࡽ㌴୧の状態を日常 ڦ

 ࠋいること࡚ࡋに点検・ᩚ備を実施ࡕ

点、ࡣた場合にࢀࡉきたとุ断࡚ࡋ目どにより㯮↮がቑຍ、ࡣ࡚ࡗ࠶ル㌴にࢮィーࢹ ڦ

検・ᩚ備を実施࡚ࡋいることࠋ 

ーエアコンの効きල合等により、エア࢝、ࡵフࣟン類の気୰へのᨺฟをᢚ制するた ڦ

コンガスが減࡚ࡗいる（₃࡚ࢀいる）とุ断ࢀࡉた場合に࢝、ࡣーエアコンの点検・

ᩚ備を実施࡚ࡋいることࠋ 
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࠙自的な管理基準による点検・ᩚ備ࠚ 

（エア・クࣜーࢼ・エレ࣓ント関連） 

、ࡣ࡚ࡗエレ࣓ントの清掃・交換に当た・ࢼエア・クࣜー、ࡣ࡚ࡗ࠶ル㌴にࢮィーࢹ ڦ

࣓ー࢝ーの࣓ンࢼࢸンスࣀート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管

理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

（エンジン࢜イル関連） 

ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗイルの交換に当た࢜エンジン ڦ

⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ート等をཧࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗイルフィルタの交換に当た࢜エンジン ڦ

⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

（燃ᩱ装置関連） 

ー࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗ交換に当たࡸーバーホール࢜燃ᩱ装置の、ࡣ࡚ࡗ࠶ル㌴にࢮィーࢹ ڧ

の࣓ンࢼࢸンスࣀート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を

設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

（排ฟガス減ᑡ装置関連）

、ࡣ࡚ࡗ排ฟガス減ᑡ装置（'P)、㓟化ゐ፹）の点検に当た、ࡣ࡚ࡗ࠶ル㌴にࢮィーࢹ ڦ

࣓ー࢝ーの࣓ンࢼࢸンスࣀート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管

理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

（のࡑ）

ڦ タイࣖの空気圧の点検・調ᩚࡣ、࣓ー࢝ーの࣓ンࢼࢸンスࣀート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥

㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、空気圧の 定に基࡙き実施࡚ࡋい

ることࠋ

⪄ート等をཧࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣの点検ࢀイルの₃࢜ンࣙࢩッ࣑トランス ڧ

に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣイルの交換࢜ンࣙࢩッ࣑トランス ڧ

⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

、ート等をཧ⪃にࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣの点検ࢀイルの₃࢜ルࣕࢩファレンࢹ ڧ

㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

⾜ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣイルの交換࢜ルࣕࢩファレンࢹ ڧ

㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ὀ㸸ࡣࠖڦࠕ㌴୧の点検・ᩚ備に当た࡚ࡗ必ࡎ実施すき㡯目 

 き㡯目るࡵ実施するようດ࡚ࡗ㌴୧の点検・ᩚ備に当たࡣࠖڧࠕ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約する᪑ᐈ㍺㏦業ົの⥲ዎ約௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす業ົのዎ約௳ᩘの

合とするࠋ 
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㸰㸰－㸷 小業ົ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

ᗇ⯋等にお

い࡚Ⴀ業を

⾜う小業

ົ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

⯒Ⴀ業を⾜う小業ົのᗑ࡚ࡗᆅ内におい࡚ጤクዎ約等によᩜࡣᗇ⯋ཪۑ

にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ձᐜ器ໟ装の過剰な使用をᢚ制するたࡵの⊂自のྲྀ⤌が⾜࡚ࢀࢃいるこ

とࠋ 

ղ消㈝⪅の࣡ン࢙࢘イ〇ရ及びᐜ器ໟ装のᗫᲠ≀の排ฟのᢚ制をಁ㐍す

るたࡵの⊂自のྲྀ⤌が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

ճ㣗ရをྲྀりᢅう場合ࡣ、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬㣗ရᗫᲠ≀のⓎ⏕量のᢕᥱ୪びにⓎ⏕ᢚ制及び⏕利用等のたࡵの

ィ⏬の策定、目ᶆの設定が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

イ㸬㣗ရᗫᲠ≀のⓎ⏕ᢚ制のたࡵ、消㈝⪅に対するびけ、ၨⓎ等が

 ࠋいること࡚ࢀࢃ⾜

のཎ材ᩱの持⥆ྍ能な⏕⏘・消㈝を確ಖすࡑ、㸬㣗ရの調㐩におい࡚࢘

るたࡵ、持⥆ྍ能ᛶに関する調㐩方㔪等がබ⾲࡚ࢀࡉいることࠋ 

エ㸬㣗ရᗫᲠ≀等のⓎ⏕ᢚ制の目ᶆ値が設定࡚ࢀࡉいる業✀に該当する

場合ࡣ、㣗ရᗫᲠ≀等の༢当たりⓎ⏕量がこの目ᶆ値以下で࠶るこ

とࠋ 

る基準ࡵ㸬㣗ရᚠ⎔㈨※の⏕利用等の実施率が、ุ断基準省௧で定࢜

実施率を㐩ᡂ࡚ࡋいることཪࡣ目ᶆ年に目ᶆ値を㐩ᡂするィ⏬を策

定することࠋ 

մᗑ⯒におい࡚ྲྀりᢅうၟရのᐜ器ໟ装のうࡕ、使用を๓ᥦとするࡶの

にࡘい࡚ࡣ、当該ᗑ⯒におい࡚㏉却・回収がྍ能で࠶ることࠋ 

յ࣡ン࢙࢘イのプラスࢳック〇の㈙≀⿄（以下ࠕレジ⿄ࠖというࠋ）をᥦ

౪する場合ࡣ、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬バイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶ

のが 2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬びཌࡉが ���2PP 以下で࠶ることࠋ 

ࠋいること࡚ࢀࡉのᕤኵがなࡵるなど、⏕利用のた࠶㸬⣲材が༢୍で࢘

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձᗑ⯒におい࡚ྲྀりᢅうၟရにࡘい࡚ࡣ、⡆᫆ໟ装等によりᐜ器ໟ装の使用

量を削減ࡋたࡶので࠶ることࠋ 

ղᗑ⯒におい࡚㣧ᩱをሸ࡚ࡋᥦ౪する場合࣐、ࡣイ࢝ップ・࣐イボトルに

対応ྍ能で࠶ることࠋ 

ճレジ⿄をᥦ౪する場合ࡣ、バイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減

効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのの㓄合率がྍ能な限り㧗いࡶので࠶ることࠋ 

մ㣗ရをྲྀりᢅう場合ࡣ、㣗ရᗫᲠ≀等を⏕利用等࡚ࡋ〇㐀ࢀࡉた㣫ᩱ・

⫧ᩱ等を用い࡚⏕⏘ࢀࡉた㣗ရをඃඛ的にྲྀりᢅうことࠋ 

յ㣗ရࣟスの削減のたࡵに⣡ရ期限を⦆する等、フード࢙ࢳーン全యの⎔

ቃ㈇Ⲵのప減に㈨するྲྀ⤌に༠力࡚ࡋいることࠋ 

նプラスࢳック〇のごみ⿄を使用する場合ࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪ࠕ㸰㸱㸬ごみ⿄等ࠖ

におけるࠕプラスࢳック〇ごみ⿄ にࠖಀるุ断の基準を‶たす≀ရが使用

 ࠋいること࡚ࢀࡉ

備⪃）㸯 ุ断の基準ձのࠕ⊂自のྲྀ⤌ࠖとࡣ、ⷧ⫗化ཪࡣ㍍量化ࢀࡉたᐜ器ໟ装を使用すること、

ၟရに応じ࡚適正なᑍἲのᐜ器ໟ装を使用することࡑのの小業⪅自ࡽがᐜ器ໟ装ᗫᲠ

≀の排ฟのᢚ制をಁ㐍するたࡵにྲྀり⤌ࡴ措置をいうࠋ 
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㸰 ุ断の基準ղのࠕ⊂自のྲྀ⤌ࠖとࡣ、ၟရの㈍に際࡚ࡋ消㈝⪅に㈙≀⿄等を᭷ൾでᥦ

౪すること、消㈝⪅が࣡ン࢙࢘イのプラスࢳック〇の㈙≀⿄等を使用ࡋないようにㄏᅉす

るたࡵの手ẁと࡚ࡋᬒရ等をᥦ౪すること、自ࡽ㈙≀⿄等を持ཧࡋない消㈝⪅に対ࡋ⧞り

㏉ࡋ使用がྍ能な㈙≀⿄等をᥦ౪すること、࣡ン࢙࢘イの⠂、フ࢛ーク、スプーン、スト

ࣟー等ࡸᐜ器ໟ装の使用に関するពᛮを消㈝⪅に確認することࡑのの消㈝⪅によるᐜ器

ໟ装ᗫᲠ≀の排ฟのᢚ制をಁ㐍するたࡵにྲྀり⤌ࡴ措置をいうࠋ 

㸱 ุ断の基準ճ及び㓄៖㡯մのࠕ⏕利用等ࠖとࡣ、㣗ရࣜࢧイクルἲに基࡙ࡃ⏕利

用等のことをいうࠋ 

㸲 ุ断の基準ճのࠕⓎ⏕ᢚ制ࠖとࡣ、ุ断基準省௧に基࡙ࡃ㣗ရᗫᲠ≀等のⓎ⏕のᢚ制の

ことをいうࠋ 

㸳 ุ断の基準ճ࢘のࠕ持⥆ྍ能ᛶに関する調㐩方㔪等ࠖとࡣ、業⪅が⎔ቃ、♫、⤒῭

活動等の方ྥᛶを♧ࡋた方㔪等に、持⥆ྍ能な調㐩に関するグ㏙がྵまࢀたࡶのをいうࠋ

なお、ࠕ持⥆ྍ能な調㐩ࠖとࡣ、持⥆ྍ能ᛶに関する方㔪を明♧࡚ࡋいる⏕⏘⪅・流㏻業⪅

 ࠋの調㐩など持⥆ྍ能な⏕⏘・消㈝に㈨する調㐩をいうࡽ

㸴 ุ断の基準ճエにࡘい࡚ࡣ、㣗ရࣜࢧイクルἲに基࡙ࡃ㣗ရᗫᲠ≀等ከ量Ⓨ⏕業⪅に

該当ࡋない場合におい࡚、㣗ရᗫᲠ≀等の༢当たりのⓎ⏕量が目ᶆ値以下で࠶ることཪ

のとࡶいる࡚ࡋいることで、適合࡚ࡋの自的なィ⏬を策定ࡵ当該目ᶆ値を㐩ᡂするたࡣ

みなすࠋ 

㸵 ุ断の基準մࡣ、当該ᗑ⯒におい࡚ࣜࣘースびࢇを使用ࡋた㣧ᩱ等を㈍࡚ࡋいる場合

に、㈍ࡋた〇ရのᐜ器ໟ装を㏉却・回収がྍ能なように回収⟽の設置等を⾜うことをい

うࠋ 

㸶 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐

㸷 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいい、᳜≀をཎᩱとするポࣜエࢳレ

ン等が該当するࠋ 

㸯㸮 ุ断の基準յア及び㓄៖㡯ճのࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖの㔜量ࡣ、当該プラス

スプ࣐࢜るバイࡵック㔜量に༨ࢳーྵ᭷率（プラス࣐ベース合ᡂポࣜ࢜ック㔜量にバイࢳ

ラスࢳックにྵまࢀるバイ࣐࢜ス⏤᮶ཎᩱ分の㔜量の合）をじたࡶのとするࠋ 

㸯㸯 ุ断の基準յイのࠕびཌࠖࡉの基準にࡘい࡚ࡣ、に㣧㣗ᩱရࡸ日用㞧㈌等を㈍

する小ᗑでᥦ౪する୍⯡的なレジ⿄に適用するࡶのとするࠋまた、当該基準のヨ㦂方ἲ、

チᐜ範囲等ࡣ、JIS = 1��2 に準ࡎるࡶのとࡋ、ᖹᆒཌࡉのチᐜࢀࡉるㄗᕪࡣ、びཌࡉの

－����1PP 㸩����2PPࡽ の範囲とするࠋ 

㸯㸰 ุ断の基準յࡣ࢘、╔Ⰽ・⿵ᙉ・帯電㜵止ࡑの、プラスࢳックの機能変化を目的

とࡋた≀質のῧຍをጉࡆないࠋ 

㸯㸱 ุ断の基準յアのバイ࣐࢜スプラスࢳックの㓄合率にಀる基準にࡘい࡚ࠕ、ࡣプラスࢳ

ック〇㈙≀⿄の᭷ᩱ化の࠶り方にࡘい࡚ （ࠖ௧ඖ年 12 月 2� 日）に基࡙き、ุ断の基準を

‶たす〇ရのᕷ場動ྥを຺ࡘࡘࡋ検ウを実施ࡋ、適切に引き上ࡆるࡶのとするࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約するᗇ⯋等におい࡚Ⴀ業を⾜う小業ົの⥲௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす

ᗇ⯋等におい࡚Ⴀ業を⾜う小業ົの௳ᩘの合とするࠋ 
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㸰㸰－㸯㸮 クࣜーࢽング 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

クࣜーࢽング ุ࠙断の基準ࠚ 

ձドレンの回収及び利用により、省エネルギー及び水㈨※節約等の

⎔ቃ㈇Ⲵప減がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ղエコドライブを᥎㐍するたࡵの措置がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ճࣁンガーの回収及び使用等の⤌みがᵓ⠏࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ⿄・ໟ装材の削減のたࡵの⊂自のྲྀ⤌がㅮじ࡚ࢀࡽいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձⓎᛶ᭷機化合≀のⓎ⏕ᢚ制に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղランドࣜー用水ࡸ洗の適正使用にດ࡚ࡵいることࠋ 

ճ業所、Ⴀ業所等におけるエネルギー使用実態のᢕᥱを⾜うととࡶ

に、当該施設におけるエネルギー使用量の削減にດ࡚ࡵいることࠋ 

մྍ能な限り電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴による集㓄等が実施ࢀࡉ

࡚いることࠋ 

յプラスࢳック〇のࣁンガーにࡣ࡚ࡗ࠶、⏕プラスࢳック㓄合率が

ྍ能な限り㧗いことࠋ 

նໟ装用のプラスࢳック〇の⾰類࢝バーにࡣ࡚ࡗ࠶、ཌみをⷧࡃする

等ྍ能な限り減量化がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

շプラスࢳック〇の⿄をᥦ౪する場合ࡣ、バイ࣐࢜スプラスࢳックで

ックがࢳ⏕プラスࡣのཪࡶたࢀࡉቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認⎔࡚ࡗ࠶

使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ո省エネルギーᆺのクࣜーࢽング設備・機械・空調設備等のᑟධがᅗ

 ࠋいること࡚ࢀࡽ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕクࣜーࢽングࠖࡣ、クࣜーࢽング業ἲ（ 2� 年ἲᚊ

➨ 2�� ྕ）に定ࡵるクࣜーࢽング業をいうࠋたࡋࡔ、ẟᕸ、ࡩとࢇ、ࣔップ等、のရ目

と࡚ࣜࡋース・レンタルዎ約により調㐩する場合、調㐩ඛ業⪅が⾜う当該〇ရのクࣜー

 ࠋないࡋ適用ࡣᮏ㡯のุ断の基準ࡣングにࢽ

㸰 ࠕドレンࠖとࡣ、蒸Ⓨ࡚ࡋできた蒸気（㣬蒸気）がᨺ熱ࡸ熱の利用によりจ縮水へ状

態変化ࡋたࡶのをいうࠋ 

㸱 ࠕエコドライブࠖとࡣ、エコドライブᬑ及連⤡作ᡂࠕエコドライブ 1� のすすࡵ （ࠖ௧

㸰年㸯月）に基࡙ࡃ運転をいうࠋ 

（ཧ⪃）ձ自分の燃㈝をᢕᥱࡋようղࢃࢇࡩりアクࢭルࠗ㹣スタート࠘ճ㌴間㊥㞳にࡺと

りを࡚ࡗࡶ、ຍ㏿・減㏿のᑡない運転մ減㏿時ࡣ᪩ࡵにアクࢭルを㞳ࡑうյエアコンの使

用ࡣ適切にն࣒ダなアイドࣜングࡵࡸࡣようշを㑊け、వ⿱を࡚ࡗࡶฟⓎࡋようոタ

イࣖの空気圧ࡽ始ࡵる点検・ᩚ備չ不要なⲴ≀ࡣおࡑࢁうպ㉮⾜のጉࡆとなる駐㌴ࡸࡣ

 ようࡵ

㸲 ุ断の基準ղのࠕエコドライブを᥎㐍するたࡵの措置ࠖとࡣ、次の要௳を‶たすことを

いうࠋ 

ア㸬エコドライブにࡘい࡚運転⪅への࿘▱がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬エコドライブにಀる㈐௵⪅の設置、ࣗࢽ࣐アルの作ᡂ（᪤Ꮡࣗࢽ࣐アルの活用をྵࠋࡴ）

等のྲྀ⤌を実施࡚ࡋいることࠋ 

エネルギーの使用、ࡋ㸬エネルギー使用実態を運転⪅ู・㌴✀ู等の適切な༢でᢕᥱ࢘

の管理を⾜うことࠋなお、ࡑの際ࡣ、㌴୧の運⾜グ㘓を用いることがᮃまࡋいࠋ 

㸳 ุ断の基準ճのࣁࠕンガーの回収及び使用等の⤌みがᵓ⠏࡚ࢀࡉいることࠖとࡣ、
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次の要௳を‶たすことをいうࠋ 

ア㸬回収が適切に⾜ࢀࢃるよう、ࣘーࢨに対ࡋ回収に関するሗ（回収方ἲ、回収窓ཱྀ等）

が⾲♧ཪࡣᥦ౪࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬回収ࢀࡉたࣁンガーを洗浄ࡋ、使用することࠋ 

能ྍࡣ࡚ࡗ࠶い࡚、使用できない場合にࡘンガーにࣁック〇のࢳたプラスࢀࡉ㸬回収࢘

な限りࣜࢸ࣐アルࣜࢧイクルをすることࠋ 

㸴 ࠕ⿄・ໟ装材ࠖとࡣ、持ࡕᖐりのたࡵにクࣜーࢽングရなどをධࢀるたࡵの⿄、クࣜー

 ࠋの⿄等をいうࡵたࡄなどが╔することを㜵ࢀこり、ởングရにࢽ

㸵 ุ断の基準մのࠕ⊂自のྲྀ⤌ࠖとࢧ、ࡣーࣅスのᥦ౪に当た࡚ࡗ、エコバック等の利用

を᥎ዡすること、持ࡕᖐり⿄等の使用に関するពᛮを確認すること、ࣘーࢨに対ࡋ持ࡕᖐ

り⿄等を᭷ൾでᥦ౪すること、ࡑのࣘーࢨによる持ࡕᖐり用の⿄・ໟ装材の削減をಁ㐍

するたࡵにྲྀり⤌ࡴ措置をいうࠋ 

㸶 ࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱－㸯 自動㌴ࠖを

対象とするࠋ 

㸷 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用す

るプラスࢳックをいうࠋ 

㸯㸮 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸯 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡋ

不Ⰻရࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣࡃ

を⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除

 ࠋ（ࠋࡃ

㸯㸰 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、クࣜーࢽングရのཷけྲྀりに当たࡣ࡚ࡗエコバックを利用する

など、⿄・ໟ装材の削減にྲྀり⤌ࡴことࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約するクࣜーࢽング業ົの⥲ዎ約௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす業ົのዎ約௳

ᩘの合とするࠋ 
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㸰㸰－㸯㸯 自動㈍機設置 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

㣧ᩱ自動㈍機設

置 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ⨁・ボトル㣧ᩱ自動㈍機にࡣ࡚ࡗ࠶、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬エネルギー消㈝効率が1���N:K以下で࠶ることࠋ 

イ㸬エネルギー消㈝効率㐩ᡂ率が12�㸣以上で࠶ることࠋ 

ղ⣬ᐜ器㣧ᩱ自動㈍機及び࢝ップ式㣧ᩱ自動㈍機にࡣ࡚ࡗ࠶、⾲

㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの⟬定式を用い࡚⟬ฟࡋた基準エネルギー消

㈝効率を上回ࡽないことࠋ 

ճ自動㈍機ᮏయの冷፹及び断熱材ⓎἻにフࣟン類が使用࡚ࢀࡉい

ないことࠋ 

մ自動㈍機ᮏయࡣ⾲㸰にᥖࡆるホ౯基準に♧ࢀࡉた⎔ቃ㓄៖設ィが

な࡚ࢀࡉいることࠋまた、⎔ቃ㓄៖設ィの実施状況にࡘい࡚ࡑ、ࡣ

の内ᐜが࢘エブࢧイト等によりබ⾲ࢀࡉ、ᐜ᫆に確認できることࠋ 

յ自動㈍機の照明にࡣ/('が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ն自動㈍機ᮏయに使用࡚ࢀࡉいる≉定の化Ꮫ≀質がྵ᭷率基準値を

㉸࠼ないことࠋまた、当該化Ꮫ≀質のྵ᭷ሗが࢘エブࢧイト等で

ᐜ᫆に確認できることࠋ 

շᒇ内に設置ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ኪ間࿘囲に照明機器がなࡃ、ၟ

ရの㑅ᢥ・㉎ධに支障をきたす場合を除き、照明が常時消灯࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

ո㣧ᩱᐜ器の回収⟽を設置するととࡶに、ᐜ器の分ู回収及びࣜࢧイ

クルを実施することࠋ 

չ使用῭自動㈍機の回収ࣜࢧイクルࢩス࣒ࢸが࠶り、ࣜࢧイクルࡉ

 ࠋること࠶が࣒ࢸスࢩるࢀࡉ適正ฎ理ࡣい࡚ࡘない部分にࢀ

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ自動㈍機ᮏయの年間消㈝電力量及びエネルギー消㈝効率基準㐩ᡂ

率୪びに冷፹（✀類、ᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘ及びᑒධ量）が自動㈍機ᮏ

యのぢࡸすい⟠所に⾲♧ࢀࡉるととࡶに、࢘エブࢧイトにおい࡚බ

 ࠋいること࡚ࢀࡉ⾲

ղᒇ外に設置ࢀࡉる場合にࡣ࡚ࡗ࠶、自動㈍機ᮏయに日光が┤᥋当

たࡽないよう㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ࢝ップ式㣧ᩱ自動㈍機に࣐、ࡣ࡚ࡗ࠶イ࢝ップに対応ྍ能で࠶る

ことࠋ 

մ┿空断熱材等の熱伝ᑟ率のపい断熱材が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

յ自動㈍機の設置・回収、㈍ရの⿵、ᐜ器の回収等に当た࡚ࡗ

電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴を使用する、㓄㏦効率のྥ上のたࡵ

のྲྀ⤌を実施する等≀流にకう⎔ቃ㈇Ⲵのప減がᅗ࡚ࢀࡽいるこ

とࠋ 

ն㣧ᩱᐜ器の回収に当た࡚ࡗプラスࢳック〇のごみ⿄を使用する場合

ック〇ごみࢳプラスࠕ㸰㸱㸬ごみ⿄等ࠖにおけるࠕᮏ基ᮏ方㔪、ࡣ

⿄ࠖにಀるุ断の基準を‶たす≀ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

շ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

ոໟ装材等の回収及び使用ཪࡣ⏕利用のたࡵのࢩス࣒ࢸが࠶るこ

とࠋ 
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備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象となるࠕ㣧ᩱ自動㈍機設置ࠖࡣ、⨁・ボトル㣧ᩱ自動㈍機、

⣬ᐜ器㣧ᩱ自動㈍機及び࢝ップ式㣧ᩱ自動㈍機を設置する場合をいうࠋたࡋࡔ、次の

いࢀࡎに該当するࡶのを設置する場合ࡣ、こࢀにྵまࢀないࡶのとするࠋ 

ձၟရを常温ཪࡣ常温に㏆い温度のみでಖᏑする収ᐜスペースをࡶࡘࡶの 

ղྎの上に㍕࡚ࡏ使用する小ᆺの༟上ᆺのࡶの 

ճ㌴୧等≉定の場所で使用することを目的とするࡶの 

մ電Ꮚ冷却（ペル࢙ࢳ冷却等）により、㣧ᩱ（ཎᩱ）を冷却࡚ࡋいるࡶの 

㸰 ᮏ㡯のุ断の基準ࡣ、設置にಀるዎ約等の期間୰ཪࡣዎ約更᪂等の場合で機器のධ᭰࠼

がⓎ⏕ࡋない場合にࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸱 ࠕエネルギー消㈝効率基準㐩ᡂ率ࠖとࡣ、⾲㸯に♧ࢀࡉた༊分ごとの⟬定式を用い࡚⟬

ฟࡋた当該機器の基準エネルギー消㈝効率をエネルギー消㈝効率で除ࡋたᩘ値をⓒ分率

（小ᩘ点以下を切りᤞ࡚）で⾲ࡋたࡶのとするࠋ 

㸲 ุ断の基準ձ及びղにࡘい࡚ࡣ、⅏ᐖ対応自動㈍機、ࣘࢽバーࢧルࢨࢹイン自動㈍

機及び♫㈉⊩ᆺ自動㈍機のうࡕ、当該機能を᭷することにより、消㈝電力量のቑຍす

るࡶのにࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸳 ࠕフࣟン類ࠖとࡣ、フࣟン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するἲᚊ（ᖹᡂ 13 年

ἲᚊ➨ �4 ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯に定ࡵる≀質をいうุࠋ 断の基準ճにおい࡚使用できる冷፹ࡣ、

二㓟化Ⅳ⣲、Ⅳ化水⣲及びࣁイドࣟフル࢜ࣟ࢜レフィン（+)O1234\I）等ࠋ 

㸴 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度に

対する比で♧ࡋたᩘ値をいうࠋ 

㸵 ุ断の基準նにࡘい࡚ࡣ、ࣜࣘース部ရにࡣ適用ࡋないࡶのとするࠋ 

㸶 ࠕ≉定の化Ꮫ≀質ࠖとࡣ、㖄及びࡑの化合≀、水㖟及びࡑの化合≀、࢝ド࣒࣑࢘及びࡑ

の化合≀、භ౯ク࣒ࣟ化合≀、ポࣜブࣟࣔࣅフࢽ࢙ル୪びにポࣜブࣟࣔジフࢽ࢙ルエーࢸ

ルをいうࠋ 

㸷 ≉定の化Ꮫ≀質のྵ᭷率基準値ࡣ、JIS C ����（電気・電Ꮚ機器の≉定の化Ꮫ≀質のྵ

᭷⾲♧方ἲ）の㝃ᒓ᭩㸿の⾲ $�1（≉定の化Ꮫ≀質、化Ꮫ≀質グྕ、⟬ฟ対象≀質及びྵ᭷

率基準値）に定ࡵる基準値とࡋ、基準値を㉸࠼るྵ᭷がチᐜࢀࡉる㡯目にࡘい࡚ࡣ、上グ

JIS の㝃ᒓ᭩㹀に準ࡎるࡶのとするࠋなお、ࡑのᒓရ等のᢅいにࡘい࡚ࡣ JIS C ����

に準ࡎるࡶのとするࠋ 

㸯㸮 ุ断の基準ոにࡘい࡚ࡣ、設置する自動㈍機のᩘ及び場所୪びに㣧ᩱの㈍量等を

຺ࡋ、回収に支障がないよう適切に設置することࠋ 

㸯㸯 㓄៖㡯յのࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱－

㸯 自動㌴ࠖを対象とするࠋ 

㸯㸰 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬利用ேᩘ、㈍量等を༑分຺ࡋ、必要なྎᩘ、適切なきࡉの自動㈍機を設置す

ることࠋ 

イ㸬設置場所（ᒇ内・ᒇ外、日ྥ・日㝜等）によ࡚ࡗ、エネルギー消㈝等の⎔ቃ㈇Ⲵが␗

なることࡽ、ྍ能な限り⎔ቃ㈇Ⲵのపい場所に設置するよう検ウすることࠋ 

設置場所及び࿘㎶の清掃・⾨⏕面、ࡣ࡚ࡗップ対応ᆺ自動㈍機の設置に当た࢝イ࣐㸬࢘

の確認を⾜い、㉎ධ⪅へのὀពႏ起を実施するととࡶに、⾨⏕面におけるၥ㢟が⏕じ

た場合の㈐௵の所在の明確化をᅗることࠋ 
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⾲㸯 㣧ᩱ自動㈍機にಀる基準エネルギー消㈝効率⟬定式 

༊   分 
基準エネルギー 

消㈝効率の⟬定式 
㈍  す る 

㣧ᩱの✀類 
自 動 ㈍  機 の ✀ 類 

⨁・ボトル㣧ᩱ 

コールドᑓ用機ཪࡣホット࢜アコールド機 ( ��2189�4�1 

ホットアンドコールド機（庫内ዟ⾜ᑍἲが 4��PP ᮍ‶

のࡶの） 
( ����89D�414 

ホットアンドコール

ド機（庫内ዟ⾜ᑍἲが

4��PP 以上のࡶの） 

電Ꮚ࣐ネー対応装置のないࡶ

の 
( ��4829D�3�� 

電Ꮚ࣐ネー対応装置の࠶るࡶ

の 
( ��4829D���� 

⣬ ᐜ 器 㣧 ᩱ 

$ タイプ（ࢧンプルを

使用ࡋ、ၟ ရ㈍を⾜

うࡶの） 

コールドᑓ用機 ( ���489�3�3 

ホットアンドコールド機（庫内

が 2 室のࡶの） 
( ��3��9E���4 

ホットアンドコールド機（庫内

が 3 室のࡶの） 
( ���3�9E�14�4 

B タイプ（ၟရࡑのࡶ

のをど認ࡋ、ၟ ရ㈍

を⾜うࡶの） 

コールドᑓ用機 ( ��4��9���� 

ホットアンドコールド機 ( ��4�19E�12�1 

 － ップ式㣧ᩱ࢝
( 1�2�>7ӌ1���@ 

( ��2�37��8�>7!1���@ 

備⪃） 㸯 ࠕコールドᑓ用機ࠖとࡣ、ၟရを冷ⶶ࡚ࡋ㈍するたࡵのࡶのをいうࠋ 

㸰 ࠕホット࢜アコールド機ࠖとࡣ、ၟရを冷ⶶཪࡣ温ⶶど୍ࡽࡕ方に࡚ࡋ㈍するたࡵ

のࡶのをいうࠋ 

㸱 ࠕホットアンドコールド機ࠖとࡣ、自動㈍機の内部が切ቨで切ࢀࡽ、ၟရを冷ⶶ

ཪࡣ温ⶶ࡚ࡋ㈍するたࡵのࡶのをいうࠋ 

㸲 (�9�9D�9E 及び 7  ࠋのとするࡶ次のᩘ値を⾲す、ࡣ

( 㸸基準エネルギー消㈝効率（༢㸸N:K�年） 

9 㸸実庫内ᐜ✚（ၟရを㈓ⶶする庫室の内ᑍἲࡽ⟬ฟࡋたᩘ値をいうࠋ）（༢㸸/） 

9D㸸調ᩚ庫内ᐜ✚（温ⶶ室の実庫内ᐜ✚に 4� をじ࡚ 11 で除ࡋたᩘ値に冷ⶶ室の実庫

内ᐜ✚をຍ࠼たᩘ値をいうࠋ）（༢㸸/） 

9E㸸調ᩚ庫内ᐜ✚（温ⶶ室の実庫内ᐜ✚に 4� をじ࡚ 1� で除ࡋたᩘ値に冷ⶶ室の実庫

内ᐜ✚をຍ࠼たᩘ値をいうࠋ）（༢㸸/） 

7 㸸調ᩚ熱ᐜ量（湯タンクᐜ量に 8� をじたᩘ値、冷水ᵴᐜ量に 1� をじたᩘ値及び

㈓ị量に �� をじ࡚ ���1� で除ࡋたᩘ値の⥲に 4�1� をじたᩘ値）（༢㸸NJ） 

㸳 エネルギー消㈝効率の⟬定ἲにࡘい࡚ࠕ、ࡣ自動㈍機のエネルギー消㈝ᛶ能のྥ上に

関するエネルギー消㈝機器等〇㐀業⪅等のุ断の基準等 （ࠖᖹᡂ 1� 年⤒῭⏘業省࿌♧➨

28� ྕ）のࠕ㸱 エネルギー消㈝効率の 定方ἲ �2�ࠖによるࠋ 
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⾲㸰 㣧ᩱ自動㈍機にಀる⎔ቃ㓄៖設ィ㡯目 

目 的 ホ ౯ 㡯 目 ホ ౯ 基 準 

ース（省㈨※化）ࣗࢹࣜ

使用㈨※の削減 〇ရの質量を削減ᢚ制࡚ࡋいることࠋ 

⏕材の使用 ⏕材の使用をಁ㐍࡚ࡋいることࠋ 

〇ရの㛗ᑑ化 

ࣜ、ーバーホール࢜ ࡋーアルへの㓄៖をࣗࢽ

࡚いることࠋ 

〇ရの分ゎ・⤌❧ᛶへの㓄៖・ᨵၿを࡚ࡋい

ることࠋ 

ಟ理・ಖᏲᛶへの㓄៖を࡚ࡋいることࠋ 

消㈝電力量の削減 

〇ရの消㈝電力量のᢚ制がᅗ࡚ࢀࡽいるこ

とࠋ設置᮲௳、設定᮲௳の適正化等の運用支

を⾜࡚ࡗいることࠋ 

ࣜࣘース（使用化） 

ࣜࣘース部ရの㑅定 
ࣜࣘース部ရにࡘい࡚設ィẁ㝵ࡽ㑅定ࡋ、

ඹ㏻化・ᶆ準化に㓄៖࡚ࡋいることࠋ 

〇ရでの㓄៖ 
ࣜࣘース対象部ရの分ゎ・⤌❧ᛶに㓄៖࡚ࡋ

いることࠋ 

部ရのࣜࣘース設ィ 
ࣜࣘース対象部ရへの⾲♧、清掃・洗浄、

ᑑุ定のᐜ᫆ᛶに㓄៖࡚ࡋいることࠋ 

イクル（㈨※化）ࢧࣜ

材ᩱ 

ࠋいること࡚ࡋイクルྍ能な材ᩱを㑅ᢥࢧࣜ

プラスࢳックの✀類の⤫୍化及び材ᩱ⾲♧

を⾜࡚ࡗいることࠋ 

࡚ࡗイクルᅔ㞴な部材の使用削減をᅗࢧࣜ

いることࠋ 

分ゎᐜ᫆ᛶ 
๓分ู対象部ရの分ゎᐜ᫆ᛶに㓄៖࡚ࡋ

いることࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のዎ約ཪࡣ使用チྍにより調㐩する㣧ᩱ自動㈍機設置の⥲設置ྎᩘに༨ࡵる

基準を‶たす設置ྎᩘの合とするࠋ 
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㸰㸰－㸯㸰 引㉺㍺㏦ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

引㉺㍺㏦ ุ࠙断の基準ࠚ 

ձᲕໟ及び㣴⏕に使用する≀ရが≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、ุ 断の基

準を‶た࡚ࡋいる≀ရが使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ղ利用ྍ能なᲕໟ用㈨材及び㣴⏕用㈨材が使用࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճ引㉺⤊ᚋにᲕໟ用㈨材の回収が実施࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ自動㌴による㍺㏦をకう場合にࡣ、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬エネルギーの使用の実態及びエネルギーの使用の合理化にಀるྲྀ⤌効

ᯝのᢕᥱが定期的に⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

イ㸬⎔ቃಖ全のたࡵの⤌み・య制がᩚ備࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋいること࡚ࢀࡽの措置がㅮじࡵ㸬エコドライブを᥎㐍するた࢘

エ㸬気ởᰁ≀質の排ฟ削減、エネルギー効率を維持する等の⎔ቃのಖ全

のほ点ࡽ㌴୧の点検・ᩚ備が実施࡚ࢀࡉいることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ⎔ቃ㈇Ⲵప減に㈨する引㉺㍺㏦の方ἲの適切なᥦが⾜ࢀࢃるࡶので࠶

ることࠋ 

ղᲕໟ用㈨材及び㣴⏕用㈨材にࡘい࡚、୍ ᣓᲕໟࡸ㈨材の使用削減をᅗるな

どの省㈨※化に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ճᲕໟ用㈨材及び㣴⏕用㈨材にࡣ、⏕材ᩱཪࡣ、バイ࣐࢜スプラスࢳック

で࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのが使用࡚ࢀࡉいることࠋま

た、⏕利用のᐜ᫆ࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ自動㌴による㍺㏦をకう場合にࡣ、次の㡯に㓄៖࡚ࢀࡉいることࠋ 

ア㸬エネルギーの使用の合理化及び㠀化▼エネルギーへの転換等に関する

ἲᚊ（�4年ἲᚊ➨4�ྕ）に基࡙ࠕࡃ㈌≀の㍺㏦にಀるエネルギーの

使用の合理化に関する㈌≀㍺㏦業⪅のุ断の基準 （ࠖᖹᡂ18年⤒῭⏘

業省・ᅜᅵ交㏻省࿌♧➨㸵ྕ）及びࠕ㈌≀の㍺㏦にಀる電気の㟂要のᖹ

準化に㈨する措置に関する電気使用㈌≀㍺㏦業⪅のᣦ㔪 （ࠖᖹᡂ2�年

⤒῭⏘業省・ᅜᅵ交㏻省࿌♧➨㸰ྕ）を㋃ま࠼、㍺㏦におけるエネルギ

ーの使用の合理化及び電気の㟂要のᖹ準化に㈨する措置の適切ࡘ᭷

効な実施がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

イ㸬電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴のᑟධ目ᶆを設定するととࡶに、ᑟධ

を᥎㐍࡚ࡋいることࠋまた、ྍ能な限り電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴

による㍺㏦が実施࡚ࢀࡉいることࠋ 

 ࠋいること࡚ࢀࡽの措置がㅮじࡵ㸬㍺㏦効率のྥ上のた࢘

エ㸬エコドライブを᥎㐍するたࡵの装置がྍ能な限りᑟධ࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

࣒ࢸスࢩンࣙࢩーࢤࣅࢼー࢝対応（9ICS）࣒ࢸスࢩ㸬㐨㊰交㏻ሗ㏻ಙ࢜

のᑟ（I7S）࣒ࢸスࢩ等、㧗度㐨㊰交㏻（7C)）࣒ࢸスࢩ自動ᩱ㔠収ཷࡸ

ධにດ࡚ࡵいることࠋ 

る❅⣲㓟化≀及び⢏Ꮚ状≀質の≉定ᆅᇦにおけるࢀࡉ排ฟࡽ㸬自動㌴࢝

⥲量の削減等に関する≉ู措置ἲ（ᖹᡂ4年ἲᚊ➨��ྕ）の対策ᆅᇦに

おい࡚㍺㏦する場合にࡣ࡚ࡗ࠶、ྍ 能な限り排ฟ基準を‶たࡋた自動㌴

による㍺㏦が⾜࡚ࢀࢃいることࠋ 

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ引㉺㍺㏦ࠖとࡣ、ᗇ⯋⛣転等（ᗇ⯋・ࣅル間⛣転、ᗇ

にకうொ器、≀ရ、᭩類等の引㉺㍺㏦業ົ及びこ（ࠋࡴル内⛣動、フࣟア内⛣動をྵࣅ・⯋

ရ、⢭ᐦ機器、動᳜⾡⨾、ࡋࡔたࠋに㝃帯するᲕໟ・開Ვ、㓄置、㣴⏕等のᙺົをいうࢀ
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≀等の≉ṦなᲕໟ及び運㏦、管理等が必要となるရ目ࡣ除ࠋࡃ 

㸰 ุ断の基準ճࡣ、ẁボール等⣬〇のᲕໟ用㈨材が業ົᥦ౪⪅によ࡚ࡗᥦ౪ࢀࡉる場合に

適用ࡋ、Ⓨὀ⪅のồࡵに応じ࡚回収を実施するࠋたࡽ࠶、ࡋࡔじࡵ回収期限及び回ᩘを

定ࡵるࡶのとするࠋ 

㸱 ุ断の基準մ及び㓄៖㡯մࡣ、引㉺㍺㏦のඖㄳ下ㄳをၥࡎࢃ、自動㌴による㍺㏦

を⾜う⪅に適用するࠋ 

㸲 ࠕ⎔ቃಖ全のたࡵの⤌み・య制のᩚ備ࠖとࡣ、⎔ቃに関するィ⏬・目ᶆを策定すると

とࡶに、当該ィ⏬等の実施య制を定ࡵ、⎔ቃಖ全にྥけたྲྀ⤌を᥎㐍することをいうࠋ 

㸳 ࠕエコドライブࠖとࡣ、エコドライブᬑ及連⤡作ᡂࠕエコドライブ 1� のすすࡵ （ࠖ௧

㸰年㸯月）に基࡙ࡃ運転をいうࠋ 

（ཧ⪃）ձ自分の燃㈝をᢕᥱࡋようղࢃࢇࡩりアクࢭルࠗ㹣スタート࠘ճ㌴間㊥㞳にࡺと

りを࡚ࡗࡶ、ຍ㏿・減㏿のᑡない運転մ減㏿時ࡣ᪩ࡵにアクࢭルを㞳ࡑうյエアコンの使

用ࡣ適切にն࣒ダなアイドࣜングࡵࡸࡣようշを㑊け、వ⿱を࡚ࡗࡶฟⓎࡋようոタ

イࣖの空気圧ࡽ始ࡵる点検・ᩚ備չ不要なⲴ≀ࡣおࡑࢁうպ㉮⾜のጉࡆとなる駐㌴ࡸࡣ

 ようࡵ

㸴 ุ断の基準մ࢘のࠕエコドライブを᥎㐍するたࡵの措置ࠖとࡣ、次の要௳を全࡚‶たす

ことをいうࠋ 

ア㸬エコドライブにࡘい࡚運転⪅への࿘▱がな࡚ࢀࡉいることࠋ 

イ㸬エコドライブにಀる管理㈐௵⪅の設置、ࣗࢽ࣐アルの作ᡂ（᪤Ꮡࣗࢽ࣐アルの活用を

 ࠋいること࡚ࡋ及びエコドライブの᥎㐍య制をᩚ備（ࠋࡴྵ

 ࠋいること࡚ࡋ㸬エコドライブにಀるᩍ⫱・◊ಟ等を実施࢘

エ㸬運⾜グ㘓を運転⪅ู・㌴✀ู等の適切な༢でᢕᥱࡋ、エネルギーの使用の管理を⾜

 ࠋいること࡚ࡗ

㸵 ุ断の基準մエのࠕ㌴୧の点検・ᩚ備ࠖとࡣ、日常点検、定期点検の実施等㐨㊰運㏦㌴

୧ἲ等におい࡚つ定࡚ࢀࡉいる㡯を㑂Ᏺする、㌴୧のエネルギー効率を維持する等

⎔ቃのಖ全を目的に、ู⾲に♧ࡋた点検・ᩚ備㡯目にಀる自的な管理基準を定ࡵ、実施

 ࠋいることをいう࡚ࡋ

㸶 㓄៖㡯ձのࠕ引㉺㍺㏦の方ἲの適切なᥦࠖࡣ、Ⓨὀ⪅に対ࡋ、ලయ的なᥦがྍ能

となるዎ約方式の場合に適用するࠋ 

㸷 ࠕ⏕材ᩱࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉた〇ရの全部ⱝ୍ࡣࡃࡋ部ཪࡣ〇ရの〇㐀

ᕤ⛬のᗫᲠルートࡽⓎ⏕する➃材ⱝࡣࡃࡋ不Ⰻရを⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、

ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋ（ࠋࡃ 

㸯㸮 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※を使用

するプラスࢳックをいうࠋ 

㸯㸯 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔

ቃ㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の

/C$ ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいうࠋ 

㸯㸰 㓄៖㡯մイのࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱

－㸯 自動㌴ࠖを対象とするࠋ 

㸯㸱 㓄៖㡯մ࢘のࠕ㍺㏦効率のྥ上のたࡵの措置ࠖとࡣ、次の㡯に㓄៖することをい

うࠋ 

ア㸬エネルギーの使用に関࡚ࡋ効率的な㍺㏦⤒㊰を๓に㑅ᢥࡋ、運転⪅に࿘▱࡚ࡋいる

ことࠋ 

イ㸬ሗ等をᢕᥱすることにより、適切な㍺㏦⤒㊰を㑅ᢥできる⤌みを᭷࡚ࡋいる

ことࠋ 

 ࠋいること࡚ࡋ㸬㍺㏦量、ᆅᇦの≉ᛶに応じた適正㌴✀の㑅ᢥを࢘
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㸯㸲 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、次の㡯に༑分␃ពすることࠋ 

ア㸬引㉺にకいⓎ⏕するᗫᲠ≀の収集ⱝࡣࡃࡋ運ᦙཪࡣฎ分を➨୕⪅に౫㢗する場合にࡣ、

୍⯡ᗫᲠ≀にࡘい࡚ࡣᕷ⏫ᮧཪ୍ࡣ⯡ᗫᲠ≀ฎ理業⪅（ᗫᲠ≀のฎ理及び清掃に関す

るἲᚊ施⾜つ๎（ 4� 年ཌ⏕省௧➨ 3� ྕ）➨㸰᮲➨㸯㡯及び➨㸰᮲の㸱➨㸯㡯に

該当する⪅をྵࠋࡴ）に、⏘業ᗫᲠ≀にࡘい࡚ࡣ⏘業ᗫᲠ≀ฎ理業⪅（ྠ施⾜つ๎➨㸷

᮲➨㸯㡯及び➨ 1� ᮲の㸱➨㸯㡯に該当する⪅をྵࠋࡴ）にࢀࡒࢀࡑ収集ⱝࡣࡃࡋ運ᦙ

ཪࡣฎ分をጤクする必要が࠶るࠋなお、୍⯡ᗫᲠ≀の収集ཪࡣ運ᦙにࡘい࡚ࡣጤ௵状

を交ࡋた上で引㉺業⪅に౫㢗することྍࡶ能で࠶るࠋ 

イ㸬引㉺㍺㏦業ົとే࡚ࡏᗫᲠ≀の収集ⱝࡣࡃࡋ運ᦙཪࡣฎ分をጤクする場合にࡣ、ጤク

基準にᚑう必要が࠶り、⏘業ᗫᲠ≀にࡘい࡚ࡣ、収集ཪࡣ運ᦙをጤクする⏘業ᗫᲠ≀

収集運ᦙ業⪅及びฎ分をጤクする⏘業ᗫᲠ≀ฎ分業⪅とࡽ࠶じࡵዎ約ࡋ、運ᦙඛで

るࢀࡉに、最⤊ฎ分ࡶる⏘業ᗫᲠ≀ฎ理施設の所在ᆅ及びฎ分方ἲを確認するとと࠶

場合にࡣ最⤊ฎ分場の所在ᆅの確認が必要で࠶るࠋまた୍⯡ᗫᲠ≀にࡘい࡚ࡶ、⏘業

ᗫᲠ≀に準じた確認を⾜うことがᮃまࡋいࠋ 

⚊とྠ時に⏘業ᗫᲠ≀管理ࡋ引Ώ、ࡣい࡚ࡘにおい࡚、⏘業ᗫᲠ≀にࡋ㸬ᗫᲠ≀の引Ώ࢘

たࡋの᪨をグ㍕ࡑࡽ⪅運ᦙ及びฎ分の⤊ᚋにฎ理業、ࡋを交（スト࢙フࢽ࣐）

⏘業ᗫᲠ≀管理⚊（ࢽ࣐フ࢙スト）のࡋの㏦をཷけ、ጤク内ᐜどおりに運ᦙ、ฎ

分ࢀࡉたことを確認する必要が࠶るࠋまた୍⯡ᗫᲠ≀にࡘい࡚ࡶ、⏘業ᗫᲠ≀に準じ

た確認を⾜うことがᮃまࡋいࠋ 

ู ⾲ 

㌴୧のエネルギー効率の維持等⎔ቃのಖ全にಀる点検・ᩚ備㡯目 

࠙点検・ᩚ備の᥎㐍య制ࠚ 

࡚ࡋ残࡚ࡋグ㘓と、ࡋの⤖ᯝをᢕᥱࡑ、た実施ィ⏬に基࡙きࢀࡉ♧明、ࡣ点検・ᩚ備 ڧ

いることࠋ 

を⾜う⤌みをࡋ┤い࡚ぢࡘ内ᐜに⤌ྲྀࡸ点検・ᩚ備⤖ᯝに基࡙き、点検・ᩚ備య制 ڧ

᭷することࠋ 

࠙㌴୧の適切な点検・ᩚ備ࠚ 

ࡑ、ࡋᢕᥱࡽ㌴୧の状態を日常、ࡣ࡚ࡗ点検・ᩚ備をᩚ備業⪅に౫㢗するに当た ڦ

の状況にࡘい࡚伝࡚࠼いることࠋ 

いるこ࡚ࡋ点検・ᩚ備を実施、ࡣた場合にࢀࡉきたとุ断࡚ࡋ目どにより㯮↮がቑຍ ڦ

とࠋ 

ーエアコンの効きල合等により、エア࢝、ࡵフࣟン類の気୰へのᨺฟをᢚ制するた ڦ

コンガスが減࡚ࡗいる（₃࡚ࢀいる）とุ断ࢀࡉた場合に࢝、ࡣーエアコンの点検・

ᩚ備を実施࡚ࡋいることࠋ 

࠙自的な管理基準による点検・ᩚ備ࠚ 

（エア・クࣜーࢼ・エレ࣓ント関連） 

ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗエレ࣓ントの清掃・交換に当た・ࢼエア・クࣜー ڦ

ート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋ

いることࠋ 

（エンジン࢜イル関連） 

ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗイルの交換に当た࢜エンジン ڦ

⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ート等をཧࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗイルフィルタの交換に当た࢜エンジン ڦ

⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

（燃ᩱ装置関連） 
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ート等をࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗ交換に当たࡸーバーホール࢜燃ᩱ装置の ڧ

ཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ

（排ฟガス減ᑡ装置関連） 

ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣ࡚ࡗ排ฟガス減ᑡ装置（'P)、㓟化ゐ፹）の点検に当た ڦ

ート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋ

いることࠋ 

 （のࡑ）

ート等をཧ⪃に、㉮⾜㊥ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣタイࣖの空気圧の点検・調ᩚ ڦ

㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、空気圧の 定に基࡙き実施࡚ࡋい

ることࠋ 

⪄ート等をཧࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣの点検ࢀイルの₃࢜ンࣙࢩッ࣑トランス ڧ

に、㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣイルの交換࢜ンࣙࢩッ࣑トランス ڧ

⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

、ート等をཧ⪃にࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣの点検ࢀイルの₃࢜ルࣕࢩファレンࢹ ڧ

㉮⾜㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

⾜ート等をཧ⪃に、㉮ࣀンスࢼࢸーの࣓ン࢝ー࣓、ࡣイルの交換࢜ルࣕࢩファレンࢹ ڧ

㊥㞳ཪࡣ使用期間による自的な管理基準を設定ࡋ、実施࡚ࡋいることࠋ 

ὀ㸸ࡣࠖڦࠕ㌴୧の点検・ᩚ備に当た࡚ࡗ必ࡎ実施すき㡯目 

 き㡯目るࡵ実施するようດ࡚ࡗ㌴୧の点検・ᩚ備に当たࡣࠖڧࠕ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約する引㉺㍺㏦業ົの⥲௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす引㉺㍺㏦業ົの௳ᩘの

合とするࠋ 
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㸰㸰－㸯㸱 ㆟運Ⴀ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

㆟運Ⴀ ุ࠙断の基準ࠚ 

次の㡯目、࡚ࡗ業ົの実施に当たࡴጤクዎ約等により㆟の運Ⴀをྵۑ

に該当する場合ࡣ、該当する㡯目にᥖࢀࡽࡆた要௳を‶たすことࠋ 

ձ⣬の㈨ᩱを㓄ᕸする場合ࡣ、適正部ᩘの༳ๅ、୧面༳ๅ等により、

⣬の使用量の削減がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋまた、⣬の㈨ᩱと࡚ࡋ㓄ᕸ

当該ရ目にಀるุ断、ࡣる用⣬が≉定調㐩ရ目に該当する場合ࢀࡉ

の基準を‶たすことࠋ 

ղポスター、ࢳラࢩ、パンフレット等の༳ๅ≀を༳ๅする場合ࡣ、༳

ๅにಀるุ断の基準を‶たすことࠋ 

ճ⣬の㈨ᩱ及び༳ๅ≀等の残部のうࡕ、不要なࡶのにࡘい࡚ࢧࣜࡣイ

クルを⾜うことࠋ 

մ㆟ཧຍ⪅に対ࡋ、㆟へのཧຍに当たり、⎔ቃ㈇Ⲵప減に㈨する

次のྲྀ⤌のዡບを⾜うことࠋ 

ア㸬බඹ交㏻機関の利用 

イ㸬クールࢬࣅ及び࢛࢘ーࢬࣅ࣒ 

 㸬➹グල等の持ཧ࢘

յ㣧ᩱをᥦ౪する場合ࡣ、次の要௳を‶たすことࠋ 

ア㸬࣡ン࢙࢘イのプラスࢳック〇の〇ရ及びᐜ器ໟ装を使用ࡋない

ことࠋ 

イ㸬⧞り㏉ࡋ利用ྍ能なᐜ器等を使用することཪࡣᐜ器ໟ装の㏉

却・回収が⾜ࢀࢃることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձ㆟に౪する≀ရにࡘい࡚ࡣ、ྍ能な限り᪤Ꮡの≀ရを使用するこ

とࠋまた、᪂つに㉎ධする≀ရが≉定調㐩ရ目に該当する場合ࡣ、当

該ရ目にಀるุ断の基準を‶たすことࠋ 

ղࣀートパࢯコン、タブレット等の➃ᮎを使用することにより⣬㈨※の

削減を⾜࡚ࡗいることࠋ 

ճ自動㌴により㈨機材のᦙ㏦、ཧຍ⪅の㏦㏄等を⾜う場合ࡣ、ྍ能な限

り、電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴が使用࡚ࢀࡉいることࠋまた、エ

コドライブにດ࡚ࡵいることࠋ 

մ㣗をᥦ౪する場合ࡣ、࣡ン࢙࢘イのプラスࢳック〇の〇ရ及びᐜ器

ໟ装を使用ࡋないことࠋまた、ᥦ౪する㣧㣗≀の量を調ᩚྍ能とする

ことཪࡣ㆟ཧຍ⪅にồࢀࡽࡵた場合に⾨⏕上のὀព㡯をㄝ明ࡋ

た上で、持ࡕᖐり用ᐜ器をᥦ౪すること等により、㣗残ࡋ等の㣗ရ

ࣟスの削減がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

յ㈨機材のᦙ㏦に使用するᲕໟ用㈨材にࡘい࡚ࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࠶

いるこ࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ

とࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ電動㌴等ཪࡣప燃㈝・పබᐖ㌴ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪に♧ࡋたࠕ㸯㸱－㸯 自動㌴ࠖを

対象とするࠋ 

㸰 ࠕエコドライブࠖとࡣ、エコドライブᬑ及連⤡作ᡂࠕエコドライブ 1� のすすࡵ （ࠖ௧

㸰年㸯月）に基࡙ࡃ運転をいうࠋ 

（ཧ⪃）ձ自分の燃㈝をᢕᥱࡋようղࢃࢇࡩりアクࢭルࠗ㹣スタート࠘ճ㌴間㊥㞳にࡺと

りを࡚ࡗࡶ、ຍ㏿・減㏿のᑡない運転մ減㏿時ࡣ᪩ࡵにアクࢭルを㞳ࡑうյエアコンの使
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用ࡣ適切にն࣒ダなアイドࣜングࡵࡸࡣようշを㑊け、వ⿱を࡚ࡗࡶฟⓎࡋようոタ

イࣖの空気圧ࡽ始ࡵる点検・ᩚ備չ不要なⲴ≀ࡣおࡑࢁうպ㉮⾜のጉࡆとなる駐㌴ࡸࡣ

 ようࡵ

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約する㆟の運Ⴀをྵࡴጤク業ົの⥲௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす㆟の運

Ⴀをྵࡴጤク業ົの௳ᩘの合とするࠋ 
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㸰㸰－㸯㸲 ༳ๅ機能等ᥦ౪業ົ 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

༳ๅ機能等ᥦ౪

業ົ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

ձ༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器をᑟධする場合ࡣ、以下の要௳を‶た

すことࠋ 

ア㸬コࣆー機、」合機ཪࡣᣑᙇᛶの࠶るࢹジタルコࣆー機にࡣ࡚ࡗ࠶、

当該ရ目にಀるุ断の基準を‶たすことࠋ 

イ㸬プࣜンタཪࡣプࣜンタ」合機にࡣ࡚ࡗ࠶、当該ရ目にಀるุ断の

基準を‶たすことࠋ 

にಀるุ断の基準を‶た࣑ࣜࢩファク、ࡣ࡚ࡗ࠶に࣑ࣜࢩ㸬ファク࢘

すことࠋ 

エ㸬スキࣕࢼにࡣ࡚ࡗ࠶、スキࣕࢼにಀるุ断の基準を‶たすことࠋ 

ジタル༳ๅ機にಀるุ断の基準をࢹ、ࡣ࡚ࡗ࠶ジタル༳ๅ機にࢹ㸬࢜

‶たすことࠋ 

㸬ዎ約⤊ᚋに使用῭の༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器を回収する࢝

ことࠋまた、回収ࡋた部ရの使用ཪࡣ材ᩱの⏕利用が⾜ࢀࢃる

ことࠋなお、回収ࡋた機器の使用ཪࡣ⏕利用できない部分にࡘ

い࡚ࡣ、減量化等が⾜ࢀࢃた上で、適正ฎ理ࢀࡉ、༢⣧ᇙ❧࡚ࢀࡉ

ないことࠋ 

ղ࢝ートࣜッジ等を౪給する場合࢝、ࡣートࣜッジ等にಀるุ断の基準

を‶たすことࠋ 

ճ用⣬を౪給する場合で࡚ࡗ࠶、≉定調㐩ရ目に該当する用⣬ࡣ、当該

ရ目にಀるุ断の基準を‶たすことࠋ 

մ༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器の使用実⦼等をᢕᥱࡑ、ࡋの状況を㋃

ま࠼、以下のᥦを⾜うことࠋ 

ア㸬コࣆー機能ཪࡣプࣜント機能を᭷する༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる

機器の場合、⣬及びトࢼーཪࡣインクの使用量の削減対策ࠋ 

イ㸬⎔ቃ㈇Ⲵప減にྥけた適切な༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器の〇

ရᵝ及び設置ྎᩘࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձコࣆー機、」合機及びᣑᙇᛶの࠶るࢹジタルコࣆー機のᑟධに当たࡗ

 ࠋ部ရࣜࣘースᆺ機を利用することࡣ能な限り⏕ᆺ機ཪྍ、ࡣ࡚

ղ使用῭の࢝ートࣜッジ等、トࢼーᐜ器、インクᐜ器ཪࡣឤ光యを回収

たࡋまた、回収ࠋ⏕利用を⾜うことࡣた部ရの使用ཪࡋ回収、ࡋ

使用῭の࢝ートࣜッジ等、トࢼーᐜ器、インクᐜ器ཪࡣឤ光యの使

用ཪࡣ⏕利用できない部分にࡘい࡚ࡣ、減量化等が⾜ࢀࢃた上で、

適正ฎ理ࢀࡉ、༢⣧ᇙ❧࡚ࢀࡉないことࠋ 

ճ༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器のᑟධཪࡣ消⪖ရの౪給に使用する

Ვໟ用㈨材にࡘい࡚ࡣ、使用にດࡵるととࡶに、ྍ能な限り⡆᫆で

いるこ࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ⏕利用のᐜ᫆、࡚ࡗ࠶

とࠋ 

備⪃）㸯 ࠕ༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪ࠕ㸳㸬⏬ീ機器等ࠖに♧すコࣆー

機、」合機、ᣑᙇᛶの࠶るࢹジタルコࣆー機、プࣜンタ、プࣜンタ」合機、ファク࣑ࣜࢩ

及びスキࣕࢼ୪びにࠕ㸵㸬࢜フィス機器等ࠖに♧すࢹジタル༳ๅ機の対象になるࡶのをい

うࠋ 

㸰 ࢝ࠕートࣜッジ等ࠖとࡣ、ᮏ基ᮏ方㔪ࠕ㸳－㸴 ࢝ートࣜッジ等ࠖの対象で࠶るトࢼー

 ࠋートࣜッジをいう࢝ートࣜッジ及びインク࢝
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㸱 ༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器のࠕᑟධࠖとࡣ、ཷὀ⪅が༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機

器の全部ཪ୍ࡣ部をᑟධすることをいい、ཷὀ⪅が当該機器以外の≀ရをྠ時にᑟධする

場合ࠋࡴྵࡶ 

㸲 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕ༳ๅ機能等ᥦ౪業ົࠖとࡣ、༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀ

る機器による༳ๅ・ฟ力にಀる機能のᥦ౪及び関連する業ົで࡚ࡗ࠶、以下のいࢀࡎの

業ົをいうࠋ 

ア㸬༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器のᑟධ、ᑟධࡋた当該機器のಖᏲ業ົ及びᑟධࡋた当

該機器で使用する消⪖ရの౪給業ົ 

イ㸬༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器のᑟධ及びᑟධࡋた当該機器のಖᏲ業ົ 

 㸬༳ๅ機能等ᥦ౪業ົにಀる機器のಖᏲ業ົ及び当該機器で使用する消⪖ရの౪給業ົ࢘

㸳 ุ断の基準ձࡣ࢝、㈨※᭷効利用ಁ㐍ἲに基࡙ࡃ≉定利用業✀の機器に適用するࠋ 

㸴 ุ断の基準մア及びイのᥦにࡘい࡚ࡣ、Ⓨὀ⪅及びཷὀ⪅方༠㆟の上、ᥦྍ能で

 ࠋ定期的に実施することࡣ業ົのᒚ⾜期間内の適切な時期ཪ、ࡣる場合࠶

㸵 ุ断の基準մアのࠕ⣬及びトࢼーཪࡣインクの使用量の削減対策ࠖにࡣ、୧面༳ๅ（自

動୧面機能の要௳が適用ࢀࡉない機器の場合に限るࠋ）、縮小༳ๅ、集約༳ๅのಁ㐍、機器

パネルによる⎔ቃ㈇Ⲵሗ（༳ๅᯛᩘ、࢝ラー༳ๅ率、୧面利用率、集約利用率、用⣬削

減率等）のྍど化、用⣬の利用機能、ࢯフト࢙࢘アによるトࢼーཪࡣインクの節約、ࣘ

ーࢨ認ドによる管理の実施等をྵࠋࡴ 

㸶 ุ断の基準մイにࡘい࡚ࡣ、⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝ（消㈝電力量の削減、温室効ᯝガス排ฟ

量の削減、消⪖ရの使用量の削減等）、㈝用対効ᯝ及び調㐩ົの効率化等を຺ࡋ、定量

的なᥦがྍ能な場合に実施するࠋ 

㸷 㓄៖㡯ղࡣ、ཷὀ⪅が࢝ートࣜッジ等、トࢼーᐜ器、インクᐜ器ཪࡣឤ光యを౪給ࡋ

た場合に適用するࠋ 

㸯㸮 調㐩を⾜うྛ機関ࡣ、ࣘーࢨ認ドによる管理の実施等、用⣬の使用量のᢚ制等の⎔ቃ

㈇Ⲵప減にಀる対策の検ウにດࡵることࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度にዎ約する༳ๅ機能等ᥦ౪業ົの⥲௳ᩘに༨ࡵる基準を‶たす༳ๅ機能等ᥦ౪

業ົの௳ᩘの合とするࠋ 
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㸰㸱㸬ごみ⿄等 

�1� ရ目及びุ断の基準等 

プラスࢳック〇ご

み⿄ 

ุ࠙断の基準ࠚ 

 ࠋの要௳を‶たすことࢀࡎ次のいۑ

ձ次のアⱝࡣࡃࡋイのいࢀࡎの要௳୪びに࢘及びエの要௳を‶た

すことࠋ 

ア㸬バイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࡉ

ック㔜量のࢳのが、プラスࡶたࢀ 2�㸣以上使用࡚ࢀࡉいることࠋ

イ㸬⏕プラスࢳックがプラスࢳック㔜量の 4�㸣以上使用࡚ࢀࡉ

いることࠋ 

 ࠋいること࡚ࢀࡉ♧⾲イに関するሗがࡣ㸬上グアཪ࢘

エ㸬プラスࢳックのῧຍ≀と࡚ࡋሸを使用ࡋないことࠋ 

ղエコ࣐ーク認定基準を‶たすことཪྠࡣ等のࡶので࠶ることࠋ 

࠙㓄៖㡯ࠚ 

ձࢩートのཌみをⷧࡃする等ྍ能な限り㍍量化がᅗ࡚ࢀࡽいることࠋ 

ղバイ࣐࢜スプラスࢳックで࡚ࡗ࠶⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶ

のの㓄合率がྍ能な限り㧗いことࠋ 

ճポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࡽなる⏕プラスࢳックがྍ能な限り使

用࡚ࢀࡉいることࠋ 

մ〇ရのཎ材ᩱ調㐩ࡽᗫᲠ・ࣜࢧイクルに⮳るまでのライフࢧイク

ルにおける温室効ᯝガス排ฟ量をᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘに基࡙き二㓟化Ⅳ

⣲┦当量に換⟬࡚ࡋ⟬定ࡋた定量的⎔ቃሗが開♧࡚ࢀࡉいるこ

とࠋ 

յ〇ရのໟ装ཪࡣᲕໟࡣ、ྍ能な限り⡆᫆で࡚ࡗ࠶、⏕利用のᐜ᫆

 ࠋいること࡚ࢀࡉ及びᗫᲠ時の㈇Ⲵప減に㓄៖ࡉ

備⪃）㸯 ᮏ㡯のุ断の基準の対象とするࠕプラスࢳック〇ごみ⿄ࠖࡣ、୍⯡の⾜ᨻົにおい࡚

Ⓨ⏕ࡋたᗫᲠ≀の焼却ฎ理に使用することを定ࡋたプラスࢳック〇のごみ⿄で࡚ࡗ࠶、

のἲ௧におい࡚‶たすきရ質ࡸ基準等が定࡚ࢀࡽࡵいる場合、ᆅ方බඹᅋయが୍⯡ᗫ

Რ≀ฎ理に当た࡚ࡗᣦ定ࡋた場合、≉Ṧな用㏵等に使用する場合等にࡣ適用ࡋないࠋ 

㸰 ุ断の基準ղのࠕエコ࣐ーク認定基準ࠖとࡣ、බ┈㈈ᅋἲே日ᮏ⎔ቃ༠エコ࣐ーク

ົᒁが運Ⴀするエコ࣐ーク制度のၟရ類ᆺのうࡕ、ၟရ類ᆺ 1R�128ࠕ日用ရ 9HUVLRQ1ࠖ

以㝆のࠕ分類㹃㸬清掃用ရのごみ⿄ࠖにಀる認定基準をいうࠋ 

㸱 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖとࡣ、ཎᩱと᳜࡚ࡋ≀などの⏕ྍ能な᭷機㈨※（バイ࢜

 ࠋックをいうࢳス）を使用するプラス࣐

㸲 ࠕ⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのࠖとࡣ、〇ရのライフࢧイクル全⯡にࢃたる⎔ቃ

㈇Ⲵにࡘい࡚トレード࢜フをྵࡵ定量的、ᐈほ的ࡘ⛉Ꮫ的に分ᯒ・ホ౯ࡋ、➨୕⪅の /C$

ᑓ㛛ᐙ等により⎔ቃ㈇Ⲵప減効ᯝが確認ࢀࡉたࡶのをいい、᳜≀をཎᩱとするポࣜエࢳレ

ン等が該当するࠋ 

㸳 ࠕバイ࣐࢜スプラスࢳックࠖの㔜量ࡣ、当該プラスࢳック㔜量にバイ࢜ベース合ᡂポࣜ

⏤ス࣐࢜るバイࢀックにྵまࢳスプラス࣐࢜るバイࡵック㔜量に༨ࢳーྵ᭷率（プラス࣐

᮶ཎᩱ分の㔜量の合）をじたࡶのとするࠋ 

㸴 ࠕ⏕プラスࢳックࠖとࡣ、使用ࢀࡉたᚋにᗫᲠࢀࡉたプラスࢳック〇ရの全部ⱝࡃࡋ

不Ⰻရをࡣࡃࡋック➃材ⱝࢳⓎ⏕するプラスࡽ〇ရの〇㐀ᕤ⛬のᗫᲠルートࡣ部ཪ୍ࡣ

⏕利用ࡋたࡶのをいう（たࡋࡔ、ཎᩱと୍ྠ࡚ࡋᕤ⛬内で⏕利用ࢀࡉるࡶのࡣ除ࠋࡃ）ࠋ

㸵 ࠕポストコンࣗࢩー࣐材ᩱࠖとࡣ、〇ရと࡚ࡋ使用ࢀࡉたᚋに、ᗫᲠࢀࡉた材ᩱཪࡣ〇
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ရをいうࠋ 

㸶 ุ断の基準ձ࢘のࠕሗの⾲♧ࠖとࡣ、ุ断の基準ձアのバイ࣐࢜スプラスࢳックの㓄

合率ཪุࡣ断の基準ձイの⏕プラスࢳックの㓄合率が〇ရᮏయ、〇ရのໟ装に⾲♧ཪࡣ

 ࠋいることをいう࡚ࢀࡉイト等におい࡚ᥦ౪ࢧエブ࢘、タࣟグ࢝

㸷 ุ断の基準ձエのࠕሸࠖとࡣ、プラスࢳックへのῧຍによりᐜ量をቑすこと（ቑ量）

を目的とする≀質をいい、╔Ⰽ・⿵ᙉ・帯電㜵止ࡑの、プラスࢳックの機能変化を

目的にῧຍする≀質にࡣ適用ࡋない 

㸯㸮 ࠕᆅ⌫温ᬮ化ಀᩘࠖとࡣ、ᆅ⌫の温ᬮ化をࡶたࡽす⛬度の二㓟化Ⅳ⣲にಀる当該⛬度

に対する比を♧すᩘ値をいうࠋ 

㸯㸯 㓄៖㡯մの定量的⎔ቃሗ࢝、ࡣーボンフットプࣜント（ISO 14���）、ライフࢧイ

クルアࢭス࣓ント（ISO 14�4� 及び ISO 14�44）ཪࡣ⤒῭⏘業省・⎔ቃ省作ᡂの࢝ࠕーボン

フットプࣜント ガイドラインࠖ等にᩚ合࡚ࡋ⟬定ࡋたࡶのとするࠋ 

㸯㸰 ุ断の基準ձアのバイ࣐࢜スプラスࢳックの㓄合率にಀる基準にࡘい࡚ࠕ、ࡣプラスࢳ

ック㈨※ᚠ⎔ᡓ␎ （ࠖ௧ඖ年㸳月 31 日）に基࡙き、ุ断の基準を‶たす〇ရのᕷ場動ྥ

を຺ࡘࡘࡋ検ウを実施ࡋ、適切に引き上ࡆるࡶのとするࠋ 

�2� 目ᶆの❧࡚方 

当該年度のプラスࢳック〇ごみ⿄の調㐩⥲量（ᯛᩘ）に༨ࡵる基準を‶たす≀ရのᩘ量

（ᯛᩘ）の合とするࠋ 
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 ᅜ等による⎔ቃ≀ရ等の調㐩の᥎㐍等に関するἲᚊ ۑ

（ᖹᡂ༑二年月୕༑୍日ἲᚊ➨ⓒྕ） 

᭱⤊ᨵṇ� ௧୕ᖺ᭶༑᪥ἲᚊ➨୕༑භྕ

㸦┠ⓗ㸧

➨୍᮲� ⎔ࡿࡼᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࡧᆅ᪉බඹᅋయཬࠊ➼ᨻἲே⾜❧⊃ࠊᅜࠊࡣἲᚊࡢࡇ

ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࡢ᥎㐍ࠊ⎔ቃ≀ရ➼㛵ࡿࡍሗࡢᥦ౪ࡢࡑࡢ⎔ቃ≀ရ➼ࡢ㟂せࡢ

㌿ಁࢆ㐍ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞㡯ࢆᐃࠊࡾࡼࡇࡿࡵ⎔ቃࡢ㈇Ⲵࡢᑡ࠸࡞ᣢ⥆ⓗⓎ

ᒎ࡞⬟ྍࡀ♫ࡢᵓ⠏ࢆᅗ࡚ࡗࡶࠊࡾ⌧ᅾཬࡧᑗ᮶ࡢᅜẸࡢᗣ࡛ᩥⓗ࡞⏕άࡢ☜ಖ

ࠋࡿࡍⓗ┠ࢆࡇࡿࡍᐤ

㸦ᐃ⩏㸧

➨二᮲� ࡣရཪ≀ࡿࡍヱᙜࢀࡎ࠸ࡢྕྛࡢḟࠊࡣࠖ➼ቃ≀ရ⎔ࠕ࡚࠸࠾ἲᚊࡢࡇ

ᙺົࠋ࠺࠸ࢆ

୍� ⏕㈨※ࡢࡑࡢ⎔ቃࡢ㈇Ⲵ㸦⎔ቃᇶᮏἲ㸦ᖹᡂᖺἲᚊ➨༑୍ྕ㸧➨᮲➨

୍㡯つᐃࡿࡍ⎔ቃࡢ㈇Ⲵࠋ࠺࠸ࢆ௨ୗྠࠋࡌ㸧ࡢపῶ㈨ࡿࡍཎᮦᩱཪࡣ㒊ရ

� ⎔ቃࡢ㈇Ⲵࡢపῶ㈨ࡿࡍཎᮦᩱཪࡣ㒊ရࢆ⏝ࠊࡇࡿ࠸࡚ࡋ⏝క࠸ฟ

㒊୍ࡣ㒊ཪࡢࡑ⏝ᚋࠊࡇ࠸࡞ᑡࡀ㈇Ⲵࡢቃ⎔ࡿࡼ➼ࢫ࢞ᐊຠᯝ ࡿࢀࡉ

ࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᢚไࢆ⏕Ⓨࡢ≀ᗫᲠࡾࡼࡇ࠸ࡍࡸࡋࡀ⏝⏕ࡣ⏝ཪࡢ

〇ရࡿࡍ㈨పῶࡢ㈇Ⲵࡢቃ⎔ࠊࡾࡼ⏤ࡢࡢࡑ

୕� ⎔ቃࡢ㈇Ⲵࡢపῶ㈨ࡿࡍ〇ရ࡚࠸⏝ࢆᥦ౪ࡿࢀࡉ➼⎔ቃࡢ㈇Ⲵࡢపῶ㈨ࡍ

ᙺົࡿ

㸰� ᨻἲே㸦⊂❧⾜ᨻἲே㏻๎ἲ⾜❧⊃ࠊࡣࠖ➼ᨻἲே⾜❧⊃ࠕ࡚࠸࠾ἲᚊࡢࡇ 㸦ᖹ

ᡂ༑୍ᖺἲᚊ➨ⓒ୕ྕ㸧➨᮲➨୍㡯つᐃࡿࡍ⊂❧⾜ᨻἲேࠋ࠺࠸ࢆ㸧ཪࡣ≉Ṧἲே㸦ἲ

ᚊࡾࡼ┤᥋タ❧ࡓࢀࡉἲேཪࡢู≉ࡣἲᚊࡢู≉ࡾࡼタ❧⾜Ⅽ࡚ࡗࡶࢆタ❧ࢀࡉ

つࡢタ⨨ἲ㸦ᖹᡂ༑୍ᖺἲᚊ➨༑୍ྕ㸧➨ᅄ᮲➨୍㡯➨ྕ┬ົ⥲ࠊ࡚ࡗ࠶ἲே࡛ࡓ

ᐃࡢ㐺⏝ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡅཷࢆ௨ୗྠࠋࡌ㸧ࡢࡑࠊࡕ࠺ࡢ㈨ᮏ㔠ࡢ㒊ⱝࡣࡃࡋ㒊ศࡀ

ᅜࡢࡽฟ㈨ࡿࡼἲேཪࡢࡑࡣᴗࡢ㐠Ⴀࡵࡓࡢᚲせࡢ㈝⤒࡞ࡿࡓ㈈※ࢆᅜࡽ

ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶࡿࡵᨻ௧࡛ᐃࠊ࡚ࡗ࠶ἲே࡛ࡿ࠸ᚓ࡚࡚ࡗࡼຓ㔠⿵ࡣࡃࡋ㔠ⱝࡢ

㸱� ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேἲ㸦ᖹᡂ༑ᖺἲᚊࠊࡣᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࠖࠕ࡚࠸࠾ἲᚊࡢࡇ

➨ⓒ༑ඵྕ㸧➨᮲➨୍㡯つᐃࡿࡍᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࠋ࠺࠸ࢆ

㸲� ➨㈈ᨻἲ㸦༑ᖺἲᚊ➨୕༑ᅄྕ㸧ࠊࡣ㛗ࠖࡢᗇྛ┬ྛࠕ࡚࠸࠾ἲᚊࡢࡇ

༑᮲➨㡯つᐃྛࡿࡍ┬ྛᗇࡢ㛗ࠋ࠺࠸ࢆ

㸦ᅜཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡢ㈐ົ㸧

➨୕᮲� ᅜཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࠊࡣ≀ရཬࡧᙺົ㸦௨ୗࠕ≀ရ➼ࠖࠋ࠺࠸㸧ࡢㄪ㐩ᙜࡓ
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ࠊࡘࡘࡋព␃⏝࡞㐺ṇࡢ⟭ணࠊࡵࡓࡿࡍ㐍ಁࢆ㌿ࡢ㟂せࡢ➼ቃ≀ရ⎔ࠊࡣ࡚ࡗ

⎔ቃ≀ရ➼ࢆ㑅ᢥ࠺ࡼࡿࡍດࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵ

㸰� ᅜࠊࡣᩍ⫱άືࠊᗈሗάື➼ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌ⎔ቃ≀ရ➼ࡢ㟂せࡢ㌿ಁࢆ㐍ࡿࡍព⩏

㛵ࡿࡍᴗ⪅ཬࡧᅜẸࡢ⌮ゎࠊࡶࡿࡵ῝ࢆᅜࠊᆅ᪉බඹᅋయࠊᴗ⪅ཬࡧᅜẸࡀ

┦㐃ᦠ࡚ࡋ⎔ቃ≀ရ➼ࡢ㟂せࡢ㌿ࢆᅗࡿάືಁࢆ㐍ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞ᥐ⨨ࢆㅮࡎ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵດ࠺ࡼࡿ

㸦ᆅ᪉බඹᅋయཬࡧᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࡢ㈐ົ㸧�

➨ᅄ᮲� ᆅ᪉බඹᅋయࡢࡑࠊࡣ༊ᇦࡢ⮬↛ⓗ♫ⓗ᮲௳ᛂࠊ࡚ࡌ⎔ቃ≀ရ➼ࡢ㟂せࡢ

㌿ࢆᅗࡢࡵࡓࡿᥐ⨨ࢆㅮ࠺ࡼࡿࡎດࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸰� ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࠊࡣᙜヱᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࡢົཬࡧᴗ㛵ࠊࡋ⎔ቃ≀ရ➼ࡢ

㟂せࡢ㌿ࢆᅗࡢࡵࡓࡿᥐ⨨ࢆㅮ࠺ࡼࡿࡎດࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸦ᴗ⪅ཬࡧᅜẸࡢ㈐ົ㸧�

➨᮲� ᴗ⪅ཬࡧᅜẸࠊࡣ≀ရࢆ㉎ධࠊࡋⱝࡣࡃࡋࠊࡅཷࡾཪࡣᙺົࡢᥦ౪ࡿࡅཷࢆ

ሙྜࡿࡁ࡛ࠊࡣ㝈ࡾ⎔ቃ≀ရ➼ࢆ㑅ᢥ࠺ࡼࡿࡍດࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

㸦⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࡢᇶᮏ᪉㔪㸧

➨භ᮲� ᅜࠊࡣᅜཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡿࡅ࠾⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࢆ⥲ྜⓗࡘィ⏬ⓗ᥎

㐍ࠊࡵࡓࡿࡍ⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࡢ᥎㐍㛵ࡿࡍᇶᮏ᪉㔪㸦௨ୗࠕᇶᮏ᪉㔪ࠖࠋ࠺࠸㸧ࢆ

ᐃࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵ

㸰� ᇶᮏ᪉㔪ࠊࡣḟᥖࡿࡆ㡯࡚࠸ࡘᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

୍� ᅜཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡿࡼ⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࡢ᥎㐍㛵ࡿࡍᇶᮏⓗ᪉ྥ

� ᅜཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡀ㔜Ⅼⓗㄪ㐩ࢆ᥎㐍ࡁࡍ⎔ቃ≀ရ➼ࡢ✀㢮㸦௨ୗࠕ≉ᐃ

ㄪ㐩ရ┠ࠖࠋ࠺࠸㸧ཬࡢุ᩿ࡢࡑࡧᇶ‽୪ࡧᙜヱᇶ‽ࡍࡓ‶ࢆ≀ရ➼㸦௨ୗࠕ≉ᐃ

ㄪ㐩≀ရ➼ࠖࠋ࠺࠸㸧ࡢㄪ㐩ࡢ᥎㐍㛵ࡿࡍᇶᮏⓗ㡯

୕� 㔜せ㡯ࡿࡍ㛵᥎㐍ࡢㄪ㐩ࡢ➼⎔ቃ≀ရࡢࡑ

㸱� ⎔ቃ⮧ྛࡵࡌࡽ࠶ࠊࡣ┬ྛᗇࡢ㛗➼㸦ᅜྛࡣ࡚ࡗ࠶┬ྛᗇࡢ㛗ࠊ⊂❧⾜ᨻἲே

㛶㆟ࠊࡋసᡂࢆࡢᇶᮏ᪉㔪࡚ࡋ༠㆟㸧ࠋࡌ௨ୗྠࠋ࠺࠸ࢆ⮧ົࡢࡑࡣ࡚ࡗ࠶➼

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵồࢆỴᐃࡢ

㸲� ๓㡯ࡢつᐃྛࡿࡼ┬ྛᗇࡢ㛗➼ࡢ༠㆟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ≉ᐃㄪ㐩ရ┠ࡢุ᩿ࡢᇶ‽

ྥືࡢ⤥㟂ࡧᢏ⾡ཬࡿࡍ㛵➼〇㐀ࡢ➼ရ≀ࡿࡍヱᙜ┠ᙜヱ≉ᐃㄪ㐩ရࠊࡣ࡚࠸ࡘ

➼㈍ࠊධ㍺ࠊ〇㐀ࡢ➼ᙜヱ≀ရࡀ⮧ቃ⎔ࠊࡳࡀࢇࡇࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ຺ࢆ➼

ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆࢀࡇࠊ࡚࠸ᇶ࡙ࡿࡍసᡂ࡚ࡋඹྠ⮧ࡿࡍ⟶ᡤࢆᴗࡢ

㸳� ⎔ቃ⮧ࠊࡣ➨୕㡯ࡢ㛶㆟ࡢỴᐃࠊࡣࡁࡓࡗ࠶ࡀ㐜ࠊࡃ࡞ᇶᮏ᪉㔪ࢆබ⾲ࡅ࡞ࡋ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ
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㸴� ๓୕㡯ࡢつᐃࠊࡣᇶᮏ᪉㔪ࡢኚ᭦ࠋࡿࡍ⏝‽࡚࠸ࡘ

㸦⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩᪉㔪㸧

➨᮲� ྛ┬ྛᗇࡢ㛗ཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡢ㛗㸦ᙜヱ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡀ≉Ṧἲே࡛ࡿ࠶ሙ

ㄪ㐩ࡢ➼ရ≀ࠊ࡚ࡋ༶ᇶᮏ᪉㔪ࠊẖᖺᗘࠊࡣ㸧ࠋࡌ௨ୗྠࠋ⪅⾲௦ࡢࡑࠊࡣ࡚ࡗ࠶ྜ

᥎ࡢㄪ㐩ࡢ➼ቃ≀ရ⎔ࠊ࡚ࡋ຺ࢆ➼ணᐃࡢᴗࡣົཪࡧண⟬ཬࡢᙜヱᖺᗘࠊࡋ㛵

㐍ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ᪉㔪ࢆసᡂࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

㸰� ๓㡯ࡢ᪉㔪ࠊࡣḟᥖࡿࡆ㡯࡚࠸ࡘᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ

୍� ≉ᐃㄪ㐩≀ရ➼ࡢᙜヱᖺᗘࡿࡅ࠾ㄪ㐩ࡢ┠ᶆ

� ≉ᐃㄪ㐩≀ရ➼௨እࡢᙜヱᖺᗘㄪ㐩ࢆ᥎㐍ࡿࡍ⎔ቃ≀ရ➼ཬࡢࡑࡧㄪ㐩ࡢ┠ᶆ

୕� 㡯ࡿࡍ㛵᥎㐍ࡢㄪ㐩ࡢ➼⎔ቃ≀ရࡢࡑ

㸱� ྛ┬ྛᗇࡢ㛗ཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡢ㛗ࠊࡣ➨୍㡯ࡢ᪉㔪ࢆసᡂࠊࡣࡁࡓࡋ㐜ࠊࡃ࡞

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ⾲බࢆࢀࡇ

㸲� ྛ┬ྛᗇࡢ㛗ཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡢ㛗ࠊࡣ➨୍㡯ࡢ᪉㔪ᇶ࡙ࠊࡁᙜヱᖺᗘࡿࡅ࠾

≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆ

� 㸦ㄪ㐩ᐇ⦼ࡢᴫせࡢබ⾲➼㸧

➨ඵ᮲� ྛ┬ྛᗇࡢ㛗ཬࡧ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡢ㛗ࠊࡣẖィᖺᗘཪࡣẖᴗᖺᗘࡢ⤊ᚋࠊ

㐜ࠊࡃ࡞⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࡢᐇ⦼ࡢᴫせࠊࡵࡲࡾྲྀࢆබ⾲ࠊࡶࡿࡍ⎔ቃ⮧

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ▱㏻

㸰� ๓㡯ࡢつᐃࡿࡼ⎔ቃ⮧ࡢ㏻▱ࠊࡣ⊂❧⾜ᨻἲே➼ࡢ㛗ࠊࡣ࡚ࡗ࠶ᙜヱ⊂❧⾜

ᨻἲே➼ࡢົ⮧ࢆ㏻ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜࡚ࡌ

� 㸦⎔ቃ⮧ࡢせㄳ㸧

➨᮲� ⎔ቃ⮧ྛࠊࡣ┬ྛᗇࡢ㛗➼ᑐࠊࡋ⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࡢ᥎㐍ࢆᅗ≉ࡵࡓࡿᚲ

せࡿ࠶ࡀㄆࡿࢀࡽࡵᥐ⨨ࢆࡇࡁࡿࢆせㄳࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

� 㸦ᆅ᪉බඹᅋయཬࡧᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࡿࡼ⎔ቃ≀ရ➼ࡢㄪ㐩ࡢ᥎㐍㸧

➨༑᮲� 㒔㐨ᗓ┴ࠊᕷ⏫ᮧཬࡧᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࠊࡣẖᖺᗘࠊ≀ရ➼ࡢㄪ㐩㛵ࠊࡋᙜヱ

㒔㐨ᗓ┴ཬࡧᕷ⏫ᮧࡢᙜヱᖺᗘࡢண⟬ཬࡧົཪࡣᴗࡢணᐃ➼຺ࢆࠊ࡚ࡋ⎔ቃ≀ရ

ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵດ࠺ࡼࡿࡍసᡂࢆ᪉㔪ࡢࡵࡓࡿᅗࢆ᥎㐍ࡢㄪ㐩ࡢ➼

㸰� ๓㡯ࡢ᪉㔪ࠊࡣ㒔㐨ᗓ┴ཬࡧᕷ⏫ᮧࡣ࡚ࡗ࠶ᙜヱ㒔㐨ᗓ┴ཬࡧᕷ⏫ᮧࡢ༊ᇦࡢ⮬↛

ⓗ♫ⓗ᮲௳ᛂࠊ࡚ࡌᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࡣ࡚ࡗ࠶ᙜヱᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேࡢົཬࡧ

ᴗᛂࠊ࡚ࡌᙜヱᖺᗘㄪ㐩ࢆ᥎㐍ࡿࡍ⎔ቃ≀ရ➼ཬࡢࡑࡧㄪ㐩ࡢ┠ᶆ࡚࠸ࡘᐃࡵ

ࢆㄪ㐩ࠊࡣ࡚࠸ࡘ➼ရ≀ࡿࡍヱᙜ┠ᐃㄪ㐩ရ≉ࠊ࡚࠸࠾ሙྜࡢࡇࠋࡿࡍࡢࡶࡿ
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特定調達品目及び判断の基準等の改定一覧 

分 野 特定調達品目名称 
（令和 7 年 1 月閣議決定） 令和 5 年 12 月閣議決定からの判断の基準等の改定の主な内容 

分 野 横 断 原材料に鉄鋼が使用

された物品 
原材料に鉄鋼が使用された物品に対し新たに共通の判断の基準（基

準値 1）を設定することとし、当該品目に係る判断の基準を満たし、

「削減実績量が付されていること」及び「定量的環境情報（カーボ

ンフットプリント）の算定・開示（以下「CFP の算定・開示」とい

う。）していること」をともに満たすことを要件 
紙 類 改定なし  
文 具 類 共通及び個別（紙製文

具類） 
紙製文具類共通の判断の基準及び紙製文具のうち個別の判断の基準

を設定している品目について森林認証材パルプ及び間伐材等パルプ

を古紙パルプと同等に評価するとともに、合計配合率で適合を判断 
けい紙、起案用紙、ノ

ート 
非塗工用紙及び塗工用紙に設定していた白色度及び塗工量に係る判

断の基準を削除 
オフィス家具等 改定なし  
画像機器等 プリンタ、プリンタ複

合機 
ポストコンシューマ材料からなる再生プラスチック部品又は再使用

プラスチック部品の使用を判断の基準に設定 
エコマーク認定基準を満たすこと又は同等のものであることを判断

の基準として記載（以下「エコマーク認定基準の活用」という。） 
CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

ファクシミリ、スキャ

ナ 
少なくとも部品の一つに再生プラスチック部品又は再使用プラスチ

ック部品の使用を判断の基準に設定（スキャナについては 1 年間の

経過措置を設定） 
エコマーク認定基準の活用 
CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

電子計算機等 改定なし  
オフィス機器等 シュレッダー 特定の化学物質の使用制限に係る判断の基準に設定していた 1 年間

の経過措置を終了 
一次電池又は小形充

電式電池 
一次電池について JIS 規格の改正に伴う最小平均持続時間の見直し 
CFP の算定・開示を配慮事項に追加（災害備蓄用品も同様） 

移動電話等 携帯電話 バッテリーの充電サイクル数及び長寿命化機能の搭載を判断の基準

に設定 
エコマーク認定基準の活用 
CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

PHS バッテリーの長寿命化機能の搭載を判断の基準に設定 
CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

スマートフォン OS の更新が可能であること、バッテリーの充電サイクル数及び長寿

命化機能の搭載を判断の基準に設定 
エコマーク認定基準の活用 
CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

家 電 製 品 電気便座 貯湯式及び瞬間式のエネルギー消費効率（年間消費電力量）に係る

判断の基準に設定していた 1 年間の経過措置を終了 
電子レンジ CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

エアコンディ  
ショナー等 

ストーブ CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

温 水 器 等 ガス温水機器 潜熱回収型ガス温水機器に 2 段階の判断の基準を設定（基準値 1） 
従来型機器についてエネルギー消費効率の強化 
対象範囲の見直し（既存建築物・施設等における従来型機器の取替

への対応） 
石油温水機器 潜熱回収型石油温水機器に 2 段階の判断の基準を設定（基準値 1） 

従来型機器についてエネルギー消費効率の強化 
照 明 改定なし  



分 野 特定調達品目名称 
（令和 7 年 1 月閣議決定） 令和 5 年 12 月閣議決定からの判断の基準等の改定の主な内容 

自 動 車 等 乗用車 2030 年度燃費基準値の 80%達成レベルに強化（ハイブリッド自動

車に適用） 
バス等、トラック等、

トラクタ 
2025 年度燃費基準値の 95%達成レベルに強化 

消 火 器 改定なし  
制服・作業服等 制服・作業服 クリーニングに係る JIS 規格の廃止・改正に伴う変更 
インテリア・ 
寝 装 寝 具 

金属製ブラインド CFP の算定・開示を配慮事項に追加 

作 業 手 袋 改定なし  
その他繊維製品 改定なし  
設 備 改定なし  
災害備蓄用品 災害備蓄用飲料水 賞味期限に係る 2 段階の判断の基準を設定（基準値 1 は 10 年以上、

基準値 2 は 5 年以上） 
備備蓄蓄用用作作業業服服 新新規規追追加加 

再生プラスチックから得られる合成繊維が 50%以上 
エコマーク認定基準の活用 
（再生プラスチックを原料とする合成繊維を使用した製品に適用） 

公 共 工 事 改定なし  
役 務 省エネルギー診断 再エネの活用に向けた導入可能性調査、再エネ関連の設備・機器の

導入等に係る提案を判断の基準に追加 
印刷 印刷事業者又は印刷物について 2 段階の判断の基準を設定 
食堂 2 段階の判断の基準を設定（基準値 1 は「環境負荷低減の取組の『見

える化』を行った農産物又は原材料とする加工食品」又は「有機農

業により生産された農産物又は原材料とする加工品」） 
食品リサイクル法に基づく基本方針を踏まえ再生利用の優先順位に

従い配慮事項を修正 
庁舎管理 環境負荷低減効果が認められる空調設備用フィルターについて調達

者向けの推奨事項として例示 
機密文書処理 オフィス製紙機による機密文書処理について必要に応じ、導入可能

性を含めた検討を留意事項として追加 
印刷機能等提供業務 プリンタ、プリンタ複合機、ファクシミリ及びスキャナに係る判断

の基準等の見直しへの対応 
ご み 袋 等 プラスチック製ごみ

袋 
ポストコンシューマ材料を原料とする再生プラスチックの使用を配

慮事項に追加 
22 分分野野 288 品品目目 
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